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第 1部 事業概要 

第 1章 事業の趣旨・目的 

 わが国では様々な業界で人手不足が大きな問題となっているが、警備関係業界でも顕著

にこの傾向が表れている。我々の社会生活における防犯・防災等の安全安心の充実を担う警

備業の人手不足は、安全安心インフラの機能不全を招きかねず、深刻な問題である。 

 

 この状況下で、防犯・防災等でのAIや IoT等の活用に関わる研究開発が進められている。

こうした最新技術の導入が進めば、警備業務が効率化され人手不足に対応できるだけでな

く、質向上・対応力強化等の効果をも見込むことができ、期待は大きい。これを促進するに

は、AI 等の最新技術を警備業務に導入・活用し、新しい時代の安全安心インフラ構築に貢

献する人材が求められる。この人材には、最新技術や安全安心に関する知識・スキルは勿論、

安全安心を実現するための基盤となるマインドを含めたコンピテンシーが重要である。 

 

そこで、工業系（電子・電気・情報等）の専門学校が、防犯や防災等を担う企業・団体・

行政等と連携して、最新技術を活用した安全安心インフラの構築に資する人材を養成する

教育プログラムを開発し、この取組を通してより充実した安全安心社会の実現に寄与する。 

 

 

第 2章 当該教育カリキュラム・プログラムが必要な背景について 

2-1 警備業界が社会に果たす役割 

 我が国の警備業は今日、日常生活の様々な場面に浸透し、防犯・防災等、人々の安全安心

に貢献している。本事業でいう安全安心とは、犯罪の予防や犯罪被害の抑止、災害の際の安

全確保や被害軽減、人々の防犯・防災意識の醸成等を行う社会基盤により、人々が犯罪・災

害等におびえることなく生活を営むことができることを指す。 

 

 昨今、社会情勢への不安から身近な生活環境の安全安心を求める声が高まっているが、例

えば、一般家庭のホームセキュリティの普及、教育施設・商業施設等の警備、災害時の避難

誘導などが、市民の不安感の解消に大きな役割を果たしている。また、警備業は、国際的な

テロ情勢の緊迫化などを背景に、空港・発電所などの重要施設の保安管理を担うなど、警察・

消防等の行政機構との連携のもと、公的業務の領域が拡大している。すなわち、警察機構・

消防機構などの行政機関が社会の基本的な安全安心インフラの基盤を担っているとすれば、

警備業はそのインフラの機能面・心理面の拡張・充実という重要な役割を担う産業である。 
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2-2 警備業界における人手不足 

 近年、様々な業界で人手不足が問題となっているが、警備業界では特に深刻な課題となっ

ている。警察庁が 2017 年 9 月～11 月に行った民間の警備業者を対象とした人員確保に関

する実態調査（回答 485 社）によると、「交通誘導」「雑踏」「空港保安」「施設」「巡回」の

全ての警備業務1において、77.5%以上の企業が人員について「大変不足している」「やや不

足している」と回答している。特に、工事現場における「交通誘導」警備では 96.5%が、イ

ベント等における「雑踏」警備では 94.5%が人手不足と感じている。上述のような社会的役

割を持つ警備業界の人手不足は、安全安心インフラの機能不全を招きかねず、我々の社会生

活における安全安心の基盤が揺らいでいることがわかる。 

  

 

1 各警備業務の概要は以下の通り 

 交通誘導警備： 

工事現場や駐車場などで通行する人や車両の誘導を行い、交通の安全確保を行う。 

 雑踏警備： 

花火大会やコンサート、マラソン大会など、不特定多数の人が集まるイベントにおい

て、必要な情報の提供や規制、広報、案内、誘導などの状況に応じた対応を行うことに

より、人々の安全確保を行う。 

 空港保安警備： 

X 線透視検査装置や金属探知機などを使用して空港における手荷物検査等を行い、

航空機内への持ち込み禁止品の不法な持ち込みを防ぐ。 

 施設警備： 

オフィスビルや商業施設等の施設に常駐し、入出管理、巡回、開閉館管理、鍵の管理、

防災センター業務等の業務を行う。 

 巡回警備： 

複数の施設を移動し、各施設を定期又は不定期に巡回する。施設に常駐しない。 
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図表 1 警備業務内容別の状況2 

 

 

2020年の東京オリンピック・パラリンピックでは 1万 4千人の民間警備員が必要3（*2）

とされており、同大会への影響も懸念される。 

 

 

2-3 警備業界に大きな影響を与える治安悪化要因の増大 

 社会構造の変化、国民の価値観や意識の変遷等から、従前の日本文化が持っていた犯罪や

事故に対する抑止力が低下するなど、安全安心に影響を及ぼす治安悪化要因が増大してい

る。具体的には、警備されているはずの施設で発生する新たな類型の凶悪事件、急激な外国

人の増加、安全であるはずの屋内や家庭内で多発するストーカー、DV、児童虐待、高齢者

虐待等の人身安全事態やいじめの多発等が、特に体感治安の悪化に繋がっている。また、毎

年暴動がエスカレートする一方のハロウインなどの大規模イベントでも、これまでの方法

では安全を確保できない状況となっている。このような社会情勢から、市民の安全安心を求

める声は一層高まり、警備業界へのニーズが加速的に増大する一方で、上記のように業界の

人材不足は深刻化の一途であり、従来の産業構造では近く、警備業が担うべき安全安心イン

フラの維持が困難になることは想像に難くない。 

 

 
2 参考：東京新聞 2018 年 4月 19日 夕刊 
3 https://www.fnn.jp/posts/00341280HDKを参照 
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2-4 防犯や事故防止における最新技術の活用事例 

 前述のような状況を一つの背景として、警備業界でも AIやロボティクスの活用による業

務の自動化・効率化が進んでいる。例えば、2018年 7月 29日に開催された第 41回隅田川

花火大会では、警察車両の上に設置されたカメラの映像から、人数計測や移動予測を行う新

システムの実証実験が行われた。将来的には、異常事態や不審物を察知してテロを未然に防

ぐ技術として期待されている。4 

 

 また、安全安心を考える上では、防災の観点も重要である。特に近年は大規模な災害が頻

発し、その対応が求められる。こうした防災に AIを活用した事例としては、川崎市による、

南海トラフ地震などの津波予測に関するシステム導入の取組が挙げられる。AI は予め架空

の観測データを使って、川崎市を襲う津波のパターンを無数のシミュレーションで学習し

ておく。津波が発生したときには、沖合の相模湾や駿河湾にある波浪計で観測したデータと

学習成果を基に、川崎市への到達時間や高さ、浸水域などを高精度に予測する。スーパーコ

ンピュータで計算することにより、地震発生の約 10分後に 5mの位置精度で予測が可能に

なるという。こうした予測結果を基に、防潮堤が機能しないなどの最悪の事態での浸水域を

予測し、きめ細かい情報を住民に提供して最適な避難につなげる。5 

 

 

2-5 新しい時代における警備業務のあり方 

 警察庁のWebサイトで公開されている『人口減少時代における警備業務の在り方に関す

る報告書』でも、ICT、IoT、ロボット等の技術の活用による警備業務の生産性の向上につ

いて指摘されている。実際、一部の警備業者においては、生体認証技術、情報通信技術、ド

ローン等の様々な技術を活用した警備業務が行われており、中には、警備ロボットの研究開

発を行っている事例やこれを実用化している事例も見受けられる。その一方で、多くの警備

業者では、こうした取組みは進んでおらず、警備業者に対するアンケート調査では、警備業

者は人手不足を実感しているものの、その対応策に関する回答は、「ICT、IoT、ロボット等

の先進技術を導入した業務の高度化・効率化」は、極めて少数であった。また、警備業者が

ICT等の技術を活用していない理由は、「技術に関する知見がなく、導入の可否の判断が困

難」が「導入に伴う当面のコスト高」を上回っていた。 

 

4 参考：人の流れをＡＩが学習 警視庁、隅田川花火で実証実験 朝日新聞デジタル 

   （https://www.asahi.com/articles/ASL7S44C6L7SUTIL02J.html） 

5 参考：【クローズアップ科学】進化するＡＩ防災 膨大なデータ 避難や救助に生かせ 産

経ニュース 

   （https://www.sankei.com/affairs/news/180715/afr1807150001-n1.html） 
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 このことから、多くの警備業者において ICT 等の技術が導入されていないのは、導入の

実現性や導入した場合の具体的な成果を含めた、技術に関する情報の不足によって、技術導

入のビジョンが明確にならないことが原因の一つと考えられる。警備業務の効率化・質的向

上・対応力強化等に直結する最新技術の活用は、安全安心インフラをより発展させていくた

めにも加速されることが望ましい。今後、警備業における ICT 等の技術に関する需要を顕

在化させるためには、まず、行政や業界団体・企業等の連携のもと、警備業者への情報提供

等の支援をより活発に行うべきである。これと並行して、安全安心と最新技術に関する知見

を併せ持ち、警備業界において業務への最新技術適用を担う人材が育成・輩出されれば、技

術導入のビジョンを明確化することができ、安全安心インフラのさらなる発展に繋がって

いくものと考える。 

 

 テロや凶悪犯罪の頻発により世界的に安全安心への関心が高まる中で開催される2020年

東京オリンピックにおいて、警備業界が担う役割は大きい。これを一つの契機とし、安全安

心大国の日本において、新しい時代の安全安心インフラの構築に資する取組みが求められ

る。6 

 

 

2-6 Society5.0 時代の安全安心インフラを構築する人材の養成 

 以上のように、安全安心に対するニーズが拡大する一方で、それを担う人材が不足してい

く現代においては、防犯・事故防止・防災等の業務に最新技術を導入することにより、効率

化・質的向上・対応力強化等を図る必要がある。そのためには、警備業務への AI等の最新

技術の導入・活用を主導し、新しい時代の安全安心サービスの構築に貢献できる人材が求め

られる。こうした人材には、最新技術に関わるハードウェア・ソフトウェアに関する知識・

スキル、防犯・事故防止・防災等の安全安心に関わる知識・スキルを兼ね備えることは勿論、

コミュニケーション力や問題解決力等の他、安全安心を実現するための基盤となるマイン

ド（安全安心マインド）を含めたコンピテンシー（業務遂行能力）を備えていることが重要

である。 

 

  

 

6 参考：人口減少時代における警備業務の在り方に関する報告書 警察庁Webサイト 

   （ https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/keibigyou/keibi.pdf ） 
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図表 2 育成する人材に求められる知識・スキルの 3要素 

 

 

 この 3 要素を兼ね備え、新しい時代の安全安心インフラ構築を担う人材を育成するため

に、 AIをはじめとした xTech7の部分の教育に関わる実績を有する工業系（電子・電気・情

報等）の専門学校が、防犯や防災等を担う企業や行政等と連携して、教育プログラムの開発

に取組む。 

 

 

2-7 工業系専門学校生を対象とする理由 

 本事業では、警備業務への xTech 適用を促進する人材の育成に際して、工業系専門学校

生を中心的な学習対象者として設定する。当該人材の育成に際して、学習内容の中核は、最

新技術に関わる技術的知識や安全安心サービスへの技術活用に関わる知識となる。その学

習を行うには必然的に、ソフトウェア・ハードウェアに関わる基礎的な知識の習得が前提と

なる。この条件下で本プログラムの受講対象者を考えるとき、工業系専門学校生は、ソフト

ウェアまたはハードウェアの基礎を既習であり、かつ先端技術に関わる人材としての適性

も期待できる。このことから、本教育プログラムでは、人材育成の実現性の観点から、工業

系専門学校生を中心的な学習対象として検討を行う。 

 

 

 
7 xTech：様々な業界にデジタルテクノロジー（IT）を活用して新たな価値や仕組みを創

造していくことの総称。「エックステック」または「クロステック」と読む。代表的なも

のに、自動車の自動運転（Automation）と Technologyを掛け合わせた「AutoTech」や、

金融（Finance）と Technologyを掛け合わせた「FinTech（フィンテック）」などがあ

る。 
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2-8 コンピテンシー育成のための PBL を中核とした教育プログラム 

 本事業で養成を目指すのは、防犯・防災等の警備業務に対し AI 等の xTech を適用して、

業務の効率化・質向上・対応力強化等に貢献できる人材である。この人材を養成する上では、

最新技術・安全安心に関わる知見を獲得させることも然ることながら、特に重要なのは、こ

れらの知見を活用して実際に警備業への最新技術活用を促進するために必要なコンピテン

シー（業務遂行能力）の醸成である。 

 

 AIをはじめとした xTech分野は現在、研究開発の途上にある技術も多く、今後さらなる

発展・変化を迎えていくはずである。したがって、本事業で養成する人材は、本プログラム

で学習する知識・スキルを基礎として、自主的に新しい技術を学び、取り入れていく必要に

迫られる。また防犯・事故防止・防災等の安全安心分野は、様々な場面・状況が想定され、

かつ社会情勢等によりニーズが多様に変化することから、基本的な知識を基に各場面に応

じて柔軟に対応する発想力・対応力等が求められる。すなわち、本事業で養成する人材は、

新たな時代において、変化し続ける技術や社会情勢等に対応しながら、 その場面・状況を

踏まえ、xTechを活用した安全安心サービスの提案・構築に貢献することが求められる。こ

のような人材を養成する上で最も重要なのは、先述したコミュニケーション力、問題解決力、

安全安心マインド等のコンピテンシーであると考える。 

 

 コンピテンシーを醸成するためには、従来のような講義中心の教育プログラムでは不十

分である。コンピテンシーの醸成には、課題設定から関連情報収集、成果を上げるまでのプ

ロセスの検討、具体的な討議等にチームで取り組み、実際に成果を取りまとめる訓練、すな

わち PBL（Project Based Learning）と呼ばれる新しい教育手法が有効である。本教育プ

ログラムではこの PBLを中核に据え、PBLに取り組むために必要な知識を講義やケースス

タディ等で学習する構成を採る。この教育プログラムによって、新しい時代の安全安心イン

フラ構築に貢献する人材を効果的・効率的に育成することを目標とする。 

 

 

第 3章 開発する教育プログラムの概要 

 

 本事業で開発する教育プログラム「Society5.0 時代の安全安心実現のためのインフラ構

築に貢献する人材育成プログラム」の概要は、以下の通りである。 
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3-1 教育プログラムの概要 

 本教育プログラムは、工業系（電気・電子・情報等）を中心とした専門学校生を対象とし

て、安全安心に関わる警備業務に Ai等の xTechの適用を促進する人材の育成を目指す。電

子・電気系（ハードウェア）と情報系（ソフトウェア）の両系統から進学する 1年制の研究

科としての運用も想定している。全科目の授業時間の合計は 1,305時間で、そのうち 990時

間程度を選択して学習する。学習内容は、AI・IoTの技術概要や活用事例に関わる知識、防

犯や防災・事故防止等の安全安心に関わる知識、最新技術を適用した安全安心サービス企画

検討・提案等を行うプロジェクトの推進によるコンピテンシーの獲得・向上を中核に構成す

る。加えて、これらの学習の前提知識となるハードウェア・ソフトウェアそれぞれの全般の

知識・スキルも併せて学習する。 

 

図表 3 教育プログラムの概要 

学習ターゲット 工業系（電気・電子、情報等）を中心とした専門学校生 

教育目標 

新しい時代において、変化する技術や社会情勢等に対応しながら、 

その場面・状況を踏まえ、xTechを活用した安全安心サービスの提

案・構築に貢献する人材の養成。 

学習概要 

AI等の最新技術に関わる知識、防犯・防災等の安全安心に関わる知

識、最新技術を適用した安全安心サービス企画検討・提案等を行うプ

ロジェクトの推進によるコンピテンシーの獲得・向上を中核に構成。 

単位・時間数 1年制 990時間（44単位）程度 

構成科目群概要 

プロジェクト系 応用科目群のひとつ。実務に準ずる環境下で、最新技術を活用した安

全安心サービスの企画検討・提案等の PBLを実施。 

安全安心系 応用科目群のひとつ。防犯・防災・事故防止等に関わる基本的な考え

方や、警備業務および周辺業界事情・事例等について学習。 

最新技術系 応用科目群のひとつ。AIや IoTなどの最新技術について、技術概要

および各技術の導入モデル、活用事例等について学習。 

ソフトウェア系 

/ 

ハードウェア系 

基礎科目群であるソフトウェア系・ハードウェア系の科目では、上記

応用科目群の学習の前提となる各領域の基本的知識を学習。学習者の

属性により、履修科目に以下のように必修・選択を設定。 

ハードウェア系統出身者：ソフト系科目必修、ハード系科目選択 

ソフトウェア系統出身者：ハード系科目必修、ソフト系科目選択 
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3-2 カリキュラム内容 

 本教育プログラムは、以下に示す通り、5系統の科目で構成される。そのうち、ハードウ

ェア系科目、ソフトウェア系科目、最新技術系科目は工業系専門学校専門課程において取り

扱われている内容も多く含まれることが予想され、既存の教材等を積極的に活用したい。安

全安心系科目では業界団体等が類似する教材を保有しており、また警備業の検定試験も存

在している。これらを基礎に本プログラムの主旨に沿ったアレンジ教材の開発を中心に検

討する予定である。プロジェクト系科目は主に PBL教材を使用して実施するが、これにつ

いては既存教材がないため新規開発した。 

 

 なお、本分野での既存の PBL教材が見当たらないことから判るように、安全安心業務に

関わるコンピテンシー醸成を主軸とした本教育プログラムは、既存プログラムでは対応し

ていない観点からの教育を取り入れたものである。このプログラムにより、前述の通り業

界・環境の変化に対応しながら、最新技術を活用して警備業務の効率化・質向上・対応力強

化等に貢献できる人材を養成する本事業の試みは、他に類を見ない新しい取組みである。 
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 本教育プログラムの今年度時点での全体構成を下表に示す。 

 

図表 4 カリキュラム内容 

類 分野 科目名 概要 時間 

応
用
科
目
群
（
必
修
） 

プロジェクト 

（新規開発） 

PBL 

シナリオ進

行型 PBL 

AIや IoTを活用した安全安心サービスの

企画提案を題材に、あらかじめ設定され

たシナリオに沿って検討を進める PBL。

プロジェクトの最終目標や前提条件、検

討課題などが用意されており、学習者は

これに沿ってプロジェクトに取り組む。 
225

時間 
学習者主導

型 PBL 

AIや IoTを活用した安全安心サービスの

企画提案を題材に、学習者自身が自ら設

定したプロセスに沿って検討を進める

PBL。プロジェクトの最終課題と前提条

件のみが設定され、学習者が自ら具体的

なテーマの発案、検討課題の設定などを

行い、プロジェクトに取り組む。 

安全安心 

（既存アレン

ジ） 

eラーニング 

＋集合学習 

安全安心概

論 1（防

犯） 

防犯面における安全安心全般の基礎や、

AI・IoT等の技術活用の現状を学習する。 

315

時間 

安全安心概

論 2（防

災） 

防災面における安全安心全般の基礎や、

AI・IoT等の技術活用の現状を学習する。 

安全安心概

論 3（その

他） 

防疫・事故防止・環境等の面における安

全安心全般の基礎や、AI・IoT等の技術活

用の現状を学習する。 

グローバル

時代の安全

安心 

世界情勢や、日本と国際社会との関係等

の基礎を学習し、グローバル時代におけ

る安全安心の考え方について学習する。 

安全安心ケ

ーススタデ

ィ 

安全安心に関するケーススタディによ

り、安全安心の考え方や実務的な知識、

AIや IoTの活用の考え方を学習する。 

安全安心フ

ィールドワ

ーク 

過去の大規模災害における被災地を訪問

し、防災対策も含めた復旧・復興の現状

やプロセス、考え方等を学習する。 
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最新技術 

（既存活用） 

eラーニング 

＋集合学習 

AI AIの概要や活用例等について、講義やケ

ーススタディにより学習する。 

315

時間 

IoT IoTの概要や活用例等について、講義やケ

ーススタディにより学習する。 

ロボティク

ス 

AIや IoTを活用したロボットの設計や活

用例について、講義やケーススタディ、

PCや実機を用いたシミュレーション等に

より学習する。 

ビッグデー

タ分析 

ビッグデータの扱いから分析手法、活用

例について、講義やケーススタディ、PC

を用いたシミュレーションや演習等によ

り学習する。 

基
礎
科
目
群
（
選
択
） 

ハードウェア 

（既存活用） 

eラーニング 

＋集合学習 

電子技術 電子素子や各種電子回路の基礎知識を講

義や演習により学習する。 

225

時間 

電気技術 電気回路における基本的な概念を中心

に、講義や演習により学習する。 

機械技術 機械材料や機械の設計、機能等の基礎知

識を、講義や演習、実習により学習す

る。 

ソフトウェア 

（既存活用） 

eラーニング 

＋集合学習 

ソフトウェ

ア開発技術 

IPA（独立行政法人情報処理推進機構）が

定めた「共通フレーム 2013」（SLCP-

JCF2013）の「2.4 ソフトウェア実装プ

ロセス」の内容をベースに、ソフトウェ

ア開発における各工程について学習す

る。授業は、講義による解説と、実際に

各工程を体験するロールプレイング（但

し、プログラミングは行わない）を組み

合わせる。 

225

時間 

オブジェク

ト指向/プロ

グラミング

技術 

Javaを用いたオブジェクト指向プログラ

ミングについて、講義と PCを用いた実習

により学習する。 

データベー

ス技術 

データベース全般の基礎や設計方法、機

能等について、講義と PCを用いた実習に

より学習する。 
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第 4章 昨年度の具体的活動実績 

 昨年度、令和元年度は本事業の初年度の取組として、教育プログラム開発の前段として調

査を実施し、評価基準と教育プログラムの一部を開発した。 

 

4-1 調査 

 学習者評価基準開発、教育プログラム開発に先立ち、参考資料収集を目的として 3 つの

調査を実施した。 

 

○安全安心に関連した行政・企業等対象の調査 

 安全安心インフラを構築する人材に対するニーズや、必要な知識・スキルを目的とした調

査である。行政、防犯・防災・事故防止等に関するサービスや機器を提供している企業等を

対象として、アンケート調査を実施した。さらに、アンケート調査の結果を深掘りするため

に、10件のヒアリング調査を行った。アンケート発送数と回収数は、以下の通りであった。 

 

図表 5 アンケート発送数・回収数 

 発送数 回収数 回収率 

安全安心関連企業等 300 32 10.7% 

 

 IT システム等に関わる人材の必要数の増減の傾向に対しては、「変化はない」が最多で

52%であった。次いで、「IT システム等に関わる人材はいない」が 42%であった。IT シス

テム等に関わる人材の確保状況に対しては、「ITシステム等に関わる人材はいない」が 60%

と最多であった。 
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○AIや IoTを活用した防犯、防災等の事例調査 

 ケーススタディや PBLで扱う題材の参考資料を収集することを目的として、インターネ

ットによる情報収集を行い、合計 30件の事例を収集した。 

 

 高速、高精度のマシンラーニングを利用した世界でトップクラスの顔認証エンジン、クラ

ウド型監視カメラ、AI 利用の交通整理システム、近赤外線と超音波を用いて容器内の液体

の安全性を判別する保安警備システムなどがあげられた。 

 

○評価基準調査 

評価基準開発の参考資料を収集することを目的として、文献、インターネットによる情報収

集を行った。 

 

 

4-2 開発 

 昨年度は、コマシラバスの開発、講義用教材の開発及びケーススタディ教材の開発に取り

組んだ。 

 

 コマシラバスは、教育プログラムを構成する各分野の科目について科目名、分野、科目概

要、授業時間数、学習目標、授業内容、使用教材、評価方法を具体的に書き下したものであ

る。今年度は「安全安心」2科目、「PBL」2科目、「AI」1科目を開発した。次年度以降も

開発を継続し、教育プログラム全体のコマシラバスを完成させていく。 

 

 講義用教材は、「安全安心概論」を作成した。防犯・防災・事故防止等、安全安心全般の

基礎や、AI・IoT等の技術活用の現状を学習する内容を記載した。 

 

 ケーススタディ教材は、安全安心に関するケーススタディにより、安全安心の考え方や実

務的な知識、AIや IoTの活用の考え方を学習するための内容を記載した。 
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第 5章 今年度の具体的活動実績 

 今年度は、実施委員会を 3回開催し、事業方針の検討及び進捗の確認を行った。また、事

業計画に従って、昨年度に引き続き教育プログラム開発を行い、実証講座を実施してその評

価を行った。 

 

5-1 実施委員会 

 本事業は、産学の連携体制によって実施委員会を構成し、事業に運営に当たった。以下は、

本事業の実施委員会の構成である。 

 

図表 6 実施委員会構成 

名称 役割等 都道府県 

一般社団法人 安全安心社会構築教育協会 事業統括 京都府 

学校法人コンピュータ総合学園 神戸電子専門学校 調査・開発・

実証 

兵庫県 

学校法人京都 YMCA学園 京都 YMCA国際福祉専門学校 開発・実証 京都府 

学校法人古沢学園 専門学校広島工学院大学校 調査・開発・

実証 

広島県 

学校法人浅野学園 国際航空専門学校 調査・実証 埼玉県 

学校法人札幌学院大学 開発・実証 北海道 

スルガ銀行 評価・助言 静岡県 

中部電力株式会社岐阜支店 評価・助言 岐阜県 

全日本空輸株式会社 評価・助言 東京都 

株式会社清光社 評価・助言 神奈川県 

JX不動産株式会社 調査・実証 神奈川県 

シャープタカヤ電子工業株式会社 調査・実証 岡山県 

ピアサービス株式会社 開発・実証 兵庫県 

一般社団法人神奈川県警備業協会 開発・実証 神奈川県 

株式会社ジェイレック 開発・実証 東京都 

日本アイ・ビー・エム株式会社 評価・助言 東京都 

一般社団法人 全国警備業協会 調査・開発・

実証 

東京都 
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 以上の参画機関から実施委員を招集し、実施委員会を 3回開催した。以下は、実施委員会

の開催実績である。 

 

図表 7 実施委員会の開催実績 

実施委員会 開催日時 議題等 

第一回実施委員会 2020年 7月 28 日（火） 

15:00～16:30 

・2019年度事業成果報告 

・2020年度事業計画説明 

・事業スケジュール 

第二回実施委員会 2020 年 10 月 26 日（月）

11:00～12:30 

・カリキュラム案検討 

・開発教材案検討 

・事業スケジュール 

第三回実施委員会 2021年 2月 21 日（月） 

13:30～15:00 

・本年度事業実施の説明 

 (1)実証講座について 

 (2)開発成果物について 

・意見交換 

・今後について 

 

 

5-2 開発 

 今年度は、評価基準の開発、コマシラバスの開発、講義用教材、ケーススタディ教材、e

ラーニング教材、PBL教材の開発に取り組んだ。 

 

 評価基準は、AIや IoT を活用して安全安心インフラを構築する人材に必要な知識・スキ

ルを整理したものである。基準には「～～を説明できる」「～～ができる」など、備えてい

る知識やスキルの程度を行動で判断できるような記述を用いた。 

 

 コマシラバスは、教育プログラムを構成する各分野の科目について科目名、分野、科目概

要、授業時間数、学習目標、授業内容、使用教材、評価方法を具体的に書き下したものであ

る。今年度は、昨年度開発分の改善を含め、教育プログラム全体のコマシラバスを完成させ

た。 

 

 講義用教材は、「安全安心概論 2（防災）」「安全安心概論 3（その他）」「グローバル時代の

安全安心」を作成した。それぞれ、以下のような内容を記載した。 
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図表 8 講義用教材の概要 

講義用教材 概要 

安全安心概論 2（防災） 防災全般の基礎知識や、防災分野における AI・IoTの技術

活用等の現状について学習する。 

安全安心概論 3（その他） 防疫・事故防止・国内の環境問題についての全般の基礎知

識や、これらの分野における AI・IoTの技術活用等の現状

について学習する。 

グローバル時代の安全安心 テロ防止、国際的な防疫対策、地球環境問題についての全

般的な基礎知識や、これらの分野における AI・IoTの技術

活用等の現状について学習する。テロ防止の背景知識とし

て、国際情勢についても学習する。 

 

 

 ケーススタディ教材は、安全安心に関するケーススタディにより、安全安心の考え方や実

務的な知識、AIや IoTの活用の考え方を学習するための内容を記載した。今年度は、防災

分野、防疫分野、グローバル分野それぞれ 2ケースずつ開発した。 

 

 e ラーニング教材は、安全安心分野の講義科目や、ケーススタディ科目及び PBL のポイ

ントを復習するための教材である。ポイントを解説した講義映像を収録した。主に自己学習

用として使用することを想定している。 

 

 PBL教材は、AIや IoTを活用した安全安心関連サービスの企画提案を題材にして、3つ

開発した。本教材では、プロジェクトの最終目標や前提条件、検討課題などが用意されてお

り、学習者はこれに沿ってプロジェクトに取り組む。予め設定されたシナリオに沿って検討

を進めるシナリオ進行型 PBLを想定している。 

 

 

5-3 評価 

 開発した教育プログラムから一部を抽出して実証講座を構成し、情報系専門学校生を対

象として試行的に実施した。その結果を受講者アンケートや講師・オブザーバーの講評に

よって評価し、教育プログラムの改善に活用した。 
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第 2部 開発報告 

 今年度は、評価基準、コマシラバス、安全安心分野の講義用教材、安全安心分野のケー

ススタディ教材、eラーニング教材、PBL教材の開発を行った。 

 

第 1章 評価基準開発 

1-1 評価基準開発の概要 

 評価基準は、AIや IoTを活用して安全安心インフラを構築する人材に必要な知識・スキ

ルを整理したものである。昨年度実施多調査の結果や、厚生労働省の職業能力評価基準等

から、安全安心分野に関連する分野の各種評価基準を参考にして開発した。基準には「～

～を説明できる」「～～ができる」など、備えている知識やスキルの程度を行動で判断で

きるような記述を用いた。 

 

 また、後述するカリキュラムの各科目の学習目標とも対応付けるため、大分類と科目の

分野、中分類と科目名とを対応付けた分類とした。 

 

 

1-2 評価基準の実際 

 以下、開発した評価基準を列記する。 

 

1-2-1 評価基準の分類 

 本事業で育成を目指す人材は、安全安心分野だけでなく、AIや IoTを活用するために必

要な知識やスキルも求められる。そこでまず、知識・スキルの分類として、中核となる

「安全安心」の他、AIや IoTに関連する「最新技術」、そして「最新技術」の基礎となる

「ハードウェア」「ソフトウェア」の 3つ、及びこれらの分野の知識やスキルを基に安全

安心インフラを構築するために必要な「コンピテンシー（業務遂行能力）」の 4つを大分

類とした。さらに、「コンピテンシー（業務遂行能力）」以外の大分類を一段細分化して中

分類を設定した。この分類は、後述するカリキュラムの分類・科目名と対応付けている。 

 

 以下、大分類と中分類の構成である。 
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図表 9 評価基準の構成 

大分類 中分類 

安全安心 防犯 

防災 

防疫（国内） 

事故防止 

日本の環境問題 

テロ対策 

国際的な防疫 

世界の環境問題 

最新技術 AI 

IoT 

ロボティクス 

ビッグデータ分析 

ハードウェア 電子技術 

電気技術 

機械技術 

ソフトウェア ソフトウェア開発技術 

オブジェクト指向／プログラミング技術 

データベース技術 

コンピテンシー 

（業務遂行能力） 
－ 

 

1-2-2 開発した評価基準 

 以下、開発した評価基準を列記する。 

 

1-2-2-1 大分類：安全安心の評価基準 
 大分類：安全安心では、防犯、防災等、安全安心関連の幅広い分野の知識やスキルを設

定した。 
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図表 10 大分類：安全安心の評価基準 

中分類 基準 

防犯 防犯分野全般の基礎知識を説明できる。 

防犯分野に関わる AI・IoTの技術活用の現状について説明できる。 

防災 防災分野全般の基礎知識として、各種災害の原因や発生した際の想

定される被害状況、対策等に関する知識を説明できる。 

大規模災害に対する防災対策や復旧・復興に関するプロセスや考

え方について説明できる。 

防災分野に関わる AI・IoTの技術活用の現状を説明できる。 

防疫（国内） 防疫分野全般の基礎知識として、感染症の基礎や過去の感染症の事

例、国内の感染症対策の事例等に関する知識を説明できる。 

防疫分野に関わる AI・IoTの技術活用の現状を説明できる。 

事故防止 交通事故やイベント事故の原因、対策、過去の事例等に関する知識

を説明できる。 

事故防止分野に関わる AI・IoTの技術活用の現状を説明できる。 

日本の環境問題 日本で特に注目されている環境問題の種類、原因、これまでの経

緯、対策等に関する知識を説明できる。 

日本で特に注目されている環境問題の対策に関わる AI・IoTの技術

活用の現状を説明できる。 

テロ対策 テロ事件の背景知識として、国際情勢についての基本的な知識を説

明できる。 

過去のテロ事件の事例について、原因や被害状況、その後の対策等

に関する知識を説明できる。 

国際的なテロ対策の取組事例について説明できる。 

テロ防止に関わる AI・IoTの技術活用の現状を説明できる。 

国際的な防疫 感染症対策の国際的な取組事例について説明できる。 

世界の環境問題 地球規模で発生している環境問題について、種類や原因、これまで

の経緯、対策等に関する知識を説明できる。 

SDGsの概要や、環境問題と関連した取組事例について説明でき

る。 

地球規模で発生している環境問題の対策に関わる AI・IoTの技術活

用の事例について説明できる。 
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1-2-2-2 大分類：最新技術の評価基準 
 大分類：最新技術では、AI、IoT、ロボティクス、ビッグデータ分析の中分類を設定し

た。 

 

図表 11 大分類：最新技術の評価基準 

中分類 基準 

AI AIの基本的な技術情報について説明できる。 

AIの活用事例について説明できる。 

APIを使った AIを網羅的に理解し、アプリケーションデザイン時

や構築時に活用できる。 

IoT IoTの基本的な技術情報について説明できる。 

IoTの活用事例について説明できる。 

IoTの発展の経緯を説明できる。 

IoTにおけるビジネスモデルの動向について説明できる。 

ロボティクス ロボットの構成や機能を説明できる。 

ロボットの制御の基本を理解し、回路やプログラミングの設計が

できる。 

ロボット機構を設計する際、強度や剛性、摩擦、外力等について

理解し、適切に応用できる。 

ビッグデータ分析 ビッグデータ時代におけるデータの取り扱いに関する基本的な知

識を説明できる。 

データがどのような分野でどのように活用されているかを説明で

きる。 

与えられたデータに対して適切な解析手法を適用、実行できる。 

データの可視化が行える。 
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1-2-2-3 大分類：ハードウェアの評価基準 
 大分類：ハードウェアには、電子技術、電気技術、機械技術の中分類を設定した。 

 

図表 12 大分類：ハードウェアの評価基準 

中分類 評価基準 

電子技術 ダイオードや各種トランジスタの動作原理、特性等に関する基本的事項を

説明できる。 

ダイオードやトランジスタを含む回路の回路図から、動作や機能の説明が

できる。 

電気技術 電圧源、電流源、オームの法則、キルヒホッフの法則、インピーダンス、

アドミタンス、コンダクタンス等の、電気回路に関する単位、諸定義、諸

定理、考え方、計算方法等の基本を説明できる。 

リアクタンス回路、変成器回路、三相交流回路、二端子対回路等につい

て、それぞれの性質を理解し、関連する計算ができる。 

機械技術 機械の動きを設計する際に、どのような部品を用いて、それらをどのよう

に組み合わせれば良いか等に関する基礎知識を説明できる。 

各種材料の特性や用途に関する基礎知識を説明できる。 

機械材料と製品の形状・機能と加工技術の関係を把握し、適切な加工技術

を選択できる。 

簡単な機械部品の設計と製図ができる。 
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1-2-2-4 大分類：コンピテンシー（業務遂行能力）の評価基準 
 大分類：コンピテンシー（業務遂行能力）には中分類を設定せず、関連する評価基準を

分類した。 

 

 

評価基準 

安全と安心の概念やそれらの違いを理解し、安全安心の実現を指向するマインドを身に

つけている。 

日頃から安全安心に関する課題を探し、その解決策を考えている。 

安全安心に関する課題解決のために、社内外の関係者と適切なコミュニケーションがで

きる。 

AIや IoT の知識を元に、これらの技術を活用した安全安心サービスの企画提案がで

きる。 

自ら発案した安全安心の課題解決のために AIや IoT の知識を基に、これらの技術

を活用したプロジェクトの企画実施ができる。 

 

 

第 2章 コマシラバス開発 

 コマシラバスは、教育プログラムを構成する各分野の科目について科目名、分野、科目概

要、授業時間数、学習目標、授業内容、使用教材、評価方法を具体的に書き下したものであ

る。昨年度は「プロジェクト PBL」2科目、「安全安心」1 科目、「最新技術」2科目を開発

した。今年度は、昨年度開発分の改善を含め、教育プログラム全体のコマシラバスを完成さ

せた。 

 

2-1 カリキュラム概要 

 本教育プログラムは以下に示す通り、5系統の科目で構成される。そのうち、ハードウェ

ア系科目、ソフトウェア系科目、最新技術系科目は工業系専門学校専門課程において取り扱

われている内容も多く含まれることが予想され、既存の教材等を積極的に活用することを

計画している。 

 

安全安心系科目では業界団体等が類似する教材を保有しており、また警備業の検定試験

も存在している。これらを基礎に本プログラムの主旨に沿ったアレンジ教材の開発を中心

に検討する予定である。学習時間は、全体 1,305時間の内、990時間程度を選択して学習す

る。 
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図表 13 カリキュラム 

類 分野 科目名 概要 時間 

応
用
科
目
群
（ 

必
修 
） 

プロジェクト

PBL 

 

225時間 

 

シナリオ進

行型 PBL 

AIや IoTを活用した安全安心サービスの

企画提案を題材に、あらかじめ設定され

たシナリオに沿って検討を進める PBL。

プロジェクトの最終目標や前提条件、検

討課題などが用意されており、学習者は

これに沿ってプロジェクトに取り組む。 

45 

時間 

学習者主導

型 PBL 

AIや IoTを活用した安全安心サービスの

企画提案を題材に、学習者自身が自ら設

定したプロセスに沿って検討を進める

PBL。プロジェクトの最終課題と前提条

件のみが設定され、学習者が自ら具体的

なテーマの発案、検討課題の設定などを

行い、プロジェクトに取り組む。 

180 

時間 

安全安心 

 

315時間 

安全安心概

論 1（防

犯） 

安全安心における防犯分野全般の基礎

や、AI・IoT等の技術活用の現状を学習す

る。 

45 

時間 

安全安心概

論 2（防

災） 

安全安心における防災分野全般の基礎

や、AI・IoT等の技術活用の現状を学習す

る。 

45 

時間 

安全安心概

論 3（その

他） 

安全安心における防疫・事故防止・環境

問題に関する全般の基礎や、AI・IoT等の

技術活用の現状を学習する。 

45 

時間 

グローバル

時代の安全

安心 

世界情勢や、日本と国際社会との関係等

の基礎を学習し、グローバル時代におけ

る安全安心の考え方について学習する。 

45 

時間 

 

安全安心ケ

ーススタデ

ィ 

安全安心に関するケーススタディによ

り、安全安心の考え方や実務的な知識、

AIや IoTの活用の考え方を学習する。 

67.5 

時間 

安全安心フ

ィールドワ

ーク 

過去の大規模災害における被災地を訪問

し、防災対策も含めた復旧・復興の現状

やプロセス、考え方等を学習する。 

67.5 

時間 

最新技術 

 

AI AIの概要や活用例等について、講義やケ

ーススタディにより学習する。 

90 

時間 
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315時間 IoT IoTの概要や活用例等について、講義やケ

ーススタディにより学習する。 

67.5 

時間 

ロボティク

ス 

AIや IoTを活用したロボットの設計や活

用例について、講義やケーススタディ、

PCや実機を用いたシミュレーション等に

より学習する。 

67.5 

時間 

ビッグデー

タ分析 

ビッグデータの扱いから分析手法、活用

例について、講義やケーススタディ、PC

を用いたシミュレーションや演習等によ

り学習する。 

90 

時間 

基
礎
科
目
群
（ 

選
択 

） 

ハードウェア 

 

225時間 

電子技術 電子素子や各種電子回路の基礎知識を講

義や演習により学習する。 

67.5 

時間 

電気技術 電気回路における基本的な概念を中心

に、講義や演習により学習する。 

67.5 

時間 

機械技術 機械材料や機械の設計、機能等の基礎知

識を、講義や演習、実習により学習す

る。 

90 

時間 

ソフトウェア 

 

225時間 

ソフトウェ

ア開発技術 

IPA（独立行政法人情報処理推進機構）が

定めた「共通フレーム 2013」（SLCP-

JCF2013）の「2.4 ソフトウェア実装プ

ロセス」の内容をベースに、ソフトウェ

ア開発における各工程について学習す

る。授業は、講義による解説と、実際に

各工程を体験するロールプレイング（但

し、プログラミングは行わない）を組み

合わせる。 

67.5 

時間 

オブジェク

ト指向/プロ

グラミング

技術 

Javaを用いたオブジェクト指向プログラ

ミングについて、講義と PCを用いた実習

により学習する。 

90 

時間 

データベー

ス技術 

データベース全般の基礎や設計方法、機

能等について、講義と PCを用いた実習に

より学習する。 

67.5 

時間 
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2-2 開発したコマシラバス 

 コマシラバスは昨年度事業で一部を開発した。今年度は、実証講座の結果や、昨年度はコ

マシラバスが未作成であった科目とのバランス等を考慮し、昨年度開発分の改善も含めて

全体を開発した。 

 

 以下、開発したコマシラバスを列記する。 
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分野 プロジェクト PBL 

科目名 シナリオ進行型 PBL 

科目概要 AIや IoT を活用した安全安心サービスの企画提案を題材に、あらかじ

め設定されたシナリオに沿って検討を進める PBL。プロジェクトの最

終目標や前提条件、検討課題などが用意されており、学習者はこれに

沿ってプロジェクトに取り組む。 

 

なお、本科目では以下の 3 つの PBL に取り組む。 

・IT 技術を活用した常駐警備及び安全安心情報提供のための技術要素

の検証 

・AI を利用した人身安全事案の予測システムの構築と連動する「次世代

多機能防犯カメラ」の提案のための技術要素の検証 

・ゲームアプリ「壊滅！反社・半グレ（仮称）」の開発 

授業時間数 45時間（30コマ） 

学習目標 AIや IoT の知識を元に、これらの技術を活用した安全安心サービスの

企画提案ができる。 

使用教材 都度指示する 

評価方法 ディスカッションへの参加状況 

プレゼンテーション 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1-2 PBL① 

要求分析 

 PBLの概要説明 

 背景説明 

 ヒアリングの実施 

 クライアントのニーズや課題、要望等、

開発に必要な情報のヒアリングを行う。 

 ヒアリングまとめシートの記入 

講義・質疑応答 

グループワーク 

3-5 PBL① 

開発要件検討 

 背景説明 

 ヒアリング結果を踏まえて、クライアン

トの要求を整理・分析し、要求仕様・開

発要件を策定する。 

 要望の整理・分析 

 開発要件シートの記入 

講義・質疑応答 

グループワーク 

6-8 PBL① 

技術要素検討 

 背景説明 

 技術要素の検討 

講義・質疑応答 

グループワーク 
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  技術要素検討シートの記入 

9-10 PBL① 

プレゼンテー

ション・講師

評価 

 

 プレゼンテーション準備 

 プレゼンテーション 

 講師評価 

プレゼンテーシ

ョン 

講義・質疑応答 

11-12 PBL② 

要求分析 

 PBLの概要説明 

 背景説明 

 ヒアリングの実施 

 クライアントのニーズや課題、要望等、

開発に必要な情報のヒアリングを行う。 

 ヒアリングまとめシートの記入 

講義・質疑応答 

グループワーク 

13-

15 

PBL② 

開発要件検討 

 背景説明 

 ヒアリング結果を踏まえて、クライアン

トの要求を整理・分析し、要求仕様・開

発要件を策定する。 

 要望の整理・分析 

 開発要件シートの記入 

講義・質疑応答 

グループワーク 

16-

18 

PBL② 

技術要素検討 

 

 背景説明 

 技術要素の検討 

 技術要素検討シートの記入 

講義・質疑応答 

グループワーク 

19-

20 

PBL② 

プレゼンテー

ション・講師

評価 

 

 プレゼンテーション準備 

 プレゼンテーション 

 講師評価 

プレゼンテーシ

ョン 

講義・質疑応答 

21-

22 

PBL③ 

現状分析 

 PBLの概要説明 

 背景説明 

 ヒアリングの実施 

 現状の分析 

 分析まとめシートの記入 

講義・質疑応答 

グループワーク 

23-

25 

PBL③ 

コンセプト作

成 

 背景説明 

 ヒアリング結果を踏まえて、クライアン

トの要求を整理・分析し、ゲームのコン

セプトを作成する。 

 コンセプトシートの記入 

講義・質疑応答 

グループワーク 
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26-

28 

PBL③ 

企画立案・企

画提案書の作

成 

 

 背景説明 

 技術要素の検討 

 企画提案書の記入 

講義・質疑応答 

グループワーク 

29-

30 

PBL③ 

プレゼンテー

ション・講師

評価 

 

 プレゼンテーション準備 

 プレゼンテーション 

 講師評価 

プレゼンテーシ

ョン 

講義・質疑応答 

 

 

  



29 

 

 

分野 プロジェクト PBL 

科目名 学習者主導型 PBL 

科目概要 AIや IoT を活用した安全安心サービスの企画提案を題材に、学習者自

身が自ら設定したプロセスに沿って検討を進める PBL。プロジェクト

の最終課題と前提条件のみが設定され、学習者が自ら具体的なテーマ

の発案、検討課題の設定などを行い、プロジェクトに取り組む。 

授業時間数 180時間（120コマ） 

学習目標 自ら発案した安全安心の課題解決のために AI や IoT の知識を基に、

これらの技術を活用したプロジェクトを企画実施ができる。 

使用教材 都度指示する 

評価方法 ディスカッションへの参加状況 

プレゼンテーション 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1-2 オリエンテー

ション・概要

説明 

課題準備演習 

① 

 

 PBLの概要説明 

 課題を設定するための準備 

 

講義・質疑応答 

3-12 課題準備演習 

② 

 

 課題の準備のための調査 

 マーケティング作業 

 ディスカッション 

グループワーク 

13-

24 

課題設定演習 

 

 課題設定の実施 グループワーク 

25-

64 

解決策検討演

習 

 

 設定した課題を解決するための施策の

検討 

グループワーク 

65-

116 

解決索実装演

習 

 

 策定した課題解決策の実装 グループワーク 

117-

118 

プレゼンテー

ション演習 

 

 課題の解決索のプレゼンテーション グループワーク 

119- 相互評価・相  提案のプレゼンテーションを行う。 グループワーク・
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120 互検討演習 

 

 他チームのプレゼンテーションを評価

する。 

 自チームのプレゼンテーションを他チ

ームの評価を元に改善する。 

講義 
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分野 安全安心 

科目名 安全安心概論 1（防犯） 

科目概要 安全安心における防犯分野全般の基礎や、AI・IoT 等の技術活用の現

状を学習する。 

授業時間数 45時間（30コマ） 

学習目標 安全安心における防犯分野の基礎知識、防犯分野に関わる AI/IoT の技

術活用の現状について理解できる。 

使用教材 安全安心テキスト教材、その他適宜指示する。 

評価方法 期末テスト 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 ガイダンス・

安全安心概論 

安全安心における防犯の概念と本講座で学ぶ

概要について学習する。 

講義・質疑応答 

2 安全安心社会

とは 

文科省科学技術・学術政策局政策課の資料を

元に安全安心社会とはどのようなものかにつ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

3 日本は安全で

安心な国か 

日本は安全で安心して暮らせる国かについ

て、平成29年内閣府「治安に関する世論調

査」等を元に学習する。 

講義・質疑応答 

4 犯罪場所 安全安心に影響を与える犯罪やその他の要因

等について犯罪情勢（令和元年版警察白書）

を元に学習する。 

講義・質疑応答 

5 犯罪情勢 令和元年版警察白書を元に安全安心に影響を

与える犯罪やその他の要因等について学習す

る。 

講義・質疑応答 

6 安全安心阻害

要因 

安全安心阻害要因について令和元年版警察白

書等を元に学習する。 

講義・質疑応答 

7 指数治安・体

感治安・犯罪

不安 

「指数治安」、「体感治安」、「犯罪不安」、「検

挙率」について学習する。 

講義・質疑応答 

8 犯罪率 警察等の安全安心に係る評価方法・問題点・

解決策等について学習する。 

講義・質疑応答 

9 指数治安・検

挙率・体感治

安・犯罪不安

「指数治安」、「検挙率」、「体感治安」、「犯罪

不安」の問題点について学習する。 

講義・質疑応答 
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の問題点 

10 課題の克服 警察等の安全安心に係る評価方法・問題点・

解決策等について、過去に取り組んだ課題か

ら学習する。 

講義・質疑応答 

11 警備業の現状 警備業の現状と安全安心への貢献について学

習する。 

講義・質疑応答 

12 警備業界の問

題 

人口減少時代における警備業務の在り方に関

する報告書 警察庁 Web サイトを元に、警備

業の問題点について学習する。 

講義・質疑応答 

13 育成する人材

に求められる

知識(1) 

「コミュニケーション力、課題の発見能力、

問題解決力等の他、安全安心マインドを含め

たコンピテンシー（業務遂行能力）」や、「防

犯分野に関わる知識・スキル」について学習

する。 

講義・質疑応答 

14 犯罪原因論と

犯罪機会論 

犯罪原因論と犯罪機会論についてマクロとミ

クロの視点から学習する。 

講義・質疑応答 

15 安全安心イン

フ ラの 構 築

（１） 

クライムマッピング、カーネル密度分析、ホ

ットスポットについて学習する。 

講義・質疑応答・

ディスカッショ

ン 

16 安全安心イン

フ ラの 構 築

（２） 

ホットスロット、パレート、ロングテール、

犯行リズム、時間割について学習する。 

講義・質疑応答・

ディスカッショ

ン 

17 安全安心イン

フ ラの 構 築

（３） 

～高度化（神奈川版コムスタット的地理的プ

ロファイリング）について学習する。 

講義・質疑応答・

ディスカッショ

ン 

18 安全安心イン

フ ラの 構 築

（４） 

～民間企業への期待（「simultaneous」（サイ

マルテニアス）について学習する。 

講義・質疑応答 

19 取組中の課題

（1） 

特殊詐欺について学習する。 講義・質疑応答 

20 取組中の課題

（2） 

振り込め詐欺対策について学習する。 講義・質疑応答 

21 未来への課題 インターネット空間における驚異について学

習する。 

講義・質疑応答 

22 未来の警備業

(1) 

警備業のフィールド拡大と魅力ある警備業界

について学習する。 

講義・質疑応答 
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23 未来の警備業

(2) 

中小警備会社によるジョイント警備、統合コ

ントロールセンター、人間 IoT について学習

する。 

講義・質疑応答 

24 未来の警備業

(3) 

Society5.0 時代の安全安心に係る「新たな価

値」について学習する。 

講義・質疑応答 

25 IT技術と安全

安心(1) 

安全安心産業に関わる ITに技術について、映

像技術について学習する。 

講義・質疑応答 

26 IT技術と安全

安心(2) 

安全安心産業に関わる ITに技術について、ネ

ットワーク技術について学習する。 

講義・質疑応答 

27 IT技術と安全

安心(3) 

安全安心産業に関わる ITに技術について、AI

について学習する。 

講義・質疑応答 

28 IT技術と安全

安心(4) 

安全安心産業に関わる IT に技術についてビ

ックデータについて学習する。 

講義・質疑応答 

29 IT技術と安全

安心(5) 

安全安心産業に関わる IT に技術について将

来像を学習する。 

講義・質疑応答 

30 安全安心社会

の構築に向け

て 

警備業界への期待について学習する。 講義・質疑応答 
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分野 安全安心 

科目名 安全安心概論 2（防災） 

科目概要 安全安心における防災分野全般の基礎や、AI・IoT 等の技術活用の現

状を学習する。 

授業時間数 45時間（30コマ） 

学習目標 安全安心における防災分野の基礎知識、防災分野に関わる AI/IoT の技

術活用の現状について理解できる。 

使用教材 安全安心テキスト教材、その他適宜指示する。 

評価方法 期末テスト 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 ガイダンス 安全安心における防災の概念と本講座で学ぶ

概要について学習する。 

講義・質疑応答 

2-4 災害の基礎① 地震・津波による災害について、発生の仕組

みや特徴、将来想定されている地震や津波と

その被害予測、基本用語等について学習する。 

講義・質疑応答 

5 災害の基礎② 気象災害や風水害について、発生の仕組みや

特徴、予防・対策、基本用語等について学習

する。 

講義・質疑応答 

6 災害の基礎③ 土砂災害について、その特徴や予防・対策、

基本用語等について学習する。 

講義・質疑応答 

7 災害の基礎④ 国内の代表的な火山や、火山災害の特徴、予

防・対策、基本用語等について学習する。 

講義・質疑応答 

8 災害の基礎⑤ 広域・大規模火災について、その種類や過去

の主な事例、予防・対策、基本用語等につい

て学習する。 

講義・質疑応答 

9-11 災害の基礎⑥ 近年の主な自然災害の事例について、概略を

学習する。 

講義・質疑応答 

12 災害に関する

情報① 

災害関連情報の種類や概要について学習す

る。 

講義・質疑応答 

13 災害に関する

情報② 

被害想定・ハザードマップについて、その概

要を学習する。 

講義・質疑応答 

14-

15 

災害に関する

情報③ 

災害情報の種類や入手・活用方法等について

学習する。 

講義・質疑応答 
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16-

17 

災害対策① 行政の災害対策や危機管理について、関連す

る組織やその役割、地域防災計画等の災害対

策に関する計画等について学習する。 

講義・質疑応答 

18-

19 

災害対策② 行政の災害救助や応急対策について、その概

略や事例等について学習する。 

講義・質疑応答 

20 災害対策③ 復旧・復興の概念や、災害医療の概略等につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

21 災害対策④ ライフラインの種類や、災害時におけるライ

フラインの停止・復旧、主なライフラインの

対策等について学習する。 

講義・質疑応答 

22 災害対策⑤ 企業や団体の防災活動や事業継続計画の概

略・考え方等について学習する。 

講義・質疑応答・

ディスカッション 

23-

24 

自助と共助① 自助の考え方や、それに基づいた行動等につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

25-

26 

自助と共助② 共助の考え方や、それに基づいた行動等につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

27 防災のこれか

ら① 

古文書や地層、地震碑等の、過去の災害に関

する記録について学習する。 

講義・質疑応答 

28 防災のこれか

ら② 

語り部や演芸、資料館、デジタルアーカイブ

等による災害の伝承について学習する。 

講義・質疑応答 

29 防災のこれか

ら③ 

実践的な避難訓練、防災ゲーム等の、防災に

関する教育について学習する。 

講義・質疑応答 

30 防災のこれか

ら④ 

防災に活用されている AI や IoT について学

習する。 

講義・質疑応答 
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分野 安全安心 

科目名 安全安心概論 3（その他） 

科目概要 安全安心における防疫・事故防止・環境問題に関する全般の基礎や、

AI・IoT 等の技術活用の現状を学習する。 

授業時間数 45時間（30コマ） 

学習目標 安全安心における防疫・事故防止・環境問題に関する基礎知識、これ

らに関わる AI/IoT の技術活用の現状について理解できる。 

使用教材 安全安心テキスト教材、その他適宜指示する。 

評価方法 期末テスト 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 ガイダンス 安全安心における防疫・事故防止・環境問題

の概念と、本講座で学ぶ概要について学習す

る。 

講義・質疑応答 

2-3 感染症 感染症の概要、病因病原体、感染症の 3要素、

関連法規等について学習する。 

講義・質疑応答 

4-13 過去の感染症

の事例 

過去に世界中で発生した感染症の事例につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

14-

15 

感染症予防 感染症予防の基本や、予防対策、ワクチン、

行政や自治体の対策等について学習する。 

講義・質疑応答 

16 防疫のこれか

ら 

防疫に活用されている AI や IoT について学

習する。 

講義・質疑応答 

17-

18 

事故防止の基

本 

交通事故やイベント等における事故につい

て、発生状況や原因、対策等について学習す

る。 

講義・質疑応答 

19 事故防止のこ

れから 

事故防止に活用されている AI や IoT につい

て学習する。 

講義・質疑応答 

20 日本の環境問

題の概要 

日本国内における、環境問題の種類や注目さ

れるようになった経緯等について学習する。 

講義・質疑応答 

21-

28- 

日本の環境問

題の種類 

アスベスト、ゴミ問題、公害、都市化の問題、

原子力発電所の廃炉・放射性廃棄物の問題に

ついて、概要や原因、課題、対策等について

学習する 

講義・質疑応答 

29 日本の環境問 行政や民間における解決への対策や関連法 講義・質疑応答 
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題対策 規等について学習する。 

30 環境問題のこ

れから 

環境問題対策に活用されている AI や IoT に

ついて学習する。 

講義・質疑応答 
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分野 安全安心 

科目名 グローバル時代の安全安心 

科目概要 グローバル時代となった現代、国境を越えた人・モノ・情報の行き来

は頻繁に、かつ、とてつもないスピードで発生している。このような

時代では、安全安心を考える上でも、国内に目を向けているだけでは

不十分である。 

 

そこで本科目では、テロや防疫、環境問題について、グローバルな視

点で解説を行う。また、その対策として AI・IoT 等の最新技術をど

のように活用できるかを考えていく。 

授業時間数 45時間（30コマ） 

学習目標 テロやその背景となっている国際情勢、防疫、環境問題に関する基本

的内容を、グローバルな視点から理解している。また、これらに関わ

る AI/IoT の技術活用の現状を理解している。 

使用教材 安全安心テキスト教材、その他適宜指示する。 

評価方法 期末テスト 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 ガイダンス グローバル時代の安全安心の概念と、本講座

で学ぶ概要について学習する。 

講義・質疑応答 

2-7 国際情勢 世界の地域ごとに、地形環境や気候、国どう

しの関係等について学習する。 

講義・質疑応答 

8 貿易 各種経済協定の概要や、貿易摩擦、地域間

の経済格差等について学習する。 

講義・質疑応答 

9 ハイテク産業 IT、AI、自動運転、家電等のハイテク産業に

関する代表的な国・地域の実態やそれらの関

係等について学習する。 

講義・質疑応答 

10 安全保障 安全保障の観点から、国・地域どうしの関係

について学習する。 

講義・質疑応答 

11 イデオロギー イデオロギーの観点から、国・地域どうしの

関係について学習する。 

講義・質疑応答 

12 国際協調体制 国際連合や EU、ASEAN 等、国際協調体制

に関する概要について学習する。 

講義・質疑応答 

13 日本に期待さ

れる役割 

政治面、経済面、安全保障面等の観点から、

国際社会から期待されている日本の役割に

講義・質疑応答 
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ついて学習する。 

14 テロリズム テロリズムの概要や、テロ事件の発生する原

因や背景、その影響等について学習する。 

講義・質疑応答 

15-

17 

テロ事件の事

例 

国内で発生したテロ事件や、国内でも大きく

報道されたり影響があったりした海外のテ

ロ事件の事例について学習する。 

講義・質疑応答 

18 国内外のテロ

対策 

国内外のテロ防止の取組等について学習す

る。 

講義・質疑応答 

19 テロ対策のこ

れから 

テロ対策に活用されている AIや IoTについ

て学習する。 

講義・質疑応答 

20-

21 

グローバル時

代の防疫 

世界的に対策がとられている感染症や、防疫

対策に取り組んでいる組織、日本における検

疫・水際対策等について学習する。 

講義・質疑応答 

22 地球環境問題

の概要 

地球環境問題の概要や歴史について学習す

る。 

講義・質疑応答 

23-

27 

地球環境問題

の実際 

地球温暖化、オゾン層破壊、大気汚染、エネ

ルギー問題、絶滅危惧種について、その原因

や現状、影響、対策等について学習する。 

講義・質疑応答 

28 環境問題に対

する国際的な

取り組み 

関連する国際的な組織や国際会議、条約等に

ついて学習する。 

講義・質疑応答 

29 SDGs SDGsの概要について、本科目で学習した地

球環境問題と関連付けて学習する。 

講義・質疑応答 

30 環境問題対策

のこれから 

環境問題対策に活用されている AIや IoTに

ついて学習する。 

講義・質疑応答 

 

  



40 

 

 

分野 安全安心 

科目名 安全安心ケーススタディ 

科目概要 安全安心に関するケーススタディにより、安全安心の考え方や実務的

な知識、AIや IoT の活用の考え方を学習する。 

授業時間数 67.5時間（45コマ） 

学習目標 AI や IoT を活用して安全安心を提供するために必要な実務知識を理

解している。 

使用教材 安全安心ケーススタディ教材、その他適宜指示する。 

評価方法 ディスカッションの参加状況、成果物による 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 ガイダンス 本科目の概要、ケーススタディの進め方等に

ついて解説する。 

講義・質疑応答 

2-3 防犯分野① 防犯分野に AIや IoT を活用した事例を題材

として、課題の解決に AI や IoT がどのよう

に貢献したか等について学習する。 

講義・質疑応答 

グループワーク 

4-5 防犯分野② 講義・質疑応答 

グループワーク 

6-7 防犯分野③ 講義・質疑応答 

グループワーク 

8-9 防犯分野④ 講義・質疑応答 

グループワーク 

10-11 防犯分野⑤ 講義・質疑応答 

グループワーク 

12-

13 

防災分野① 防災分野に AIや IoT を活用した事例を題材

として、課題の解決に AI や IoT がどのよう

に貢献したか等について学習する。 

講義・質疑応答 

グループワーク 

14-

15 

防災分野② 講義・質疑応答 

グループワーク 

16-

17 

防災分野③ 講義・質疑応答 

グループワーク 

18-

19 

防災分野④ 講義・質疑応答 

グループワーク 

20-

21 

防災分野⑤ 講義・質疑応答 

グループワーク 

22- 防疫分野① 国内の防疫分野に AI や IoT を活用した事例 講義・質疑応答 
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23 を題材として、課題の解決に AIや IoT がど

のように貢献したか等について学習する。 

グループワーク 

24-

25 

防疫分野② 講義・質疑応答 

グループワーク 

26-

27 

防疫分野③ 講義・質疑応答 

グループワーク 

28-

29 

防疫分野④ 講義・質疑応答 

グループワーク 

30-

31 

事故防止① 事故防止分野に AIや IoT を活用した事例を

題材として、課題の解決に AI や IoT がどの

ように貢献したか等について学習する。 

講義・質疑応答 

グループワーク 

32-

33 

事故防止② 講義・質疑応答 

グループワーク 

34-

35 

グローバル分

野① 

テロ、国際的な防疫、地球環境問題に対して

AI や IoT を活用した事例を題材として、課

題の解決に AIや IoT がどのように貢献した

か等について学習する。 

講義・質疑応答 

グループワーク 

36-

37 

グローバル分

野② 

講義・質疑応答 

グループワーク 

38-

39 

グローバル分

野③ 

講義・質疑応答 

グループワーク 

40-

41 

グローバル分

野④ 

講義・質疑応答 

グループワーク 

42-

43 

グローバル分

野⑤ 

講義・質疑応答 

グループワーク 

44-

45 

まとめ 本科目で学習したポイントを再確認する。 講義・質疑応答 

グループワーク 
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分野 安全安心 

科目名 安全安心フィールドワーク 

科目概要 過去の大規模災害における被災地を訪問し、防災対策も含めた復旧・

復興の現状やプロセス、考え方等を学習する。 

授業時間数 67.5時間（45コマ） 

学習目標 大規模災害に対する防災対策や復旧・復興に関するプロセスや考え方

を理解している。 

使用教材 適宜指示する。 

評価方法 期末レポート 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 ガイダンス 本講座の進め方や学ぶ内容について解説す

る。 

講義・質疑応答 

2-6 フィールドワ

ーク① 

大規模災害の被災地等でグループごとにフ

ィールドワークを行う。 

フィールドワー

ク 

7-8 ディスカッシ

ョン① 

フィールドワーク①でまとめた内容を発表

し、ディスカッションを行う。 

ディスカッショ

ン 

9-13 フィールドワ

ーク② 

大規模災害の被災地等でグループごとにフ

ィールドワークを行う。 

フィールドワー

ク 

14-

15 

ディスカッシ

ョン② 

フィールドワーク②でまとめた内容を発表

し、ディスカッションを行う。 

ディスカッショ

ン 

16-

20 

フィールドワ

ーク③ 

大規模災害の被災地等でグループごとにフ

ィールドワークを行う。 

フィールドワー

ク 

21-

22 

ディスカッシ

ョン③ 

フィールドワーク③でまとめた内容を発表

し、ディスカッションを行う。 

ディスカッショ

ン 

23-

27 

フィールドワ

ーク④ 

大規模災害の被災地等でグループごとにフ

ィールドワークを行う。 

フィールドワー

ク 

28-

29 

ディスカッシ

ョン④ 

フィールドワーク④でまとめた内容を発表

し、ディスカッションを行う。 

ディスカッショ

ン 

30-

34 

フィールドワ

ーク⑤ 

大規模災害の被災地等でグループごとにフ

ィールドワークを行う。 

フィールドワー

ク 

35-

36 

ディスカッシ

ョン⑤ 

フィールドワーク⑤でまとめた内容を発表

し、ディスカッションを行う。 

ディスカッショ

ン 

37- フィールドワ 大規模災害の被災地等でグループごとにフ フィールドワー
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41 ーク⑥ ィールドワークを行う。 ク 

42-

43 

ディスカッシ

ョン⑥ 

フィールドワーク⑥でまとめた内容を発表

し、ディスカッションを行う。 

ディスカッショ

ン 

44-

45 

まとめ 本科目で学習したポイントを再確認する。 講義・質疑応答 

グループワーク 
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分野 最新技術 

科目名 AI技術概論 

科目概要 AI の概要や活用例等について、講義やケーススタディにより学習す

る。 

授業時間数 90時間（60コマ） 

学習目標 AIの技術情報や活用事例について理解できる。 

APIを使った AIを網羅的に理解し、アプリケーションデザイン時や構築

時に役立てることができる。 

使用教材 その都度指示する。 

評価方法 演習到達度・期末テスト 

 

1.AIビジネス 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 人工知能の背

景と歴史 

 

・AIに関する基礎知識や用語を広く理解する

ために、様々な話題を紹介する。 

講義・質疑応答 

2 人工知能への

取り組み 

 

・AIを展開する各社の製品・サービス、取り

組みを理解し、AIベンダー選定の基本 

情報を取得するために、広く事例を紹介する。 

講義・質疑応答 

3 AI 導入のア

プローチとプ

ロジェクトマ

ネージメント 

・AI導入の目的とベネフィットを明確する導

入計画(CVA)、アプローチ手法としての 

Design Thinking思考、プロジェクトマネー

ジメントにおける Agile開発手法の実践な 

どを組み合わせることにより、より効率的に

開発を進めることが出来る。そのアプ 

ローチをケーススタディににて実践する。 

講義・質疑応答 

4 AI のビジネ

ス導入計画と

PoC アプロー

チ 

 

・AI導入における幾つもの課題を効率的に解

決するための導入計画(CVA)を適用 

することにより、ビジネス価値を PoCで検証

しながらロードマップに沿って最終的な 

目標に到達することが出来る。そのアプロー

チをケーススタディにより理解してもらう。 

講義・質疑応答 

5 AI システム

の法的・倫理

的課題 (ケー

・AIで利用されるデータ、学習済みモデルに

よる成果物など、従来のシステム開発 

とは異なる法的・倫理的課題を理解しケース

講義・質疑応答 
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ススタディ) 

 

スタディを通して理解を深める。 

6 AI 導入にお

けるデータ準

備とトレーニ

ング計画 

 

・Big Dataからトレーニングにより構築され

る AI におけるデータ準備、トレーニングの

重要性やアプローチを理解する。 

講義、質疑応答 

7 AI システム

のデータ活用

による進化体

験（演習） 

 

・AIシステムの各種トレーニング演習を体験

することで、どこに工数がかかるのか、 

何が必要工数の変動要素なのかを理解し、自

らの工数見積もりに生かす体験を演 

習にて実施する。 

講義、演習、質疑

応答 

8 AI システム

のマーケティ

ングと企画体

験（演習） 

 

・対話システム（チャットボット）を例に AI

マーケティングを考える。さらに演習では自 

動指定券売機の AI システムの企画立案を演

習にて実施する。  

講義、演習、質疑

応答 

 

 

1.AI技術 A 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 AI・Watson概

説、オリエン

テーション 

 

本コースの内容、流れを説明。 

一般的な AI 要素と利用シーン、AI で用いら

れている技術についての概説と合わせ 

て実用化済みのAIサービスであるWatsonの

概要を説明する。 

講義・質疑応答 

2 画像認識(1) 

 

画像認識技術についての説明。画像認識技術

実装例の紹介。 

 

講義・質疑応答 

3 画像認識(2) 

 

Visual Recognition(Watsonサービス)につい

ての説明。 画像判定のトレーニングの 

実施 

講義、質疑応答・

トレーニング 

4 画像認識(3) 

 

画像判定のトレーニングの実施 講義、質疑応答・

トレーニング 

5 音声認識(1) 音声認識技術についての説明。音声認識の実 講義、質疑応答 
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 装例の紹介。 

 

6 音声認識(2) 

 

STT API (Watsonサービス)についての説明。 

STTを用いた演習、初期認識レベル 

確認。学習による認識率改善効果の確認 

講義、質疑応答・

演習 

7 音声認識(3) 

 

STT API (Watsonサービス)についての説明。 

STTを用いた演習、初期認識レベル 

確認。学習による認識率改善効果の確認 

講義、質疑応答・

演習 

8 知識探索(1) 

 

知識探索技術についての解説。知識探索技術

実装例の紹介。 

Discovery, NLU,WKS (Watson サービス)に

ついての説明。 

Discovery を使用したコレクション作成演習 

講義、演習、質

疑応答 

9 知識探索(2) 

 

Discovery, NLU,WKS (Watson サービス)に

ついての説明。 

Discovery を使用したコレクション作成演習 

講義、質疑応

答・演習 

10 知識探索(3) 

 

Discovery, NLU,WKS (Watson サービス)に

ついての説明。 

Discovery を使用したコレクション作成演習 

講義、質疑応

答・演習 

11 対話システム

(チャットボ

ット)(1) 

 

対話システムの技術についての説明。対話シ

ステムの実装例の紹介。 

Conversation API(Watson サービス)につい

ての説明。 

 

講義、質疑応答 

12 対話システム

(チャットボ

ット)(2) 

 

Conversation API を使った対話システムの

演習 

講義、質疑応

答・演習 
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1.AI技術 B 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 コース概要・

Pyhton入門 

 

コース概要では、当コース全体で学習する内

容全体を説明する。 

Pyhton 入門では、当コースの実習で使う

Python/Jupyter Notebookに関して最低限の

利用ができるよう講義・実習を行う。 

講義・質疑応答 

2 機械学習 基

礎編 

 

機械学習の方式の違い(教師あり、教師なし、

強化学習)、目的の違い(回帰、分類など)を理 

解し、あわせて代表的な線形回帰・ロジステ

ィック回帰など典型的な実装方式を実習を通

じて理解する。 

講義・質疑応答 

3 機械学習 深

層学習編 1 

 

深層学習のネットワークを設計する上で重要

な概念は何か、CNNはどのような方式なのか

などを、Kerasによる実習を通じて理解する。 

講義、質疑応答・

演習 

4 テキスト分析 

 

従来型の技術要素である形態素解析、係受け

解析から、最新 AI技術であるエンティティ

抽出 

やWord2Vecまでテキスト分析に関わる主要

技術を実習を通じて理解する。 

講義・質疑応答 

5 機械学習 深

層学習編 2 

 

深層学習のフレークワークとして重要な

TensorFlowの考え方を理解し、また RNN、

LSTM、ResNetなど最新のニューラルネット

の仕組みを実習を通じて理解する。 

講義・質疑応答 

6 機械学習 実

践編 

 

データ整備、正規化、過学習、次元の呪い、

正則化、テスト方法、評価方法など実際に機

械 

学習を行う上で必須の概念・タスクを網羅的

に説明し、実習を通じて理解を深める。 

講義・質疑応答 

7 Watson API

開発事例・最

新 AI事例 

 

Personality Insights と音声認識の API開発

に関わった研究者が、API 開発の実際につい

て解説する。また、最新の AI技術状況、どこ

までができてどこからができないかなどにつ

いて、昨年まで基礎研究所にいた研究者が解

説する。 

講義・質疑応答 

8 総合演習#1 総合演習の進め方の説明。チーム分け。チー 講義、演習、質
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 ム内ユースケースのディスカッションとチー

ムごとのユースケースの決定 

疑応答 

9 総合演習#2 チーム内での実装方針、役割分担の決定。ア

ドバイザーからの助言を受けてユー 

スケース作成開始 

講義、演習、質

疑応答 

10 総合演習#3 

 

ユースケース作成、完成版を発表。チームご

とのプレゼンテーション実施と投票に 

よる優秀作決定 

講義、演習、質

疑応答 
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分野 最新技術 

科目名 IoT 

科目概要 IoT の概要や活用例等について、講義やケーススタディにより学習す

る。 

授業時間数 67.5時間（45コマ） 

学習目標 ①IoT の技術情報や活用事例について理解できる。 

②IoTの発展の経緯を説明できる 

③IoTにおけるビジネスモデルや標準動向について理解し、説明すること

ができる 

④IoTの応用事例（分野ごと）について理解し、説明することができる 

使用教材 都度指示する。 

評価方法 期末テスト 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 オリエンテー

ション 

IoTとは 

・IoT（Internet of Things：モノのインター

ネット）とはどのようなものであるかを理解

する。 

・IoT の動向や応用事例を通じて、効率化と

新たな価値創造によるイノベーションを起こ

すと期待されていることを理解する。 

講義・質疑応答 

2 IoTの仕組み ・IoT の全体像である IoT フレームワークに

ついて理解する。 

講義・質疑応答 

3 IoTサービス ・IoT フレームワークを構成する要素につい

て理解する（IoT デバイス、IoT ゲートウェ

イ、IoTサービス、IoTネットワーク）。 

講義・質疑応答 

4-5 IoT の市場動

向とビジネス

モデル 

・IoTが世界的に注目され、大きな市場を作

るといわれる理由について理解する。 

・IoTがどのような新しいビジネスモデルを

生み出すのかについて理解する。 

講義・質疑応答 

6-7 各国の取り組

みと標準化動

向 

・IoT という技術に対して各国政府または各

国の企業連合がどのような取り組みを行って

いるのかを理解する。 

・IoT に関連する技術の標準化の動向につい

て学習する。 

講義・質疑応答 
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・IoT に対して様々な産業界がどのような動

きをしているのかについて理解する。 

8-9 IoT の応用事

例 1 

・IoTの技術が実際に、製造業・交通・農業の

分野などでどのように活用されているのかを

理解する。 

・IoT が各産業にもたらす変化と影響につい

て理解する。 

・各分野において IoTの技術がどのように人

工知能で活かされていくのかを理解する。 

講義・質疑応答 

10-

11 

IoT の応用事

例 2 

・普段の生活における安心・安全に IoTの技

術が今後どのように影響するかについて学

ぶ。 

・生活を無駄なく便利にするために、IoT の

技術がどのように活用されると考えられてい

るのかについて学ぶ 

・社会インフラ 1：構造物モニタリング 

・社会インフラ 2：災害監視 

 

講義・質疑応答 

12-

13 

IoT の応用事

例 3 

・普段の生活における安心・安全に IoTの技

術が今後どのように影響するかについて学

ぶ。 

・生活を無駄なく便利にするために、IoT の

技術がどのように活用されると考えられてい

るのかについて学ぶ 

・エネルギー：スマートグリッド 

・ 公共：スマートシティ 

講義・質疑応答 

14-

15 

IoT の応用事

例 4 

・個人にとっての生活に IoTがどのような影

響を与えるのかについて学ぶ。 

・小売などのサービス業や金融にとって IoT

がどのように活用されるのかについて学ぶ。 

・家庭：スマートハウス 

・医療・健康：スマートヘルス 

 

講義・質疑応答 

16-

17 

IoT の応用事

例 5 

・個人にとっての生活に IoTがどのような影

響を与えるのかについて学ぶ。 

・小売などのサービス業や金融にとって IoT

講義・質疑応答 
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がどのように活用されるのかについて学ぶ。 

・小売：小売での IoT活用 

・その他：金融など 

18-

19 

IoT システム

開発 

・ IoTシステムに求められる要件（特徴）を

理解する。 

・オープン環境での IoTシステム構築につい

て理解する。 

・IoT システム開発の主な手順について理解

する。 

講義・質疑応答 

20-

22 

IoT デバイス

と IoT ゲート

ウェイ 

・IoTデバイスについて理解する。 

  ＊IoTデバイスの主な機能 

  ＊センサ/アクチュエータとのインタフ

ェース 

  ＊低消費電力化と環境発電 

・IoTゲートウェイについて理解する。 

  ＊IoTゲートウェイの主な機能 

  ＊エッジコンピューティング 

・ IoTデバイスと IoTゲートウェイのプラッ

トフォームについて理解する。 

講義・質疑応答 

23-

24 

センサとアク

チュエータ 

・IoT デバイスに接続されるセンサについて

理解する。 

・IoT デバイスに接続されるアクチュエータ

について理解する。 

講義・質疑応答 

25-

26 

IoT ネットワ

ーク 

・IoT ネットワークの全体像について理解す

る。 

  ＊IoTネットワークの概要 

  ＊エリアネットワーク 

  ＊アクセスネットワークと LPWA 

  ＊通信プロトコル 

講義・質疑応答 

27-

28 

IoTサービス ・ IoTサービスの全体像を理解する。 

  ＊サービスの概要 

  ＊IoTサービスプラットフォーム 

  ＊データの収集と蓄積 

  ＊データの分析とフィードバック 

講義・質疑応答 

29-

31 

身近な IoT シ

ステムの構築

・簡単な IoTアプリケーションを想定して、

それに対するいろいろな IoT システム（IoT

講義・質疑応答 
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例(1) プロトタイプ）の構築例（基本系、発展系）

について理解する。 

・身近な IoTシステム構築の全体像 

・基本系 

32-

33 

身近な IoT シ

ステムの構築

例(2) 

・簡単な IoTアプリケーションを想定して、

それに対するいろいろな IoT システム（IoT

プロトタイプ）の構築例（基本系、発展系）

について理解する。 

・発展系（メッシュ型、スター型他） 

・発展系（AWS IoT、モバイル系） 

講義・質疑応答 

34-

37 

進 化 す る

IoT(1) 

・IoT システムは、以下の分野と連携して、

スマート化が進み、新しい応用分野が開かれ

つつある。以下の分野での取り組みと動向に

ついて理解する。 

  ＊ウェアラブルデバイス  

   ※ AR（仮想現実）や VR（拡張現実）

などを含む 

  ＊ロボット：産業用ロボット、フィール

ドロボット、サービスロボット 

講義・質疑応答 

38-

41 

進 化 す る

IoT(2) 

・IoT システムは、以下の分野と連携して、

スマート化が進み、新しい応用分野が開かれ

つつある。 

以下の分野での取り組みと動向について理解

する。 

  ＊ドローンと自動運転 

講義・質疑応答 

42-

45 

進 化 す る

IoT(3) 

・IoT システムは、以下の分野と連携して、

スマート化が進み、新しい応用分野が開かれ

つつある。以下の分野での取り組みと動向に

ついて理解する。 

  ＊ AI（人工知能） 

講義・質疑応答 
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分野 最新技術 

科目名 ロボティクス 

科目概要 AIや IoT を活用したロボットの設計や活用例について、講義やケース

スタディ、PC や実機を用いたシミュレーション等により学習する。 

授業時間数 67.5時間（45コマ） 

学習目標 ・ロボットの構成や機能を理解する。 

・ロボット制御の基本を理解し、回路やプログラムの設計ができるように

なる。 

・ロボット機構を設計する際、強度や剛性、摩擦、外力等について理解し、

適切に応用できるようになる。 

使用教材 都度指示する。 

評価方法 期末テスト 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 オリエンテー

ション 

本講座の主な学習内容である、「ロボット機

構」「ロボット制御」「ロボット構造力学」に

ついて、その概要を解説する。 

講義・質疑応答 

2-3 ロボットの構

成・動き 

ロボットの構造の概要や、ロボットを動かす

ジョイントやアクチュエータについての概要

を学習する。 

講義・質疑応答 

4-5 ロボット構造

設計 

ロボット機構の設計に関し、その条件やパラ

メータ等について学習する。 

講義・質疑応答 

6-7 リンク機構の

設計 

リンク機構の設計方法について学習する。 講義・質疑応答 

8-9 アクチュエー

タ 

アクチュエータの概要、モータの動作原理等

について学習する。 

講義・質疑応答 

10-

11 

ロ ボ ット の

力・速度・減速

比 

駆動機構の概要や、減速比による力と速度の

関係、目的や条件に適したモータの選定方法

等について学習する。 

講義・質疑応答 

12-

13 

センサ 光、温度、音等の各種センサについて、原理

や使用方法等を学習する。 

講義・質疑応答 

14 フィードバッ

ク制御 

フィードバック制御の概要について学習す

る。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

15 車輪型ロボッ

ト 

車輪型ロボットの概要や、車輪速度と走行軌

跡との関係等について学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 
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16 マニピュレー

タ 

マニピュレータの概要、機構や自由度等につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

17 歩行ロボット 2 足・4足等の歩行ロボットについて、概要や

歩行の仕組み・制御法等について学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

18-

19 

シーケンス制

御 

シーケンス制御の概要や用途等について学習

する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

20-

21 

リレー回路 セットリセット回路、インターロック回路、

オルタネート回路等について、概要や用途、

動作原理等について学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

22-

23 

シーケンス回

路 

状態遷移表を使ったシーケンス回路の設計方

法について学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

24-

25 

タイマー回路 タイマー回路の概要や用途、動作原理等につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

26-

27 

カウンタ回路 カウンタ回路の概要や用途、動作原理等につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

28-

29 

様々な回路の

設計法 

タイミングチャート、状態遷移表、真理値表

等を用いた回路の設計方法について学習す

る。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

30-

31 

各種回路の応

用 

これまでに学習した回路が応用されている実

例を題材に、各種回路の設計方法等について

学習する。 

講義・質疑応答 

32 応力・ひずみ ロボット構造設計の概念や、応力の概念、材

料の変形と力の関係等について学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

33 材料の力学的

特性 

弾性変形、塑性変形等、材料の力学的特性に

ついて学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

34 曲げモーメン

ト 

梁にかかる力と、モーメントや生ずるたわみ

の関係について学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

35 最大応力と断

面係数 

構造材の曲げ変形と材料の延び縮みの関係

や、曲げモーメントと最大応力の関係等につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

36 断面 2 次モー

メント 

断面 2次モーメントの概念や計算方法、応用

等について学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

37 たわみと強度

を考慮した設

計 

曲げモーメントやたわみ量の計算方法や、ロ

ボット構造設計における応用等について学習

する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

38 せん断変形 せん断変形の概念、及びせん断弾性係数やせ 講義・質疑応答 



55 

 

ん断強度を用いた設計方法について学習す

る。 

シミュレーション 

39 ねじり変形 ねじり変形の概念や、せん断変形とねじり変

形との関係等について学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

40 コイルばね コイルばねの延びとねじりの関係式や、ばね

定数の計算方法等について学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

41 応力集中 応力集中の概念や、応力集中を避ける手法・

設計方法等について学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

42 座屈 座屈の概念や、座屈を考慮した設計方法等に

ついて学習する。 

講義・質疑応答 

シミュレーション 

43 IoT とロボテ

ィクス 

IoT の活用されたロボットに実例を題材に、

その構造や設計方法等について学習する。 

講義・質疑応答 

44 AI とロボテ

ィクス 

AIの活用されたロボットに実例を題材に、そ

の構造や設計方法等について学習する。 

講義・質疑応答 

45 まとめ 本科目のポイントを再確認し、質疑応答を行

う。 

講義・質疑応答 
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分野 最新技術 

科目名 ビッグデータ分析 

科目概要 ビッグデータの扱いから分析手法、活用例について、講義やケースス

タディ、PC を用いたシミュレーションや演習等により学習する。な

お、本科目では「Python」を用いた演習を行うので、その基本的な使

用方法は「AI」の科目で学習するか、「AI」を受講しない場合は各自

で事前に習得しておくこと。 

授業時間数 90時間（60コマ） 

学習目標 ・ビッグデータ時代におけるデータの取り扱いに関する基本的な知識

を習得する。 

・データがどのような分野でどのように活用されているかを理解する。 

・与えられたデータに対して適切な解析手法を適用、実行できるようにな

る。 

・データの可視化が行える。 

使用教材 都度指示する。 

評価方法 期末テスト 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 オリエンテー

ション 

本講座の学習内容や進め方について解説す

る。 

講義・質疑応答 

2-3 ビッグデータ

の概要 

ビッグデータとは何か、政府の IT 戦略とビ

ッグデータ、ビッグデータ活用の効果、今後

の課題等について解説する。 

講義・質疑応答 

4-5 ビッグデータ

時代 

近年のデータ量の増加やデータの多様性に

ついて、その背景や課題等を解説する。 

講義・質疑応答 

6-7 データの取得

と操作 

様々なデータ収集の方法や、データを分析

するための加工等の方法について学習す

る。 

講義・質疑応答 

演習 

8-10 データの視覚

化 

様々なデータに適するプロット技法や、視覚

化の意義について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

11-12 統計分析の基

礎 

基本統計量や、区間推定、仮説検定等につい

て学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

13-

16 

回帰分析 単回帰分析、多項式モデル、重回帰分析、一

般化線形モデル分析等について、その方法を

学習する。 

講義・質疑応答 

演習 
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17-

20 

ビッグデータ

判別分析手法 

サポートベクタマシン（SVM）、最近傍法、

ランダムフォレストを用いた判別分析につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

21-

24 

データマイニ

ング手法 

データの種類、バラツキの可視化、主成分分

析手法について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

25-

28 

時系列データ

の推定と予測 

時系列データの特徴を知った上で、統計的な

推定論を通した予測モデルの求め方につい

て学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

29-

32 

周波数分析 データが有する特徴量が周波数成分やパワ

ースペクトルで表されることや、周波数領域

でのデータ処理等について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

33-

36 

画像処理 画像処理の基礎（2値化、エッジ処理等）や、

動画の取得・処理方法等について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

37-

40 

メディア情報

処理 

マイクやカメラから得られる音声情報や画

像情報に対するデータ処理法や応用等につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

41-

44 

位置情報処理 測位方法の基礎や、得られる位置情報・空間

情報に対するデータ処理法や応用等につい

て学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

45-

48 

センサデータ

処理 

製造装置や生体などに設置するセンサから

得られるセンサデータに対する処理法や、

IoTなどの応用例等について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

49-

56 

ビッグデータ

の各産業への

応用例 

製造業、小売業、サービス業や安全安心関連

分野等、各産業分野におけるビッグデータ分

析の活用例について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

57-

59 

ビッグデータ

分析総合演習 

本講義で学習した内容を基に、データの取得

から加工、分析、結果の発表までの演習を行

う。 

講義・質疑応答 

演習 

60 まとめ 本科目のポイントを再確認し、質疑応答を行

う。 

講義・質疑応答 
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分野 ハードウェア 

科目名 電子技術 

科目概要 電子素子や各種電子回路の基礎知識を学習する。適宜演習を行うので、

毎回、関数電卓を持参すること。 

授業時間数 67.5時間（45コマ） 

学習目標 ・ダイオードや各種トランジスタの動作原理、特性等に関する基本的

知識を身につける。 

・ダイオードやトランジスタを含む回路の回路図から、動作や機能の説明

ができる。 

使用教材 都度指示する。 

評価方法 期末テスト 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 オリエンテー

ション 

本講座の学習内容や進め方、及び電子技術全

般の概要について解説する。 

講義・質疑応答 

2-3 電気回路の復

習 

オームの法則、LCR素子特性、直列・並列回

路等に関する基本事項を学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

4-5 キルヒホッフ

の法則・テブ

ナン定理 

キルヒホッフの法則を用いた回路解析法や、

テブナン・ノートン等価回路の作成法につて

学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

6-7 半導体① 半導体のエネルギー帯図、キャリア密度、フ

ェルミ準位、ドーピング密度等について学習

する。 

講義・質疑応答 

演習 

8-9 半導体② ドリフト電流や拡散電流、半導体中のオーム

の法則、抵抗率、導電率、キャリア移動度等

について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

10-11 ダイオード① pn 接合ダイオードの構成や動作原理につい

て学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

12-

13 

ダイオード② pn接合ダイオードの電流-電圧特性につい

て学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

14-

15 

ダイオード③ pn 接合ダイオードの空乏層容量と拡散容量

について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

16-

17 

ダイオード回

路① 

ダイオードの電圧電流関係や、理想ダイオー

ドの特性や回路の解析方法について学習す

る。 

講義・質疑応答 

演習 
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18-

19 

ダイオード回

路② 

回路負荷線とダイオード電圧電流特性から

非理想ダイオードのグラフ解析方法、及び章

振幅交流信号に対するダイオードの抵抗等

価解析方法について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

20-

21 

バイポーラト

ランジスタ① 

バイポーラトランジスタの種類や構造、動作

原理等について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

22-

23 

バイポーラト

ランジスタ② 

バイポーラトランジスタのコレクタ電流の

制御構造、電流増幅率の決定因子について学

習する。 

講義・質疑応答 

演習 

24-

25 

バイポーラト

ランジスタ③ 

接地形式や増幅利得、バイポーラトランジス

タの構造やその特性について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

26-

27 

MOSFET① 電界効果トランジスタの種類や基本構造、

MOS構造の基本動作、MOS構造における電

荷分布としきい値電圧について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

28-

29 

MOSFET② MOS 構造の容量特性と、MOSFET の静特

性について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

30-

31 

トランジスタ

回路① 

バイポーラトランジスタ静特性による増幅

の動作原理や、動作させるための直流バイア

スとバイアス回路の解析方法について学習

する。 

講義・質疑応答 

演習 

32-

33 

トランジスタ

回路② 

安定性の概念、直流・交流負荷線の概念につ

いて学習する。また、これらと、トランジス

タ静特性を併用したトランジスタの直流動

作点のグラフ解析法について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

34-

35 

二端子対回路

① 

二端子対回路の基本や、Zパラメータ、hパ

ラメータの概念、求め方、これらの相互換算

の方法について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

36-

38 

二端子対回路

② 

h パラメータによるトランジスタの小信号

等価回路の作成方法について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

39-

41 

トランジスタ

回路③ 

トランジスタ増幅回路の性能や電圧・電流利

得の概念、hパラメータ等価回路を用いたト

ランジスタ増幅回路の電圧利得と電流利得

の計算方法について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

42-

44 

トランジスタ

回路④ 

回路網の入出力インピーダンスの概念と、h

パラメータ等価回路を用いたトランジスタ

増幅回路の入出力インピーダンスの計算方

講義・質疑応答 

演習 
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法について学習する。 

45 まとめ 本科目のポイントを再確認し、質疑応答を行

う。 

講義・質疑応答 
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分野 ハードウェア 

科目名 電気技術 

科目概要 電気回路における基本的な概念を中心に学習する。適宜演習を行うの

で、毎回、関数電卓を持参すること。 

授業時間数 67.5時間（45コマ） 

学習目標 ・電圧源、電流源、オームの法則、キルヒホッフの法則、インピーダン

ス、アドミタンス、コンダクタンス等の、電気回路に関する単位、諸

定義、諸定理、考え方、計算方法等の基本を身につける。 

・リアクタンス回路、変成器回路、三相交流回路、二端子対回路等に

ついて、それぞれの性質を理解し、関連する計算ができる。 

使用教材 都度指示する。 

評価方法 期末テスト 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 オリエンテー

ション 

本講座の学習内容や進め方、及び電気技術全

般の概要について解説する。 

講義・質疑応答 

2 電気回路の復

習 

電気回路の単位、回路素子の種類・記号、直

流と交流、直列・並列回路、オームの法則、

キルヒホッフの法則等について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

3-4 直流回路 直流回路における重ね合わせの理、テブナン

の定理、ブリッジ回路について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

5-6 正弦波交流 正弦波交流の概念や、正弦波交流と三角関

数、最大値と実効値、正弦波交流電圧と電流

の関係について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

7-8 交流回路 交流回路、RC並列回路、RL直列回路、イン

ピーダンス、アドミタンス等について学習す

る。 

講義・質疑応答 

演習 

9-10 正弦波交流の

フェーザ表示

とフェーザ合

成 

正弦波交流のフェーザ表示とフェーザ合成、

及びフェーザによる直並列計算について学

習する。 

講義・質疑応答 

演習 

11-12 複素数を用い

た回路計算 

直列回路、並列回路、電圧方程式等に対し

て複素数を用いた計算方法を学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

13-

14 

交流電力 有効電力、無効電力、皮相電力、力率等の概

念や計算方法について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 
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15-

16 

交流回路網① 交流回路網にキルヒホッフの法則を適用し

た計算について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

17-

18 

交流回路網② 交流回路網に重ね合わせの理やテブナンの

定理を適用した計算について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

19-

20 

交流回路網③ 交流回路網に交流ブリッジの考え方を適用

した計算について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

21-

22 

回路網方程式 回路網方程式とその立て方、枝電流法、閉路

電流法、接点電位法について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

23-

24 

共振回路① 基本回路の周波数特性、直列共振回路、並列

共振回路について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

25-

26 

共振回路② 共振回路の応用、フェーザ軌跡について学習

する。 

講義・質疑応答 

演習 

27-

28 

相互誘導回路

① 

相互誘導回路とそれに関する計算について

学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

29-

30 

相互誘導回路

② 

相互誘導回路の等価回路や、変圧器回路につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

31-

32 

三相交流回路

① 

三相交流回路、三相電源と負荷、平衡三相回

路について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

33-

34 

三相交流回路

② 

三相交流回路の Y-Δ変換について学習する。 講義・質疑応答 

演習 

35-

36 

三相交流回路

③ 

三相交流回路の電力や対称座標法について

学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

37-

38 

二端子対回路

① 

二端子対回路網の概要や、二端子対回路網の

行列による表示を学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

39-

40 

二端子対回路

② 

二炭質以外路網における信号伝送や、フィル

タについて学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

41-

42 

分布定数回路

① 

分布定数回路や、分布定数回路の基本式につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

43-

44 

分布定数回路

② 

分布定数線路の特性インピーダンス、入力イ

ンピーダンス、反射と透過、それらの係数等

の定義や意味を学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

45 まとめ 本科目のポイントを再確認し、質疑応答を行

う。 

講義・質疑応答 
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分野 ハードウェア 

科目名 機械技術 

科目概要 機械材料や機械の設計、機能等の基礎知識を学習する。また、演習や

実習も適宜行うので、三角定規、コンパス、電卓を毎回用意しておく

こと。 

授業時間数 90時間（60コマ） 

学習目標 ・機械の動きを設計する際に、どのような部品を用いて、それらをど

のように組み合わせれば良いか等に関する基礎知識を身につける。 

・各種材料の特性や用途に関する基礎知識を身につける。 

・機械材料と製品の形状・機能と加工技術の関係を把握し、適切な加工技

術を選択するための基礎知識を身につける。 

・簡単な機械部品の設計法と製図法を習得する。 

使用教材 都度指示する。 

評価方法 期末テスト 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 オリエンテー

ション 

本講座の学習内容や進め方、及び機械技術全

般の概要について解説する。 

講義・質疑応答 

2 機械の技術史 20 世紀を中心に、機械の発達の歴史につい

て学習する。 

講義・質疑応答 

4-5 瞬間中心 瞬間中心の概要、3瞬間中心の定理、瞬間中

心の求め方等について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

6-7 機構における

測度と加速度 

機構における測度と加速度の求め方につい

て学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

8-10 リンク装置 様々なリンク装置の概要や、各リンクの速

度を求める方法について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

11-13 カム装置 カムの原理、カムの種類、カム線図等につい

て学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

14-

16 

歯車装置 歯車の基礎、歯車の種類、歯車減速機、足費

の計算方法等について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

17-

18 

材料のミクロ

な構造 

金属、セラミックス、高分子等、各材料のミ

クロな構造について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

19-

20 

構造・組織と

温度との関係 

拡散、核生成、凝固等の現象、状態図の読み

方等について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 
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21-

22 

構造と力学的

性質 

金属、セラミックス、高分子等、それぞれの

材料に特徴的な力学的性質について学習す

る。 

講義・質疑応答 

演習 

23-

24 

材料の機能性 半導体、磁性体、超伝導体、誘電体としての

材料の機能性、光学的性質について学習す

る。 

講義・質疑応答 

演習 

25-

27 

機械的性質と

試験法 

材料の引張特性、硬さ、破壊、披露、摩耗等

の性質やその試験法について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

28 鉄鋼材料 鉄鋼材料の種類や用途について学習する。 講義・質疑応答 

演習 

29 非鉄金属材料 アルミニウム、銅などの合金や、金属系複合

材料について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

30 高分子材料 高分子材料の種類や性質について学習する。 講義・質疑応答 

演習 

31 セラミックス

材料 

各種セラミックス材料の種類や機械的性質、

作成法について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

32-

33 

各種機能性 材料の機能性として、形状記憶、水素貯蔵。

超塑性、センシング等を取り上げ、その機構

について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

34 機械加工法の

概要 

機械加工法の概要や、加工の重要性、加工の

3大分類等について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

35-

39 

成形加工 鋳造法、組成加工法、粉末成形、射出成形等

について、基礎やプロセス、応用、装置等を

学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

40-

42 

付加加工 付加加工、接合加工、溶接加工、3D 付加加

工の基礎について学習する。 

講義・質疑応答 

演習 

43 特殊加工 放電加工等の特殊加工について基礎を学習

する。 

講義・質疑応答 

演習 

44-

47 

除去加工 切削加工やその他の加工について、基礎や使

用する工作機械・工具、応用等について学習

する。 

講義・質疑応答 

演習 

48-

53 

製図 三面図、線、断面図、寸法記入、直径・半径

の寸法記入、穴の個数・深さ・加工方法の記

入、ネジの記入、表面粗さ、面取り、溶接、

表題欄、部品欄、組立図、寸法公差、軸と穴

のはめ合い、幾何公差等について、講義や製

講義・質疑応答 

実習 
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図実習を通して学習する。 

54-

56 

機械部品 ネジ、歯車、軸受け、キー結合、止め輪、ば

ね、金属材料、樹脂材料等について、講義や

製図実習を通して学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

57-

59 

設計 加工方法と組み立て精度を考えた設計、機械

材料の性質、軸受けの支持設計、構想図等に

ついて、講義や製図実習を通して学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

60 まとめ 本科目のポイントを再確認し、質疑応答を行

う。 

講義・質疑応答 
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分野 ソフトウェア 

科目名 ソフトウェア開発技術 

科目概要 IPA（独立行政法人情報処理推進機構）が定めた「共通フレーム 2013」

（SLCP-JCF2013）の「2.4 ソフトウェア実装プロセス」の内容をベ

ースに、ソフトウェア開発における各工程について学習する。授業は、

講義による解説と、実際に各工程を体験するロールプレイング（但し、

プログラミングは行わない）を組み合わせる。 

授業時間数 67.5時間（45コマ） 

学習目標 ・ソフトウェア開発のプロセスについて理解している。 

・ソフトウェア開発の各工程における「目的」と「成果物」を理解してい

る。 

使用教材 都度指示する。 

評価方法 期末テスト 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 オリエンテー

ション 

本講座の学習内容や進め方、及びソフトウェ

ア開発プロセスの全体像について解説する。 

講義・質疑応答 

2 ソフトウェア

実装プロセス

開始の準備プ

ロセス① 

ソフトウェア実装プロセス開始の準備プロ

セスの目的と成果、必要なタスクの概要につ

いて学習する。そして、当プロセスのタスク

「開発作業の組み立て」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

3 ソフトウェア

実装プロセス

開始の準備プ

ロセス② 

当プロセスのタスク「必要なプロセスの組込

み」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

4-5 ソフトウェア

実装プロセス

開始の準備プ

ロセス③ 

当プロセスのタスク「開発環境の整備」「ソフ

トウェア実装プロセスの実施計画作成」「非

納入品目の使用の容認」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

6 ソフトウェア

要件定義プロ

セス① 

ソフトウェア要件定義プロセスの目的と成

果、必要なタスクの概要について学習す

る。そして、当プロセスのタスク「ソフト

ウェア要件の確立」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

7 ソフトウェア

要件定義プロ

当プロセスのタスク「ソフトウェア要件の評

価」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン
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セス② グ 

8-9 ソフトウェア

方式設計プロ

セス① 

ソフトウェア方式設計プロセスの目的と成

果、必要なタスクの概要について学習する。

そして、当プロセスのタスク「ソフトウェア

構造とコンポーネントの方式設計」について

学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

10-11 ソフトウェア

方式設計プロ

セス② 

当プロセスのタスク「各インタフェースの方

式設計」「データベースの最上位レベルの設

計」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

12-

13 

ソフトウェア

方式設計プロ

セス③ 

当プロセスのタスク「利用者用文書（暫定版）

の作成」「ソフトウェア結合の為のテスト要

件の定義」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

14 ソフトウェア

方式設計プロ

セス④ 

当プロセスのタスク「ソフトウェア方式設計

の評価」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

15 ソフトウェア

方式設計プロ

セス⑤ 

当プロセスのタスク「ソフトウェア方式設計

の共同レビューの実施」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

16 ソフトウェア

詳細設計プロ

セス① 

ソフトウェア詳細設計プロセスの目的と成

果、必要なタスクの概要について学習する。

そして、当プロセスのタスク「ソフトウェア

コンポーネントの詳細設計」について学習す

る。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

17 ソフトウェア

詳細設計プロ

セス② 

当プロセスのタスク「ソフトウェアインタフ

ェースの詳細設計」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

18-

19 

ソフトウェア

詳細設計プロ

セス③ 

当プロセスのタスク「データベースの詳細設

計」「利用者用文書の更新」について学習す

る。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

20-

21 

ソフトウェア

詳細設計プロ

セス④ 

当プロセスのタスク「ソフトウェアユニット

のテスト要件の定義」「ソフトウェア結合の

ためのテスト要件の更新」について学習す

る。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

22 ソフトウェア

詳細設計プロ

セス⑤ 

当プロセスのタスク「ソフトウェア詳細設計

及びテスト要件の評価」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 
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23 ソフトウェア

詳細設計プロ

セス⑥ 

当プロセスのタスク「ソフトウェア詳細設計

の共同レビューの実施」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

24 ソフトウェア

構築プロセス

① 

ソフトウェア構築プロセスの目的と成果、必

要なタスクの概要について学習する。そし

て、当プロセスのタスク「ソフトウェアユニ

ットとデータベースの作成及びテスト手順

とテストデータの作成」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

25 ソフトウェア

構築プロセス

② 

当プロセスのタスク「ソフトウェアユニット

とデータベースのテストの実施」について学

習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

26-

27 

ソフトウェア

構築プロセス

③ 

当プロセスのタスク「利用者用文書の更新」

「ソフトウェア結合テスト要件の更新」につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

28 ソフトウェア

構築プロセス

④ 

当プロセスのタスク「ソフトウェアコード及

びテスト結果の評価」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

29 ソフトウェア

結合プロセス

① 

ソフトウェア結合プロセスの目的と成果、必

要なタスクの概要について学習する。そし

て、当プロセスのタスク「ソフトウェア結合

計画の作成」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

30 ソフトウェア

結合プロセス

② 

当プロセスのタスク「ソフトウェア結合テス

トの実施」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

31-

32 

ソフトウェア

結合プロセス

③ 

当プロセスのタスク「利用者文書の更新」「ソ

フトウェア適格性確認テストの準備」につい

て学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

33 ソフトウェア

結合プロセス

④ 

当プロセスのタスク「ソフトウェア結合の評

価」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

34 ソフトウェア

結合プロセス

⑤ 

当プロセスのタスク「ソフトウェア結合の共

同レビュー実施」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

35 ソフトウェア

適格性確認テ

ストプロセス

ソフトウェア適格性確認テストプロセスの

目的と成果、必要なタスクの概要について学

習する。そして、当プロセスのタスク「ソフ

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 
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① トウェア適格性確認テストの実施」について

学習する。 

36-

37 

ソフトウェア

適格性確認テ

ストプロセス

② 

当プロセスのタスク「利用者用文書の更新」

「ソフトウェア適格性確認テストの評価」に

ついて学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

38-

39 

ソフトウェア

適格性確認テ

ストプロセス

③ 

当プロセスのタスク「監査の支援」「納入ソフ

トウェア製品の準備」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

40-

41 

ソフトウェア

導入プロセス 

ソフトウェア導入プロセスの目的と成果、必

要なタスクの概要について学習する。そし

て、当プロセスのタスク「ソフトウェア導入

（インストール）計画の作成」「ソフトウェア

導入の実施」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

42-

44 

ソフトウェア

受入れ支援プ

ロセス 

ソフトウェア受入れ支援プロセスの目的と

成果、必要なタスクの概要について学習す

る。そして、当プロセスのタスク「取得者の

受入れレビューと受入れテストの支援」「ソ

フトウェア製品の納入」「取得者への教育訓

練及び支援」について学習する。 

講義・質疑応答 

ロールプレイン

グ 

45 まとめ 本科目のポイントを再確認し、質疑応答を行

う。 

講義・質疑応答 
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分野 ソフトウェア 

科目名 オブジェクト指向／プログラミング技術 

科目概要 Java を用いたオブジェクト指向プログラミングについて、講義と PC

を用いた実習により学習する。 

授業時間数 67.5時間（45コマ） 

学習目標 Java による基本的なプログラミング技術を習得し、簡単なアプリケーシ

ョンを開発できる。 

使用教材 都度指示する。 

評価方法 期末テスト 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 オリエンテー

ション 

本講座の学習内容や進め方について解説す

る。また、次回以降で使用する Java の開発

環境の構築を行う。 

講義・質疑応答 

実習 

2 Javaの概要 Javaの歴史や特徴、Javaプログラムの動作

の仕組みについて学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

3 Java プログ

ラムの基本 

ソースコードの記述方法、プログラムの実行

方法等について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

4 基本データ型 基本データ型の概要、整数型、浮動小数点型、

文字型、論理型の使い方等について学習す

る。 

講義・質疑応答 

実習 

5 変数と定数 変数の宣言、変数や定数の代入と表示、変

数の宣言と初期化、型推論による変数宣

言、変数の有効範囲（スコープ）等につい

て学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

6 キャスト キャスト（型変換）やワイドニング変換、な

ローイング変換について、概要や使い方等に

ついて学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

7 配列 配列の概要、宣言、作成、要素へのアクセス、

代入、多次元配列等について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

8 参照型・列挙

型 

Stringや length()メソッド、その他の参照型

のメソッド、及び列挙型の概要や使い方等に

ついて学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

9 演算子① 演算子の種類、演算子の優先順位、代入演算

子、算術演算子について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 
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10 演算子② 比較演算子、論理演算子について学習する。 講義・質疑応答 

実習 

11 演算子③ 内部表現に関わる演算子（シフト演算子、ビ

ット演算子等）、単項演算子、インクリメント

／デクリメント演算子、条件演算子について

学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

12 条件分岐① if文、if else文による条件分岐について学習

する。 

講義・質疑応答 

実習 

13 条件分岐② switch文、break文を用いた条件分岐につい

て学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

14 繰り返し① for 文による指定回数の繰り返しについて学

習する。 

講義・質疑応答 

実習 

15 繰り返し② while文、do while 文による条件指定の繰り

返しについて学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

16 繰り返し③ 繰り返し処理の多重化や、break文による強

制終了、continue文による中断、ラベル、拡

張 for文について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

17 メソッド① メソッドを使ったプログラム、メソッドの書

き方、引数と戻り値について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

18-

19 

メソッド② オーバーロード、メソッドの呼び出し、再帰

呼び出しについて学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

20-

21 

クラス① オブジェクト、クラス、インスタンス、クラ

スの作成、this参照、コンストラクタ等につ

いて学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

22-

23 

クラス② クラスの継承、継承とコンストラクタ、

super()、オーバーライド、ラッパークラス等

について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

24-

25 

クラス③ パッケージの概念と使用方法、static修飾子、

アクセス修飾子等について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

26-

27 

例外処理 例外の概念、例外の種類、例外処理について

学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

28-

29 

データの入出

力 

キーボードからの入力、ファイルの入出力、

インターネット上のデータ読み込みについ

て学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

30-

31 

マルチスレッ

ド 

シングルスレッドとマルチスレッド、マルチ

スレッドプログラムの作成について学習す

講義・質疑応答 

実習 
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る。 

32 ネットワーク

プログラミン

グ① 

ネットワークの基本、アドレス、ポート番号

とソケット、クライアント・サーバモデルに

ついて学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

33-

34 

ネットワーク

プログラミン

グ② 

クライアントプログラムの作成、サーバプロ

グラムの作成について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

35-

36 

GUIとイベン

ト処理① 

GUIの作成について学習する。 講義・質疑応答 

実習 

37-

38 

GUIとイベン

ト処理② 

イベントの種類、イベントソースとイベント

リスナー、イベント処理プログラム、マウス

イベントの処理について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

39-

40 

GUIとイベン

ト処理③ 

メッセージの出力、グラフィックス、アニメ

ーションについて学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

41-

44 

総合実習 これまでに学習した内容を基に、実際に動作

するプログラムを Javaで作成する。 

講義・質疑応答 

実習 

45 まとめ 本科目のポイントを再確認し、質疑応答を行

う。 

講義・質疑応答 
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分野 ソフトウェア 

科目名 データベース技術 

科目概要 データベース全般の基礎や設計方法、機能等について、講義と PC を

用いた実習により学習する。 

授業時間数 90時間（60コマ） 

学習目標 データベースの概念、関係データベースの概念を理解し、SQL 文の基本

的な使い方を習得する。 

使用教材 都度指示する。 

評価方法 期末テスト 

 

コマ テーマ 学習内容 実施項目 

1 オリエンテー

ション 

本講座の学習内容や進め方について解説す

る。 

講義・質疑応答 

 

2-3 データモデル 階層型データベースモデル、関係モデル、ネ

ットワークモデル、ドキュメント型モデル等

のデータモデルの種類や概要について学習

する。 

講義・質疑応答 

実習 

4-7 E-R図 エンティティ、属性、インスタンスと主キー、

リレーションシップ等の、E-R図の基本的な

事項について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

8-9 スーパータイ

プ・サブタイ

プ 

スーパータイプとサブタイプについて学習

する。 

講義・質疑応答 

実習 

10-

13 

関係データモ

デル① 

候補キー、主キー、関係スキーマ等の、関

係モデルの基本的な事項について学習す

る。 

講義・質疑応答 

実習 

14-

17 

関係データモ

デル② 

関数従属性、決定項、被決定項、関数従属性

に関する推論則について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

18-

21 

関係データモ

デル③ 

関係データモデルの正規化について学習す

る。 

講義・質疑応答 

実習 

22-

25 

関係データモ

デル④ 

関係代数（和、積、差、直積、射影、選択、

統合、商）やテーブル構造について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

26-

27 

SQL① SQL の概要、SELECT 文の使い方について

学習する。 

講義・質疑応答 

実習 
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28-

31 

SQL② INSERT、UPDATE、DELETE、及びデータ

定義言語（DDL）について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

32-

35 

SQL③ 内部結合、外部結合、自己結合と、主問合せ、

副問合せ、相関副問合せについて学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

36-

39 

SQL④ 埋込み SQLや動的 SQL等、プログラムに記

述する SQLについて学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

40-

43 

DBMS 関 連

技術① 

トランザクション処理、ACID属性、排他制

御等について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

44-

47 

DBMS 関 連

技術② 

障害回復機能について学習する。 講義・質疑応答 

実習 

48-

51 

DBMS 関 連

技術③ 

分散データベース、テーブル所要量の見積も

り、索引（インデックス）について学習する。 

講義・質疑応答 

実習 

52-

59 

データベース

総合実習 

これまでに学習した内容を基に、データベー

スの設計、構築、操作等に関する実習を行う。 

講義・質疑応答 

実習 

60 まとめ 本科目のポイントを再確認し、質疑応答を行

う。 

講義・質疑応答 
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第 3章 講義用教材開発 

 安全安心系科目のうち、特に知識学習を目的とした科目で講義に使用するための教材の

開発に取組んだ。昨年度開発した教材は「安全安心概論 1（防犯）」に対応する。今年度は

残りの「安全安心概論 2（防災）」「安全安心概論 3（その他）」「グローバル時代の安全安心」

に対応した教材を開発した。 

 

 以下の各節では開発した各教材の概要を報告し、実際の教材は巻末に収録した。 

 

3-1 講義用教材「安全安心概論 2（防災）」 

 防疫・事故防止・国内の環境問題についての全般の基礎知識や、これらの分野における

AI・IoTの技術活用等の現状について学習する。以下は、本教材の構成である。 
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図表 14 講義用教材「安全安心概論 2（防災）」の構成 

1. 災害の基礎 

1.1. 地震・津波による災害 

1.2. 気象災害・風水害 

1.3. 土砂災害 

1.4. 火山災害 

1.5. 広域・大規模火災 

1.6. 近年の主な自然災害 

2. 災害に関する情報 

2.1. 災害関連情報 

2.2. 被害想定・ハザードマップ 

2.3. 災害情報の活用と発信 

3. 公的機関や企業等の災害対策 

3.1. 行政の災害対策と危機管理 

3.2. 行政の災害救助・応急対策 

3.3. 復旧・復興と災害医療 

3.4. ライフラインの確保 

3.5. 企業・団体の事業継続 

4. 自助と共助 

4.1. 自助 

4.2. 共助 

5. 防災のこれから 

5.1. 過去の災害に関する記録 

5.2. 災害の伝承 

5.3. 防災に関する教育 

5.4. 防災と AI・IoT 

 

 また、本教材のイメージを以下に示す。 
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図表 15 講義用教材「安全安心概論 2（防災）」のイメージ（表紙） 
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図表 16 講義用教材「安全安心概論 2（防災）」のイメージ（p.2） 

 

 

 学習内容のスライドには、解説や授業の進め方のポイント、参考資料等を記載した。 
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3-2 講義用教材「安全安心概論 3（その他）」 

 防疫・事故防止・国内の環境問題についての全般の基礎知識や、これらの分野における

AI・IoTの技術活用等の現状について学習する。以下は、本教材の構成である。 

 

図表 17 講義用教材「安全安心概論 3（その他）」の構成 

1. 防疫 

1.1. 感染症 

1.2. 過去の感染症の事例 

1.3. 感染症予防 

1.4. 防疫のこれから 

2. 事故防止 

2.1. 事故防止の基本 

2.2. 事故防止のこれから 

3. 日本の環境問題 

3.1. 日本の環境問題の概要 

3.2. アスベスト 

3.3. ゴミ問題 

3.4. 公害 

3.5. 都市化の問題 

3.6. 原子力発電所の廃炉・放射性廃棄物 

3.7. 日本の環境問題対策 

3.8. 環境問題のこれから 

 

 また、本教材のイメージを以下に示す。 
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図表 18 講義用教材「安全安心概論 3（その他）」のイメージ（表紙） 
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図表 19 講義用教材「安全安心概論 3（その他）」のイメージ（p.2） 

 

 

 学習内容のスライドには、解説や授業の進め方のポイント、参考資料等を記載した。 
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3-3 講義用教材「グローバル時代の安全安心」 

 テロ防止、国際的な防疫対策、地球環境問題についての全般的な基礎知識や、これらの

分野における AI・IoTの技術活用等の現状について学習する。テロ防止の背景知識とし

て、国際情勢についても学習する。以下は、本教材の構成である。 
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図表 20 講義用教材「グローバル時代の安全安心」の構成 

1. 国際情勢 

1.1. アジア圏 

1.2. ヨーロッパ圏 

1.3. 北米圏 

1.4. 中南米圏 

1.5. アフリカ圏 

1.6. オセアニア圏 

2. テロ 

2.1. テロリズム 

2.2. テロ事件の事例 

3. グローバル時代の防疫 

1.1. はじめに 

1.2. 世界で注目された感染症 

1.3. 新種の感染症が現れる要因 

1.4. 感染の流れ 

1.5. 感染の要素 

1.6. 感染症を防ぐ技術 

1.7. 世界で実施される防疫対策 

1.8. 防疫対策に取り組んでいる組織 

4. 世界の環境問題 

4.1. 地球温暖化 

4.2. オゾン層破壊 

4.3. 大気汚染 

4.4. エネルギー問題 

4.5. 環境変化と生物多様性の保全 

 

 また、本教材のイメージを以下に示す。 
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図表 21 講義用教材「グローバル時代の安全安心」のイメージ（表紙） 

 

 

  



85 

 

図表 22 講義用教材「グローバル時代の安全安心」のイメージ（p.2） 

 

 

 学習内容のスライドには、解説や授業の進め方のポイント、参考資料等を記載した。 
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第 4章 ケーススタディ教材開発 

 安全安心分野のケーススタディ科目で使用する教材である。安全安心分野に関する具体

的な事例を題材に、課題分析や、AI 等の最新技術による効率化・質向上の可能性に関わる

検討などをグループ学習により実施させる。 

 

 今年度は、防災、防疫、グローバルの 3 つの分野に各 2 ケース、合計 6 ケースを開発し

た。以下は、開発したケーススタディ教材の題材としたケースである。 

 

図表 23 開発したケーススタディ教材の題材 

分野 題材 

防災 AIを活用し 3密リスクを低減する新型コロナウィルス禍での避難所設営 

LINEチャットボットによる災害情報共有システム「SOCDA」 

防疫 AIによる温度検知で異常温度をスクリーニング「SenseThunder」 

体温測定パッチと在宅隔離者測位システムで在宅隔離者をサポート・追跡 

グローバル AIとカメラによるテロ防止対策 

IoTゴミ箱とゴミ収集管理のスマート化 

 

 各教材は、授業で学生に配布または投影して使用するための講義資料と、ケースの概要や

参考情報、課題の回答例・考え方等をまとめた指導ガイドから成る。 

 

以下は、ケーススタディ教材のイメージである。 
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図表 24 ケーススタディ教材のイメージ（講義資料） 

 

 

 

図表 25 ケーススタディ教材のイメージ（講義資料） 
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図表 26 ケーススタディ教材のイメージ（講義資料） 
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図表 27 ケーススタディ教材のイメージ（指導ガイド） 

 

 

 開発したケーススタディ教材は、巻末に収録した。 
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第 5章 eラーニング教材開発 

 安全安心分野の講義科目やケーススタディ科目、及び PBLのポイントを復習するため

の教材である。ポイントを解説した講義映像を収録した。主に自己学習用として使用する

ことを想定している。 

 

 以下は、eラーニング教材の構成である。 
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図表 28 eラーニング教材の構成 

○講義用教材 

 ・安全安心概論（防災） 

  1. 災害の基礎 

  2. 災害に関する情報 

  3. 公的機関や企業等の災害対策 

  4. 自助と共助 

  5. 防災のこれから 

 ・安全安心概論（防疫 他） 

  1. 防疫 

  2. 事故防止 

  3. 日本の環境問題 

 ・グローバル時代の安全安心 

  1. 国際情勢 

  2. テロ 

  3. グローバル時代の防疫 

  4. 世界の環境問題 

 

○ケーススタディ教材 

 1. 防災 

  ①避難所 

  ②SOCDA 

 2. 防疫 

  ①AI温度検知 

  ②台湾在宅隔離ケア 

 3. グローバル 

  ①中国テロ対策 

  ②西サンタンダール市ゴミ収集 

 

○PBL教材 

 ①IT技術を活用した常駐警備 

 ②次世代多機能防犯カメラ 

 ③ゲーム 

 

 また、eラーニングの画面のイメージは、以下の通りである。 

 



92 

 

図表 29 eラーニング ログイン画面 

 

 

図表 30 eラーニング メインメニュー 
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図表 31 eラーニング 講義用教材 メニュー 
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図表 32 eラーニング ケーススタディ教材 メニュー 

 

 

図表 33 eラーニング PBL教材 メニュー 
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第 6章 PBL 教材開発 

 AIや IoTを活用した安全安心サービスの企画提案を題材にした PBL教材を開発した。

本教材では、プロジェクトの最終目標や前提条件、検討課題などが用意されており、学習

者はこれに沿ってプロジェクトに取り組む。予め設定されたシナリオに沿って検討を進め

るシナリオ進行型 PBLを想定している。 

 

6-1 PBL教材のテーマと構成 

 今年度は、以下の 3つのテーマで開発した。 

 

 ①IT技術を活用した常駐警備及び安全安心情報提供のための技術要素の検証 

 ②AIを利用した人身安全関連事案の予測システムの構築と連動する「次世代多機能防犯

カメラ」の提案のための技術要素の検証 

 ③ゲームアプリ 「壊滅！反社・半グレ（仮称）」の開発 

 

 また、PBL教材は、課題や背景、演習内容を説明した資料、及び受講者が演習の解答を

記入する記入シートを収録した「配布用資料」と、記入シートの「解答例」から構成され

る。 
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6-2 PBLの学習の流れ 

 PBLの学習の流れは、以下の通りである。 

 

図表 34 PBLの学習の流れ 

①オリエンテーション 

 ・グループ分け 

 ・PBLの学習目標、学習テーマ、時間割等の説明 

 ・PBLの状況設定の説明 

②演習 1 ヒアリング内容の整理 

 ・設定状況の説明、ヒアリング内容の説明 

 ・ヒアリング内容を分析し、クライアントの要望をまとめて「記入シート①：ヒアリ

ングのまとめ」に整理する 

③演習 2 開発要件の検討 

 ・設定状況の説明 

 ・クライアントの要求を整理・分析し、開発要件を策定して「記入シート②：開発要

件」にまとめる 

④演習 3 基本システムと要素技術の検討 

 ・設定状況の説明 

 ・これまでの検討を基に、基本システムとその実現に必要な要素技術を検討し、「記

入シート③：基本システムと技術要素」にまとめる 

⑤プレゼンテーション 

 ・成果物のプレゼンテーションを行う 

⑥講師評価 

 

 

6-3 PBL教材のイメージ 

 開発した PBL教材は巻末に収録し、本節ではそのイメージを掲載する。 
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図表 35 PBL教材のイメージ（配布用資料） 

 

 

 

図表 36  PBL教材のイメージ（配布用資料） 
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図表 37 PBL教材のイメージ（配布用資料） 

 

 

 

図表 38  PBL教材のイメージ（配布用資料） 
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図表 39 PBL教材のイメージ（解答例） 
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第 3部 評価報告 

 今年度までに開発した教育プログラムの評価を行うために、教育プログラムの一部を抽

出して実証講座を構成し、情報系専門学校生を対象として試行的に実施した。その結果

を、受講者アンケートによって評価し、教育プログラムの改善に活用した。 

 

第 1章 実証講座の概要 

 本実証講座の概要は、以下の通りである。 

 

○実施日時 

 2021 年 1月 30日（土）と 2月 13日（土）の 2日間にわたって実施した。実施時間は

いずれも 13時～17時で、総実施時間は 4時間×2日間＝8時間であった。 

 

○受講者 

 受講者は、学校法人コンピュータ総合学園 神戸電子専門学校の情報系学生（1・2年

生）16名である。 

 

○講師 

 講師は、一般社団法人 安全安心構築教育協会の渡邉代表理事、及び斉藤理事が担当し

た。渡邉講師は、PBLの課題や状況設定、Society5.0 等の解説を担当し、斉藤講師は、

PBLの検討材料の一つである防犯カメラの解説等を担当した。 

 

○使用教材 

 使用教材は、本事業で開発した PBL教材の 1つ、「IT技術を活用した常駐警備および安

全安心情報提供のためのシステムの検討」を再編して使用した。具体的には、内容の一部

を抽出し、実施用にノート部分に解説や授業の進め方のポイントを整理した。 

 

○授業方法 

 Web会議システム「Zoom」を用いたオンライン方式で PBLを実施した。PBLでは、

16名を 4名ずつの 4チームに分けてグループワークを行った。 

 

○実施内容 

 実施内容は、以下の通りである。 
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図表 40 実証講座の実施内容 

＜1日目＞ 

①オリエンテーション 

 ・講師紹介 

 ・グループ分け 

 ・PBLによる学習の説明 

 ・PBLの学習目標、学習テーマ、2日間の時間割等の説明 

 ・PBLの状況設定の説明 

②演習 1 ヒアリング内容の整理 

 ・設定状況の説明、ヒアリング内容の説明 

 ・ヒアリング内容を分析し、クライアントの要望をまとめて「記入シート①：ヒアリ

ングのまとめ」に整理する 

③演習 2 開発要件の検討 

 ・設定状況の説明 

 ・クライアントの要求を整理・分析し、開発要件を策定して「記入シート②：開発要

件」にまとめる 

 

＜2日目＞ 

④演習 3 基本システムと要素技術の検討 

 ・設定状況の説明 

 ・これまでの検討を基に、基本システムとその実現に必要な要素技術を検討し、「記

入シート③：基本システムと技術要素」にまとめる 

⑤プレゼンテーション 

 ・成果物のプレゼンテーションを行う 

⑥講師評価 

 

 

第 2章 実証講座の様子 

 今年度の実証講座は、Web会議システムを用いて、講師も受講者も遠隔で講座に参加し

た。以下はその様子の写真である。 
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図表 41 実証講座の様子（渡邉講師による説明） 

 

 

 

 

図表 42 実証講座の様子（渡邉講師による説明） 
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図表 43 実証講座の様子（斉藤講師による説明） 

 

 

 

 

図表 44 実証講座の様子（受講者、講師、オブザーバー） 
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図表 45 実証講座の様子（グループワーク） 

 

 

 

 

図表 46 実証講座の様子（グループワーク） 
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図表 47 実証講座の様子（成果発表） 

 

 

 

 

図表 48 実証講座の様子（成果発表） 
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図表 49 実証講座の様子（講評） 

 

 

 

第 3章 評価 

 実証講座の評価は、受講者アンケート、受講者の感想・コメント等、及び講師やオブザ

ーバーの講評により実施した。 

 

3-1 受講者アンケート 

 

 実証講座の実施後、受講者アンケートを実施してその結果を分析した。アンケートの質

問内容は、以下の通りである。 
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図表 50 受講者アンケートの質問内容 

１．PBL（Project Based Learning）の主旨・取組み方は理解できましたか。 

２．「演習 1：ヒアリング内容の整理」の学習内容は理解できましたか。 

３．「演習 2：開発要件の検討」の学習内容は理解できましたか。 

４．「演習 3：基本システムの検討」の学習内容は理解できましたか。 

５．Webの遠隔授業の中で、グループワークには意欲的に取組むことができましたか。 

６．渡邉講師の解説は今後の学習に役立つと思いますか。 

７．斉藤講師の解説は今後の学習に役立つと思いますか。 

８．講座の内容は、就職後役立つと思いますか。 

９．ワーク中心の遠隔授業の実施方法について、感想、希望、意見などございました

ら、自由にご記入ください。 

１０．講座についての感想や希望などございましたら、自由にご記入ください。 

 

 以下、受講者アンケートの各質問の結果を列記する。 

 

１．PBL（Project Based Learning）の主旨・取組み方は理解できましたか。 

 

図表 51 PBLの主旨・取組み方の理解 

 

 

 PBLの主旨・取組み方の理解では、全員が「よく理解できた」「まあまあ理解できた」

と回答し、十分理解していることが分かる。 
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２．「演習 1：ヒアリング内容の整理」の学習内容は理解できましたか。 

 

図表 52 「演習 1：ヒアリング内容の整理」の学習内容の理解 

 

 

 「演習 1：ヒアリング内容の整理」の学習内容については、全員が「よく理解できた」

「まあまあ理解できた」と回答している。 

 

 

３．「演習 2：開発要件の検討」の学習内容は理解できましたか。 

 

図表 53 「演習 2：開発要件の検討」の学習内容の理解 

 

 

 「演習 2：開発要件の検討」の学習内容については、全員が「よく理解できた」「まあま

あ理解できた」と回答している。但し、「演習 1：ヒアリング内容の整理」と比べると、

「よく理解できた」の割合は半分程度になった。 
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４．「演習 3：基本システムの検討」の学習内容は理解できましたか。 

 

図表 54 「演習 3：基本システムの検討」の学習内容の理解 

 

 

 「演習 3：基本システムの検討」の学習内容については、「よく理解できた」が 17.6%、

「まあまあ理解できた」が 76.5%と、概ね理解はできている。「あまり理解できなかっ

た」は 5.9%であった。 

 

 

５．Webの遠隔授業の中で、グループワークには意欲的に取組むことができましたか。 

 

図表 55 Web 遠隔授業の中でグループワークへ意欲的に取組めたか 

 

 

 遠隔授業でのグループワークへの取組は、全員が「とても意欲的に取組むことができ

た」「まあまあ意欲的に取組むことができた」と解答している。 
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６．渡邉講師の解説は今後の学習に役立つと思いますか。 

 

図表 56 渡邉講師の解説について 

 

 

 渡邉講師による PBLの課題や状況設定、Society5.0等の解説については、全員が「と

ても役立つと思う」「まあまあ役立つと思う」と回答している。 

 

 

７．斉藤講師の解説は今後の学習に役立つと思いますか。 

 

図表 57 斉藤講師の解説について 

 

 

 斉藤講師による防犯カメラ等の解説については、全員が「とても役立つと思う」「まあ

まあ役立つと思う」と回答している。 
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８．講座の内容は、就職後役立つと思いますか。 

 

図表 58 講座の内容は就職後に役立つか 

 

 

 講座の内容は、約 70%が就職後に「とても役立つと思う」と解答している。「まあまあ

役立つと思う」も残りの約 30%で、全員が役立つという回答であった。 

 

 

９．ワーク中心の遠隔授業の実施方法について、感想、希望、意見などございましたら、

自由にご記入ください。 

 

○グループワークがしやすかった 

 ・ブレイクアウトルームも使いやすく不便は無かった 

 ・はじめに今回のお話を聞いたときに、講義中心の授業形式なのかと思っていたのです

が、一日目も二日目も、講義に基づいたグループワークが中心で、自分ひとりではで

ない発想やアイデアを得ることができましたし、Googleスライドを用いた穴埋めやブ

レイクアウトルームはオンラインならではの方法で、グループワークがしやすかった

です。 

 

○遠隔授業やそのグループワークの課題に関する意見 

 ・zoomでのグループワークだったので自分の意見を出すときに参考にした場所が伝わ

りにくく意見の交流がしにくいなと感じました 

 ・オンラインではあったが十分なワークの時間があり有意義な活動ができた。 

ただ、講師陣の説明の際はマイクの近くに来て話さないと、その場の人は聞こえても

ネットワーク越しのこちらからは何を言ってるかわからないところがあった 
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 ・マイクの前で紙を捲らないてほしいです。そこに音が集中して聞こえません。 

 

○その他の意見 

 ・とても実践的で良い経験をさせて頂いたと思います。今回、私がグループの進行役を

したのですが、グループのメンバーがランダムだと進行役をする人がいないケースも

あると思うので、ある程度の性格を考慮してメンバーを選んでみてもいいのではない

かと感じました。 

 ・穴あき問題でない 0 から始める方法も簡単にでいいので知りたいです。 

初めに何を話していくなど。要件、要望の聞きだし方があれば知りたいです。 

 ・特になし（2件） 

 

 グループワーク中心の遠隔授業に関して、グループワークがしやすかったという意見も

あれば、意見が伝わりにくいことや雑音に関する問題を指摘する意見もあった。さらに

は、グループ分けに関する意見や、グループワークの進め方に関する意見も挙げられた。 

 

 

１０．講座についての感想や希望などございましたら、自由にご記入ください。 

 

○講座を評価する意見 

 ・グループ内で自分から意見を言えたので良かった。またこの様な機会があったら是非

参加したい。 

 ・グループワークで初対面の人との意見交換で臆せずに自分の意見をしっかりと述べる

ことが出来るのだと、自分の中を少し知れたのでよかったです。 

 ・社会に出てから使えるスキルを学べたほか、セキュリティと一言に言っても幅広くあ

ることがわかりました。 

有意義な時間を過ごすことができました、ありがとうございました。 

 ・短い時間でしたがありがとうございました。講義については、穴あき問題であっても

1時間が短く感じるくらい非常に考えさせられました。セキュリティというすでに当

たり前になっている物があるから安心安全な生活を過ごせていると感じ講義を聞き今

後私が安全安心を守っていく側になれるように学びを広げていきたいです。本当にあ

りがとうございました。 

 

○講座の課題を指摘する意見 

 ・せっかくのグループなのに講座の時間が少し多いかなぁという実感でした。しかし、

内容は凄く役に立つものであったのでそこは良かったと思います。次にこの様な機会

があればまた参加させて頂きたいと思いました。 



113 

 

 ・タイムスケジュールをもう少し守ってほしかったです。何をしてほしいのかがわから

ないことが多かったです。 

 

○自身の今後のスキルアップに関する意見 

・今回のグループワークでは柔軟力な発想や聴き取り資料をよく理解する力を要求され、

これは社会に出た後も必要となる力だと思う。これらの力が自分は不足気味だと感じた

ので今後、これらを伸ばせるようにしたい。 

 

○その他の意見 

 ・特になし（2件） 

 

 

 講座を評価する意見では、積極的に意見を言えたというものや、学習内容が役に立つ、

というものであった。一方、講座の課題を指摘する意見は、時間配分に関するものであっ

た。また、今回の講座を通して、自身のスキルアップの方向性に気づいたというものもあ

った。 

 

 

3-2 受講者の感想・コメント等 

 実証講座の最後に、受講者 16名から以下のような感想やコメントを得た。 

 

 ・セキュリティは身近にあるものだが、改めて考えることがなかったと思う。防犯情報

は分かりにくいものも多く、分かりやすくすることも大切だと思った。 

 

 ・自分の目線で、セキュリティにこんなものがあったら良いなと考えるキッカケとなっ

た。 

 

 ・全員で考えることで色々なアイデアが出た。 

 

 ・実現可能なアイデアが多く、そうでないものを考えるのは時間の制約もあり難しかっ

た。 

 

 ・グループワークでは自分とは異なる視点を学ぶことができた。 
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 ・ロボットのシステムとしてドローンを使いたいと思ったが、色々調べた結果、法規制

が厳しいことがわかった。今後、ドローンがもっと便利に使えるようになれば良いと思っ

た。 

 

 ・自分の中で凝り固まっていた考えが、他の方の視点を知って変わってきた。 

 

 ・セキュリティシステムを考える上で、安全安心は勿論、利用者の立場に寄り添うこと

の重要性を知った。また、他の方の発想が新鮮だった。 

 

 ・ヒアリング内容を通して自分たちで提案を固めていくという、実際に社会に出てから

も使えることが体験できた。 

 

 ・事案を追体験していくことが貴重だった。 

 

 ・ヒアリングの難しさを知った。また、他の方の意見を聞いて、新しいことに気づくこ

とができた。 

 

 ・聞き出したことを整理する難しさを知った。その中で、チームの力の重要性がわかっ

た。 

 

 ・正解がない中で最良なことを考えていくことが新鮮で、大変でもあった。グループワ

ークでは初対面の方も多く、かなり躓いたが、改善点も見つかりよかった。 

 

 ・実践的な経験ができた。普段気づかなかった経験だった。 

 

 ・もう少しセキュリティに意識を向けようという意識を持った。他の方の考え方を知る

ことができた。 

 

 ・セキュリティについて話し合ったことがなかった。他の方の意見を聞いて、こんな考

えがあったのだと知ることもできた。 

 

 多くは、グループワークにおける他受講者の意見や考え方に触れることの重要性を指摘

している。 
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3-3 講師による講評 

 実証講座を担当した渡邉講師、斉藤講師からは、以下のような講評があった。 

 

○渡邉講師 

 これまで講義のような話をする機会はあまりなかった。まして、リモートでの授業を担

当したのは初めてであった。しかし、実際に実施してみると、若い方の意見を聞けて、自

分にとっても良い体験になった。 

 今回のグループワークのような体験は、社会に出たらやらなければならないものでもあ

る。こういうことをやったなと、将来、役立てて欲しい。 

 

○斉藤講師 

 セキュリティ、安全安心に関しては、従来は警察が一般市民を守ってきたものである。

その点、自分たちで意識を高めてもらったのは良かった。 

 今回のように物事を行いながら自分のものにすることで、将来の仕事につながる可能性

もある。 

 

 受講者のグループワークに対する姿勢を評価するもので、将来へのエールも含まれた。 

 

 

3-4 オブザーバーによる講評 

 オブザーバー3名からは、以下のような講評があった。 

 

○オブザーバー① 

 ITといっても、プログラミングやネットワークだけでなく、今回の講座で体験したよう

な何かを考えていく仕事もある。これは上流工程に当たる。皆さんも社会に出て実績を積

み、いずれは上流工程に携わることになる。今から訓練をして、社会で大きく活躍してい

って欲しい。 

 

○オブザーバー② 

 セキュリティというとコンピュータ・ネットワークのイメージがあるかも知れない。実

際には今回学習したような、これだけ幅広い分野である。この点を学んだことも良かった

と思う。安全安心分野のドリームチームによる授業を体験してもらえた。また、今回の講

座を通して、神戸電子専門学校の「共創」の理念を体験してもらえたと感じた。 
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○オブザーバー③ 

 30数年前に専門学校で AIを学んだ方々が、当時はあまり評価されていなかったが、現

在は大いに活躍している。皆さんも、学んだことを将来、役立てることを願っている。 

 

 今回の実証講座で学習した内容に対する補足もいただいた。 

 

 

3-5 評価のまとめ 

 受講者アンケートの結果からは、学習内容について受講者はよく理解できたことが分か

った。また、受講者全員が、講座の内容は今後の役に立つものであると回答しており、十

分な教育効果が見込める。 

 

 但し、自由記述の回答では、対面に比べて遠隔授業では受講者どうしの意見が伝わりに

くいことも指摘されている。さらには雑音の問題もあり、遠隔授業のシステムを運用する

上で配慮すべき事項も見えてきた。 

 

 さらには時間配分やタイムスケジュールの点でも指摘もあったが、教育プログラムその

ものというよりも、運用の際に注意すべき問題であると考えられる。 

 

 受講者の感想・コメントからは、グループワークによる学習の効果を実感する者が多か

った。また、講師やオブザーバーの講評からは、受講者の学習姿勢を評価するものもあ

り、非常に充実した時間であったことがうかがえる。 

 

 以上のことから、開発した教育プログラムの教育効果は概ね妥当であるという結論を得

た。また、Web会議システムを用いたオンライン形式の実施であったが、運用上の注意点

はあるものの、十分に講座を実施できるものであるということも分かった。今回用いた

Web会議システム「Zoom」は無料で利用できること、今回のようなオンライン形式であ

れば、講師が現地に赴かなくても実施が可能であることから、他教育機関での導入も比較

的容易であると考えられる。 

 

  



117 

 

第 4部 まとめと今後の計画 

第 1章 今年度事業のまとめ 

 今年度は、昨年度に引き続き教育プログラムの開発を行い、その一部を実証講座として試

行的に実施して評価を行った。 

 

1-1 開発 

 開発においては、昨年度度実施した調査結果を基に、評価基準と教育プログラムの開発を

実施した。 

 

①評価基準開発 

 AIや IoTを活用して安全安心インフラを構築する人材に必要な知識・スキルを整理し、

評価基準を作成した。基準には「～～を説明できる」「～～ができる」など、備えている

知識やスキルの程度を行動で判断できるような記述を用いた。 

 

②教育プログラム開発 

 昨年度に引き続き、 

 ・コマシラバス（完成） 

 ・安全安心分野の講義用教材 

   「安全安心概論 2（防災）」「安全安心概論 3（その他）」「グローバル時代の安全安

心」 

 ・安全安心分野のケーススタディ教材 

   「防災」「防疫」「グローバル」各 2ケースずつ、合計 6ケース 

・安全安心分野の eラーニング教材 

・PBL教材 

  3ケース 

の開発を行った。また、実証講座等の評価結果に応じて昨年度に開発した部分も含めて教

育プログラムの改善を行った。 

 

 

2-2 教育プログラムの検証 

開発した教育プログラムの一部を抽出して構成した実証講座を実施し、受講者へのアン

ケートや講師・オブザーバーの講評による評価等から、教育効果や他機関における導入可能
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性の検証を行った。 

 

 受講者アンケート、講師・オブザーバーの講評からは、本教育プログラムの教育効果は

概ね妥当であることが分かった。また、今回の実証講座のようなオンライン形式であれ

ば、費用や講師の面で、他教育機関での導入も比較的容易であることが確認できた。 

 

 

第 2章 本事業終了後の成果の活用方針 

 本事業終了後、事業成果である教育プログラムの普及に向けた活動として、まず本プログ

ラムの中核的要素を抽出した短期プログラムを構築・実施し、教育プログラムのブラッシュ

アップや運用実績の蓄積を行う。この実績をもって、専門学校への教育プログラム全体の本

格的な導入に向けて活動を展開していく予定である。事業終了後 3 年程度までを見据えた

具体的な活動方針は以下の通りである。 

 

①令和 3年度の活用方針 

事業内に実施した実証講座をベースとして改善等を行い、120時間程度の短期プログラ

ムを構成する。この短期プログラムを、工業系専門学校生や関連する分野の社会人等を対

象として 2～3回程度実施し、課題の抽出を行う。 

 

②令和 4年度の活用方針 

2021年度に構成した短期プログラムを 4～5回程度実施し、課題の抽出や教材の改善・

充実化を行う。また、教育プログラム全体の導入のために、実施委員会参画校をはじめと

した工業系専門学校との協議を始め、導入の準備や調整を行い、2023年度からの運用を

目指す。 

 

③令和 5年度の活用方針 

短期プログラムは引き続き、4～5 回程度実施する。また、教育プログラム全体の運用

を、工業系専門学校での開始を目指す。さらに、教育プログラム全体の導入を行う専門学

校や大学等の協力者を募り、協議・調整を引き続き行っていく。 

 

なお、短期プログラムの実施は、本事業実施主体である一般社団法人安全安心社会構築教

育協会に新たに設置する人材育成部会が主催し、実施委員会参画校や参画企業等で講座の

会場を設定する。また、短期プログラムや教育プログラム全体の活用のために、人材育成部

会による協議を継続して行い、教育プログラムの改善や更新等を継続的に行いながら、安全

安心インフラを構築する人材の育成に引き続き努めていくことを想定する。  
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付録 
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講義用教材 
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 防
災

に
関

す
る

教
育

5.
4.

 防
災

と
AI

・
Io

T

安
全

安
心

概
論

2（
防

災
）

学
習

内
容

１
. 災

害
の

基
礎

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

1.
2.

 気
象

災
害

・
風

水
害

1.
3.

 土
砂

災
害

1.
4.

 火
山

災
害

1.
5.

 広
域

・
大

規
模

災
害

1.
6.

 近
年

の
主

な
自

然
災

害

●
日

本
は

「
地

震
大

国
」

と
呼

ば
れ

る

・
日

本
及

び
そ

の
周

辺
で

、
年

間
に

発
生

す
る

地
震

（
人

間
の

体
に

感
じ

る
有

感
地

震
、

即
ち

、
震

度
1以

上
の

地
震

）
は

、
1,

00
0～

2,
00

0回
程

度
。

こ
れ

は
、

世
界

で
発

生
す

る
地

震
の

10
～

15
%

に
当

た
る

。

・
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

6.
0以

上
の

大
地

震
に

限
定

す
る

と
、

世
界

全
体

の
20

%
が

日
本

周
辺

で
発

生
し

て
い

る
。

・
日

本
列

島
の

周
辺

に
は

4枚
の

プ
レ

ー
ト

が
あ

り
、

そ
の

そ
れ

ぞ
れ

が
動

い
て

い
る

。
こ

の
プ

レ
ー

ト
の

境
界

近
辺

で
地

震
活

動
や

火
山

活
動

が
活

発
に

な
る

。

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害
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●
近

年
の

地
震

発
生

状
況

・
20

10
年

～
20

19
年

の
10

年
間

に
、

日
本

国
内

で
発

生
し

た
震

度
1以

上
の

地
震

は
33

,7
66

回
。

・
年

別
に

見
る

と
、

東
日

本
大

震
災

の
発

生
し

た
20

11
年

と
、

熊
本

地
震

の
発

生
し

た
20

16
年

の
発

生
回

数
が

突
出

し
て

い
る

。

・
こ

の
10

年
間

に
発

生
し

た
震

度
7の

地
震

は
4回

。

※
グ

ラ
フ

は
、

気
象

庁
の

「
震

度
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
検

索
」

（
ht

tp
:/

/w
w

w
.d

at
a.

jm
a.

go
.jp

/s
vd

/e
qd

b/
da

ta
/s

hi
nd

o/
in

de
x.

ph
p）

を
基

に
作

成
。

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

●
大

き
な

地
震

の
発

生
し

て
い

る
地

域

・
20

19
年

12
月

31
日

ま
で

に
発

生
し

た
震

度
5

弱
以

上
の

地
震

を
、

新
し

い
も

の
か

ら
10

0
件

選
び

、
そ

の
震

央
を

表
示

し
た

も
の

が
右

図
。

・
震

央
が

集
中

し
て

い
る

の
は

、

北
海

道
の

胆
振

中
東

部
、

内
浦

湾
、

浦
河

沖
、

東
日

本
の

太
平

洋
側

、
長

野
県

北
部

、
大

阪
周

辺
、

九
州

の
中

央
部

な
ど

・
震

度
7を

記
録

し
た

大
地

震
の

震
央

の
周

辺
に

集
中

し
て

い
る

こ
と

も
読

み
取

れ
る

。

※
図

は
、

気
象

庁
の

「
震

度
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
検

索
」

（
ht

tp
:/

/w
w

w
.d

at
a.

jm
a.

go
.jp

/s
vd

/e
qd

b/
da

ta
/s

hi
nd

o/
in

de
x.

ph
p）

を
基

に
作

成
。

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

●
地

震
の

種
類

／
地

震
発

生
の

仕
組

み
、

特
徴

、
過

去
の

事
例

等

・
地

震
は

な
ぜ

起
こ

る
？

地
震

は
地

下
で

起
き

る
岩

盤
の

「
ず

れ
」

に
よ

り
生

じ
る

。

・
こ

の
岩

盤
の

ず
れ

は
プ

レ
ー

ト
テ

ク
ト

ニ
ク

ス
で

説
明

で
き

る

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

※
気

象
庁

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/s

vd
/e

qe
v/

da
ta

/j
is

hi
n/

ab
ou

t_
eq

.h
tm

l

プ
レ

ー
ト

運
動

の
模

式
図

地
球

の
内

部
構

造

●
地

震
の

種
類

／
地

震
発

生
の

仕
組

み
、

特
徴

、
過

去
の

事
例

等

・
地

震
の

起
こ

る
場

所

プ
レ

ー
ト

境
界

と
プ

レ
ー

ト
内

・
日

本
周

辺

プ
レ

ー
ト

境
界

が
入

り
組

ん
で

お
り

日
本

列
島

全
体

が
対

象

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

※
気

象
庁

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/s

vd
/e

qe
v/

da
ta

/j
is

hi
n/

ab
ou

t_
eq

.h
tm

l

世
界

の
主

な
プ

レ
ー

ト
と

地
震

の
分

布
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●
地

震
の

種
類

／
地

震
発

生
の

仕
組

み
、

特
徴

、
過

去
の

事
例

等

・
日

本
周

辺
の

プ
レ

ー
ト

陸
の

プ
レ

ー
ト

と
海

の
プ

レ
ー

ト
が

絡
み

合
い

複
雑

な
力

が
か

か
っ

て
い

る

・
プ

レ
ー

ト
の

動
き

1年
に

数
cm

の
単

位
で

海
の

プ
レ

ー
ト

が
陸

の
プ

レ
ー

ト
の

下
に

沈
み

込
ん

で
い

る

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

※
気

象
庁

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/s

vd
/e

qe
v/

da
ta

/j
is

hi
n/

ab
ou

t_
eq

.h
tm

l

19
60

～
20

11
年

の
日

本
付

近
発

生
し

た
地

震
の

分
布

日
本

近
海

の
プ

レ
ー

ト

●
地

震
の

種
類

／
地

震
発

生
の

仕
組

み
、

特
徴

、
過

去
の

事
例

等

・
陸

域
の

浅
い

地
震

平
成

28
年

（
20

16
年

）
熊

本
地

震

・
プ

レ
ー

ト
境

界
の

地
震

平
成

23
年

（
20

11
年

）
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
※

東
日

本
大

震
災

・
沈

み
込

む
プ

レ
ー

ト
内

の
地

震
平

成
6年

（
19

94
年

）
北

海
道

東
方

沖
地

震

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

※
気

象
庁

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/s

vd
/e

qe
v/

da
ta

/j
is

hi
n/

ab
ou

t_
eq

.h
tm

l

日
本

付
近

で
発

生
し

た
地

震

●
震

度
と

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
の

違
い

・
震

度
と

は

地
震

（
揺

れ
）

の
大

き
さ

を
表

す

・
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

と
は

地
震

の
規

模
（

エ
ネ

ル
ギ

ー
）

を
表

す

・
震

度
と

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
の

違
い

震
度

は
場

所
に

よ
っ

て
は

異
な

る
が

、
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

は
地

震
の

規
模

な
の

で
1つ

の
地

震
に

対
し

て
1つ

の
値

の
み

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

震
度

と
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

の
違

い

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.ja
ea

.g
o.

jp
/i

nd
ex

.h
tm

l

●
震

度
と

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
の

違
い

・
震

源
か

ら
離

れ
る

と
震

度
が

小
さ

く
な

る
理

由

震
源

か
ら

Ｐ
波

、
Ｓ

波
が

同
心

円
状

に
広

が
る

た
め

※
地

盤
の

揺
れ

や
す

さ
も

関
係

し
て

い
る

・
日

本
と

海
外

の
震

度
指

標
は

違
う

日
本

は
10

階
級

（
気

象
庁

震
度

階
級

）
海

外
は

12
階

級
（

M
M

震
度

階
級

）

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

気
象

庁
震

度
階

級

go
od

oよ
り

引
用

ht
tp

s:
//

go
od

do
.jp

/m
ag

az
in

e/
cl

im
at

e-
ch

an
ge

/e
ar

th
qu

ak
e/

80
07

/

123



●
地

震
に

よ
る

災
害

・
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

１
増

え
る

と
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

32
倍

に
な

る
２

増
え

る
と

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

は
約

10
00

倍
例

）
Ｍ

８
は

Ｍ
７

の
32

個
分

エ
ネ

ル
ギ

ー
震

度
と

異
な

り
世

界
共

通

・
モ

ー
メ

ン
ト

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド

岩
盤

の
ず

れ
を

も
と

に
し

て
計

算
し

た
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

地
震

の
大

き
さ

と
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

の
関

係

go
od

oよ
り

引
用

ht
tp

s:
//

go
od

do
.jp

/m
ag

az
in

e/
cl

im
at

e-
ch

an
ge

/e
ar

th
qu

ak
e/

80
07

/

●
地

震
に

よ
る

災
害

・
一

次
災

害
地

す
べ

り
、

建
物

倒
壊

、
液

状
化

、
道

路
や

橋
の

倒
壊

・
二

次
災

害
津

波
、

火
災

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
寸

断
、

地
割

れ
、

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

財
団

法
人

消
防

科
学

セ
ン

タ
ー

災
害

写
真

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

抜
粋

ht
tp

:/
/w

w
w

.s
ai

ga
ic

ho
us

a-
db

-
is

ad
.jp

/d
rs

db
_p

ho
to

/p
ho

to
Se

ar
ch

.d
o

●
地

震
に

よ
る

災
害

・
一

次
災

害
の

実
際

の
事

例
地

す
べ

り
、

建
物

倒
壊

、
液

状
化

、
道

路
や

橋
の

倒
壊

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

財
団

法
人

消
防

科
学

セ
ン

タ
ー

災
害

写
真

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

抜
粋

ht
tp

:/
/w

w
w

.s
ai

ga
ic

ho
us

a-
db

-i
sa

d.
jp

/d
rs

db
_p

ho
to

/p
ho

to
Se

ar
ch

.d
o

地
す

べ
り

（
阪

神
淡

路
大

震
災

、
西

宮
市

）
建

物
倒

壊
（

阪
神

・
淡

路
大

震
災

、
神

戸
市

）
液

状
化

（
東

日
本

大
震

災
、

浦
安

市
）

●
地

震
に

よ
る

災
害

・
二

次
災

害
の

実
際

の
事

例
津

波
、

火
災

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
寸

断
、

地
割

れ
、

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

財
団

法
人

消
防

科
学

セ
ン

タ
ー

災
害

写
真

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

抜
粋

ht
tp

:/
/w

w
w

.s
ai

ga
ic

ho
us

a-
db

-i
sa

d.
jp

/d
rs

db
_p

ho
to

/p
ho

to
Se

ar
ch

.d
o

津
波

と
津

波
火

災
に

よ
る

市
街

地
被

害
（

東
日

本
大

震
災

、
岩

手
県

山
田

町
）

火
災

被
害

（
阪

神
・

淡
路

大
震

災
、

神
戸

市
）

大
き

く
傾

い
た

電
柱

（
新

潟
中

越
地

震
、

川
口

町
）
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●
津

波
発

生
の

仕
組

み
地

震
、

地
す

べ
り

、
火

山
噴

火
等

・
津

波
と

は

地
震

な
ど

の
影

響
で

海
底

の
地

形
が

急
変

し
、

そ
れ

に
伴

い
海

面
が

上
下

に
変

動
す

る
こ

と
で

発
生

す
る

大
波

の
こ

と

・
津

波
発

生
の

原
因

地
震

、
海

底
地

す
べ

り
、

海
底

火
山

噴
火

、
海

へ
の

隕
石

の
衝

突
な

ど

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

気
象

庁
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/s

vd
/e

qe
v/

da
ta

/t
su

na
m

i/
ge

ne
ra

tio
n.

ht
m

l

津
波

発
生

の
仕

組
み

●
津

波
の

特
徴

速
さ

、
地

形
や

水
深

に
よ

る
違

い

・
津

波
の

速
さ

水
深

が
深

い
ほ

ど
速

い
。

沿
岸

に
進

む
に

従
い

距
離

が
落

ち
る

が
そ

の
分

、
波

高
が

高
く

な
る

。

・
地

形
に

よ
る

津
波

の
増

幅
Ｖ

字
型

の
溝

や
岬

の
先

端
で

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

集
中

し
、

波
高

が
高

く
な

り
ま

す
。

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

津
波

の
速

さ

気
象

庁
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/s

vd
/e

qe
v/

da
ta

/t
su

na
m

i/
ge

ne
ra

tio
n.

ht
m

l

地
形

に
よ

る
津

波
の

増
幅

●
津

波
に

よ
る

災
害

人
的

被
害

、
建

造
物

被
害

、
イ

ン
フ

ラ
被

害
、

農
水

産
業

被
害

、
津

波
火

災
等

・
津

波
の

威
力

海
全

体
が

動
い

て
壁

の
よ

う
に

押
し

寄
せ

る
た

め
破

壊
力

は
け

た
違

い

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害 津

波
の

大
き

さ
と

被
害

TO
PP

AN
防

災
の

こ
こ

ろ
え

よ
り

引
ht

tp
s:

//
w

w
w

.to
pp

an
.c

o.
jp

/b
ou

sa
i/

sh
iru

/0
3_

17
.h

tm
l

●
津

波
に

よ
る

災
害

人
的

被
害

、
建

造
物

被
害

、
イ

ン
フ

ラ
被

害
、

農
水

産
業

被
害

、
津

波
火

災
等

・
陸

上
で

の
災

害

人
的

被
害

、
家

屋
災

害
、

施
設

災
害

（
護

岸
。

岸
壁

、
水

門
）

火
災

延
焼

被
害

、
経

済
被

害
（

サ
ー

ビ
ス

停
止

）
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
被

害
（

上
下

水
道

、
電

気
、

ガ
ス

、
通

信
）

、
交

通
被

害
（

道
路

）
農

業
被

害
（

耕
作

地
へ

の
塩

水
侵

入
）

・
海

域
で

の
災

害
施

設
被

害
（

防
波

堤
）

、
船

舶
被

害
、

水
産

被
害

、
地

盤
被

害
、

油
・

材
木

流
出

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害
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●
将

来
想

定
さ

れ
て

い
る

地
震

や
津

波
と

そ
の

被
害

予
測

・
南

海
ト

ラ
フ

地
震

現
在

、
科

学
的

に
想

定
で

き
る

最
大

ク
ラ

ス
の

地
震

静
岡

か
ら

宮
崎

に
か

け
て

一
ｂ

は
震

度
７

、
他

地
域

で
も

震
度

6強
、

6弱
の

強
い

揺
れ

関
東

か
ら

九
州

に
か

け
て

は
太

平
洋

沿
岸

の
広

い
地

域
に

１
０

ｍ
超

の
大

津
波

が
襲

来

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
の

津
波

高
「

駿
河

湾
～

愛
知

県
東

部
沖

」
と

「
三

重
県

南
部

沖
～

徳
島

県
沖

」
に

「
大

す
べ

り
域

＋
超

大
す

べ
り

域
」

を
2か

所
設

定
し

た
場

合

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
の

震
度

分
布

（
強

振
動

生
成

域
を

陸
側

寄
り

に
設

定
し

た
場

合
）

気
象

庁
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/s

vd
/e

qe
v/

da
ta

/n
te

q/
as

su
m

pt
io

n.
ht

m
l

●
将

来
想

定
さ

れ
て

い
る

地
震

や
津

波
と

そ
の

被
害

予
測

・
首

都
直

下
型

地
震

今
後

30
年

以
内

に
70

％
の

確
率

で
起

き
る

と
予

測
さ

れ
て

い
る

M
7レ

ベ
ル

の
地

震
い

く
つ

か
想

定
さ

れ
る

パ
タ

ー
ン

の
う

ち
最

悪
な

の
は

都
心

南
部

直
下

パ
タ

ー
ン

死
者

は
最

大
で

23
00

0人
と

想
定

1.
1.

 地
震

・
津

波
に

よ
る

災
害

震
度

分
布

（
首

都
南

部
直

下
地

震
）

25
0ｍ

メ
ッ

シ
ュ

別
の

全
会

・
消

失
棟

数
（

首
都

南
部

直
下

地
震

、
冬

夕
、

風
速

8ｍ
想

定
）

内
閣

府
防

災
情

報
の

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/k

oh
ou

/k
ou

ho
ub

ou
sa

i/
h2

5/
74

/s
pe

ci
al

_0
1.

ht
m

l

●
日

本
の

国
土

・
気

候
の

特
徴

（
河

川
の

特
徴

・
気

候
帯

・
季

節
ご

と
の

特
徴

）

・
意

外
と

知
ら

な
い

日
本

の
国

土
の

エ
ト

セ
ト

ラ
東

経
12

0～
15

0度
、

北
緯

20
～

45
度

の
間

に
あ

る
東

西
南

北
30

00
km

に
お

よ
ぶ

島
国

で
68

52
個

の
島

が
あ

る
日

本
の

国
土

は
37

万
80

00
平

方
km

で
世

界
60

位
く

ら
い

日
本

の
可

住
地

は
国

土
の

3分
の

1で
、

国
民

の
80

％
が

標
高

０
～

10
0m

に
住

ん
で

い
る

1.
2.

 気
象

災
害

・
風

水
害

国
土

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

よ
り

引
用

ht
tp

:/
/w

w
w

.ji
ce

.o
r.j

p/
kn

ow
le

dg
e/

ja
pa

n/
co

m
m

en
ta

ry
01

●
日

本
の

国
土

・
気

候
の

特
徴

（
河

川
の

特
徴

・
気

候
帯

・
季

節
ご

と
の

特
徴

）

・
地

域
に

よ
る

気
候

の
特

徴
日

本
の

ほ
と

ん
ど

は
温

帯
に

属
し

て
い

て
四

季
の

区
別

が
明

確
し

か
し

、
南

北
に

長
い

こ
と

で
北

海
道

は
亜

寒
帯

、
沖

縄
は

亜
熱

帯
に

属
し

て
い

る
夏

は
南

東
か

ら
、

冬
は

北
西

か
ら

季
節

風
が

吹
く

こ
の

た
め

夏
は

太
平

洋
側

で
雨

が
多

く
、

冬
は

日
本

海
側

で
雪

が
多

い

1.
2.

 気
象

災
害

・
風

水
害

H
el

lo
 S

ch
oo

l社
会

科
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.ji

ce
.o

r.j
p/

kn
ow

le
dg

e/
ja

pa
n/

co
m

m
en

ta
ry

01
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●
日

本
の

国
土

・
気

候
の

特
徴

（
河

川
の

特
徴

・
気

候
帯

・
季

節
ご

と
の

特
徴

）

・
河

川
の

特
徴

日
本

の
川

は
長

さ
が

短
く

、
流

れ
が

速
い

振
っ

た
雨

が
一

気
に

流
れ

出
る

日
本

の
河

川
住

宅
地

よ
り

も
高

い
所

を
流

れ
る

日
本

の
河

川

1.
2.

 気
象

災
害

・
風

水
害

国
土

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

よ
り

引
用

ht
tp

:/
/w

w
w

.ji
ce

.o
r.j

p/
kn

ow
le

dg
e/

ja
pa

n/
co

m
m

en
ta

ry
08

●
台

風
発

生
の

仕
組

み
（

発
生

時
期

や
発

生
地

域
、

通
過

地
域

、
発

生
か

ら
消

滅
ま

で
の

経
過

、
近

年
の

台
風

の
特

徴
等

）

・
台

風
は

海
上

の
水

蒸
気

を
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
し

て
発

生
・

1年
に

26
.4

個
の

台
風

が
発

生
し

、
11

.5
個

が
日

本
に

接
近

す
る

・
台

風
の

進
路

上
に

あ
る

日
本

・
近

年
の

台
風

の
特

徴

1.
2.

 気
象

災
害

・
風

水
害

Te
nk

i.j
p 

–台
風

の
仕

組
み

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

te
nk

i.j
p/

do
cs

/n
ot

e/
ty

ph
oo

n/
pa

ge
-2

.h
tm

l
国

土
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.ji

ce
.o

r.j
p/

kn
ow

le
dg

e/
ja

pa
n/

co
m

m
en

ta
ry

11

熱
帯

の
会

場
に

空
気

の

●
台

風
に

よ
る

災
害

（
風

、
雨

、
高

潮
等

）

・
風

害
、

水
害

、
高

潮
害

、
波

浪
害

1.
2.

 気
象

災
害

・
風

水
害

国
土

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

よ
り

引
用

ht
tp

:/
/w

w
w

.ji
ce

.o
r.j

p/
kn

ow
le

dg
e/

ja
pa

n/
co

m
m

en
ta

ry
11

20
04

年
台

風
23

号
に

よ
る

兵
庫

県
福

知
山

市
大

江
町

で
の

洪
水

20
04

年
台

風
23

号
の

高
波

で
破

壊
さ

れ
た

海
岸

の
堤

防
20

19
年

台
風

15
号

に
よ

り
大

き
な

被
害

が
出

た
千

葉
県

●
ゲ

リ
ラ

豪
雨

の
仕

組
み

や
そ

の
被

害
（

発
生

時
期

、
発

生
原

因
、

影
響

等
）

・
ゲ

リ
ラ

豪
雨

は
夏

に
多

い
・

夏
の

日
差

し
に

よ
っ

て
暖

め
ら

れ
た

空
気

が
上

昇
し

積
乱

雲
が

原
因

・
集

中
豪

雨
よ

り
も

局
地

的
な

の
で

二
次

災
害

が
想

定
し

に
く

い

1.
2.

 気
象

災
害

・
風

水
害

く
る

く
ら

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

ku
ru

ku
ra

.jp
/s

af
et

y/
19

06
10

.h
tm

l

都
市

部
で

ゲ
リ

ラ
豪

雨
を

降
ら

せ
る

積
乱

雲

ウ
ェ

ウ
ェ

ザ
ー

ニ
ュ

ー
ス

よ
り

引
用

ゲ
リ

ラ
豪

雨
の

仕
組

み

127



●
水

災
対

策
・

予
防

（
堤

防
整

備
、

遊
水

池
、

ダ
ム

、
引

堤
、

河
川

採
掘

）
・

堤
防

整
備

・
洪

水
用

調
整

施
設

（
遊

水
地

、
ダ

ム
）

・
引

堤
・

河
道

採
掘

1.
2.

 気
象

災
害

・
風

水
害

国
土

交
通

省
河

川
事

業
概

要
20

18
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
lit

.g
o.

jp
/r

iv
er

/p
am

ph
le

t_
jir

ei
/k

as
en

/g
ai

yo
u/

pa
nf

/p
df

/c
2.

pd
f

●
水

災
対

策
・

予
防

（
堤

防
整

備
、

遊
水

池
、

ダ
ム

、
引

堤
、

河
川

採
掘

）
・

堤
防

整
備

・
洪

水
用

調
整

施
設

（
遊

水
地

、
ダ

ム
）

・
引

堤
・

稼
働

採
掘

1.
2.

 気
象

災
害

・
風

水
害

国
土

交
通

省
河

川
事

業
概

要
20

18
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
lit

.g
o.

jp
/r

iv
er

/p
am

ph
le

t_
jir

ei
/k

as
en

/g
ai

yo
u/

pa
nf

/p
df

/c
2.

pd
f

●
雪

害
に

よ
る

被
害

と
そ

の
対

策
（

豪
雪

地
帯

特
有

、
豪

雪
地

帯
以

外
）

・
豪

雪
地

帯
特

有
の

災
害

雪
崩

、
除

雪
中

の
事

故
・

豪
雪

地
帯

以
外

で
も

発
生

す
る

事
故

路
面

凍
結

に
よ

る
交

通
事

故

1.
2.

 気
象

災
害

・
風

水
害

首
相

官
邸

Ｈ
Ｐ

雪
害

で
は

ど
の

よ
う

な
災

害
が

起
こ

る
の

か
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.k
an

te
i.g

o.
jp

/j
p/

he
ad

lin
e/

bo
us

ai
/s

et
su

ga
i.h

tm
l

命
を

守
る

除
雪

中
の

事
故

防
止

10
か

条
雪

崩
が

発
生

し
や

す
い

ケ
ー

ス

●
土

砂
災

害
の

特
徴

（
崖

崩
れ

、
地

す
べ

り
、

土
石

流
等

）

・
種

類
が

け
崩

れ
地

す
べ

り
土

石
流

・
発

生
し

や
す

い
時

集
中

豪
雨

局
地

的
大

雨
（

ゲ
リ

ラ
豪

雨
）

・
発

生
し

や
す

い
場

所
扇

状
地

造
成

地
山

岳
地

帯
急

傾
斜

地

・
危

険
個

所
53

万
か

所
過

去
10

年
で

年
10

00
件

平
均

発
生

1.
3.

 土
砂

災
害

内
閣

府
防

災
情

報
の

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/k

oh
ou

/k
ou

ho
ub

ou
sa

i/
h2

7/
79

/s
pe

ci
al

_0
2.

ht
m

l
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●
土

砂
災

害
の

特
徴

（
土

石
流

、
崖

崩
れ

、
地

す
べ

り
等

）

・
崖

崩
れ

（
急

傾
斜

地
の

崩
壊

）
地

中
に

し
み

込
ん

だ
雨

水
や

地
震

の
揺

れ
に

よ
る

影
響

等
で

、
山

の
斜

面
が

突
然

崩
れ

落
ち

る
現

象
斜

度
30

度
以

上
で

起
き

や
す

い

・
崖

崩
れ

の
前

兆
が

け
に

ひ
び

割
れ

が
で

き
る

小
石

が
落

ち
て

く
る

が
け

か
ら

水
が

湧
き

出
る

湧
水

が
止

ま
る

湧
水

が
濁

る
地

鳴
り

が
す

る

1.
3.

 土
砂

災
害

国
土

交
通

省
砂

防
部

土
砂

災
害

の
対

策
の

概
要

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/c
om

m
on

/0
01

02
45

60
.p

df

崖
崩

れ

●
土

砂
災

害
の

特
徴

（
土

石
流

、
崖

崩
れ

、
地

す
べ

り
等

）

・
地

す
べ

り
比

較
的

ゆ
る

や
か

な
斜

面
で

滑
り

や
す

い
地

層
が

ゆ
っ

く
り

動
く

広
い

範
囲

で
起

こ
る

1日
数

ミ
リ

程
度

だ
が

、
突

然
数

メ
ー

ト
ル

動
く

こ
と

が
あ

る

・
地

す
べ

り
の

前
兆

地
面

が
ひ

び
割

れ
、

陥
没

が
け

や
斜

面
か

ら
水

が
噴

き
出

る
井

戸
や

沢
の

水
が

濁
る

地
鳴

り
・

山
鳴

り
が

す
る

樹
木

が
傾

く
亀

裂
や

段
差

が
発

生
す

る

1.
3.

 土
砂

災
害

国
土

交
通

省
砂

防
部

土
砂

災
害

の
対

策
の

概
要

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/c
om

m
on

/0
01

02
45

60
.p

df

地
す

べ
り

●
土

砂
災

害
の

特
徴

（
土

石
流

、
崖

崩
れ

、
地

す
べ

り
等

）

・
土

石
流

渓
流

に
溜

ま
っ

た
土

砂
が

長
雨

や
集

中
豪

雨
に

よ
り

一
気

に
下

流
に

押
し

流
さ

れ
る

現
象

時
速

20
～

40
km

人
家

や
畑

を
一

瞬
で

壊
滅

さ
せ

る
破

壊
力

・
土

石
流

の
前

兆
山

鳴
り

急
に

川
の

水
が

減
り

流
木

が
混

ざ
る

腐
っ

た
土

の
に

お
い

が
す

る
雨

が
降

り
続

く
が

川
の

水
位

が
下

が
る

立
木

が
さ

け
る

音
、

石
が

ぶ
つ

か
り

合
う

音
が

聞
こ

え
る

1.
3.

 土
砂

災
害

国
土

交
通

省
砂

防
部

土
砂

災
害

の
対

策
の

概
要

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/c
om

m
on

/0
01

02
45

60
.p

df

土
石

流

●
土

砂
災

害
対

策
・

予
防

（
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

面
の

対
策

、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
、

対
策

の
事

例
等

）

・
ハ

ー
ド

面
国

土
保

全
砂

防
工

事
地

す
べ

り
防

止
工

事
急

傾
斜

地
崩

壊
防

止
工

事

1.
3.

 土
砂

災
害

国
土

交
通

省
砂

防
部

土
砂

災
害

の
対

策
の

概
要

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/c
om

m
on

/0
01

02
45

60
.p

dfハ
ー

ド
対

策
の

実
施
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●
土

砂
災

害
対

策
・

予
防

（
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

面
の

対
策

、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
、

対
策

の
事

例
等

）

・
砂

防
設

備
の

役
割

砂
防

え
ん

堤
（

透
過

型
）

砂
防

え
ん

堤
山

腹
工

渓
流

保
全

工

1.
3.

 土
砂

災
害

国
土

交
通

省
砂

防
部

土
砂

災
害

の
対

策
の

概
要

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/c
om

m
on

/0
01

02
45

60
.p

df

砂
防

設
備

の
役

割

●
土

砂
災

害
対

策
・

予
防

（
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

面
の

対
策

、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
、

対
策

の
事

例
等

）

・
ソ

フ
ト

面
自

分
の

住
む

場
所

が
「

土
砂

災
害

危
険

個
所

（
土

砂
災

害
警

戒
区

域
）

」
の

確
認

雨
が

降
り

出
し

た
ら

「
土

砂
災

害
警

戒
情

報
」

に
注

意
土

砂
災

害
警

戒
情

報
が

発
表

さ
れ

た
ら

早
め

の
避

難

1.
3.

 土
砂

災
害

国
土

交
通

省
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
lit

.g
o.

jp
/r

iv
er

/s
ab

o/
lin

k_
do

sy
a_

ki
ke

n.
ht

m
l

重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

（
土

砂
災

害
の

み
選

択
）

●
土

砂
災

害
対

策
・

予
防

（
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

面
の

対
策

、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
、

対
策

の
事

例
等

）

・
ソ

フ
ト

面
自

分
の

住
む

場
所

が
「

土
砂

災
害

危
険

個
所

（
土

砂
災

害
警

戒
区

域
）

」
の

確
認

雨
が

降
り

出
し

た
ら

「
土

砂
災

害
警

戒
情

報
」

に
注

意
土

砂
災

害
警

戒
情

報
が

発
表

さ
れ

た
ら

早
め

の
避

難

1.
3.

 土
砂

災
害

内
閣

府
防

災
情

報
の

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/k

oh
ou

/k
ou

ho
ub

ou
sa

i/
h2

7/
79

/s
pe

ci
al

_0
2.

ht
m

l

土
砂

災
害

警
戒

情
報

（
左

）
、

土
砂

災
害

警
戒

判
定

メ
ッ

シ
ュ

情
報

（
右

）
の

発
表

例

●
土

砂
災

害
対

策
・

予
防

（
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

面
の

対
策

、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
、

対
策

の
事

例
等

）

・
ソ

フ
ト

面
自

分
の

住
む

場
所

が
「

土
砂

災
害

危
険

個
所

（
土

砂
災

害
警

戒
区

域
）

」
の

確
認

雨
が

降
り

出
し

た
ら

「
土

砂
災

害
警

戒
情

報
」

に
注

意
土

砂
災

害
警

戒
情

報
が

発
表

さ
れ

た
ら

早
め

の
避

難

1.
3.

 土
砂

災
害

内
閣

府
防

災
情

報
の

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/k

oh
ou

/k
ou

ho
ub

ou
sa

i/
h2

7/
79

/s
pe

ci
al

_0
2.

ht
m

l

土
砂

災
害

に
関

す
る

防
災

気
象

情
報

を
活

用
し

た
避

難
情

報
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●火
山
の
種
類
と
代
表
例
（
活
火
山
の
定
義
変
更
）

・
活
火
山
と
は

概
ね
過
去

1万
年
以
内
に
噴
火
し
た
火
山
及
び
現
在
活
発
な
噴
気
活
動
の
あ
る
火
山

20
03
年
に
定
義
見
直
し
さ
れ
、
休
火
山
、
死
火
山
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

20
17
年
以
降
、
活
火
山
数
は

11
1、
う
ち

50
火
山
は
火
山
防
災
要
チ
ェ
ッ
ク
対
象

1.
4.

 火
山
災
害

40
気
象
庁

活
火
山
と
は
よ
り
引
用

ht
tp

s:
//w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/s

vd
/v

oi
s/

da
ta

/to
ky

o/
ST

O
C

K/
ka

is
et

su
/k

at
su

ka
za

n_
to

ha
/k

at
su

ka
za

n_
to

ha
.h

tm
l

●火
山
噴
火
の
仕
組
み
（
マ
グ
マ
の
粘
性
に
よ
る
噴
火
様
式
の
違
い
等
）

・
噴
火
の
仕
組
み

海
水
を
吸
っ
た
海
の
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
と
き
に
マ
ン
ト
ル
が
溶
け
て
マ
グ
マ
が
で
き
る

マ
グ
マ
は
高
温
の
液
体
の
た
め
上
昇
し
地
表
か
ら

5～
20
㎞で
留
ま
る
（
マ
グ
マ
溜
ま
り
）

マ
グ
マ
は
火
山
ガ
ス
が
溶
け
込
ん
で
お
り
、
上
昇
す
る
と
圧
力
が
減
り
、
泡
に
な
る

こ
れ
が
炭
酸
ジ
ュ
ー
ス
を
あ
け
た
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
勢
い
よ
く
地
上
に
噴
き
出
す

マ
グ
マ
に
溶
け
た
水
が
水
蒸
気
に
変
化
す
る
と
き
、
体
積
が

17
00
倍
に
増
え
る

1.
4.

 火
山
災
害

41
仙
台
管
区
気
象
台
資
料
よ
り
引
用

ht
tp

s:
//w

w
w

.jm
a-

ne
t.g

o.
jp

/s
en

da
i/k

yo
ik

u/
eq

vo
l/a

_v
ol

_w
s.

pd
f

●火
山
噴
火
の
仕
組
み
（
マ
グ
マ
の
粘
性
に
よ
る
噴
火
様
式
の
違
い
等
）

・
マ
グ
マ
の
粘
性
と
火
山
の
種
類

溶
岩
の
粘
性

弱
楯
状
火
山

例
；
マ
ウ
ナ
ロ
ア
山
（
ハ
ワ
イ
）

溶
岩
の
粘
性

中
成
層
火
山

例
；
富
士
山

溶
岩
の
粘
性

強
鐘
状
火
山

例
；
昭
和
新
山

1.
4.

 火
山
災
害

42
大
地
の
変
化
の
達
人
火
山
行
で
あ
る
日
本
よ
り
引
用

ht
tp

://
ea

rth
sc

ie
nc

es
1.

ju
ni

or
hi

gh
sc

ho
ol

-s
ci

en
ce

.n
et

/v
ol

ca
no

/

●火
山
噴
火
の
仕
組
み
（
マ
グ
マ
の
粘
性
に
よ
る
噴
火
様
式
の
違
い
等
）

・
マ
グ
マ
の
粘
性
と
噴
火
様
式
の
違
い

ハ
ワ
イ
式

ス
ト
ロ
ン
ボ
リ
式

ブ
ル
カ
ノ
式

ブ
リ
ニ
ー
式

プ
レ
ー
式

水
蒸
気
爆
発

1.
4.

 火
山
災
害

43
参
考
；
名
古
屋
工
業
大
学
第

7回
火
山
と
噴
火

ht
tp

://
w

w
w

.c
m

.n
ite

ch
.a

c.
jp

/c
ho

/e
ar

th
_s

cie
nc

e/
Le

ss
on

-0
7.

pd
f
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●噴
火
の
前
兆
（
地
震
、
地
殻
変
動
、
磁
力
低
下
、
地
下
水
温
上
昇
等
）

・
見
た
目
の
変
化

地
形
の
変
化

噴
気
の
変
化

湖
・
川
の
変
化

湧
水
の
変
化

地
震
の
頻
発

1.
4.

 火
山
災
害

44
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局
よ
り
引
用

ht
tp

s:/
/w

w
w

.h
kd

.m
lit

.g
o.

jp
/a

s/
tis

ui
/h

o9
28

l0
00

00
02

vb
a-

at
t/

vk
td

fd
00

00
00

0b
c6

.p
df

●噴
火
の
前
兆
（
地
震
、
地
殻
変
動
、
磁
力
低
下
、
地
下
水
温
上
昇
等
）

・
目
で
分
か
ら
な
い
変
化

山
の
傾
き
の
変
化

体
に
感
じ
な
い
小
さ
な
地
震
や
地
面
の
揺
れ

1.
4.

 火
山
災
害

45

内
閣
府

防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用

ht
tp

://
w

w
w

.b
ou

sa
i.g

o.
jp

/k
oh

ou
/k

ou
ho

ub
ou

sa
i/h

27
/7

9/
sp

ec
ia

l_
02

.h
tm

l

国
土
地
理
院
の
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用

ht
tp

s:
//w

w
w

.g
si

.g
o.

jp
/k

ik
ak

uc
ho

us
ei

/b
ou

sa
ic

ho
us

ei
/p

ag
e4

.h
tm

l

干
渉

SA
R
の
原
理

●火
山
噴
火
に
よ
る
災
害
（
火
砕
物
、
溶
岩
流
、
火
砕
流
、
山
体
崩
壊
、
土
石
流
、
火

山
ガ
ス
等
）

・
火
山
災
害
の
種
類

大
き
な
噴
石

避
難
ま
で
の
時
間
な
く
、
非
常
に
危
険

火
砕
流

時
速

10
0k

m
に
及
び
逃
げ
ら
れ
な
い
、
非
常
に
危
険

融
雪
型
火
山
泥
流
時
速

60
km
を
超
え
て
逃
げ
る
時
間
は
あ
ま
り
な
い
、
非
常
に
危
険

1.
4.

 火
山
災
害

46
気
象
庁

主
な
火
山
災
害
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用

ht
tp

://
w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/s

vd
/v

oi
s/

da
ta

/to
ky

o/
ST

O
C

K/
ka

is
et

su
/v

ol
sa

ig
ai

/s
ai

ga
i.h

tm
l

大
き
な
噴
石

火
砕
流

融
雪
型
火
山
泥
流

●火
山
噴
火
に
よ
る
災
害
（
火
砕
物
、
溶
岩
流
、
火
砕
流
、
山
体
崩
壊
、
土
石
流
、
火

山
ガ
ス
等
）

・
火
山
災
害
の
種
類

溶
岩
流

流
下
速
度
は
地
形
い
よ
る
が
緩
や
か
な
の
で
避
難
可
能

小
さ
な
噴
石
・
火
山
灰

降
っ
て
く
る
ま
で
に
時
間
は
あ
る
た
め
危
険
だ
が
準
備
可
能

1.
4.

 火
山
災
害

47
気
象
庁

主
な
火
山
災
害
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用

ht
tp

://
w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/s

vd
/v

oi
s/

da
ta

/to
ky

o/
ST

O
C

K/
ka

is
et

su
/v

ol
sa

ig
ai

/s
ai

ga
i.h

tm
l

溶
岩
流

小
さ
な
噴
石
・
火
山
灰
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●火
山
噴
火
に
よ
る
災
害
（
火
砕
物
、
溶
岩
流
、
火
砕
流
、
山
体
崩
壊
、
土
石
流
、
火

山
ガ
ス
等
）

・
火
山
災
害
の
種
類

火
山
ガ
ス

吸
入
す
る
と
危
険
だ
が
回
避
可
能

火
山
泥
流
・
土
石
流

1.
4.

 火
山
災
害

48
気
象
庁

主
な
火
山
災
害
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用

ht
tp

://
w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/s

vd
/v

oi
s/

da
ta

/to
ky

o/
ST

O
C

K/
ka

is
et

su
/v

ol
sa

ig
ai

/s
ai

ga
i.h

tm
l

火
山
ガ
ス

火
山
泥
流
・
土
石
流

火
山
ガ
ス

●火
山
災
害
対
策
・
予
防
（
噴
火
の
予
知
、
観
測
、
関
係
法
令
）

・
種
類

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
、
警
戒
範
囲
と
と
る
べ
き
行
動
を

5段
階
区
分
で
示
し
た
も
の

活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
に
国
と
地
元
で
共
同
し
避
難
を
検
討
し
て
い
る

気
象
庁
は
地
元
の
避
難
計
画
と
一
体
的
に
噴
火
警
報
・
予
報
を
発
表
す
る

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
適
用
さ
れ
て
い
る
の
は

48
火
山

1.
4.

 火
山
災
害

49
気
象
庁
の
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用

ht
tp

s:
//w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/s

vd
/v

oi
s/

da
ta

/to
ky

o/
ST

O
C

K/
ka

is
et

su
/le

ve
l_

to
ha

/le
ve

l_
to

ha
.h

tm

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
運
用
さ
れ
て
い
る

48
火
山

（
令
和
元
年

7月
現
在
）

●
火

災
の

種
類

（
建

物
火

災
、

林
野

火
災

、
車

両
火

災
、

船
舶

火
災

、
航

空
機

火
災

等
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
等

の
概

要
）

・
火

災
と

は
人

の
意

図
に

反
し

て
発

生
・

拡
大

、
ま

た
は

放
火

に
よ

る
消

火
が

必
要

な
燃

焼
現

象
人

の
意

図
に

反
し

て
発

生
・

拡
大

し
た

爆
発

現
象

・
火

災
の

種
別

下
記

の
7種

類
。

2種
以

上
複

合
す

る
場

合
は

、
焼

き
損

害
額

の
大

き
い

方
の

種
別

と
な

る
。

１
、

建
物

火
災

２
、

林
野

火
災

３
、

車
両

火
災

４
、

船
舶

火
災

５
、

航
空

機
火

災
６

、
そ

の
他

火
災

７
、

爆
発

1.
5.

 広
域

大
規

模
火

災

大
船

渡
地

区
消

防
組

合
よ

り
引

用

●
震

災
に

伴
う

火
災

（
過

去
の

事
例

に
お

け
る

出
火

原
因

や
被

害
規

模
）

・
東

日
本

大
震

災
（

平
成

23
年

、
20

11
年

）
の

事
例

火
災

発
生

件
数

1都
10

県
で

28
6件

火
災

原
因

電
気

配
線

の
シ

ョ
ー

ト
・

漏
電

や
ス

ト
ー

ブ
の

転
倒

、
ろ

う
そ

く
等

主
な

火
災

岩
手

県
山

田
町

10
7,

60
0㎡

の
大

規
模

市
街

地
火

災
等

1.
5.

 広
域

大
規

模
火

災

平
成

23
年

消
防

白
書

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.fd

m
a.

go
.jp

/p
ub

lic
at

io
n/

ha
ku

sh
o/

h2
3/

ca
t-

2/
2/

50
9.

ht
m

l

都
道

府
県

別
火

災
発

生
状

況
主

な
火

災
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●
震

災
に

伴
う

火
災

（
過

去
の

事
例

に
お

け
る

出
火

原
因

や
被

害
規

模
、

防
火

対
策

）
・

市
街

地
火

災
、

林
野

火
災

岩
手

県
山

田
町

に
お

け
る

市
街

地
火

災
10

7,
60

0㎡
に

わ
た

る
市

街
地

火
災

岩
手

県
大

槌
町

に
お

け
る

市
街

地
火

災
13

0,
00

0㎡
に

わ
た

る
市

街
地

、
林

野
火

災

1.
5.

 広
域

大
規

模
火

災

岩
手

県
山

田
町

役
場

屋
上

か
ら

見
た

火
災

の
状

況
岩

手
県

大
槌

町
に

お
い

て
高

台
手

前
で

見
ら

れ
た

焼
損

等
の

状
況

平
成

23
年

消
防

白
書

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.fd

m
a.

go
.jp

/p
ub

lic
at

io
n/

ha
ku

sh
o/

h2
3/

ca
t-

2/
2/

50
9.

ht
m

l

●
震

災
に

伴
う

火
災

（
過

去
の

事
例

に
お

け
る

出
火

原
因

や
被

害
規

模
、

防
火

対
策

）
・

防
火

対
策

１
、

出
火

防
止

対
策

２
、

火
災

の
早

期
覚

知
・

初
期

消
火

対
策

３
、

地
域

ぐ
る

み
の

防
災

対
策

・
出

火
防

止
対

策
事

前
の

出
火

防
止

対
策

家
具

の
転

倒
防

止
、

感
震

ブ
レ

ー
カ

ー
の

設
置

等
地

震
直

後
の

出
火

防
止

対
策

電
気

コ
ー

ド
や

石
油

器
具

の
破

損
状

況
の

確
認

、
避

難
時

ブ
レ

ー
カ

ー
を

落
と

す
等

避
難

か
ら

戻
っ

た
後

の
出

火
防

止
対

策
ガ

ス
器

具
や

配
管

等
に

破
損

が
な

い
か

確
認

し
て

か
ら

使
用

す
る

等
通

電
火

災
対

策
電

化
製

品
や

配
線

・
コ

ー
ド

の
破

損
状

態
の

確
認

し
て

か
ら

使
用

す
る

等

1.
5.

 広
域

大
規

模
火

災

消
防

庁
地

震
火

災
か

ら
命

を
守

る
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.s
ou

m
u.

go
.jp

/m
ai

n_
co

nt
en

t/
00

06
71

45
8.

pd
f

●
震

災
に

伴
う

火
災

（
過

去
の

事
例

に
お

け
る

出
火

原
因

や
被

害
規

模
、

防
火

対
策

）
・

通
電

火
災

対
策

通
電

火
災

と
は

、
停

電
復

旧
後

の
再

通
電

時
に

発
生

が
懸

念
さ

れ
る

火
災

・
主

な
対

策
停

電
時

・
避

難
時

の
対

応
停

電
中

に
自

宅
か

ら
離

れ
る

際
は

、
ブ

レ
ー

カ
ー

を
落

と
す

等
停

電
復

旧
時

の
対

応
電

化
製

品
、

配
線

や
コ

ー
ド

が
破

損
・

損
傷

を
確

認
し

て
か

ら
使

用
す

る
日

頃
か

ら
の

備
え

住
宅

用
分

電
盤

の
機

能
充

実
感

震
ブ

レ
ー

カ
ー

の
設

置

1.
5.

 広
域

大
規

模
火

災

消
防

庁
地

震
火

災
か

ら
命

を
守

る
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.s
ou

m
u.

go
.jp

/m
ai

n_
co

nt
en

t/
00

06
71

45
8.

pd
f

●
林

野
火

災
（

過
去

の
事

例
に

お
け

る
出

火
原

因
や

被
害

規
模

、
対

策
）

・
出

火
原

因
た

き
火

、
火

入
れ

、
放

火
（

疑
い

含
む

）
、

た
ば

こ
、

マ
ッ

チ
、

ラ
イ

タ
ー

、
火

遊
び

な
ど

・
被

害
規

模
平

成
29

年
の

出
火

件
数

12
84

件
焼

損
面

積
93

8h
a

損
害

額
9億

36
万

円
死

者
10

名
・

対
策

全
国

山
火

事
予

防
運

動
で

の
呼

び
か

け

1.
5.

 広
域

大
規

模
火

災

消
防

庁
特

殊
災

害
室

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.fd

m
a.

go
.jp

/p
ub

lic
at

io
n/

ug
ok

i/
ite

m
s/

31
02

_3
7.

pd
f
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●
建

物
火

災
（

過
去

の
事

例
に

お
け

る
出

火
原

因
や

被
害

規
模

、
対

策
）

・
建

物
火

災
の

火
元

別
割

合
住

宅
火

災
が

最
多

で
全

体
の

53
.4

％
・

建
物

火
災

の
主

な
出

火
原

因
ト

ッ
プ

3
1位

こ
ん

ろ
の

消
し

忘
れ

29
86

件
（

14
.0

％
）

2位
た

ば
こ

の
不

始
末

20
25

件
（

9.
5％

）
3位

放
火

16
35

件
（

7.
7％

）
こ

こ
ま

で
で

全
体

の
3割

を
占

め
る

。
・

対
策

コ
ン

ロ
か

ら
離

れ
な

い
、

寝
た

ば
こ

、
ポ

イ
捨

て
厳

禁
、

放
火

対
策

等

1.
5.

 広
域

大
規

模
火

災

平
成

30
年

消
防

白
書

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.fd

m
a.

go
.jp

/p
ub

lic
at

io
n/

ha
ku

sh
o/

h3
0/

ch
ap

te
r1

/s
ec

tio
n1

/p
ar

a1
/3

82
75

.h
tm

l

建
物

火
災

の
火

元
建

物
用

途
別

の
状

況
建

物
火

災
の

主
な

出
荷

原
因

と
経

過

●
近

年
の

災
害

発
生

状
況

・
変

動
し

つ
つ

も
増

加
傾

向
下

記
の

2つ
の

大
地

震
の

際
に

は
被

害
規

模
が

突
出

し
て

い
る

19
95

年
阪

神
淡

路
大

震
災

20
11

年
東

日
本

大
震

災
・

死
者

行
方

不
明

者
数

昭
和

20
年

か
ら

の
推

移
で

は
微

減
あ

る
い

は
横

ば
い

1.
6.

近
年

の
主

な
災

害

内
閣

府
防

災
情

報
の

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用

我
が

国
の

自
然

災
害

発
生

件
数

及
び

被
害

額
の

推
移

中
小

企
業

白
書

20
19

よ
り

引
用

自
然

災
害

に
お

け
る

死
者

行
方

不
明

者
数

●
近

年
の

災
害

発
生

状
況

・
自

然
災

害
の

発
生

件
数

と
被

害
額

の
関

係
発

生
件

数
台

風
が

6割
を

占
め

る
被

害
額

地
震

が
8割

を
超

え
る

・
1時

間
降

水
量

50
m

m
以

上
の

年
間

発
生

件
数

こ
の

30
年

間
で

1.
4倍

に
増

え
て

い
る

1.
6.

近
年

の
主

な
災

害

我
が

国
に

お
け

る
自

然
災

害
の

発
生

件
数

及
び

被
害

額
の

災
害

別
割

合 中
小

企
業

白
書

20
19

よ
り

引
用

1時
間

降
水

量
50

m
m

以
上

の
年

間
発

生
件

数
（

ア
メ

ダ
ス

10
00

地
点

当
た

り
）

●
地

震
・

津
波

に
よ

る
災

害
（

発
生

年
、

名
称

、
被

害
規

模
、

対
策

等
）

・
概

要
・

20
18

年
北

海
道

胆
振

東
部

地
震

M
6.

7、
最

大
震

度
7、

全
道

29
5万

戸
停

電
・

20
18

年
大

阪
北

部
地

震
M

6.
1、

最
大

震
度

6弱
、

被
害

総
額

最
大

18
00

億
円

・
20

16
年

熊
本

地
震

M
7.

3、
最

大
震

度
7、

被
害

総
額

最
大

4.
6兆

円
・

北
海

道
胆

振
東

部
地

震
20

18
年

（
平

成
30

年
）

9月
6日

3時
7分

北
海

道
胆

振
地

方
中

東
部

で
発

生
し

た
地

震
。

震
源

は
深

さ
35

㎞
、

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
6.

7、
最

大
震

度
７

を
観

測
死

者
42

名
、

重
軽

傷
者

76
2名

、
家

屋
の

全
半

壊
等

14
63

2棟
地

震
発

生
後

日
本

で
初

め
て

エ
リ

ア
全

域
に

及
ぶ

大
停

電
（

ブ
ラ

ッ
ク

ア
ウ

ト
）

発
生

停
電

し
た

戸
数

は
29

5万

1.
6.

近
年

の
主

な
災

害

国
土

交
通

省
よ

り
引

用

苫
東

厚
真

発
電

所
斜

面
崩

落
個

所
（

北
海

道
勇

払
郡

厚
真

町
）

震
度

分
布

電
気

新
聞

よ
り

引
用

135



●
地

震
・

津
波

に
よ

る
災

害
（

発
生

年
、

名
称

、
被

害
規

模
、

対
策

等
）

・
大

阪
北

部
地

震
20

18
年

（
平

成
30

年
）

6月
18

日
7時

58
分

大
阪

府
北

部
で

発
生

し
た

地
震

震
源

は
深

さ
13

km
、

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
6.

1、
最

大
震

度
6弱

を
観

測
死

者
6名

、
う

ち
2名

が
ブ

ロ
ッ

ク
塀

の
崩

落
に

巻
き

込
ま

れ
て

死
亡

家
屋

の
全

半
壊

等
は

5万
7千

棟
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
は

最
大

17
万

戸
が

停
電

し
た

が
、

地
震

発
生

当
日

の
午

前
中

に
は

復
旧

ブ
ロ

ッ
ク

塀
の

事
故

を
受

け
て

「
建

築
物

の
耐

震
改

修
の

促
進

に
関

す
る

法
律

」
一

部
改

正
ブ

ロ
ッ

ク
塀

の
撤

去
等

の
費

用
支

援
が

平
成

30
年

第
2次

補
正

予
算

に
盛

り
込

ま
れ

る

1.
6.

近
年

の
主

な
災

害

内
閣

府
防

災
情

報
の

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用

地
震

に
よ

り
倒

れ
た

ブ
ロ

ッ
ク

塀
（

大
阪

府
高

槻
市

立
寿

栄
小

学
校

）
震

度
分

布

●
地

震
・

津
波

に
よ

る
災

害
（

発
生

年
、

名
称

、
被

害
規

模
、

対
策

等
）

・
熊

本
地

震
20

16
年

（
平

成
28

年
）

4月
16

日
1時

25
分

熊
本

県
熊

本
地

方
で

発
生

し
た

地
震

震
源

は
深

さ
12

km
、

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
7.

3、
最

大
震

度
7を

観
測

震
度

7の
連

続
発

生
は

観
測

史
上

初
、

ま
た

異
常

な
数

の
余

震
が

発
生

死
者

27
2名

、
重

軽
傷

者
約

28
08

人
、

家
屋

の
全

半
壊

等
は

20
万

棟
熊

本
城

な
ど

公
共

建
物

も
の

被
害

が
大

き
く

報
じ

ら
れ

る
発

生
1か

月
後

に
は

義
援

金
総

額
が

16
5億

円
に

も
上

り
、

こ
れ

ま
で

52
7億

円
が

集
ま

っ
た

1.
6.

近
年

の
主

な
災

害

消
防

庁
熊

本
地

震
の

被
害

と
対

応
よ

り
引

用

熊
本

城
の

被
災

状
況

震
度

分
布

（
4月

16
日

01
時

25
分

）

気
象

庁
熊

本
地

震
感

想
く

デ
ー

タ
よ

り
引

用

益
城

町
に

お
け

る
家

屋
倒

壊
の

状
況

●
気

象
災

害
・

風
水

害
（

発
生

年
、

名
称

、
被

害
規

模
、

対
策

等
）

・
20

20
年

令
和

2年
7月

豪
雨

球
磨

川
決

壊
な

ど
各

地
で

甚
大

な
被

害
・

20
19

年
台

風
19

号
千

曲
川

決
壊

な
ど

各
地

で
甚

大
な

被
害

・
令

和
2年

7月
豪

雨
令

和
2年

7月
3日

～
31

日
に

か
け

て
前

線
の

影
響

で
各

地
で

記
録

的
大

雨
長

野
県

や
高

知
県

の
多

い
所

で
20

00
ミ

リ
を

超
え

る
な

ど
多

地
点

で
観

測
史

上
1位

を
記

録
死

者
82

名
、

行
方

不
明

4名
、

住
家

の
全

半
壊

等
45

58
棟

、
住

家
浸

水
13

,9
34

棟
国

が
管

理
す

る
7水

系
8河

川
、

県
が

管
理

す
る

58
水

系
19

4河
川

で
氾

濫
が

発
生

土
砂

災
害

93
2件

、
高

速
道

路
、

国
道

等
で

も
被

災
13

事
業

者
20

路
線

で
土

砂
流

入
の

被
害

発
生

1.
6.

近
年

の
主

な
災

害

国
都

交
通

省
令

和
2年

7月
豪

雨
に

よ
る

被
害

と
対

応
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
lit

.g
o.

jp
/r

iv
er

/s
hi

nn
gi

ka
i_

bl
og

/h
az

ar
d_

ris
k/

da
i0

5k
ai

/d
ai

05
ka

i_
sa

nk
os

iry
o0

2.
pd

f

球
磨

川
の

氾
濫

県
道

小
鶴

原
お

女
木

線
深

水
箸

橋
梁

流
出

土
石

流
の

被
害

（
熊

本
県

芦
北

郡
）

●
気

象
災

害
・

風
水

害
（

発
生

年
、

名
称

、
被

害
規

模
、

対
策

等
）

・
台

風
19

号
20

19
年

10
月

6日
に

発
生

し
、

伊
豆

半
島

に
上

陸
し

、
関

東
地

方
を

通
過

し
た

。
10

日
～

13
日

の
総

降
水

量
が

神
奈

川
県

箱
根

で
10

00
ミ

リ
に

達
す

る
な

ど
記

録
的

大
雨

死
者

96
名

、
行

方
不

明
4名

、
住

家
の

全
半

壊
等

27
,6

84
棟

、
住

家
浸

水
59

,7
16

棟
14

0か
所

で
堤

防
決

壊
（

千
曲

川
（

長
野

）
や

阿
武

隈
川

（
福

島
）

等
）

決
壊

箇
所

に
対

す
る

補
強

工
事

は
完

了
TE

C-
FO

RC
Eが

述
べ

22
,3

00
人

投
入

さ
れ

て
い

る

1.
6.

近
年

の
主

な
災

害

国
土

交
通

省
台

風
19

号
に

よ
る

被
災

状
況

と
今

後
の

対
応

に
つ

い
て

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/p
ol

ic
y/

sh
in

gi
ka

i/
co

nt
en

t/
00

13
17

85
9.

pd
f

台
風

の
毛

糸
と

代
表

的
な

決
壊

状
況
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●
土

砂
災

害
害

（
発

生
年

、
名

称
、

被
害

規
模

、
対

策
等

）
・

20
18

年
北

海
道

胆
振

東
部

地
震

厚
真

町
の

大
規

模
土

砂
災

害
・

20
17

年
九

州
北

部
豪

雨
赤

谷
川

の
土

砂
・

洪
水

氾
濫

・
北

海
道

胆
振

東
部

地
震

20
18

年
（

平
成

30
年

）
9月

6日
3時

7分
北

海
道

胆
振

地
方

中
東

部
で

発
生

し
た

地
震

。
広

域
的

に
土

砂
災

害
が

発
生

し
、

こ
の

崩
壊

面
積

は
13

.4
㎢

と
明

治
以

降
最

多
対

策
と

し
て

、
「

厚
真

川
水

系
土

砂
災

害
復

旧
事

業
所

」
を

設
置

平
成

30
年

北
海

道
胆

振
東

部
地

震
災

害
か

ら
の

復
旧

・
復

興
方

針
も

策
定

さ
れ

て
い

る

1.
6.

近
年

の
主

な
災

害

国
土

交
通

省
平

成
30

年
北

海
道

胆
振

東
部

地
震

に
お

け
る

一
般

被
害

無
数

の
崩

壊
が

発
生

し
た

斜
面

厚
真

河
河

道
掘

削
作

業
状

況

●
土

砂
災

害
害

（
発

生
年

、
名

称
、

被
害

規
模

、
対

策
等

）
・

九
州

北
部

豪
雨

20
17

年
（

平
成

29
年

）
7月

5日
~

6日
に

か
け

て
の

九
州

北
部

の
大

雨
総

降
水

量
は

多
い

と
こ

ろ
で

50
0ミ

リ
超

え
、

朝
倉

・
日

田
で

は
観

測
史

上
1位

更
新

死
者

40
名

、
行

方
不

明
者

2名
の

人
的

被
害

、
16

00
棟

を
超

え
る

家
屋

の
全

半
壊

等
特

に
赤

谷
川

流
域

の
被

害
が

甚
大

で
死

者
・

行
方

不
明

者
の

半
数

が
被

災
TE

C-
FO

RC
Eの

活
躍

1.
6.

近
年

の
主

な
災

害

国
土

交
通

省
平

成
30

年
北

海
道

胆
振

東
部

地
震

に
お

け
る

一
般

被
害

赤
谷

川
流

域
の

全
景

改
正

河
川

法
に

基
づ

く
権

限
代

行

●
火

山
災

害
（

発
生

年
、

名
称

、
被

害
規

模
、

対
策

等
）

・
20

14
年

御
岳

山
噴

火
・

20
11

年
霧

島
山

噴
火

・
御

岳
山

噴
火

20
14

年
（

平
成

26
年

）
9月

27
日

午
前

11
時

52
分

山
頂

南
西

で
水

蒸
気

爆
発

1k
m

程
度

の
範

囲
に

大
き

な
噴

石
が

飛
散

し
た

死
者

58
名

、
行

方
不

明
者

5名
、

負
傷

者
61

名
と

い
う

戦
後

最
悪

の
火

山
災

害
二

次
災

害
防

止
の

た
め

の
除

石
工

事
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

谷
止

工
を

実
施

1.
6.

近
年

の
主

な
災

害

中
部

山
林

管
理

局
御

岳
山

の
災

害
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.ri
ny

a.
m

af
f.g

o.
jp

/c
hu

bu
/k

is
o/

m
or

ig
at

ar
i/

sa
ig

ai
.h

tm
l

噴
火

の
様

子
除

籍
工

事
の

様
子

●
火

山
災

害
（

発
生

年
、

名
称

、
被

害
規

模
、

対
策

等
）

・
20

14
年

御
岳

山
噴

火
・

20
11

年
新

燃
岳

（
霧

島
山

）
噴

火

・
霧

島
山

噴
火

20
11

年
（

平
成

23
年

）
1月

19
日

か
ら

噴
火

開
始

、
22

日
、

26
日

と
噴

火
26

日
に

は
噴

煙
は

30
00

メ
ー

ト
ル

に
も

及
ん

だ
都

城
市

、
日

南
市

ま
で

降
灰

が
及

び
、

火
口

か
ら

周
囲

4k
m

い
な

い
が

立
ち

入
り

禁
止

負
傷

者
35

名
で

死
亡

者
な

し

1.
6.

近
年

の
主

な
災

害

Ya
ho

o 
Ja

pa
n

転
記

・
災

害
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
ty

ph
oo

n.
ya

ho
o.

co
.jp

/w
ea

th
er

/c
al

en
da

r/
9/

#

噴
火

の
様

子
降

灰
の

衛
星

写
真

実
際

の
後

輩
の

様
子
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●
広

域
大

規
模

火
災

害
（

発
生

年
、

名
称

、
被

害
規

模
、

対
策

等
）

・
20

11
年

東
日

本
大

震
災

宮
城

県
気

仙
沼

市
・

20
11

年
東

日
本

大
震

災
宮

城
県

石
巻

市

・
宮

城
県

気
仙

沼
市

11
日

の
津

波
到

来
直

後
鹿

折
地

区
で

大
規

模
な

市
街

地
火

災
が

発
生

23
日

に
鎮

火
す

る
ま

で
、

10
2,

00
0㎡

延
焼

し
た

。

1.
6.

近
年

の
主

な
災

害

平
成

23
年

度
版

防
災

白
書

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.fd

m
a.

go
.jp

/p
ub

lic
at

io
n/

ha
ku

sh
o/

h2
3/

ca
t-

2/
2/

50
9.

ht
m

l

宮
城

県
気

仙
沼

市
に

お
け

る
火

災
の

状
況

（
平

成
23

年
3月

11
日

18
時

ご
ろ

、
気

仙
沼

市
立

病
院

か
ら

撮
影

）

宮
城

県
気

仙
沼

市
内

の
大

船
渡

線
線

路
付

近
か

ら
東

側
一

帯
を

見
た

焼
損

等
の

状
況

（
右

奥
が

海
）

（
平

成
23

年
3月

30
日

15
時

頃
撮

影
）

●
広

域
大

規
模

火
災

害
（

発
生

年
、

名
称

、
被

害
規

模
、

対
策

等
）

・
宮

城
県

石
巻

市
津

波
到

来
直

後
、

門
脇

町
等

で
大

規
模

な
市

街
地

火
災

が
発

生
23

日
に

鎮
火

す
る

ま
で

、
56

,1
00

㎡
延

焼
し

た
。

1.
6.

近
年

の
主

な
災

害

平
成

23
年

度
版

防
災

白
書

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.fd

m
a.

go
.jp

/p
ub

lic
at

io
n/

ha
ku

sh
o/

h2
3/

ca
t-

2/
2/

50
9.

ht
m

l

宮
城

県
石

巻
市

門
脇

町
付

近
に

お
け

る
火

災
の

状
況

（
平

成
23

年
3月

11
日

18
時

頃
撮

影
）

宮
城

県
石

巻
市

門
脇

小
学

校
西

側
の

斜
面

の
上

か
ら

見
た

焼
損

等
の

状
況

（
手

前
の

崖
で

延
焼

阻
止

、
奥

が
海

）
（

平
成

23
年

3月
31

日
13

時
頃

撮
影

）

2.
 災

害
に

関
す

る
情

報

2.
1.

 災
害

関
連

情
報

2.
2.

被
害

想
定

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

2.
3.

 災
害

情
報

の
活

用
と

発
信

●
地

震
・

津
波

に
関

す
る

情
報

（
地

震
情

報
、

緊
急

地
震

速
報

、
津

波
警

報
等

）

・
地

震
情

報
最

近
1週

間
の

地
震

情
報

が
選

択
で

き
る

震
度

3以
上

を
観

測
し

た
全

国
18

8の
地

域
名

と
地

震
の

揺
れ

の
検

知
時

刻
の

情
報

・
緊

急
地

震
情

報
緊

急
地

震
速

報
は

警
報

と
予

報
の

2種
類

警
報

の
中

で
も

予
想

震
度

6弱
以

上
の

大
き

さ
を

「
特

別
警

報
」

と
し

て
い

る

2.
1.

 災
害

関
連

情
報

気
象

庁
地

震
情

報
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.jm
a.

go
.jp

/j
p/

qu
ak

e/
qu

ak
e_

si
nd

o_
in

de
x.

ht
m

l

地
震

情
報

（
震

度
速

報
）

緊
急

地
震

速
報

の
種

類

気
象

庁
緊

急
地

震
速

報
に

つ
い

て
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/s

vd
/e

ew
/d

at
a/

nc
/s

hi
ku

m
i/

sh
ou

sa
i.h

tm
l#

2
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●
地

震
・

津
波

に
関

す
る

情
報

（
地

震
情

報
、

緊
急

地
震

速
報

、
津

波
警

報
等

）

・
緊

急
地

震
情

報
の

仕
組

み
Ｐ

波
と

Ｓ
波

の
伝

達
速

度
差

を
利

用
Ｐ

波
（

初
期

微
動

）
は

7k
m

/秒
Ｓ

派
（

主
要

動
）

は
4k

m
/秒

日
本

全
国

に
設

置
し

た
地

震
計

で
Ｐ

波
を

検
知

し
、

利
用

者
に

伝
達

2.
1.

 災
害

関
連

情
報

株
式

会
社

日
立

ア
イ

イ
ー

シ
ス

テ
ム

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.h

ita
ch

i-
ie

.jp
/p

ro
du

ct
s/

se
c/

ee
w

/i
nd

ex
.h

tm
l

緊
急

地
震

速
報

の
し

く
み

緊
急

地
震

速
報

シ
ス

テ
ム

W
ik

ip
ed

ia
 “

緊
急

地
震

速
報

”よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

ja
.w

ik
ip

ed
ia

.o
rg

/w
ik

i

●
地

震
・

津
波

に
関

す
る

情
報

（
地

震
情

報
、

緊
急

地
震

速
報

、
津

波
警

報
等

）

・
津

波
警

報
・

注
意

報
地

震
発

生
時

に
す

ぐ
に

規
模

や
位

置
を

特
定

し
、

地
震

が
発

生
し

て
か

ら
3分

を
目

標
に

大
津

波
警

報
、

津
波

警
報

、
ま

た
は

津
波

注
意

報
を

津
波

予
報

区
単

位
で

発
表

・
津

波
情

報
津

波
警

報
や

注
意

報
で

発
表

さ
れ

る
、

予
想

到
達

時
刻

や
波

の
高

さ
な

ど
の

項
目

・
津

波
予

報
地

震
発

生
後

、
津

波
に

よ
る

災
害

の
お

そ
れ

が
な

い
場

合
に

、
津

波
予

報
を

発
表

2.
1.

 災
害

関
連

情
報 気

象
庁

津
波

警
報

・
注

意
報

、
津

波
情

報
、

津
波

予
報

に
つ

い
て

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.d

at
a.

jm
a.

go
.jp

/s
vd

/e
qe

v/
da

ta
/j

oh
o/

ts
un

am
iin

fo
.h

tm
l

津
波

警
報

・
注

意
報

の
種

類

津
波

予
報

区

●
気

象
に

関
す

る
情

報
（

天
気

予
報

、
注

意
報

、
警

報
、

特
別

警
報

、
土

砂
災

害
警

戒
情

報
、

指
定

河
川

洪
水

予
報

、
等

）
・

天
気

予
報

、
注

意
報

、
警

報
、

特
別

警
報

の
違

い
予

報
観

測
の

成
果

に
基

づ
く

現
象

の
予

想
の

発
表

注
意

報
災

害
の

恐
れ

が
あ

る
旨

を
注

意
し

て
行

う
予

報
警

報
重

大
な

災
害

の
起

こ
る

恐
れ

が
あ

る
旨

を
警

告
し

て
行

う
予

報
特

別
警

報
予

想
さ

れ
る

現
象

が
特

に
異

常
で

あ
る

た
め

重
大

な
災

害
の

起
こ

る
恐

れ
が

著
し

く
大

き
い

旨
を

警
告

し
て

行
う

予
報

・
全

て
の

気
象

情
報

は
「

警
戒

レ
ベ

ル
」

を
元

に
整

理
さ

れ
な

お
し

て
い

る

2.
1.

 災
害

関
連

情
報

気
象

庁
気

象
警

報
・

注
意

報
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.jm
a.

go
.jp

/j
p/

w
ar

n/

●
気

象
に

関
す

る
情

報
（

天
気

予
報

、
注

意
報

、
警

報
、

特
別

警
報

、
土

砂
災

害
警

戒
情

報
、

指
定

河
川

洪
水

予
報

、
等

）
・

水
害

・
土

砂
災

害
の

防
災

情
報

の
伝

え
方

が
変

わ
っ

た
避

難
勧

告
等

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
平

成
31

年
3月

に
改

訂
自

ら
の

判
断

で
避

難
行

動
を

と
る

こ
と

を
指

針
住

民
が

と
る

べ
き

行
動

を
直

感
的

に
理

解
し

や
す

く
す

る
5段

階
の

警
戒

レ
ベ

ル
を

明
記

2.
1.

 災
害

関
連

情
報 内
閣

府
防

災
情

報
の

ペ
ー

ジ
「

警
戒

レ
ベ

ル
４

で
全

員
避

難
！

」
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/o

uk
yu

/h
in

an
ka

nk
ok

u/
h3

0_
hi

na
nk

an
ko

ku
_g

ui
de

lin
e/

in
de

x.
ht

m
l

139



●
火

山
噴

火
に

関
す

る
情

報
（

噴
火

警
報

、
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

）

・
噴

火
警

報
と

警
戒

が
必

要
な

範
囲

噴
火

警
報

（
火

口
周

辺
）

警
戒

が
必

要
な

範
囲

が
火

口
周

辺
の

限
ら

れ
る

噴
火

警
報

（
居

住
地

域
）

警
戒

が
必

要
な

範
囲

が
居

住
地

域
に

ま
で

及
ぶ

2.
1.

 災
害

関
連

情
報 気

象
庁

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
噴

火
警

報
と

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
」

よ
り

引
用

●
火

山
噴

火
に

関
す

る
情

報
（

噴
火

警
報

、
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

）

・
噴

火
警

戒
レ

ベ
ル

警
戒

が
必

要
な

範
囲

を
踏

ま
え

て
、

防
災

機
関

等
の

行
動

が
5段

階
で

示
さ

れ
る

レ
ベ

ル
５

と
レ

ベ
ル

４
に

つ
い

て
は

特
別

警
報

と
し

て
「

噴
火

警
報

（
居

住
地

域
）

」
で

発
表

レ
ベ

ル
３

と
レ

ベ
ル

２
に

つ
い

て
は

「
噴

火
警

報
（

火
口

周
辺

）
」

で
発

表

2.
1.

 災
害

関
連

情
報 気

象
庁

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

「
噴

火
警

報
と

噴
火

警
戒

レ
ベ

ル
」

よ
り

引
用

●
被

害
想

定
（

概
要

・
項

目
等

）
・

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
対

策
検

討
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

で
発

案
一

次
報

告
建

物
被

害
、

人
的

被
害

二
次

報
告

施
設

等
の

被
害

、
経

済
的

な
被

害
が

追
加

2.
2.

 被
害

想
定

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
対

策
地

震
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
の

被
害

想
定

項
目

及
び

手
法

の
概

要
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/j

is
hi

n/
na

nk
ai

/t
ai

sa
ku

_w
g/

pd
f/

20
13

03
18

_s
hi

ry
o4

.p
df

被
害

想
定

項
目

一
覧

●
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

（
概

要
、

重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

、
わ

が
ま

ち
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

） ・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

自
然

災
害

に
よ

る
被

害
の

軽
減

や
防

災
対

策
に

使
用

す
る

目
的

で
、

被
災

想
定

区
域

や
避

難
場

所
・

避
難

経
路

な
ど

の
防

災
関

係
施

設
の

位
置

な
ど

を
表

示
し

た
地

図
・

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

わ
が

ま
ち

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ

2.
2.

 被
害

想
定

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

国
土

交
通

省
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
di

sa
po

rt
al

.g
si

.g
o.

jp
/

国
土

地
理

院
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.g

si
.g

o.
jp

/h
ok

ka
id

o/
bo

us
ai

-h
az

ar
d-

ha
za

rd
.h

tm

国
土

地
理

院
が

刊
行

し
て

い
る

防
災

地
理

情
報

重
ね

る
地

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
と

わ
が

ま
ち

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
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●
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

（
概

要
、

重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

、
わ

が
ま

ち
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

） ・
重

ね
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
地

図
上

に
、

洪
水

・
土

砂
災

害
・

高
潮

・
津

波
の

リ
ス

ク
情

報
・

道
路

防
災

情
報

な
ど

を
地

図
や

写
真

に
自

由
に

重
ね

て
表

示
で

き
る

2.
2.

 被
害

想
定

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

di
sa

po
rt

al
.g

si
.g

o.
jp

/

洪
水

（
東

京
近

郊
）

土
砂

災
害

（
東

京
近

郊
）

洪
水

＋
土

砂
災

害
（

東
京

近
郊

）

●
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

（
概

要
、

重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

、
わ

が
ま

ち
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

）
・

わ
が

ま
ち

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
各

市
町

村
が

作
成

し
た

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
へ

リ
ン

ク
地

域
ご

と
の

様
々

な
種

類
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

見
る

こ
と

が
で

き
る

2.
2.

 被
害

想
定

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

新
宿

区
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.c

ity
.s

hi
nj

uk
u.

lg
.jp

/a
nz

en
/h

td
oc

s/
in

de
x.

ht
m

l

国
土

地
理

院
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.g

si
.g

o.
jp

/h
ok

ka
id

o/
bo

us
ai

-h
az

ar
d-

ha
za

rd
.h

tm

わ
が

ま
ち

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
（

東
京

都
新

宿
区

）
新

宿
区

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ

●
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
活

用
（

入
手

方
法

、
防

災
や

避
難

へ
の

活
用

方
法

等
）

・
入

手
方

法
各

自
治

体
の

窓
口

各
自

自
体

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
国

土
交

通
省

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

※
一

度
手

に
入

れ
て

も
、

定
期

的
に

更
新

さ
れ

る
の

で
注

意

2.
2.

 被
害

想
定

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

国
土

交
通

省
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
di

sa
po

rt
al

.g
si

.g
o.

jp
/

重
ね

る
地

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
と

わ
が

ま
ち

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
新

宿
区

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ

新
宿

区
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

よ
り

引
用

ht
tp

:/
/w

w
w

.c
ity

.s
hi

nj
uk

u.
lg

.jp
/a

nz
en

/f
ile

03
_0

00
16

.h
tm

l

●
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
活

用
（

入
手

方
法

、
防

災
や

避
難

へ
の

活
用

方
法

等
）

・
防

災
や

避
難

へ
の

活
用

方
法

（
基

本
）

マ
ッ

プ
を

入
手

す
る

自
宅

や
勤

務
先

、
学

校
な

ど
の

被
害

予
測

を
確

認
自

宅
か

ら
の

避
難

経
路

を
確

認
勤

務
先

・
学

校
か

ら
の

自
宅

へ
の

経
路

の
確

認

2.
2.

 被
害

想
定

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

国
土

交
通

省
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
di

sa
po

rt
al

.g
si

.g
o.

jp
/

新
宿

の
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ
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●
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
活

用
（

入
手

方
法

、
防

災
や

避
難

へ
の

活
用

方
法

等
）

・
防

災
や

避
難

へ
の

活
用

方
法

（
応

用
）

マ
ッ

プ
を

基
に

考
え

た
避

難
経

路
を

実
際

に
歩

い
て

み
る

出
前

講
座

に
参

加
し

て
み

る
災

害
図

上
訓

練
（

D
IG

）
を

通
じ

た
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
理

解
促

進

2.
2.

 被
害

想
定

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

国
土

交
通

省
水

害
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
利

活
用

事
例

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/r
iv

er
/b

as
ic

_i
nf

o/
jig

yo
_k

ei
ka

ku
/s

ai
ga

i/
tis

ik
i/

ha
za

rd
m

ap
/s

an
ko

u2
_h

az
ar

dm
ap

_j
ire

i.p
df

各
種

イ
ベ

ン
ト

に
よ

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
活

用
方

法
の

説
明

（
名

古
屋

市
上

下
水

道
局

）
出

前
講

座
を

活
用

し
た

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

定
着

市
原

市
D

IG
の

様
子

岐
阜

県

●
災

害
情

報
（

ど
の

よ
う

な
も

の
か

）
災

害
に

関
す

る
一

切
の

情
報

の
こ

と
で

、
下

記
の

4つ
に

大
別

さ
れ

る
。

１
、

平
常

時
の

災
害

啓
蒙

情
報

例
）

国
土

交
通

省
防

災
情

報
提

供
セ

ン
タ

ー
２

、
災

害
発

生
直

前
の

災
害

予
報

・
災

害
警

報
例

）
Ｊ

ア
ラ

ー
ト

３
、

災
害

発
生

直
後

の
災

害
関

連
情

報
例

）
テ

レ
ビ

、
ラ

ジ
オ

、
ネ

ッ
ト

(y
ah

oo
!防

災
速

報
等

)、
SN

S(
fa

ce
bo

ok
,tw

itt
er

,li
ne

等
)

４
、

復
旧

・
復

興
過

程
の

災
害

関
連

情
報

例
）

内
閣

府
防

災
情

報
の

ペ
ー

ジ

2.
3.

 災
害

情
報

の
活

用
と

発
信

国
土

交
通

省
防

災
情

報
提

供
セ

ン
タ

ー
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
lit

.g
o.

jp
/s

ai
ga

i/
bo

sa
ijo

ho
/

防
災

情
報

提
供

セ
ン

タ
ー

Ｊ
ア

ラ
ー

ト

消
防

庁
Ｈ

29
消

防
白

書
Ｊ

ア
ラ

ー
ト

ht
tp

s:
//

w
w

w
.fd

m
a.

go
.jp

/p
ub

lic
at

io
n/

ha
ku

sh
o/

h2
9/

to
pi

cs
10

/4
60

67
.h

tm
l

●
被

災
者

の
情

報
ニ

ー
ズ

（
被

害
の

情
報

、
安

否
確

認
、

生
活

情
報

等
）

・
必

要
な

情
報

は
災

害
の

時
間

経
過

に
よ

っ
て

異
な

る
災

害
直

後
；

被
災

情
報

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
情

報
、

避
難

所
情

報
応

急
対

応
時

間
；

被
害

状
況

、
安

否
情

報
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

情
報

、
避

難
所

情
報

復
旧

・
復

興
期

間
；

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

復
旧

情
報

、
避

難
所

情
報

2.
3.

 災
害

情
報

の
活

用
と

発
信

内
閣

府
防

災
担

当
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/k

ai
gi

re
p/

ke
nt

ok
ai

/h
is

ai
sh

as
hi

en
2/

pd
f/

da
i7

ka
i/

si
ry

o2
.p

df

災
害

時
の

時
間

経
過

に
よ

る
特

徴

●
災

害
情

報
の

提
供

（
Ｌ

ア
ラ

ー
ト

（
災

害
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
）

概
要

）
・

L(
Lo

ca
l)ア

ラ
ー

ト
災

害
発

生
時

に
、

地
域

住
民

に
必

要
な

情
報

を
迅

速
に

伝
え

る
共

通
基

盤
地

方
公

共
団

体
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

事
業

者
と

放
送

局
・

ア
プ

リ
事

業
者

が
共

同

2.
3.

 災
害

情
報

の
活

用
と

発
信

総
務

省
Lア

ラ
ー

ト
ht

tp
s:

//
w

w
w

.s
ou

m
u.

go
.jp

/m
ai

n_
co

nt
en

t/
00

06
50

51
2.

pd
f

Lア
ラ

ー
ト

（
災

害
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
）

の
概

要
Lア

ラ
ー

ト
を

活
用

し
た

防
災

ア
プ

チ
一

覧
（

抜
粋

）

総
務

省
Lア

ラ
ー

ト
を

活
用

し
た

防
災

ア
プ

リ
一

覧
ht

tp
s:

//
w

w
w

.s
ou

m
u.

go
.jp

/m
ai

n_
co

nt
en

t/
00

06
50

51
1.

pd
f

ア
プ

リ
名

；
Ya

ho
o!

防
災

速
報

提
供

元
；

ヤ
フ

ー
対

応
O

S；
iO

S 
/ 

An
do

ro
id

情
報

提
供

地
域

；
全

国

ア
プ

リ
名

；
訪

日
外

国
人

向
け

災
害

情
報

通
知

ア
プ

リ
Sa

ft
y

tip
s

提
供

元
；

ア
ー

ル
シ

ー
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

対
応

O
S；

iO
S 

/ 
An

do
ro

id
情

報
提

供
地

域
；

全
国

ア
プ

リ
名

；
東

京
都

防
災

ア
プ

リ
提

供
元

；
東

京
都

対
応

O
S；

iO
S 

/ 
An

do
ro

id
情

報
提

供
地

域
；

都
内

全
域
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●
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
活

用
（

ど
ん

な
情

報
が

提
供

さ
れ

て
い

る
か

）
・

そ
の

他
メ

デ
ィ

ア
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
・

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

違
い

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
情

報
発

信
・

収
集

が
で

き
る

災
害

利
用

時
で

も
利

用
で

き
る

・
災

害
時

に
お

け
る

Ｓ
Ｎ

Ｓ
活

用
例

熊
本

地
震

（
20

16
年

）
で

の
大

西
市

長
の

ツ
イ

ー
ト

西
日

本
豪

雨
（

20
16

年
）

で
の

岡
山

県
片

岡
市

長
の

ツ
イ

ー
ト

大
阪

府
北

部
地

震
（

20
18

年
）

で
の

吉
村

府
知

事
か

ら
の

ツ
イ

ー
ト

2.
3.

 災
害

情
報

の
活

用
と

発
信

X通
信

社
FA

ST
AL

EA
RT

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

fa
st

al
er

t.j
p/

bc
p/

sn
s-

di
sa

st
er

-p
re

ve
nt

io
n

熊
本

地
震

（
20

16
年

）
で

の
大

西
市

長
の

ツ
イ

ー
ト

西
日

本
豪

雨
（

20
16

年
）

で
の

岡
山

県
片

岡
市

長
の

ツ
イ

ー
ト

大
阪

府
北

部
地

震
（

20
18

年
）

で
の

吉
村

府
知

事
か

ら
の

ツ
イ

ー
ト

●
流

言
（

概
要

、
影

響
、

防
止

策
等

）
・

概
要

（
流

言
と

デ
マ

の
違

い
）

流
言

；
社

会
的

広
が

り
を

持
っ

て
伝

え
ら

れ
る

真
偽

の
は

っ
き

り
し

な
い

情
報

デ
マ

；
情

報
操

作
の

た
め

、
意

図
的

に
流

さ
れ

た
真

実
で

な
い

情
報

・
影

響
救

援
活

動
の

遅
れ

や
被

災
者

感
情

を
拡

大
さ

せ
る

・
防

止
策

被
災

前
防

災
教

育
被

災
時

AI
を

使
っ

た
流

言
解

析
サ

ー
ビ

ス
（

LI
N

E
SO

CD
A等

）

2.
3.

 災
害

情
報

の
活

用
と

発
信

内
閣

府
防

災
の

ペ
ー

ジ
SN

Sや
ネ

ッ
ト

を
活

用
し

た
防

災
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/k

oh
ou

/k
ou

ho
ub

ou
sa

i/
r0

1/
97

/n
ew

s_
06

.h
tm

l

SN
Sと

AI
を

使
っ

た
防

災
チ

ャ
ッ

ト
ボ

ッ
ト

SO
C

D
A

●
風

評
被

害
（

概
要

、
過

去
の

災
害

に
お

け
る

風
評

被
害

の
事

例
、

防
止

策
）

・
風

評
被

害
と

は
？

あ
る

事
件

・
事

故
・

環
境

汚
染

・
災

害
が

大
々

的
に

報
道

さ
れ

る
こ

と
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

経
済

的
被

害
・

風
評

被
害

の
事

例
東

日
本

大
震

災
（

20
11

）
福

島
県

や
周

辺
地

域
の

農
水

産
物

・
畜

産
物

の
価

格
下

落
・

買
い

控
え

・
防

止
策

公
式

情
報

の
発

信
、

テ
キ

ス
ト

だ
け

で
な

く
写

真
等

も
提

供
す

る
悪

質
な

デ
マ

で
あ

れ
ば

、
法

的
手

段
を

講
じ

る

2.
3.

 災
害

情
報

の
活

用
と

発
信

風
評

被
害

が
発

生
し

た
と

さ
れ

る
事

件
・

事
故

・
災

害

風
評

に
よ

る
被

害
を

被
害

を
考

え
る

よ
り

引
用

ht
tp

:/
/w

w
w

.m
gu

.a
c.

jp
/~

oh
as

hi
/d

oc
s/

20
12

tr
an

sp
or

ta
tio

n_
an

d_
ec

on
om

y.
pd

f

●
パ

ニ
ッ

ク
（

概
要

、
発

生
条

件
、

防
止

策
）

・
パ

ニ
ッ

ク
と

は
激

し
い

恐
怖

や
不

安
に

よ
っ

て
、

人
々

が
ヒ

ス
テ

リ
ッ

ク
に

な
っ

て
一

斉
に

逃
げ

だ
し

た
り

、
右

往
左

往
し

た
り

す
る

こ
と

・
災

害
に

見
舞

わ
れ

た
と

き
に

、
と

る
行

動
は

3種
に

分
か

れ
る

落
ち

着
い

て
行

動
10

～
15

％
我

を
失

っ
て

泣
き

叫
ぶ

15
％

以
下

シ
ョ

ッ
ク

状
態

で
止

ま
る

70
～

75
％

・
防

止
策

事
前

準
備

（
脱

出
経

路
確

保
な

ど
）

パ
ニ

ッ
ク

の
き

っ
か

け
を

防
ぐ

リ
ー

ダ
ー

を
作

り
統

制
を

取
る

2.
3.

 災
害

情
報

の
活

用
と

発
信

韓
国

地
下

鉄
火

災
事

件
（

20
03

）

防
災

危
機

管
理

心
理

学
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.b
o-

sa
i.c

o.
jp

/b
ia

s.
ht

m
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３
．
公
的
機
関
や
企
業
等
の
災
害
対
策

3.
1.

行
政
の
災
害
対
策
と
危
機
管
理

3.
2.

行
政
の
災
害
救
助
・
応
急
対
策

3.
3.

復
旧
・
復
興
と
災
害
医
療

3.
4.

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

3.
5.

   
 企
業
・
団
体
の
事
業
継
続

●危
機
管
理
と
は

・
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
、
そ
れ
に
備
え
て
打
つ
べ
き
手
を
着
実
に
打
っ
て

い
く
こ
と

・
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
事
態
に
関
し
て
、
そ
れ
以
上
悪
化
し
な
い
よ
う
に

状
況
を
管
理
す
る
こ
と

3.
1.

 行
政
の
災
害
対
策
と
危
機
管
理

93

（
内
閣
府

15
条
よ
り
）

国
民
の
生
命
、
身
体
ま
た
は
財
産
に
重
大
な
被
害
が
生
じ
、
又
は
生
じ
る
恐
れ
が

あ
る
緊
急
の
事
態
へ
の
対
処
及
び
当
該
事
態
の
発
生
の
防
止
を
い
う

●「
危
機
」
と
さ
れ
る
事
象

・
自
然
災
害

地
震
、
暴
風
、
火
事
、
台
風
、
落
雷
、
火
山
噴
火
、
洪
水

・
大
事
故

航
空
事
故
、
海
難
事
故
、
原
子
力
災
害
、
鉄
道
・
道
路
事
故

【
過
去

10
年
に
発
生
し
た
自
然
災
害
】

・
感
染
症

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

・
テ
ロ

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
・
人
質
、

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
、
爆
弾
テ
ロ

・
そ
の
他

邦
人
救
出
、
核
実
験
等

画
像

:国
土
交
通
省
発
行
国
土
交
通
白
書

20
20
よ
り
（

ht
tp

s:
//w

w
w

.m
ilt

.g
o.

jp
/h

ak
us

yo
/m

ilt
/r0

1h
ak

us
ho

/r0
2/

ht
m

l/n
11

15
00

0.
ht

m
l）

3.
1.

 行
政
の
災
害
対
策
と
危
機
管
理

94

●災
害
対
策
の
フ
ェ
ー
ズ

災
害
対
策
基
本
法
（
１
９
６
１
年
制
定
）

【
概
要
】

・
防
災
に
関
す
る
責
務
の
明
確
化

・
総
合
的
防
災
行
政
の
整
備

・
計
画
的
防
災
の
整
備

・
防
災
対
策
の
推
進

・
激
甚
災
害
に
対
す
る
財
政
援
助
等

・
災
害
緊
急
事
態
に
対
す
る
措
置

3.
1.

 行
政
の
災
害
対
策
と
危
機
管
理

95

国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
し
、
も
っ
て
、
社
会
の

秩
序
の
維
持
と
公
共
の
福
祉
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
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●防
災
・
危
機
管
理
に
関
す
る
組
織
と
役
割

・
中
央
防
災
会
議

防
災
に
関
す
る
審
議
等
を
行
う

全
閣
僚
、
指
定
公
共
機
関
の
代
表
者
及
び
学
識
経
験
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

・
内
閣
官
房
（
事
態
対
処
・
危
機
管
理
担
当
）

・
内
閣
府
（
防
災
担
当
大
臣
）

非
常
災
害
対
策
本
部
、
緊
急
災
害
対
策
本
部
の
設
置

・
災
害
対
策
本
部

災
害
が
発
生
ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
設
置
さ
れ
る

・
都
道
府
県
・
市
町
村

災
害
に
備
え
て
計
画
書
を
作
成
、
実
施

地
方
防
災
会
議

災
害
時
に
災
害
対
策
本
部
の
設
定

3.
1.

 行
政
の
災
害
対
策
と
危
機
管
理

96

●防
災
・
危
機
管
理
に
関
す
る
組
織
と
役
割

・
消
防
庁
（
緊
急
消
防
援
助
隊
）

大
規
模
火
災
発
生
時
の
延
焼
防
止
消
火
活
動
、
要
救
助
者
の
捜
索
、
救
助

・
警
察
（
警
察
災
害
派
遣
隊
）

避
難
誘
導
、
検
視
、
死
体
身
分
及
び
身
分
確
認
の
支
援
、
緊
急
交
通
路
の
確
保

・
海
上
保
安
官

巡
視
船
艇
の
出
動
、
海
上
か
ら
の
救
援
・
救
助
活
動
、
物
資
の
輸
送

・
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
「

D
M

AT
」

医
療
活
動
、
病
院
の
医
療
行
為
支
援
、
被
災
地
外
へ
の
医
療
搬
送

・
気
象
庁
防
災
対
応
支
援
チ
ー
ム
「

JE
TT
」

気
象
等
の
解
説

3.
1.

 行
政
の
災
害
対
策
と
危
機
管
理

97

●地
域
防
災
計
画

→
全
て
の
都
道
府
県
、
市
町
村
が
作
成
す
る
防
災
計
画
書

【
防
災
計
画
の
位
置
付
け
】

防
災
対
策
基
本
法
に
基
づ
い
て

作
成
す
る
計
画
書

国
・
・

防
災
基
本
計
画

都
道
府
県
・
・

市
区
町
村
・
・

3.
1.

 行
政
の
災
害
対
策
と
危
機
管
理

98

地
域
防
災
計
画

地
域
防
災
計
画

●国
土
強
靭
化
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）

→
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
強
く
し
な
や
か
な
国
土
を
作
る
取
り
組
み

（
強
靭
化
・
・
「
強
く
て
し
な
や
か
」
の
意
味
）

３
つ
の
柱

〇
基
本
理
念

〇
基
本
方
針

〇
基
本
目
標

国
土
強
靭
基
本
計
画

理
念
、
方
針
、
目
標
を
基
に
計
画
す
る

⇓
実
行
す
る

・
PD

C
Aサ
イ
ク
ル

・
脆
弱
性
の
評
価
（
課
題
・
問
題
の
洗
い
出
し
）

3.
1.

 行
政
の
災
害
対
策
と
危
機
管
理

99
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●
災

害
対

策

災
害

予
防 防

災
計

画
、

情
報

や
通

信
体

制
の

整
備

、
教

育
訓

練
、

防
災

設
備

の
整

備

応
急

対
策 災

害
情

報
の

収
集

・
集

約
、

各
チ

ー
ム

の
派

遣
、

物
資

の
調

達
・

供
給

復
旧

／
復

興

復
旧

・
復

興
の

計
画

、
公

共
施

設
の

復
旧

整
備

、
生

活
再

建
の

支
援

3.
２

. 行
政

の
災

害
救

助
・

応
急

対
策

災
害
発
生

●
災

害
救

助
法

と
は

災
害

救
助

法
(1

94
5年

制
定

）

＜
適

応
基

準
＞

■
災

害
に

よ
り

市
町

村
等

の
人

口
に

応
じ

た
一

定
数

以
上

に
住

家
の

滅
失

(全
壊

)が
あ

る
場

合
■

多
数

の
者

が
生

命
又

は
身

体
に

危
害

を
受

け
、

又
は

受
け

る
お

そ
れ

が
生

じ
た

場
合

で
あ

っ
て

、
避

難
し

て
継

続
的

に
救

助
を

必
要

と
す

る
場

合

3.
２

. 行
政

の
災

害
救

助
・

応
急

対
策

災
害
に
対
し
て
国
が
地
方
公
共
団
体
、
日
本
赤
十
字
社
そ
の
他
の
団
体
及
び

国
民
の
協
力
の
も
と
に
、
応
急
的
に
必
要
な
援
助
を
行
い
被
災
者
の
保
護
と

社
会
秩
序
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

●
避

難
所

災
害

に
よ

り
住

む
家

を
失

っ
た

被
災

者
が

一
時

的
に

生
活

を
送

る
場

所

＜
開

設
場

所
＞

学
校

、
公

民
館

、
福

祉
セ

ン
タ

ー
等

の
公

共
施

設

＜
設

備
＞

寝
具

、
ト

イ
レ

、
ゴ

ミ
捨

て
場

、
案

内
板

、
食

料
、

医
薬

品
、

防
災

設
備

等

＜
開

設
期

間
＞

原
則

７
日

以
内

3.
２

. 行
政

の
災

害
救

助
・

応
急

対
策

●
仮

設
住

宅

災
害

に
よ

り
住

家
を

失
い

、
自

ら
の

資
力

で
は

新
た

な
住

宅
を

持
て

な
い

人
を

対
象

に
国

が
貸

与
す

る
仮

の
住

宅

＜
場

所
＞

被
災

地
の

近
く

で
立

地
が

可
能

で
あ

る
場

所

＜
種

類
＞

応
急

建
設

住
宅

・
・

・
新

た
に

建
設

し
た

仮
設

住
宅

(プ
レ

ハ
ブ

/ロ
グ

ハ
ウ

ス
/木

造
住

宅
）

応
急

借
り

上
げ

住
宅

・
・

既
存

の
賃

貸
住

宅
を

借
り

上
げ

る

＜
設

備
＞

暖
房

器
具

、
集

会
所

、
談

話
室

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
対

策
（

手
す

り
や

ス
ロ

ー
プ

の
設

置
）

＜
期

間
＞

原
則

は
建

築
工

事
が

完
了

し
た

日
か

ら
最

長
２

年
３

か
月

以
内

3.
２

. 行
政

の
災

害
救

助
・

応
急

対
策
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●
義

援
金

／
救

援
物

資

義
援

金
・

・
被

災
者

へ
お

悔
や

み
や

応
援

の
気

持
ち

を
込

め
て

送
ら

れ
る

お
金

救
援

物
資

・
・

送
ら

れ
る

物
資

（
例

）
毛

布
・

食
料

・
粉

ミ
ル

ク
等

3.
２

. 行
政

の
災

害
救

助
・

応
急

対
策

●
復

旧
、

復
興

と
は

復
旧

・
・

被
害

や
障

害
を

修
復

し
て

、
以

前
の

状
態

や
機

能
を

回
復

す
る

こ
と

復
興

・
・

復
旧

す
る

だ
け

で
な

く
活

気
や

勢
い

の
あ

る
状

態
ま

で
取

り
戻

す
こ

と

●
復

興
の

目
標

「
安

全
な

地
域

づ
く

り
」

「
す

ま
い

と
暮

ら
し

の
再

建
」

「
産

業
・

経
済

復
興

」

3.
３

. 復
旧

・
復

興
と

災
害

医
療

●
復

興
の

ビ
ジ

ョ
ン

▷
復

興
へ

の
取

り
組

み
は

地
方

自
治

体
が

主
体

と
な

っ
て

お
こ

な
い

、
国

が
そ

れ
を

支
援

す
る

国

復
旧

・
復

興
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
被

災
者

支
援

に
関

す
る

各
種

制
度

地
方 各

自
治

体
で

復
興

ビ
ジ

ョ
ン

や
政

策
の

設
定

、
取

り
組

み

3.
３

. 復
旧

・
復

興
と

災
害

医
療

3.
３

. 復
旧

・
復

興
と

災
害

医
療

●
災

害
医

療

災
害

医
療

と
は

・
災

害
時

の
医

療
の

こ
と

・
外

部
か

ら
支

援
を

受
け

て
治

療
す

る

参
考

：
東

京
都

の
災

害
医

療
体

制
図

ト
リ

ア
ー

ジ

・
災

害
発

生
時

等
に

多
数

の
傷

病
者

が
派

生
し

た
場

合
傷

病
の

緊
急

度
や

重
症

度
に

応
じ

て
治

療
優

先
度

を
決

め
る

こ
と 参

考
：

ト
リ

ア
ー

ジ
タ

グ
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●
心

の
ケ

ア
・

災
害

に
よ

っ
て

心
に

影
響

が
出

る
・

時
間

経
過

と
と

も
に

反
応

が
異

な
る

心
の

ケ
ア

チ
ー

ム
・

精
神

科
医

を
中

心
と

し
て

構
成

さ
れ

る
チ

ー
ム

３
つ

の
心

の
ケ

ア
レ

ベ
ル

①
「

一
般

の
被

災
者

」
レ

ベ
ル

①
②

「
見

守
り

必
要

」
レ

ベ
ル

②
③

「
疾

患
」

レ
ベ

ル
③

疾
患

の
例

・
PT

SD
（

生
死

に
関

わ
る

危
機

の
遭

遇
、

現
場

目
撃

時
の

記
憶

を
何

度
も

思
い

出
す

)
・

AS
D

（
過

剰
な

ス
ト

レ
ス

反
応

等
の

心
の

不
調

)

3.
３

. 復
旧

・
復

興
と

災
害

医
療

●
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
・

生
活

に
必

要
な

生
命

線
（

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

、
通

信
）

●
災

害
対

策
（

停
止

／
復

旧
に

向
け

て
）

水
道

ガ
ス

・
水

道
管

の
耐

震
化

・
施

設
の

耐
震

性
向

上
・

浄
水

所
の

停
電

時
に

お
け

る
備

え
の

見
直

し
・

迅
速

な
復

旧
体

制
の

確
保

下
水

道
通

信
・

下
水

道
管

と
マ

ン
ホ

ー
ル

接
続

部
分

の
耐

震
化

・
通

信
被

害
の

軽
減

・
汚

水
の

貯
蓄

と
災

害
時

の
ト

イ
レ

の
確

保
・

早
期

復
旧

に
向

け
た

更
な

る
対

策
構

築
・

非
常

用
電

源
の

確
保

電
気

・
電

線
類

の
安

全
化

対
策

（
無

電
柱

化
）

・
電

源
の

確
保

3.
４

. ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
確

保

●
鉄

道
の

災
害

対
策

▷
主

な
鉄

道
イ

ン
フ

ラ
新

幹
線

主
要

幹
線

鉄
道

空
港

ア
ク

セ
ス

鉄
道

地
下

鉄
等

▷
想

定
さ

れ
る

被
災

橋
り

ょ
う

の
被

災
高

架
橋

の
被

災
土

砂
崩

壊
地

下
鉄

駅
の

浸
水

▷
災

害
対

策
「

交
通

環
境

の
整

備
」

「
安

全
の

為
の

情
報

の
充

実
」

「
安

全
な

運
航

の
確

保
」

「
車

両
の

安
全

性
確

保
」

「
踏

切
道

の
お

け
る

交
通

の
安

全
確

保
」

「
鉄

道
事

故
を

踏
ま

え
た

再
発

防
止

策
」

3.
４

. ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
確

保

●
大

規
模

災
害

時
の

交
通

規
制

▷
被

災
者

の
救

助
・

物
資

の
輸

送
等

の
応

急
対

応
を

行
う

た
め

に
高

速
道

路
・

国
道

等
の

幹
線

道
路

が
「

緊
急

交
通

路
」

に
指

定
さ

れ
る

▷
緊

急
交

通
路

で
は

、
一

般
車

両
の

通
行

は
禁

止
「

緊
急

通
行

車
両

」
「

規
制

除
外

車
両

」
の

み
通

行
で

き
る

緊
急

通
行

車
両

パ
ト

カ
ー

消
防

車
救

急
車

等

規
制

除
外

車
両

医
師

、
歯

科
医

師
、

医
療

機
関

等
が

使
用

す
る

車
両

医
薬

品
、

医
療

機
器

、
医

療
用

資
材

等
を

輸
送

す
る

車
両

特
別

な
構

造
・

装
置

の
あ

る
患

者
等

搬
送

車
両

建
設

用
重

機
、

道
路

啓
開

作
業

車
両

ま
た

は
重

機
輸

送
用

車
両

3.
４

. ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
確

保

148



3.
４

. ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
確

保

●
帰

宅
困

難
者

対
策

▷
災

害
時

に
は

む
や

み
に

移
動

せ
ず

、
安

全
を

確
認

し
た

上
で

職
場

や
外

出
先

で
待

機
す

る
こ

と
で

二
次

災
害

を
防

ぐ

3.
４

. ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
確

保

●
孤

立
集

落
対

策

▷
大

規
模

な
地

震
等

の
災

害
に

お
い

て
道

路
や

通
信

の
途

絶
な

ど
に

よ
り

孤
立

す
る

恐
れ

の
あ

る
集

落
に

対
し

て
防

災
体

制
の

強
化

、
充

実
を

図
る

も
の

＜
取

り
組

み
＞

①
地

震
の

発
生

を
前

提
と

し
た

通
信

設
備

の
確

保
、

運
用

②
孤

立
集

落
に

お
け

る
平

時
の

備
え

③
的

確
な

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

の
利

用

④
土

砂
災

害
へ

の
対

応

①
の

例
衛

星
携

帯
②

の
例

災
害

テ
ン

ト

●
企

業
の

防
災

活
動

防
災 ・

事
業

の
継

続
・

生
命

の
安

全
確

保
・

地
域

貢
献

/地
域

と
の

共
生

・
二

次
災

害
の

防
止

＜
具

体
的

取
り

組
み

＞
・

災
害

対
策

の
規

定
化

・
必

要
量

の
食

料
や

医
薬

品
の

備
蓄

・
耐

震
補

強
策

・
防

災
訓

練
の

実
施

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
参

画
・

防
災

取
り

組
み

に
関

す
る

発
信

等

3.
５

. 企
業

・
団

体
の

事
業

継
続

事
業

継
続

・
災

害
に

遭
遇

し
て

も
企

業
活

動
を

出
来

る
だ

け
維

持
し

、
平

常
状

態
へ

向
け

て
早

期
回

復
を

目
指

す

●
事

業
継

続
計

画
（

BC
P＝

Bu
si

ne
ss

Co
nt

itu
ity

Pl
an

)
・

災
害

時
に

重
要

業
務

を
継

続
す

る
た

め
に

作
成

す
る

計
画

書

＜
考

え
方

＞
・

不
測

の
事

態
が

発
生

し
て

も
重

大
な

事
業

を
中

断
さ

せ
な

い
こ

と

・
中

断
し

て
も

可
能

な
限

り
短

い
期

間
で

復
旧

さ
せ

る
こ

と

3.
５

. 企
業

・
団

体
の

事
業

継
続
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４
. 自

助
と

共
助

4.
1.

 自
助

4.
2.

 共
助

●
「

自
助

」
「

共
助

」
「

公
助

」
と

は

・
自

助
：

一
人

一
人

が
自

分
の

身
の

安
全

を
守

る
こ

と

・
共

助
：

地
域

や
身

近
に

い
る

人
同

士
が

助
け

合
う

こ
と

・
公

助
：

国
や

地
方

公
共

団
体

な
ど

に
よ

る
公

的
支

援
の

こ
と

4.
1.

 自
助

総
務

省
消

防
庁

「
自

主
防

災
組

織
の

手
引

（
平

成
29

年
3月

）
」

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.fd

m
a.

go
.jp

/m
is

si
on

/b
ou

sa
i/

ik
us

ei
/i

te
m

s/
bo

us
ai

_2
90

4.
pd

f

自
助

・
共

助
・

公
助

●
「

自
助

」
「

共
助

」
「

公
助

」
と

は

・
公

助
に

よ
る

取
組

は
絶

え
間

な
く

続
け

ら
れ

て
い

る
が

、
現

在
想

定
さ

れ
て

い
る

南
海

ト
ラ

フ
地

震
の

よ
う

な
広

域
的

な
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

は
、

公
助

の
限

界
に

つ
い

て
の

懸
念

も
指

摘
さ

れ
て

い
る

・
一

人
一

人
が

災
害

を
他

人
事

で
は

な
く

自
分

事
と

し
て

捉
え

、
防

災
・

減
災

の
た

め
の

具
体

的
な

行
動

を
起

こ
す

こ
と

が
重

要

4.
1.

 自
助

内
閣

府
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「

令
和

2年
版

防
災

白
書

」
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/k

ai
gi

re
p/

ha
ku

sh
o/

pd
f/

R2
_d

ai
1b

u1
-1

.p
df

阪
神

・
淡

路
大

震
災

に
お

け
る

救
助

の
主

体
と

救
出

者
数

●
地

震
・

津
波

へ
の

備
え

／
防

災
用

品
、

地
震

・
津

波
発

生
時

の
対

応
、

避
難

、
具

体
的

な
対

策

・
日

常
備

蓄
と

は
災

害
に

備
え

、
食

べ
物

や
日

用
品

を
少

し
多

め
に

備
え

る
こ

と

4.
1.

 自
助 東

京
都

防
災

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

自
然

災
害

に
備

え
た

自
宅

で
の

備
蓄

に
つ

い
て

～
「

都
民

の
備

蓄
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

の
展

開
～

ht
tp

s:
//

w
w

w
.b

ou
sa

i.m
et

ro
.to

ky
o.

lg
.jp

/k
yo

jy
o/

10
01

85
5/

10
05

74
0.

ht
m

l

日
常

備
蓄

の
イ

メ
ー

ジ

首
都

直
下

地
震

等
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

各
々

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

機
能

を
95

%
以

上
回

復
さ

せ
る

の
に

要
す

る
目

標
日

数

東
京

都
防

災
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「

日
常

備
蓄

」
で

災
害

に
備

え
よ

う
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
ht

tp
s:

//
w

w
w

.b
ou

sa
i.m

et
ro

.to
ky

o.
lg

.jp
/k

yo
jy

o/
10

01
85

5/
10

03
72

9.
ht

m
l

首
都

直
下

地
震

等
に

よ
る

東
京

の
被

害
想

定
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●
地

震
・

津
波

へ
の

備
え

／
防

災
用

品
、

地
震

・
津

波
発

生
時

の
対

応
、

避
難

、
具

体
的

な
対

策

・
非

常
用

持
ち

出
し

バ
ッ

グ
の

準
備

非
常

時
に

持
ち

出
す

べ
き

も
の

を
あ

ら
か

じ
め

詰
め

て
お

き
、

い
つ

で
も

す
ぐ

に
持

ち
出

せ
る

よ
う

に
し

て
お

く

4.
1.

 自
助

首
相

官
邸

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

災
害

の
「

備
え

」
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

ht
tp

s:
//

w
w

w
.k

an
te

i.g
o.

jp
/j

p/
co

nt
en

t/
00

00
64

51
3.

pd
f

●
地

震
・

津
波

へ
の

備
え

／
防

災
用

品
、

地
震

・
津

波
発

生
時

の
対

応
、

避
難

、
具

体
的

な
対

策

・
地

震
発

生
時

の
対

応
身

の
安

全
を

最
優

先
に

行
動

す
る

丈
夫

な
テ

ー
ブ

ル
の

下
等

安
全

な
空

間
に

身
を

寄
せ

、
揺

れ
が

お
さ

ま
る

ま
で

様
子

を
見

る

・
地

震
直

後
の

行
動

火
の

元
確

認
と

初
期

消
火

慌
て

ず
落

ち
着

い
て

行
動

す
る

窓
や

戸
を

開
け

出
口

確
保

屋
外

で
は

門
や

塀
に

近
付

か
な

い

・
地

震
後

の
行

動
適

切
な

避
難

行
動

正
し

い
情

報
の

入
手

近
隣

の
安

否
を

確
認

協
力

し
合

っ
て

救
出

・
救

助
ブ

レ
ー

カ
ー

を
切

り
、

ガ
ス

の
元

栓
を

閉
め

て
避

難

4.
1.

 自
助

東
京

消
防

庁
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ht

tp
s:

//
w

w
w

.tf
d.

m
et

ro
.to

ky
o.

lg
.jp

/l
fe

/b
ou

_t
op

ic
/j

is
in

/p
oi

nt
10

.h
tm

●
地

震
・

津
波

へ
の

備
え

／
防

災
用

品
、

地
震

・
津

波
発

生
時

の
対

応
、

避
難

、
具

体
的

な
対

策

・
津

波
発

生
時

の
対

応
海

岸
近

く
で

強
い

揺
れ

を
感

じ
た

り
、

津
波

警
報

・
津

波
注

意
報

を
聞

い
た

場
合

は
す

ぐ
に

高
台

な
ど

に
避

難

4.
1.

 自
助

津
波

標
識

●
地

震
・

津
波

へ
の

備
え

／
防

災
用

品
、

地
震

・
津

波
発

生
時

の
対

応
、

避
難

、
具

体
的

な
対

策

・
指

定
緊

急
避

難
場

所
災

害
の

危
険

か
ら

命
を

守
る

た
め

に
緊

急
的

に
避

難
す

る
場

所

・
指

定
避

難
所

災
害

の
危

険
性

が
あ

り
避

難
し

た
住

民
等

が
、

災
害

の
危

険
性

が
な

く
な

る
ま

で
必

要
な

期
間

滞
在

し
、

ま
た

は
災

害
に

よ
り

自
宅

へ
戻

れ
な

く
な

っ
た

住
民

等
が

一
時

的
に

滞
在

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

施
設

4.
1.

 自
助

国
土

地
理

院
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.g
si

.g
o.

jp
/b

ou
sa

ic
hi

ri/
hi

na
nb

as
ho

.h
tm

l

指
定

緊
急

避
難

場
所

と
指

定
避

難
所

の
イ

メ
ー

ジ
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●
地

震
・

津
波

へ
の

備
え

／
防

災
用

品
、

地
震

・
津

波
発

生
時

の
対

応
、

避
難

、
具

体
的

な
対

策

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

自
然

災
害

に
よ

る
被

害
の

軽
減

や
防

災
対

策
に

使
用

す
る

目
的

で
、

被
災

想
定

区
域

や
避

難
場

所
・

避
難

経
路

な
ど

の
防

災
関

係
施

設
の

位
置

な
ど

を
表

示
し

た
地

図

4.
1.

 自
助

国
土

交
通

省
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
di

sa
po

rt
al

.g
si

.g
o.

jp
/h

az
ar

dm
ap

/p
am

ph
le

t/
ko

uh
ou

.p
df

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

の
機

能

●
地

震
・

津
波

へ
の

備
え

／
防

災
用

品
、

地
震

・
津

波
発

生
時

の
対

応
、

避
難

、
具

体
的

な
対

策

・
具

体
的

な
対

策

備
蓄

品
・

非
常

用
持

ち
出

し
バ

ッ
グ

の
準

備
避

難
場

所
・

避
難

経
路

の
確

認
家

の
中

の
安

全
対

策
（

転
倒

防
止

対
策

、
家

具
配

置
の

工
夫

等
）

家
族

の
安

否
確

認
方

法
（

災
害

用
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
、

災
害

用
伝

言
板

等
）

防
災

訓
練

へ
の

参
加

4.
1.

 自
助

●
風

水
害

・
土

砂
災

害
へ

の
備

え
／

身
近

な
風

水
害

・
土

砂
災

害
対

策
、

風
水

害
・

土
砂

災
害

発
生

時
の

対
応

、
避

難
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
対

策

・
身

近
な

風
水

害
・

土
砂

災
害

対
策

家
の

外
の

備
え

（
窓

や
雨

戸
の

補
強

、
側

溝
や

排
水

口
の

掃
除

、
風

で
飛

ば
さ

れ
そ

う
な

物
は

固
定

す
る

か
家

の
中

へ
格

納
）

家
の

中
の

備
え

（
非

常
用

品
の

確
認

、
室

内
か

ら
の

安
全

対
策

、
水

の
確

保
）

避
難

場
所

の
確

認
等

（
避

難
経

路
・

連
絡

方
法

の
確

認
、

避
難

時
の

持
ち

物
は

最
小

限
に

）

4.
1.

 自
助

気
象

庁
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「

大
雨

や
台

風
に

備
え

て
」

よ
り

引
用

ht
tp

:/
/w

w
w

.jm
a.

go
.jp

/j
m

a/
ki

sh
ou

/b
oo

ks
/o

oa
m

et
yp

ho
on

/o
oa

m
et

yp
ho

on
20

19
03

.p
df

災
害

避
難

カ
ー

ド
の

例

●
風

水
害

・
土

砂
災

害
へ

の
備

え
／

身
近

な
風

水
害

・
土

砂
災

害
対

策
、

風
水

害
・

土
砂

災
害

発
生

時
の

対
応

、
避

難
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
対

策

・
風

水
害

・
土

砂
災

害
発

生
時

の
対

応
気

象
庁

の
防

災
気

象
情

報
を

確
認

し
な

が
ら

早
め

の
防

災
行

動
と

自
治

体
の

避
難

準
備

・
高

齢
者

等
避

難
開

始
、

避
難

勧
告

、
避

難
指

示
等

の
発

令
に

応
じ

た
避

難
行

動

4.
1.

 自
助

政
府

広
報

オ
ン

ラ
イ

ン
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.g
ov

-o
nl

in
e.

go
.jp

/u
se

fu
l/

ar
tic

le
/2

01
20

6/
1.

ht
m

l

防
災

気
象

情
報

の
効

果
的

な
利

活
用

（
大

雨
に

よ
る

災
害

の
場

合
）
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●
風

水
害

・
土

砂
災

害
へ

の
備

え
／

身
近

な
風

水
害

・
土

砂
災

害
対

策
、

風
水

害
・

土
砂

災
害

発
生

時
の

対
応

、
避

難
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
対

策

・
風

水
害

・
土

砂
災

害
発

生
時

の
対

応
土

砂
災

害
、

浸
水

害
、

洪
水

災
害

発
生

の
危

険
度

の
高

ま
り

を
地

図
上

で
５

段
階

に
色

分
け

し
て

表
示

し
た

「
大

雨
・

洪
水

警
報

の
危

険
度

分
布

」
を

活
用

4.
1.

 自
助

首
相

官
邸

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.k

an
te

i.g
o.

jp
/j

p/
he

ad
lin

e/
bo

us
ai

/d
os

hy
as

ai
ga

i.h
tm

l

大
雨

・
洪

水
警

報
の

危
険

度
分

布

●
風

水
害

・
土

砂
災

害
へ

の
備

え
／

身
近

な
風

水
害

・
土

砂
災

害
対

策
、

風
水

害
・

土
砂

災
害

発
生

時
の

対
応

、
避

難
、

具
体

的
な

対
策

・
避

難
災

害
時

に
適

切
な

避
難

行
動

が
な

さ
れ

る
よ

う
、

平
時

よ
り

災
害

リ
ス

ク
と

と
る

べ
き

行
動

に
つ

い
て

理
解

し
て

お
く

こ
と

が
重

要

4.
1.

 自
助

内
閣

府
「

令
和

2年
版

防
災

白
書

」
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/k

ai
gi

re
p/

ha
ku

sh
o/

pd
f/

R2
_d

ai
1b

u1
-1

.p
df

令
和

元
年

台
風

第
19

号
等

に
よ

り
人

的
被

害
が

生
じ

た
市

町
村

住
民

に
お

け
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

認
知

度
と

、
実

際
に

取
っ

た
避

難
行

動
の

種
類

等

●
風

水
害

・
土

砂
災

害
へ

の
備

え
／

身
近

な
風

水
害

・
土

砂
災

害
対

策
、

風
水

害
・

土
砂

災
害

発
生

時
の

対
応

、
避

難
、

具
体

的
な

対
策

・
具

体
的

な
対

策
備

蓄
品

・
非

常
用

持
ち

出
し

バ
ッ

グ
の

準
備

危
険

箇
所

・
避

難
場

所
・

避
難

経
路

の
確

認
雨

風
が

強
く

な
る

前
に

、
家

屋
の

補
強

等
の

対
策

実
施

雨
量

の
情

報
や

土
砂

災
害

警
戒

情
報

に
注

意
危

険
を

感
じ

た
り

、
避

難
勧

告
等

が
あ

っ
た

場
合

は
、

あ
わ

て
ず

速
や

か
に

避
難

防
災

訓
練

へ
の

参
加

4.
1.

 自
助

●
避

難
勧

告
と

避
難

指
示

・
警

戒
レ

ベ
ル

と
防

災
気

象
情

報
住

民
が

「
自

ら
の

命
は

自
ら

が
守

る
」

意
識

を
持

ち
、

自
ら

の
判

断
で

避
難

行
動

を
と

る
と

の
方

針
の

基
、

自
治

体
や

気
象

庁
等

か
ら

5段
階

の
警

戒
レ

ベ
ル

を
明

記
し

た
防

災
情

報
が

提
供

さ
れ

る

4.
1.

 自
助

気
象

庁
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.jm
a.

go
.jp

/j
m

a/
ki

sh
ou

/k
no

w
/b

os
ai

/a
le

rt
le

ve
l.h

tm
l

5段
階

の
警

戒
レ

ベ
ル

と
防

災
気

象
情

報
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●
避

難
勧

告
と

避
難

指
示

・
避

難
勧

告
と

避
難

指
示

レ
ベ

ル
4の

「
避

難
勧

告
」

と
「

避
難

指
示

」
は

違
い

が
分

か
り

に
く

い
と

し
て

、
20

21
年

に
「

避
難

指
示

」
に

一
本

化
の

方
針

4.
1.

 自
助

N
H

Kホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
3.

nh
k.

or
.jp

/n
ew

s/
ht

m
l/

20
20

12
24

/k
10

01
27

82
72

10
00

.h
tm

l

避
難

情
報

の
変

更

●
「

自
助

」
「

共
助

」
「

公
助

」
と

は

・
自

助
：

一
人

一
人

が
自

分
の

身
の

安
全

を
守

る
こ

と

・
共

助
：

地
域

や
身

近
に

い
る

人
同

士
が

助
け

合
う

こ
と

・
公

助
：

国
や

地
方

公
共

団
体

な
ど

に
よ

る
公

的
支

援
の

こ
と

4.
2.

 共
助

総
務

省
消

防
庁

「
自

主
防

災
組

織
の

手
引

（
平

成
29

年
3月

）
」

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.fd

m
a.

go
.jp

/m
is

si
on

/b
ou

sa
i/

ik
us

ei
/i

te
m

s/
bo

us
ai

_2
90

4.
pd

f

自
助

・
共

助
・

公
助

●
地

域
の

自
主

防
災

活
動

／
地

域
の

自
主

防
災

組
織

の
活

動
や

構
成

・
自

主
防

災
組

織
と

は
、

町
内

会
や

自
治

体
単

位
で

地
域

住
民

が
連

帯
し

て
で

き
た

防
災

組
織

・
災

害
が

発
生

す
る

前
の

主
な

活
動

は
、

防
災

訓
練

で
災

害
時

の
流

れ
を

確
認

改
善

す
る

こ
と

、
防

災
教

育
で

防
災

知
識

を
普

及
す

る
こ

と
等

・
災

害
が

発
生

し
た

後
の

主
な

活
動

は
、

倒
壊

し
た

建
物

に
取

り
残

さ
れ

た
人

の
救

出
・

救
護

、
消

火
活

動
、

避
難

所
ま

で
の

誘
導

、
市

町
村

な
ど

へ
の

情
報

伝
達

等

4.
2.

 共
助

●
地

域
の

自
主

防
災

活
動

／
地

域
の

自
主

防
災

組
織

の
活

動
や

構
成

・
自

主
防

災
組

織
の

規
模

は
、

住
民

が
連

帯
感

を
保

ち
、

地
域

の
防

災
活

動
を

効
果

的
に

行
う

こ
と

が
で

き
、

地
理

的
状

況
・

生
活

環
境

か
ら

み
て

、
住

民
の

日
常

生
活

上
の

範
囲

と
し

て
一

体
性

を
有

す
る

規
模

が
望

ま
し

い

・
会

長
、

副
会

長
ほ

か
活

動
班

を
編

成
し

、
活

動
班

ご
と

に
指

揮
者

を
定

め
、

構
成

員
一

人
ひ

と
り

の
仕

事
の

分
担

を
決

め
る

4.
2.

 共
助

総
務

省
消

防
庁

「
自

主
防

災
組

織
の

手
引

（
平

成
29

年
3月

）
」

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.fd

m
a.

go
.jp

/m
is

si
on

/b
ou

sa
i/

ik
us

ei
/i

te
m

s/
bo

us
ai

_2
90

4.
pd

f

組
織

の
基

本
的

な
班

編
成

例
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●
地

区
防

災
計

画
／

概
要

、
目

的
、

地
区

防
災

計
画

に
盛

り
込

む
べ

き
防

災
活

動

・
地

区
防

災
計

画
と

は
地

区
居

住
者

等
に

よ
り

自
発

的
に

行
わ

れ
る

防
災

活
動

に
関

す
る

計
画

・
地

区
居

住
者

等
（

居
住

す
る

住
民

及
び

事
業

所
を

有
す

る
事

業
者

）
が

市
町

村
と

連
携

し
な

が
ら

、
自

助
・

共
助

に
よ

る
自

発
的

な
防

災
活

動
を

推
進

し
、

地
域

の
防

災
力

を
高

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

・
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
主

体
の

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

型
の

計
画

、
地

区
の

特
性

に
応

じ
た

計
画

、
継

続
的

に
地

域
防

災
力

を
向

上
さ

せ
る

計
画

、
と

い
う

考
え

方
に

基
づ

く

4.
2.

 共
助

内
閣

府
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「

地
区

防
災

計
画

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/k

yo
ik

u/
pd

f/
gu

id
lin

e_
su

m
m

ar
y.

pd
f

地
区

防
災

計
画

と
は

計
画

の
基

本
的

考
え

方

4.
2.

 共
助

●
地

区
防

災
計

画
／

概
要

、
目

的
、

地
区

防
災

計
画

に
盛

り
込

む
べ

き
防

災
活

動

・
過

去
の

災
害

事
例

を
踏

ま
え

、
想

定
さ

れ
る

災
害

に
つ

い
て

検
討

し
、

地
区

の
特

性
に

応
じ

た
項

目
を

盛
り

込
む

・
平

常
時

、
発

災
直

前
、

災
害

時
、

復
旧

・
復

興
期

に
想

定
さ

れ
る

防
災

活
動

を
整

理
す

る

防
災

活
動

の
例

内
閣

府
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「

地
区

防
災

計
画

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/k

yo
ik

u/
pd

f/
gu

id
lin

e_
su

m
m

ar
y.

pd
f

●
都

市
防

災
の

課
題

／
木

造
住

宅
密

集
地

域
、

マ
ン

シ
ョ

ン
、

地
下

街
等

・
木

造
住

宅
密

集
地

域
老

朽
木

造
住

宅
が

密
集

し
て

い
る

地
域

を
指

し
、

震
災

時
に

延
焼

被
害

の
お

そ
れ

が
あ

る

4.
2.

 共
助

東
京

都
都

市
整

備
局

「
防

災
都

市
づ

く
り

推
進

計
画

の
基

本
方

針
」

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.to

sh
is

ei
bi

.m
et

ro
.to

ky
o.

lg
.jp

/b
os

ai
/p

df
/b

os
ai

4_
bo

sy
u1

1.
pd

f

木
造

住
宅

密
集

地
域

内
の

状
況

●
都

市
防

災
の

課
題

／
木

造
住

宅
密

集
地

域
、

マ
ン

シ
ョ

ン
、

地
下

街
等

・
マ

ン
シ

ョ
ン

新
た

に
開

発
さ

れ
る

マ
ン

シ
ョ

ン
の

場
合

、
マ

ン
シ

ョ
ン

住
民

と
地

域
住

民
と

に
よ

る
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
成

が
困

難
で

あ
る

一
方

で
、

堅
牢

な
躯

体
、

共
用

施
設

、
管

理
に

関
す

る
人

材
と

組
織

等
、

災
害

時
に

地
域

に
貢

献
で

き
る

要
素

も
備

え
て

い
る

・
地

下
街

災
害

が
発

生
し

た
場

合
、

構
造

物
・

非
構

造
部

材
(天

井
パ

ネ
ル

、
壁

面
、

吊
り

モ
ノ

等
)の

被
害

、
停

電
・

水
漏

れ
・

ガ
ス

漏
れ

・
火

災
等

の
発

生
や

利
用

者
の

混
乱

等
が

懸
念

さ
れ

る

4.
2.

 共
助

国
土

交
通

省
「

地
下

街
防

災
推

進
事

業
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
」

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/t
os

hi
/t

os
hi

_g
ai

ro
_t

k_
00

00
61

.h
tm

l

阪
神

淡
路

大
震

災
時

で
被

害
を

受
け

た
三

宮
地

下
街

の
天

井
崩

落
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●
中

山
間

地
域

の
防

災
（

ど
の

よ
う

な
場

所
か

、
ど

の
よ

う
な

課
題

が
生

じ
る

か
）

・
中

山
間

地
域

と
は

、
平

野
の

外
縁

部
か

ら
山

間
地

を
指

す

・
高

齢
化

が
進

ん
で

お
り

、
防

災
情

報
の

音
が

聞
こ

え
ず

情
報

が
伝

わ
ら

な
い

、
情

報
は

伝
達

さ
れ

て
も

、
自

分
だ

け
で

は
避

難
場

所
に

行
く

こ
と

が
で

き
な

い
可

能
性

が
あ

る

・
土

石
流

や
が

け
崩

れ
な

ど
で

通
行

不
能

に
な

る
こ

と
に

よ
る

集
落

の
孤

立
化

の
恐

れ
が

あ
る

4.
2.

 共
助

農
林

水
産

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
af

f.g
o.

jp
/j

/n
ou

si
n/

ty
us

an
/s

ih
ar

ai
_s

ei
do

/s
_a

bo
ut

/c
yu

sa
n/

中
山

間
地

域
と

は

●
中

山
間

地
域

の
防

災
（

ど
の

よ
う

な
対

策
が

必
要

か
）

・
防

災
情

報
を

い
か

に
確

実
に

伝
え

る
か

行
政

は
避

難
準

備
・

高
齢

者
等

避
難

開
始

の
情

報
を

適
切

に
発

令
す

る
と

共
に

、
顔

見
知

り
の

住
民

同
士

が
「

避
難

し
ま

し
ょ

う
」

と
い

う
声

掛
け

を
行

い
、

ま
た

高
齢

者
と

一
緒

に
避

難
場

所
に

移
動

す
る

こ
と

・
集

落
の

孤
立

化
を

い
か

に
防

ぐ
か

ハ
ー

ド
対

策
と

し
て

の
整

備
を

進
め

る
と

共
に

、
ソ

フ
ト

対
策

と
し

て
は

住
民

が
早

め
に

避
難

を
完

了
す

る
こ

と

4.
2.

 共
助

●
避

難
所

の
運

営
（

設
置

、
ト

イ
レ

の
確

保
・

管
理

、
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

、
衛

生
的

な
環

境
の

維
持

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

確
保

、
電

力
の

供
給

・
分

配
）

・
避

難
所

は
以

下
の

全
て

の
基

準
を

満
た

す
必

要
が

あ
る

－
被

災
者

等
を

滞
在

さ
せ

る
た

め
に

必
要

か
つ

適
切

な
規

模
の

も
の

－
速

や
か

に
、

被
災

者
等

を
受

け
入

れ
ま

た
は

生
活

関
連

物
資

を
配

布
す

る
こ

と
が

可
能

－
想

定
さ

れ
る

災
害

の
影

響
が

比
較

的
少

な
い

場
所

に
あ

る
－

車
両

な
ど

に
よ

る
輸

送
が

比
較

的
容

易
な

場
所

に
あ

る

4.
2.

 共
助

内
閣

府
「

避
難

所
運

営
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

よ
り

抜
粋

ht
tp

:/
/w

w
w

.b
ou

sa
i.g

o.
jp

/t
ai

sa
ku

/h
in

an
jo

/p
df

/1
60

4h
in

an
jo

_g
ui

de
lin

e.
pd

f

避
難

所
運

営
業

務
に

お
け

る
対

策
項

目
一

覧

●
避

難
所

の
運

営
（

設
置

、
ト

イ
レ

の
確

保
・

管
理

、
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

、
衛

生
的

な
環

境
の

維
持

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

確
保

、
電

力
の

供
給

・
分

配
）

・
ト

イ
レ

の
確

保
・

管
理

水
洗

ト
イ

レ
機

能
の

停
止

は
多

く
の

健
康

被
害

と
衛

生
環

境
の

悪
化

を
も

た
ら

し
、

同
時

に
不

快
な

思
い

を
す

る
避

難
者

を
増

や
す

た
め

、
住

民
・

地
域

・
市

町
村

が
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

で
、

平
時

か
ら

ト
イ

レ
の

確
保

に
努

め
る

と
共

に
、

ト
イ

レ
の

衛
生

管
理

が
重

要
と

な
る

・
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

食
事

や
水

分
を

十
分

に
取

ら
な

い
状

態
で

、
車

な
ど

の
狭

い
座

席
に

長
時

間
座

っ
て

い
て

足
を

動
か

さ
な

い
と

、
血

行
不

良
が

起
こ

り
血

液
が

固
ま

り
や

す
く

な
り

、
そ

の
結

果
、

血
栓

が
血

管
の

中
を

流
れ

、
肺

に
詰

ま
っ

て
肺

塞
栓

な
ど

を
誘

発
す

る
恐

れ
が

あ
る

4.
2.

 共
助
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●
避

難
所

の
運

営
（

設
置

、
ト

イ
レ

の
確

保
・

管
理

、
エ

コ
ノ

ミ
ー

ク
ラ

ス
症

候
群

、
衛

生
的

な
環

境
の

維
持

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

確
保

、
電

力
の

供
給

・
分

配
）

・
衛

生
的

な
環

境
の

維
持

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
途

絶
や

集
団

生
活

と
い

っ
た

条
件

の
避

難
所

で
は

、
様

々
な

感
染

症
、

食
中

毒
等

の
リ

ス
ク

が
高

ま
る

た
め

、
発

災
直

後
か

ら
衛

生
管

理
に

徹
底

し
て

取
り

組
む

必
要

が
あ

る

・
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

確
保

個
室

又
は

隔
離

空
間

の
確

保
や

避
難

ス
ペ

ー
ス

で
の

間
仕

切
り

の
確

保
等

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

に
配

慮
し

た
避

難
所

作
り

が
求

め
ら

れ
る

・
電

力
の

供
給

・
分

配
平

時
か

ら
各

避
難

所
に

、
予

備
電

源
や

発
電

装
置

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

4.
2.

 共
助

●
多

様
性

へ
の

配
慮

（
災

害
時

要
援

護
者

へ
の

配
慮

、
女

性
へ

の
配

慮
、

外
国

人
に

対
す

る
支

援
、

食
事

に
関

す
る

配
慮

、
自

動
車

で
の

避
難

）

・
多

様
性

へ
の

配
慮

と
は

、
性

別
、

年
齢

、
障

害
や

病
気

の
有

無
・

種
類

、
国

籍
・

母
語

等
の

多
様

性
に

配
慮

し
な

が
ら

被
災

者
の

状
況

を
理

解
し

適
切

な
支

援
に

取
り

組
む

こ
と

・
国

際
的

な
議

論
で

は
、

脆
弱

と
さ

れ
る

人
々

や
地

域
が

持
っ

て
い

る
「

復
元

・
回

復
力

」
を

高
め

る
こ

と
こ

そ
が

、
災

害
で

受
け

る
被

害
を

減
ら

す
、

と
考

え
ら

れ
て

い
る

4.
2.

 共
助

減
災

と
男

女
共

同
参

画
研

修
推

進
セ

ン
タ

ー
「

災
害

時
の

要
配

慮
者

支
援

と
多

様
性

配
慮

」
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/g
dr

r.o
rg

/

災
害

時
要

援
護

者
と

多
様

性
配

慮

●
多

様
性

へ
の

配
慮

（
災

害
時

要
援

護
者

へ
の

配
慮

、
女

性
へ

の
配

慮
、

外
国

人
に

対
す

る
支

援
、

食
事

に
関

す
る

配
慮

、
自

動
車

で
の

避
難

）

・
災

害
時

要
援

護
者

災
害

救
助

法
や

災
害

対
策

基
本

法
等

で
対

応
が

規
定

さ
れ

て
い

る

・
女

性
へ

の
配

慮
様

々
な

防
災

活
動

に
お

い
て

、
女

性
の

視
点

か
ら

の
取

組
を

進
め

ら
れ

て
い

る

・
外

国
人

に
対

す
る

支
援

多
言

語
翻

訳
に

加
え

、
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

双
方

向
性

の
高

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施

4.
2.

 共
助

災
害

対
応

力
を

強
化

す
る

女
性

の
視

点
～

男
女

共
同

参
画

の
視

点
か

ら
の

防
災

・
復

興
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
～

7つ
の

基
本

方
針

「
災

害
対

応
力

を
強

化
す

る
女

性
の

視
点

～
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
防

災
・

復
興

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

～
」

よ
り

引
用

ht
tp

s:
//

w
w

w
.g

en
de

r.g
o.

jp
/p

ol
ic

y/
sa

ig
ai

/f
uk

ko
u/

pd
f/

gu
id

el
en

e_
01

.p
df

●
多

様
性

へ
の

配
慮

（
災

害
時

要
援

護
者

へ
の

配
慮

、
女

性
へ

の
配

慮
、

外
国

人
に

対
す

る
支

援
、

食
事

に
関

す
る

配
慮

、
自

動
車

で
の

避
難

）

・
食

事
に

関
す

る
配

慮
乳

幼
児

、
高

齢
・

障
害

等
で

普
通

の
食

事
が

食
べ

ら
れ

な
い

要
配

慮
者

の
た

め
の

備
蓄

実
施

4.
2.

 共
助

農
林

水
産

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「

要
配

慮
者

の
た

め
の

災
害

時
に

備
え

た
食

品
ス

ト
ッ

ク
ガ

イ
ド

」
よ

り
引

用
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
af

f.g
o.

jp
/j

/z
yu

ky
u/

fo
od

st
oc

k/
gu

id
eb

oo
k.

ht
m

l
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●
多

様
性

へ
の

配
慮

（
災

害
時

要
援

護
者

へ
の

配
慮

、
女

性
へ

の
配

慮
、

外
国

人
に

対
す

る
支

援
、

食
事

に
関

す
る

配
慮

、
自

動
車

で
の

避
難

）

・
自

動
車

で
の

避
難

東
日

本
大

震
災

の
前

ま
で

は
、

自
動

車
避

難
を

原
則

禁
止

、
徒

歩
避

難
を

原
則

と
し

て
き

た
が

、
東

日
本

大
震

災
の

状
況

も
踏

ま
え

、
原

則
徒

歩
避

難
と

し
つ

つ
も

自
動

車
避

難
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
が

な
さ

れ
て

き
た

4.
2.

 共
助

内
閣

府
津

波
避

難
対

策
検

討
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

「
第

5回
資

料
3

自
動

車
で

安
全

か
つ

確
実

に
避

難
で

き
る

方
策

」
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/j

is
hi

n/
ts

un
am

i/
hi

na
n/

5/
pd

f/
3.

pd
f

避
難

時
に

お
け

る
自

動
車

の
使

用
率

自
動

車
で

避
難

し
た

理
由

（
複

数
回

答
）

●
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動

・
役

割
・

機
能

地
震

や
台

風
、

豪
雨

、
火

山
の

噴
火

な
ど

自
然

災
害

が
発

生
し

た
際

に
、

災
害

発
生

時
か

ら
復

興
に

至
る

ま
で

被
災

地
で

復
旧

・
復

興
の

た
め

の
様

々
な

活
動

を
担

う

4.
2.

 共
助

内
閣

府
防

災
情

報
の

ペ
ー

ジ
よ

り
引

用
ht

tp
:/

/w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/k

oh
ou

/k
ou

ho
ub

ou
sa

i/
h2

2/
01

/s
pe

ci
al

_0
1.

ht
m

l

近
年

の
防

災
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

被
災

地
で

の
あ

ゆ
み

５
. 防

災
の

こ
れ

か
ら

5.
1.

 過
去

の
災

害
に

関
す

る
記

録
5.

2.
 災

害
の

伝
承

5.
3.

 防
災

に
関

す
る

教
育

5.
4.

 防
災

と
AI

・
Io

T

●
古

文
書

に
描

か
れ

た
災

害
ー

明
治

三
陸

地
震

・
明

治
２

９
年

（
18

96
）

６
月

１
５

日
に

発
生

し
た

三
陸

地
震

に
よ

る
被

害
の

状
況

を
伝

え
た

も
の

。
こ

れ
に

よ
る

と
岩

手
県

の
被

害
が

最
も

大
き

く
、

死
者

は
22

,1
86

人
、

負
傷

者
は

1,
24

4
人

で
あ

っ
た

。
津

波
は

高
い

と
こ

ろ
で

５
丈

（
約

１
５

ｍ
）

に
達

し
た

と
い

う
。

5.
1.

 過
去

の
災

害
に

関
す

る
記

録
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●
古

文
書

に
描

か
れ

た
災

害
ー

安
政

南
海

地
震

・
18

54
年

に
発

生
し

た
南

海
ト

ラ
フ

沿
い

の
大

地
震

。

・
「

蕨
岡

家
文

書
」

に
被

害
の

詳
細

が
描

か
れ

て
い

る
。

例
）

余
震

の
発

生
日

津
波

に
つ

い
て

水
の

濁
り

な
ど

5.
1.

 過
去

の
災

害
に

関
す

る
記

録

●
古

文
書

に
描

か
れ

た
災

害
ー

火
事

・
洪

水

・
「

金
沢

焼
失

図
」

。
１

７
１

０
年

３
月

１
４

日
発

生
し

た
火

事
の

焼
失

範
囲

を
示

し
て

い
る

。

・
「

当
月

朔
日

洪
水

損
所

一
件

諸
扣

帳
」

18
50

年
6月

1日
に

発
生

し
た

八
木

村
で

の
洪

水
被

害
に

つ
い

て
の

控
帳

。

5.
1.

 過
去

の
災

害
に

関
す

る
記

録

●
地

層
に

み
る

災
害

・
津

波
堆

積
物

＝
過

去
の

津
波

に
よ

っ
て

海
底

の
砂

な
ど

が
陸

上
に

打
ち

上
げ

ら
れ

、
地

層
中

に
砂

層
と

し
て

残
さ

れ
た

も
の

。

・
古

文
書

に
残

さ
れ

て
い

な
い

津
波

の
規

模
や

実
態

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

＝
古

文
書

に
残

さ
れ

て
い

る
の

は
１

４
０

０
年

ほ
ど

、
信

ぴ
ょ

う
性

の
高

い
も

の
は

江
戸

時
代

以
降

。

5.
1.

 過
去

の
災

害
に

関
す

る
記

録

●
地

層
に

み
る

災
害

・
写

真
は

８
６

９
年

に
発

生
し

た
貞

観
地

震
と

貞
観

津
波

に
関

わ
る

地
層

。

・
地

層
自

体
の

調
査

で
津

波
に

よ
る

浸
水

域
の

推
測

に
成

功
。

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
に

よ
る

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
組

み
合

わ
せ

、
地

震
の

実
態

が
判

明
。

5.
1.

 過
去

の
災

害
に

関
す

る
記

録

159



●
伝

承
碑

に
み

る
災

害
ー

津
波

の
あ

と

・
「

決
壊

の
跡

」
２

０
１

５
年

に
茨

城
県

で
あ

っ
た

洪
水

に
関

す
る

石
碑

。
大

雨
、

堤
防

の
決

壊
、

洪
水

、
浸

水
の

解
消

ま
で

の
期

間
が

書
か

れ
て

い
る

。

・
設

置
は

２
０

１
７

年
。

水
害

を
忘

れ
な

い
よ

う
に

、
と

い
う

目
的

。

5.
1.

 過
去

の
災

害
に

関
す

る
記

録

●
伝

承
碑

に
み

る
災

害
ー

豪
雨

被
害

・
「

天
心

白
菊

の
塔

」
。

１
９

６
８

年
８

月
に

発
生

し
た

豪
雨

に
よ

り
、

岐
阜

県
が

受
け

た
被

害
を

記
載

。

・
バ

ス
の

転
落

や
豪

雨
災

害
に

よ
り

亡
く

な
っ

た
１

１
８

名
の

魂
を

偲
ぶ

た
め

に
設

置
。

5.
1.

 過
去

の
災

害
に

関
す

る
記

録

●
伝

承
碑

に
み

る
災

害
ー

火
山

噴
火

・
「

御
嶽

山
噴

火
災

害
犠

牲
者

慰
霊

碑
」

。
２

０
１

４
年

の
御

嶽
山

の
噴

火
に

よ
る

災
害

の
様

子
が

記
載

。

・
噴

火
の

様
子

を
「

人
知

を
超

え
た

自
然

の
容

赦
な

い
猛

威
」

と
表

現
。

被
害

の
様

子
が

鮮
明

に
わ

か
る

。

5.
1.

 過
去

の
災

害
に

関
す

る
記

録

●
語

り
部

と
は

・
語

り
部

と
は

、
伝

承
話

の
昔

話
、

民
話

、
神

話
、

歴
史

、
方

言
、

格
言

、
家

訓
を

現
代

に
語

り
継

い
で

い
く

人
で

あ
る

。

・
人

が
人

と
し

て
生

き
て

い
く

“心
”や

“意
志

”を
受

け
継

い
で

い
く

た
め

、
誠

心
誠

意
口

承
す

る
。

・
語

り
部

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
内

容
を

確
立

し
、

世
に

広
く

伝
え

る
と

と
も

に
後

世
に

遺
す

。

5.
2.

 災
害

の
伝

承
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●
語

り
部

の
事

例
ー

東
日

本
大

震
災

・
東

日
本

大
震

災
の

概
要

①
発

生
:2

01
1年

3月
11

日
14

時
46

分
②

震
源

の
深

さ
:2

4k
m

③
津

波
:遡

上
高

40
m

(最
大

)
④

死
者

19
,6

89
人

、
行

方
不

明
者

2,
56

3人
負

傷
者

6,
23

3人

・
16

歳
の

語
り

部
→

当
時

小
学

5年
生

だ
っ

た
3人

が
、

中
学

3年
生

の
時

か
ら

語
り

部
活

動
を

開
始

、
20

16
年

に
一

冊
の

本
に

な
っ

た
。

16
歳

に
し

か
出

せ
な

い
メ

ッ
セ

ー
ジ

性
が

あ
る

。

5.
2.

災
害

の
伝

承

●
演

芸
に

よ
る

伝
承

ー
紙

芝
居

・
「

三
六

災
害

」
昭

和
36

（
19

61
）

年
6月

、
長

野
県

南
部

を
集

中
豪

雨
が

襲
い

、
飯

田
市

な
ど

各
地

で
川

の
氾

濫
、

土
石

流
、

深
層

崩
壊

が
発

生
し

た
。

→
紙

芝
居

「
恐

怖
の

集
中

豪
雨

」

・
「

飯
田

大
火

」
昭

和
22

（
19

47
）

年
4月

、
飯

田
市

の
中

心
地

73
ha

が
焼

失
、

市
の

人
口

の
半

分
以

上
の

17
80

0名
が

罹
災

し
た

。
→

紙
芝

居
「

飯
田

大
火

と
り

ん
ご

並
木

」

5.
2.

 災
害

の
伝

承

●
演

芸
に

よ
る

伝
承

ー
音

楽

・
「

未
来

へ
」

東
日

本
大

震
災

の
被

災
地

、
宮

城
県

南
三

陸
町

の
復

興
応

援
歌

。
２

０
１

６
年

の
２

月
に

レ
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
さ

れ
た

。

・
「

し
あ

わ
せ

運
べ

る
よ

う
に

」
阪

神
・

淡
路

大
震

災
か

ら
の

復
興

へ
の

願
い

が
込

め
ら

れ
た

歌
。

震
災

か
ら

一
か

月
後

に
披

露
さ

れ
、

歌
い

継
が

れ
て

い
る

。

5.
2.

 災
害

の
伝

承

●
資

料
館

・
博

物
館

に
よ

る
伝

承
ー

丹
後

震
災

記
念

館

・
丹

後
震

災
と

は
19

27
年

3月
7日

に
京

都
府

の
丹

後
半

島
北

部
で

大
震

災
発

生
、

死
者

2,
92

5人
、

負
傷

者
7,

80
6人

＝
丹

後
大

震
災

・
犠

牲
者

の
慰

霊
や

記
録

資
料

の
保

存
、

地
震

に
関

す
る

学
術

研
究

を
目

的
に

、
19

29
年

12
月

に
丹

後
震

災
記

念
館

が
竣

工
。

⇔
現

在
は

立
入

禁
止

5.
2.

 災
害

の
伝

承
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●
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

と
は

・
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

は
公

文
書

や
記

録
文

書
、

ま
た

は
そ

の
保

管
場

所
を

示
す

言
葉

で
あ

る
「

ア
ー

カ
イ

ブ
」

と
、

「
デ

ジ
タ

ル
」

を
合

わ
せ

た
和

製
英

語
。

・
資

料
の

劣
化

防
止

、
資

料
の

加
工

・
編

集
が

容
易

に
な

る
、

よ
り

多
く

の
ユ

ー
ザ

ー
に

届
け

ら
れ

る
と

い
っ

た
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

。

5.
2.

 災
害

の
伝

承

●
日

本
災

害
D

IG
IT

AL
ア

ー
カ

イ
ブ

・
常

に
成

長
し

続
け

る
「

参
加

型
」

の
ア

ー
カ

イ
ブ

と
し

て
ハ

ー
バ

ー
ド

大
学

の
ラ

イ
シ

ャ
ワ

ー
日

本
研

究
所

で
構

想
さ

れ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

。

・
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

の
長

所
を

最
大

限
生

か
し

て
い

る
。

＝
資

料
の

加
工

・
編

集
、

不
特

定
多

数
へ

の
提

供
な

ど

・
自

分
で

情
報

を
登

録
し

、
よ

り
よ

い
も

の
に

変
え

て
い

け
る

。

5.
2.

 災
害

の
伝

承

●
東

日
本

大
震

災
に

関
わ

る
ア

ー
カ

イ
ブ

・
「

東
日

本
大

震
災

ア
ー

カ
イ

ブ
宮

城
」

＝
東

日
本

大
震

災
に

関
す

る
記

録
・

資
料

等
を

収
集

・
保

存
し

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

公
開

す
る

こ
と

に
よ

り
、

震
災

に
関

す
る

記
憶

の
風

化
を

防
ぐ

と
と

も
に

，
防

災
・

減
災

対
策

や
防

災
教

育
等

に
役

立
て

る
。

・
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

の
特

徴
は

も
ち

ろ
ん

抑
え

て
い

る
。

・
写

真
や

動
画

に
加

え
、

震
災

に
関

連
す

る
行

政
資

料
も

多
く

掲
載

。

5.
2.

 災
害

の
伝

承

●
実

践
的

な
避

難
訓

練
の

例
①

ー
埼

玉
県

ふ
じ

み
野

市

・
「

劇
場

型
」

で
は

な
く

「
参

加
型

」
の

訓
練

→
市

内
の

避
難

所
を

全
て

開
設

す
る

。
避

難
所

に
人

が
殺

到
し

た
場

合
を

想
定

。

・
多

数
の

避
難

者
の

受
け

入
れ

に
関

す
る

課
題

を
検

証
、

避
難

所
運

営
体

制
の

改
善

へ

5.
3.

 防
災

に
関

す
る

教
育
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●
実

践
的

な
避

難
訓

練
例

②
ー

新
潟

県
見

附
市

・
平

成
16

年
、

新
潟

県
に

停
滞

し
て

い
た

梅
雨

前
線

に
よ

り
、

中
越

地
方

で
激

し
い

雨
。

→
34

1件
の

土
砂

災
害

が
発

生
→

こ
の

教
訓

か
ら

、
水

害
の

進
展

に
合

わ
せ

て
各

種
情

報
を

配
信

、
避

難
等

の
対

応
を

促
す

訓
練

を
実

施
。

・
訓

練
内

で
、

自
主

防
災

組
織

に
よ

っ
て

避
難

支
援

訓
練

や
避

難
所

運
営

訓
練

な
ど

が
行

わ
れ

る
。

5.
3.

 防
災

に
関

す
る

教
育

●
実

践
的

な
避

難
訓

練
例

③
ー

和
歌

山
県

上
富

田
町

・
県

立
高

校
の

看
護

棟
を

、
災

害
時

に
医

療
救

護
所

と
し

て
活

用
す

る
た

め
の

訓
練

。

・
そ

れ
ま

で
の

避
難

訓
練

は
展

示
型

で
あ

っ
た

一
方

、
こ

の
訓

練
で

は
医

療
救

護
所

の
開

設
を

始
め

、
高

校
生

に
よ

る
避

難
受

付
な

ど
、

よ
り

実
践

的
な

内
容

。

5.
3.

 防
災

に
関

す
る

教
育

●
実

践
的

な
避

難
訓

練
が

も
た

ら
し

た
効

果

・
実

際
の

災
害

時
の

被
害

軽
減

→
人

的
被

害
の

減
少

・
自

主
防

災
組

織
な

ど
住

民
組

織
の

活
性

化
→

高
齢

者
が

多
い

地
域

で
の

防
災

力
維

持

・
住

民
の

防
災

意
識

の
醸

成
→

訓
練

参
加

者
の

増
加

、
住

民
自

身
に

よ
る

安
否

確
認

・
職

員
の

防
災

対
処

能
力

の
向

上

5.
3.

 防
災

に
関

す
る

教
育

●
防

災
ゲ

ー
ム

と
は

・
防

災
ゲ

ー
ム

=
地

震
や

台
風

な
ど

の
災

害
が

発
生

し
た

際
の

対
応

や
知

識
を

学
べ

る
防

災
教

育
ツ

ー
ル

。

・
代

表
的

な
も

の
は

3つ
。

①
災

害
図

上
訓

練
(D

IG
)=

参
加

者
が

地
図

上
に

災
害

発
生

時
に

想
定

さ
れ

る
被

害
を

書
き

込
ん

で
い

く
ゲ

ー
ム

②
ク

ロ
ス

ロ
ー

ド
=

災
害

発
生

時
の

状
況

が
書

か
れ

た
YE

S・
N

O
カ

ー
ド

に
答

え
る

カ
ー

ド
ゲ

ー
ム

③
H

U
G

=
避

難
所

を
運

営
す

る
カ

ー
ド

ゲ
ー

ム
の

こ
と

5.
3.

 防
災

に
関

す
る

教
育
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●
災

害
図

上
訓

練
（

D
IG

）

・
過

去
の

災
害

を
も

と
に

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
参

考
に

し
な

が
ら

地
図

で
被

害
を

受
け

る
お

そ
れ

の
あ

る
地

域
や

建
物

な
ど

に
色

を
塗

る
。

・
実

践
の

結
果

、
津

波
と

震
度

7の
被

害
を

同
時

に
受

け
る

地
域

が
見

つ
か

っ
た

り
、

非
耐

震
住

宅
の

割
合

が
高

い
、

な
ど

の
問

題
が

判
明

し
た

例
が

あ
る

。

5.
3.

 防
災

に
関

す
る

教
育

●
H

U
G

・
さ

ま
ざ

ま
な

フ
ァ

ク
タ

ー
を

考
慮

し
つ

つ
、

避
難

者
カ

ー
ド

を
避

難
所

の
平

面
図

に
配

置
、

ト
ラ

ブ
ル

に
も

対
処

し
つ

つ
避

難
所

運
営

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

ト
。

・
東

日
本

大
震

災
で

役
立

っ
た

事
例

が
あ

る
。

→
避

難
所

指
定

さ
れ

て
い

な
い

児
童

館
の

職
員

が
H

U
G

を
経

験
し

て
い

た
た

め
、

避
難

者
へ

の
対

応
が

円
滑

に
。

5.
3.

 防
災

に
関

す
る

教
育

●
防

災
コ

ン
テ

ス
ト

と
は

ー
e防

災
マ

ッ
プ

コ
ン

テ
ス

ト

・
e防

災
マ

ッ
プ

コ
ン

テ
ス

ト
=

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

地
図

シ
ス

テ
ム

「
e

防
災

マ
ッ

プ
」

を
使

っ
て

、
地

域
の

防
災

上
の

課
題

や
対

策
に

つ
い

て
検

討
、

マ
ッ

プ
を

作
成

。

・
さ

ま
ざ

ま
な

要
素

を
マ

ッ
プ

に
取

り
込

め
る

。

・
事

例
：

千
鳥

地
区

防
災

マ
ッ

プ
→

過
去

の
伊

勢
湾

台
風

の
履

歴
と

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
か

ら
制

作
。

5.
3.

 防
災

に
関

す
る

教
育

●
防

災
コ

ン
テ

ス
ト

と
は

ー
防

災
ラ

ジ
オ

ド
ラ

マ
コ

ン
テ

ス
ト

・
防

災
ラ

ジ
オ

ド
ラ

マ
=

地
域

の
防

災
に

関
す

る
課

題
や

災
害

時
に

起
こ

り
う

る
事

態
と

、
そ

の
改

善
に

つ
な

が
る

対
策

の
ア

イ
デ

ア
な

ど
を

、
時

間
の

流
れ

に
沿

っ
て

整
理

し
物

語
形

式
に

表
し

た
も

の
。

・
制

作
過

程
で

絆
が

生
ま

れ
る

。

・
事

例
：

「
防

災
拠

点
道

の
駅

藤
川

宿
」

。
新

し
く

で
き

た
道

の
駅

に
お

け
る

情
報

提
供

の
あ

り
方

を
検

討
し

た
も

の
。

5.
3.

 防
災

に
関

す
る

教
育
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●
AI

予
測

と
は

・
AI

予
測

=
AI

を
用

い
て

デ
ー

タ
か

ら
未

来
の

物
事

の
発

生
や

未
来

の
値

の
予

測
を

す
る

も
の

。
属

人
的

予
測

か
ら

の
脱

出
。

・
AI

は
人

間
が

考
慮

で
き

る
要

因
数

や
デ

ー
タ

数
よ

り
も

は
る

か
に

多
く

を
処

理
で

き
る

た
め

、
よ

り
高

精
度

な
予

測
を

実
施

で
き

る
可

能
性

が
高

い
。

5.
4.

 防
災

と
AI

・
Io

T

●
AI

予
測

の
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム

・
線

形
回

帰
＝

目
的

変
数

と
説

明
変

数
の

直
線

的
な

関
係

を
仮

定
し

、
予

測
。

複
雑

な
関

係
性

は
反

映
で

き
な

い
。

・
決

定
木

＝
説

明
変

数
に

よ
っ

て
デ

ー
タ

を
振

り
分

け
る

。
非

直
線

的
な

関
係

も
反

映
で

き
る

。

5.
4.

 防
災

と
AI

・
Io

T

●
AI

予
測

の
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム

・
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

＝
入

力
層

で
入

力
さ

れ
る

説
明

変
数

の
情

報
を

中
間

層
と

し
て

介
し

て
統

括
し

、
出

力
層

で
最

終
的

な
判

断
を

す
る

よ
う

な
仕

組
み

。
脳

の
神

経
回

路
の

一
部

を
模

し
て

い
る

。

・
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

で
は

、
重

み
の

W
を

調
整

す
る

こ
と

で
予

測
精

度
を

上
げ

る
。

5.
4.

 防
災

と
AI

・
Io

T

●
自

然
言

語
処

理
と

は

・
人

間
が

普
段

使
っ

て
い

る
言

語
(＝

自
然

言
語

)を
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
で

処
理

す
る

技
術

。

・
形

態
素

解
析

→
構

文
解

析
→

意
味

解
析

→
文

脈
解

析
の

順
で

処
理

。
た

だ
し

、
そ

れ
で

も
AI

が
テ

キ
ス

ト
の

意
味

や
文

脈
を

完
全

に
把

握
し

き
れ

る
わ

け
で

は
な

い
。

5.
4.

 防
災

と
AI

・
Io

T
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●
Io

Tの
仕

組
み

と
防

災

・
Io

T＝
「

モ
ノ

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

」
。

モ
ノ

に
セ

ン
サ

ー
を

つ
け

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
ク

ラ
ウ

ド
に

送
信

す
る

こ
と

で
情

報
の

保
存

、
活

用
が

で
き

る
。

・
災

害
の

予
測

を
し

た
い

場
所

に
環

境
セ

ン
サ

ー
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

カ
メ

ラ
等

の
セ

ン
サ

ー
と

通
信

機
器

を
配

備
す

る
こ

と
で

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
で

き
る

。

5.
4.

 防
災

と
AI

・
Io

T

●
防

災
へ

の
活

用
事

例
①

ー
通

信
ケ

ー
ブ

ル
の

破
断

予
測

・
AI

に
よ

る
通

信
ケ

ー
ブ

ル
の

被
害

予
測

シ
ス

テ
ム

。
→

「
被

災
し

た
場

合
の

適
切

な
人

員
」

「
適

切
な

資
材

」
を

3日
前

ま
で

に
把

握
で

き
る

よ
う

に
す

る
仕

組
み

・
予

測
に

使
用

さ
れ

る
の

は
、

20
12

年
以

降
に

国
内

で
特

に
大

き
な

被
害

を
も

た
ら

し
た

約
20

件
の

台
風

の
気

象
デ

ー
タ

→
通

信
ケ

ー
ブ

ル
に

被
害

を
与

え
う

る
台

風
が

上
陸

予
想

の
場

合
、

上
陸

５
日

前
か

ら
過

去
デ

ー
タ

と
照

合
、

予
測

。

5.
4.

 防
災

と
AI

・
Io

T

●
防

災
へ

の
活

用
事

例
②

ー
情

報
提

供
支

援

・
D

-S
U

M
M

=
AI

が
Tw

itt
er

上
の

災
害

関
連

情
報

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

分
析

、
要

約
す

る
シ

ス
テ

ム
。

・
都

道
府

県
単

位
又

は
市

区
町

村
単

位
で

エ
リ

ア
を

指
定

す
る

と
、

指
定

エ
リ

ア
内

の
被

災
報

告
を

瞬
時

に
要

約
し

、
そ

の
エ

リ
ア

の
被

災
状

況
の

概
要

が
一

目
で

わ
か

る
よ

う
に

提
示

。
救

援
、

避
難

等
を

支
援

。

5.
4.

 防
災

と
AI

・
Io

T

●
防

災
へ

の
活

用
事

例
③

ー
Io

Tの
活

用

・
香

川
県

高
松

市
の

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
た

か
ま

つ
で

は
、

Io
Tを

活
用

し
て

水
位

や
潮

位
の

情
報

や
避

難
所

の
情

報
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
分

析
し

て
い

る
。

・
市

の
管

理
す

る
河

川
や

海
岸

部
に

セ
ン

サ
ー

を
設

置
、

水
位

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
。

・
避

難
所

と
な

る
セ

ン
タ

ー
か

ら
通

電
情

報
を

収
集

、
有

事
の

際
の

避
難

所
開

設
可

能
性

を
判

定
。

5.
4.

 防
災

と
AI

・
Io

T
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安
全

安
心

概
論

3
（

そ
の

他
）

１
. 防

疫
1.

1.
 感

染
症

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
1.

3.
 感

染
症

予
防

1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら

2.
 事

故
防

止
2.

1.
 事

故
防

止
の

基
本

2.
2.

 事
故

防
止

の
こ

れ
か

ら

3.
 日

本
の

環
境

問
題

3.
1.

 日
本

の
環

境
問

題
の

概
要

3.
2.

 ア
ス

ベ
ス

ト
3.

3.
 ゴ

ミ
問

題
3.

4.
 公

害
3.

5.
 都

市
化

の
問

題
3.

6.
 原

子
力

発
電

所
の

廃
炉

・
放

射
性

廃
棄

物
3.

7.
 環

境
問

題
の

こ
れ

か
ら

安
全

安
心

概
論

3（
そ

の
他

）
学

習
内

容

１
. 防

疫

1.
1.

 感
染

症
1.

2.
 過

去
の

感
染

症
の

事
例

1.
3.

 感
染

症
予

防
1.

4.
 防

疫
の

こ
れ

か
ら

●
感

染
症

の
基

礎

・
病

原
体

が
生

体
内

に
侵

入
・

増
殖

し
て

引
き

起
こ

す
病

気
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
・

赤
痢

・
マ

ラ
リ

ア
な

ど
伝

染
性

の
も

の
と

、
破

傷
風

・
肺

炎
な

ど
非

伝
染

性
の

も
の

と
が

あ
る

。
（

デ
ジ

タ
ル

大
辞

泉
）

・
「

病
原

体
」

と
は

、
生

体
に

寄
生

し
て

病
気

を
引

き
起

こ
す

も
の

で

〇
大

腸
菌

や
コ

レ
ラ

菌
等

の
「

細
菌

」
〇

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
、

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

等
の

「
ウ

イ
ル

ス
」

〇
カ

ン
ジ

ダ
、

水
虫

等
の

カ
ビ

や
酵

母
と

い
っ

た
「

真
菌

」

が
あ

る
。

・
病

原
体

の
数

だ
け

感
染

症
の

種
類

が
あ

る
。

1.
1.

 感
染

症
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●
細

菌

・
細

胞
核

を
持

た
な

い
原

核
生

物
で

、
そ

の
細

胞
の

大
き

さ
は

一
般

に
、

細
胞

核
を

持
つ

真
核

生
物

よ
り

も
小

さ
い

。
具

体
例

：
ボ

ー
リ

ン
グ

玉
（

真
核

生
物

）
と

1円
玉

（
細

菌
）

・
人

の
体

内
に

定
着

し
、

細
胞

分
裂

で
自

己
増

殖
し

な
が

ら
人

の
細

胞
に

侵
入

す
る

か
、

毒
素

を
出

し
て

細
胞

を
傷

害
す

る
こ

と
で

感
染

症
を

起
こ

す
。

・
主

な
感

染
症

に
は

〇
感

染
性

胃
腸

炎
〇

敗
血

症
〇

腸
管

出
血

性
大

腸
菌

（
O

15
7）

感
染

症
〇

外
耳

炎
〇

結
核

〇
中

耳
炎

等
〇

破
傷

風

が
あ

る
。

・
治

療
に

は
、

抗
生

物
質

や
合

成
抗

菌
薬

な
ど

が
使

用
さ

れ
る

。

1.
1.

 感
染

症

●
ウ

イ
ル

ス

・
細

胞
を

持
た

ず
、

た
ん

ぱ
く

質
の

殻
と

核
酸

か
ら

な
る

。
単

独
で

は
増

殖
で

き
な

い
の

で
、

他
生

物
の

細
胞

を
利

用
し

て
自

己
を

複
製

（
コ

ピ
ー

）
さ

せ
る

。

・
主

な
感

染
症

に
は

〇
感

染
性

胃
腸

炎
〇

水
痘

〇
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

〇
肝

炎
（

A型
、

B型
、

C型
な

ど
）

〇
か

ぜ
症

候
群

〇
エ

イ
ズ

〇
麻

疹
〇

風
疹

な
ど

が
あ

る
。

・
細

菌
と

は
構

造
や

性
質

が
異

な
る

た
め

、
抗

生
剤

や
抗

生
物

質
は

効
か

な
い

。
治

療
薬

は
少

な
く

、
開

発
段

階
の

も
の

が
多

い
。

・
一

部
の

感
染

症
は

ワ
ク

チ
ン

の
予

防
接

種
に

よ
り

予
防

で
き

る
が

、
ワ

ク
チ

ン
が

開
発

中
で

あ
っ

た
り

、
全

く
な

か
っ

た
り

す
る

感
染

症
も

多
い

。

1.
1.

 感
染

症

●
真

菌

・
真

核
細

胞
か

ら
成

る
真

核
生

物
で

、
酵

母
や

糸
状

菌
（

カ
ビ

）
の

2つ
の

形
態

で
発

育
す

る
。

・
感

染
は

人
の

細
胞

に
定

着
し

、
菌

糸
が

成
長

と
分

枝
に

よ
っ

て
発

育
す

る
こ

と
、

ま
た

は
、

酵
母

細
胞

が
出

芽
や

分
裂

に
よ

っ
て

増
殖

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

起
こ

る
。

・
主

な
感

染
症

に
は

、
〇

白
癬

（
は

く
せ

ん
）

＝
水

虫
〇

カ
ン

ジ
ダ

症
〇

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
症

な
ど

が
あ

る
。

・
治

療
に

は
、

抗
真

菌
薬

が
使

用
さ

れ
る

。

1.
1.

 感
染

症

●
感

染
の

3要
素

1、
感

染
源

2、
感

染
経

路
3、

感
受

生
体

1.
1.

 感
染

症
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●
感

染
の

3要
素

ー
「

感
染

源
」

・
『

病
原

体
に

汚
染

さ
れ

た
生

物
・

物
』

の
こ

と

〇
病

原
体

に
感

染
し

た
人

、
動

物
、

昆
虫

（
人

＝
感

染
者

、
生

物
＝

感
染

動
物

と
い

う
）

〇
病

原
体

で
汚

染
さ

れ
た

物
（

具
体

例
：

排
泄

物
、

嘔
吐

物
、

血
液

、
体

液
な

ど
）

※
厄

介
な

存
在

「
保

菌
者

（
キ

ャ
リ

ア
）

」
と

は
？

→
病

原
体

に
感

染
し

て
い

な
が

ら
、

症
状

が
全

く
で

な
い

人
の

こ
と

＝
不

顕
性

感
染

見
か

け
上

は
健

康
な

人
そ

の
も

の
な

た
め

、
無

意
識

に
菌

を
運

ん
で

し
ま

う
。

1.
1.

 感
染

症

●
感

染
の

3要
素

ー
「

感
染

経
路

」

・
『

病
原

体
が

ど
の

よ
う

に
感

染
す

る
か

の
経

路
』

の
こ

と

〇
飛

沫
感

染
（

感
染

者
の

咳
や

く
し

ゃ
み

を
吸

い
込

む
）

〇
接

触
感

染
（

手
や

食
品

に
付

着
し

た
病

原
体

を
口

や
目

な
ど

か
ら

摂
取

す
る

。
性

行
為

も
含

む
）

〇
空

気
感

染
（

空
気

中
に

浮
遊

し
て

い
る

病
原

体
を

吸
い

込
む

）

〇
母

子
感

染
（

母
親

が
持

つ
病

原
体

を
胎

児
が

取
り

込
む

）

〇
動

物
・

昆
虫

が
媒

介

1.
1.

 感
染

症

●
感

染
の

3要
素

ー
「

感
受

生
体

」

・
『

病
原

体
が

感
染

し
や

す
い

宿
主

』
の

こ
と

※
文

献
に

よ
っ

て
は

、
“病

原
体

に
感

染
し

た
生

体
”そ

の
も

の
を

指
す

こ
と

も
あ

る
が

、
今

回
は

あ
く

ま
で

、
“病

原
体

が
感

染
し

や
す

い
宿

主
”で

説
明

。

＜
具

体
例

＞

昨
年

11
~

12
月

に
発

生
し

た
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ

感
受

生
体

＝
人

、
家

禽
（

ニ
ワ

ト
リ

な
ど

の
鳥

類
）

感
受

生
体

が
分

か
っ

て
い

れ
ば

、
感

染
経

路
が

明
確

に
な

り
、

よ
り

予
防

対
策

が
し

や
す

く
な

る
。

1.
1.

 感
染

症

●
感

染
の

関
連

法
案

＊
感

染
症

法
（

正
式

名
称

：
感

染
症

の
予

防
及

び
感

染
症

の
患

者
に

対
す

る
医

療
に

関
す

る
法

律
）

目
的

：
感

染
症

を
予

防
し

、
公

衆
衛

生
の

向
上

を
図

る

＜
感

染
症

法
に

お
け

る
感

染
症

の
分

類
＞

〇
一

類
感

染
症

（
エ

ボ
ラ

出
血

熱
、

ペ
ス

ト
な

ど
）

〇
二

類
感

染
症

（
結

核
、

SA
RS

、
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
な

ど
）

〇
三

類
感

染
症

（
コ

レ
ラ

、
細

菌
性

赤
痢

）
〇

四
類

感
染

症
（

狂
犬

病
、

デ
ン

グ
熱

な
ど

）
〇

五
類

感
染

症
（

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
、

感
染

性
胃

腸
炎

な
ど

）

こ
れ

以
外

に
も

〇
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
感

染
症

〇
指

定
感

染
症

〇
新

感
染

症

な
ど

が
あ

る
。

1.
1.

 感
染

症
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1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
①

（
マ

ラ
リ

ア
・

フ
ィ

ラ
リ

ア
）

〇
寄

生
虫

に
関

す
る

基
礎

知
識

〇
マ

ラ
リ

ア
〇

フ
ィ

ラ
リ

ア
（

概
要

、
感

染
源

、
発

生
時

期
、

流
行

地
域

、
症

状
、

現
在

の
発

生
状

況
、

対
策

）

●
寄

生
虫

の
基

礎
知

識

寄
生

虫
原

虫
：

原
生

生
物

に
分

類
さ

れ
る

寄
生

虫
→

マ
ラ

リ
ア

※
原

生
生

物
＝

動
物

で
も

植
物

で
も

菌
類

で
も

な
い

真
核

生
物

（
例

：
ゾ

ウ
リ

ム
シ

、
ア

メ
ー

バ
、

タ
イ

ヨ
ウ

チ
ュ

ウ
な

ど
）

蠕
虫

：
動

物
に

分
類

さ
れ

る
寄

生
虫

→
フ

ィ
ラ

リ
ア

＜
専

門
用

語
＞

媒
介

：
感

染
源

（
寄

生
虫

、
ウ

イ
ル

ス
な

ど
）

を
運

ぶ
生

物
の

行
為

（
蚊

な
ど

）

潜
伏

期
：

感
染

源
が

感
染

し
て

か
ら

症
状

が
現

れ
る

ま
で

の
期

間

宿
主

：
寄

生
虫

が
寄

生
す

る
生

物
、

寄
生

虫
に

よ
っ

て
宿

主
の

好
み

が
あ

る

終
宿

主
：

寄
生

虫
が

生
殖

を
行

う
宿

主
、

あ
ま

り
悪

さ
を

し
な

い

中
間

宿
主

：
寄

生
虫

が
成

長
・

増
殖

を
行

う
宿

主
、

悪
さ

を
す

る

待
機

宿
主

：
終

宿
主

か
中

間
宿

主
に

捕
食

さ
れ

る
ま

で
、

寄
生

虫
が

待
機

す
る

た
め

の
宿

主
、

悪
さ

を
す

る

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
①

（
マ

ラ
リ

ア
・

フ
ィ

ラ
リ

ア
）

肺
吸

虫
：

肺
に

寄
生

す
る

寄
生

虫
。

力
道

山
が

プ
ロ

レ
ス

界
へ

進
出

す
る

原
因

と
な

っ
た

病
気

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
①

（
マ

ラ
リ

ア
・

フ
ィ

ラ
リ

ア
）

＜
概

要
＞

・
蚊

が
マ

ラ
リ

ア
原

虫
を

媒
介

す
る

こ
と

で
感

染

・
エ

イ
ズ

、
結

核
に

並
ぶ

、
三

大
感

染
症

の
一

つ
20

18
年

11
月

の
段

階
で

は
、

1年
間

に
約

2億
20

00
万

人
が

感
染

し
て

お
り

、
推

計
43

万
5,

00
0人

が
死

亡
し

て
い

る
（

ツ
タ

ン
カ

ー
メ

ン
、

平
清

盛
、

ア
レ

キ
サ

ン
ダ

ー
大

王
も

マ
ラ

リ
ア

で
死

亡
）

・
1週

間
か

ら
4週

間
ほ

ど
の

潜
伏

期
→

発
症

発
熱

、
寒

気
、

頭
痛

、
嘔

吐
、

関
節

痛
、

筋
肉

痛
な

ど
の

症
状

・
5種

類
あ

る
（

熱
帯

熱
マ

ラ
リ

ア
、

三
日

熱
マ

ラ
リ

ア
、

四
日

熱
マ

ラ
リ

ア
、

卵
形

マ
ラ

リ
ア

、
サ

ル
マ

ラ
リ

ア
Pl

as
m

od
iu

m
kn

ow
le

si
）

→
熱

帯
熱

マ
ラ

リ
ア

の
場

合
、

発
症

か
ら

24
時

間
以

内
に

治
療

し
な

い
と

重
症

化

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
①

-1
（

マ
ラ

リ
ア

）
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＜
発

生
時

期
＞

・
紀

元
前

か
ら

存
在

し
て

い
る

感
染

症

・
蚊

の
活

動
が

活
発

に
な

る
明

け
方

・
夕

方
に

か
け

て
発

生

・
雨

季
場

所
に

よ
っ

て
は

通
年

＜
流

行
地

域
＞

・
世

界
中

の
熱

帯
・

亜
熱

帯
地

域
10

0か
国

あ
ま

り
（

サ
ハ

ラ
以

南
ア

フ
リ

カ
、

ア
ジ

ア
や

南
太

平
洋

諸
国

、
中

南
米

）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
①

-1
（

マ
ラ

リ
ア

）

＜
感

染
源

＞
・

マ
ラ

リ
ア

原
虫

（
Pl

as
m

od
iu

m
属

の
原

虫
）

→
蚊

が
吸

血
す

る
際

、
蚊

の
唾

液
が

体
内

に
注

入
さ

れ
た

時
に

感
染

〇
赤

血
球

に
感

染
し

、
破

壊
し

て
し

ま
う

→
溶

血

・
熱

帯
熱

マ
ラ

リ
ア

原
虫

・
四

日
熱

マ
ラ

リ
ア

原
虫

・
三

日
熱

マ
ラ

リ
ア

原
虫

・
サ

ル
マ

ラ
リ

ア
原

虫
・

卵
刑

マ
ラ

リ
ア

原
虫

（
P.

kn
ow

le
si

）

＜
感

染
経

路
＞

媒
介

者
：

蚊
（

ハ
マ

ダ
ラ

カ
）

人
→

蚊
→

人

の
順

に
感

染

ハ
マ

ダ
ラ

カ
w

ik
ip

ed
ia

よ
り

引
用

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
①

-1
（

マ
ラ

リ
ア

）

＜
症

状
＞

・
1週

間
か

ら
4週

間
ほ

ど
の

潜
伏

期
が

あ
る

〇
潜

伏
期

の
直

後
：

悪
寒

、
震

え
な

ど
の

熱
発

作

〇
熱

発
作

の
あ

と
：

発
熱

、
倦

怠
感

、
頭

痛
、

筋
肉

痛
、

関
節

痛
腹

部
症

状
（

悪
心

・
嘔

吐
、

下
痢

、
腹

痛
）

、
呼

吸
器

症
状

な
ど

※
風

邪
や

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
と

誤
っ

て
診

断
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る

～
重

症
化

し
た

場
合

～

脳
症

、
腎

症
、

肺
水

腫
、

重
症

貧
血

な
ど

を
起

こ
し

て
死

に
至

る

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
①

-1
（

マ
ラ

リ
ア

）

＜
現

在
の

発
生

状
況

＞
・

1年
間

に
約

2億
20

00
万

人
が

感
染

し
、

推
計

43
万

5,
00

0人
が

死
亡

（
20

18
年

11
月

に
公

表
さ

れ
た

統
計

）

・
日

本
で

も
60

人
前

後
が

輸
入

感
染

流
行

地
域

を
旅

行
・

出
張

中
に

感
染

→
国

内
に

持
ち

帰
る

＜
対

策
＞

・
長

袖
・

長
ズ

ボ
ン

を
着

用
し

、
で

き
る

限
り

肌
の

露
出

を
少

な
く

す
る

・
虫

よ
け

ス
プ

レ
ー

や
ロ

ー
シ

ョ
ン

を
使

用
・

海
外

に
行

く
前

に
マ

ラ
リ

ア
予

防
薬

を
投

与
（

投
与

し
て

も
感

染
す

る
場

合
ア

リ
）

流
行

地
に

入
っ

て
7日

目
以

降
に

マ
ラ

リ
ア

を
疑

う
症

状
が

出
た

ら
速

や
か

に
医

療
機

関
を

受
診

す
る

こ
と

！
！

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
①

-1
（

マ
ラ

リ
ア

）
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＜
概

要
＞

・
蚊

が
ミ

ク
ロ

フ
ィ

ラ
リ

ア
と

い
う

幼
虫

を
媒

介
す

る

・
病

名
は

「
リ

ン
パ

系
フ

ィ
ラ

リ
ア

症
」

も
し

く
は

「
象

皮
病

」

・
1億

20
00

万
人

以
上

の
人

が
感

染
、

約
40

00
万

人
が

外
観

の
変

形
、

障
害

・
死

亡
す

る
ケ

ー
ス

は
少

な
い

も
の

の
、

永
続

的
な

障
害

を
引

き
起

こ
す

こ
と

が
あ

る

→
特

に
流

行
地

域
で

あ
る

熱
帯

・
亜

熱
帯

の
発

展
途

上
国

に
お

い
て

障
害

を
持

つ
こ

と
は

、
収

入
減

少
と

医
療

費
の

増
大

で
経

済
的

困
窮

を
招

く

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
①

-2
（

フ
ィ

ラ
リ

ア
）

＜
感

染
源

＞

・
バ

ン
ク

ロ
フ

ト
糸

状
虫

←
90

~
95

％
が

バ
ン

ク
ロ

フ
ト

糸
状

虫
・

マ
レ

ー
糸

状
虫

・
チ

モ
ー

ル
糸

状
虫

＜
感

染
経

路
＞

媒
介

者
：

蚊
（

ハ
マ

ダ
ラ

カ
属

、
イ

エ
カ

属
、

ヤ
ブ

カ
属

な
ど

）

蚊
→

人

人
か

ら
人

へ
は

感
染

し
な

い

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
①

-2
（

フ
ィ

ラ
リ

ア
）

＜
発

生
時

期
＞

・
日

本
で

は
江

戸
時

代
に

蔓
延

（
浮

世
絵

に
描

か
れ

て
い

る
）

・
19

40
年

半
ば

か
ら

東
京

の
八

丈
小

島
・

鹿
児

島
・

愛
媛

・
沖

縄
・

奄
美

諸
島

で
猛

威
を

振
る

う
→

19
88

年
に

根
絶

宣
言

・
蚊

の
活

動
が

活
発

化
す

る
明

け
方

・
夕

方
に

感
染

が
増

大

＜
流

行
地

域
＞

・
世

界
73

か
国

（
熱

帯
・

亜
熱

帯
地

域
）

・
感

染
者

分
布

65
%

→
東

南
ア

ジ
ア

地
域

30
%

→
ア

フ
リ

カ
地

域
残

り
→

そ
の

他
の

熱
帯

地
域

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
①

-2
（

フ
ィ

ラ
リ

ア
）

＜
症

状
＞

無
症

候
性

、
急

性
、

慢
性

の
3つ

の
状

態
が

あ
る

。

〇
無

症
候

性
状

態
：

症
状

が
出

な
い

、
外

見
で

は
感

染
し

て
い

る
か

分
か

ら
な

い
→

体
内

で
は

ち
ゃ

ん
と

感
染

が
進

行
リ

ン
パ

系
組

織
・

腎
臓

・
免

疫
機

能
に

障
害

〇
急

性
状

態
：

突
然

症
状

が
発

生
す

る
→

局
所

的
炎

症
（

皮
膚

、
リ

ン
パ

節
、

リ
ン

パ
管

の
あ

ち
こ

ち
が

腫
れ

る
）

発
熱

、
貧

血
で

動
け

な
く

な
る

〇
慢

性
状

態
：

ゆ
っ

く
り

症
状

が
進

行
す

る
→

リ
ン

パ
浮

腫
（

下
半

身
に

リ
ン

パ
液

が
溜

ま
っ

て
酷

く
む

く
む

）
陰

嚢
水

腫
（

陰
嚢

が
異

常
な

ま
で

に
腫

れ
る

）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
①

-2
（

フ
ィ

ラ
リ

ア
）

172



＜
現

在
の

発
生

状
況

＞
・

日
本

で
は

19
88

年
に

根
絶

、
以

降
は

発
生

し
て

い
な

い

・
1億

20
00

万
人

以
上

の
人

が
感

染
、

40
00

万
人

が
外

観
の

変
形

、
障

害
に

苦
し

む

＜
対

策
＞

・
蚊

帳
を

使
用

す
る

な
ど

、
蚊

に
刺

さ
れ

な
い

よ
う

に
す

る

・
衛

生
管

理
の

徹
底

、
報

道
を

通
じ

た
啓

蒙
活

動

・
慢

性
症

状
に

関
し

て
は

、
ス

キ
ン

ケ
ア

や
運

動
を

す
る

こ
と

で
改

善

・
毎

年
2種

類
の

薬
剤

を
投

与
（

感
染

を
完

全
に

遮
断

す
る

た
め

に
は

4～
6年

間
継

続
す

る
必

要
あ

り
）

・
20

00
年

～
20

11
年

ま
で

で
53

か
国

の
約

9億
50

00
万

人
に

39
億

回
以

上
の

治
療

薬
が

届
け

ら
れ

、
多

く
の

場
所

で
感

染
が

減
少

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
①

-2
（

フ
ィ

ラ
リ

ア
）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
②

（
コ

レ
ラ

・
結

核
）

〇
細

菌
に

関
す

る
基

礎
知

識
〇

コ
レ

ラ
〇

結
核

（
概

要
、

感
染

源
、

発
生

時
期

、
流

行
地

域
、

症
状

、
現

在
の

発
生

状
況

、
対

策
）

〇
細

菌
の

基
礎

知
識

細
菌

：
細

胞
核

を
持

た
な

い
原

核
生

物
で

あ
り

、
単

細
胞

生
物

。
地

球
上

の
あ

り
と

あ
ら

ゆ
る

場
所

に
生

息
。

人
間

に
益

を
も

た
ら

す
『

良
い

細
菌

』
と

『
悪

い
細

菌
』

が
い

る
。

＜
細

菌
の

分
類

＞

・
形

状
に

よ
る

分
類

●
球

菌
（

球
状

の
細

菌
）

肺
炎

球
菌

（
肺

炎
）

、
レ

ン
サ

球
菌

（
乳

酸
菌

）
な

ど

●
桿

菌
（

棒
状

の
細

菌
）

コ
レ

ラ
菌

（
コ

レ
ラ

）
、

結
核

菌
（

結
核

）
、

腸
チ

フ
ス

菌
（

腸
チ

フ
ス

）

●
ス

ピ
ロ

ヘ
ー

タ
（

ら
せ

ん
状

の
細

菌
）

梅
毒

ト
レ

ポ
ネ

ー
マ

（
梅

毒
）

・
染

色
（

色
分

け
）

に
よ

る
分

類

→
グ

ラ
ム

染
色

液
と

い
う

特
殊

な
薬

剤
で

細
菌

を
染

め
て

分
類

す
る

●
グ

ラ
ム

陽
性

菌
（

青
に

染
ま

る
＝

青
組

）

炭
疽

、
ジ

フ
テ

リ
ア

●
グ

ラ
ム

陰
性

菌
（

赤
に

染
ま

る
＝

赤
組

）

コ
レ

ラ
、

ペ
ス

ト
、

腸
チ

フ
ス

、
ハ

ン
セ

ン
病

↑

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
②

（
コ

レ
ラ

・
結

核
）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
②

（
コ

レ
ラ

・
結

核
）
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＜
概

要
＞

・
グ

ラ
ム

陰
性

細
菌

の
ビ

ブ
リ

オ
属

細
菌

（
下

痢
を

起
こ

す
こ

と
が

多
い

）
→

ビ
ブ

リ
オ

属
の

中
で

最
も

重
篤

な
腸

感
染

症
を

引
き

起
こ

す

・
汚

染
さ

れ
た

食
べ

物
、

水
か

ら
感

染
す

る
こ

と
が

多
い

衛
生

状
態

が
不

十
分

な
場

合
（

発
展

途
上

国
、

災
害

・
紛

争
時

）
に

起
こ

る

感
染

し
た

人
の

糞
便

→
食

べ
物

・
水

が
汚

染
→

摂
取

し
た

人
が

感
染

・
水

の
よ

う
な

液
体

状
の

下
痢

、
嘔

吐
が

特
徴

、
発

熱
は

無
し

→
脱

水
症

状
で

衰
弱

し
て

し
ま

う

・
失

わ
れ

た
水

分
の

補
給

と
、

抗
菌

薬
、

経
口

ワ
ク

チ
ン

の
投

与
が

効
果

的

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
②

-1
（

コ
レ

ラ
）

＜
発

生
時

期
＞

・
元

は
イ

ン
ド

の
ガ

ン
ジ

ス
川

流
域

の
風

土
病

（
そ

の
地

域
限

定
の

病
気

）

・
世

界
的

流
行

は
7回

（
日

本
で

は
江

戸
時

代
後

期
）

→
こ

ろ
っ

と
急

に
死

ん
で

し
ま

う
こ

と
か

ら
「

コ
ロ

リ
」

と
呼

ば
れ

、
非

常
に

恐
れ

ら
れ

る

・
総

患
者

数
は

こ
こ

数
年

20
～

30
万

人

＜
流

行
地

域
＞

・

FO
RT

H、
お

役
立

ち
情

報
、

感
染

症
に

つ
い

て
の

情
報

よ
り

引
用

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
②

-1
（

コ
レ

ラ
）

＜
感

染
源

＞

・
コ

レ
ラ

菌
（

グ
ラ

ム
陰

性
菌

、
桿

菌
）

で
ビ

ブ
リ

オ
属

の
細

菌
の

一
種

・
コ

レ
ラ

毒
素

を
発

生
さ

せ
る

こ
と

で
、

腸
に

ダ
メ

ー
ジ

を
与

え
る

※
特

に
胃

液
の

分
泌

量
が

少
な

い
幼

児
・

老
人

は
感

染
し

や
す

い

＜
感

染
経

路
＞

・
汚

染
さ

れ
た

飲
食

物
を

摂
取

す
る

＊
日

本
人

の
場

合
＊

・
生

水
、

氷
、

生
の

魚
介

類
を

食
べ

る
・

氷
の

上
に

飾
ら

れ
た

カ
ッ

ト
フ

ル
ー

ツ
を

食
べ

る
・

プ
ー

ル
の

水
を

誤
っ

て
飲

む

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
②

-1
（

コ
レ

ラ
）

＜
症

状
＞

・
水

の
よ

う
な

下
痢

と
酷

い
嘔

吐
に

よ
る

脱
水

症
状

→
1日

10
リ

ッ
ト

ル
～

数
十

リ
ッ

ト
ル

が
排

泄
さ

れ
る

・
発

熱
は

な
い

・
皮

膚
の

乾
燥

と
弾

力
の

低
下

、
声

が
か

す
れ

る
、

目
が

落
ち

窪
む

・
致

死
率

は
2%

と
非

常
に

低
い

→
け

が
を

し
た

際
の

感
染

や
、

他
の

感
染

症
と

合
わ

さ
っ

て
感

染
す

る
（

合
併

症
）

と
、

重
篤

化

・
3~

6日
で

自
然

に
治

癒

→
保

菌
者

（
菌

を
持

っ
て

い
る

人
）

が
感

染
を

広
げ

る
恐

れ
あ

り

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
②

-1
（

コ
レ

ラ
）

174



＜
現

在
の

発
生

状
況

＞

・
ア

フ
リ

カ
、

ア
ジ

ア
、

中
南

米
の

一
部

の
地

域
で

流
行

発
展

途
上

国
、

災
害

・
紛

争
地

帯
な

ど
衛

生
環

境
が

悪
化

し
て

い
る

地
域

で
流

行

＜
対

策
＞

・
飲

料
水

の
浄

化
・

排
泄

物
の

適
切

な
処

理
・

沸
騰

さ
せ

た
水

や
塩

素
処

理
さ

れ
た

水
を

使
用

す
る

・
生

野
菜

や
加

熱
調

理
が

不
十

分
な

魚
介

類
を

避
け

る

●
ワ

ク
チ

ン
（

不
活

化
ワ

ク
チ

ン
）

←
旅

行
前

に
投

与
す

る
と

よ
い

●
抗

菌
薬

●
失

っ
た

水
分

と
塩

分
の

補
給

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
②

-1
（

コ
レ

ラ
）

＜
概

要
＞

・
紀

元
前

か
ら

人
類

史
と

共
に

存
在

す
る

感
染

症
（

エ
ジ

プ
ト

の
ミ

イ
ラ

か
ら

結
核

の
痕

跡
が

発
見

）

・
日

本
で

は
明

治
～

昭
和

20
年

代
ま

で
「

国
民

病
」

「
亡

国
病

」
と

恐
れ

ら
れ

る

→
沖

田
総

司
、

高
杉

晋
作

、
樋

口
一

葉
な

ど
、

数
多

く
の

著
名

人
が

結
核

に
よ

り
死

亡

・
世

界
人

口
の

約
1/

3に
あ

た
る

20
億

人
が

結
核

に
感

染
、

う
ち

30
0万

人
が

死
亡

（
日

本
で

も
毎

年
2万

人
が

感
染

）
治

療
法

が
確

立
さ

れ
た

完
治

す
る

病
気

し
か

し
…

…

飛
沫

感
染

に
よ

る
強

い
感

染
力

・
保

菌
者

が
多

い

未
だ
根
絶
に
至
ら
な
い
重
大
な
感
染
症
と
し
て
注
目

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
②

-2
（

結
核

）

＜
発

生
時

期
＞

・
紀

元
前

か
ら

存
在

紀
元

前
50

00
年

前
、

10
00

年
前

の
遺

骨
か

ら
結

核
菌

に
感

染
し

た
痕

跡
が

発
見

＊
17

世
紀

に
は

欧
州

の
全

死
亡

者
の

3割
が

結
核

で
死

亡

＜
流

行
地

域
＞

・
世

界
人

口
の

約
1/

3に
あ

た
る

20
億

人
が

結
核

に
感

染
、

う
ち

30
0万

人
が

死
亡

→
死

者
の

99
％

が
発

展
途

上
国

に
集

中
＊

20
16

年
だ

と
45

％
が

東
南

ア
ジ

ア
、

25
％

が
ア

フ
リ

カ
、

17
％

が
西

太
平

洋
地

域

・
治

療
法

が
確

立
さ

れ
た

現
代

で
は

完
治

す
る

病
で

あ
る

「
再

興
感

染
症

」
と

し
て

注
目

●
エ

イ
ズ

（
人

間
の

免
疫

機
能

を
破

壊
す

る
ウ

イ
ル

ス
）

●
強

い
感

染
力

と
長

い
潜

伏
期

間
●

耐
性

菌
の

出
現

な
ど

な
ど

…

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
②

-2
（

結
核

）

＜
感

染
源

＞

結
核

菌
（

M
yc

ob
ac

te
riu

m
tu

be
rc

ul
os

is
：

マ
イ

コ
バ

ク
テ

リ
ウ

ム
・

ツ
ベ

ル
ク

ロ
シ

ス
）

●
マ

イ
コ

バ
ク

テ
リ

ウ
ム

属
の

桿
菌

●
グ

ラ
ム

染
色

で
は

染
ま

り
に

く
い

た
め

、
チ

ー
ル

・
ネ

ー
ル

ゼ
ン

染
色

法
で

特
定

人
間

に
の

み
感

染
す

る

＜
感

染
経

路
＞

飛
沫

感
染

（
汚

染
さ

れ
た

空
気

を
吸

い
込

む
こ

と
で

感
染

）
→

患
者

の
早

期
隔

離
が

非
常

に
重

要

人
か

ら
人

へ
感

染

※
動

物
、

虫
、

土
、

ま
た

は
他

の
無

生
物

に
よ

っ
て

運
ば

れ
る

こ
と

は
ほ

ぼ
な

い

公
益
財
団
法
人
結
核
予
防
会
よ
り
引
用

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
②

-2
（

結
核

）
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＜
症

状
＞

3つ
の

ス
テ

ー
ジ

を
経

て
感

染
●

初
感

染
－

結
核

菌
が

体
内

に
侵

入

●
潜

伏
感

染
－

結
核

菌
が

体
内

で
休

眠

●
活

動
性

結
核

－
結

核
菌

が
体

内
で

活
動

を
開

始
す

る
（

こ
の

時
期

に
他

者
へ

感
染

）

～
感

染
部

位
に

よ
る

分
類

～
〇

肺
結

核
－

肺
に

症
状

が
出

る
（

咳
・

た
ん

、
酷

い
と

血
が

混
じ

る
、

食
欲

が
な

い
、

だ
る

い
、

体
重

減
少

、
何

も
し

て
な

い
の

に
疲

れ
る

）

〇
肺

外
結

核
－

肺
以

外
に

症
状

が
出

る
（

途
切

れ
途

切
れ

な
発

熱
、

汗
が

出
る

、
痛

み
、

不
快

感
膿

が
出

る
）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
②

-2
（

結
核

）

＜
現

在
の

発
生

状
況

＞
・

日
本

で
も

毎
年

2万
人

が
感

染
→

高
齢

者
が

ほ
と

ん
ど

人
口

10
万

人
当

た
り

の
感

染
者

数
は

先
進

国
の

中
で

も
高

い

＜
対

策
＞

〇
早

期
隔

離
〇

抗
菌

薬
の

投
与

（
6か

月
以

上
に

わ
た

っ
て

行
う

）

→
途

中
で

治
療

を
止

め
て

し
ま

う
と

結
核

菌
が

生
き

残
っ

て
し

ま
い

、
再

発
し

て
し

ま
う

医
療

従
事

者
か

ら
抗

菌
薬

を
受

け
取

り
、

そ
の

監
視

の
も

と
で

服
薬

す
る

薬
剤

耐
性

菌
に

注
意

！
！

公
益
財
団
法
人
結
核
予
防
会
よ
り
引
用

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
②

-2
（

結
核

）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
③

（
ペ

ス
ト

、
腸

チ
フ

ス
）

〇
ペ

ス
ト

〇
腸

チ
フ

ス
（

概
要

、
感

染
源

、
発

生
時

期
、

流
行

地
域

、
症

状
、

現
在

の
発

生
状

況
、

対
策

）

＜
概

要
＞

・
人

類
史

上
最

悪
の

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

を
引

き
起

こ
し

た
感

染
症

、
「

黒
死

病
」

＊
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
：

感
染

症
が

世
界

的
に

流
行

す
る

こ
と

（
例

：
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

）

中
世

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
人

口
の

3分
の

1（
2,

50
0万

～
3,

00
0万

人
）

を
死

に
至

ら
し

め
る

・
ネ

ズ
ミ

ノ
ミ

と
い

う
ノ

ミ
が

細
菌

（
ペ

ス
ト

菌
）

を
媒

介

・
適

切
な

抗
菌

薬
に

よ
る

治
療

が
行

わ
れ

な
か

っ
た

場
合

の
死

亡
率

は
約

30
%

（
腺

ペ
ス

ト
・

肺
ペ

ス
ト

の
死

亡
率

は
さ

ら
に

高
い

）

・
感

染
経

路
が

豊
富

な
の

で
感

染
力

が
強

い

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
③

-1
（

ペ
ス

ト
）
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1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
③

-1
（

ペ
ス

ト
）

＜
感

染
源

＞
・

ペ
ス

ト
菌

（
エ

ル
シ

ニ
ア

属
の

細
菌

の
一

種
、

グ
ラ

ム
陰

性
菌

）

・
げ

っ
歯

類
（

ネ
ズ

ミ
な

ど
）

を
宿

主
と

し
、

ノ
ミ

な
ど

の
節

足
動

物
が

細
菌

を
運

ぶ
（

媒
介

）

＜
感

染
経

路
＞

〇
ノ

ミ
に

よ
る

感
染

〇
接

触
感

染

〇
飛

沫
感

染
ペ

ス
ト

マ
ス

ク
は

苦
肉

の
策

感
染

経
路

が
多

い
＝

感
染

力
が

高
い

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
③

-1
（

ペ
ス

ト
）

＜
発

生
時

期
＞

＊
紀

元
前

か
ら

確
認

さ
れ

て
い

る
感

染
症

・
世

界
的

な
大

流
行

（
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
）

が
確

認
さ

れ
た

の
は

人
類

史
で

3回
→

う
ち

中
世

で
発

生
し

た
の

は
2度

目

第
一

の
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
→

6~
8世

紀
・

東
ロ

ー
マ

帝
国

（
ギ

リ
シ

ャ
帝

国
）

第
二

の
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
→

中
世

・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

＊
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

に
侵

攻
中

だ
っ

た
モ

ン
ゴ

ル
軍

が
持

ち
込

む

第
三

の
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
→

19
世

紀
末

・
中

国

＜
流

行
地

域
＞

・
世

界
的

に
大

流
行

（
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
）

・
現

在
は

ア
フ

リ
カ

、
ア

ジ
ア

、
南

ア
メ

リ
カ

で
発

生
・

20
04

-2
01

5年
の

12
年

で
、

全
世

界
の

患
者

は
56

,7
34

名
、

死
亡

者
数

は
4,

65
1名

（
死

亡
率

8.
2%

）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
③

-1
（

ペ
ス

ト
）

＜
症

状
＞

〇
腺

ペ
ス

ト
ー

最
も

一
般

的
な

症
状

治
療

を
受

け
な

か
っ

た
場

合
の

死
亡

率
は

60
%

以
上

症
状

：
唐

突
な

発
熱

、
悪

寒
、

リ
ン

パ
節

の
腫

れ
、

せ
ん

妄
（

錯
覚

・
妄

想
・

麻
痺

を
起

こ
す

意
識

障
害

）

〇
軽

症
ペ

ス
ト

ー
軽

度
な

症
状

、
1週

間
以

内
に

治
ま

る

症
状

：
リ

ン
パ

節
の

腫
れ

、
発

熱
、

頭
痛

、
極

度
の

疲
労

な
ど

〇
敗

血
症

ペ
ス

ト
ー

治
療

を
受

け
な

い
と

発
症

し
て

か
ら

2~
3日

で
死

亡

症
状

：
吐

き
気

、
嘔

吐
、

下
痢

、
腹

痛
、

手
足

の
壊

死
、

紫
斑

（
黒

死
病

の
名

の
由

来
）

→
多

く
の

臓
器

が
機

能
不

全
に

陥
り

、
死

に
至

る

〇
肺

ペ
ス

ト
ー

治
療

を
受

け
な

い
と

発
症

し
て

か
ら

48
時

間
以

内
に

死
亡

症
状

：
高

熱
、

悪
寒

、
心

拍
数

の
増

加
、

重
度

の
頭

痛
呼

吸
が

速
く

な
り

、
息

苦
し

く
な

る

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
③

-1
（

ペ
ス

ト
）
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＜
現

在
の

発
生

状
況

＞

・
ア

フ
リ

カ
、

ア
ジ

ア
、

南
ア

メ
リ

カ
で

発
生

・
20

04
-2

01
5年

の
12

年
で

、
全

世
界

の
患

者
は

56
,7

34
名

、
死

亡
者

数
は

4,
65

1名
（

死
亡

率
8.

2%
）

→
季

節
性

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

80
倍

の
死

亡
率

＜
対

策
＞

＊
早

期
治

療
が

重
要

！

・
抗

菌
薬

&
全

身
管

理
※

肺
ペ

ス
ト

の
場

合
は

完
全

隔
離

・
げ

っ
歯

類
と

の
接

触
を

避
け

、
菌

に
触

れ
な

い
よ

う
に

す
る

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
③

-1
（

ペ
ス

ト
）

＜
概

要
＞

・
食

中
毒

を
引

き
起

こ
す

感
染

症

・
全

身
性

の
障

害
（

高
熱

，
極

度
の

疲
労

，
腹

痛
，

お
よ

び
バ

ラ
色

の
発

疹
が

あ
る

）

・
経

口
感

染
で

感
染

・
チ

フ
ス

菌
で

無
症

状
の

保
菌

者
（

菌
を

持
っ

て
い

る
人

）
『

無
症

候
性

保
菌

者
』

が
確

認
さ

れ
た

世
界

初
の

例

→
保

菌
者

の
隔

離
措

置
を

め
ぐ

っ
て

様
々

な
社

会
問

題
が

発
生

人
権

問
題

、
公

衆
衛

生
、

貧
困

、
移

民
問

題
な

ど
な

ど
…

…

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
③

-2
（

腸
チ

フ
ス

）

メ
ア
リ
ー
・
マ
ロ
ー
ン

（
手
前
の
人
物
）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
③

-2
（

腸
チ

フ
ス

）

＜
感

染
源

＞
・

サ
ル

モ
ネ

ラ
属

の
チ

フ
ス

菌
（

グ
ラ

ム
陰

性
菌

で
桿

菌
）

・
人

に
の

み
感

染
す

る

＜
感

染
経

路
＞

・
経

口
感

染
→

汚
染

さ
れ

た
食

べ
物

を
口

に
す

る
、

汚
れ

た
手

で
食

事
を

す
る

こ
と

で
感

染

・
小

児
同

士
の

遊
び

、
性

行
為

衛
生

環
境

の
改

善
＝

感
染

リ
ス

ク
は

減
少

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
③

-2
（

腸
チ

フ
ス

）
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＜
発

生
時

期
＞

・
日

本
で

は
明

治
～

昭
和

に
か

け
て

蔓
延

→
衛

生
環

境
の

改
善

と
と

も
に

患
者

数
も

減
少

＜
流

行
地

域
＞

・
衛

生
環

境
の

悪
い

発
展

途
上

国
を

中
心

に
蔓

延
（

南
ア

ジ
ア

に
集

中
）

推
定

26
90

万
人

が
感

染

・
流

行
地

域
へ

旅
行

す
る

際
は

、
食

事
へ

の
注

意
と

ワ
ク

チ
ン

の
事

前
投

与
が

有
効

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
③

-2
（

腸
チ

フ
ス

）

＜
症

状
＞

〇
感

染
後

8~
14

日
：

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

似
た

症
状

（
発

熱
、

頭
痛

、
の

ど
の

痛
み

、
筋

肉
痛

や
関

節
痛

、
腹

痛
、

乾
い

た
咳

）

＊
ば

ら
疹

：
バ

ラ
色

の
平

べ
っ

た
い

発
疹

、
感

染
か

ら
2週

間
後

に
で

る

〇
22

～
28

日
後

：
高

熱
が

続
き

、
発

症
か

ら
4週

間
後

に
平

熱
に

戻
る

＜
重

症
化

し
た

場
合

＞
・

腸
に

穴
が

開
く

（
穿

孔
）

・
腸

か
ら

出
血

→
下

痢
便

に
血

が
混

ざ
る

＜
感

染
し

た
の

に
症

状
が

出
な

か
っ

た
場

合
＞

・
無

治
療

感
染

者
の

う
ち

3%
の

確
率

で
な

る
・

胆
の

う
に

菌
を

保
有

、
症

状
は

一
切

な
し

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
③

-2
（

腸
チ

フ
ス

）

＜
現

在
の

発
生

状
況

＞

・
南

ア
ジ

ア
、

東
南

ア
ジ

ア
を

中
心

に
発

生
中

南
米

や
ア

フ
リ

カ
で

も
感

染
を

確
認

・
日

本
で

の
感

染
は

輸
入

感
染

が
ほ

と
ん

ど

＜
対

策
＞

＊
衛

生
環

境
の

改
善

が
最

大
の

近
道

・
抗

菌
薬

（
完

全
な

回
復

に
は

数
週

間
～

数
カ

月
必

要
）

・
ワ

ク
チ

ン
（

流
行

地
域

を
旅

行
す

る
前

に
事

前
投

与
）

・
食

事
前

の
手

洗
い

、
生

食
を

避
け

る
、

し
っ

か
り

加
熱

し
た

も
の

だ
け

食
べ

る

感
染

し
た

場
合

は
必

ず
保

健
所

に
届

け
出

る
こ

と

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
③

-2
（

腸
チ

フ
ス

）
1.

2.
 過

去
の

感
染

症
の

事
例

④
（

ハ
ン

セ
ン

病
・

梅
毒

）

〇
ハ

ン
セ

ン
病

〇
梅

毒
（

概
要

、
感

染
源

、
発

生
時

期
、

流
行

地
域

、
症

状
、

現
在

の
発

生
状

況
、

対
策

）
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＜
概

要
＞

・
に

よ
る

細
菌

感
染

症

・
最

も
感

染
力

の
低

い
感

染
症

し
か

し
ら

い
菌

は
人

体
の

皮
膚

・
神

経
な

ど
を

侵
食

し
、

外
見

を
変

え
て

し
ま

う

不
治

の
病

と
し

て
近

年
ま

で
恐

れ
ら

れ
続

け
た

＊
日

本
で

は
19

53
～

19
96

年
ま

で
「

ら
い

予
防

法
」

が
制

定
ハ

ン
セ

ン
病

患
者

を
無

意
味

に
隔

離
す

る
強

制
隔

離
計

画

し
か

も
〇

19
43

年
に

治
療

薬
「

プ
ロ

ミ
ン

」
が

発
見

〇
19

81
年

に
W

H
O

が
最

善
治

療
法

を
世

界
中

に
む

け
て

勧
告

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

「
ら

い
予

防
法

」
は

19
96

年
に

よ
う

や
く

廃
止

さ
れ

る

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
④

-1
（

ハ
ン

セ
ン

病
）

＜
感

染
源

＞
・

―
ハ

ン
セ

ン
医

師
が

発
見

し
た

の
で

ハ
ン

セ
ン

菌

＊
感

染
す

る
と

神
経

、
皮

膚
、

喉
、

鼻
、

目
、

精
巣

な
ど

に
障

害

・
感

染
力

は
低

く
、

感
染

後
の

菌
の

増
殖

も
極

め
て

遅
い

＊
症

状
が

出
る

ま
で

に
2~

10
年

（
あ

る
い

は
20

年
）

か
か

る
結

核
菌

の
よ

う
に

体
内

で
休

眠
し

て
潜

ん
で

い
る

の
で

は
な

く
、

単
純

に
増

殖
が

遅
い

＜
感

染
経

路
＞

・
ネ

ズ
ミ

・
ア

ル
マ

ジ
ロ

（
コ

コ
ノ

オ
ビ

ア
ル

マ
ジ

ロ
）

ネ
ズ

ミ
の

足
裏

か
、

ア
ル

マ
ジ

ロ
の

体
内

で
増

殖
→

人
に

感
染

※
明

確
な

感
染

経
路

は
ま

だ
分

か
っ

て
い

な
い

人
に

感
染

す
る

場
合

は
飛

沫
感

染
と

言
わ

れ
て

い
る

よ
り

引
用

コ
コ

ノ
オ

ビ
ア

ル
マ

ジ
ロ

Ya
ho

o!
き

っ
ず

図
鑑

よ
り

引
用

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
④

-1
（

ハ
ン

セ
ン

病
）

＜
発

生
時

期
＞

・
紀

元
前

か
ら

存
在

（
天

罰
、

呪
い

、
祟

り
と

恐
れ

ら
れ

る
）

〇
古

代
中

国
の

文
書

〇
紀

元
前

6世
紀

の
イ

ン
ド

の
古

典
〇

キ
リ

ス
ト

教
の

聖
書

な
ど

数
多

く
の

古
い

文
書

に
記

録
ア

リ

・
日

本
で

は
日

本
書

紀
（

8世
紀

に
作

成
）

に
記

述
ア

リ
→

以
前

か
ら

患
者

は
差

別
を

受
け

て
き

た
が

、
公

的
に

隔
離

政
策

が
取

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
の

は
明

治
か

ら

＜
流

行
地

域
＞

・
世

界
中

（
イ

ン
ド

、
ブ

ラ
ジ

ル
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

、
ナ

イ
ジ

ェ
リ

ア
、

エ
チ

オ
ピ

ア
な

ど
に

集
中

）

・
世

界
で

年
間

約
22

万
人

の
患

者
→

19
85

年
の

約
53

5万
人

か
ら

激
減

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
④

-1
（

ハ
ン

セ
ン

病
）

＜
症

状
＞

〇
類

結
核

型
＊

色
の

薄
く

平
べ

っ
た

い
発

疹
・

瘤
が

一
か

所
、

ま
た

は
少

数
で

き
る

＊
し

び
れ

ア
リ

〇
ら

い
腫

型
＊

皮
膚

の
広

範
囲

に
様

々
な

大
き

さ
・

形
の

発
疹

や
瘤

が
で

き
る

＊
し

び
れ

が
酷

く
な

る
、

筋
力

低
下

＊
男

性
だ

と
乳

房
が

膨
ら

む
＊

ま
つ

げ
・

眉
毛

が
な

く
な

る

〇
境

界
型

＊
類

結
節

型
と

ら
い

腫
型

の
コ

ラ
ボ

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
④

-1
（

ハ
ン

セ
ン

病
）
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1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
④

-1
（

ハ
ン

セ
ン

病
）

＜
現

在
の

発
生

状
況

＞
・

19
85

年
の

約
53

5万
人

か
ら

激
減

→
現

在
は

約
22

万
人

・
ハ

ン
セ

ン
病

未
制

圧
国

数
（

人
口

1万
人

あ
た

り
の

患
者

数
が

1人
以

上
）

は
ブ

ラ
ジ

ル
の

み

・
日

本
で

は
数

名
程

度

＜
対

策
＞

・
患

者
の

体
液

や
発

疹
に

触
ら

な
い

・
ア

ル
マ

ジ
ロ

に
接

触
し

な
い

・
抗

菌
薬

の
早

期
使

用
←

患
部

は
元

に
戻

ら
な

い

差
別

撤
廃

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
④

-1
（

ハ
ン

セ
ン

病
）

＜
概

要
＞

・
梅

毒
ト

レ
ポ

ネ
ー

マ
と

い
う

細
菌

に
よ

る
感

染
症

（
体

外
で

は
長

く
生

き
延

び
ら

れ
な

い
）

・
感

染
経

路
は

性
的

接
触

（
オ

ー
ラ

ル
セ

ッ
ク

ス
や

ア
ナ

ル
セ

ッ
ク

ス
、

キ
ス

で
も

感
染

す
る

恐
れ

あ
り

）

・
妊

娠
中

に
胎

児
に

感
染

し
、

先
天

性
の

障
害

が
生

じ
る

こ
と

も
あ

る

・
見

か
け

上
は

健
康

な
時

期
（

潜
伏

期
）

を
は

さ
ん

で
、

3段
階

で
生

じ
る

→
治

療
せ

ず
に

い
る

と
大

動
脈

、
脳

、
脊

髄
、

そ
の

他
の

臓
器

が
侵

さ
れ

る

・
ペ

ニ
シ

リ
ン

で
根

治
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

が
、

再
び

感
染

す
る

場
合

も
あ

る

→
免

疫
が

形
成

さ
れ

な
い

＝
ワ

ク
チ

ン
が

な
い

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
④

-2
（

梅
毒

）

＜
感

染
源

＞

・
梅

毒
ト

レ
ポ

ネ
ー

マ
（

ら
せ

ん
の

形
状

を
し

た
細

菌
）

・
低

酸
素

状
態

で
な

い
と

長
生

き
で

き
な

い
→

体
外

で
長

生
き

で
き

な
い

＝
感

染
経

路
が

限
ら

れ
る

＜
感

染
経

路
＞

〇
接

触
感

染
・

性
行

為
・

傷
の

あ
る

手
指

で
菌

に
汚

染
さ

れ
た

物
を

掴
ん

だ
・

輸
血

〇
胎

盤
感

染
母

親
が

梅
毒

に
感

染
し

、
胎

内
の

新
生

児
に

胎
盤

を
介

し
て

梅
毒

が
感

染

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
④

-2
（

梅
毒

）
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＜
発

生
時

期
＞

・
一

説
に

よ
る

と
、

新
大

陸
へ

進
出

し
た

コ
ロ

ン
ブ

ス
ら

に
よ

っ
て

持
ち

帰
ら

れ
る

（
す

で
に

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
に

存
在

し
て

い
た

と
い

う
説

も
あ

る
）

・
14

95
年

に
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

で
大

流
行

・
一

種
の

プ
ロ

パ
ガ

ン
ダ

と
し

て
も

使
わ

れ
る

例
：

「
ス

ペ
イ

ン
病

」
→

娼
婦

と
関

係
を

持
つ

こ
と

が
多

か
っ

た
船

乗
り

に
多

か
っ

た
た

め

・
日

本
で

も
16

世
紀

に
琉

球
、

長
崎

か
ら

侵
入

し
、

た
っ

た
1年

で
東

北
に

ま
で

感
染

拡
大

＜
流

行
地

域
＞

・
世

界
中

に
幅

広
く

分
布

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
④

-2
（

梅
毒

）

＜
症

状
＞

〇
第

1期
：

感
染

後
3週

間
（

10
日

～
3か

月
）

－
感

染
部

位
に

し
こ

り
や

た
だ

れ
（

痛
み

な
し

）
↓

〇
第

2期
：

感
染

後
数

か
月

－
体

の
あ

ら
ゆ

る
場

所
に

バ
ラ

疹
（

ピ
ン

ク
色

の
発

疹
）

脱
毛

、
陰

部
に

イ
ボ

、
口

の
粘

膜
に

炎
症

、
発

熱
、

疲
労

感
、

体
重

減
少

↓
〇

潜
伏

期
：

第
2機

の
あ

と
数

十
年

続
く

※
感

染
は

し
な

い
↓

〇
第

3期
：

初
期

感
染

か
ら

数
年

～
数

十
年

後
－

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
④

-2
（

梅
毒

）

＜
現

在
の

発
生

状
況

＞

・
数

年
前

よ
り

大
都

市
を

中
心

に
感

染
が

急
速

に
増

加
（

男
性

：
20

～
50

歳
代

、
女

性
：

20
歳

代
）

→
男

女
と

も
に

増
え

て
い

る

＜
対

策
＞

＊
免

疫
が

つ
き

に
く

い
＊

・
コ

ン
ド

ー
ム

の
使

用
※

コ
ン

ド
ー

ム
を

つ
け

た
か

ら
と

い
っ

て
感

染
し

な
い

わ
け

で
は

な
い

性
行

為
の

後
に

陰
部

を
洗

っ
て

も
効

果
な

し

・
性

病
に

関
す

る
啓

発
活

動

・
性

行
為

前
の

事
前

検
査

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
④

-2
（

梅
毒

）

＜
タ

ス
キ

ギ
ー

梅
毒

実
験

＞
・

19
32

~
19

72
年

の
40

年
に

わ
た

り
、

ア
メ

リ
カ

ア
ラ

バ
マ

州
の

タ
ス

キ
ギ

ー
で

行
わ

れ
た

梅
毒

の
臨

床
実

験

→
実

質
的

に
は

黒
人

男
性

を
中

心
に

行
わ

れ
た

人
体

実
験

対
象

者
：

貧
し

い
黒

人
小

作
農

60
0名

（
う

ち
39

9名
は

す
で

に
梅

毒
に

感
染

、
20

1名
は

感
染

し
て

い
な

か
っ

た
）

〇
食

事
・

葬
儀

費
用

が
無

償
で

提
供

さ
れ

る
も

、
治

療
は

一
切

受
け

ら
れ

ず
〇

「
特

別
に

無
償

の
治

療
を

受
け

る
ラ

ス
ト

チ
ャ

ン
ス

」
と

題
し

た
手

紙
を

40
0人

の
被

験
者

に
送

る

19
40

年
代

に
ペ

ニ
シ

リ
ン

が
治

療
薬

に
有

効
で

あ
る

と
証

明
さ

れ
る

も
、

研
究

は
続

行
。

治
療

も
施

さ
な

か
っ

た

＊
コ

ロ
ナ

禍
で

黒
人

の
人

々
が

ワ
ク

チ
ン

接
種

に
懐

疑
的

な
の

は
こ

の
せ

い
？

＊
→

ワ
ク

チ
ン

接
種

率
は

42
%

に
留

ま
っ

た
ま

ま

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
④

-2
（

梅
毒

）
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1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑤

（
天

然
痘

、
麻

疹
）

〇
ウ

イ
ル

ス
概

要
〇

天
然

痘
〇

麻
疹

（
概

要
、

感
染

源
、

発
生

時
期

、
流

行
地

域
、

症
状

、
現

在
の

発
生

状
況

、
対

策
）

ウ
イ

ル
ス

＝
生

物
で

は
な

い
？

＜
生

物
の

定
義

＞
1、

体
が

膜
で

仕
切

ら
れ

て
い

る
：

膜
に

よ
っ

て
、

体
と

外
界

と
が

は
っ

き
り

分
け

ら
れ

て
い

る

2、
代

謝
を

行
う

：
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
使

っ
て

生
命

の
維

持
活

動
を

し
て

い
る

3、
子

孫
を

残
す

（
自

分
の

複
製

を
作

る
）

：
自

分
の

遺
伝

子
を

受
け

継
ぐ

も
の

を
自

分
で

生
み

出
せ

る

⇒
ウ

イ
ル

ス
は

1、
3の

条
件

は
満

た
す

が
、

2の
条

件
に

当
て

は
ま

ら
な

い

＝
生

物
で

は
な

い
！

と
主

張
す

る
学

者
も

い
る

が
、

一
般

的
に

は
“微

生
物

”扱
い

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑤

（
天

然
痘

、
麻

疹
）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑤

（
天

然
痘

、
麻

疹
）

＜
概

要
＞

・
紀

元
前

よ
り

存
在

・
感

染
力

が
強

い
&

致
死

率
が

高
い

&
外

見
が

変
わ

る

→
日

本
で

は
「

美
目

定
め

の
病

」
と

呼
ば

れ
、

忌
み

嫌
わ

れ
る

・
人

間
に

の
み

感
染

す
る

ウ
イ

ル
ス

・
19

80
年

5月
に

世
界

根
絶

宣
言

、
以

降
、

天
然

痘
患

者
は

一
人

も
い

な
い

人
類

が
根

絶
し

た
唯

一
の

感
染

症
！

し
か

し

生
物

兵
器

と
し

て
利

用
さ

れ
る

危
険

性
あ

り

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑤

-1
（

天
然

痘
）
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＜
感

染
源

＞

・
天

然
痘

ウ
イ

ル
ス

（
オ

ル
ソ

ポ
ッ

ク
ス

ウ
イ

ル
ス

に
分

類
）

→
低

温
、

乾
燥

に
強

い
エ

ー
テ

ル
に

も
耐

え
る

＊
ア

ル
コ

ー
ル

、
ホ

ル
マ

リ
ン

、
紫

外
線

に
は

弱
い

・
2種

類
の

ウ
イ

ル
ス

が
存

在

〇
致

死
率

が
20

~
50

％
の

va
rio

la
m

aj
or

（
大

痘
瘡

）
〇

致
死

率
が

1%
以

下
の

va
rio

la
m

in
or

（
小

痘
瘡

）

＜
感

染
経

路
＞

・
人

に
の

み
感

染

・
飛

沫
感

染
、

接
触

感
染

で
う

つ
る

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑤

-1
（

天
然

痘
）

＜
発

生
時

期
＞

・
紀

元
前

10
00

年
ご

ろ
の

ミ
イ

ラ
に

天
然

痘
の

痕
跡

が
発

見
さ

れ
る

・
世

界
中

で
周

期
的

に
流

行
が

発
生

・
日

本
で

は
6世

紀
ご

ろ
に

最
初

の
流

行

→
以

降
、

周
期

的
に

感
染

が
発

生

＊
三

大
大

病
の

一
つ

と
し

て
恐

れ
ら

れ
、

感
染

対
策

と
し

て
全

国
各

地
で

“赤
い

”
衣

類
や

だ
る

ま
な

ど
の

小
物

を
魔

除
け

と
し

て
所

持
し

て
い

た

＜
流

行
地

域
＞

・
な

し

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑤

-1
（

天
然

痘
）

＜
症

状
＞

〇
お

よ
そ

12
日

間
（

7～
16

日
）

の
潜

伏
期

間
を

経
て

、
急

激
に

発
熱

そ
の

後
、

1、
前

駆
期

2、
発

疹
期

3、
水

疱
期

4、
化

膿
期

5、
か

さ
ぶ

た
（

結
痂

）

の
順

に
進

行
が

進
む

〇
頭

痛
、

四
肢

痛
、

腰
痛

な
ど

で
始

ま
り

、
全

身
（

顔
面

・
頭

部
）

に
水

疱
が

で
き

る

〇
物

が
飲

み
込

め
な

い
、

呼
吸

障
害

に
な

る
こ

と
も

あ
る

〇
か

さ
ぶ

た
が

完
全

に
は

が
れ

る
ま

で
は

完
全

隔
離

が
必

要

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑤

-1
（

天
然

痘
）

＜
現

在
の

発
生

状
況

＞

・
発

生
無

し
※

天
然

痘
へ

の
耐

性
は

弱
く

な
っ

て
い

る
た

め
、

感
染

が
広

が
っ

た
ら

ひ
と

た
ま

り
も

な
い

と
危

惧

＜
対

策
＞

・
治

療
は

対
症

療
法

が
主

（
水

分
補

給
、

症
状

の
緩

和
、

血
圧

を
維

持
す

る
た

め
の

処
置

、
呼

吸
補

助
）

・
抗

ウ
イ

ル
ス

薬
へ

の
試

験
は

行
わ

れ
て

い
な

い
が

、
一

応
あ

る

・
予

防
は

ワ
ク

チ
ン

接
種

と
隔

離
が

有
効

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑤

-1
（

天
然

痘
）

184



＜
概

要
＞

・
極

め
て

感
染

力
が

強
い

→
空

気
感

染
（

飛
沫

核
感

染
）

、
飛

沫
感

染
、

接
触

感
染

＊
同

じ
空

気
感

染
の

水
痘

や
結

核
よ

り
感

染
力

が
強

い
（

免
疫

を
持

っ
て

い
な

い
人

で
あ

れ
ば

80
~

90
%

の
確

率
で

感
染

）

・
単

独
で

の
致

死
率

は
高

く
な

い
が

、
他

の
病

気
と

合
わ

さ
る

（
合

併
症

）
と

厄
介

＊
先

進
国

で
あ

っ
て

も
麻

疹
患

者
約

1,
00

0人
に

1人
の

割
合

で
死

亡
す

る
可

能
性

＊
日

本
で

も
20

00
年

前
後

の
流

行
で

は
年

間
約

20
～

30
人

が
死

亡

・
子

供
で

発
症

す
る

こ
と

が
多

い ワ
ク

チ
ン

接
種

が
非

常
に

重
要

2回
の

ワ
ク

チ
ン

接
種

で
発

症
リ

ス
ク

を
最

小
限

に
抑

え
る

こ
と

が
可

能

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑤

-2
（

麻
疹

）

＜
感

染
源

＞
・

麻
疹

ウ
イ

ル
ス

（
パ

ラ
ミ

ク
ソ

ウ
イ

ル
ス

の
一

種
）

・
人

の
み

に
感

染

・
熱

、
紫

外
線

、
酸

、
エ

ー
テ

ル
等

に
弱

く
、

体
外

で
は

長
生

き
で

き
な

い

＜
感

染
経

路
＞

・
ル

ー
ト

が
非

常
に

豊
富

〇
空

気
感

染
（

飛
沫

核
感

染
）

〇
飛

沫
感

染
〇

接
触

感
染

※
感

染
力

が
あ

る
の

は
発

疹
出

現
前

～
出

現
後

の
数

日
間

発
疹

が
か

さ
ぶ

た
に

な
り

、
は

が
れ

落
ち

る
よ

う
に

な
る

と
感

染
力

は
失

わ
れ

る

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑤

-2
（

麻
疹

）

＜
発

生
時

期
＞

・
紀

元
前

よ
り

存
在

・
天

然
痘

も
含

む
“三

大
大

病
”の

一
つ

・
一

生
に

一
度

だ
け

感
染

す
る

の
で

、
成

長
期

の
通

過
儀

礼
と

考
え

ら
れ

て
い

た

＜
流

行
地

域
＞

・
ブ

ラ
ジ

ル
、

ア
フ

リ
カ

、
中

国
、

イ
ン

ド
、

ウ
ク

ラ
イ

ナ
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
で

多
い

・
日

本
で

は
20

14
年

に
東

南
ア

ジ
ア

か
ら

の
輸

入
感

染
が

増
加

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑤

-2
（

麻
疹

）
1.

2.
 過

去
の

感
染

症
の

事
例

⑤
-2

（
麻

疹
）
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＜
症

状
＞

〇
潜

伏
期

（
7~

14
日

）
発

熱
、

鼻
水

、
頻

発
す

る
空

せ
き

、
目

の
充

血

＊
コ

プ
リ

ッ
ク

斑
が

口
内

に
で

き
る

→
の

ど
の

痛
み

〇
3~

5日
後

軽
い

か
ゆ

み
の

あ
る

赤
い

発
疹

顔
→

胴
体

、
手

足
の

順
に

広
が

る

【
合

併
症

】

・
肺

炎
・

脳
へ

の
感

染
（

脳
炎

）
→

最
も

死
亡

率
が

高
い

・
過

剰
な

出
血

・
重

度
の

細
菌

感
染

症

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑤

-2
（

麻
疹

）

＜
現

在
の

発
生

状
況

＞

・
20

15
年

3月
、

麻
疹

排
除

国
と

し
て

W
H

O
に

認
定

・
国

内
で

の
感

染
例

は
ほ

と
ん

ど
が

輸
入

感
染

＜
対

策
＞

・
予

防
接

種
（

2回
の

ワ
ク

チ
ン

投
与

）
1回

目
：

生
後

12
～

15
カ

月
の

間
、

2回
目

：
4~

6歳
の

間

Q
、

な
ぜ

2回
必

要
な

の
か

？

A、
1回

目
の

ワ
ク

チ
ン

投
与

で
は

免
疫

が
十

分
に

つ
か

な
い

か
ら

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑤

-2
（

麻
疹

）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑥

（
ス

ペ
イ

ン
風

邪
・

SA
RS

）

〇
ス

ペ
イ

ン
風

邪
〇

SA
RS

（
概

要
、

感
染

源
、

発
生

時
期

、
流

行
地

域
、

症
状

、
現

在
の

発
生

状
況

、
対

策
）

＜
概

要
＞

・
「

ス
ペ

イ
ン

風
邪

」
と

い
う

名
は

俗
称

正
式

：
『

H
1N

1型
の

A型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
』

な
ぜ

「
ス

ペ
イ

ン
風

邪
」

と
呼

ば
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
？

世
界

が
「

ス
ペ

イ
ン

で
大

流
行

し
て

る
感

染
症

だ
！

」
と

勘
違

い
し

て
し

ま
っ

た
た

め

・
死

亡
者

数
は

40
00

万
人

以
上

が
死

亡
（

当
時

の
世

界
人

口
は

18
億

人
）

→
50

人
に

1人
が

死
亡

＊
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
16

倍
以

上
（

20
21

年
2月

段
階

で
の

死
者

数
を

24
0万

人
と

す
る

と
）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑥

-1
（

ス
ペ

イ
ン

風
邪

）
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＜
感

染
源

＞
・

H
1N

1型
の

A型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

・
同

じ
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

で
も

型
が

違
う

→
症

状
は

ほ
ぼ

同
じ

で
も

、
ワ

ク
チ

ン
が

効
か

な
い

・
突

然
変

異
が

早
い

→
薬

を
開

発
し

て
も

す
ぐ

に
効

か
な

く
な

っ
て

し
ま

う

・
人

獣
共

通
感

染
症

、
人

以
外

に
も

感
染

す
る

（
人

、
カ

モ
な

ど
の

渡
り

鳥
、

ニ
ワ

ト
リ

、
豚

な
ど

の
家

畜
） ＜
感

染
経

路
＞

飛
沫

感
染

、
接

触
感

染

・
渡

り
鳥

or
野

生
動

物
→

家
畜

→
人

・
人

→
人

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑥

-1
（

ス
ペ

イ
ン

風
邪

）

＜
発

生
時

期
＞

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

自
体

は
紀

元
前

か
ら

存
在

→
た

だ
し

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
と

特
定

で
き

た
の

は
20

世
紀

に
入

っ
て

か
ら

・
ス

ペ
イ

ン
風

邪
の

発
生

は
19

18
年

～
39

年
間

続
く

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

自
体

は
毎

年
世

界
各

地
で

発
生

〇
温

帯
地

域
よ

り
緯

度
が

高
い

国
－

冬
季

＊
北

半
球

－
1～

2月
頃

＊
南

半
球

－
7～

8月
頃

〇 ＜
流

行
地

域
＞

・
世

界
中

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑥

-1
（

ス
ペ

イ
ン

風
邪

）

＜
症

状
＞

・
肺

や
気

道
な

ど
の

呼
吸

器
系

に
感

染
す

る
ウ

イ
ル

ス
な

の
で

、
呼

吸
器

系
に

症
状

が
出

る

発
熱

、
鼻

水
、

の
ど

の
痛

み
、

せ
き

、
頭

痛
、

筋
肉

痛
、

全
身

の だ
る

さ
（

け
ん

怠
感

）

・
感

染
か

ら
1~

4日
で

突
然

発
症

・
初

期
症

状
は

悪
寒

（
ぞ

く
ぞ

く
し

た
感

覚
）

合
併

症
で

肺
炎

に
な

る
と

非
常

に
厄

介
（

脳
炎

も
危

険
）

〇
5歳

未
満

の
小

児
〇

高
齢

者
〇

慢
性

疾
患

（
糖

尿
病

な
ど

）
を

患
っ

て
い

る
人

〇
妊

婦
〇

肥
満

の
人

は
死

亡
リ

ス
ク

が
高

い

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑥

-1
（

ス
ペ

イ
ン

風
邪

）

＜
現

在
の

発
生

状
況

＞

・
世

界
中

で
発

生
こ

こ
数

年
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
の

お
か

げ
で

、
他

の
呼

吸
器

系
感

染
症

と
同

じ
く

激
減

し
て

い
る

＜
対

策
＞

・
マ

ス
ク

の
装

着
、

手
洗

い
・

う
が

い

・
毎

年
の

ワ
ク

チ
ン

接
種

＊
医

療
従

事
者

と
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

合
併

症
を

起
こ

す
リ

ス
ク

が
高

い
人

は
特

に
予

防
が

重
要

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑥

-1
（

ス
ペ

イ
ン

風
邪

）
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＜
概

要
＞

・
正

式
名

称
は

「
重

症
急

性
呼

吸
器

症
候

群
（

Se
ve

re
Ac

ut
e

Re
sp

ira
to

ry
Sy

nd
ro

m
e）

」
略

し
て

「
SA

RS
」

・
20

02
年

11
月

中
旬

、
中

国
の

広
東

省
で

発
生

し
た

新
し

い
感

染
症

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

と
同

じ
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
よ

る
感

染
症

・
死

亡
率

14
～

15
%

だ
が

年
齢

に
よ

る
ば

ら
つ

き
が

大
き

い

〇
24

歳
以

下
－

1％
未

満
〇

25
歳

～
44

歳
－

6％
〇

45
歳

～
64

歳
－

15
％

〇
65

歳
以

上
－

50
％

以
上

→
40

00
万

人
の

死
者

を
出

し
た

ス
ペ

イ
ン

風
邪

で
も

死
亡

率
は

2.
5%

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑥

-2
（

SA
RS

）

＜
感

染
源

＞

・
SA

RS
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

（
SA

RS
-C

oV
）

・
全

身
性

の
感

染
症

を
引

き
起

こ
す

・
た

だ
し

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
ほ

ど
感

染
力

は
強

く
な

い

＜
感

染
経

路
＞

飛
沫

感
染

、
接

触
感

染
？

・
不

明
（

動
物

、
食

品
、

動
物

の
糞

尿
が

媒
介

？
）

※
ま

だ
新

し
い

感
染

症
と

い
う

事
、

最
初

の
感

染
か

ら
8ヶ

月
で

封
じ

込
め

て
し

ま
っ

た
こ

と
も

あ
る

が
中

国
の

隠
蔽

も
あ

っ
た

中
国

が
SA

RS
へ

の
対

策
に

本
腰

を
入

れ
た

の
は

最
初

の
感

染
か

ら
5か

月
後

今
回

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

と
同

じ

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑥

-2
（

SA
RS

）

＜
発

生
時

期
＞

・
20

02
年

11
月

中
旬

、
中

国
広

東
省

・
20

03
年

2月
末

、
W

H
O

医
師

の
カ

ル
ロ

・
ウ

ル
バ

ニ
医

師
が

ベ
ト

ナ
ム

病
院

で
SA

RS
に

感
染

し
た

中
国

系
ア

メ
リ

カ
人

を
診

察

→
世

界
で

初
め

て
SA

RS
の

危
険

性
を

世
界

に
訴

え
た

医
師

・
W

H
O

が
全

世
界

に
向

け
警

報
を

発
し

た
の

は
20

03
年

3月
12

日

＜
流

行
地

域
＞

・
32

の
地

域
・

国
で

感
染

拡
大

（
北

半
球

の
イ

ン
ド

以
東

の
ア

ジ
ア

と
カ

ナ
ダ

を
中

心
に

流
行

）

・
20

03
年

7月
5日

に
封

じ
込

め
に

成
功

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑥

-2
（

SA
RS

）

→

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑥

-2
（

SA
RS

）
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＜
症

状
＞

・
潜

伏
期

間
は

2~
10

日
間

・
38

℃
以

上
の

発
熱

、
咳

、
息

切
れ

、
呼

吸
困

難
な

ど
の

呼
吸

器
症

状

・
香

港
か

ら
の

報
告

で
は

最
大

70
%

の
患

者
に

下
痢

の
症

状
が

確
認

さ
れ

た

・
頭

痛
、

悪
寒

戦
慄

（
ぞ

く
ぞ

く
す

る
感

覚
）

、
食

欲
不

振
、 全

身
の

だ
る

さ
（

倦
怠

感
）

、
意

識
が

朦
朧

と
す

る

・
感

染
力

は
弱

い
も

の
の

、
呼

吸
器

系
の

症
状

が
出

始
め

る
と

感
染

力
は

強
く

な
る

と
言

わ
れ

て
い

る

レ
ン

ト
ゲ

ン
で

写
真

を
撮

る
と

肺
が

図
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑥

-2
（

SA
RS

）

＜
現

在
の

発
生

状
況

＞

・
中

国
内

で
散

発
的

な
感

染
が

見
ら

れ
る

の
み

＜
対

策
＞

・
有

効
な

治
療

法
は

ま
だ

な
い

・
対

症
療

法
（

症
状

を
和

ら
げ

る
た

め
の

治
療

）
が

基
本

・
患

者
を

素
早

く
見

つ
け

、
早

期
に

隔
離

す
る

・
マ

ス
ク

の
装

着
、

手
洗

い
・

う
が

い

・
人

ご
み

を
避

け
る

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑥

-2
（

SA
RS

）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑦

（
AI

D
S・

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

〇
エ

イ
ズ

（
AI

D
S）

〇
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
（

概
要

、
感

染
源

、
発

生
時

期
、

流
行

地
域

、
症

状
、

現
在

の
発

生
状

況
、

対
策

）

＜
概

要
＞

・
19

81
年

に
初

め
て

発
見

・
濃

厚
な

接
触

感
染

で
感

染
→

8割
が

性
行

為
で

感
染

（
ウ

イ
ル

ス
や

ウ
イ

ル
ス

に
感

染
し

た
細

胞
を

含
む

血
液

や
精

液
な

ど
の

体
液

と
の

接
触

）

・
人

間
の

免
疫

シ
ス

テ
ム

を
破

壊
す

る
ウ

イ
ル

ス

→
普

段
な

ら
大

し
た

こ
と

な
い

病
気

や
感

染
症

が
重

症
化

し
て

し
ま

う

・
年

間
18

0万
人

の
新

規
感

染
者

、
う

ち
死

亡
者

は
10

0万
人

と
推

定

人
類

が
直

面
し

て
い

る
重

大
な

感
染

症
の

一
つ

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑦

-1
（

AI
D

S）
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＜
感

染
源

＞

・
H

IV
（

ヒ
ト

免
疫

不
全

ウ
イ

ル
ス

：
hu

m
an

im
m

un
od

ef
ic

ie
nc

y
vi

ru
s）

・
免

疫
細

胞
で

あ
る

ヘ
ル

パ
ー

T細
胞

や
マ

ク
ロ

フ
ァ

ー
ジ

に
感

染
・

侵
入

し
、

破
壊

→
司

令
塔

で
あ

る
ヘ

ル
パ

ー
T細

胞
の

破
壊

で
免

疫
系

が
混

乱
→

免
疫

機
能

が
低

下 ・
人

に
感

染

＜
感

染
経

路
＞

・
接

触
感

染
（

性
行

為
）

・
胎

盤
感

染

・
輸

血
、

違
法

薬
物

な
ど

に
使

用
す

る
注

射
器

が
媒

介

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑦

-1
（

AI
D

S）

＜
発

生
時

期
＞

・
最

初
に

発
見

さ
れ

た
の

は
19

81
年

の
ア

メ
リ

カ

チ
ン

パ
ン

ジ
ー

の
サ

ル
免

疫
不

全
ウ

イ
ル

ス
が

人
に

感
染

↓
ヒ

ト
免

疫
不

全
ウ

イ
ル

ス
（

H
IV

）
に

進
化

↓
ア

フ
リ

カ
で

感
染

が
拡

大
↓

世
界

中
に

感
染

が
拡

大

＜
流

行
地

域
＞

・
世

界
中

（
ア

フ
リ

カ
南

部
に

集
中

）

〇
大

人
の

20
人

に
1人

が
H

IV
に

感
染

〇
H

IV
感

染
者

の
60

%
以

上
は

女
性

・
少

女

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑦

-1
（

AI
D

S）

＜
症

状
＞

〇
感

染
初

期
：

1～
4週

間
以

内
に

発
熱

、
発

疹
、

の
ど

の
痛

み
、

リ
ン

パ
節

の
腫

れ
、

疲
労

通
常

3～
14

日
続

く

〇
無

症
候

期
：

症
状

が
な

い
期

間
が

2～
15

年
続

く

〇
エ

イ
ズ

発
症

期
：

通
常

で
は

あ
り

え
な

い
病

気
・

感
染

症
に

感
染

す
る

よ
う

に
な

る

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑦

-1
（

AI
D

S）

＜
現

在
の

発
生

状
況

＞

・
世

界
感

染
者

総
数

：
36

70
万

人
、

年
間

の
新

規
感

染
者

：
18

0万
人

、
年

間
の

死
亡

者
：

10
0万

人

・
日

本
感

染
者

総
数

：
2万

7千
人

以
上

、
年

間
の

新
規

感
染

者
：

10
11

人

エ
イ

ズ
は

無
症

状
の

期
間

が
長

い
の

で
、

患
者

が
気

付
い

て
い

な
い

可
能

性
が

高
い

実
際

は
も

っ
と

患
者

が
い

る

＜
対

策
＞

・
コ

ン
ド

ー
ム

着
用

に
よ

る
感

染
予

防

・
性

病
の

事
前

検
査

・
抗

ウ
イ

ル
ス

薬
※

薬
剤

耐
性

を
も

つ
新

た
な

ウ
イ

ル
ス

も
出

現

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑦

-1
（

AI
D

S）
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＜
概

要
＞

・
冬

型
の

胃
腸

炎
・

食
中

毒
を

引
き

起
こ

す

・
20

02
年

に
命

名
さ

れ
た

ば
か

り
の

新
し

い
ウ

イ
ル

ス

・
日

本
で

発
生

す
る

食
中

毒
の

う
ち

35
.2

%
が

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症

・
致

死
率

は
低

い
が

、
感

染
力

が
強

い

＊
特

に
外

界
で

の
生

存
力

が
強

い

例
）

〇
12

日
以

上
前

に
汚

染
さ

れ
た

カ
ー

ペ
ッ

ト
を

通
じ

て
新

た
な

感
染

が
発

生
〇

水
道

水
の

塩
素

殺
菌

で
も

死
滅

し
な

い

・
見

つ
け

に
く

い

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑦

-2
（

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

＜
感

染
源

＞

・
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス

＊
19

68
年

、
米

国
オ

ハ
イ

オ
州

ノ
ー

ウ
ォ

ー
ク

の
小

学
校

で
発

生
し

た
胃

腸
炎

の
感

染
源

「
SR

SV
（

小
型

球
形

ウ
イ

ル
ス

）
」

、
あ

る
い

は
「

ノ
ー

ウ
ォ

ー
ク

様
ウ

イ
ル

ス
（

N
or

w
al

k-
lik

e
vi

ru
se

s）
」

が
20

02
年

に
“ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
”と

命
名

。

・
非

常
に

頑
丈

・
人

間
の

体
内

で
し

か
活

動
し

な
い

た
め

、
ウ

イ
ル

ス
の

特
定

が
困

難

→
食

品
を

検
査

し
て

も
、

ウ
イ

ル
ス

を
培

養
で

き
な

い
の

で
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
が

い
る

か
ど

う
か

の
検

査
が

で
き

な
い

感
染

経
路

の
特

定
が

困
難

＜
感

染
経

路
＞

・
経

口
感

染

・
接

触
感

染

・
飛

沫
感

染

・
空

気
感

染
（

塵
埃

感
染

）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑦

-2
（

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

＜
発

生
時

期
＞

・
19

68
年

に
米

国
オ

ハ
イ

オ
州

ノ
ー

ウ
ォ

ー
ク

の
小

学
校

で
発

生
し

た
集

団
胃

腸
炎

か
ら

検
出

「
SR

SV
（

小
型

球
形

ウ
イ

ル
ス

）
」

、
「

ノ
ー

ウ
ォ

ー
ク

様
ウ

イ
ル

ス
（

N
or

w
al

k-
lik

e
vi

ru
se

s）
」

と
名

付
け

ら
れ

る

・
20

02
年

に
国

際
ウ

イ
ル

ス
命

名
委

員
会

に
よ

り
『

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

』
と

正
式

に
命

名

・
秋

口
か

ら
春

先
に

か
け

て
患

者
が

多
く

な
る

＜
流

行
地

域
＞

・
世

界
に

広
く

分
布

ア
メ

リ
カ

、
イ

ギ
リ

ス
、

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

、
フ

ラ
ン

ス
、

ス
ペ

イ
ン

、
オ

ラ
ン

ダ
、

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

、
ス

イ
ス

な
ど

で
感

染
が

報
告

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑦

-2
（

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

＜
症

状
＞

・
24

~
48

時
間

の
潜

伏
期

間

・
吐

き
気

、
嘔

吐
、

下
痢

、
腹

痛
、

軽
度

の
発

熱

・
通

常
で

あ
れ

ば
1~

2日
で

自
然

に
治

癒
、

後
遺

症
も

無
し

た
だ

し
、

子
供

・
老

人
の

よ
う

な
免

疫
力

の
低

い
人

は
注

意

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑦

-2
（

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）
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＜
現

在
の

発
生

状
況

＞

・
通

年
発

生

＜
対

策
＞

・
食

品
の

十
分

な
加

熱

・
貝

の
生

食
を

避
け

る

・
吐

物
・

糞
便

の
正

し
い

処
理

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑦

-2
（

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑧

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

〇
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

（
概

要
、

感
染

源
、

発
生

時
期

、
流

行
地

域
、

症
状

、
現

在
の

発
生

状
況

、
対

策
）

＜
用

語
＞

〇
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

＝
SA

RS
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

2（
SA

RS
-C

oV
2）

〇
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
＝

CO
VI

D
-1

9

＜
発

見
か

ら
現

在
ま

で
の

経
緯

＞

・
20

19
年

11
月

、
中

国
武

漢
で

発
生

→
W

H
O

に
20

19
年

12
月

31
日

に
報

告

原
因

不
明

の
肺

炎
の

蔓
延

が
確

認
（

44
例

中
、

11
例

が
重

症
、

33
例

が
安

定
）

・
20

20
年

1月
30

日
、

W
H

O
が

「
国

際
的

に
懸

念
さ

れ
る

公
衆

衛
生

上
の

緊
急

事
態

（
PH

EI
C

）
」

を
宣

言

・
同

年
3月

11
日

に
世

界
的

流
行

（
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
）

状
態

に
あ

る
と

表
明

さ
れ

る

現
在

感
染

者
数

：
1.

1億
人

死
亡

者
数

：
24

4万
人

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑧

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

＜
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

と
他

の
感

染
症

の
違

い
＞

ス
ー

パ
ー

・
ス

プ
レ

ッ
ダ

ー
（

Su
pe

rS
pr

ea
de

r）

→
定

義
は

ま
だ

定
ま

っ
て

い
な

い
が

、
ア

メ
リ

カ
疾

病
予

防
管

理
セ

ン
タ

ー
（

ア
メ

リ
カ

Ｃ
Ｄ

Ｃ
・

Ｍ
Ｍ

Ｗ
Ｒ

）
に

よ
る

と

“1
人

で
10

人
以

上
へ

の
感

染
拡

大
の

原
因

と
な

っ
た

患
者

”

の
こ

と
を

ス
ー

パ
ー

・
ス

プ
レ

ッ
ダ

ー
と

い
う

※
重

症
急

性
呼

吸
器

症
候

群
（

SA
RS

）
で

も
見

ら
れ

た
現

象

＊
無

症
状

の
感

染
者

＊
発

症
前

の
患

者

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑧

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）
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＜
感

染
源

＞

SA
RS

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
2（

SA
RS

-C
oV

2）
＊

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

一
種

＊
時

お
り

重
症

化
す

る
急

性
呼

吸
器

疾
患

を
引

き
起

こ
す

・
最

初
の

感
染

源
は

コ
ウ

モ
リ

？
→

キ
ク

ガ
シ

ラ
コ

ウ
モ

リ
か

ら
分

離
さ

れ
て

い
た

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

最
も

近
縁

で
あ

る
こ

と
が

判
明

・
粘

膜
か

ら
入

り
込

む
こ

と
は

で
き

る
が

、
健

康
な

皮
膚

か
ら

の
侵

入
は

で
き

ず
、

付
着

す
る

だ
け

→
手

洗
い

で
殺

菌
が

可
能

・
物

の
表

面
に

つ
い

て
も

24
~

72
時

間
で

壊
れ

て
し

ま
う

＝
感

染
力

が
24

~
72

時
間

続
く

・
石

鹸
、

消
毒

用
ア

ル
コ

ー
ル

、
0.

05
%

の
次

亜
塩

素
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
、

熱
で

殺
菌

・
消

毒
が

可
能

→
多

数
の

人
が

触
れ

る
可

能
性

が
あ

る
場

所
を

こ
ま

め
に

消
毒

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑧

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

＜
感

染
経

路
＞

・
飛

沫
感

染

・
接

触
感

染

※
ど

れ
く

ら
い

確
実

に
ウ

イ
ル

ス
が

感
染

す
る

か
は

不
明

発
症

の
２

日
前

か
ら

発
症

後
７

～
10

日
間

程
度

の
期

間
に

最
も

ウ
イ

ル
ス

排
出

量
が

高
く

な
る

＊
人

→
動

物
（

犬
、

猫
）

に
感

染
し

た
例

は
あ

る
が

逆
は

な
い

＊
蚊

や
ハ

エ
が

ウ
イ

ル
ス

を
運

ん
だ

事
例

は
な

い
＊

手
紙

や
輸

入
品

か
ら

感
染

し
た

と
い

う
報

告
も

な
い

＊
食

品
を

介
し

て
感

染
し

た
報

告
は

な
い

が
、

調
理

や
食

事
の

際
に

手
洗

い
を

し
て

い
な

い
と

感
染

リ
ス

ク
は

上
が

る

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑧

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

＜
発

生
時

期
＞

・
20

19
年

11
月

中
旬

～
下

旬
中

国
湖

北
省

武
漢

市

→
中

国
の

全
て

の
省

に
蔓

延
ア

ジ
ア

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

、
北

米
、

ア
フ

リ
カ

、
オ

セ
ア

ニ
ア

な
ど

他
の

16
0以

上
の

国
に

も
拡

散

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑧

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

＜
流

行
地

域
・

現
在

の
発

生
状

況
＞

・
世

界
中

1位
：

ア
メ

リ
カ

←
感

染
者

数
、

世
界

全
体

の
5分

の
1

2位
：

イ
ン

ド
3位

：
ブ

ラ
ジ

ル
4位

：
イ

ギ
リ

ス
5位

：
ロ

シ
ア

日
本

は
37

位

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
、

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

な
ど

の
オ

セ
ア

ニ
ア が

最
も

少
な

い

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑧

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）
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＜
症

状
＞

〇
呼

吸
器

症
状

が
主

〇
潜

伏
期

間
：

2~
14

日
間

・
発

熱
・

咳
・

息
切

れ
ま

た
は

呼
吸

困
難

・
悪

寒
ま

た
は

繰
り

返
す

悪
寒

戦
慄

・
疲

労
・

筋
肉

痛
・

頭
痛

・
の

ど
の

痛
み

・
嗅

覚
ま

た
は

味
覚

障
害

・
悪

心
（

吐
き

気
）

、
嘔

吐
、

お
よ

び
下

痢

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑧

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

＜
診

断
＞

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

感
染

し
た

疑
い

が
あ

る
場

合
→

ま
ず

、
か

か
り

つ
け

医
に

電
話

相
談

→
指

示
を

仰
ぐ

＜
検

査
方

法
＞

〇
PC

R検
査

：
ウ

イ
ル

ス
の

遺
伝

子
を

調
べ

る
、

数
時

間
か

か
る

〇
抗

原
定

性
検

査
：

ウ
イ

ル
ス

の
た

ん
ぱ

く
質

を
調

べ
る

、
約

40
分

か
か

る

〇
抗

原
定

量
検

査
：

ウ
イ

ル
ス

の
た

ん
ぱ

く
質

を
調

べ
る

、
約

30
分

か
か

る
、

抗
原

定
性

検
査

よ
り

少
な

い
量

の
ウ

イ
ル

ス
を

検
出

で
き

る

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑧

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

＜
対

策
＞

・
手

洗
い

・
う

が
い

の
徹

底
（

特
に

食
事

前
）

・
マ

ス
ク

の
着

用

・
3密

を
避

け
る

・
顔

や
目

を
触

ら
な

い

＊
不

確
か

な
情

報
に

踊
ら

さ
れ

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
？

＊

・
情

報
源

を
確

認
す

る
（

公
式

？
発

言
し

て
い

る
の

は
誰

？
）

・
AI

識
別

に
よ

る
デ

マ
拡

散
の

防
止

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑧

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

＜
ワ

ク
チ

ン
＞

〇
生

ワ
ク

チ
ン

〇
遺

伝
子

組
み

換
え

ワ
ク

チ
ン

〇
ベ

ク
タ

ー
ワ

ク
チ

ン

〇
D

N
Aワ

ク
チ

ン

〇
m

RN
Aワ

ク
チ

ン
（

フ
ァ

イ
ザ

ー
社

）

1.
2.

 過
去

の
感

染
症

の
事

例
⑧

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）
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1.
3.

 感
染

症
予

防

〇
感

染
症

予
防

（
予

防
・

公
衆

衛
生

の
定

義
と

予
防

医
学

）
〇

感
染

経
路

ご
と

の
予

防
策

〇
ワ

ク
チ

ン
（

概
要

、
仕

組
み

、
種

類
）

〇
行

政
や

自
治

体
の

予
防

対
策

＜
定

義
＞

予
防

：
悪

い
事

態
の

起
こ

ら
な

い
よ

う
に

前
も

っ
て

防
ぐ

こ
と

（
w

eb
lio

辞
典

よ
り

）

公
衆

衛
生

：
組

織
的

な
地

域
社

会
の

努
力

を
通

じ
て

疾
病

を
予

防
し

、
寿

命
を

延
長

し
、

身
体

的
お

よ
び

精
神

的
健

康
と

能
率

（
ef

fic
ie

nc
y）

の
増

進
を

図
る

科
学

で
あ

り
、

技
術

で
あ

る
（

ウ
ィ

ン
ス

ロ
ー

提
唱

）

実
際

の
活

動
→

疾
病

予
防

、
感

染
症

対
策

、
健

康
増

進
、

医
療

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
環

境
衛

生
、

衛
生

教
育

、
社

会
保

険
制

度
の

改
善

な
ど

＜
予

防
医

学
に

お
け

る
3つ

の
予

防
段

階
＞

一
次

予
防

：
疾

病
や

健
康

障
害

の
発

生
防

止
と

健
康

増
進

二
次

予
防

：
疾

病
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
に

よ
る

進
展

の
防

止

三
次

予
防

：
適

切
な

治
療

・
指

導
に

よ
る

疾
病

の
悪

化
予

防
と

治
癒

。
機

能
障

害
・

能
力

低
下

の
防

止
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
な

ど

1.
3.

 感
染

症
予

防
①

感
染

症
予

防
の

基
礎

1.
3.

 感
染

症
予

防
①

感
染

症
予

防
の

基
礎

＜
感

染
症

の
予

防
の

基
本

＞

感
染

の
3要

素
の

サ
イ

ク
ル

を
断

ち
切

る
こ

と
が

最
重

要

感
染

源
：

感
染

源
の

研
究

、
感

染
患

者
の

調
査

感
受

生
体

：
ワ

ク
チ

ン
な

ど
の

予
防

接
種

、
抗

菌
薬

・
抗

ウ
イ

ル
ス

薬
の

投
与

感
染

経
路

：
そ

れ
ぞ

れ
の

感
染

経
路

ご
と

の
対

策

1.
3.

 感
染

症
予

防
①

感
染

症
予

防
の

基
礎
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＜
感

染
経

路
ご

と
の

具
体

的
な

予
防

策
＞

〇
空

気
感

染
：

換
気

、
感

染
者

の
隔

離
、

室
内

の
気

圧
調

整

〇
飛

沫
感

染
：

感
染

者
と

距
離

を
保

つ
（

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
）

も
し

く
は

隔
離

、
マ

ス
ク

着
用

、
う

が
い

〇
接

触
感

染
：

手
袋

・
エ

プ
ロ

ン
・

ガ
ウ

ン
の

着
用

、
手

洗
い

、
清

掃
、

清
拭

、
除

菌

〇
経

口
感

染
：

生
も

の
・

生
水

の
飲

食
を

控
え

る
、

手
洗

い
・

う
が

い

〇
胎

盤
感

染
：

妊
娠

中
の

感
染

予
防

、
妊

婦
健

康
診

査
を

受
け

る
、

手
洗

い
・

う
が

い

1.
3.

 感
染

症
予

防
②

感
染

経
路

ご
と

の
予

防
策

＜
概

要
＞

ワ
ク

チ
ン

と
は

？
→

人
間

の
バ

リ
ア

機
能

（
免

疫
力

）
を

高
め

て
く

れ
る

薬

＊
弱

ら
せ

た
・

無
力

化
し

た
感

染
源

（
細

菌
・

ウ
イ

ル
ス

）
を

あ
ら

か
じ

め
投

与
し

て
感

染
を

予
防

語
源

：
牛

痘
（

ラ
テ

ン
語

：
Va

rio
la

e
va

cc
in

ae
）

→
今

で
も

ワ
ク

チ
ン

は
英

語
で

「
va

cc
in

e」

＜
仕

組
み

＞
感

染
源

（
細

菌
・

ウ
イ

ル
ス

）
を

ボ
コ

ボ
コ

に
し

て
弱

ら
せ

る
or

 無
力

化
す

る

人
間

の
体

内
に

弱
ら

せ
た

感
染

源
を

投
与

す
る

人
間

の
身

体
を

守
っ

て
い

る
免

疫
系

（
白

血
球

や
マ

ク
ロ

フ
ァ

ー
ジ

、
T細

胞
、

B細
胞

）
に

倒
し

て
も

ら
う

免
疫

系
に

感
染

源
に

つ
い

て
の

情
報

を
与

え
、

感
染

源
に

慣
れ

て
も

ら
う

1.
3.

 感
染

症
予

防
③

ワ
ク

チ
ン

＜
ワ

ク
チ

ン
の

種
類

＞

〇
生

ワ
ク

チ
ン

〇
不

活
化

ワ
ク

チ
ン

〇
ト

キ
ソ

イ
ド

（
毒

素
）

〇
遺

伝
子

組
み

換
え

ワ
ク

チ
ン

〇
ベ

ク
タ

ー
ワ

ク
チ

ン

〇
D

N
Aワ

ク
チ

ン

〇
m

RN
Aワ

ク
チ

ン

〇
混

合
ワ

ク
チ

ン
（

1回
で

複
数

の
感

染
症

の
免

疫
を

得
ら

れ
る

）

1.
3.

 感
染

症
予

防
③

ワ
ク

チ
ン

＜
生

ワ
ク

チ
ン

と
不

活
化

ワ
ク

チ
ン

＞

〇
生

ワ
ク

チ
ン

：
感

染
源

を
弱

ら
せ

た
ワ

ク
チ

ン
、

得
ら

れ
る

抗
体

量
は

多
い

が
副

作
用

が
あ

る

〇
不

活
化

ワ
ク

チ
ン

：
感

染
源

を
バ

ラ
バ

ラ
に

し
て

無
毒

化
し

た
ワ

ク
チ

ン
、

副
作

用
は

な
い

が
、

何
回

か
分

け
て

接
種

し
な

い
と

い
け

な
い

1.
3.

 感
染

症
予

防
③

ワ
ク

チ
ン
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＜
最

近
話

題
の

m
RN

Aワ
ク

チ
ン

と
は

？
＞

感
染

源
の

情
報

（
ｍ

RN
A）

を
特

殊
な

ナ
ノ

粒
子

の
カ

プ
セ

ル
で

包
ん

で
体

内
に

投
与

す
る

→
感

染
源

の
情

報
を

免
疫

系
に

届
け

る
こ

と
で

、
免

疫
力

を
つ

け
る

従
来

の
ワ

ク
チ

ン
に

比
べ

て
製

法
が

簡
便

で
コ

ス
ト

も
抑

え
ら

れ
る

臨
床

試
験

で
有

効
率

90
%

以
上

（
接

種
し

な
か

っ
た

人
よ

り
、

接
種

し
た

人
の

方
が

発
症

率
が

90
%

以
上

少
な

か
っ

た
）

＊
「

m
RN

Aが
体

内
に

半
永

久
的

に
残

る
」

は
ウ

ソ
？

ホ
ン

ト
？

＊

→
ウ

ソ
（

記
事

を
掲

載
し

た

m
RN

Aを
含

む
RN

Aと
い

う
物

質
は

非
常

に
不

安
定

、
体

内
に

半
永

久
的

に
残

る
な

ど
ま

ず
あ

り
得

な
い

1.
3.

 感
染

症
予

防
③

ワ
ク

チ
ン

＜
国

の
対

策
＞

「
感

染
症

法
」

（
正

式
名

称
：

感
染

症
の

予
防

及
び

感
染

症
の

患
者

に
対

す
る

医
療

に
関

す
る

法
律

）

－
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
で

改
正

（
20

21
年

2月
3日

、
施

行
は

同
月

13
日

）

〇
入

国
規

制

〇
国

民
へ

の
情

報
提

供

〇
地

方
自

治
体

・
企

業
に

要
請

〇
給

付
金

・
補

助
金

の
支

給

〇
ワ

ク
チ

ン
・

検
査

キ
ッ

ド
・

抗
ウ

イ
ル

ス
薬

の
開

発
促

進

〇
感

染
症

対
策

本
部

の
設

置

地
方

自
治

体
・

企
業

で
は

対
処

し
き

れ
な

い
規

模
の

政
策

を
計

画
・

実
施

（
緊

急
事

態
宣

言
、

都
市

封
鎖

・
ロ

ッ
ク

ダ
ウ

ン
な

ど
）

1.
3.

 感
染

症
予

防
④

行
政

や
自

治
体

の
対

策

＜
各

地
方

自
治

体
の

対
策

＞

〇
各

市
町

村
に

応
じ

た
検

査
の

実
施

（
地

方
衛

生
研

究
所

を
中

心
に

）

〇
各

病
院

で
不

足
し

て
い

る
物

資
の

確
保

〇
休

業
要

請
で

収
入

が
激

減
し

た
人

へ
の

支
援

〇
専

門
家

の
育

成

〇
感

染
症

が
発

生
し

た
時

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

国
で

は
手

が
行

き
届

か
な

い
細

や
か

な
部

分
で

対
策

を
行

う

1.
3.

 感
染

症
予

防
④

行
政

や
自

治
体

の
対

策

＜
自

衛
隊

に
よ

る
災

害
派

遣
＞

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
＝

災
害

→
災

害
派

遣
（

通
常

は
各

都
道

府
県

知
事

が
要

請
し

て
派

遣
さ

れ
る

が
、

今
回

は
事

態
の

緊
急

性
か

ら
、

要
請

を
待

た
ず

自
衛

隊
の

災
害

派
遣

が
決

定
） 【
具

体
的

な
活

動
】

・
ヘ

リ
に

よ
る

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
者

の
搬

送
・

自
治

体
職

員
へ

の
感

染
防

止
教

育
・

医
療

支
援

・
看

護
業

務
支

援
・

資
材

提
供

（
CT

診
断

車
の

貸
し

出
し

）
等

な
ど

…
…

1.
3.

 感
染

症
予

防
④

行
政

や
自

治
体

の
対

策
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1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら

〇
防

疫
と

AI
・

Io
Tの

関
係

〇
AI

・
Io

Tの
活

用
法

〇
国

内
の

活
用

例
〇

国
外

の
活

用
例

〇
今

後
の

需
要

の
高

ま
り

の
予

想

＜
防

疫
と

AI
・

Io
Tの

関
係

＞

・
x-

Te
ch

（
ク

ロ
ス

テ
ッ

ク
）

は
す

で
に

防
疫

以
外

の
業

界
で

も
活

躍
し

て
い

る

（
金

融
、

不
動

産
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

小
売

、
広

告
、

医
療

、
健

康
、

教
育

、
人

材
、

農
業

、
環

境
、

政
治

、
法

律
、

ス
ポ

ー
ツ

、
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
、

食
料

）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
世

界
的

流
行

（
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
）

で
急

速
に

需
要

が
高

ま
る

＊
日

本
国

内
・

海
外

と
も

に
す

で
に

実
用

化
し

て
い

る
＊

例
）

〇
顔

認
証

&
体

温
検

知
に

よ
る

「
感

染
症

の
拡

大
を

予
防

す
る

カ
メ

ラ
」

〇
家

庭
学

習
用

の
AI

教
材

〇
AI

で
SN

Sを
監

視
す

る
こ

と
で

感
染

状
況

を
把

握
、

発
生

場
所

を
特

定
す

る

1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら
①

防
疫

と
AI

・
Io

Tの
関

係

AI
（

人
工

知
能

）
＝

“
”

＜
AI

の
特

技
＞

・ ・ ・
与

え
ら

れ
た

デ
ー

タ
か

ら
反

復
し

て
学

習
し

、
適

切
な

規
則

を
見

出
す

＜
AI

の
防

疫
へ

の
応

用
＞

・
血

液
検

査
・

X線
画

像
検

査
か

ら
感

染
し

て
い

る
か

診
断

・
SN

S上
の

デ
ー

タ
か

ら
感

染
経

路
を

解
析

・
特

定
す

る
AI

・
正

し
い

手
洗

い
方

法
を

映
像

と
共

に
教

え
て

く
れ

る
AI

1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら
②

AI
・

Io
Tの

活
用

法

Io
T

＝

＜
Io

Tの
特

技
＞

・
デ

ー
タ

を
収

集
・

蓄
積

・
分

析
す

る
こ

と
で

「
人

」
と

「
物

」
の

間
の

通
信

を
可

能
に

し
、

生
活

の
進

化
を

加
速

す
る

・
コ

ス
ト

削
減

、
よ

り
効

率
化

す
る

＜
Io

Tの
防

疫
へ

の
応

用
＞

・
接

触
確

認
ア

プ
リ

・
室

内
が

3密
に

な
っ

て
い

な
い

か
監

視
す

る

・
遠

隔
体

温
測

定
サ

ー
ビ

ス

1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら
②

AI
・

Io
Tの

活
用

法
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＜
接

触
確

認
ア

プ
リ

＞

厚
生

労
働

省
が

開
発

中
の

接
触

確
認

ア
プ

リ
「

CO
CO

A」

陽
性

者
と

接
触

し
た

可
能

性
が

分
か

る
こ

と
で

、
検

査
の

受
診

な
ど

保
健

所
の

サ
ポ

ー
ト

を
早

く
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

今
年

2月
3日

去
年

9月
末

か
ら

不
具

合
が

あ
り

、
し

か
も

そ
れ

が
ず

っ
と

放
置

い
た

こ
と

が
発

覚

・
日

本
の

深
刻

な
IT

格
差

（
デ

ジ
タ

ル
ネ

イ
テ

ィ
ブ

）
・

委
託

を
繰

り
返

す
（

連
絡

が
不

十
分

、
自

ら
の

役
割

の
確

認
不

足
）

・
IT

経
験

の
少

な
い

厚
生

労
働

省
が

ト
ッ

プ
を

担
っ

て
し

ま
っ

た

政
府

（
厚

生
労

働
省

）
→

委
託

さ
れ

た
企

業
→

再
委

託
さ

れ
た

企
業

→
再

々
委

託
さ

れ
た

企
業

伝
言

ゲ
ー

ム
の

よ
う

に
な

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら
③

国
内

の
活

用
例

1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら
③

国
内

の
活

用
例

＜
AI

チ
ャ

ッ
ト

ボ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
＞

AI
チ

ャ
ッ

ト
ボ

ッ
ト

サ
ー

ビ
ス

と
は

？
＝

チ
ャ

ッ
ト

を
通

じ
て

AI
が

正
確

な
情

報
を

教
え

て
く

れ
る

サ
ー

ビ
ス

人
手

不
足

解
消

混
雑

緩
和

何
よ

り
…

…
デ

マ
防

止
不

安
心

理
の

解
消

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
先

陣
を

切
る

〇
訪

日
外

国
人

向
け

チ
ャ

ッ
ト

ボ
ッ

ト
「

Be
bo

t」
（

20
20

年
2月

4日
）

→
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

情
報

を
無

償
提

供

〇
LI

N
Eが

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
情

報
厚

生
労

働
省

」
の

公
式

ア
カ

ウ
ン

ト
を

開
設

（
20

20
年

2月
7日

）
→

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

発
生

状
況

や
予

防
方

法
、

健
康

相
談

を
AI

チ
ャ

ッ
ト

ボ
ッ

ト
で

自
動

受
付

1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら
③

国
内

の
活

用
例

＜
AI

に
よ

る
感

染
症

の
診

断
＞

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

、
PC

R検
査

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
診

断
・

予
測

モ
デ

ル
の

開
発

が
1つ

の
ト

レ
ン

ド
に

＊
診

断
モ

デ
ル

に
よ

っ
て

は
人

間
の

医
師

以
上

の
精

度
・

速
度

を
誇

る

→
た

だ
し

、
そ

れ
に

人
間

が
甘

え
て

し
ま

う
危

険
性

も
指

摘

・
政

府
も

AI
開

発
を

後
押

し
（

ア
メ

リ
カ

、
イ

ギ
リ

ス
）

・
AI

市
場

の
投

資
も

活
発

化

そ
れ

で
も

、
医

師
の

手
が

足
り

な
い

！
！

1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら
④

国
外

の
活

用
例
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＜
具

体
例

＞

〇
胸

部
レ

ン
ト

ゲ
ン

画
像

診
断

（
ノ

ー
ス

ウ
ェ

ス
タ

ン
大

学
、

re
d

do
t社

、
ア

リ
バ

バ
社

）

→
人

間
の

医
師

以
上

の
精

度
と

速
度

、
ト

リ
ア

ー
ジ

（
治

療
時

の
優

先
順

位
付

け
）

の
迅

速
化

に
成

功

〇
一

般
血

液
検

査
と

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
か

ら
診

断
（

オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド

大
学

）

→
来

院
後

1時
間

以
内

に
92

.3
%

の
患

者
の

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

有
無

の
診

断
を

行
う

AI
の

開
発

〇
呼

気
や

咳
か

ら
感

染
の

有
無

を
診

断
（

マ
サ

チ
ュ

ー
セ

ッ
ツ

工
科

大
学

、
N

ex
tG

en
Bi

om
ed

社
と

Sc
en

te
ch

M
ed

ic
al

社
、

東
北

大
学

、
島

津
製

作
所

）

→
呼

気
中

の
揮

発
性

有
機

化
合

物
を

分
析

す
る

こ
と

で
、

感
染

者
・

活
動

性
の

患
者

・
無

症
候

性
保

菌
者

（
キ

ャ
リ

ア
）

に
グ

ル
ー

プ
分

け

1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら
④

国
外

の
活

用
例

＜
防

疫
ロ

ボ
ッ

ト
＞

・
受

付
・

案
内

・
搬

送
ロ

ボ
ッ

ト
に

体
温

測
定

や
消

毒
な

ど
の

機
能

を
加

え
て

防
疫

に
活

用
・

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

モ
ー

ル
、

ホ
テ

ル
、

レ
ス

ト
ラ

ン
、

展
示

会
、

高
速

鉄
道

駅
、

オ
フ

ィ
ス

ビ
ル

な
ど

、
様

々
な

場
所

で
活

躍

1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら
④

国
外

の
活

用
例

1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら
④

国
外

の
活

用
例

＜
概

要
＞

1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら
④

国
外

の
活

用
例

200



AI
：

開
発

中
の

感
染

症
診

断
の

普
及

、
創

薬
AI

の
開

発
→

AI
の

妥
当

検
証

と
医

療
AI

の
法

整
備

が
進

ん
で

か
ら

Io
T：

CO
CO

Aの
不

具
合

解
消

か
ら

の
普

及
→

す
で

に
急

ピ
ッ

チ
で

不
具

合
解

消
が

進
ん

で
い

る

ま
ず

は
法

整
備

が
真

っ
先

に
進

む
の

で
は

？

＊
日

本
の

防
疫

対
策

は
「

ホ
ト

ケ
防

疫
」

？
＊

放
っ

て
お

け
ば

勝
手

に
事

態
が

収
束

す
る

と
い

う
楽

観
論

は
危

険

1.
4.

 防
疫

の
こ

れ
か

ら
⑤

今
後

の
需

要
高

ま
り

の
予

想

２
. 事

故
防

止

2.
1.

 事
故

防
止

の
基

本
2.

2.
 事

故
防

止
の

こ
れ

か
ら

●
交

通
事

故
の

基
礎

知
識

・
「

交
通

事
故

」
と

は
、

車
両

等
及

び
列

車
の

交
通

に
よ

っ
て

起
こ

さ
れ

た
事

故
で

、
人

の
死

亡
ま

た
は

負
傷

を
伴

う
も

の
並

び
に

物
損

事
故

を
い

う
。

（
警

察
庁

H
Pよ

り
）

・
原

因
は

「
ひ

と
」

「
ク

ル
マ

」
「

道
路

環
境

」
の

３
要

素
。

・
年

間
の

交
通

事
故

の
発

生
件

数
は

年
々

減
少

傾
向

。

2.
1.

 事
故

防
止

の
基

本

↑
国

立
研

究
開

発
法

人
国

立
長

寿
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
H

Pよ
り

●
交

通
事

故
の

原
因

・
「

ひ
と

」
「

ク
ル

マ
」

「
道

路
環

境
」

の
う

ち
、

「
ひ

と
」

が
原

因
に

占
め

る
割

合
が

最
も

高
い

。

・
特

に
多

い
要

因
は

「
安

全
不

確
認

」
、

「
動

静
不

注
視

」
、

「
漫

然
運

転
」

。

2.
1.

 事
故

防
止

の
基

本

↑
国

立
研

究
開

発
法

人
国

立
長

寿
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
H

Pよ
り
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●
交

通
事

故
防

止
の

た
め

の
考

え
方

・
ひ

と
の

ミ
ス

は
「

認
知

ミ
ス

」
「

判
断

ミ
ス

」
「

操
作

ミ
ス

」
に

分
類

で
き

る
。

→
「

ハ
ー

ド
」

面
で

の
対

策
と

「
ソ

フ
ト

」
面

で
の

対
策

が
必

要
。

・
「

ハ
ー

ド
」

面
＝

車
自

体
に

搭
載

で
き

る
事

故
防

止
シ

ス
テ

ム
な

ど
。

例
）

AS
V

・
「

ソ
フ

ト
」

面
＝

安
全

運
転

教
育

や
啓

発
運

動
な

ど
。

例
）

安
全

運
転

講
習

2.
1.

 事
故

防
止

の
基

本

●
行

政
に

よ
る

対
策

・
道

路
環

境
の

対
策

は
民

間
で

は
で

き
な

い
→

行
政

に
よ

る
対

策
が

必
要

。

・
場

所
ご

と
に

事
故

原
因

の
分

析
+

そ
れ

に
合

わ
せ

た
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
な

対
策

・
標

識
の

設
置

、
渋

滞
緩

和
、

中
央

分
離

帯
の

開
口

部
閉

鎖
な

ど
の

例
が

あ
る

2.
1.

 事
故

防
止

の
基

本

●
大

規
模

な
交

通
事

故
の

事
例

・
東

池
袋

自
動

車
暴

走
死

傷
事

故

原
因

:ブ
レ

ー
キ

と
ア

ク
セ

ル
の

踏
み

間
違

い

死
亡

者
:2

人
、

負
傷

者
:9

人

裁
判

:公
判

中

2.
1.

 事
故

防
止

の
基

本

●
交

通
事

故
ま

と
め

2.
1.

 事
故

防
止

の
基

本

↑
国

立
研

究
開

発
法

人
国

立
長

寿
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
H

Pよ
り

認
知

ミ
ス

判
断

ミ
ス

操
作

ミ
ス

「
ハ

ー
ド

」
と

「
ソ

フ
ト

」
で

対
策
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●
イ

ベ
ン

ト
等

で
発

生
す

る
事

故
の

基
礎

知
識

・
大

き
く

分
け

て
「

イ
ベ

ン
ト

施
設

が
原

因
で

第
三

者
に

損
害

を
与

え
る

」
事

故
と

「
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

・
観

客
自

身
が

原
因

と
な

っ
て

ケ
ガ

を
さ

せ
る

」
事

故
に

分
か

れ
る

。

・
「

イ
ベ

ン
ト

施
設

が
原

因
の

事
故

」
＝

施
設

の
破

損
等

に
よ

る
第

三
者

の
所

有
物

へ
の

損
害

・
「

参
加

者
自

身
が

原
因

の
事

故
」

＝
雑

踏
事

故
が

代
表

的
。

2.
1.

 事
故

防
止

の
基

本

●
イ

ベ
ン

ト
等

で
発

生
す

る
事

故
の

原
因

と
事

故
防

止
の

考
え

方

・
ど

ち
ら

も
原

因
は

運
営

者
に

た
ど

り
つ

く
。

施
設

の
設

置
状

況
、

ス
タ

ッ
フ

の
配

置
状

況
な

ど
が

あ
る

。

・
対

策
と

し
て

は
事

前
の

確
認

や
打

ち
合

わ
せ

・
適

切
な

安
全

管
理

が
有

効
。

→
来

場
者

数
の

予
測

、
警

備
の

管
理

な
ど

。

2.
1.

 事
故

防
止

の
基

本

●
行

政
に

よ
る

対
策

・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

制
定

を
し

て
い

る
自

治
体

も
あ

る
。

→
医

療
／

救
護

体
制

や
状

況
に

応
じ

た
対

処
要

領
ま

で
細

か
く

掲
載

さ
れ

て
い

る

・
食

品
を

扱
う

際
は

届
出

を
求

め
た

り
、

事
故

防
止

の
た

め
に

所
轄

の
警

察
署

へ
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
事

前
相

談
す

る
こ

と
が

必
要

と
さ

れ
る

こ
と

も
。

・
事

故
防

止
の

主
体

は
イ

ベ
ン

ト
の

主
催

・
運

営
者

。

2.
1.

 事
故

防
止

の
基

本

●
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

大
規

模
事

故
の

事
例

・
乃

木
坂

４
６

東
京

ド
ー

ム
公

演
で

の
カ

メ
ラ

落
下

事
故

→
公

演
中

、
４

本
の

ワ
イ

ヤ
ー

で
つ

る
さ

れ
た

重
さ

４
０

ｋ
ｇ

の
カ

メ
ラ

が
客

席
椅

子
に

落
下

。

→
男

性
３

人
が

負
傷

も
公

演
続

行
。

・
ラ

フ
ィ

ン
ノ

ー
ズ

公
演

雑
踏

事
故

→
演

奏
に

興
奮

し
た

一
部

の
観

客
が

ス
テ

ー
ジ

に
上

が
ろ

う
と

し
た

こ
と

が
き

っ
か

け
で

将
棋

倒
し

が
発

生
。

→
３

名
が

死
亡

、
１

名
が

重
傷

、
１

９
名

が
軽

傷
。

2.
1.

 事
故

防
止

の
基

本
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●
自

動
運

転
技

術
の

基
礎

知
識

2.
2.

 事
故

防
止

の
こ

れ
か

ら

●
自

動
運

転
技

術
の

構
成

要
素

2.
2.

 事
故

防
止

の
こ

れ
か

ら

●
事

故
防

止
と

AI

・
AI

=
学

習
・

推
論

・
判

断
と

い
っ

た
人

間
の

知
能

の
も

つ
機

能
を

備
え

た
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

シ
ス

テ
ム

（
大

辞
林

第
三

版
よ

り
）

・
「

機
械

学
習

」
＝

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
が

大
量

の
デ

ー
タ

を
学

習
し

、
様

々
な

タ
ス

ク
を

遂
行

す
る

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

・
モ

デ
ル

を
自

動
的

に
構

築
す

る
技

術
。

・
「

ニ
ュ

ー
ラ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

＝
脳

の
神

経
回

路
の

一
部

を
模

し
た

も
の

。

・
「

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
」

＝
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
多

層
に

結
合

し
て

表
現

・
学

習
能

力
を

高
め

た
機

械
学

習
の

手
法

。

2.
2.

 事
故

防
止

の
こ

れ
か

ら

●
AI

の
活

用
例

・
Py

re
ne

e
D

riv
e

→
AI

を
活

用
し

た
安

全
運

転
支

援
シ

ス
テ

ム
。

道
路

状
況

と
ド

ラ
イ

バ
ー

の
状

況
を

常
に

把
握

し
、

事
故

が
起

き
な

い
よ

う
に

支
援

す
る

。

・
Au

di
AI

ト
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ジ
ャ

ム
パ

イ
ロ

ッ
ト

→
AI

を
活

用
し

た
自

動
運

転
シ

ス
テ

ム
。

一
定

の
条

件
下

で
シ

ス
テ

ム
が

運
転

操
作

を
行

う
。

2.
2.

 事
故

防
止

の
こ

れ
か

ら
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●
AI

の
活

用
例

・
作

業
現

場
で

の
動

線
監

視
。

→
AI

に
よ

る
画

像
解

析
に

よ
り

、
作

業
現

場
の

設
備

周
辺

な
ど

に
人

が
立

ち
入

っ
た

ら
ラ

イ
ン

が
停

止
す

る
シ

ス
テ

ム
。

・
作

業
現

場
で

の
姿

勢
検

知
。

→
２

つ
の

AI
を

組
み

合
わ

せ
、

作
業

者
の

不
適

切
な

姿
勢

を
検

知
、

身
体

負
荷

を
軽

減
さ

せ
る

シ
ス

テ
ム

。

2.
2.

 事
故

防
止

の
こ

れ
か

ら

●
Io

Tと
は

・
Io

T＝
従

来
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
様

々
な

モ
ノ

が
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
サ

ー
バ

ー
や

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

に
接

続
さ

れ
、

相
互

に
情

報
交

換
を

す
る

仕
組

み
。

・
こ

れ
ま

で
表

面
化

し
て

い
な

か
っ

た
デ

ー
タ

を
扱

う
こ

と
が

で
き

る
。

・
「

デ
バ

イ
ス

」
「

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

」
「

サ
ー

バ
ー

」
か

ら
構

成
。

2.
2.

 事
故

防
止

の
こ

れ
か

ら

●
Io

Tと
通

信
技

術

・
用

途
に

応
じ

て
様

々
な

通
信

技
術

が
用

い
ら

れ
る

。

・
LP

W
Aと

5G
が

代
表

的
な

例
。

2.
2.

 事
故

防
止

の
こ

れ
か

ら

●
５

G
と

は

・
超

低
遅

延
通

信
が

必
要

な
場

合
に

有
効

。

・
事

故
の

防
止

に
は

こ
ち

ら
が

必
要

。

2.
2.

 事
故

防
止

の
こ

れ
か

ら
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●
Io

Tの
活

用
例

ー
交

通
事

故
防

止

・
運

転
デ

ー
タ

の
蓄

積
に

よ
る

運
転

適
性

判
断

→
セ

ン
サ

ー
で

収
集

し
た

危
険

運
転

デ
ー

タ
を

も
と

に
運

転
適

性
を

評
価

し
た

り
、

安
全

運
転

講
習

の
質

向
上

・
事

故
発

生
時

の
通

報
自

動
化

→
カ

ー
ナ

ビ
と

エ
ア

バ
ッ

グ
が

連
携

、
エ

ア
バ

ッ
グ

作
動

時
に

セ
ン

タ
ー

へ
自

動
通

報
、

そ
の

後
全

国
の

警
察

や
消

防
に

自
動

通
報

さ
れ

る

2.
2.

 事
故

防
止

の
こ

れ
か

ら

３
. 日

本
の

環
境

問
題

3.
1.

 日
本

の
環

境
問

題
の

概
要

3.
2.

 ア
ス

ベ
ス

ト
3.

3.
 ゴ

ミ
問

題
3.

4.
 公

害
3.

5.
 都

市
化

の
問

題
3.

6.
 原

子
力

発
電

所
の

廃
炉

・
放

射
性

廃
棄

物
3.

7.
 日

本
の

環
境

問
題

対
策

3.
8.

 環
境

問
題

の
こ

れ
か

ら

●
環

境
問

題
と

は

・
「

環
境

問
題

」
=

様
々

な
原

因
に

よ
っ

て
人

間
や

他
の

生
物

、
社

会
や

自
然

等
、

互
い

に
影

響
し

あ
う

関
係

に
問

題
が

起
き

る
こ

と
。

・
人

間
の

活
動

が
き

っ
か

け
と

な
っ

た
も

の
が

多
い

=
人

間
の

活
動

に
よ

り
人

間
の

暮
ら

す
環

境
に

問
題

が
出

て
い

る

・
様

々
な

種
類

が
あ

り
、

大
規

模
な

問
題

か
ら

小
規

模
な

問
題

ま
で

、
幅

広
い

問
題

が
あ

る
。

3.
1.

 日
本

の
環

境
問

題
の

概
要

●
環

境
問

題
の

歴
史

ー
高

度
経

済
成

長
期

・
戦

後
の

工
業

化
の

発
展

に
伴

い
、

経
済

が
発

展

・
一

方
で

、
工

場
か

ら
の

排
出

物
に

よ
り

、
環

境
汚

染
が

発
生

→
産

業
公

害
へ

・
19

70
年

代
に

か
け

て
法

整
備

に
よ

り
対

策
、

解
決

へ

3.
1.

 日
本

の
環

境
問

題
の

概
要
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●
環

境
問

題
の

歴
史

ー
都

市
生

活
型

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

定
着

・
石

油
シ

ョ
ッ

ク
に

よ
り

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

が
進

行

・
産

業
廃

棄
物

に
よ

る
問

題
か

ら
大

量
消

費
、

大
量

廃
棄

に
よ

る
問

題
へ

。

・
自

動
車

利
用

に
よ

る
大

気
汚

染
や

生
活

排
水

に
よ

る
水

質
汚

濁
が

発
生

。
→

国
民

自
身

が
原

因
者

で
あ

り
被

害
者

で
あ

る
状

況
へ

移
行

。

3.
1.

 日
本

の
環

境
問

題
の

概
要

←
19

72
年

に
初

め
て

行
わ

れ
た

国
連

人
間

環
境

会
議

の
様

子
。

●
環

境
問

題
の

歴
史

ー
地

球
規

模
の

問
題

へ

・
地

球
温

暖
化

や
オ

ゾ
ン

層
破

壊
な

ど
、

地
球

規
模

で
起

き
て

い
る

環
境

問
題

が
注

目
さ

れ
る

よ
う

に
。

・
一

地
域

だ
け

の
問

題
で

は
な

く
な

り
、

国
際

的
に

取
り

組
む

課
題

へ
。

・
産

業
公

害
と

比
較

す
る

と
、

「
長

期
に

わ
た

る
影

響
」

「
不

特
定

多
数

の
原

因
者

と
被

害
者

」
「

技
術

的
解

決
が

困
難

」
と

い
う

特
徴

が
あ

る
。

3.
1.

 日
本

の
環

境
問

題
の

概
要

●
環

境
問

題
の

歴
史

ー
ま

と
め

3.
1.

 日
本

の
環

境
問

題
の

概
要

・
産

業
公

害

・
影

響
は

小
規

模

・
法

整
備

等
で

解
決

へ

・
都

市
生

活
型

公
害

・
徐

々
に

影
響

が
拡

大

・
対

策
本

格
化

・
地

球
規

模
の

問
題

・
影

響
範

囲
は

地
球

全
体

・
解

決
が

困
難

●
日

本
に

お
け

る
環

境
問

題
の

種
類

・
酸

性
雨

：
平

時
よ

り
強

酸
性

の
雨

。

・
環

境
ホ

ル
モ

ン
：

体
内

の
ホ

ル
モ

ン
活

動
を

阻
害

す
る

も
の

。

・
海

洋
汚

染
：

赤
潮

や
水

蒸
気

発
生

阻
害

。

・
都

市
気

候
：

気
温

の
異

常
な

上
昇

。

・
原

子
力

：
人

体
へ

の
悪

影
響

。

3.
1.

 日
本

の
環

境
問

題
の

概
要
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●
身

近
な

環
境

問
題

・
温

室
効

果
ガ

ス
の

放
出

に
よ

る
平

均
気

温
の

上
昇

・
温

室
効

果
ガ

ス
=

太
陽

か
ら

の
熱

を
地

球
に

封
じ

込
め

、
地

表
を

温
め

る
働

き
の

あ
る

ガ
ス

。

3.
1.

 日
本

の
環

境
問

題
の

概
要

●
身

近
な

環
境

問
題

・
気

温
の

上
昇

→
電

気
の

需
給

の
逼

迫
、

停
電

の
リ

ス
ク

も

・
海

面
水

位
の

上
昇

例
：

沖
ノ

鳥
島

・
農

作
物

へ
の

影
響

例
：

氷
が

で
き

な
い

農
作

物
の

収
穫

時
期

3.
1.

 日
本

の
環

境
問

題
の

概
要

↑
沖

ノ
鳥

島
の

写
真

。
水

没
の

危
機

に
瀕

し
て

い
る

の
が

わ
か

る
。

●
身

近
な

環
境

問
題

・
大

型
台

風
に

よ
る

被
害

。
２

０
１

９
年

８
月

に
九

州
に

上
陸

し
た

台
風

１
５

号
や

９
月

に
上

陸
し

た
台

風
１

９
号

な
ど

。

・
台

風
に

よ
る

被
害

は
地

球
温

暖
化

が
原

因
。

3.
1.

 日
本

の
環

境
問

題
の

概
要

●
ア

ス
ベ

ス
ト

の
概

要

・
ア

ス
ベ

ス
ト

=
天

然
に

産
す

る
繊

維
状

け
い

酸
塩

鉱
物

。
石

綿
と

も
呼

ば
れ

る

・
極

め
て

細
く

、
丈

夫
で

変
化

し
や

す
い

繊
維

。

・
空

気
中

に
飛

散
し

、
人

体
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と
も

。
→

現
在

は
原

則
使

用
禁

止

3.
2.

 ア
ス

ベ
ス

ト
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●
ア

ス
ベ

ス
ト

の
歴

史
ー

吹
き

付
け

ア
ス

ベ
ス

ト

・
吹

き
付

け
ア

ス
ベ

ス
ト

=
ア

ス
ベ

ス
ト

と
セ

メ
ン

ト
と

を
一

定
割

合
で

水
を

加
え

て
混

合
し

、
吹

き
付

け
施

工
し

た
も

の
。

・
使

用
時

期
は

19
56

年
～

19
75

年
ご

ろ
。

・
耐

火
被

覆
や

吸
音

断
熱

が
目

的
で

使
用

さ
れ

た
。

3.
2.

 ア
ス

ベ
ス

ト

●
ア

ス
ベ

ス
ト

の
歴

史
ー

吹
き

付
け

ロ
ッ

ク
ウ

ー
ル

・
吹

き
付

け
ア

ス
ベ

ス
ト

の
代

替
品

。
ア

ス
ベ

ス
ト

と
比

べ
て

人
体

に
は

比
較

的
無

害
。

・
切

り
替

わ
っ

て
す

ぐ
は

ア
ス

ベ
ス

ト
が

5％
以

下
の

割
合

で
含

ま
れ

て
い

た
。

・
使

用
用

途
は

吹
き

付
け

ア
ス

ベ
ス

ト
と

同
じ

。

3.
2.

 ア
ス

ベ
ス

ト

左
が

ロ
ッ

ク
ウ

ー
ル

右
が

ア
ス

ベ
ス

ト

●
ア

ス
ベ

ス
ト

の
歴

史
ー

ア
ス

ベ
ス

ト
の

禁
止

へ

・
２

０
０

５
年

ま
で

に
ア

ス
ベ

ス
ト

が
1%

を
超

え
る

も
の

の
使

用
、

製
造

、
輸

入
な

ど
を

完
全

に
禁

止

・
２

０
０

６
年

、
過

去
に

ア
ス

ベ
ス

ト
製

品
を

製
造

し
て

い
た

工
場

周
辺

の
住

民
の

な
か

か
ら

、
中

皮
腫

患
者

が
多

数
出

現
。

・
２

０
１

２
年

、
ア

ス
ベ

ス
ト

を
0.

1%
を

超
え

て
含

有
す

る
す

べ
て

の
物

の
製

造
、

輸
入

、
譲

渡
、

提
供

、
新

た
な

使
用

が
完

全
に

禁
止

3.
2.

 ア
ス

ベ
ス

ト

●
ア

ス
ベ

ス
ト

の
歴

史
ー

ま
と

め

3.
2.

 ア
ス

ベ
ス

ト １
９

６
０

年
代

吹
き

付
け

ア
ス

ベ
ス

ト
＝

ア
ス

ベ
ス

ト
含

有
６

０
％

以
上

１
９

７
０

年
代

吹
き

付
け

ロ
ッ

ク
ウ

ー
ル

＝
ア

ス
ベ

ス
ト

含
有

５
％

以
下

２
０

１
２

年
ア

ス
ベ

ス
ト

含
有

０
．

１
％

以
上

の
も

の
禁

止
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●
ア

ス
ベ

ス
ト

の
問

題
点

・
軽

く
て

丈
夫

=
建

築
な

ど
で

は
利

点
。

体
内

に
入

っ
た

際
は

な
か

な
か

取
れ

な
い

。

・
体

内
に

入
っ

た
場

合
、

肺
線

維
症

や
悪

性
中

皮
腫

の
原

因
に

な
る

と
さ

れ
、

肺
が

ん
を

起
こ

す
可

能
性

が
あ

る
。

3.
2.

 ア
ス

ベ
ス

ト

●
ア

ス
ベ

ス
ト

問
題

の
事

例

・
大

阪
泉

南
ア

ス
ベ

ス
ト

訴
訟

→
大

阪
泉

南
地

域
:ア

ス
ベ

ス
ト

産
業

の
集

積
地

。

→
数

十
年

経
っ

て
か

ら
元

作
業

員
な

ど
に

健
康

被
害

が
発

生
。

→
国

の
規

制
権

限
の

不
行

使
の

違
法

性
を

主
張

→
最

高
裁

判
決

:国
の

責
任

を
認

め
、

賠
償

命
令

3.
2.

 ア
ス

ベ
ス

ト

●
ア

ス
ベ

ス
ト

問
題

の
現

状
と

課
題

・
新

規
製

造
等

は
禁

止
さ

れ
て

い
る

が
、

ア
ス

ベ
ス

ト
規

制
が

な
か

っ
た

時
代

の
建

物
が

残
存

。

・
ア

ス
ベ

ス
ト

は
空

気
中

に
浮

遊
し

て
い

る
際

に
危

険
。

・
ア

ス
ベ

ス
ト

を
使

用
し

た
建

物
の

倒
壊

、
解

体
に

よ
る

飛
散

の
危

険
性

が
あ

る
。

3.
2.

 ア
ス

ベ
ス

ト

●
ア

ス
ベ

ス
ト

問
題

へ
の

対
策

・
ア

ス
ベ

ス
ト

を
使

用
し

た
建

物
に

関
す

る
監

視
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

・
健

康
被

害
を

受
け

た
際

の
救

済
制

度

3.
2.

 ア
ス

ベ
ス

ト
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●
ゴ

ミ
問

題
と

は

・
ゴ

ミ
は

一
般

廃
棄

物
と

産
業

廃
棄

物
に

分
け

ら
れ

る
。

・
ゴ

ミ
に

よ
っ

て
起

こ
る

様
々

な
問

題
の

総
称

＝
ゴ

ミ
問

題

・
ゴ

ミ
の

排
出

量
増

加
、

ゴ
ミ

の
処

理
場

所
の

不
足

な
ど

が
代

表
例

。

3.
3.

 ゴ
ミ

問
題

●
ゴ

ミ
問

題
の

原
因

・
ゴ

ミ
排

出
量

が
増

え
た

こ
と

が
根

本
の

原
因

・
ゴ

ミ
排

出
量

の
増

加
原

因
は

技
術

の
進

歩
と

そ
れ

に
伴

う
生

活
様

式
の

変
化

に
あ

る
。

・
リ

サ
イ

ク
ル

で
き

な
い

も
の

の
増

加
、

使
い

捨
て

文
化

の
浸

透
、

過
剰

包
装

が
主

な
も

の
。

3.
3.

 ゴ
ミ

問
題

●
ゴ

ミ
問

題
の

影
響

ー
埋

立
地

不
足

・
ゴ

ミ
を

処
理

し
た

後
に

残
っ

た
も

の
は

最
終

処
分

場
で

埋
め

立
て

ら
れ

る
。

・
多

大
な

ゴ
ミ

排
出

量
に

加
え

中
国

へ
の

ゴ
ミ

輸
出

禁
止

が
原

因
。

・
残

余
年

数
は

20
年

程
度

。

3.
3.

 ゴ
ミ

問
題

●
ゴ

ミ
問

題
の

影
響

ー
不

法
投

棄

・
産

業
廃

棄
物

の
処

理
責

任
は

排
出

事
業

者
に

あ
る

。

・
コ

ス
ト

削
減

の
た

め
に

、
処

理
を

適
切

に
行

わ
な

い
業

者
に

依
頼

す
る

。
→

不
法

投
棄

の
発

生

・
令

和
元

年
度

の
不

法
投

棄
新

規
判

明
数

は
7.

6万
ト

ン
。

3.
3.

 ゴ
ミ

問
題
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●
ゴ

ミ
問

題
の

影
響

ー
ゴ

ミ
の

漂
着

・
漂

着
ゴ

ミ
=

海
岸

に
打

ち
上

げ
ら

れ
た

ご
み

。

・
原

因
は

陸
上

及
び

海
上

で
の

物
の

不
注

意
な

取
扱

い
や

廃
棄

、
あ

る
い

は
大

雨
等

。

・
平

成
29

年
度

の
全

国
的

な
漂

着
ゴ

ミ
の

量
は

約
5.

５
万

t。

3.
3.

 ゴ
ミ

問
題

●
ゴ

ミ
問

題
の

影
響

ー
東

京
ゴ

ミ
戦

争

・
ゴ

ミ
の

処
理

に
関

係
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

が
発

端
。

・
昭

和
46

年
9月

、
ご

み
の

増
大

に
危

機
感

を
強

め
た

都
知

事
は

、
「

迫
り

来
る

ご
み

の
危

機
は

、
都

民
の

生
活

を
お

び
や

か
す

も
の

で
あ

る
」

と
し

て
、

「
ご

み
戦

争
」

を
宣

言
→

意
識

改
革

へ

3.
3.

 ゴ
ミ

問
題

●
ゴ

ミ
問

題
へ

の
対

策

・
循

環
型

社
会

を
目

指
す

。

・
法

律
の

制
定

に
よ

る
対

策
が

メ
イ

ン
。

・
こ

れ
ま

で
問

題
に

な
っ

て
き

た
こ

と
を

も
と

に
、

様
々

な
法

律
が

存
在

。

3.
3.

 ゴ
ミ

問
題

●
ゴ

ミ
問

題
へ

の
対

策
ー

私
た

ち
に

で
き

る
こ

と

・
３

つ
の

Rー
Re

du
ce

、
Re

us
e、

Re
cy

cl
e

・
Re

du
ce

＝
減

ら
す

こ
と

。
不

要
な

も
の

を
買

わ
な

い
、

な
ど

。

・
Re

us
e=

再
利

用
す

る
こ

と
。

だ
れ

か
に

も
の

を
ゆ

ず
る

、
な

ど
。

・
Re

cy
cl

e＝
製

品
を

資
源

に
戻

し
て

再
度

使
う

こ
と

。

3.
3.

 ゴ
ミ

問
題
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●
ゴ

ミ
問

題
対

策
に

よ
る

成
果

・
廃

棄
物

の
排

出
量

＝
減

少
傾

向

・
最

終
処

分
量

＝
大

幅
に

減
少

3.
3.

 ゴ
ミ

問
題

●
公

害
と

は

・
公

害
に

は
「

産
業

公
害

」
と

「
都

市
生

活
型

公
害

」
の

２
種

類
が

あ
る

。

・
ど

ち
ら

も
日

本
の

発
展

に
伴

っ
て

出
て

き
た

も
の

。

・
四

大
公

害
病

は
「

産
業

公
害

」
に

分
類

さ
れ

る
。

3.
4.

 公
害

●
四

大
公

害
病

と
は

3.
4.

 公
害

●
四

大
公

害
病

ー
水

俣
病

の
発

生

・
１

９
５

３
年

ご
ろ

に
熊

本
県

水
俣

市
不

知
火

海
沿

岸
で

発
生

。

・
手

足
の

ふ
る

え
な

ど
に

代
表

さ
れ

る
神

経
性

疾
患

。

・
メ

チ
ル

水
銀

を
高

濃
度

に
蓄

積
し

た
魚

な
ど

を
た

く
さ

ん
食

べ
た

こ
と

が
原

因
。

3.
4.

 公
害
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●
四

大
公

害
病

ー
水

俣
病

の
原

因
物

質

・
化

学
工

場
か

ら
海

や
河

川
に

排
出

さ
れ

た
メ

チ
ル

水
銀

化
合

物
が

原
因

。

・
海

や
河

川
の

メ
チ

ル
水

銀
を

魚
介

類
が

体
内

に
蓄

積
し

た
。

3.
4.

 公
害

●
四

大
公

害
病

ー
水

俣
病

の
特

徴

・
小

児
・

成
人

水
俣

病
と

胎
児

性
水

俣
病

の
２

つ
の

病
型

が
あ

っ
た

。

・
神

経
系

の
特

定
部

位
に

強
い

傷
害

を
起

こ
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

部
位

が
も

つ
役

割
に

応
じ

た
障

害
が

起
こ

る
。

・
症

状
が

組
み

合
わ

さ
っ

て
出

現
。

3.
4.

 公
害

●
四

大
公

害
病

ー
水

俣
病

の
背

景
と

収
束

・
化

学
工

場
で

の
増

産
、

自
然

環
境

へ
の

配
慮

の
後

回
し

が
原

因
。

・
１

９
６

８
年

に
原

因
物

質
の

廃
水

流
出

が
停

止
。

・
自

治
体

に
よ

る
仕

切
り

網
の

設
置

、
認

定
制

度
の

新
設

と
修

正
、

数
々

の
訴

訟
を

通
し

て
徐

々
に

収
束

へ
。

3.
4.

 公
害

●
四

大
公

害
病

ー
新

潟
水

俣
病

の
発

生

・
１

９
６

５
年

に
新

潟
県

阿
賀

野
川

流
域

で
発

生
。

・
原

因
物

質
や

症
状

は
水

俣
病

と
同

じ
。

・
水

俣
病

の
原

因
の

特
定

が
遅

れ
た

こ
と

で
発

生
し

た
と

も
い

え
る

。

3.
4.

 公
害
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●
四

大
公

害
病

ー
新

潟
水

俣
病

の
収

束

・
水

俣
病

公
表

前
に

ア
セ

ト
ア

ル
デ

ヒ
ド

生
産

は
停

止
。

・
１

９
６

５
年

６
月

、
原

因
が

魚
で

あ
る

と
推

定
。

→
１

９
６

５
年

９
月

、
原

因
調

査
が

本
格

化
→

１
９

６
７

年
４

月
、

排
水

が
原

因
で

あ
る

旨
の

報
告

。
→

１
９

７
１

年
、

訴
訟

判
決

に
従

い
、

原
因

確
定

。

3.
4.

 公
害

●
四

大
公

害
病

ー
新

潟
水

俣
病

の
収

束

・
発

生
当

初
に

新
潟

県
側

で
は

療
養

費
や

療
養

手
当

の
支

給
を

実
施

。

・
１

９
７

１
年

の
新

潟
水

俣
病

第
１

次
訴

訟
判

決
に

従
い

、
原

因
企

業
と

の
間

で
手

厚
い

補
償

協
定

が
結

ば
れ

る

3.
4.

 公
害

●
四

大
公

害
病

と
は

3.
4.

 公
害

●
四

大
公

害
病

ー
イ

タ
イ

イ
タ

イ
病

の
発

生

・
大

正
時

代
～

昭
和

時
代

に
か

け
て

多
く

の
患

者
が

発
生

。
富

山
県

の
神

通
川

流
域

で
確

認
。

・
１

９
６

８
年

に
公

害
病

指
定

。

・
腎

臓
の

障
害

か
ら

骨
が

も
ろ

く
な

る
→

全
身

の
激

し
い

痛
み

3.
4.

 公
害
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●
四

大
公

害
病

ー
イ

タ
イ

イ
タ

イ
病

の
原

因
物

質

・
神

岡
鉱

山
＝

亜
鉛

や
鉛

の
産

生
を

行
う

鉱
山

。
財

閥
の

一
つ

で
あ

る
三

井
が

ほ
ぼ

す
べ

て
を

所
有

。

・
カ

ド
ミ

ウ
ム

を
含

む
鉱

石
が

よ
く

捨
て

ら
れ

て
い

た
。

・
技

術
の

進
歩

に
よ

り
亜

鉛
生

産
量

は
増

大
。

⇔
排

水
な

ど
の

処
理

技
術

が
不

足
、

神
通

川
上

流
の

高
原

川
へ

流
出

。

3.
4.

 公
害

●
四

大
公

害
病

ー
イ

タ
イ

イ
タ

イ
病

の
特

徴

・
カ

ド
ミ

ウ
ム

慢
性

中
毒

に
よ

っ
て

腎
臓

が
障

害
、

カ
ル

シ
ウ

ム
不

均
衡

を
起

こ
し

て
骨

軟
化

症
を

引
き

起
こ

す
。

・
出

産
や

授
乳

な
ど

で
の

内
分

泌
の

変
調

や
栄

養
状

態
が

誘
因

と
な

る
。

3.
4.

 公
害

●
四

大
公

害
病

ー
イ

タ
イ

イ
タ

イ
病

の
収

束

・
１

９
６

１
年

、
カ

ド
ミ

ウ
ム

原
因

説
が

浮
上

→
１

９
６

８
年

、
厚

生
省

に
よ

り
認

定

・
訴

訟
で

原
告

が
勝

訴
。

以
下

の
３

つ
の

取
り

決
め

が
締

結
。

①
治

療
費

・
そ

の
他

の
療

養
費

の
全

額
を

原
因

企
業

が
支

払
う

②
イ

タ
イ

イ
タ

イ
病

発
生

地
域

に
お

け
る

過
去

及
び

将
来

の
農

業
被

害
な

ら
び

に
土

壌
汚

染
の

責
任

を
原

因
企

業
が

負
担

す
る

③
被

害
者

の
要

望
に

応
じ

て
専

門
家

を
伴

う
立

入
調

査
、

資
料

収
集

、
資

料
提

供
、

調
査

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

経
費

を
原

因
企

業
が

負
担

す
る

3.
4.

 公
害

●
四

大
公

害
病

ー
四

日
市

ぜ
ん

そ
く

の
発

生

・
戦

後
の

経
済

復
興

の
た

め
、

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

建
設

が
計

画
さ

れ
る

。

・
１

９
５

９
年

ご
ろ

、
三

重
県

四
日

市
市

で
水

質
汚

濁
が

発
生

。
ま

た
、

喘
息

患
者

が
多

く
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

3.
4.

 公
害
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●
四

大
公

害
病

ー
四

日
市

ぜ
ん

そ
く

の
原

因
物

質

・
磯

津
地

区
は

冬
に

異
常

に
高

濃
度

の
二

酸
化

硫
黄

が
測

定
。

・
健

康
調

査
に

よ
り

、
呼

吸
器

疾
患

を
患

う
患

者
は

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

周
辺

に
集

中
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

。

→
二

酸
化

硫
黄

が
四

日
市

ぜ
ん

そ
く

の
原

因
。

3.
4.

 公
害

●
四

大
公

害
病

ー
四

日
市

ぜ
ん

そ
く

の
特

徴

・
二

酸
化

硫
黄

＝
水

に
溶

け
や

す
い

→
上

気
道

で
吸

収
、

慢
性

気
管

支
炎

な
ど

を
起

こ
す

・
気

管
支

の
炎

症
に

よ
り

、
気

道
過

敏
性

が
成

立
→

気
管

支
狭

窄
や

喘
鳴

へ

・
激

し
い

咳
、

呼
吸

困
難

な
ど

3.
4.

 公
害

●
四

大
公

害
病

ー
四

日
市

ぜ
ん

そ
く

の
収

束

・
１

９
６

４
年

ー
四

日
市

市
に

よ
る

治
療

費
負

担
制

度
開

始
＜

条
件

＞
①

指
定

地
域

に
３

年
以

上
の

居
住

歴
が

あ
る

こ
と

②
肺

気
腫

、
気

管
支

喘
息

、
慢

性
気

管
支

炎
の

う
ち

い
ず

れ
か

を
患

っ
て

い
る

こ
と

。

・
１

９
７

１
年

ー
硫

黄
酸

化
物

の
総

量
規

制

3.
4.

 公
害

●
都

市
化

と
は

・
都

市
=

人
々

の
密

な
交

流
が

あ
り

、
財

・
サ

ー
ビ

ス
の

交
易

中
心

。

・
都

市
化

=
人

口
が

都
市

部
に

集
中

し
、

農
村

部
と

の
人

口
に

差
が

出
る

こ
と

。
(厚

労
省

H
Pよ

り
)

・
都

市
化

が
進

む
と

、
都

市
部

人
口

密
度

上
昇

→
都

市
の

高
度

化
→

都
市

域
が

拡
大

→
都

市
の

文
化

、
生

活
様

式
が

広
が

る

3.
5.

 都
市

化
の

問
題
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●
都

市
化

の
現

状

・
10

00
万

人
を

超
え

る
大

都
市

=
メ

ガ
シ

テ
ィ

・
東

京
、

大
阪

、
名

古
屋

の
総

人
口

に
占

め
る

割
合

は
増

加
傾

向
。

特
筆

し
て

東
京

圏
で

の
人

口
が

増
え

て
い

る

・
人

口
集

中
と

並
行

す
る

形
で

過
疎

化
地

域
の

人
口

減
少

が
進

ん
で

い
る

状
況

3.
5.

 都
市

化
の

問
題

●
都

市
化

に
よ

る
問

題

・
人

口
集

中
に

よ
っ

て
以

下
の

よ
う

な
問

題
が

発
生

す
る

。
①

土
地

問
題

②
住

宅
問

題

③
環

境
問

題

④
交

通
渋

滞

⑤
物

価
高

騰

・
医

療
福

祉
等

の
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

が
不

十
分

に
な

る
、

高
齢

化
と

い
っ

た
問

題
も

。

3.
5.

 都
市

化
の

問
題

●
土

地
問

題

・
地

価
の

変
動

=
人

口
の

変
動

と
考

え
て

良
い

。

・
20

19
年

、
全

国
の

地
下

上
昇

率
平

均
は

マ
イ

ナ
ス

。
⇔

三
大

都
市

圏
は

プ
ラ

ス

・
今

後
も

地
下

の
二

極
化

は
続

く
。

3.
5.

 都
市

化
の

問
題

●
住

宅
問

題

・
東

京
で

は
全

国
と

比
較

し
て

1住
宅

あ
た

り
の

面
積

が
低

い
。

・
空

き
家

問
題

も
深

刻
に

。

3.
5.

 都
市

化
の

問
題
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●
環

境
問

題

・
ビ

ル
の

建
設

や
道

路
の

舗
装

に
よ

っ
て

環
境

の
変

化
が

起
き

た
。

・
ビ

ル
風

＝
高

層
ビ

ル
に

よ
っ

て
、

建
物

周
辺

で
発

生
す

る
風

。
威

力
が

強
い

こ
と

も
。

・
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
=

都
心

部
だ

け
気

温
が

高
く

な
る

現
象

の
こ

と
。

3.
5.

 都
市

化
の

問
題

●
交

通
渋

滞

・
日

本
全

国
で

の
令

和
元

年
の

渋
滞

損
失

時
間

は
17

.1
億

人
・

時
間

→
国

民
一

人
当

た
り

13
時

間
を

渋
滞

で
失

っ
て

い
る

・
渋

滞
損

失
時

間
上

位
は

都
心

部
に

通
じ

る
道

路
。

・
対

策
=

徒
歩

、
自

転
車

、
自

動
車

、
公

共
交

通
を

適
正

に
分

担
す

る
こ

と
。

3.
5.

 都
市

化
の

問
題

●
物

価
高

騰

・
全

国
平

均
を

10
0と

し
た

時
、

東
京

=
10

8.
5、

神
奈

川
=

10
4.

8で
ト

ッ
プ

に
ラ

ン
ク

イ
ン

。
最

も
低

い
沖

縄
=

91
.9

。

・
賃

金
の

差
が

背
景

に
あ

る
。

3.
5.

 都
市

化
の

問
題

●
都

市
化

に
対

す
る

行
政

の
対

策

・
地

方
創

生
推

進
交

付
金

（
移

住
・

起
業

・
就

業
タ

イ
プ

）
＝

東
京

か
ら

地
方

に
移

住
し

て
起

業
・

就
業

す
る

方
々

へ
支

援
金

を
支

給
す

る
取

組
を

行
う

地
方

公
共

団
体

を
支

援

・
地

方
拠

点
強

化
税

制
＝

企
業

が
本

社
機

能
の

地
方

移
転

又
は

地
方

拠
点

の
強

化
を

行
う

場
合

の
税

制
優

遇
措

置

・
地

方
大

学
・

産
業

創
生

法
＝

産
官

学
連

携
に

よ
り

、
地

域
の

中
核

的
産

業
の

振
興

や
専

門
人

材
育

成
な

ど
を

行
う

優
れ

た
取

組
を

「
地

方
大

学
・

地
域

産
業

創
生

交
付

金
」

に
お

い
て

重
点

的
に

支
援

3.
5.

 都
市

化
の

問
題
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●
原

子
力

発
電

と
は

・
原

子
力

で
蒸

気
を

発
生

さ
せ

、
そ

の
蒸

気
の

力
で

発
電

タ
ー

ビ
ン

を
回

し
て

発
電

す
る

。

・
ウ

ラ
ン

23
5の

原
子

核
に

中
性

子
を

ぶ
つ

け
る

。
→

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
中

性
子

が
放

出
→

放
出

さ
れ

た
中

性
子

に
よ

り
別

の
ウ

ラ
ン

23
5が

反
応

、
繰

り
返

す

・
発

電
効

率
と

放
射

性
物

質
の

問
題

が
あ

る
。

3.
6.

 原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
・

放
射

性
廃

棄
物

●
原

子
力

発
電

所
の

制
御

・
原

子
力

発
電

所
は

主
に

3つ
の

も
の

で
制

御
さ

れ
る

・
核

分
裂

で
発

生
し

た
中

性
子

の
ス

ピ
ー

ド
を

落
と

し
て

次
の

核
分

裂
を

起
こ

し
や

す
く

す
る

の
が

「
減

速
材

」

・
日

本
で

は
冷

却
材

も
兼

ね
て

お
り

タ
ー

ビ
ン

を
回

す
役

割
も

。

3.
6.

 原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
・

放
射

性
廃

棄
物

●
原

子
力

発
電

所
の

制
御

・
核

分
裂

が
必

要
以

上
に

起
こ

ら
な

い
よ

う
に

，
余

分
な

中
性

子
を

吸
収

す
る

の
が

「
制

御
棒

」
。

・
制

御
棒

を
原

子
炉

内
に

入
れ

る
と

出
力

減
少

。
取

り
出

す
と

出
力

増
加

。

3.
6.

 原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
・

放
射

性
廃

棄
物

●
原

子
力

発
電

所
の

耐
用

年
数

と
安

全
性

・
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
の

後
に

改
正

さ
れ

た
法

律
に

よ
っ

て
、

運
転

で
き

る
期

間
は

運
転

開
始

か
ら

40
年

と
規

定
。

≠
耐

用
年

数

・
運

転
年

数
が

増
加

し
た

こ
と

で
ト

ラ
ブ

ル
頻

度
が

増
加

す
る

と
い

う
傾

向
に

は
な

い
。

・
新

規
制

基
準

は
す

べ
て

の
プ

ラ
ン

ト
に

適
用

。

3.
6.

 原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
・

放
射

性
廃

棄
物
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●
国

内
の

原
子

力
発

電
所

・
20

20
年

3月
6日

時
点

で
日

本
国

内
で

稼
働

し
て

い
る

原
発

は
9基

。
（

定
期

検
査

中
の

も
の

も
含

む
）

・
事

故
を

起
こ

し
た

福
島

第
1と

は
タ

イ
プ

が
異

な
る

。

・
西

日
本

に
集

中
し

て
い

る
。

3.
6.

 原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
・

放
射

性
廃

棄
物

●
原

子
力

発
電

所
の

廃
炉

に
関

わ
る

問
題

・
廃

炉
＝

原
子

力
発

電
所

で
使

わ
れ

て
い

る
原

子
炉

の
運

転
を

終
了

さ
せ

、
原

発
を

廃
止

し
て

解
体

す
る

こ
と

・
４

段
階

に
分

け
、

３
０

年
ほ

ど
で

完
了

す
る

。

・
使

用
済

燃
料

の
円

滑
な

搬
出

・
再

処
理

や
、

低
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

の
処

分
場

の
確

保
が

課
題

。

3.
6.

 原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
・

放
射

性
廃

棄
物

●
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
ー

概
要

①

・
20

11
年

3月
11

日
14

時
46

分
、

日
本

の
観

測
史

上
最

大
の

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
9.

0の
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
が

発
生

。

・
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
で

は
す

べ
て

の
電

源
を

喪
失

3.
6.

 原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
・

放
射

性
廃

棄
物

●
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
ー

概
要

②

・
す

べ
て

の
電

源
を

喪
失

し
た

結
果

、
冷

却
機

能
喪

失
。

・
そ

の
後

、
原

子
炉

が
損

傷
し

、
放

射
性

物
質

が
大

気
中

へ
。

3.
6.

 原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
・

放
射

性
廃

棄
物
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●
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
ー

現
状

と
課

題

・
各

号
機

と
も

に
「

冷
温

停
止

状
態

」
を

継
続

。

・
海

水
中

の
放

射
線

濃
度

は
事

故
直

後
と

比
べ

る
と

最
大

１
０

０
万

分
の

１
ま

で
低

下
。

・
課

題
は

３
つ

。
①

汚
染

水
対

策
②

燃
料

の
取

り
出

し
③

燃
料

デ
ブ

リ
の

取
り

出
し

3.
6.

 原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
・

放
射

性
廃

棄
物

●
原

子
力

発
電

所
に

関
わ

る
問

題
へ

の
対

策

・
核

燃
料

サ
イ

ク
ル

＝
原

子
力

発
電

で
使

い
終

え
た

燃
料

か
ら

核
分

裂
し

て
い

な
い

ウ
ラ

ン
や

新
た

に
生

ま
れ

た
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
な

ど
を

エ
ネ

ル
ギ

ー
資

源
と

し
て

回
収

し
、

再
び

原
子

力
発

電
の

燃
料

に
使

う
し

く
み

。

3.
6.

 原
子

力
発

電
所

の
廃

炉
・

放
射

性
廃

棄
物

●
地

球
温

暖
化

へ
の

対
策

ー
パ

リ
協

定

・
20

15
年

11
月

に
採

択
さ

れ
た

気
候

変
動

に
よ

る
国

際
条

約
。

・
長

期
目

標
は

以
下

の
二

点
。

①
世

界
の

平
均

気
温

上
昇

を
産

業
革

命
以

前
に

比
べ

て
2℃

よ
り

十
分

低
く

保
ち

、
1.

5℃
に

抑
え

る
努

力
を

す
る

②
で

き
る

か
ぎ

り
早

く
世

界
の

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
を

ピ
ー

ク
ア

ウ
ト

し
、

21
世

紀
後

半
に

は
、

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
と

吸
収

量
の

バ
ラ

ン
ス

を
と

る

3.
7.

 日
本

の
環

境
問

題
対

策

●
地

球
温

暖
化

へ
の

対
策

ー
地

球
温

暖
化

対
策

計
画

・
中

期
目

標
＝

20
30

年
度

に
お

い
て

、
20

13
年

度
比

26
.0

％
減

（
20

05
年

度
比

25
.4

％
減

）
の

水
準

に
す

る
こ

と

・
長

期
目

標
＝

20
50

年
ま

で
に

80
％

の
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

削
減

を
目

指
す

。

3.
7.

 日
本

の
環

境
問

題
対

策
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●
地

球
温

暖
化

へ
の

対
策

ー
パ

リ
協

定
長

期
成

長
戦

略

・
令

和
元

年
6月

11
日

閣
議

決
定

。

・
今

世
紀

後
半

の
で

き
る

だ
け

早
期

に
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
が

実
質

ゼ
ロ

で
あ

る
「

脱
炭

素
化

社
会

」
を

目
指

す
。

・
「

環
境

と
成

長
の

好
循

環
」

の
実

現
を

目
指

す
。

3.
7.

 日
本

の
環

境
問

題
対

策

●
循

環
型

社
会

の
形

成

・
循

環
型

社
会

＝
自

然
の

循
環

を
尊

重
し

、
自

然
に

負
担

を
か

け
な

い
社

会
。

法
律

で
定

義
さ

れ
て

い
る

。

・
背

景
に

あ
る

の
は

「
大

量
生

産
、

大
量

消
費

型
」

の
生

活
様

式
。

3.
7.

 日
本

の
環

境
問

題
対

策

●
循

環
型

社
会

形
成

推
進

基
本

法

・
廃

棄
物

の
処

理
の

「
優

先
順

位
」

を
決

定
。

＝
発

生
抑

制
→

再
使

用
→

再
生

利
用

→
熱

回
収

→
適

正
処

分

・
国

、
地

方
公

共
団

体
、

事
業

者
及

び
国

民
の

役
割

分
担

を
明

確
化

。
＝

[1
]

事
業

者
・

国
民

の
「

排
出

者
責

任
」

を
明

確
化

。
[2

]
生

産
者

が
、

自
ら

生
産

す
る

製
品

等
に

つ
い

て
使

用
さ

れ
廃

棄
物

と
な

っ
た

後
ま

で
一

定
の

責
任

を
負

う
「

拡
大

生
産

者
責

任
」

の
一

般
原

則
を

確
立

。

・
政

府
が

「
循

環
型

社
会

形
成

推
進

基
本

計
画

」
を

策
定

す
る

こ
と

。

3.
7.

 日
本

の
環

境
問

題
対

策

●
第

四
次

循
環

型
社

会
形

成
推

進
基

本
計

画

・
20

18
年

6月
に

閣
議

決
定

さ
れ

た
、

20
25

年
ま

で
に

講
ず

べ
き

施
策

を
示

し
た

も
の

。

・
数

値
目

標
と

し
て

、
以

下
を

掲
げ

て
い

る
。

「
資

源
生

産
性

」
＝

約
４

９
万

円
／

ト
ン

「
入

口
側

循
環

利
用

率
」

＝
約

１
８

％
「

出
口

側
循

環
利

用
率

」
＝

約
４

７
％

「
最

終
処

分
量

」
＝

約
１

３
０

０
万

ト
ン

3.
7.

 日
本

の
環

境
問

題
対

策
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●
物

流
分

野
に

お
け

る
環

境
対

策

・
モ

ー
ダ

ル
シ

フ
ト

＝
ト

ラ
ッ

ク
等

の
自

動
車

で
行

わ
れ

て
い

る
貨

物
輸

送
を

環
境

負
荷

の
小

さ
い

鉄
道

や
船

舶
の

利
用

へ
と

転
換

す
る

こ
と

。

3.
7.

 日
本

の
環

境
問

題
対

策

●
物

流
総

合
効

率
化

法

・
「

2以
上

の
者

の
連

携
」

に
よ

る
流

通
業

務
の

省
力

化
、

物
資

の
流

通
に

伴
う

環
境

負
荷

の
低

減
を

図
る

た
め

の
物

流
効

率
化

の
取

り
組

み
を

一
体

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
輸

送
の

合
理

化
に

よ
り

、
流

通
業

務
の

効
率

化
を

図
る

事
業

に
対

す
る

計
画

の
認

定
や

支
援

措
置

等
を

定
め

た
法

律
。

3.
7.

 日
本

の
環

境
問

題
対

策

●
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

用
拡

大

・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

＝
太

陽
光

、
風

力
、

地
熱

と
い

っ
た

温
室

効
果

ガ
ス

を
排

出
せ

ず
、

国
内

で
再

生
産

で
き

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

。

・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
固

定
価

格
買

取
制

度
＝

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
で

発
電

し
た

電
気

を
、

電
力

会
社

が
一

定
価

格
で

一
定

期
間

買
い

取
る

こ
と

を
国

が
約

束
す

る
制

度
。

3.
7.

 日
本

の
環

境
問

題
対

策

●
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

と
は

・
都

市
の

抱
え

る
諸

課
題

に
対

し
て

、
IC

T等
の

新
技

術
を

活
用

し
つ

つ
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

(計
画

、
整

備
、

管
理

・
運

営
等

)が
行

わ
れ

、
全

体
最

適
化

が
図

ら
れ

る
持

続
可

能
な

都
市

ま
た

は
地

区
。

（
国

土
交

通
省

）

3.
8.

 環
境

問
題

の
こ

れ
か

ら

224



●
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

が
注

目
さ

れ
た

理
由

・
急

速
な

都
市

へ
の

人
口

集
中

と
そ

れ
に

よ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題
。

＝
世

界
人

口
の

お
よ

そ
50

%
が

都
市

に
居

住
。

・
日

本
に

お
い

て
は

「
急

速
な

高
齢

化
」

「
多

発
す

る
都

市
型

災
害

」
へ

の
対

応
も

目
的

。

3.
8.

 環
境

問
題

の
こ

れ
か

ら

●
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

を
支

え
る

技
術

・
都

市
＝

生
活

イ
ン

フ
ラ

と
社

会
イ

ン
フ

ラ
か

ら
な

る
。

・
Io

Tの
進

化
に

よ
り

、
別

々
に

機
能

し
て

い
た

イ
ン

フ
ラ

が
統

合
さ

れ
て

き
て

い
る

。
→

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
の

実
現

へ

3.
8.

 環
境

問
題

の
こ

れ
か

ら

●
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

の
国

内
事

例
①

・
千

葉
県

柏
市

の
「

柏
の

葉
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

」
。

・
「

環
境

共
生

都
市

」
、

「
新

産
業

創
造

都
市

」
、

「
健

康
長

寿
都

市
」

が
3つ

の
指

針

3.
8.

 環
境

問
題

の
こ

れ
か

ら

●
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

の
国

内
事

例
②

・
北

海
道

札
幌

市
の

「
D

AT
A-

SM
AR

T-
CI

TY
SA

PP
O

RO
」

。

・
官

民
で

デ
ー

タ
を

共
有

し
、

必
要

に
応

じ
て

利
用

す
る

シ
ス

テ
ム

。
→

地
下

道
の

混
雑

状
況

、
地

域
ご

と
の

特
徴

を
把

握
で

き
る

3.
8.

 環
境

問
題

の
こ

れ
か

ら
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●
環

境
問

題
と

AI

・
AI

=
数

値
化

で
き

る
問

題
に

強
い

。
→

環
境

問
題

も
数

値
化

で
き

れ
ば

活
用

が
可

能
→

適
切

な
機

械
学

習
を

行
え

ば
よ

い

・
機

械
学

習
に

は
３

つ
の

方
法

が
あ

る
。

①
教

師
あ

り
学

習
②

教
師

な
し

学
習

③
強

化
学

習

3.
8.

 環
境

問
題

の
こ

れ
か

ら

●
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

と
AI

・
太

陽
光

発
電

パ
ネ

ル
の

素
材

開
発

→
機

械
学

習
に

よ
り

、
最

適
な

化
学

構
造

の
組

み
合

わ
せ

を
見

つ
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

方
法

が
開

発
。

→
実

際
の

合
成

の
結

果
、

AI
に

よ
る

予
測

に
近

い
性

能
が

得
ら

れ
た

。

3.
8.

 環
境

問
題

の
こ

れ
か

ら

●
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

と
AI

・
家

庭
用

エ
ネ

ル
ギ

ー
管

理
シ

ス
テ

ム
→

AI
に

よ
り

、
電

力
使

用
の

傾
向

や
天

気
予

想
か

ら
太

陽
光

パ
ネ

ル
の

発
電

量
、

売
電

量
を

予
測

し
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
無

駄
な

く
使

え
る

よ
う

に
す

る
→

利
用

者
は

操
作

す
る

必
要

な
し

3.
8.

 環
境

問
題

の
こ

れ
か

ら

●
廃

棄
物

問
題

と
AI

・
廃

棄
物

の
選

別
作

業
を

AI
が

実
施

し
て

い
る

業
者

も
あ

る
。

・
食

品
ロ

ス
の

解
消

に
も

AI
が

活
用

→
需

要
予

測
に

よ
る

生
産

量
調

整
。

・
環

境
問

題
に

対
応

す
る

AI
=

グ
リ

ー
ン

AI

3.
8.

 環
境

問
題

の
こ

れ
か

ら
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グ
ロ

ー
バ

ル
時

代
の

安
全

安
心

１
. 国

際
情

勢
1.

1.
 ア

ジ
ア

圏
1.

2.
 ヨ

ー
ロ

ッ
パ

圏
1.

3.
 北

米
圏

1.
4.

 中
南

米
圏

1.
5.

 ア
フ

リ
カ

圏
1.

6.
 オ

セ
ア

ニ
ア

圏

２
. テ

ロ
2.

1.
 テ

ロ
リ

ズ
ム

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例

３
. グ

ロ
ー

バ
ル

時
代

の
防

疫
1.

1.
 は

じ
め

に
1.

2.
 世

界
で

注
目

さ
れ

た
感

染
症

1.
3.

 新
種

の
感

染
症

が
現

れ
る

要
因

1.
4.

 感
染

の
流

れ
1.

5.
 感

染
の

要
素

1.
6.

 感
染

症
を

防
ぐ

技
術

1.
7.

 世
界

で
実

施
さ

れ
る

防
疫

対
策

1.
8.

 防
疫

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
る

組
織

グ
ロ

ー
バ

ル
時

代
の

安
全

安
心

学
習

内
容

４
. 世

界
の

環
境

問
題

4.
1

地
球

温
暖

化
4.

2
オ

ゾ
ン

層
破

壊
4.

3
大

気
汚

染
4.

4
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全

１
. 国

際
情

勢

1.
1.

 ア
ジ

ア
圏

1.
2.

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
圏

1.
3.

 北
米

圏
1.

4.
 中

南
米

圏
1.

5.
 ア

フ
リ

カ
圏

1.
6.

 オ
セ

ア
ニ

ア
圏

●
ア

ジ
ア

圏
の

概
要

・
ア

ジ
ア

と
は

、
ユ

ー
ラ

シ
ア

大
陸

の
内

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

を
除

い
た

地
域

を
指

す
。

島
嶼

や
海

域
を

含
む

。

・
世

界
の

人
口

の
約

60
%

強
が

ア
ジ

ア
に

集
中

し
て

い
る

と
言

わ
れ

て
い

る
。

・
よ

り
細

か
く

、
東

ア
ジ

ア
、

東
南

ア
ジ

ア
、

南
ア

ジ
ア

、
中

央
ア

ジ
ア

、
西

ア
ジ

ア
に

分
か

れ
る

。

ht
tp

s:
//

w
w

w
.g

oo
gl

e.
co

.jp
/m

ap
s

1.
1.

 ア
ジ

ア
圏

227



●
ア

ジ
ア

圏
の

地
理

・
ア

ジ
ア

の
南

西
か

ら
北

東
方

向
に

は
高

原
や

山
岳

地
帯

が
横

断
し

て
い

る
。

チ
ベ

ッ
ト

高
原

や
ヒ

マ
ラ

ヤ
山

脈
と

い
っ

た
世

界
で

最
も

標
高

の
高

い
地

域
も

あ
る

。

・
南

に
は

、
世

界
最

大
の

半
島

と
言

わ
れ

る
ア

ラ
ビ

ア
半

島
や

、
イ

ン
ド

半
島

、
マ

レ
ー

半
島

な
ど

が
あ

る
。

・
南

東
に

は
多

く
の

島
が

存
在

す
る

。

*写
真

は
N

H
Kよ

り
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

hk
.o

r.j
p/

sy
ak

ai
/d

co
nt

en
t/

un
it0

02
/j

ug
yo

/s
ec

00
1/

ch
ap

00
2/

pr
in

t2
_1

_2
_2

.p
df

）

1.
1.

 ア
ジ

ア
圏

●
ア

ジ
ア

圏
の

気
候

・
ア

ジ
ア

は
ユ

ー
ラ

シ
ア

大
陸

の
大

部
分

を
占

め
て

お
り

、
各

地
の

気
候

は
変

化
に

富
む

。

・
東

部
と

東
南

部
で

は
、

季
節

風
（

モ
ン

ス
ー

ン
）

の
影

響
を

受
け

る
。

・
東

ア
ジ

ア
は

温
帯

、
東

南
ア

ジ
ア

は
熱

帯
、

西
ア

ジ
ア

と
中

央
ア

ジ
ア

は
乾

燥
帯

に
属

す
。

写
真

は
N

H
Kよ

り
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

hk
.o

r.j
p/

sy
ak

ai
/d

co
nt

en
t/

un
it0

02
/j

ug
yo

/s
ec

00
1/

ch
ap

00
4/

pr
in

t2
_1

_4
_3

.p
df

）

1.
1.

 ア
ジ

ア
圏

●
中

国 正
式

名
：

中
華

人
民

共
和

国
政

体
：

社
会

主
義

人
民

共
和

制
首

都
：

北
京

人
口

：
14

億
人

民
族

：
漢

民
族

（
総

人
口

の
約

92
％

言
語

：
中

国
語

宗
教

：
仏

教
，

イ
ス

ラ
ム

教
、

キ
リ

ス
ト

教
1％

国
土

面
積

：
96

0万
平

方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
（

日
本

の
26

倍
）

*外
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

of
a.

go
.jp

/m
of

aj
/a

re
a/

ch
in

a/
da

ta
.h

tm
l#

01
）

よ
り

引
用ht

tp
s:

//
w

w
w

.g
oo

gl
e.

co
.jp

/m
ap

s

1.
1.

 ア
ジ

ア
圏

●
中

国
の

産
業

（
東

ア
ジ

ア
）

・
19

70
年

代
末

に
導

入
し

た
対

外
開

放
政

策
に

よ
る

経
済

の
活

発
化

。

・
市

場
原

理
を

重
視

し
た

こ
と

に
よ

り
農

業
の

発
展

。

・
世

界
の

工
場

と
し

て
の

生
産

・
輸

出
量

と
貿

易
摩

擦
。

・
格

差
と

環
境

汚
染

。

1.
1.

 ア
ジ

ア
圏
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●
韓

国 正
式

名
：

大
韓

民
国

政
体

：
共

和
制

首
都

：
ソ

ウ
ル

人
口

：
51

78
万

民
族

：
韓

民
族

言
語

：
韓

国
語

ht
tp

s:
//

w
w

w
.g

oo
gl

e.
co

.jp
/m

ap
s

宗
教

：
仏

教
（

約
76

2万
人

）
、

プ
ロ

テ
ス

タ
ン

ト
（

約
96

8万
人

）
カ

ト
リ

ッ
ク

（
約

38
9万

人
）

等
国

土
面

積
：

9万
84

80
km

2（
北

海
道

の
1.

3倍
）

*外
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

of
a.

go
.jp

/m
of

aj
/a

re
a/

ko
re

a/
da

ta
.h

tm
l#

se
ct

io
n1

）
よ

り
引

用

・
第

二
次

世
界

大
戦

後
の

連
合

国
側

の
占

領
を

経
た

う
え

で
、

共
和

制
国

家
と

し
て

樹
立

。

・
農

業
は

米
作

が
中

心
。

・
近

年
は

加
工

貿
易

や
電

子
部

品
・

機
器

、
コ

ン
テ

ン
ツ

産
業

の
輸

出
に

よ
り

急
速

に
発

展
。

1.
1.

 ア
ジ

ア
圏

●
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル

正
式

名
：

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

共
和

国
政

体
：

共
和

制
首

都
：

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

人
口

：
約

56
4万

人
民

族
：

中
華

系
74

％
，

マ
レ

ー
系

14
％

，
イ

ン
ド

系
9％

言
語

：
国

語
は

マ
レ

ー
語

。
公

用
語

と
し

て
英

語
，

中
国

語
，

マ
レ

ー
語

，
タ

ミ
ー

ル
語

。
宗

教
：

仏
教

，
イ

ス
ラ

ム
教

，
キ

リ
ス

ト
教

，
道

教
，

ヒ
ン

ズ
ー

教
国

土
面

積
：

約
72

0平
方

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

（
東

京
23

区
と

同
程

度
）

*外
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

of
a.

go
.jp

/m
of

aj
/a

re
a/

si
ng

ap
or

e/
da

ta
.h

tm
l#

se
ct

io
n1

）
よ

り
引

用
地

図
は

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.g
oo

gl
e.

co
.jp

/m
ap

)よ
り

・
地

の
利

を
活

か
し

、
古

く
か

ら
東

西
貿

易
の

拠
点

と
し

て
発

展
。

・
産

業
の

ほ
ぼ

６
割

が
第

三
次

産
業

で
、

一
次

産
業

は
１

割
に

も
達

し
な

い
。

・
ア

ジ
ア

圏
の

金
融

セ
ン

タ
ー

と
し

て
重

大
な

役
割

を
担

う
。

1.
1.

 ア
ジ

ア
圏

●
イ

ン
ド

の
概

要
と

特
徴

正
式

名
：

イ
ン

ド
政

体
：

共
和

制
首

都
：

ニ
ュ

ー
デ

リ
ー

人
口

：
約

13
億

60
00

万
人

民
族

：
イ

ン
ド

・
ア

ー
リ

ヤ
族

、
ド

ラ
ビ

ダ
族

、
モ

ン
ゴ

ロ
イ

ド
族

等
言

語
：

ヒ
ン

デ
ィ

ー
語

（
連

邦
公

用
語

）
，

英
語

，
ほ

か
憲

法
公

認
語

17
宗

教
：

ヒ
ン

ド
ゥ

ー
教

80
％

，
イ

ス
ラ

ム
教

14
％

，
キ

リ
ス

ト
教

2.
3％

，
シ

ー
ク

教
1.

7％
，

仏
教

0.
7％

，
ジ

ャ
イ

ナ
教

0.
5％

国
土

面
積

：
32

8万
7,

46
9平

方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
（

パ
キ

ス
タ

ン
、

中
国

と
の

係
争

地
を

含
む

）

*外
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

of
a.

go
.jp

/m
of

aj
/a

re
a/

in
di

a/
da

ta
.h

tm
l#

se
ct

io
n1

）
よ

り
引

用
地

図
は

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.g
oo

gl
e.

co
.jp

/m
ap

)よ
り

・
イ

ン
ド

全
土

は
北

部
山

岳
地

帯
、

中
部

高
原

地
帯

、
南

部
半

島
地

帯
の

三
つ

に
分

け
ら

れ
る

。

・
全

人
口

の
8割

が
カ

ー
ス

ト
制

の
宗

教
、

ヒ
ン

ド
ゥ

ー
教

に
属

す
る

。

1.
1.

 ア
ジ

ア
圏

●
イ

ン
ド

の
産

業

・
19

60
年

代
の

技
術

革
新

に
よ

っ
て

食
糧

不
足

を
解

消
。

・
工

業
に

お
け

る
国

の
方

針
転

換
に

よ
り

、

19
80

年
代

ご
ろ

よ
り

徐
々

に
先

進
国

か
ら

の
遅

れ
を

取
り

戻
す

。

・
さ

ま
ざ

ま
な

好
条

件
が

重
な

っ
て

、
情

報
通

信
技

術
（

IC
T）

産
業

が
急

速
に

発
展

。

1.
1.

 ア
ジ

ア
圏

229



●
ア

ジ
ア

圏
内

の
主

な
国

々
の

関
係

①
中

国
と

台
湾

・
第

二
次

世
界

大
戦

後
の

中
国

内
戦

を
き

っ
か

け
に

、

台
湾

で
は

独
自

の
国

づ
く

り
が

進
め

ら
れ

る
。

・
台

湾
で

は
19

60
年

代
か

ら
軽

工
業

品
や

電
子

製
品

の
輸

出
で

発
展

。

・
現

在
で

は
中

国
本

土
と

の
経

済
的

な
結

び
つ

き
が

強
ま

り
、

部
分

的
な

関
係

改
善

が
見

ら
れ

る
。

地
図

は
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.g

oo
gl

e.
co

.jp
/m

ap
)よ

り

1.
1.

 ア
ジ

ア
圏

●
ア

ジ
ア

圏
内

の
主

な
国

々
の

関
係

②
AS

EA
N

・
19

67
年

に
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

・
マ

レ
ー

シ
ア

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・

フ
ィ

リ
ピ

ン
・

タ
イ

の
東

南
ア

ジ
ア

五
か

国
に

よ
り

結
成

。

・
資

源
や

農
産

物
に

依
存

し
た

モ
ノ

カ
ル

チ
ャ

ー
経

済
か

ら
の

脱
出

を
目

指
す

。

・
外

国
企

業
の

積
極

的
な

誘
致

も
功

を
奏

し
、

東
南

ア
ジ

ア
の

多
く

の
国

が
工

業
化

に
成

功
。

地
図

は
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.g

oo
gl

e.
co

.jp
/m

ap
)よ

り

1.
1.

 ア
ジ

ア
圏

●
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

圏
の

概
要

・
産

業
革

命
や

資
本

主
義

に
よ

り
、

世
界

に
支

配
的

な
影

響
を

与
え

た
地

域
。

・
20

世
紀

に
二

度
、

世
界

大
戦

の
発

端
の

地
と

な
る

。

・
戦

禍
を

経
て

共
同

体
を

結
成

。

・
宗

教
人

口
の

多
く

を
キ

リ
ス

ト
教

徒
が

占
め

る
が

、
移

民
の

影
響

も
あ

っ
て

圏
内

の
イ

ス
ラ

ム
教

徒
が

増
え

て
い

る
。

1.
2.

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
圏

●
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
地

理
的

特
徴

・
古

期
造

山
帯

と
新

期
造

山
帯

の
ふ

た
つ

に
分

か
れ

る
山

脈
地

帯
。

・
中

央
部

の
平

原
地

帯
で

は
地

震
は

ほ
と

ん
ど

発
生

し
な

い
。

・
国

際
河

川
流

域
の

運
河

を
内

陸
水

路
や

耕
作

用
地

の
基

礎
と

し
て

利
用

・
発

達
さ

せ
て

き
た

。

*画
像

は
N

H
Kホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

hk
.o

r.j
p/

sy
ak

ai
/d

co
nt

en
t/

un
it0

02
/j

ug
yo

/s
ec

00
4/

ch
ap

00
2/

pr
in

t2
_4

_2
_2

.p
df

）

1.
2.

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
圏
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●
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

圏
の

気
候

・
中

央
部

か
ら

東
部

に
か

け
て

は
冬

の
寒

さ
が

厳
し

く
、

夏
は

乾
燥

し
て

高
温

。

・
北

西
部

は
西

岸
海

洋
性

気
候

の
た

め
、

冬
で

も
寒

さ
は

厳
し

く
な

い
。

・
地

中
海

・
ア

ド
リ

ア
海

沿
岸

は
、

夏
の

乾
燥

と
冬

の
降

雨
が

特
徴

。

・
北

部
ス

カ
ン

デ
ィ

ナ
ビ

ア
半

島
で

は
、

白
夜

が
見

ら
れ

る
。

*画
像

は
N

H
Kホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

:/
/w

w
w

.n
hk

.o
r.j

p/
sy

ak
ai

/d
co

nt
en

t/
un

it0
02

/j
ug

yo
/s

ec
00

4/
ch

ap
00

2/
pr

in
t2

_4
_2

_3
.p

df
）

よ
り

1.
2.

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
圏

●
ド

イ
ツ

正
式

名
：

ド
イ

ツ
連

邦
共

和
国

政
体

：
連

邦
共

和
制

首
都

：
ベ

ル
リ

ン
人

口
：

約
8,

31
5万

人
民

族
：

ゲ
ル

マ
ン

系
ド

イ
ツ

民
族

言
語

：
ド

イ
ツ

語
宗

教
：

主
に

キ
リ

ス
ト

教
国

土
面

積
：

35
.7

万
平

方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
（

日
本

の
約

94
％

）
外

務
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
of

a.
go

.jp
/m

of
aj

/a
re

a/
ge

rm
an

y/
in

de
x.

ht
m

l）
よ

り

・
経

済
・

政
治

の
み

な
ら

ず
、

文
化

や
理

論
、

技
術

に
お

い
て

も
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
最

重
要

国
。

・
冷

戦
時

代
に

東
西

二
か

国
に

分
裂

し
た

過
去

を
持

つ
。

・
近

年
で

は
環

境
保

護
の

分
野

で
も

先
端

を
走

る
。

1.
2.

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
圏

●
イ

ギ
リ

ス

正
式

名
：

英
国

政
体

：
立

憲
君

主
制

首
都

：
ロ

ン
ド

ン
人

口
：

66
80

万
人

民
族

：
ア

ン
グ

ロ
・

サ
ク

ソ
ン

(9
4％

)、
ほ

か
ケ

ル
ト

系
な

ど
。

言
語

：
英

語
（

公
用

語
）

，
ウ

ェ
ー

ル
ズ

語
，

ス
コ

ッ
ト

ラ
ン

ド
語

宗
教

：
英

国
国

教
会

、
ほ

か
カ

ト
リ

ッ
ク

、
イ

ス
ラ

ム
教

な
ど

。
国

土
面

積
：

24
万

48
20

km
2（

日
本

本
州

の
1.

07
倍

）
*外

務
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
of

a.
go

.jp
/m

of
aj

/a
re

a/
uk

/d
at

a.
ht

m
l#

se
ct

io
n1

）
よ

り

・
四

つ
の

地
域

国
家

で
構

成
さ

れ
る

立
憲

君
主

制
国

家
。

・
産

業
革

命
の

発
祥

地
。

・
20

20
年

1月
末

に
EU

（
欧

州
連

合
）

を
離

脱
す

る
。

1.
2.

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
圏

●
フ

ラ
ン

ス

正
式

名
：

フ
ラ

ン
ス

共
和

国
政

体
：

共
和

制
首

都
：

パ
リ

人
口

：
約

6,
70

6万
人

民
族

：
フ

ラ
ン

ス
人

言
語

：
フ

ラ
ン

ス
語

宗
教

：
カ

ト
リ

ッ
ク

、
イ

ス
ラ

ム
教

、
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト

、
ユ

ダ
ヤ

教
国

土
面

積
：

54
万

4,
00

0平
方

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

*外
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

of
a.

go
.jp

/m
of

aj
/a

re
a/

fr
an

ce
/i

nd
ex

.h
tm

l）
よ

り

・
西

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
最

大
の

農
業

国
。

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
原

子
力

発
電

へ
の

依
存

度
が

78
％

と
、

世
界

で
も

っ
と

も
高

い
。

・
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
や

自
動

車
な

ど
、

デ
ザ

イ
ン

性
の

高
い

工
業

に
強

い
。

・
慢

性
的

な
高

失
業

率
が

、
政

府
へ

の
抗

議
運

動
の

一
因

と
な

っ
て

い
る

。

1.
2.

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
圏
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●
ロ

シ
ア

正
式

名
：

ロ
シ

ア
連

邦
政

体
：

共
和

制
，

連
邦

制
首

都
：

モ
ス

ク
ワ

人
口

：
1億

4,
68

0万
人

民
族

：
ロ

シ
ア

人
82

％
，

タ
タ

ー
ル

人
4％

，
ウ

ク
ラ

イ
ナ

人
3％

，
チ

ュ
ヴ

ァ
シ

人
1％

言
語

：
ロ

シ
ア

語
宗

教
：

ロ
シ

ア
正

教
、

イ
ス

ラ
ム

教
，

仏
教

，
ユ

ダ
ヤ

教
等

国
土

面
積

：
約

1,
71

0万
平

方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
（

日
本

の
45

倍
，

米
国

の
2倍

近
く

）
*外

務
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
of

a.
go

.jp
/m

of
aj

/a
re

a/
ru

ss
ia

/i
nd

ex
.h

tm
l）

よ
り

・
三

つ
の

地
域

に
分

か
れ

る
、

世
界

最
大

の
面

積
を

も
つ

国
。

・
前

身
の

社
会

主
義

国
家

で
あ

っ
た

ソ
ビ

エ
ト

連
邦

の
時

代
か

ら
、

世
界

的
な

影
響

力
を

持
つ

。

1.
2.

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
圏

●
ロ

シ
ア

の
成

立
と

産
業

・
前

身
の

ソ
ビ

エ
ト

連
邦

は
第

二
次

世
界

大
戦

後
、

ア
メ

リ
カ

と
ド

イ
ツ

を
東

西
に

二
分

し
て

領
す

る
。

・
世

界
最

大
の

原
油

及
び

天
然

ガ
ス

の
生

産
国

の
ひ

と
つ

。

・
連

邦
共

和
制

移
行

後
の

急
速

な
市

場
経

済
体

制
へ

の
移

行
が

難
航

し
、

経
済

成
長

は
停

滞
。

・
20

14
年

の
強

行
的

な
ク

リ
ミ

ア
半

島
併

合
に

よ
り

、
国

際
的

な
経

済
制

裁
を

受
け

る
。

1.
2.

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
圏

●
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

圏
各

国
の

関
係

①
EU

の
成

立

・
19

93
年

、
マ

ー
ス

ト
リ

ヒ
ト

条
約

発
効

に
伴

い
、

欧
州

連
合

（
EU

＝
Eu

ro
pe

an
U

ni
on

）
が

発
足

。

・
20

02
年

か
ら

加
盟

国
市

場
で

、
単

一
通

貨
ユ

ー
ロ

が
導

入
。

・
20

04
年

以
降

は
東

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
諸

国
も

続
々

加
盟

。
し

か
し

、
西

側
諸

国
の

失
業

率
増

大
の

一
因

と
な

っ
て

し
ま

う
。

画
像

は
（

ht
tp

s:
//

ja
.w

ik
ip

ed
ia

.o
rg

/w
ik

i/
%

E6
%

AC
%

A7
%

E5
%

B7
%

9E
%

E9
%

80
%

A3
%

E5
%

90
%

88
）

よ
り

。

1.
2.

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
圏

●
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

圏
各

国
の

関
係

②
移

動
の

自
由

化
と

移
民

・
難

民
問

題

・
EU

域
内

で
は

農
産

物
や

工
業

品
の

関
税

が
撤

廃
さ

れ
て

い
る

。

・
19

95
年

の
シ

ェ
ン

ゲ
ン

協
定

に
よ

り
、

EU
域

内
の

人
の

移
動

も
自

由
化

。
し

か
し

、
こ

れ
以

降
不

法
移

民
や

紛
争

難
民

の
問

題
が

頻
発

す
る

。

・
異

な
る

民
族

同
士

で
の

共
生

が
EU

統
合

の
重

要
な

課
題

。

1.
2.

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
圏
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●
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

圏
各

国
の

関
係

③
EU

と
ア

ジ
ア

の
イ

ス
ラ

ム
教

国
家

・
イ

ス
ラ

ム
教

国
家

ト
ル

コ
は

、
19

60
年

代
か

ら
EU

の
前

身
組

織
と

加
盟

交
渉

を
行

っ
て

い
る

。

・
し

か
し

20
01

年
の

ア
メ

リ
カ

・
同

時
多

発
テ

ロ
以

降
、

EU
内

で
異

文
化

へ
の

排
斥

感
情

が
高

ま
り

、
交

渉
は

難
航

、
実

質
停

止
し

て
し

ま
っ

て
い

る
。

1.
2.

 ヨ
ー

ロ
ッ

パ
圏

●
北

米
圏

の
概

要

・
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

と
カ

ナ
ダ

の
二

か
国

か
ら

な
る

。

・
世

界
各

地
に

農
産

物
や

工
業

製
品

を
輸

出
し

た
り

、
世

界
の

IC
T産

業
を

リ
ー

ド
す

る
な

ど
、

大
き

な
影

響
力

を
持

つ
。

・
多

く
の

移
民

・
異

文
化

を
抱

え
込

む
。

地
図

画
像

は
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.g

oo
gl

e.
co

.jp
/m

ap
)よ

り

1.
3.

 北
米

圏

●
北

米
圏

の
地

理

・
北

ア
メ

リ
カ

大
陸

の
う

ち
、

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
と

カ
ナ

ダ
を

含
む

広
大

な
地

域
。

・
大

陸
の

西
側

に
は

急
峻

な
ロ

ッ
キ

ー
山

脈
、

東
側

に
ア

パ
ラ

チ
ア

山
脈

が
走

る
。

・
山

脈
の

間
に

は
大

陸
最

長
の

ミ
シ

シ
ッ

ピ
川

が
流

れ
、

大
平

原
が

広
が

る
。

*画
像

は
N

H
Kホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

hk
.o

r.j
p/

sy
ak

ai
/d

co
nt

en
t/

un
it0

02
/j

ug
yo

/s
ec

00
5/

ch
ap

00
2/

pr
in

t2
_5

_2
_2

.p
df

)よ
り

1.
3.

 北
米

圏

●
北

米
圏

の
気

候

・
東

側
に

湿
潤

地
域

、
西

側
に

乾
燥

地
域

が
広

が
る

。

・
北

極
圏

の
近

く
で

は
ツ

ン
ド

ラ
気

候
。

そ
の

南
に

は
タ

イ
ガ

が
広

が
る

。

・
大

西
洋

岸
か

ら
メ

キ
シ

コ
湾

に
か

け
て

は
温

暖
湿

潤
気

候
。

・
中

央
平

原
部

で
は

森
林

や
草

原
が

見
ら

れ
、

南
西

部
に

は
砂

漠
も

。

・
大

西
洋

岸
で

は
地

中
海

性
気

候
や

西
岸

海
洋

性
気

候
が

併
存

。

*画
像

は
N

H
Kホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

hk
.o

r.j
p/

sy
ak

ai
/d

co
nt

en
t/

un
it0

02
/j

ug
yo

/s
ec

00
5/

ch
ap

00
2/

pr
in

t2
_5

_2
_3

.p
df

）
よ

り

1.
3.
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●
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

正
式

名
：

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
政

体
：

大
統

領
制

、
連

邦
制

（
50

州
他

）
首

都
：

ワ
シ

ン
ト

ン
D

.C
.

人
口

：
3億

3,
00

6万
人

民
族

：
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

系
62

％
，

ヒ
ス

パ
ニ

ッ
ク

17
.6

％
、

ア
フ

リ
カ

系
12

.4
％

，
，

ア
ジ

ア
5.

4%
、

ほ
か

ア
メ

リ
カ

・
イ

ン
デ

ィ
ア

ン

言
語

：
主

と
し

て
英

語
（

法
律

上
の

定
め

は
な

い
）

宗
教

：
信

教
の

自
由

を
憲

法
で

保
障

、
主

に
キ

リ
ス

ト
教

国
土

面
積

：
37

1.
8万

平
方

マ
イ

ル
（

96
2.

8万
平

方
km

2、
日

本
の

約
25

倍
）

*外
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

of
a.

go
.jp

/m
of

aj
/a

re
a/

us
a/

in
de

x.
ht

m
l）

よ
り

・
も

と
も

と
は

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

植
民

地
。

・
17

世
紀

に
独

立
戦

争
を

経
て

宗
主

国
イ

ギ
リ

ス
か

ら
独

立
。

1.
3.

 北
米

圏

●
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

の
特

徴

・
地

域
に

よ
り

住
民

の
人

種
構

成
が

異
な

る
。

・
世

界
第

三
位

の
人

口
を

持
つ

が
、

人
口

分
布

の
地

域
差

が
激

し
い

。

・
都

市
は

国
土

の
東

半
分

に
集

中
し

、
内

陸
に

は
農

業
都

市
が

点
在

す
る

。

1.
3.

 北
米

圏

●
ア

メ
リ

カ
の

農
業

・
地

域
の

環
境

に
応

じ
た

農
業

が
発

達
。

・
機

械
化

や
化

学
・

情
報

技
術

の
利

用
に

よ
る

農
業

の
工

業
化

を
推

進
。

・
そ

の
穀

物
輸

出
量

か
ら

「
世

界
の

食
糧

庫
」

と
呼

ば
れ

る
。

・
ア

グ
リ

ビ
ジ

ネ
ス

企
業

の
多

く
は

ア
メ

リ
カ

に
本

拠
地

を
置

く
。

1.
3.

 北
米

圏

●
ア

メ
リ

カ
の

工
業

・
20

世
紀

に
世

界
最

大
の

工
業

国
と

な
る

。

・
19

70
年

代
か

ら
工

業
の

中
心

地
が

、
北

部
か

ら
南

部
に

移
動

し
、

シ
リ

コ
ン

バ
レ

ー
が

誕
生

。

・
情

報
通

信
技

術
は

、
事

実
上

の
世

界
基

準
と

な
っ

て
い

る

・
近

年
は

宇
宙

産
業

や
生

命
工

学
で

も
顕

著
な

実
績

を
あ

げ
つ

つ
あ

る
。

*画
像

は
シ

リ
コ

ン
バ

レ
ー

に
お

け
る

主
な

企
業

所
在

地
。

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.a
ft

er
m

ar
ke

tn
ew

s.
co

m
/j

ay
-b

ur
kh

ar
t-

gu
es

t-
co

m
m

en
ta

ry
/s

ili
co

n-
va

lle
y/

）
よ

り

1.
3.
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●
カ

ナ
ダ

正
式

名
：

カ
ナ

ダ
政

体
：

立
憲

君
主

制
首

都
：

オ
タ

ワ
人

口
：

約
3,

78
9万

人
民

族
：

イ
ギ

リ
ス

系
45

％
，

フ
ラ

ン
ス

系
29

％
，

ド
イ

ツ
系

6％
，

イ
タ

リ
ア

系
3％

，
中

国
系

2％
，

イ
ヌ

イ
ッ

ト
言

語
：

英
語

、
フ

ラ
ン

ス
語

が
公

用
語

宗
教

：
国

民
の

3分
の

2以
上

（
67

.3
％

）
が

キ
リ

ス
ト

教
徒

、
国

土
面

積
：

99
8.

5万
平

方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
（

ロ
シ

ア
に

次
ぐ

世
界

第
2位

）
*外

務
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
of

a.
go

.jp
/m

of
aj

/a
re

a/
ca

na
da

/i
nd

ex
.h

tm
l）

よ
り

・
ア

メ
リ

カ
と

同
じ

く
も

と
も

と
は

植
民

地
だ

っ
た

が
、

最
初

に
入

植
し

た
の

は
フ

ラ
ン

ス
人

。

・
大

都
市

を
中

心
に

、
ア

ジ
ア

系
移

民
が

増
え

て
い

る
。

・
南

部
で

は
農

業
や

工
業

が
営

わ
れ

、
西

部
で

は
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

と
し

て
注

目
さ

れ
る

オ
イ

ル
サ

ン
ド

の
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

1.
3.

 北
米

圏

●
北

米
圏

各
国

の
関

係
①

ア
メ

リ
カ

と
世

界

・
東

西
冷

戦
終

結
後

、
ア

メ
リ

カ
は

経
済

・
政

治
両

面
に

お
け

る
圧

倒
的

な
力

を
世

界
中

に
及

ぼ
し

て
い

る
。

・
ド

ル
は

世
界

の
基

軸
通

貨
で

あ
り

、
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
は

金
融

業
の

中
心

地
。

・
首

都
ワ

シ
ン

ト
ン

で
は

国
際

情
勢

に
影

響
を

与
え

る
決

定
が

日
々

行
わ

れ
て

い
る

。

・
世

界
各

地
に

駐
留

さ
せ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

世
界

の
警

察
官

と
も

呼
ば

れ
て

い
る

。

1.
3.

 北
米

圏

●
北

米
圏

各
国

の
関

係
②

N
AF

TA

・
19

94
年

に
、

圏
内

関
税

撤
廃

を
目

的
に

北
米

自
由

貿
易

協
定

(N
AF

TA
)が

成
立

。

・
協

定
成

立
後

は
、

ア
メ

リ
カ

企
業

が
カ

ナ
ダ

や
メ

キ
シ

コ
へ

進
出

し
、

経
済

を
活

発
化

さ
せ

る
こ

と
に

成
功

し
て

い
る

。

1.
3.

 北
米

圏

●
中

南
米

圏
の

概
要

・
中

南
米

圏
は

、
メ

キ
シ

コ
,中

央
ア

メ
リ

カ
,

西
イ

ン
ド

諸
島

,南
ア

メ
リ

カ
か

ら
成

る
地

域
。

・
山

岳
地

帯
で

あ
る

高
地

と
太

平
洋

側
の

海
岸

部
の

ふ
た

つ
に

分
か

れ
て

、
多

く
の

都
市

が
立

地
。

・
人

種
や

民
族

の
混

血
が

進
ん

で
お

り
,

国
に

よ
っ

て
人

口
構

成
は

多
様

。
し

か
し

圏
内

の
全

人
口

の
90

パ
ー

セ
ン

ト
以

上
が

キ
リ

ス
ト

教
徒

。

地
図

画
像

は
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.g

oo
gl

e.
co

.jp
/m

ap
)よ

り

1.
4.

 中
南

米
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●
中

南
米

圏
の

地
理

・
大

陸
の

太
平

洋
側

に
は

,ア
ン

デ
ス

山
脈

が
南

北
に

走
る

。

・
カ

リ
ブ

海
に

浮
か

ぶ
西

イ
ン

ド
諸

島
は

新
期

造
山

帯
に

属
す

る
。

*画
像

は
N

H
Kホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

hk
.o

r.j
p/

sy
ak

ai
/d

co
nt

en
t/

un
it0

02
/j

ug
yo

/s
ec

00
6/

ch
ap

00
2/

pr
in

t2
_6

_2
_2

.p
df

）
よ

り

1.
4.

 中
南

米
圏

●
中

南
米

圏
の

気
候

・
ブ

ラ
ジ

ル
高

原
の

北
部

に
は

セ
ラ

ー
ド

、

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

中
央

部
に

は
大

平
原

パ
ン

パ
が

広
が

る
。

・
大

陸
南

部
や

、
ア

ン
デ

ス
山

脈
の

西
側

海
岸

部
は

乾
燥

地
帯

。

*画
像

は
N

H
Kホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

hk
.o

r.j
p/

sy
ak

ai
/d

co
nt

en
t/

un
it0

02
/j

ug
yo

/s
ec

00
6/

ch
ap

00
2/

pr
in

t2
_6

_2
_4

.p
df

）
よ

り

1.
4.

 中
南

米
圏

●
中

南
米

圏
の

成
立

・
15

世
紀

末
に

コ
ロ

ン
ブ

ス
が

西
イ

ン
ド

諸
島

到
達

。

・
16

世
紀

に
は

ラ
テ

ン
系

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
人

に
よ

る
植

民
地

活
動

。

・
ア

フ
リ

カ
人

強
制

移
住

に
よ

る
大

農
園

経
営

。

・
19

世
紀

の
各

地
域

で
の

独
立

運
動

。

・
20

世
紀

。
労

働
力

不
足

に
よ

る
移

民
の

受
け

入
れ

。
社

会
主

義
国

キ
ュ

ー
バ

の
誕

生
。

1.
4.

 中
南

米
圏

●
ブ

ラ
ジ

ル

正
式

名
：

ブ
ラ

ジ
リ

ア
連

邦
共

和
国

政
体

：
連

邦
共

和
制

首
都

：
ブ

ラ
ジ

リ
ア

人
口

：
２

億
94

7万
人

民
族

：
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

系
48

％
，

混
血

43
％

，
ア

フ
リ

カ
系

8％

言
語

：
ポ

ル
ト

ガ
ル

語
宗

教
：

カ
ト

リ
ッ

ク
約

65
％

，
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト

約
22

％
，

無
宗

教
8％

国
土

面
積

：
85

1.
2万

平
方

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

（
日

本
の

22
.5

倍
）

*外
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

of
a.

go
.jp

/m
of

aj
/a

re
a/

br
az

il/
in

de
x.

ht
m

l）
よ

り

1.
4.

 中
南

米
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●
ブ

ラ
ジ

ル
の

産
業

・
20

世
紀

後
半

に
お

け
る

伝
統

的
な

農
業

か
ら

、
企

業
主

導
型

農
業

（
ア

グ
リ

ビ
ジ

ネ
ス

）
へ

の
変

化
と

、
そ

れ
に

伴
う

農
村

の
縮

小
。

・
大

豆
・

コ
ー

ヒ
ー

栽
培

で
の

利
益

を
基

盤
と

し
た

工
業

化
と

そ
の

成
功

。

・
地

域
間

の
格

差
、

都
市

問
題

の
発

生
。

1.
4.

 中
南

米
圏

●
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン

正
式

名
：

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

共
和

国
政

体
：

共
和

制
首

都
：

ブ
エ

ノ
ス

ア
イ

レ
ス

人
口

：
44

94
万

人
民

族
：

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
系

97
％

，
イ

ン
デ

ィ
オ

系
3％

，
言

語
：

ス
ペ

イ
ン

語
（

公
用

語
）

宗
教

：
カ

ト
リ

ッ
ク

92
％

，
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト

2％
，

ユ
ダ

ヤ
教

2％
国

土
面

積
：

27
8万

平
方

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

（
日

本
の

約
7.

5倍
）

*外
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

of
a.

go
.jp

/m
of

aj
/a

re
a/

ar
ge

nt
in

e/
in

de
x.

ht
m

l）
よ

り

・
国

土
の

70
％

が
平

原
で

世
界

有
数

の
農

業
国

で
あ

る
。

近
年

は
石

油
や

天
然

ガ
ス

な
ど

の
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

1.
4.

 中
南

米
圏

●
ボ

リ
ビ

ア

正
式

名
：

ボ
リ

ビ
ア

多
民

族
国

政
体

：
共

和
制

首
都

：
ラ

パ
ス

人
口

：
11

51
万

人
民

族
：

イ
ン

デ
ィ

オ
41

％
，

混
血

系
や

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
系

な
ど

言
語

：
ス

ペ
イ

ン
語

，
ケ

チ
ュ

ア
語

，
ア

イ
マ

ラ
語

（
い

ず
れ

も
公

用
語

）
宗

教
：

カ
ト

リ
ッ

ク
が

国
民

の
95

％
以

上
国

土
面

積
：

11
0万

平
方

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

（
日

本
の

約
3倍

）

*外
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

of
a.

go
.jp

/m
of

aj
/a

re
a/

bo
liv

ia
/i

nd
ex

.h
tm

l）
よ

り

・
南

西
部

の
ウ

ユ
ニ

塩
原

が
、

世
界

的
な

リ
チ

ウ
ム

の
産

地
と

し
て

注
目

さ
れ

て
い

る
。

1.
4.

 中
南

米
圏

●
地

域
の

課
題

と
国

家
間

の
関

係

・
外

国
資

本
に

依
存

し
た

急
速

な
工

業
化

と
そ

の
負

債
。

・
経

済
発

展
と

地
域

間
格

差
の

拡
大

。

・
ブ

ラ
ジ

ル
は

20
00

年
以

降
に

著
し

い
経

済
発

展
を

遂
げ

た
BR

IC
Sの

一
国

。

・
中

南
米

圏
の

経
済

統
合

を
目

的
と

し
た

南
米

南
部

共
同

市
場

(M
ER

CO
SU

R)
の

発
足

。
参

加
国

は
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
、

ブ
ラ

ジ
ル

、
パ

ラ
グ

ア
イ

、
ウ

ル
グ

ア
イ

、
ベ

ネ
ズ

エ
ラ

の
5か

国
。

1.
4.

 中
南

米
圏
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●
ア

フ
リ

カ
圏

の
概

要

・
15

世
紀

末
に

は
奴

隷
貿

易
、

19
世

紀
末

に
は

植
民

地
化

を
経

験
。

・
宗

主
国

か
ら

の
独

立
後

も
残

る
人

為
的

国
境

が
、

今
日

の
問

題
の

種
と

な
っ

て
い

る
。

・
各

民
族

が
独

自
の

言
語

を
持

つ
た

め
、

植
民

地
時

代
の

言
語

が
公

用
語

し
て

用
い

ら
れ

て
い

る
。

*地
図

画
像

は
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.g

oo
gl

e.
co

.jp
/m

ap
)よ

り

1.
5.

 ア
フ

リ
カ

圏

●
ア

フ
リ

カ
圏

の
地

理

・
気

候
の

異
な

る
南

北
ふ

た
つ

の
地

域
に

分
か

れ
て

い
る

。

・
台

地
や

高
原

が
多

く
、

低
地

は
沿

岸
部

に
限

ら
れ

て
い

る
。

・
大

陸
の

北
端

と
南

端
に

、
そ

れ
ぞ

れ
形

成
期

の
異

な
る

巨
大

な
山

脈
が

あ
る

。

*画
像

は
N

H
K

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.n
hk

.o
r.j

p/
sy

ak
ai

/d
co

nt
en

t/
un

it0
02

/j
ug

yo
/s

ec
00

3/
ch

ap
00

3/
pr

in
t2

_3
_3

_2
.p

df
）

よ
り

1.
5.

 ア
フ

リ
カ

圏

●
ア

フ
リ

カ
圏

の
気

候

・
北

ア
フ

リ
カ

は
地

中
海

沿
岸

と
ア

ト
ラ

ス
山

脈
以

南
で

ま
っ

た
く

異
な

る
気

候
。

・
サ

ハ
ラ

砂
漠

は
世

界
最

大
の

砂
漠

。
そ

の
東

部
に

は
世

界
最

長
の

ナ
イ

ル
川

。

・
サ

ハ
ラ

以
南

に
は

盆
地

や
熱

帯
雨

林
が

広
が

り
、

さ
ら

に
南

下
す

る
と

、
草

原
サ

バ
ナ

が
現

れ
る

。

*画
像

は
N

H
Kホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

hk
.o

r.j
p/

sy
ak

ai
/d

co
nt

en
t/

un
it0

02
/j

ug
yo

/s
ec

00
3/

ch
ap

00
3/

pr
in

t2
_3

_3
_3

.p
df

）
よ

り

1.
5.

 ア
フ

リ
カ

圏

●
ア

ル
ジ

ェ
リ

ア

正
式

名
：

ア
ル

ジ
ェ

リ
ア

民
主

人
民

共
和

国
政

体
：

共
和

制
首

都
：

ア
ル

ジ
ェ

人
口

：
4,

22
0万

人

民
族

：
ア

ラ
ブ

人
（

80
％

）
，

ベ
ル

ベ
ル

人
（

19
％

）
，

そ
の

他
（

1％
）

言
語

：
ア

ラ
ビ

ア
語

・
ベ

ル
ベ

ル
語

,
フ

ラ
ン

ス
語

宗
教

：
イ

ス
ラ

ム
教

（
ス

ン
ニ

派
）

国
土

面
積

：
23

8万
平

方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
（

ア
フ

リ
カ

第
1位

）
*外

務
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
of

a.
go

.jp
/m

of
aj

/a
re

a/
al

ge
ria

/i
nd

ex
.h

tm
l）

よ
り

・
ア

フ
リ

カ
最

大
の

国
土

を
持

つ
国

で
あ

り
、

過
去

に
は

フ
ラ

ン
ス

の
植

民
地

。

・
地

下
資

源
が

豊
富

だ
が

、
１

９
８

０
年

代
の

石
油

危
機

に
よ

り
、

経
済

方
針

の
転

換
を

求
め

ら
れ

た
。

・
現

在
は

EU
や

AU
（

ア
フ

リ
カ

連
合

）
と

自
由

貿
易

圏
の

交
渉

中
。

1.
5.

 ア
フ

リ
カ

圏
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●
エ

ジ
プ

ト

正
式

名
：

エ
ジ

プ
ト

・
ア

ラ
ブ

共
和

国
政

体
：

共
和

制
首

都
：

カ
イ

ロ
人

口
：

9,
84

2万
人

民
族

：
主

に
ア

ラ
ブ

人
言

語
：

ア
ラ

ビ
ア

語
，

都
市

部
で

は
英

語
も

通
用

宗
教

：
イ

ス
ラ

ム
教

，
キ

リ
ス

ト
教

国
土

面
積

：
約

10
0万

平
方

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

（
日

本
の

約
2.

7倍
）

*外
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

of
a.

go
.jp

/m
of

aj
/a

re
a/

eg
yp

t/
in

de
x.

ht
m

l）
よ

り

・
国

土
の

95
パ

ー
セ

ン
ト

以
上

が
砂

漠
の

、
ア

ラ
ブ

・
イ

ス
ラ

ム
世

界
の

一
国

。

・
耕

地
面

積
が

少
な

い
た

め
、

食
糧

の
多

く
を

輸
入

に
頼

る
。

・
歴

史
的

建
造

物
に

よ
り

、
観

光
業

が
盛

ん
。

1.
5.

 ア
フ

リ
カ

圏

●
ナ

イ
ジ

ェ
リ

ア

正
式

名
：

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

連
邦

共
和

国
政

体
：

共
和

制
首

都
：

ア
ブ

ジ
ャ

人
口

：
2億

96
万

人
民

族
：

ハ
ウ

サ
、

ヨ
ル

バ
、

イ
ボ

等
言

語
：

英
語

（
公

用
語

）
、

各
民

族
語

宗
教

：
イ

ス
ラ

ム
教

－
北

部
中

心
、

キ
リ

ス
ト

教
－

南
部

中
心

、
伝

統
宗

教
－

全
域

国
土

面
積

：
92

3,
77

3平
方

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

（
日

本
の

約
2.

5倍
）

*外
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

of
a.

go
.jp

/m
of

aj
/a

re
a/

ni
ge

ria
/i

nd
ex

.h
tm

l）
よ

り

・
ア

フ
リ

カ
の

経
済

大
国

で
あ

り
指

導
国

。

・
第

三
次

産
業

が
発

展
し

て
い

る
が

、
輸

出
は

原
油

に
大

き
く

依
存

。

・
20

14
年

エ
ボ

ラ
出

血
熱

流
行

の
際

、
効

果
的

な
対

策
で

封
じ

込
め

に
成

功
。

1.
5.

 ア
フ

リ
カ

圏

●
南

ア
フ

リ
カ

共
和

国

正
式

名
：

南
ア

フ
リ

カ
共

和
国

政
体

：
共

和
制

首
都

：
プ

レ
ト

リ
ア

人
口

：
5,

77
8万

人
民

族
：

黒
人

（
79

％
）

，
白

人
（

9.
6％

）
，

混
血

系
（

8.
9％

）
，

ア
ジ

ア
系

（
2.

5％
）

言
語

：
英

語
，

ア
フ

リ
カ

ー
ン

ス
語

，
バ

ン
ツ

ー
諸

語
の

合
計

11
が

公
用

語
宗

教
：

キ
リ

ス
ト

教
（

人
口

の
約

80
％

）
，

ヒ
ン

ズ
ー

教
，

イ
ス

ラ
ム

教
等

国
土

面
積

：
12

2万
平

方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
（

日
本

の
約

3.
2倍

）
*外

務
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
of

a.
go

.jp
/m

of
aj

/a
re

a/
s_

af
ric

a/
in

de
x.

ht
m

l）
よ

り

・
ア

フ
リ

カ
最

大
の

経
済

国
で

あ
り

、
唯

一
の

G
20

参
加

国
。

・
人

種
隔

離
政

策
、

ア
パ

ル
ト

ヘ
イ

ト
が

取
ら

れ
て

い
た

過
去

。

・
先

端
機

器
に

不
可

欠
な

レ
ア

メ
タ

ル
含

む
豊

富
な

鉱
山

資
源

を
産

出
。

1.
5.

 ア
フ

リ
カ

圏

●
ア

フ
リ

カ
圏

各
国

の
関

係
①

ア
フ

リ
カ

同
盟

（
AU

）

・
ア

フ
リ

カ
55

の
国

と
地

域
が

加
盟

す
る

世
界

最
大

級
の

地
域

機
関

。

・
ア

フ
リ

カ
の

政
治

的
・

経
済

的
統

合
と

、
紛

争
の

予
防

・
解

決
や

、
持

続
可

能
な

経
済

・
社

会
・

文
化

開
発

の
促

進
が

主
目

的
。

・
国

連
改

革
，

気
候

変
動

，
各

種
選

挙
な

ど
で

、
統

一
の

立
場

形
成

を
担

う
。

*画
像

は
ア

フ
リ

カ
連

合
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
(h

tt
ps

:/
/a

u.
in

t/
)よ

り

1.
5.

 ア
フ

リ
カ

圏
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●
ア

フ
リ

カ
圏

各
国

の
関

係
②

南
北

の
地

域
差

と
他

地
域

と
の

結
び

つ
き

・
20

00
年

代
以

降
、

主
要

都
市

の
開

発
が

進
み

、
多

く
の

国
々

で
携

帯
電

話
の

利
用

が
急

速
に

普
及

。

・
北

ア
フ

リ
カ

諸
国

は
石

油
資

源
に

恵
ま

れ
る

。

・
南

ア
フ

リ
カ

諸
国

で
は

経
済

や
感

染
症

の
問

題
が

存
在

。

観
光

業
や

IC
T産

業
な

ど
に

よ
る

、
モ

ノ
カ

ル
チ

ャ
ー

経
済

か
ら

の
脱

却
が

目
標

。

1.
5.

 ア
フ

リ
カ

圏

●
オ

セ
ア

ニ
ア

圏
の

概
要

・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

大
陸

と
三

つ
の

海
洋

部
か

ら
な

る
。

・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

、
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
は

、
19

世
紀

の
イ

ギ
リ

ス
植

民
地

時
代

か
ら

、
民

主
主

義
が

発
達

。
先

進
国

の
一

員
と

な
っ

て
い

る
。

・
そ

の
他

島
嶼

国
群

は
多

く
は

、
開

発
途

上
国

に
分

類
さ

れ
る

。

*写
真

は
（

ht
tp

s:
//

ja
.w

ik
ip

ed
ia

.o
rg

/w
ik

i/
%

E3
%

82
%

AA
%

E3
%

82
%

BB
%

E3
%

82
%

A2
%

E3
%

83
%

8B
%

E3
%

82
%

A2
）

よ
り

1.
6.

 オ
セ

ア
ニ

ア
圏

●
オ

セ
ア

ニ
ア

圏
の

地
理

・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

大
陸

と
、

三
つ

の
海

洋
部

か
ら

な
る

。

・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

大
陸

は
安

定
陸

塊
を

持
つ

。

・
環

太
平

洋
造

山
帯

に
含

ま
れ

る
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
で

は
、

地
震

が
頻

発
。

*画
像

は
N

H
Kホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

hk
.o

r.j
p/

sy
ak

ai
/d

co
nt

en
t/

un
it0

02
/j

ug
yo

/s
ec

00
2/

ch
ap

00
2/

pr
in

t2
_2

_2
_2

.p
df

）
よ

り

1.
6.

 オ
セ

ア
ニ

ア
圏

●
オ

セ
ア

ニ
ア

圏
の

気
候

・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

大
陸

で
は

東
西

南
北

に
よ

っ
て

気
候

が
異

な
る

。

・
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
は

全
体

と
し

て
西

岸
海

洋
性

気
候

に
属

す
る

が
、

サ
ザ

ン
ア

ル
プ

ス
山

脈
を

境
に

東
西

で
気

候
が

異
な

る
。

・
そ

の
ほ

か
多

く
の

太
平

洋
諸

島
は

熱
帯

に
属

す
る

。

*画
像

は
N

H
Kホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

hk
.o

r.j
p/

sy
ak

ai
/d

co
nt

en
t/

un
it0

02
/j

ug
yo

/s
ec

00
2/

ch
ap

00
2/

pr
in

t2
_2

_2
_5

.p
df

）
よ

り

1.
6.

 オ
セ

ア
ニ

ア
圏
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●
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

正
式

名
：

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
連

邦
政

体
：

立
憲

君
主

制
首

都
：

キ
ャ

ン
ベ

ラ
人

口
：

約
2,

56
5万

人

民
族

：
欧

州
系

が
中

心
。

そ
の

他
に

中
東

系
、

ア
ジ

ア
系

、
先

住
民

な
ど

。
言

語
：

英
語

宗
教

：
キ

リ
ス

ト
教

52
％

、
無

宗
教

30
％

国
土

面
積

：
76

9万
2,

02
4平

方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
（

日
本

の
約

20
倍

）
*外

務
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
of

a.
go

.jp
/m

of
aj

/a
re

a/
au

st
ra

lia
/i

nd
ex

.h
tm

l）
よ

り

・
イ

ギ
リ

ス
の

植
民

地
と

し
て

開
発

が
進

む
。

・
20

世
紀

初
頭

か
ら

19
70

年
代

前
半

ま
で

の
白

豪
主

義
。

・
現

在
は

多
文

化
主

義
を

推
進

。

1.
6.

 オ
セ

ア
ニ

ア
圏

●
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

の
産

業

・
世

界
有

数
の

鉱
産

資
源

生
産

国
で

あ
り

、
先

端
産

業
の

材
料

も
大

量
に

産
出

。

・
農

業
の

規
模

は
大

き
く

、
北

半
球

と
収

穫
時

期
の

異
な

る
穀

物
の

輸
出

に
よ

り
、

世
界

の
穀

物
市

場
の

価
格

変
動

を
抑

制
。

1.
6.

 オ
セ

ア
ニ

ア
圏

●
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド

正
式

名
：

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

政
体

：
立

憲
君

主
国

首
都

：
ウ

ェ
リ

ン
ト

ン
人

口
：

約
50

4万
人

民
族

：
欧

州
系

（
70

.2
％

）
マ

オ
リ

系
（

16
.5

％
、

太
平

洋
島

嶼
国

系
（

8.
1％

）
ア

ジ
ア

系
（

15
.1

％
）

言
語

：
英

語
、

マ
オ

リ
語

、
手

話
宗

教
：

キ
リ

ス
ト

教
36

.5
％

、
無

宗
教

48
.2

％
国

土
面

積
：

27
万

53
4平

方
キ

ロ
メ

ー
ト

ル
（

日
本

の
約

4分
の

3）
*外

務
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
of

a.
go

.jp
/m

of
aj

/a
re

a/
nz

/i
nd

ex
.h

tm
l）

よ
り

・
南

北
ふ

た
つ

に
分

か
れ

た
主

要
島

部
と

、
小

さ
な

島
々

か
ら

成
る

。

1.
6.

 オ
セ

ア
ニ

ア
圏

●
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
の

産
業

・
産

業
の

中
心

は
食

料
品

の
生

産
と

輸
出

。

・
地

形
を

生
か

し
た

発
電

や
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
事

業
に

力
が

入
れ

ら
れ

て
い

る
。

1.
6.

 オ
セ

ア
ニ

ア
圏
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●
オ

セ
ア

ニ
ア

圏
の

各
国

の
関

係
ア

ジ
ア

太
平

洋
経

済
協

力
会

議
（

AP
EC

）

・
19

73
年

、
イ

ギ
リ

ス
の

EC
加

盟
後

、
オ

セ
ア

ニ
ア

圏
は

ア
ジ

ア
と

の
結

び
つ

き
を

強
め

る
。

・
19

89
年

、
ア

ジ
ア

太
平

洋
経

済
協

力
会

議
（

AP
EC

）
が

発
足

。

*外
務

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

of
a.

go
.jp

/m
of

aj
/p

re
ss

/p
r/

w
ak

ar
u/

to
pi

cs
/v

ol
50

/i
nd

ex
.h

tm
l）

よ
り

1.
6.

 オ
セ

ア
ニ

ア
圏

２
. テ

ロ

2.
1.

 テ
ロ

リ
ズ

ム
2.

2.
 テ

ロ
事

件
の

事
例

●
テ

ロ
リ

ズ
ム

と
は

ー
日

本
で

の
定

義

・
テ

ロ
＝

テ
ロ

リ
ズ

ム
の

定
義

は
国

・
法

律
に

よ
っ

て
さ

ま
ざ

ま
。

・
政

治
上

そ
の

他
の

主
義

主
張

に
基

づ
き

，
国

家
若

し
く

は
他

人
に

こ
れ

を
強

要
し

，
又

は
社

会
に

不
安

若
し

く
は

恐
怖

を
与

え
る

目
的

で
人

を
殺

傷
し

，
又

は
重

要
な

施
設

そ
の

他
の

物
を

破
壊

す
る

た
め

の
活

動
を

い
う

。
（

特
定

秘
密

の
保

護
に

関
す

る
法

律
第

１
２

条
）

2.
1.

 テ
ロ

リ
ズ

ム

●
テ

ロ
リ

ズ
ム

と
は

ー
日

本
で

の
定

義

・
広

く
恐

怖
又

は
不

安
を

抱
か

せ
る

こ
と

に
よ

り
そ

の
目

的
を

達
成

す
る

こ
と

を
意

図
し

て
行

わ
れ

る
政

治
上

そ
の

他
の

主
義

主
張

に
基

づ
く

暴
力

主
義

的
破

壊
活

動
。

（
警

察
庁

組
織

令
第

四
十

条
で

の
定

義
）

・
ど

ち
ら

の
定

義
で

も
「

他
者

や
モ

ノ
へ

の
暴

力
性

」
、

「
破

壊
的

活
動

」
と

い
っ

た
意

味
合

い
。

2.
1.

 テ
ロ

リ
ズ

ム
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●
テ

ロ
リ

ズ
ム

と
は

ー
米

国
で

の
定

義

・
準

国
家

的
集

団
又

は
諜

報
部

員
に

よ
っ

て
非

戦
闘

員
に

対
し

て
行

わ
れ

る
事

前
に

計
画

さ
れ

た
政

治
的

な
動

機
を

有
す

る
暴

力
を

い
う

。
（

合
衆

国
法

典
第

２
２

編
第

26
56

f条
(d

)項
）

・
国

務
省

が
毎

年
発

表
す

る
テ

ロ
リ

ズ
ム

の
情

勢
報

告
を

連
邦

議
会

に
行

う
た

め
の

基
準

と
し

て
用

い
ら

れ
て

い
る

。

2.
1.

 テ
ロ

リ
ズ

ム

●
テ

ロ
リ

ズ
ム

と
は

ー
米

国
で

の
定

義

・
(i)

暴
力

行
為

又
は

人
の

生
命

、
財

産
若

し
く

は
施

設
に

と
っ

て
危

険
な

行
為

を
含

み
、

か
つ

、
(ii

)次
の

こ
と

が
明

ら
か

に
意

図
さ

れ
る

も
の

(A
)民

間
人

を
脅

迫
し

、
又

は
威

圧
す

る
こ

と
(B

)脅
迫

又
は

威
圧

に
よ

り
政

府
の

政
策

に
影

響
を

与
え

る
こ

と
(C

)大
量

破
壊

、
暗

殺
、

誘
拐

又
は

人
質

を
と

る
行

為
に

よ
っ

て
政

府
の

行
動

に
影

響
を

与
え

る
こ

と （
大

統
領

令
第

13
22

4 
号

第
3 

節
）

2.
1.

 テ
ロ

リ
ズ

ム

●
テ

ロ
リ

ズ
ム

の
全

体
像

2.
1.

 テ
ロ

リ
ズ

ム

●
テ

ロ
リ

ズ
ム

の
背

景

①
グ

リ
ー

ハ
ン

ス
の

発
生

：
積

み
重

な
っ

た
不

満
や

恨
み

の
こ

と

②
横

に
つ

な
が

る
：

共
感

し
て

く
れ

る
人

が
仲

間
に

な
る

③
要

求
運

動
：

初
め

か
ら

暴
行

に
は

で
な

い

④
テ

ロ
の

実
行

：
③

で
改

善
さ

れ
ず

、
グ

リ
ー

ハ
ン

ス
が

膨
ら

む

⑤
新

た
な

テ
ロ

へ
：

報
復

や
グ

リ
ー

ハ
ン

ス
の

未
解

消

2.
1.

 テ
ロ

リ
ズ

ム
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●
テ

ロ
発

生
の

背
景

・
宗

教
問

題
→

異
な

る
宗

教
や

思
想

を
否

定
す

る
人

々
が

社
会

で
不

満
を

感
じ

た
際

に
テ

ロ
へ

と
つ

な
が

る
こ

と
も

。

例
）

IS
：

イ
ス

ラ
ム

国
家

の
樹

立
が

目
的

ア
ル

カ
イ

ダ
：

「
カ

リ
フ

国
家

」
の

復
興

が
目

的
。

ボ
コ

・
ハ

ラ
ム

：
同

じ
イ

ス
ラ

ム
教

徒
で

も
攻

撃
。

2.
1.

 テ
ロ

リ
ズ

ム

●
テ

ロ
発

生
の

背
景

・
経

済
的

苦
境

→
仕

事
、

安
全

、
教

育
な

ど
を

求
め

て
テ

ロ
に

至
る

こ
と

も
。

急
速

な
人

口
増

加
も

一
因

。

2.
1.

 テ
ロ

リ
ズ

ム

●
テ

ロ
発

生
の

背
景

・
政

治
へ

の
不

信
感

→
若

者
の

間
に

は
び

こ
っ

て
い

る
。

信
頼

で
き

な
い

治
安

機
関

に
よ

る
行

動
が

き
っ

か
け

と
な

る
こ

と
も

。

2.
1.

 テ
ロ

リ
ズ

ム

●
よ

ど
号

ハ
イ

ジ
ャ

ッ
ク

事
件

ー
概

要
と

背
景

・
１

９
７

０
年

３
月

３
１

日
発

生

・
東

京
発

福
岡

行
き

の
日

本
航

空
35

1便
・

通
称

「
よ

ど
号

」
を

乗
っ

取
り

、
乗

客
12

2人
、

乗
員

7人
の

合
計

12
9人

を
人

質
に

取
っ

て
さ

ま
ざ

ま
な

要
求

を
し

た
事

件
。

最
終

的
に

北
朝

鮮
で

投
降

。

・
首

相
の

訪
米

阻
止

失
敗

後
、

さ
ら

に
力

を
つ

け
て

日
本

で
革

命
を

起
こ

す
こ

と
が

目
的

。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
①
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●
よ

ど
号

ハ
イ

ジ
ャ

ッ
ク

事
件

ー
実

行
犯

・
犯

行
メ

ン
バ

ー
は

、
新

左
翼

の
一

党
派

で
あ

る
「

共
産

主
義

者
同

盟
赤

軍
派

」
の

9人
で

、
リ

ー
ダ

ー
は

そ
の

軍
事

委
員

長
の

田
宮

高
麿

。

・
そ

の
後

、
メ

ン
バ

ー
は

赤
軍

派
理

論
へ

の
信

頼
が

揺
ら

い
だ

り
、

日
本

国
内

の
赤

軍
派

殲
滅

の
現

実
を

知
り

、
赤

軍
派

路
線

を
停

止
。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
①

●
よ

ど
号

ハ
イ

ジ
ャ

ッ
ク

事
件

ー
そ

の
後

の
対

策

・
１

９
７

０
年

６
月

：
ハ

イ
ジ

ャ
ッ

ク
防

止
法

制
定

→
日

本
初

の
ハ

イ
ジ

ャ
ッ

ク
で

あ
っ

た
た

め
、

教
訓

と
し

て
制

定
。

ハ
イ

ジ
ャ

ッ
ク

を
行

っ
た

際
の

刑
罰

に
つ

い
て

定
め

た
。

・
１

９
７

１
年

：
銃

刀
法

改
正

案
可

決
→

日
本

刀
・

拳
銃

に
模

造
品

が
使

わ
れ

た
た

め
。

現
在

で
は

金
属

製
の

エ
ア

ガ
ン

の
所

持
は

禁
止

。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
①

●
あ

さ
ま

山
荘

事
件

ー
概

要
と

背
景

・
１

９
７

２
年

２
月

１
９

日
～

２
８

日
の

期
間

発
生

・
連

合
赤

軍
の

メ
ン

バ
ー

５
人

が
２

月
１

９
日

、
軽

井
沢

の
あ

さ
ま

山
荘

に
押

し
入

り
、

管
理

人
の

妻
を

人
質

に
と

っ
て

立
て

こ
も

る
。

２
８

日
午

後
６

時
過

ぎ
、

機
動

隊
が

山
荘

に
突

入
し

て
犯

人
全

員
を

逮
捕

し
、

人
質

を
救

出
。

・
警

察
官

2人
と

民
間

人
1人

が
死

亡
、

27
人

が
負

傷
。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
②

●
あ

さ
ま

山
荘

事
件

ー
実

行
犯

・
「

共
産

党
が

革
命

を
し

な
い

な
ら

自
分

た
ち

で
起

こ
そ

う
」

と
い

う
考

え
が

背
景

に
あ

っ
た

。

・
71

年
に

銀
行

な
ど

の
金

融
機

関
か

ら
現

金
を

強
奪

を
し

た
「

赤
軍

派
」

と
、

同
年

2月
に

栃
木

県
の

銃
砲

店
を

襲
撃

し
て

猟
銃

や
散

弾
を

奪
っ

た
「

革
命

左
派

」
が

合
流

し
て

結
成

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
②
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●
あ

さ
ま

山
荘

事
件

ー
そ

の
後

の
対

策

・
１

９
７

２
年

：
警

察
庁

に
よ

り
特

殊
部

隊
の

編
成

の
通

達
。

・
１

９
７

７
年

：
ハ

イ
ジ

ャ
ッ

ク
対

策
を

主
要

任
務

と
す

る
特

殊
部

隊
→

現
在

で
は

SA
Tと

呼
ば

れ
て

い
る

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
②

●
地

下
鉄

サ
リ

ン
事

件
ー

概
要

と
背

景

・
１

９
９

５
年

３
月

２
０

日
、

朝
の

通
勤

時
間

帯
、

東
京

・
霞

ケ
関

駅
を

通
過

す
る

３
つ

の
地

下
鉄

路
線

を
走

る
５

つ
の

車
両

に
、

猛
毒

の
化

学
兵

器
・

サ
リ

ン
が

散
布

。

・
死

者
１

３
人

・
負

傷
者

５
，

８
０

０
人

以
上

・
オ

ウ
ム

真
理

教
に

よ
る

政
党

か
ら

出
馬

し
た

全
員

が
落

選
し

、
真

理
教

の
教

え
が

過
激

化
し

た
こ

と
に

よ
る

。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
③

●
地

下
鉄

サ
リ

ン
事

件
ー

実
行

犯

・
オ

ウ
ム

真
理

教
ー

麻
原

彰
晃

は
オ

ウ
ム

真
理

教
の

前
身

と
な

る
「

オ
ウ

ム
の

会
」

と
い

う
ヨ

ガ
の

サ
ー

ク
ル

を
東

京
・

世
田

谷
で

立
ち

上
げ

、
健

康
を

維
持

・
回

復
し

た
い

人
が

集
ま

る
→

宗
教

色
が

強
ま

る

・
サ

リ
ン

事
件

の
頃

は
省

庁
制

。
→

役
割

分
担

が
明

確
。

・
も

と
も

と
異

常
な

人
間

だ
っ

た
わ

け
で

は
な

い
も

の
も

。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
③

●
地

下
鉄

サ
リ

ン
事

件
ー

そ
の

後
の

対
策

・
ゴ

ミ
箱

や
車

内
放

送
の

変
更

→
中

が
見

え
る

ゴ
ミ

袋
や

、
不

審
物

は
駅

員
に

知
ら

せ
る

、
な

ど
。

・
警

察
官

や
警

備
員

に
よ

る
駅

構
内

や
車

内
の

巡
回

、
不

審
な

荷
物

の
チ

ェ
ッ

ク
。

・
「

危
険

物
」

の
持

ち
込

み
禁

止

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
③
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●
ア

メ
リ

カ
同

時
多

発
テ

ロ
事

件
ー

概
要

と
背

景

・
２

０
０

１
年

９
月

１
１

日
発

生

・
民

間
機

4機
が

国
際

テ
ロ

組
織

に
ハ

イ
ジ

ャ
ッ

ク
さ

れ
、

日
本

人
24

人
を

含
む

29
77

人
が

犠
牲

に
な

っ
た

。

・
N

Y市
で

は
総

額
１

０
５

０
億

ド
ル

に
も

な
る

損
害

。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
④

●
ア

メ
リ

カ
同

時
多

発
テ

ロ
事

件
ー

実
行

犯

・
実

行
犯

は
国

際
テ

ロ
組

織
「

ア
ル

カ
イ

ダ
」

。
首

謀
者

は
「

オ
サ

マ
・

ビ
ン

ラ
デ

ィ
ン

」
と

さ
れ

る
。

→
ア

フ
ガ

ニ
ス

タ
ン

に
侵

攻
し

た
ソ

連
軍

に
対

抗
す

る
義

勇
兵

が
集

結
。

そ
の

一
部

か
ら

作
ら

れ
た

組
織

。

・
湾

岸
戦

争
に

お
い

て
ア

メ
リ

カ
が

イ
ス

ラ
ム

教
の

２
つ

の
聖

地
が

あ
る

サ
ウ

ジ
ア

ラ
ビ

ア
に

軍
隊

を
駐

留
さ

せ
た

こ
と

が
発

端
と

な
り

、
ア

メ
リ

カ
が

標
的

に
。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
④

●
ア

メ
リ

カ
同

時
多

発
テ

ロ
事

件
ー

そ
の

後
の

対
策

・
航

空
保

安
対

策
の

強
化

→
運

輸
保

安
庁

の
新

設
、

コ
ッ

ク
ピ

ッ
ト

ド
ア

の
強

化
、

警
備

体
制

の
強

化
な

ど

・
入

国
審

査
、

ビ
ザ

審
査

の
厳

格
化

→
審

査
組

織
の

独
立

、
面

接
審

査
と

動
向

管
理

な
ど

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
④

●
ア

メ
リ

カ
炭

疽
菌

事
件

ー
概

要
と

背
景

・
２

０
０

１
年

９
月

１
８

日
と

１
０

月
９

日

・
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

の
大

手
テ

レ
ビ

局
や

出
版

社
、

上
院

議
員

に
対

し
、

炭
疽

菌
が

封
入

さ
れ

た
容

器
の

入
っ

た
封

筒
が

送
り

つ
け

ら
れ

た
。

・
5名

が
肺

炭
疽

を
発

症
し

死
亡

、
17

名
が

負
傷

。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑤
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●
ア

メ
リ

カ
炭

疽
菌

事
件

ー
実

行
犯

・
長

期
化

す
る

捜
査

の
中

、
２

０
０

５
年

４
月

以
降

、
FB

Iに
よ

り
容

疑
者

が
絞

り
こ

ま
れ

る
→

ブ
ル

ー
ス

・
エ

ド
ワ

ー
ド

・
イ

ビ
ン

ズ
。

炭
疽

菌
研

究
者

の
第

一
人

者
で

あ
る

一
方

過
激

な
キ

リ
ス

ト
教

原
理

主
義

者

・
数

々
の

状
況

証
拠

か
ら

断
定

・
20

08
年

8月
1日

、
薬

の
服

用
で

自
殺

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑤

●
ア

メ
リ

カ
炭

疽
菌

事
件

ー
そ

の
後

の
対

策

・
事

件
後

対
応

と
し

て
汚

染
除

去
→

大
手

メ
デ

ィ
ア

の
転

居
、

郵
便

局
の

汚
染

除
去

な
ど

・
白

い
粉

関
連

の
対

応
→

白
い

粉
を

見
か

け
る

た
び

に
人

々
か

ら
連

絡
が

あ
り

、
除

染
、

分
析

な
ど

を
実

施

・
生

物
兵

器
関

連
の

予
算

増
加

、
ワ

ク
チ

ン
や

対
応

薬
を

購
入

す
る

た
め

の
条

例
の

通
過

な
ど

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑤

●
ボ

ス
ト

ン
マ

ラ
ソ

ン
爆

弾
テ

ロ
事

件
ー

概
要

と
背

景

・
ボ

ス
ト

ン
マ

ラ
ソ

ン
の

競
技

中
で

あ
っ

た
２

０
１

３
年

４
月

１
６

日
（

日
本

時
間

）
に

発
生

し
た

爆
弾

テ
ロ

事
件

。

・
ゴ

ー
ル

付
近

の
コ

プ
リ

ー
広

場
で

2度
爆

発
が

発
生

、
そ

の
際

に
3人

が
死

亡
、

28
2人

が
負

傷
。

・
発

生
時

刻
は

多
く

の
ラ

ン
ナ

ー
が

通
過

す
る

時
間

で
あ

っ
た

こ
と

も
影

響
。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑥

●
ボ

ス
ト

ン
マ

ラ
ソ

ン
爆

弾
テ

ロ
事

件
ー

実
行

犯

・
容

疑
者

と
さ

れ
て

い
る

の
は

、
チ

ェ
チ

ェ
ン

系
の

タ
メ

ル
ラ

ン
・

ツ
ァ

ル
ナ

エ
フ

（
26

歳
）

と
ジ

ョ
ハ

ル
・

ツ
ァ

ル
ナ

エ
フ

（
19

歳
）

兄
弟

。
→

チ
ェ

チ
ェ

ン
人

の
多

く
は

イ
ス

ラ
ー

ム
信

仰
だ

っ
た

た
め

、
議

論
が

起
き

た
。

・
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
に

関
わ

る
危

機
感

か
ら

イ
ス

ラ
ー

ム
へ

。

・
犯

行
の

理
由

は
ア

メ
リ

カ
の

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
と

イ
ラ

ク
で

の
戦

争
へ

の
反

発
で

あ
る

と
自

供
。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑥
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●
ボ

ス
ト

ン
マ

ラ
ソ

ン
爆

弾
テ

ロ
事

件
ー

そ
の

後
の

対
策

・
連

続
爆

破
テ

ロ
で

あ
っ

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
被

害
が

小
さ

く
抑

え
ら

れ
た

こ
と

が
評

価
。

⇔
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

現
場

は
非

常
に

混
乱

。
→

マ
ラ

ソ
ン

の
運

営
と

警
察

の
指

揮
調

整
所

が
分

離
す

る
よ

う
に

。

・
電

車
の

停
止

、
監

視
体

制
の

強
化

、
爆

発
物

対
策

の
強

化
な

ど
、

事
件

の
教

訓
を

踏
ま

え
た

対
策

が
多

く
実

施
。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑥

●
ベ

ル
ギ

ー
連

続
テ

ロ
事

件
ー

概
要

と
背

景

・
２

０
１

６
年

３
月

２
２

日
に

発
生

。

・
空

港
で

2回
の

爆
発

、
さ

ら
に

約
1時

間
後

に
は

、
ブ

リ
ュ

ッ
セ

ル
市

内
の

地
下

鉄
駅

で
爆

発
が

あ
っ

た
。

・
約

３
０

人
が

死
亡

、
約

２
５

０
人

が
重

傷
。

・
イ

ス
ラ

ム
過

激
派

に
よ

る
報

復
？

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑦

●
ベ

ル
ギ

ー
連

続
テ

ロ
事

件
ー

実
行

犯

・
イ

ス
ラ

ム
国

に
よ

り
犯

行
声

明
が

出
さ

れ
た

。

・
実

行
犯

は
計

５
名

と
み

ら
れ

て
い

る
。

→
う

ち
２

人
は

ブ
リ

ュ
ッ

セ
ル

在
住

の
兄

弟
で

、
自

爆
。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑦

●
ベ

ル
ギ

ー
連

続
テ

ロ
事

件
ー

そ
の

後
の

対
策

・
ベ

ル
ギ

ー
政

府
は

ベ
ル

ギ
ー

国
内

全
土

に
お

け
る

テ
ロ

警
戒

レ
ベ

ル
を

最
高

に
引

き
上

げ
。

・
ブ

リ
ュ

ッ
セ

ル
空

港
は

、
航

空
便

の
発

着
が

す
べ

て
キ

ャ
ン

セ
ル

さ
れ

、
利

用
客

は
施

設
外

へ
避

難
さ

せ
ら

れ
た

。
同

市
内

で
は

地
下

鉄
や

路
面

電
車

、
バ

ス
が

全
面

運
休

。

・
移

民
街

の
監

視
強

化
な

ど
、

強
硬

な
治

安
対

策
を

展
開

。
街

角
で

は
武

装
し

た
兵

士
が

警
戒

。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑦
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●
渋

谷
ハ

ロ
ウ

ィ
ン

ト
ラ

ッ
ク

横
転

事
件

ー
概

要
と

背
景

・
２

０
１

８
年

１
０

月
２

７
日

夜
か

ら
２

８
日

未
明

に
か

け
て

、
東

京
都

渋
谷

区
の

繁
華

街
に

集
ま

っ
た

若
者

に
軽

ト
ラ

ッ
ク

が
横

倒
し

に
さ

れ
た

事
件

。

・
ハ

ロ
ウ

ィ
ー

ン
と

い
う

イ
ベ

ン
ト

の
中

で
一

部
の

若
者

が
過

剰
に

ヒ
ー

ト
ア

ッ
プ

し
た

こ
と

が
遠

因
。

・
運

転
し

て
い

た
男

性
に

け
が

は
な

か
っ

た
が

、
ト

ラ
ッ

ク
の

荷
台

が
破

損
。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑧

●
渋

谷
ハ

ロ
ウ

ィ
ン

ト
ラ

ッ
ク

横
転

事
件

ー
実

行
犯

・
実

行
犯

は
ハ

ロ
ウ

ィ
ー

ン
で

集
ま

っ
た

多
数

の
若

者
。

→
暴

力
行

為
等

処
罰

法
違

反
容

疑
で

書
類

送
検

さ
れ

た
の

は
１

０
～

３
０

代
の

男
１

０
人

。

・
「

罪
悪

感
よ

り
達

成
感

を
感

じ
た

」
「

目
立

ち
た

か
っ

た
」

な
ど

と
供

述
し

て
い

る
。

・
監

視
カ

メ
ラ

の
映

像
分

析
に

よ
り

、
群

衆
の

中
か

ら
特

定
。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑧

●
渋

谷
ハ

ロ
ウ

ィ
ン

ト
ラ

ッ
ク

横
転

事
件

ー
そ

の
後

の
対

策

・
渋

谷
区

で
は

ハ
ロ

ウ
ィ

ー
ン

対
策

費
用

と
し

て
、

２
０

１
９

年
に

約
１

億
３

０
０

万
円

を
計

上
。

→
警

備
体

制
の

増
強

や
啓

発
に

活
用

・
「

渋
谷

駅
周

辺
地

域
の

安
全

で
安

心
な

環
境

の
確

保
に

関
す

る
条

例
」

→
ハ

ロ
ウ

ィ
ー

ン
の

期
間

に
主

に
参

加
者

が
集

ま
る

渋
谷

駅
周

辺
で

の
、

道
路

、
公

園
、

広
場

で
の

飲
酒

を
禁

じ
る

な
ど

を
定

め
た

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑧

●
ア

メ
リ

カ
連

邦
議

会
議

事
堂

襲
撃

事
件

ー
概

要
と

背
景

・
２

０
２

１
年

１
月

６
日

発
生

・
大

統
領

選
の

投
票

結
果

を
認

定
す

る
た

め
の

会
議

を
開

催
中

、
ト

ラ
ン

プ
前

大
統

領
の

支
持

者
が

議
事

堂
内

に
侵

入
→

会
議

が
一

時
中

断

・
警

察
官

１
名

を
含

む
５

名
が

死
亡

す
る

事
態

に
。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑨
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●
ア

メ
リ

カ
連

邦
議

会
議

事
堂

襲
撃

事
件

ー
実

行
犯

・
「

選
挙

は
盗

ま
れ

た
」

と
い

う
根

拠
の

な
い

主
張

を
し

て
い

た
現

職
の

ド
ナ

ル
ド

・
ト

ラ
ン

プ
大

統
領

の
支

持
者

た
ち

は
、

1月
5日

と
1月

6日
の

二
日

間
に

わ
た

っ
て

抗
議

デ
モ

を
行

っ
て

い
た

→
SN

Sで
の

ト
ラ

ン
プ

の
呼

び
か

け
に

よ
り

、
議

事
堂

へ

・
訴

追
さ

れ
た

人
物

は
多

数
。

２
０

０
名

以
上

の
容

疑
者

、
１

０
０

名
以

上
の

逮
捕

者
。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑨

●
ア

メ
リ

カ
連

邦
議

会
議

事
堂

襲
撃

事
件

ー
そ

の
後

の
対

策

・
ト

ラ
ン

プ
前

大
統

領
の

SN
Sが

凍
結

。

・
ト

ラ
ン

プ
政

権
の

高
官

辞
任

。

・
バ

イ
デ

ン
承

認
に

反
対

し
た

議
員

へ
の

政
治

献
金

停
止

。

2.
2.

 テ
ロ

事
件

の
事

例
⑨

３
. グ

ロ
ー

バ
ル

時
代

の
防

疫

3.
1.

 は
じ

め
に

3.
2.

 世
界

で
注

目
さ

れ
た

感
染

症
3.

3.
 新

種
の

感
染

症
が

現
れ

る
要

因
3.

4.
 感

染
の

流
れ

3.
5.

 感
染

の
要

素
3.

6.
 感

染
症

を
防

ぐ
技

術
3.

7.
 世

界
で

実
施

さ
れ

る
防

疫
対

策
3.

8.
 防

疫
対

策
に

取
り

組
ん

で
い

る
組

織

●
健

康
問

題
の

多
様

化

3.
1.

 は
じ

め
に

健
康

面
で

の
リ

ス
ク

が
高

ま
っ

て
い

る
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●
結

核

・
世

界
で

20
億

人
が

感
染

、
毎

年
40

0万
人

が
死

亡

・
発

症
は

2年
以

内
が

多
く

、
約

60
%

は
1年

以
内

に
発

症

・
現

在
で

も
結

核
の

増
殖

と
発

症
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
は

未
解

明

・
日

本
に

お
け

る
年

間
新

規
感

染
者

：
約

17
,0

00
人

年
間

死
者

数
：

約
2,

30
0人

3.
2.

 世
界

で
注

目
さ

れ
た

感
染

症

●
マ

ラ
リ

ア

・
世

界
で

年
間

3～
5億

人
感

染
、

10
0～

20
0万

人
が

死
亡

・
3～

5日
程

度
で

発
症

中
に

は
24

時
間

以
上

治
療

が
遅

れ
る

こ
と

で
死

に
至

る

・
予

防
薬

や
抗

マ
ラ

リ
ア

薬
が

開
発

さ
れ

て
い

る

・
亜

熱
帯

・
熱

帯
地

域
を

中
心

に
感

染
者

数
が

多
い

日
本

国
内

で
感

染
す

る
こ

と
は

ほ
ぼ

な
い

3.
2.

 世
界

で
注

目
さ

れ
た

感
染

症

●
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

・
20

09
年

に
流

行
し

、
世

界
21

4カ
国

で
感

染
が

確
認

、
1万

8,
00

0人
以

上
が

死
亡

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

は
頻

繁
に

変
異

し
、

感
染

力
が

高
い

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

大
き

く
変

異
し

た
個

体
で

、
爆

発
的

に
感

染

・
わ

ず
か

９
週

間
で

全
て

の
W

H
O

地
域

に
感

染
が

拡
大

・
日

本
に

お
け

る
感

染
者

：
約

21
00

万
人

死
者

数
：

約
20

0人

3.
2.

 世
界

で
注

目
さ

れ
た

感
染

症

●
エ

イ
ズ

・
過

去
20

年
間

で
65

00
万

人
が

感
染

、
25

00
万

人
が

死
亡

。

・
H

IV
（

ヒ
ト

免
疫

不
全

ウ
イ

ル
ス

）
：

白
血

球
破

壊
⇒

免
疫

力
低

下
AI

D
S（

エ
イ

ズ
）

：
免

疫
力

低
下

状
態

に
他

の
ウ

ィ
ル

ス
で

発
症

し
た

状
態

・
感

染
経

路
は

「
性

行
為

に
よ

る
感

染
」

「
血

液
を

介
し

た
感

染
」

「
母

子
感

染
」

・
感

染
力

は
低

く
、

日
本

で
も

年
間

20
0人

程
度

治
療

薬
は

充
実

し
て

い
る

が
、

完
全

に
取

り
除

く
こ

と
は

不
可

能

3.
2.

 世
界

で
注

目
さ

れ
た

感
染

症
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●
新

種
の

菌

・
SE

RS
（

重
症

急
性

呼
吸

器
症

候
群

）

20
02

年
11

月
に

中
国

南
部

の
広

東
省

を
起

源
と

し
て

発
生

調
査

の
結

果
、

新
型

の
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

が
原

因
と

特
定

32
の

地
域

や
国

々
へ

拡
大

し
、

8,
00

0人
の

感
染

者
、

77
4人

の
死

者
20

03
年

7月
5日

終
息

宣
言

・
M

ER
S（

中
東

呼
吸

器
症

候
群

）

20
12

年
9月

に
ア

ラ
ビ

ア
半

島
諸

国
を

起
源

と
し

て
発

生
SE

RS
と

同
じ

く
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

に
分

類
20

21
年

1月
末

で
25

66
人

の
感

染
者

、
88

1人
の

死
者

ラ
ク

ダ
を

介
し

た
感

染
が

主
流

3.
2.

 世
界

で
注

目
さ

れ
た

感
染

症

●
新

種
の

菌

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症

20
19

年
12

月
に

中
国

の
武

漢
に

て
発

見
20

20
年

3月
に

W
H

O
が

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

（
世

界
的

大
流

行
）

な
状

態
と

表
明

20
21

年
2月

時
点

で
の

感
染

者
数

：
約

1億
80

0万
人

死
者

数
：

約
25

0万
人

日
本

に
お

け
る

変
異

種
は

90
種

超

・
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ

20
20

年
に

発
見

さ
れ

た
新

種
の

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

低
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

か
ら

変
異

海
外

か
ら

飛
来

す
る

渡
り

鳥
に

よ
っ

て
日

本
に

蔓
延

人
間

へ
の

感
染

も
確

認

3.
2.

 世
界

で
注

目
さ

れ
た

感
染

症

・
菌

が
「

人
」

の
環

境
に

順
応

す
る

と
い

う
特

徴
を

持
つ

。

・
生

活
や

環
境

の
変

化
に

よ
っ

て
私

た
ち

も
変

化
し

て
い

る
。

・
菌

が
新

た
な

遺
伝

子
を

取
り

込
む

こ
と

で
変

化
す

る
。

3.
3.

 新
種

の
感

染
症

が
現

れ
る

要
因

私
た

ち
の

変
化

と
と

も
に

菌
も

変
化

し
続

け
て

い
る

常
に

感
染

症
と

向
き

合
い

な
が

ら
生

き
る

必
要

が
あ

る

3.
4.

 感
染

の
流

れ

病
原

菌

ヒ
ト

侵
入

排
出

空
気

・
飛

沫

接
触

感
染

症
発

症

不
顕

性
感

染

血
液

侵
入
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3.
5.

感
染

の
要

素

●
感

染
源

・
感

染
者

や
感

染
動

物
の

体
内

に
あ

る
も

の
（

血
液

、
体

液
、

排
せ

つ
物

な
ど

）
・

保
菌

者
や

感
染

動
物

が
触

れ
た

物
や

食
品

な
ど

●
感

染
経

路

・
接

触
感

染
：

直
接

的
な

接
触

や
物

を
介

し
た

接
触

に
よ

る
感

染
・

空
気

感
染

：
空

気
中

の
病

原
体

を
吸

入
す

る
こ

と
に

よ
る

感
染

・
飛

沫
感

染
：

咳
、

く
し

ゃ
み

に
含

ま
れ

る
病

原
体

を
吸

入
す

る
こ

と
に

よ
る

感
染

・
血

液
感

染
：

胎
児

に
お

け
る

母
体

を
介

し
た

感
染

、
輸

血
や

医
療

器
具

を
介

し
た

感
染

●
感

受
生

体

・
患

者
：

け
が

や
病

気
で

免
疫

力
が

低
下

す
る

た
め

、
感

染
率

が
高

い
・

医
療

従
事

者
：

治
療

時
な

ど
で

感
染

者
と

接
触

す
る

機
会

が
多

い
た

め
、

感
染

率
が

高
い

出
典

：
大

幸
薬

品
「
感

染
症

と
は

何
？

」
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.s
e
ir
o
ga

n
.c

o
.jp

/
fu

n
/
in

fe
c
ti
o
n
-
c
o
n
tr

o
l/

in
fe

c
ti
o
n
/
d
is

e
as

e
.h

tm
l

3.
6.

 感
染

症
を

防
ぐ

技
術

●
コ

ン
タ

ク
ト

ト
レ

ー
シ

ン
グ

・
「

コ
ン

タ
ク

ト
」

＝
接

触
「

ト
レ

ー
シ

ン
グ

」
＝

追
跡

・
陽

性
患

者
と

濃
厚

接
触

し
た

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
通

知

・
性

感
染

症
や

深
刻

な
細

菌
感

染
症

、
新

規
感

染
症

な
ど

に
対

し
て

実
施

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
Bl

ue
to

ot
h機

能
を

使
用

し
て

、
他

の
同

機
能

を
利

用
す

る
ユ

ー
ザ

ー
と

の
接

触
を

自
動

的
に

記
録

3.
6.

 感
染

症
を

防
ぐ

技
術

●
コ

ン
タ

ク
ト

ト
レ

ー
シ

ン
グ

「
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

接
触

確
認

ア
プ

リ
（

CO
CO

A）
」

・
日

本
の

厚
生

労
働

省
が

提
供

す
る

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
向

け
ア

プ
リ

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

者
と

濃
厚

接
触

の
疑

い
の

あ
る

本
ア

プ
リ

利
用

者
に

通
知

・
自

主
的

な
隔

離
生

活
や

医
療

機
関

へ
の

受
診

な
ど

素
早

い
対

応
が

可
能

と
な

る

3.
6.

 感
染

症
を

防
ぐ

技
術

●
コ

ン
タ

ク
ト

ト
レ

ー
シ

ン
グ

「
東

京
版

新
型

コ
ロ

ナ
見

守
り

サ
ー

ビ
ス

」

・
都

立
施

設
で

ク
ラ

ス
タ

ー
発

生
時

に
、

施
設

利
用

者
に

感
染

情
報

を
通

知

・
LI

N
Eの

「
新

型
コ

ロ
ナ

対
策

パ
ー

ソ
ナ

ル
サ

ポ
ー

ト
」

な
ど

か
ら

利
用

可
能

・
施

設
入

口
に

掲
示

し
て

あ
る

Q
Rコ

ー
ド

を
読

み
取

る
こ

と
で

確
認

可
能
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3.
6.

 感
染

症
を

防
ぐ

技
術

●
バ

イ
オ

セ
ン

シ
ン

グ
技

術

・
生

体
や

生
体

分
子

の
持

つ
優

れ
た

分
子

認
識

能
力

を
活

用
し

た
計

測
技

術

・
遺

伝
子

レ
ベ

ル
で

特
異

配
列

を
検

出
す

る
分

子
生

物
学

的
手

法

・
発

生
動

向
調

査
（

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
）

よ
り

も
迅

速
な

検
査

・
検

出
を

可
能

3.
6.

 感
染

症
を

防
ぐ

技
術

●
バ

イ
オ

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
「

米
国

ス
ミ

ス
・

デ
ィ

テ
ク

シ
ョ

ン
社

の
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

用
バ

イ
オ

セ
ン

サ
ー

」

・
原

因
物

質
で

あ
る

新
規

SA
RS

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
（

SA
RS

-C
oV

-2
）

を
検

出
可

能

・
「

Bi
oF

la
sh

®
Bi

ol
og

ic
al

Id
en

tif
ie

r」
空

気
中

に
漂

う
バ

イ
オ

エ
ア

ロ
ゾ

ル
か

ら
SA

RS
-C

oV
-2

も
検

出
可

能

・
ア

メ
リ

カ
陸

軍
感

染
症

医
学

研
究

所
で

の
検

証
に

よ
っ

て
6,

00
0個

以
上

の
空

中
感

染
性

粒
子

を
検

出
で

き
る

こ
と

を
確

認

3.
6.

 感
染

症
を

防
ぐ

技
術

●
バ

イ
オ

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
「

様
々

な
研

究
の

実
施

」

・
産

業
技

術
総

合
研

究
所

健
康

医
工

学
研

究
部

門
「

健
康

状
態

を
可

視
化

す
る

バ
イ

オ
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

」

・
中

部
大

学
生

命
健

康
科

学
部

「
ナ

ノ
カ

ー
ボ

ン
バ

イ
オ

セ
ン

サ
ー

の
医

療
応

用
に

関
す

る
研

究
」

・
東

北
大

学
と

イ
ギ

リ
ス

の
マ

ン
チ

ェ
ス

タ
ー

大
学

の
合

同
研

究
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

監
視

・
検

出
セ

ン
サ

ー
シ

ス
テ

ム
の

開
発

」

3.
7.

世
界

で
実

施
さ

れ
る

防
疫

対
策

●
防

疫
演

習

・
消

毒
訓

練
、

防
護

服
体

験
、

情
報

収
集

、
防

疫
資

材
・

作
業

員
の

派
遣

な
ど

。

●
注

意
喚

起
・

情
報

共
有

・
国

内
外

メ
デ

ィ
ア

で
の

発
信

、
SN

Sの
活

用
、

各
国

在
日

大
使

館
へ

の
連

絡
な

ど
。

●
ワ

ク
チ

ン
の

活
用

・
ワ

ク
チ

ン
の

備
蓄

、
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
ワ

ク
チ

ン
製

造
、

希
望

国
へ

の
供

与
な

ど
。

●
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

（
発

生
動

向
調

査
）

・
検

体
確

保
、

専
門

機
関

で
の

調
査

・
分

析
、

ウ
ィ

ル
ス

保
有

調
査

な
ど

。

厚
生

労
働

省
「
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

対
策

関
連

情
報

」
 

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.m
h
lw

.g
o
.jp

/
b
u
n
ya

/k
e
n
ko

u
/
ke

kk
ak

u
-
ka

n
se

n
sh

o
u
0
4
/
0
3
-
0
1
-
2
a.

h
tm

l 
参

議
院

常
任

委
員

会
調

査
室

「
新

型
コ

ロ
ナ

を
め

ぐ
る

Ｗ
Ｈ

Ｏ
を

中
心

と
し

た
世

界
の

動
き

と
日

本
外

交
」
 

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.s
an

gi
in

.g
o
.jp

/
ja

p
an

e
se

/
an

n
ai

/
c
h
o
u
sa

/
ri
p
p
o
u
_c

h
o
u
sa

/
b
ac

kn
u
m

b
e
r/

2
0
2
0
p
d
f/

2
0
2
0
0
91

1
0
9
9
.p

d
f 

255



3.
7.

世
界

で
実

施
さ

れ
る

防
疫

対
策

●
新

型
コ

ロ
ナ

（
CO

VI
D

-1
9)

対
象

具
体

的
対

策

・
韓

国
に

お
け

る
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

の
封

じ
込

め
成

功
事

例
か

ら
の

対
策

①
初

動
対

応
「

ウ
イ

ル
ス

を
外

か
ら

入
れ

な
い

、
国

内
で

広
げ

な
い

」

②
新

学
期

開
始

の
2週

間
延

期
、

集
会

の
自

粛

③
検

温
所

の
設

置

④
マ

ス
ク

着
用

と
隔

離
期

間
中

の
外

出
禁

止
の

義
務

化

⑤
同

時
に

2人
以

上
の

感
染

者
が

確
認

さ
れ

た
教

育
機

関
の

完
全

閉
鎖

3.
7.

世
界

で
実

施
さ

れ
る

防
疫

対
策

●
新

型
コ

ロ
ナ

（
CO

VI
D

-1
9)

対
象

具
体

的
対

策

・
韓

国
で

の
成

功
例

「
Kｰ

防
疫

モ
デ

ル
」

の
対

策

①
新

規
感

染
症

の
検

査
実

施
環

境
の

整
備

②
IT

を
利

用
し

た
戦

略
的

な
デ

ー
タ

活
用

③
生

活
治

療
セ

ン
タ

ー
の

設
置

3.
8.

防
疫

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
る

組
織

●
世

界
保

健
機

関
（

W
H

O
）

・
人

間
の

健
康

を
基

本
的

人
権

の
一

つ
と

捉
え

活
動

す
る

国
際

連
合

の
専

門
機

関
・

日
本

に
お

い
て

も
日

本
W

H
O

協
会

と
し

て
活

動

●
日

本
医

史
学

会

・
医

学
と

そ
れ

に
関

わ
る

歯
学

・
看

護
学

・
薬

学
な

ど
幅

広
い

分
野

で
研

究
を

実
施

・
学

術
大

会
に

よ
る

研
究

の
促

進
、

日
本

医
史

学
雑

誌
の

発
行

に
よ

る
情

報
提

供

●
日

本
感

染
症

学
会

・
学

会
誌

の
発

行
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
提

言
、

学
術

集
会

の
開

催

公
益

社
団

法
人

日
本

W
H

O
協

会
h
tt

p
s:

/
/
ja

p
an

-
w

h
o
.o

r.
jp

/
一

般
社

団
法

人
日

本
医

師
学

会
h
tt

p
:/

/
js

m
h
.u

m
in

.jp
/

一
般

社
団

法
人

日
本

感
染

症
学

会
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.k
an

se
n
sh

o
.o

r.
jp

/

4.
1

地
球

温
暖

化
4.

2
オ

ゾ
ン

層
破

壊
4.

3
大

気
汚

染
4.

4
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全

４
．

世
界

の
環

境
問

題
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●
地

球
温

暖
化

と
は

地
球

温
暖

化
と

は
、

地
球

全
体

の
平

均
気

温
が

急
激

に
上

が
り

始
め

て
い

る
現

象
の

こ
と

を
い

い
ま

す
。

19
85

年
に

オ
ー

ス
ト

リ
ア

で
開

催
さ

れ
た

地
球

温
暖

化

に
関

す
る

初
め

て
の

世
界

会
議

(フ
ィ

ラ
ハ

会
議

)を
き

っ
か

け
に

、
二

酸
化

炭
素

に
よ

る
地

球
温

暖
化

の
問

題
が

大
き

く
と

り
あ

げ
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。

4.
1

地
球

温
暖

化

地
球

温
暖

化
の

原
因

●
人

間
の

活
動

の
活

発
化

が
原

因
？

地
球

温
暖

化
の

主
な

原
因

と
し

て
考

え
ら

れ
て

い
る

の
が

「
温

室
効

果
ガ

ス
」

。
気

象
庁

は
、

「
人

間
活

動
に

よ
る

温
室

効
果

ガ
ス

の
増

加
」

が
地

球
温

暖
化

の
主

な
原

因
の

可
能

性
が

高
い

と
し

て
い

る
。

人
間

活
動

（
化

石
燃

料
の

使
用

や
開

発
に

よ
る

森
林

の
減

少
）

に
よ

り
二

酸
化

炭
素

の
排

出
量

増
加

⬇ 大
気

中
の

温
室

効
果

ガ
ス

の
濃

度
が

上
昇

。
⬇ 地

球
規

模
の

気
温

の
上

昇

※
「

温
室

効
果

ガ
ス

」
と

は
：

地
球

温
暖

化
と

い
わ

れ
て

い
る

環
境

問
題

の
原

因
と

な
っ

て
い

る
気

体
（

ガ
ス

）
で

、
二

酸
化

炭
素

・
水

蒸
気

・
オ

ゾ
ン

な
ど

の
気

体
が

存
在

し
ま

す
。

こ
れ

ら
の

気
体

が
、

温
室

の
ガ

ラ
ス

の
よ

う
な

働
き

を
す

る
こ

と
か

ら
「

温
室

効
果

ガ
ス

」
と

い
わ

れ
る

。

4.
1.

 地
球

温
暖

化

地
球

温
暖

化
の

現
状

と
将

来
的

な
影

響

●
地

球
温

暖
化

の
現

状
気

候
変

動
に

関
す

る
政

府
間

パ
ネ

ル
（

IP
CC

）
の

第
５

次
評

価
報

告
書

に
よ

る
と

、
世

界
平

均
地

上
気

温
は

、
18

80
年

か
ら

20
12

年
の

期
間

に
0.

85
℃

上
昇

。

出
典

：
IP

C
C

第
5次

評
価

報
告

書
統

合
報

告
書

政
策

決
定

者
向

け
要

約
図

SP
M

.1
(a

)よ
り

環
境

省
作

成
ht

tp
s:

//
on

da
nk

at
ai

sa
ku

.e
nv

.g
o.

jp
/c

oo
lc

ho
ic

e/
on

da
nk

a

4.
1.

 地
球

温
暖

化

地
球

温
暖

化
の

現
状

と
将

来
的

な
影

響

●
将

来
的

な
影

響
地

球
温

暖
化

は
、

自
然

の
生

態
系

に
さ

ま
ざ

ま
な

影
響

を
与

え
る

。
そ

し
て

そ
の

結
果

と
し

て
人

間
の

生
活

に
も

影
響

が
出

て
く

る
と

言
わ

れ
て

い
る

。

食
料

生
産

や
健

康
な

ど
人

間
へ

の
影

響

地
球

温
暖

化
に

よ
る

自
然

界
へ

の
影

響
・

氷
河

の
融

解
・

海
面

水
位

の
変

化
・

洪
水

・
干

ば
つ

・
陸

上
や

海
の

生
態

系
の

変
化

等

4.
1.

 地
球

温
暖

化
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地
球

温
暖

化
の

対
策

●
地

球
温

暖
化

に
関

す
る

国
際

条
約

地
球

温
暖

化
に

関
す

る
国

際
条

約
は

３
つ

。
・

国
連

気
候

変
動

枠
組

み
条

約

・
京

都
議

定
書

・
パ

リ
協

定

4.
1.

 地
球

温
暖

化
地

球
温

暖
化

の
対

策

●
日

本
の

地
球

温
暖

化
対

策
方

針
・

中
期

目
標

（
20

30
年

度
削

減
目

標
）

の
達

成
に

向
け

た
取

組

・
長

期
的

な
目

標
（

20
50

年
度

目
途

）
を

見
据

え
た

戦
力

的
取

組

・
世

界
の

温
室

効
果

ガ
ス

の
削

減
に

向
け

た
取

組

4.
1.

 地
球

温
暖

化

4.
2

オ
ゾ

ン
層

破
壊

●
「

オ
ゾ

ン
層

」
と

は
、

高
度

約
10

～
50

Kｍ
に

存
在

す
る

オ
ゾ

ン
（

気
体

）
で

構
成

さ
れ

て
い

る
層

の
こ

と
。

●
「

オ
ゾ

ン
層

」
の

役
割

太
陽

光
に

含
ま

れ
る

紫
外

線
を

吸
収

し
て

、
地

上
の

生
物

を
保

護
す

る
役

割
。

オ
ゾ

ン
層

破
壊

の
原

因

●
オ

ゾ
ン

層
破

壊
の

原
因

オ
ゾ

ン
層

破
壊

の
原

因
は

、
冷

蔵
庫

や
ク

ー
ラ

ー
の

冷
媒

、
プ

リ
ン

ト
基

板
の

洗
浄

剤
、

ス
プ

レ
ー

の
噴

射
剤

な
ど

に
使

わ
れ

て
い

た
フ

ロ
ン

ガ
ス

と
紫

外
線

が
反

応
し

生
成

さ
れ

た
塩

素
に

よ
る

も
の

が
大

き
い

。

4.
2.

 オ
ゾ

ン
層

の
破

壊
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●
オ

ゾ
ン

層
破

壊
の

影
響

オ
ゾ

ン
層

が
1％

こ
わ

れ
る

と
有

害
紫

外
線

が
が

2％
増

加
す

る
と

い
わ

れ
て

い
る

。
太

陽
か

ら
の

有
害

紫
外

線
は

人
間

や
動

植
物

に
さ

ま
ざ

ま
な

悪
影

響
が

あ
る

。

〇
オ

ゾ
ン

層
破

壊
に

よ
る

人
へ

の
影

響
・

皮
膚

が
ん

の
増

加
・

白
内

障
の

増
加

・
免

疫
力

の
低

下
等

〇
オ

ゾ
ン

層
破

壊
に

よ
る

動
物

や
物

体
へ

の
影

響
・

海
洋

生
物

へ
の

影
響

・
動

植
物

の
成

長
妨

害
・

物
質

の
劣

化
等

4.
2.

 オ
ゾ

ン
層

の
破

壊
オ

ゾ
ン

層
破

壊
の

対
策

●
国

際
的

な
オ

ゾ
ン

層
破

壊
の

対
策

19
85

年
の

「
オ

ゾ
ン

層
の

保
護

の
た

め
の

ウ
ィ

ー
ン

条
約

」
に

て
、

国
際

的
な

取
組

と
し

て
初

め
て

合
意

。
19

87
年

に
オ

ゾ
ン

層
破

壊
物

質
の

具
体

的
な

規
制

内
容

を
定

め
た

「
モ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

議
定

書
」

が
採

択
さ

れ
た

。
そ

の
後

、
「

モ
ン

ト
リ

オ
ー

ル
議

定
書

」
は

何
度

か
見

直
さ

れ
て

い
る

。

●
日

本
に

お
け

る
オ

ゾ
ン

層
破

壊
の

対
策

ウ
ィ

ー
ン

条
約

と
モ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

議
定

書
の

採
択

に
あ

わ
せ

て
、

19
88

年
に

「
オ

ゾ
ン

層
保

護
法

(特
定

物
質

等
の

規
制

等
に

よ
る

オ
ゾ

ン
層

の
保

護
に

関
す

る
法

律
)」

を
制

定
し

た
。

オ
ゾ

ン
層

破
壊

物
質

の
生

産
や

輸
出

入
の

規
制

、
排

出
抑

制
の

努
力

義
務

な
ど

を
規

定
し

た
。

こ
の

法
律

に
従

っ
て

、
オ

ゾ
ン

層
破

壊
物

質
の

生
産

の
全

廃
等

を
着

実
に

進
め

て
い

る
。

4.
2.

 オ
ゾ

ン
層

の
破

壊

4.
3

大
気

汚
染

→

●
「

大
気

汚
染

」
の

原
因

、
「

大
気

汚
染

」
と

は
、

産
業

・
交

通
な

ど
人

間
の

活
動

に
よ

っ
て

作
り

出
さ

れ
る

工
場

の
排

煙
や

車
の

排
気

ガ
ス

な
ど

の
有

害
物

質
に

よ
っ

て
大

気
が

汚
さ

れ
る

こ
と

。
日

本
で

は
、

19
60

年
代

か
ら

19
80

年
代

に
か

け
て

工
場

か
ら

大
量

の
二

酸
化

硫
黄

（
SO

2）
等

が
排

出
さ

れ
、

工
業

地
帯

な
ど

工
場

が
集

中
す

る
地

域
を

中
心

と
し

て
著

し
い

大
気

汚
染

が
発

生
し

た
。

大
気

汚
染

の
影

響

●
主

な
大

気
汚

染
物

質
と

人
体

へ
の

影
響

戦
後

か
ら

現
在

に
か

け
て

社
会

問
題

化
し

て
き

た
主

な
大

気
汚

染
物

質
は

以
下

の
通

り
。

・
硫

黄
酸

化
物

［
So

ｘ
］

→
石

油
や

石
炭

な
ど

の
化

石
燃

料
が

燃
え

る
際

に
発

生
。

人
体

へ
の

影
響

：
気

管
支

炎
や

ぜ
ん

息
の

原
因

に
な

る
と

言
わ

れ
て

い
る

。

・
窒

素
酸

化
物

［
N

oｘ
］

→
燃

料
を

高
温

で
燃

や
す

こ
と

で
、

燃
料

中
や

空
気

中
の

窒
素

と
酸

素
が

結
び

つ
い

て
発

生
。

人
体

へ
の

影
響

：
の

ど
、

気
管

、
肺

な
ど

の
呼

吸
器

に
悪

影
響

が
あ

る
。

・
粒

子
状

物
質

［
P

M
］

→
固

体
お

よ
び

液
体

の
粒

。
ば

い
じ

ん
や

粉
じ

ん
、

黒
煙

、
土

ぼ
こ

り
な

ど
で

も
発

生
。

人
体

へ
の

影
響

：
呼

吸
器

疾
患

や
ガ

ン
な

ど
と

関
連

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

※
微

小
粒

子
状

物
質

［
P

M
2

.5
］

粒
径

2.
5マ

イ
ク

ロ
メ

ー
ト

ル
以

下
の

も
の

を
微

小
粒

子
状

物
質

（
PM

2.
5）

と
呼

ぶ
。

4.
3

大
気

汚
染
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●
大

気
汚

染
の

対
策

大
気

汚
染

物
質

の
発

生
源

に
は

、
工

場
、

事
業

場
な

ど
の

固
定

発
生

源
と

自
動

車
、

航
空

機
な

ど
の

移
動

発
生

源
が

あ
る

と
さ

れ
て

い
る

。
そ

れ
ぞ

れ
れ

様
々

な
対

策
が

行
わ

れ
て

い
る

。

・
固

定
発

生
源

対
策

→
集

じ
ん

：
気

体
中

に
浮

遊
す

る
粒

子
を

分
離

・
除

去
す

る
技

術

→
排

煙
脱

硫
：

排
気

ガ
ス

中
の

硫
黄

酸
化

物
（

SO
x）

を
除

去
す

る
技

術

→
重

油
脱

硫
：

重
油

中
の

硫
黄

分
を

除
去

す
る

技
術

→
排

煙
脱

硝
：

排
ガ

ス
中

の
窒

素
酸

化
物

（
N

O
x）

を
除

去
す

る
技

術

・
移

動
発

生
源

対
策

→
自

動
車

排
出

ガ
ス

規
制

：
自

動
車

1台
ご

と
の

排
出

ガ
ス

量
の

許
容

限
度

を
制

定

→
低

公
害

車
：

電
気

自
動

車
、

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

自
動

車
等

→
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
：

交
通

需
要

を
的

確
に

管
理

す
る

施
策

4.
3

大
気

汚
染

●
 エ

ネ
ル

ギ
ー

需
要

と
消

費
の

急
騰

日
本

を
含

め
世

界
各

国
で

は
、

自
国

の
発

展
や

人
口

の
増

加
、

都
市

開
発

等
の

影
響

に

よ
り

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
需

要
と

消
費

が
飛

躍

的
に

伸
び

て
い

る
。

特
に

、
ア

ジ
ア

地
域

に
お

い
て

は
、

中
国

や
東

南
ア

ジ
ア

諸
国

に
お

け
る

産
業

等
の

急

激
な

発
展

が
原

因
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。

4.
4

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題

日
本

に
お

け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題

●
エ

ネ
ル

ギ
ー

時
給

率
の

低
さ

石
油

や
天

然
ガ

ス
な

ど
の

資
源

に
乏

し
い

。
20

17
年

の
日

本
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

給
率

は
9.

6%
で

あ
り

、
他

の
O

EC
D

諸
国

と
比

較
し

て
も

低
い

水
準

と
な

っ
て

い
る

。

4.
4

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題

日
本

に
お

け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題
●

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

海
外

依
存

原
子

力
発

電
所

の
稼

働
停

止
に

と
も

な
う

電
力

の
不

足
を

火
力

発
電

所
に

依
存

し
た

こ
と

か
ら

、
20

17
年

の
化

石
燃

料
へ

の
依

存
度

は
87

.4
％

ま
で

増
加

し
た

。
化

石
燃

料
の

海
外

依
存

度
は

、
・

石
油

99
.7

％

・
LN

G
（

液
化

天
然

ガ
ス

）
97

.5
％

・
石

炭
99

.3
％

と
な

っ
て

お
り

、
そ

の
ほ

と
ん

ど
を

海
外

か
ら

の
輸

入
に

頼
っ

て
い

る
の

が
現

状
。

4.
4

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題
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日
本

に
お

け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策
●

20
30

年
に

向
け

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

政
策

20
18

年
に

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策
の

基
本

方
針

を
策

定
し

た
。

基
本

方
針

で
は

、
安

全
性

（
Sa

fe
ty

）
を

大
前

提
と

し
、

自
給

率
（

En
er

gy
Se

cu
rit

y）
、

経
済

効
率

性
（

Ec
on

om
ic

Ef
fic

ie
nc

y）
の

向
上

、
環

境
適

合
（

En
vi

ro
nm

en
t）

を
同

時
に

達
成

す
る

べ
く

、
取

り
組

み
を

推
進

し
て

い
る

（
3E

+
S）

。

4.
4

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題
世

界
に

お
け

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

●
化

石
燃

料
の

枯
渇

懸
念

エ
ネ

ル
ギ

ー
資

源
確

認
埋

蔵
量

は
、

石
炭

と
ウ

ラ
ン

が
約

10
0年

、
石

油
、

天
然

ガ
ス

は
約

50
年

。
化

石
燃

料
が

い
つ

か
は

尽
き

て
し

ま
う

「
限

り
あ

る
資

源
」

で
あ

る
。

4.
4

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題

世
界

に
お

け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題

●
原

子
力

発
電

の
問

題
コ

ス
ト

が
安

く
済

み
、

燃
料

が
安

定
し

て
い

る
と

い
う

点
で

、
活

用
さ

れ
て

き
た

が
、

事
故

時
の

リ
ス

ク
等

か
ら

問
題

視
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
日

本
に

お
い

て
も

東
日

本
大

震
災

の
際

に
危

惧
さ

れ
て

い
た

。

4.
4

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題
世

界
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策

●
パ

リ
協

定
気

候
変

動
に

対
応

し
た

経
営

戦
略

の
開

示
や

、
脱

炭
素

に
取

り
組

む
動

き
が

進
展

し
て

い
る

。
各

国
が

脱
炭

素
に

向
け

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

政
策

を
迫

ら
れ

て
い

る
。

●
各

国
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
ミ

ッ
ク

ス
模

索
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

を
い

か
に

し
て

確
保

し
、

不
足

さ
せ

る
こ

と
な

く
電

力
を

供
給

す
る

か
は

、
世

界
各

国
に

お
い

て
も

大
き

な
テ

ー
マ

と
な

っ
て

い
る

。
環

境
問

題
を

念
頭

に
自

国
で

で
き

る
ベ

ス
ト

な
電

源
構

成
の

組
み

合
わ

せ
を

追
求

し
続

け
て

い
る

。

4.
4

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題
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●
環

境
の

急
激

な
変

化
環

境
の

急
激

な
変

化
は

、
１

９
世

紀
末

か
ら

21
世

紀
に

か
け

て
急

激
に

人
口

が
増

え
る

「
人

口
爆

発
」

が
起

こ
っ

た
。

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全

人
口

爆
発

と
環

境
問

題

農
薬

の
誕

生
と

生
態

系
へ

の
影

響

人
口

爆
発

に
よ

り
、

よ
り

食
物

生
産

需
要

は
高

ま
り

よ
多

く
穀

物
を

は
じ

め
と

し
た

農
産

物
の

需
要

も
急

激
に

高
ま

っ
た

。

食
料

供
給

が
人

口
爆

発
に

追
い

つ
か

ず
、

食
糧

危
機

の
危

険
性

⬇ 化
学

肥
料

の
大

量
投

入
、

農
産

物
の

品
種

改
良

、
単

一
種

栽
培

を
行

い
環

境
に

お
こ

な
っ

た
。

生
態

系
へ

の
大

き
な

負
荷

に
な

っ
た

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全

人
口

爆
発

の
生

態
系

へ
の

影
響

●
生

態
系

と
は

生
態

系
と

は
、

植
物

や
動

物
、

菌
類

や
細

菌
類

な
ど

が
互

い
に

関
係

を
持

ち
な

が
ら

、
特

徴
の

あ
る

集
団

を
形

成
し

て
い

る
様

。
バ

イ
オ

フ
ォ

ー
ム

（
生

態
系

群
）

。

生
物

に
と

っ
て

、
温

度
・

湿
度

・
水

・
光

・
大

気
・

土
壌

か
ら

な
る

無
機

的
環

境
と

生
物

的
環

境
に

分
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

平
衡

状
態

が
保

た
れ

て
い

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

相
互

に
複

雑
な

関
係

を
持

ち
、

一
つ

の
シ

ス
テ

ム
を

形
成

し
て

い
る

。

人
口

爆
発

に
よ

る
食

料
生

産
の

供
給

過
多

は
生

態
系

に
大

き
な

ダ
メ

ー
ジ

を
与

え
た

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全

人
口

爆
発

の
生

態
系

へ
の

影
響

●
沈

黙
の

春
レ

イ
チ

ェ
ル

・
カ

ー
ソ

ン

D
TT

を
は

じ
め

と
し

た
農

薬
や

化
学

物
質

の
危

険
性

を
訴

え
、

特
に

農
薬

や
当

時
生

み
出

さ
れ

始
め

た
有

機
化

学
物

質
の

危
険

性
に

つ
い

て
、

指
摘

し
た

。

特
に

、
農

薬
の

残
留

性
、

生
物

濃
縮

が
生

態
系

に
も

た
ら

す
影

響
に

つ
い

て
示

唆
し

た
。

ま
た

、
単

一
植

物
の

生
産

は
そ

の
地

に
す

む
動

植
物

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

こ
と

に
つ

い
て

も
触

れ
ら

れ
て

い
る

。

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全
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●生
物

濃
縮

の
仕

組
み

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全
生

物
多

様
性

の
保

全

●
「

生
物

多
様

性
」

と
は

、
種

内
に

含
ま

れ
る

遺
伝

的
多

様
性

か
ら

、
種

の
多

様
性

、
属

の
多

様
性

、
科

の
多

様
性

を
経

て
、

よ
り

高
次

の
分

類
群

ま
で

、
す

べ
て

の
階

層
に

お
い

て
考

慮
し

た
生

物
の

多
様

性
の

こ
と

で
あ

る
。

ま
た

そ
れ

は
、

特
定

の
生

息
・

生
育

場
所

の
生

物
群

集
と

生
物

の
生

活
に

影
響

を
及

ぼ
す

物
理

的
な

条
件

か
ら

な
る

生
態

系
の

多
様

性
も

含
む

も
の

で
あ

る
。

人
間

の
レ

ベ
ル

か
ら

見
て

、
生

態
系

か
ら

得
る

利
益

や
恩

恵
の

こ
と

を
特

に
「

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
」

と
呼

ぶ
。

供
給

サ
ー

ビ
ス

：
農

作
物

や
水

と
い

っ
た

、
生

態
系

が
生

産
す

る
も

の
調

整
サ

ー
ビ

ス
：

気
候

や
水

な
ど

の
調

節
と

い
っ

た
、

生
態

系
プ

ロ
セ

ス
の

制
御

に
よ

り
得

ら
れ

る
利

益
文

化
的

サ
ー

ビ
ス

：
精

神
的

・
文

化
的

利
益

と
い

っ
た

、
生

態
系

か
ら

得
ら

れ
る

非
物

質
的

利
益

基
盤

サ
ー

ビ
ス

：
栄

養
循

環
、

土
壌

形
成

な
ど

、
他

の
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

を
支

え
る

サ
ー

ビ
ス

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全

生
物

多
様

性
の

保
全

生
物

の
多

様
性

は
３

つ
の

要
素

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
。

①
生

態
系

の
多

様
性

さ
ま

ざ
ま

な
タ

イ
プ

の
自

然
環

境
が

あ
る

こ
と

(森
林

,草
原

,川
,池

,沼
な

ど
）

②
種

の
多

様
性

さ
ま

ざ
ま

な
種

類
の

生
き

も
の

が
生

息
・

生
育

し
て

い
る

こ
と

(動
物

,植
物

,菌
類

な
ど

）

③
遺

伝
子

の
多

様
性

同
じ

生
き

も
の

の
種

類
の

中
に

も
，

遺
伝

子
に

よ
る

違
い

が
あ

る
こ

と
(形

,模
様

,生
態

な
ど

）

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全

生
物

多
様

性
の

崩
壊

原
因

●
種

の
絶

滅
速

度
種

の
絶

滅
速

度
、

つ
ま

り
地

球
上

か
ら

生
物

の
種

が
消

え
て

ゆ
く

速
度

は
、

16
00

年
か

ら
19

00
年

の
30

0年
間

で
は

年
に

0.
25

種
、

す
な

わ
ち

4年
に

1種
が

絶
滅

し
て

い
た

。
近

年
に

な
る

と
そ

の
速

度
は

加
速

し
、

19
75

年
以

降
で

は
年

に
40

00
0種

が
絶

滅
し

て
い

る
と

推
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
は

、
人

類
の

活
動

に
よ

る
結

果
で

あ
る

こ
と

は
間

違
い

な
く

、
そ

の
減

少
速

度
を

で
き

る
限

り
ゆ

る
め

る
こ

と
が

緊
急

の
課

題
で

あ
る

。

●
生

物
多

様
性

の
崩

壊
の

主
な

要
因

そ
れ

で
は

何
故

、
生

物
の

数
は

減
っ

て
し

ま
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
？

生
物

多
様

性
の

崩
壊

の
主

な
要

因
は

、
以

下
の

５
つ

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

１
．

生
息

場
所

の
破

壊
２

．
外

来
生

物
の

持
ち

込
み

３
．

乱
獲

４
．

生
物

間
相

互
作

用
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

破
壊

５
．

気
候

変
動

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全
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生
物

多
様

性
の

現
在

の
状

況
4.

5
環

境
変

化
と

生
物

多
様

性
の

保
全

日
本

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

保
全

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

重
要

地
域

の
保

全

自
然

再
生

里
地

里
山

の
保

全
活

用

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
資

源
の

持
続

的
活

用

都
市

の
生

物
多

様
性

の
確

保

海
洋

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

保
全

野
生

生
物

の
適

切
な

保
護

管
理

と
外

来
種

対
策

の
強

化

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全

生
物

多
様

性
条

約
と

は

生
物

の
多

様
性

に
関

す
る

条
約

（
生

物
多

様
性

条
約

）
」

は
、

個
別

の
野

生
生

物
種

や
、

特
定

地
域

の
生

態
系

に
限

ら
ず

、
地

球
規

模
の

広
が

り
で

生
物

多
様

性
を

考
え

、
そ

の
保

全
を

目
指

す
唯

一
の

国
際

条
約

で
あ

る

19
92

年
6月

ブ
ラ

ジ
ル

で
開

催
さ

れ
た

国
連

環
境

開
発

会
議

（
地

球
サ

ミ
ッ

ト
）

で
、

条
約

に
加

盟
す

る
た

め
の

署
名

が
開

始
さ

れ
19

93
年

12
月

29
日

に
発

行
さ

れ
た

。
こ

の
条

約
は

、
生

物
多

様
性

の
保

全
だ

け
で

な
く

、
さ

ま
ざ

ま
な

自
然

資
源

の
「

持
続

可
能

な
利

用
」

を
明

記
し

た
条

約
で

も
あ

る

こ
れ

ら
の

目
的

を
持

つ
。

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全

愛
知

目
標

戦
略

計
画

20
11

-2
02

0と
愛

知
目

標

戦
略

計
画

20
11

-2
02

0は
、

生
物

多
様

性
条

約
の

3つ
の

目
的

、
(１

)生
物

多
様

性
の

保
全

、
(２

)
生

物
多

様
性

の
構

成
要

素
の

持
続

可
能

な
利

用
、

(３
)遺

伝
資

源
の

利
用

か
ら

生
ず

る
利

益
の

公
正

か
つ

衡
平

な
配

分
、

を
達

成
す

る
た

め
、

CO
P1

0で
採

択
さ

れ
た

20
11

～
20

20
年

の
新

た
な

世
界

目
標

で
す

。

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全
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生
物

多
様

性
保

全
の

実
際

●
企

業
に

よ
る

生
物

多
様

性
保

全

CS
R活

動
に

よ
る

保
全

や
事

業
内

部
で

の
環

境
に

対
す

る
取

り
組

み
な

ど
が

あ
る

。

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全

●
生

物
多

様
性

オ
フ

セ
ッ

ト
（

B
io

di
ve

rs
ity

 o
ff

se
t）

と
は

、
開

発
な

ど
を

行
う

際
に

、
事

業
の

実
施

主
体

者
が

、
事

業
を

回
避

す
る

こ
と

や
事

業
に

よ
る

生
態

系
へ

の
影

響
を

最
小

化
す

る
こ

と
を

十
分

に
検

討
し

、
そ

れ
で

も
な

お
マ

イ
ナ

ス
の

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

、
汚

染
者

負
担

原
則

（
PP

P：
 P

ol
lu

te
rs

 P
ay

 P
rin

ci
pl

e）
に

基
づ

い
て

別
の

生
態

系
を

復
元

ま
た

は
創

造
す

る
こ

と
で

、
生

態
系

へ
の

影
響

を
代

償
（

オ
フ

セ
ッ

ト
）

す
る

仕
組

み
で

あ
る

。

具
体

的
に

は
、

開
発

に
よ

っ
て

生
じ

る
影

響
を

回
避

、
最

小
化

し
た

上
で

、
そ

れ
で

も
残

る
影

響
を

補
償

す
る

た
め

に
代

替
措

置
を

講
じ

る
と

い
う

優
先

順
位

「
ミ

テ
ィ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
・

ヒ
エ

ラ
ル

キ
ー

」
に

し
た

が
っ

て
、

生
態

系
へ

の
影

響
を

緩
和

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

ミ
テ

ィ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

と
は

、
緩

和
ま

た
は

軽
減

と
い

う
意

味
で

あ
る

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全

4.
5

環
境

変
化

と
生

物
多

様
性

の
保

全
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A
Iを
活
用
し
３
密
リ
ス
ク
を
低
減
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
で
の
避
難
所

設
営

国
立
大
学
法
人
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

国
立
大
学
法
人
東
京
大
学
地
震
研
究
所

富
士
通
株
式
会
社
、
株
式
会
社
富
士
通
研
究
所

川
崎
市

シ
ス
テ
ム
の
概
要
①

2
0
2
0
年
８
月
、
川
崎
市
内
の
公
立
小
学
校
に
お

い
て
、
A
Iを
活
用
し
た
避
難
所
の
状
況
把
握
と
、

3
密
回
避
に
よ
る
適
切
な
避
難
所
運
営
を
目
的
と

し
た
実
証
実
験
が
実
施
さ
れ
た
。

混
雑
状
況
を
把
握
す
る
A
Iシ
ス
テ
ム
と
、
様
々

な
状
況
下
で
の
人
の
流
れ
を
再
現
す
る
人
流
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
活
用
。
コ
ロ
ナ
禍
で

避
難
所
を
設
置
す
る
際
の
、
避
難
所
受
付
の
設

置
数
や
受
付
要
員
数
の
違
い
な
ど
に
応
じ
て
変

化
す
る
感
染
リ
ス
ク
を
評
価
し
た
。
ま
た
、
そ

の
中
か
ら
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
避
難
所
運
営

の
実
施
計
画
を
検
討
し
た
。

実
験
を
と
お
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
も

含
め
た
シ
ナ
リ
オ
作
り
や
運
用
設
計
を
、
A
I技

術
を
使
う
前
提
で
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

シ
ス
テ
ム
の
概
要
②

避
難
所
入
口
に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
を
で

分
析
し
、
避
難
者
の
人
数
、
年
代
、
性
別
な
ど
の
情
報
を

把
握
。
混
雑
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
か
つ
正
確
に
可
視
化

し
て
災
害
対
策
本
部
に
集
約
し
、
避
難
状
況
の
的
確
な
把

握
と
対
策
の
有
効
性
を
確
認
し
た
。

さ
ら
に
、
避
難
者
の
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

が
い
る
と
仮
定
し
、
感
染
者
と
の
接
触
リ
ス
ク
を
人
流
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
で
予
測
。
例
え
ば
、
受
付
付
近
に

設
置
し
た
カ
メ
ラ
映
像
に
お
け
る
「
人
の
集
ま
り
方
」
か

ら
、
そ
こ
に
感
染
者
が
い
た
場
合
に
、
避
難
所
周
辺
で
ど

の
よ
う
な
感
染
者
と
の
接
触
リ
ス
ク
が
あ
る
か
を
計
算
す

る
。
が
接
触
リ
ス
ク
の
増
加
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
検
知

す
る
と
ア
ラ
ー
ト
を
出
し
、
速
や
か
に
避
難
所
内
で
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

開
発
の
背
景

こ
の
実
証
実
験
は

年
よ
り
川
崎
市
、
東
北
大
学
、
東
京
大
学
、
富
士
通
が
と
も
に
取
り
組
ん
で
き
た
産

官
学
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
川
崎
臨
海
部
に
お
け
る

活
用
に
よ
る
津
波
被
害
軽
減
に
向
け
た
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
。
津
波
避
難
に
お
け
る

の
活
用
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
数
々
の
実
証
実
験
を
行
っ
て

き
た
。

近
年
、
日
本
国
内
に
お
い
て
台
風
や
大
雨
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、
避
難
所
で
は
混
雑
が

想
定
さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
、
避
難
所
で
の
密
回
避
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止

は
急
務
の
課
題
。

年
月
に
台
風

号
（
令
和
元
年
東
日
本
台
風
）
が
関
東
地
方
を
直
撃
し
た
際
に
、
神
奈
川
県
川
崎

市
で
は
浸
水
想
定
区
域
の

万
世
帯
、

万
人
を
対
象
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
た
。
川
崎
市
の
把
握
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
、
万
千
人
を
超
え
る
市
民
が
避
難
所
へ
避
難
し
た
が
、
複
数
の
避
難
所
で
は
混
雑
の
た
め
、

別
の
避
難
所
へ
と
避
難
者
を
移
動
さ
せ
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
。
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活
用
し
て
い
る
技
術
①

（
グ

リ
ー
ン
エ
イ
ジ
ズ
シ
テ
ィ
ワ
イ
ド
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

）

監
視
カ
メ
ラ
な
ど
の
映
像
か
ら
人
の
集
ま
り
方
、
混
雑
状
況
を
自
動
把
握
す
る
映
像
解
析
。
他
の
類

似
の
技
術
が
人
の
顔
や
全
身
を
検
知
し
て
人
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
の
に
対
し
、
人
間
の
頭
部
を
認
識

し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
た
め
、
顔
が
正
面
を
向
い
て
い
な
く
て
も
、
混
雑
し
て
身
体
が
重
な
り
合
っ
て

い
て
も
、
高
い
精
度
で
人
を
検
知
で
き
る
。

視
認
測
定

個
人
を
特
定
せ
ず
に
、
群
衆
の
視
認
方
向
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
広
告
視
聴
数
や
視
聴
時
間
、
視
聴

率
を
算
出
す
る
こ
と
も
可
能
。

属
性
（
性
別
・
年
代
）
推
定

髪
型
や
服
装
な
ど
の
全
身
特
徴
か
ら
人

の
年
齢
や
性
別
と
い
っ
た
属
性
を
分
類

す
る
。
属
性
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

「
避
難
所
に
高
齢
の
女
性
が
多
く
集
ま

っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
情
報
も
自
動
で

精
確
に
把
握
で
き
る
。

活
用
し
て
い
る
技
術
②

人
流
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術

特
殊
な
分
析
技
法
で
、
様
々
な
状
況
下
で
の
人
の
流
れ
や
混
雑
を
予
測
し
、
可
視
化
す
る
技
術
。
こ
こ
で

は
、
人
の
集
ま
り
方
か
ら
確
率
的
に
感
染
リ
ス
ク
の
増
大
を
予
測
す
る
。

人
流
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感
染
リ
ス
ク
評
価
機
能
を
組
み

込
む
こ
と
で
、
人
の
流
れ
の
違
い
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
の
変
化
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
避
難
者
の
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
い
る
と
仮
定
し
、
感
染
者
の
傍
に
一
定
期
間

以
上
留
ま
っ
た
人
を
接
触
者
と
み
な
し
、
人
の
流
れ
と
合
わ
せ
て
感
染
が
ど
の
よ
う
に
広
が
る
の
か
を
予

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
の
課
題

各
自
治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
①

調
査
は

年
６
月
、
災
害
救
助
法
で
大
規
模
災
害
時
に
救
助
主
体
と
な
る
全
都
道
府
県
と
、
政
令
市
の

う
ち
府
県
に
代
わ
っ
て
救
助
の
主
体
と
な
る

市
の
、
計

自
治
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
実
施
さ
れ
た

も
の
。 避
難
所
の
収
容
人
数
に
つ
い
て

自
治
体
が
「
減
る
」
と
回
答
（

自
治
体
は
約
５
割
以
下
に
減
る
、
と
回
答
）
。
減
ら
な
い
と
回
答
し

た
自
治
体
は
な
く
、
他
は
「
試
算
し
て
い
な
い
」
。

東
京
都
「
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
レ
イ
ア
ウ
ト
例
に
よ
れ
ば
、
避
難
者
ス
ペ
ー
ス
間
の
通
路
の
幅
を
２
メ
ー
ト
ル
以
上
確
保
、
人

の
間
隔
は
で
き
る
だ
け
２
メ
ー
ト
ル
、
最
低
１
メ
ー
ト
ル
開
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
明
記
さ
れ
る

な
ど
、
「
３
密
」
防
止
が
求
め
ら
れ
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必
要
。
総
合
受
付
で
体
調
の
確
認

や
一
般
の
避
難
者
と
発
熱
者
・
濃
厚
接
触
者
の
振
り
分
け
な
ど
も
必
要
と
な
る
う
え
、
避
難
所
の
数

が
多
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
手
が
足
り
な
く
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

避
難
所
を
増
や
す
こ
と
に
て

自
治
体
が
「
増
や
す
」
、

自
治
体
が
「
変
え
な
い
」
、
他
は
「
未
定
」
や
無
回
答
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
の
課
題

各
自
治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
②

新
型
コ
ロ
ナ
の
濃
厚
接
触
者
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
（
複
数
回
答
可
）

自
治
体
が
「
専
用
の
避
難
所
を
設
け
る
」
、

自
治
体
「
既
に
指
定
し
て
い
る
避
難
所
で
専
用
の
部

屋
・
個
室
を
設
け
る
」
と
回
答
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
収
容
所
の
収
容
人
数
が
減
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
つ
い
て
専
門
家
の
意
見

昨
年
の
台
風

号
の
被
災
地
で
も
地
域
に
よ
っ
て
は
住
民
が
入
り
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
元
々

全
て
の
住
民
が
避
難
す
る
な
ら
避
難
所
の
ス
ペ
ー
ス
は
足
り
な
い
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
指
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
公
共
施
設
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
を
活
用
す
る
と
共
に
、
住
民
側
も
自
宅
や
親
戚
宅
な
ど
避
難
所

以
外
に
安
全
な
場
所
が
あ
る
か
確
認
す
る
な
ど
、
分
散
避
難
に
取
り
組
み
、
３
密
を
防
ぐ
方
法
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
（
山
梨
大

秦
康
範
准
教
授
（
地
域
防
災
学
）
）

実
際
の
避
難
所
の
状
況

年
７
月
に
球
磨
川
が
氾
濫
し
熊
本
県
人
吉
市
で
は
約

人
が
避
難
。
避
難
世
帯
同
士
の
距
離
を
保

つ
分
、
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
ず
、
廊
下
や
階
段
の
踊
り
場
も
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
。

「
避
難
所
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
超
え
て
い
る
。
通
常
の
避
難
所
運
営
だ
け
で
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

が
加
わ
り
職
員
の
負
担
も
大
き
い
」
（
人
吉
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
に
設
定
さ
れ
た
避
難
所
の
責
任
者
を
務
め

る
市
職
員
）
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参
考
情
報

公
式
ペ
ー
ジ
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
、
避
難
所
の
密
と
感
染
拡
大
を
ど
う
防
ぐ
～
に
よ
る
画

像
解
析
技
術
と
人
流
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
実
証
実
験
～
」

公
式
ペ
ー
ジ
「
人
流
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
混
雑
原
因
の
説
明
技
術
」

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
「
を
活
用
し
密
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
避
難
所

運
営
の
実
証
実
験
を
実
施
」

「
富
士
通
、
監
視
カ
メ
ラ
の
画
像
解
析
に
よ
っ
て
街
頭
広
告
の
効
果
を
測
定
で
き
る
製
品
を
販

売
」

毎
日
新
聞
（

）
「
球
磨
川
氾
濫
で
避
難
所
は
『
キ
ャ
パ
超
え
』

災
害
と
コ
ロ
ナ
、
両
に
ら
み
の

難
し
さ
」

検
討
課
題
①

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ど
の
よ
う
に
避
難
所
の
状
況
を
把
握
し
、
３
密
を
回
避
す
る
の
で
す

か
。
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）

検
討
課
題
②

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
避
難
所
に
実
際
に
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
や
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
具
体
的
に
指
摘
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）

検
討
課
題
③

コ
ロ
ナ
禍
で
避
難
所
を
運
営
す
る
上
で
の
困
難
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。
そ

の
困
難
を
技
術
に
よ
っ
て
解
決
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
か
。
具
体
的
に

発
想
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）
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検
討
課
題
④

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
避
難
所
で
の
状
況
把
握
や
３
密
回
避
以
外
に
、
ど
の
よ
う
な
場
面
に
応

用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
災
害
対
応
の
場
面
に
限
定
せ
ず
、
自
由
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

（
）
（
）
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1 
 

指
導

ガ
イ

ド
 

I. 
事

例
の

概
要

 

20
20

年
８

月
、

川
崎

市
内

の
公

立
小

学
校

に
お

い
て

、
AI

を
活

用
し

た
避

難
所

の
状

況
把

握
と

、
3

密
回

避
に

よ
る

適
切

な
避

難
所

運
営

を
目

的
と

し
た

、
実

証
実

験
が

実
施

さ
れ

た
。

活
用

し
た

技
術

は
、

混
雑

状
況

を
把

握
す

る
AI

シ
ス

テ
ム

と
、

様
々

な
状

況
下

で
の

人
の

流
れ

を
再

現
す

る
人

流
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

で
あ

る
。

コ
ロ

ナ
禍

で
避

難
所

を
設

置
す

る
際

の
、

避
難

所
受

付
の

設
置

数
や

受
付

要
員

数
の

違
い

な
ど

に
応

じ
て

変
化

す
る

感
染

リ
ス

ク
を

評
価

し
た

。
ま

た
、

そ
の

中
か

ら
状

況
に

応
じ

た
適

切
な

避
難

所
運

営
の

実
施

計
画

を
検

討
し

た
。

 
避

難
所

入
口

に
設

置
さ

れ
た

監
視

カ
メ

ラ
の

映
像

を
AI

で
分

析
し

、
避

難
者

の
人

数
、

年
代

、
性

別
な

ど
の

情
報

も
含

め
て

把
握

す
る

。
混

雑
状

況
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

か
つ

正
確

に
可

視
化

し
て

災
害

対
策

本
部

に
集

約
し

、
避

難
状

況
の

的
確

な
把

握
と

対
策

の
有

効
性

を
確

認
し

た
。

 
さ

ら
に

、
避

難
者

の
中

に
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

者
が

い
る

と
仮

定
し

、
感

染
者

と
の

接
触

リ
ス

ク
を

人
流

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

技
術

で
予

測
し

た
。

例
え

ば
、

受
付

付
近

に
設

置
し

た
カ

メ
ラ

映
像

に
お

け
る

「
人

の
集

ま
り

方
」

か
ら

、
そ

こ
に

感
染

者
が

い
た

場
合

に
、

避
難

所
周

辺
で

ど
の

よ
う

な
感

染
者

と
の

接
触

リ
ス

ク
が

あ
る

か
を

計
算

す
る

。
AI

が
接

触
リ

ス
ク

の
増

加
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
検

知
す

る
と

ア
ラ

ー
ト

を
出

し
、

速
や

か
に

避
難

所
内

で
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
を

促
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。 

 

II
. 

参
考

情
報

 

FU
JI

T
SU

公
式

ペ
ー

ジ
「

ニ
ュ

ー
ノ

ー
マ

ル
時

代
、

避
難

所
の

3
密

と
感

染
拡

大
を

ど
う

防
ぐ

～
AI

に
よ

る
画

像
解

析
技

術
と

人
流

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

技
術

の
実

証
実

験
～

」
 

ht
tp

s:/
/w

w
w

.fu
jit

su
.c

om
/j

p/
re

im
ag

in
e/

ci
ty

w
id

e-
su

rv
ei

lla
nc

e/
ar

tic
le

/i
nt

er
vi

ew
01

/ 
FU

JI
T

SU
公

式
ペ

ー
ジ

「
人

流
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
混

雑
原

因
の

説
明

技
術

」
 

ht
tp

s:/
/w

w
w

.fu
jit

su
.c

om
/j

p/
ab

ou
t/

re
so

ur
ce

s/
pu

bl
ic

at
io

ns
/t

ec
hn

ic
al

re
vi

ew
/2

02
0-

01
/a

rt
ic

le
02

.h
tm

l 
FU

JI
T

SU
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

「
AI

を
活

用
し

3
密

リ
ス

ク
を

低
減

す
る

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
禍

で
の

避
難

所
運

営
の

実
証

実
験

を
実

施
」

 
ht

tp
s:/

/p
r.f

uj
its

u.
co

m
/j

p/
ne

w
s/

20
20

/0
8/

24
.h

tm
l 

IT
 L

ea
de

rs
「

富
士

通
、

監
視

カ
メ

ラ
の

画
像

解
析

に
よ

っ
て

街
頭

広
告

の
効

果
を

測
定

で
き

る
製

品
を

販
売

」
 

ht
tp

s:/
/i

t.i
m

pr
es

s.c
o.

jp
/a

rt
ic

le
s/

-/
19

28
3 

毎
日

新
聞

（
20

20
.7

.4
）「

球
磨

川
氾

濫
で

避
難

所
は

『
キ

ャ
パ

超
え

』
 

災
害

と
コ

ロ
ナ

、
両

に
ら

み
の

難
し

さ
」

 

2 
 

ht
tp

s:/
/m

ai
ni

ch
i.j

p/
ar

tic
le

s/
20

20
07

04
/k

00
/0

0m
/0

40
/1

43
00

0c
?p

id
=1

46
06

&
pi

d=
14

60
6&

pi
d=

14
60

6&
pi

d=
14

60
6&

pi
d=

14
60

6 
 

II
I. 

解
答

例
と

考
え

方
 

検
討

課
題

①
 

 
こ

の
シ

ス
テ

ム
で

は
、

ど
の

よ
う

に
避

難
所

の
状

況
を

把
握

し
、

３
密

を
回

避
す

る
の

で
す

か
。

シ
ス

テ
ム

の
概

要
を

ま
と

め
ま

し
ょ

う
。

 
 

解
答

例
 

 
避

難
所

入
り

口
に

設
置

さ
れ

た
監

視
カ

メ
ラ

で
人

体
を

検
知

し
、

そ
の

画
像

を
AI

で
解

析
。

人
数

だ
け

で
な

く
、

属
性

（
年

齢
や

性
別

）
も

自
動

で
把

握
し

、
混

雑
状

況
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

か
つ

正
確

に
把

握
し

て
災

害
対

策
本

部
で

可
視

化
す

る
。

 
 

上
記

の
画

像
解

析
AI

と
人

流
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
技

術
を

く
み

あ
わ

せ
る

こ
と

で
、

避
難

者
の

中
に

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
者

が
い

る
と

仮
定

し
て

、
感

染
者

と
の

接
触

リ
ス

ク
を

予
測

。
「

人
の

集
ま

り
方

」
な

ど
か

ら
、

接
触

リ
ス

ク
の

増
加

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

検
知

す
る

と
、

ア
ラ

ー
ト

が
上

が
る

仕
組

み
と

し
、

速
や

か
に

避
難

所
内

で
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
を

促
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

 
 

考
え

方
 

①
の

課
題

は
、

事
例

か
ら

シ
ス

テ
ム

の
概

要
を

的
確

に
読

み
取

っ
た

か
ど

う
か

を
確

認
す

る
問

い
で

あ
る

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

、「
映

像
解

析
AI

（
C

ity
w

id
e S

ur
ve

ill
an

ce
）」

と
「

人
流

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

技
術

」
を

活
用

し
て

い
る

。
そ

れ
ぞ

れ
が

ど
の

よ
う

な
働

き
を

し
、

相
互

に
ど

の
よ

う
に

関
わ

り
、

何
が

で
き

る
の

か
、

と
い

う
点

を
的

確
に

理
解

し
て

ほ
し

い
。

ス
ラ

イ
ド

p.
２

・
３

「
シ

ス
テ

ム
の

概
要

①
②

」
や

p.
５

・
６

「
活

用
し

て
い

る
技

術
①

②
」

を
ま

と
め

れ
ば

よ
い

だ
ろ

う
。

 
ま

た
、

ス
ラ

イ
ド

p.
４

「
開

発
の

背
景

」
か

ら
コ

ロ
ナ

禍
で

生
じ

て
い

る
避

難
所

運
営

の
課

題
を

理
解

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
こ

の
シ

ス
テ

ム
に

期
待

さ
れ

る
点

を
適

切
に

把
握

で
き

る
だ

ろ
う

。
 

 検
討

課
題

②
 

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
避

難
所

に
実

際
に

導
入

す
る

に
あ

た
っ

て
、

ど
の

よ
う

な
課

題
や

ハ
ー

ド
ル

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

か
。

具
体

的
に

指
摘

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

 
 

解
答

例
 

 
混

雑
状

況
や

受
け

入
れ

可
能

状
況

を
住

民
に

連
絡

す
る

手
段

、
ア

プ
リ

な
ど

が
同

時
に

必
要

。
混

雑
状

況
を

把
握

し
て

も
、

そ
れ

を
住

民
に

的
確

に
伝

え
な

け
れ

ば
、

結
局

混
ん

で
い

る
避

難
所

に
人

が
殺

到
し

て
し

ま
う

。
 

 
例

え
ば

感
染

リ
ス

ク
上

昇
の

ア
ラ

ー
ト

が
出

た
場

合
、

ど
の

ス
タ

ッ
フ

が
ど

の
よ

う
な

役
割

を
果

た
す

べ
き

か
、

と
い

っ
た

詳
細

な
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
必

要
。

状
況

を
把

握
し

て
も

、
そ

の
情

報
を

ど
の

よ
う

に
使

う
の

か
を

事
前

に
十

分
に

検
討

し
て

お
か

な
い

と
、

災
害

時
の

有
効

活
用

271
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に
は

つ
な

が
ら

な
い

。
 

 
考

え
方

 
検

討
課

題
②

は
、

シ
ス

テ
ム

導
入

の
留

意
点

や
、

ハ
ー

ド
ル

に
つ

い
て

考
察

す
る

問
い

で
あ

る
。

事
例

情
報

に
直

接
的

な
記

述
は

な
い

が
、

考
え

の
ヒ

ン
ト

と
な

る
情

報
は

い
く

つ
か

あ
る

。
例

え
ば

、
ス

ラ
イ

ド
p.

２
に

「
ス

タ
ッ

フ
の

ア
ク

シ
ョ

ン
も

含
め

た
シ

ナ
リ

オ
作

り
や

運
用

設
計

を
、

AI
技

術
を

使
う

前
提

で
進

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

と
い

う
知

見
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

」
と

い
う

記
述

が
あ

る
。

こ
れ

が
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
指

す
の

か
想

像
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
留

意
点

も
具

体
化

さ
れ

る
だ

ろ
う

。
自

動
的

・
効

率
的

に
情

報
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
て

も
、

そ
の

情
報

に
従

っ
て

現
場

を
仕

切
っ

て
い

く
ス

タ
ッ

フ
が

い
な

け
れ

ば
、

避
難

所
運

営
は

ス
ム

ー
ズ

に
行

わ
れ

な
い

。
ス

タ
ッ

フ
の

育
成

が
不

可
欠

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
 

ま
た

、
ス

ラ
イ

ド
p.

２
に

は
実

際
の

実
験

の
様

子
を

写
し

た
写

真
が

あ
り

、
こ

れ
ら

も
ヒ

ン
ト

と
な

る
だ

ろ
う

。
例

え
ば

、
混

雑
状

況
が

避
難

所
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
に

表
示

さ
れ

て
あ

る
が

、
避

難
前

の
住

民
が

事
前

に
こ

れ
ら

の
情

報
を

入
手

で
き

た
方

が
、

円
滑

な
避

難
行

動
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

他
に

も
、

さ
ま

ざ
ま

な
情

報
を

手
掛

か
り

に
、

自
由

に
発

想
し

て
ほ

し
い

。
 

 
検

討
課

題
③

 
コ

ロ
ナ

禍
で

避
難

所
を

運
営

す
る

上
で

の
困

難
に

は
ど

の
よ

う
な

も
の

が
あ

り
ま

す
か

。
そ

の
困

難
を

IT
技

術
に

よ
っ

て
解

決
す

る
に

は
ど

の
よ

う
な

方
法

が
あ

り
ま

す
か

。
具

体
的

に
発

想
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

 
解

答
例

 
 

と
に

か
く

人
手

が
足

り
な

い
。

自
動

で
で

き
る

こ
と

は
自

動
で

す
る

べ
き

。
非

接
触

検
温

機
器

で
、

入
り

口
で

自
動

検
温

。
さ

ら
に

顔
認

証
シ

ス
テ

ム
で

、
避

難
し

て
い

る
人

と
体

温
と

を
結

び
つ

け
て

管
理

。
ス

マ
ホ

で
個

人
情

報
を

入
力

し
て

も
ら

っ
た

り
も

し
て

、
避

難
者

名
簿

が
自

動
で

作
成

で
き

た
ら

よ
い

。
受

付
業

務
に

か
か

る
人

手
を

軽
減

す
る

。（
顔

認
証

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
自

治
体

が
持

っ
て

い
れ

ば
よ

り
効

率
的

に
避

難
者

の
把

握
が

で
き

る
の

だ
が

…
。）

 
 

混
ん

で
い

る
避

難
所

に
人

が
押

し
寄

せ
る

事
態

を
避

け
た

い
。

市
民

が
す

い
て

い
る

避
難

場
所

や
適

切
な

避
難

方
法

に
つ

い
て

AI
に

相
談

で
き

る
チ

ャ
ッ

ト
ボ

ッ
ト

が
あ

っ
た

ら
よ

い
。

 
 

考
え

方
 

コ
ロ

ナ
禍

で
の

避
難

所
運

営
と

い
う

困
難

に
、

IT
を

活
用

す
る

可
能

性
を

考
察

す
る

問
い

で
あ

る
。

こ
の

事
例

以
外

に
も

開
発

・
活

用
が

行
わ

れ
て

い
る

も
の

も
あ

る
た

め
、

そ
れ

ら
の

情
報

に
積

極
的

に
ア

ク
セ

ス
し

、
自

由
に

考
え

て
ほ

し
い

。
感

染
症

流
行

時
の

避
難

所
運

営
を

検
証

す
る

試
み

も
行

わ
れ

て
い

る
。（

ht
tp

s:/
/w

w
w

.k
ah

ok
u.

co
.jp

/s
pe

ci
al

/s
pe

12
11

/2
02

00
70

6_
06

.h
tm

l）
な

ど
。

 
ま

ず
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

避
難

所
運

営
の

困
難

に
つ

い
て

は
、

ス
ラ

イ
ド

p.
７

・
８

に
豊

富
な

情
報

が
あ

る
。

ス
ペ

ー
ス

確
保

の
必

要
か

ら
収

容
人

数
は

減
る

が
、

人
手

の
問

題
な

ど
か

ら
簡

単
に

避
難

所
の

数
を

増
や

す
わ

け
に

は
い

か
な

い
こ

と
。

発
熱

者
や

濃
厚

接
触

者
の

た
め

に
別

ス
ペ

ー
ス

を
用

意
す

4 
 

る
必

要
が

あ
る

こ
と

。
自

治
体

設
置

の
避

難
所

以
外

へ
の

避
難

を
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

。
人

的
余

裕
が

な
い

こ
と

、
な

ど
で

あ
る

。
こ

れ
ら

に
限

定
し

な
く

て
も

よ
い

が
、

ま
ず

具
体

的
な

困
難

を
思

い
浮

か
べ

、
そ

れ
に

対
応

で
き

る
技

術
の

活
用

を
考

え
て

ほ
し

い
。

 
 

 
 

な
お

、
コ

ロ
ナ

禍
に

限
ら

ず
、

災
害

避
難

所
の

運
営

に
は

先
端

技
術

活
用

の
余

地
が

大
い

に
あ

る
と

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

 
 

 
災

害
時

避
難

所
支

援
シ

ス
テ

ム
（

避
難

所
て

だ
す

け
く

ん
）

の
開

発
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な

ど
を

参
考

に
し

て
、

考
察

を
深

め
る

と
よ

い
だ

ろ
う

。
 

 
 

 
検

討
課

題
④

 
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

、
避

難
所

で
の

状
況

把
握

や
３

密
回

避
以

外
に

、
ど

の
よ

う
な

場
面

に
応

用
で

き
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
か

。
災

害
対

応
の

場
面

に
限

定
せ

ず
、

自
由

に
考

え
て

み
ま

し
ょ

う
。

 
 

解
答

例
 

 
花

火
大

会
な

ど
多

く
の

人
が

集
ま

る
イ

ベ
ン

ト
や

、
ト

ッ
プ

シ
ー

ズ
ン

の
空

港
と

い
っ

た
、

人
が

集
中

す
る

場
所

で
の

状
況

把
握

。
混

雑
回

避
や

整
理

誘
導

に
活

用
す

る
。

属
性

が
推

定
で

き
れ

ば
、

ト
イ

レ
や

店
舗

の
設

置
と

い
っ

た
建

物
の

レ
イ

ア
ウ

ト
（

男
女

の
ト

イ
レ

を
ど

の
く

ら
い

の
割

合
で

つ
く

っ
た

ら
よ

い
か

、
子

ど
も

が
よ

く
利

用
す

る
お

店
を

ど
こ

に
配

置
し

た
ら

混
雑

し
な

い
か

、
な

ど
）

に
も

利
用

で
き

る
。

 
 

広
告

用
掲

示
板

の
設

置
。

繁
華

街
の

状
況

を
把

握
し

、
ど

う
い

う
属

性
の

人
が

ど
こ

を
通

っ
て

、
ど

う
い

う
ふ

う
に

視
線

を
動

か
す

の
か

が
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

き
れ

ば
、

効
果

的
な

宣
伝

方
法

が
わ

か
る

。
 

 
考

え
方

 
 

 
 

検
討

課
題

④
は

、
AI

映
像

解
析

、
人

流
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
技

術
の

、
更

な
る

活
用

の
可

能
性

に
つ

い
て

推
考

す
る

問
い

で
あ

る
。

ス
ラ

イ
ド

p.
５

に
は

「
群

衆
の

視
認

方
向

を
測

定
す

る
こ

と
で

、
広

告
視

聴
数

や
視

聴
時

間
、

視
聴

率
を

算
出

す
る

こ
と

も
可

能
」

と
あ

り
、

こ
の

技
術

が
そ

も
そ

も
は

商
業

的
な

場
面

で
の

活
用

を
想

定
し

て
開

発
さ

れ
た

こ
と

が
わ

か
る

。
自

由
な

発
想

で
具

体
的

に
こ

れ
ら

の
技

術
の

活
用

シ
ー

ン
を

想
像

し
て

み
て

ほ
し

い
。

 
 

 
 

ち
な

み
に

、
上

記
の

解
答

例
は

、
２

例
と

も
実

用
化

が
進

ん
で

い
る

分
野

で
あ

り
、

下
記

U
RL

な
ど

に
詳

し
い

情
報

が
あ

る
。
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LI
N

Eチ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
災
害

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
「

SO
C

D
A
」

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
研
究
所
（
N
IE
D
）

国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
（
N
IC
T
）

株
式
会
社
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス

L
IN
E
株
式
会
社

シ
ス
テ
ム
の
概
要
①

「
S
O
C
D
A
」
は
、
N
IE
D
、
N
IC
T
、
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
が
、
LI
N
E
の
協
力
を
得
て
研
究
開
発
し
て

い
る
対
話
型
災
害
情
報
流
通
基
盤
、
つ
ま
り
ス
マ
ホ
等
で
動
作
す
る
災
害
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
あ
る
。

LI
N
E
を
介
し
て
自
律
的
に
被
害
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
。
そ
し
て
、
そ
の
対
話
の
中
か

ら
S
O
C
D
A
の
A
Iが
「
安
否
確
認
」
「
物
資
不
足
」
と
い
っ
た
災
害
関
連
情
報
を
自
動
で
抽
出
・
集
約

す
る
と
い
う
仕
組
み
の
シ
ス
テ
ム
。
集
約
さ
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
最
寄
り
の
避
難
場
所
や
物
資
状

況
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

被
災
者
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
正
確
な
情
報
を
提
供
し
、
避
難
や
生
活
支
援
を
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で

行
う
。
自
治
体
や
救
援
団
体
で
リ
ソ
ー
ス
が
不
足
す
る
救
援
活
動
を
効
率
化
す
る
。

シ
ス
テ
ム
の
概
要
②

20
20
年
９
月
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
無
償
ト
ラ
イ
ア
ル
版
で
は
、
「
災
害
情
報
の
収
集
」
と
「

PU
SH
通

知
」
に
よ
っ
て
、
被
害
状
況
の
効
率
的
な
収
集
、
集
約
と
、
自
治
体
や
企
業
の
ス
タ
ッ
フ
と
防
災
担

当
者
間
の
迅
速
な
情
報
共
有
が
可
能
に
。

ま
ず
、

の
専
用
ア
カ
ウ
ン
ト
を
通
し
て
、
自

治
体
や
ス
タ
ッ
フ
、
地
域
住
民
が
地
域
や
企
業
拠

点
の
被
害
状
況
を
報
告
す
る
と
、

が
被
害
状
況

を
「
浸
水
」
「
土
砂
災
害
」
「
火
災
」
な
ど
に
分

類
し
て
自
動
で
地
図
上
に
表
示
す
る
。

本
部
に
い
る
防
災
担
当
者
は
、
専
用
サ
イ
ト
の
管

理
画
面
上
で
被
害
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握

で
き
る
ほ
か
、
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て

通
知
を

行
い
、
情
報
提
供
を
促
す
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、

本
部
と
被
災
地
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
間
の
安
否
確
認

や
復
旧
作
業
の
た
め
の
指
示
や
情
報
共
有
な
ど
に

も
活
用
で
き
る
。

シ
ス
テ
ム
の
概
要
③

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
「
安
否
確
認
」
と
「
避
難
支
援
」
の
情
報
を
素
早
く
共
有
で
き
る
こ
と
も
特
徴
。

ま
た
、
「
住
民
間
の
災
害
状
況
の
把
握
」
「
助
け
合
い
」
と
い
っ
た
目
的
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
る
可

能
性
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

安
否
確
認

…
住
民
の
安
否
を
ア
ン
ケ
ー
ト

形
式
で
聞
き
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
集
計
し

て
い
く
。
集
計
結
果
は
地
図
上
に
表
示
さ

れ
る
た
め
、
周
辺
住
民
の
安
否
を
住
民
同

士
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

避
難
支
援

…
利
用
者
が
事
前
に
住
居
地
を

登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、

AI
が
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
の
避
難
指
示
を
行
い
、
避
難

を
促
す
。
ま
た
、
最
寄
り
の
避
難
所
の
提

案
を
行
っ
た
り
、
避
難
時
の
注
意
事
項
を

知
ら
せ
た
り
と
、
避
難
所
に
到
着
す
る
ま

で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
く
れ
る
た
め
、

よ
り
安
全
な
避
難
を
行
う
こ
と
が
可
能
。
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連
携
す
る
技
術
①

は
単
独
で
の
使
用
と
い
う
よ
り
は
、
下
図
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
い
る
。

の
、

の
活
用
に
よ
り
、
情
報
を
集
約
し
、
デ
マ
の
判
断
材
料
を
提
供
し
た

上
で
、
高
度
な
情
報
を
提
供
。

（
対
災
害

情
報
分
析
シ
ス
テ
ム
）
、

（
災
害
状
況
要
約
シ
ス
テ
ム
）
は
、
と
も

に
災
害
時
の

の
災
害
関
連
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
分
析
・
整
理
し
て
、
状
況
把
握
・
判
断
を
支

援
す
る
質
問
応
答
シ
ス
テ
ム
。

回
答
候
補
の
抽
出
元
ツ
イ
ー
ト
と
矛
盾
す
る
内

容
の
ツ
イ
ー
ト
を
自
動
的
に
特
定
す
る
機
能
が

あ
り
、
デ
マ
情
報
の
信
ぴ
ょ
う
性
の
判
断
の
材

料
と
で
き
る
機
能
も
あ
る
。

に
も

、
か
ら
発

展
し
た
言
語
処
理
技
術
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

連
携
す
る
技
術
②

「
」
で
共
有
さ
れ
る
各
種
災
害
情
報
も
提
供

内
閣
府
が
主
導
す
る
「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
通
称
：

）
の
一
環

と
し
て
、
国
立
研
究
開
発
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
（
防
災
科
研
）
と
株
式
会
社
日
立
製
作
所
が
、

年
よ
り
共
同
で
研
究
開
発
を
進
め
て
き
た
、
基
盤
的
防
災
情
報
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

災
害
対
応
に
必
要
と
さ
れ
る
情
報
を
多
様
な
情
報
源
か
ら
収
集
し
、
利
用
し
や
す
い
形
式
に
変
換
し
て
迅

速
に
配
信
す
る
機
能
を
備
え
た
、
組
織
を
越
え
た
防
災
情
報
の
相
互
流
通
を
担
う
基
盤
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
。

実
証
実
験
事
例
①
「
豊
洲
ス
マ
ー
ト
訓
練

20
20
」

は
全
国
の
自
治
体
で
導
入
が
進
み
、
実
証
実
験
が

行
わ
れ
て
い
る
。

「
豊
洲
ス
マ
ー
ト
防
災
訓
練

」
■
日
時
：

年
月

日
（
日
）

～
■
対
象
：
東
京
都
江
東
区
豊
洲
～
丁
目
の
住
民
・
就
労

者
・
そ
の
他
関
係
者
（
参
加
は
任
意
）

■
訓
練
内
容
：
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

ア
プ
リ
を
活
用
し

た
リ
モ
ー
ト
参
加
に
よ
る
防
災
訓
練

だ
け
を
使
っ
た
実
験
で
、
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
で
自

宅
か
ら
誰
で
も
参
加
可
能
な
形
で
行
わ
れ
た
。

架
空
の
災
害
に
よ
り
「
自
身
や
建
物
の
安
否
登
録
」
「
避

難
支
援
」
「
被
災
し
て
る
場
所
の
登
録
・
確
認
」
と
い
っ

た
つ
の
操
作
を

上
で
行
い
、
そ
の
体
験
や
操
作
を
通

じ
て
わ
か
っ
た
使
い
勝
手
の
良
し
悪
し
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
。

実
証
実
験
事
例
②

参
加
者
等
の
感
想

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
と

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
以
下
の
３
通
り
の
活
用

が
で
き
ま
し
た
。

①
安
否
登
録
自
身
や
家
族
の
安
否
情
報
に
つ
い
て
、

上
で
ス
ム
ー
ズ
に
共
有
で
き
る

②
避
難
支
援
警
戒
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
避
難
方
法
の
確
認
や
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
混
雑
状
況
を
反

映
し
た
避
難
先
選
択
が
可
能
に
な
る

③
被
災
情
報
登
録
エ
リ
ア
内
の
ハ
ザ
ー
ド
情
報
を
、
写
真
や
テ
キ
ス
ト
で
直
感
的
に
共
有
で
き
る

さ
ら
に
、
避
難
先
で
の
避
難
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
匿
名
で
安
全
性
の
高

い
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
な
ら
安
心
し
て
物
資
情
報
を
受
け
取
っ
た
り
、
不
安
な
こ
と
を
共
有
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
は
、
実
際
に
参
加
者
と
会
え
な
い
状
況
下
で
も
、
対
面
の
時
と
同
じ
よ
う
な
、

生
っ
ぽ
い
言
葉
遣
い
で
ご
案
内
で
き
ま
し
た
。
（
中
略
）
豊
洲
は
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の
タ
ワ
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
ま
す
。
（
中
略
）
そ
う
い
っ
た
状
況
下
で
『
共
助
』
を
す
る
た
め
に
、
オ
ー

プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
を
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
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参
考
情
報

公
式
ペ
ー
ジ
「
防
災
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（

ソ
ク
ダ
）
」

公
式
ペ
ー
ジ
「
大
規
模
災
害
時
の
膨
大
な
被
災
報
告
を
人
工
知
能
で
瞬
時
に
整
理
・
要
約
」

防
災
科
研
公
式
ペ
ー
ジ

「
災
害
・
防
災
情
報
を
い
ち
早
く
共
有
す
る
『
防
災
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
』
」

ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
公
式
ペ
ー
ジ
「
自
治
体
や
企
業
の

を
推
進
す
る
『
防
災
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
』
の
無

償
ト
ラ
イ
ア
ル
開
始

～
が
災
害
関
連
情
報
を
自
動
分
析
、
被
害
状
況
を
見
え
る
化
～
」

「
の
災
禍
か
ら
生
ま
れ
た
『

』
が
、
コ
ロ
ナ
渦
の
日
本
で
今
、
担
っ
て
い
る
こ
と
」

と
よ
す
と
「

に
実
施
へ
！
豊
洲
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
協
議
会
、
“使
え
る
”災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
た
め
全
住
民
参
加
型
の
実
験
」

検
討
課
題
①

は
ど
の
よ
う
に
し
て
災
害
状
況
を
把
握
し
、
救
援
活
動
に
役
立
て
る
の
で
す
か
。

シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）

検
討
課
題
②

は
他
の
ど
の
よ
う
な
技
術
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
実
際
の
災
害
対
応
に
お
け
る

の
役
割
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）

検
討
課
題
③

従
来
の
災
害
時
情
報
集
約
・
発
信
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
か
。
そ
し
て
、

は
そ
の
問
題
点
を
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
の
で
す
か
。
開
発
の
意
図
を
ま
と
め
ま

し
ょ
う
。

（
）
（
）
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検
討
課
題
④

コ
ロ
ナ
禍
で
自
然
災
害
が
起
き
た
場
合
、
通
常
で
は
起
こ
り
え
な
い
ど
の
よ
う
な
救
援
上
の

問
題
が
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
そ
の
問
題
を
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
に
解
決
で

き
ま
す
か
。
具
体
的
に
発
想
し
、
指
摘
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）
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指
導

ガ
イ

ド
 

I. 
事

例
の

概
要

 

「
SO

C
D

A」
は

、
N

IE
D

（
国

立
研

究
開

発
法

人
 科

学
技

術
研

究
所

）、
N

IC
T（

国
立

研
究

開
発

法
人

 
情

報
通

信
研

究
機

構
）、

株
式

会
社

ウ
ェ

ザ
ー

ニ
ュ

ー
ス

が
、

LI
N

E
株

式
会

社
の

協
力

を
得

て
研

究
開

発
し

て
い

る
対

話
型

災
害

情
報

流
通

基
盤

、
つ

ま
り

ス
マ

ホ
等

で
動

作
す

る
災

害
チ

ャ
ッ

ト
ボ

ッ
ト

で
あ

る
。 

LI
N

E
を

介
し

て
自

律
的

に
被

害
者

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

り
、

そ
の

対
話

の
中

か
ら

SO
C

D
A

の
AI

が
「

安
否

確
認

」「
物

資
不

足
」

と
い

っ
た

災
害

関
連

情
報

を
自

動
で

抽
出

・
集

約
す

る
。

集
約

さ
れ

た
情

報
を

も
と

に
、

最
寄

り
の

避
難

場
所

や
物

資
状

況
と

い
っ

た
さ

ま
ざ

ま
な

情
報

を
提

供
し

て
い

く
。

 
LI

N
E

の
専

用
ア

カ
ウ

ン
ト

を
通

し
て

、
自

治
体

や
企

業
の

ス
タ

ッ
フ

、
地

域
住

民
が

被
害

状
況

を
報

告
す

る
と

、
AI

が
被

害
状

況
を

「
浸

水
」「

土
砂

災
害

」「
火

災
」

な
ど

に
分

類
し

て
自

動
で

地
図

上
に

表
示

す
る

。
本

部
に

い
る

防
災

担
当

者
は

、
専

用
サ

イ
ト

の
管

理
画

面
上

で
被

害
状

況
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
把

握
で

き
る

ほ
か

、
ス

タ
ッ

フ
に

対
し

て
PU

SH
通

知
を

行
い

、
情

報
提

供
を

促
す

こ
と

も
で

き
る

。
ま

た
、

双
方

向
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
活

用
し

、
本

部
と

被
災

地
に

い
る

ス
タ

ッ
フ

間
の

安
否

確
認

や
復

旧
作

業
の

た
め

の
指

示
や

情
報

共
有

な
ど

に
も

活
用

で
き

る
。

 
LI

N
E

を
活

用
し

て
い

る
た

め
、

住
民

等
の

「
安

否
確

認
」

や
、

住
民

等
へ

の
「

避
難

支
援

」
の

情
報

を
素

早
く

共
有

で
き

る
こ

と
も

特
徴

で
あ

る
。

安
否

確
認

は
、

住
民

の
安

否
を

ア
ン

ケ
ー

ト
形

式
で

聞
き

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

集
計

し
て

い
く

。
集

計
結

果
は

地
図

上
に

表
示

さ
れ

る
た

め
、

周
辺

住
民

の
安

否
を

住
民

同
士

で
確

認
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

避
難

支
援

は
、

利
用

者
が

事
前

に
住

居
地

を
登

録
し

て
お

く
こ

と
で

、
AI

が
適

切
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

の
避

難
指

示
を

行
い

、
避

難
を

促
す

。
ま

た
、

最
寄

り
の

避
難

所
の

提
案

を
行

っ
た

り
、

避
難

時
の

注
意

事
項

を
知

ら
せ

た
り

と
、

避
難

所
に

到
着

す
る

ま
で

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
っ

て
く

れ
る

。
よ

り
安

全
な

避
難

を
行

う
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

 
実

際
の

災
害

対
応

に
お

い
て

は
、

SI
P4

D
（

基
盤

的
防

災
情

報
流

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
）

や
、

N
IC

T
が

開
発

し
た

SN
S

情
報

分
析

シ
ス

テ
ム

D
IS

SA
N

A・
D

-S
U

M
M

と
連

携
し

た
運

用
が

想
定

さ
れ

て
い

る
。
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II
I. 

解
答

例
と

考
え

方
 

検
討

課
題

①
 

 
SO

C
D

A
は

ど
の

よ
う

に
し

て
災

害
状

況
を

把
握

し
、

救
援

活
動

に
役

立
て

る
の

で
す

か
。

シ
ス

テ
ム

の
概

要
を

ま
と

め
ま

し
ょ

う
。

 
 

考
え

方
 

 
LI

N
E

の
チ

ャ
ッ

ト
ボ

ッ
ト

で
ス

タ
ッ

フ
や

被
災

者
と

対
話

す
る

。
対

話
の

中
に

あ
る

災
害

関
連

情
報

を
AI

が
自

動
で

抽
出

・
集

約
す

る
。

 
 

抽
出

・
集

約
し

た
情

報
を

整
理

し
、

LI
N

E
を

通
し

て
各

々
の

ス
タ

ッ
フ

や
被

災
者

に
と

っ
て

必
要

な
情

報
を

個
々

に
対

応
し

た
形

で
提

供
し

て
い

く
。

避
難

情
報

に
つ

い
て

は
、

AI
が

適
切

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
の

避
難

指
示

を
行

い
、

避
難

を
促

す
。

ま
た

、
最

寄
り

の
避

難
所

の
提

案
を

行
っ

た
り

、
避

難
時

の
注

意
事

項
を

知
ら

せ
た

り
と

、
避

難
所

に
到

着
す

る
ま

で
の

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
。 

 
被

災
状

況
は

、
自

動
で

地
図

上
に

ま
と

め
ら

れ
る

。
災

害
状

況
同

様
、

安
否

情
報

も
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

集
計

さ
れ

、
地

図
上

に
ま

と
め

ら
れ

る
。

 
 

考
え

方
 

検
討

課
題

①
は

、
事

例
か

ら
シ

ス
テ

ム
の

概
要

を
的

確
に

読
み

取
っ

た
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

問
い

で
あ

る
。

ス
ラ

イ
ド

p.
２

～
４

「
シ

ス
テ

ム
の

概
要

①
②

③
」

を
ま

と
め

れ
ば

よ
い

。
 

ま
ず

は
、

LI
N

E
の

チ
ャ

ッ
ト

ボ
ッ

ト
で

の
対

話
か

ら
、

AI
が

自
動

で
災

害
関

連
情

報
を

抽
出

・
集

約
す

る
と

い
う

、
こ

の
シ

ス
テ

ム
の

基
本

を
お

さ
え

た
い

。
ス

タ
ッ

フ
だ

け
で

な
く

、
多

く
の

ユ
ー

ザ
ー

や
被

災
者

か
ら

チ
ャ

ッ
ト

ボ
ッ

ト
を

通
し

て
情

報
を

集
め

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
あ

る
。

多
く

の
ユ

ー
ザ

ー
と

直
接

や
り

と
り

で
き

る
と

い
う

利
点

を
生

か
し

、
ア

ン
ケ

ー
ト

形
式

の
情

報
収

集
（

安
否

確
認

な
ど

）
も

行
え

る
こ

と
が

、
ス

ラ
イ

ド
p.

４
な

ど
か

ら
も

わ
か

る
。

そ
し

て
、

集
め

た
情

報
は

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
自

動
で

集
計

さ
れ

、
地

図
上

に
ま

と
め

ら
れ

る
。

 
情

報
の

「
収

集
」

に
つ

い
て

確
認

し
た

上
で

、
情

報
「

発
信

」
に

お
け

る
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

被
災

者
は

、
マ

ッ
ピ

ン
グ

に
よ

り
災

害
の

全
体

像
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

チ
ャ

ッ
ト

ボ
ッ

277



3 
 

ト
で

の
質

問
に

答
え

る
形

で
情

報
が

発
信

さ
れ

る
の

で
、

個
々

の
被

災
者

に
最

適
化

さ
れ

た
情

報
、

個
々

の
被

災
者

が
今

求
め

て
い

る
情

報
、

を
厳

選
し

て
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

個
々

に
最

適
化

さ
れ

て
い

る
の

で
、

避
難

所
に

た
ど

り
つ

く
ま

で
の

サ
ポ

ー
ト

を
行

え
る

こ
と

も
大

き
な

特
徴

で
あ

る
。

 
 

ス
ラ

イ
ド

p.
７

・
８

の
内

容
を

も
含

ん
で

し
ま

う
が

、オ
ー

プ
ン

チ
ャ

ッ
ト

形
式

で
あ

る
が

ゆ
え

に
、

「
住

民
間

の
災

害
状

況
の

把
握

」「
助

け
合

い
」

と
い

っ
た

共
助

の
た

め
の

ツ
ー

ル
と

し
て

活
用

さ
れ

る
可

能
性

も
期

待
さ

れ
て

い
る

。
 

 検
討

課
題

②
 

SO
C

D
A

は
他

の
ど

の
よ

う
な

技
術

と
組

み
合

わ
さ

れ
て

運
用

さ
れ

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

て
い

ま
す

か
。 

実
際

の
災

害
対

応
に

お
け

る
SO

C
D

A
の

役
割

を
ま

と
め

ま
し

ょ
う

。
 

 
解

答
例

 
 

SI
P4

D
に

集
約

さ
れ

た
情

報
と

、
SO

C
D

A
で

集
め

ら
れ

た
情

報
を

あ
わ

せ
て

、
LI

N
E

だ
け

で
な

く
さ

ま
ざ

ま
な

方
法

で
情

報
が

発
信

さ
れ

る
。

 
 

SN
S

上
の

情
報

も
有

用
で

、
D

-S
U

M
M

、
D

IS
SA

N
A

に
よ

っ
て

分
析

・
整

理
さ

れ
た

情
報

と
SO

C
D

A
で

集
め

ら
れ

た
情

報
が

連
携

し
て

い
く

。
 

 
考

え
方

 
検

討
課

題
②

は
、

SO
C

D
A

の
運

用
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
理

解
す

る
問

い
で

あ
る

。
SO

C
D

A
は

単
独

と
し

て
も

運
用

可
能

だ
が

、
実

際
の

災
害

で
は

、
ス

ラ
イ

ド
p.

５
・

６
に

あ
る

よ
う

に
、

他
の

シ
ス

テ
ム

と
連

携
さ

せ
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
て

い
る

。
 

情
報

の
収

集
・

発
信

と
い

う
点

に
お

い
て

、
SO

C
D

A
は

個
人

と
情

報
を

や
り

と
り

で
き

る
と

い
う

利
点

が
あ

る
一

方
で

、
衛

星
画

像
と

い
っ

た
大

規
模

な
情

報
は

得
ら

れ
な

い
。

有
効

な
災

害
対

応
の

た
め

に
は

複
数

の
情

報
を

統
合

す
る

必
要

が
あ

り
、

そ
の

点
で

SI
P4

D
と

の
連

携
は

不
可

欠
で

あ
る

。
 

情
報

の
収

集
方

法
と

し
て

は
T

w
itt

er
の

情
報

を
分

析
す

る
D

-S
U

M
M

、
D

IS
SA

N
A

の
存

在
も

欠
か

せ
な

い
。

N
IC

T
は

災
害

時
を

想
定

し
た

大
規

模
な

自
動

言
語

処
理

技
術

の
開

発
を

進
め

て
お

り
、

大
規

模
w

eb
情

報
分

析
シ

ス
テ

ム
「

W
IS

D
O

M
 X

」
な

ど
も

一
般

公
開

さ
れ

て
い

る
。

SO
C

D
A

と
の

連
携

の
可

能
性

が
高

い
も

の
な

の
で

、
下

記
U

RL
な

ど
で

基
本

的
な

理
解

を
進

め
て

ほ
し

い
。

 
 

ht
tp

s:/
/w

w
w

.so
um

u.
go

.jp
/m

ai
n_

co
nt

en
t/

00
04

54
64

8.
pd

f 
 

 
ま

た
、

ス
マ

ー
ト

ホ
ン

等
の

操
作

に
不

慣
れ

な
高

齢
者

の
た

め
、

SO
C

D
A

で
収

集
し

た
情

報
を

従
来

の
防

災
放

送
で

発
信

す
る

実
験

・
訓

練
を

し
て

い
る

自
治

体
も

あ
る

。
SO

C
D

A
は

斬
新

で
す

ぐ
れ

た
シ

ス
テ

ム
だ

が
、

実
際

の
災

害
時

に
救

援
機

能
と

し
て

役
立

て
る

た
め

に
は

、
新

旧
の

あ
ら

ゆ
る

技
術

と
組

み
合

わ
せ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

  
検

討
課

題
③

 
 

従
来

の
災

害
時

情
報

集
約

・
発

信
に

は
ど

の
よ

う
な

問
題

点
が

あ
り

ま
し

た
か

。
そ

し
て

、
SO

C
D

A
は

そ
の

問
題

点
を

ど
の

よ
う

に
改

善
す

る
の

で
す

か
。

開
発

の
意

図
を

ま
と

め
ま

し
ょ

う
。

 
 

解
答

例
 

4 
 

 
各

災
害

現
場

の
状

況
を

把
握

し
た

り
、

共
有

し
た

り
す

る
手

段
が

限
ら

れ
て

い
た

。
LI

N
E

を
使

う
こ

と
で

、
各

現
場

の
た

く
さ

ん
の

人
か

ら
の

情
報

を
集

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
個

々
の

被
災

者
に

情
報

を
配

信
し

、
共

有
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

 
 

情
報

の
集

約
に

か
か

っ
て

い
た

人
手

が
削

減
で

き
る

。
AI

が
自

動
で

情
報

を
集

約
・

整
理

し
、

か
つ

発
信

し
て

く
れ

る
の

で
、

ス
タ

ッ
フ

は
そ

の
他

の
人

間
で

な
け

れ
ば

対
応

で
き

な
い

仕
事

に
あ

た
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
住

民
同

士
で

情
報

を
共

有
す

る
シ

ス
テ

ム
が

な
か

っ
た

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
な

ら
安

否
情

報
な

ど
も

共
有

で
き

る
の

で
、

地
域

の
人

々
が

助
け

合
っ

て
災

害
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
考

え
方

 
 

検
討

課
題

③
は

、
従

来
の

災
害

情
報

の
集

約
・

発
信

機
能

の
問

題
点

と
、

同
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

改
善

の
流

れ
に

つ
い

て
、

認
識

し
て

い
る

か
を

問
う

問
題

で
あ

る
。

講
義

資
料

に
直

接
的

な
説

明
は

な
い

が
、

丁
寧

に
事

例
情

報
を

追
っ

て
い

け
ば

、
開

発
者

の
意

図
が

理
解

で
き

る
は

ず
で

あ
る

。
 

 
検

討
課

題
②

で
も

確
認

し
た

と
お

り
、

情
報

の
個

に
対

応
し

た
収

集
・

発
信

と
、

情
報

の
共

有
と

い
う

２
点

が
、

SO
C

D
A

の
最

大
の

特
徴

で
あ

る
。

N
IC

T
の

自
動

言
語

処
理

技
術

の
開

発
の

背
景

に
は

、
東

日
本

大
震

災
の

際
に

情
報

共
有

が
う

ま
く

い
か

な
か

っ
た

と
い

う
苦

い
経

験
が

あ
る

と
い

う
。

当
時

は
、

救
援

団
体

の
少

数
の

担
当

者
が

直
接

現
地

に
行

っ
て

情
報

を
確

認
し

て
い

た
。

伝
達

は
電

話
や

FA
X、

情
報

の
共

有
は

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
や

地
図

へ
の

書
き

込
み

で
行

わ
れ

、
非

常
に

非
効

率
で

あ
っ

た
。

一
方

で
、

SN
S

上
に

は
、

被
災

者
か

ら
の

「
〇

〇
が

欲
し

い
」「

〇
〇

の
安

否
が

知
り

た
い

」
と

い
っ

た
情

報
、

救
援

者
か

ら
の

「
〇

〇
に

毛
布

が
あ

る
」「

〇
〇

に
避

難
者

リ
ス

ト
が

あ
る

」
と

い
っ

た
情

報
が

あ
ふ

れ
て

い
た

。
し

か
し

、
情

報
が

共
有

さ
れ

な
い

た
め

、
生

か
さ

れ
る

こ
と

が
な

か
っ

た
。

SO
C

D
A

を
活

用
す

れ
ば

、
こ

の
よ

う
な

状
況

は
根

本
的

に
解

決
さ

れ
る

。
下

記
U

RL
を

参
照

し
て

み
て

ほ
し

い
。

 
ht

tp
:/

/s
cj

-in
fo

.n
ii.

ac
.jp

/d
at

a/
in

fo
sy

m
po

11
/i

nf
os

ym
po

11
-5

.p
df

 
 

ま
た

、
ス

ラ
イ

ド
p.

８
「

実
証

実
験

事
例

②
 

参
加

者
等

の
感

想
」

に
あ

る
よ

う
に

、
オ

ー
プ

ン
チ

ャ
ッ

ト
形

式
の

気
軽

さ
か

ら
、

SO
C

D
A

は
住

民
同

士
の

情
報

共
有

と
助

け
合

い
に

貢
献

す
る

可
能

性
が

高
い

。
特

に
関

係
性

が
希

薄
に

な
り

が
ち

な
都

市
部

で
は

、
災

害
対

応
の

た
め

に
平

常
時

か
ら

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
活

性
化

さ
せ

て
お

く
必

要
が

あ
り

、
SO

C
D

A
は

そ
の

点
で

も
活

用
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

 
 

 
 

SO
C

D
A

は
開

発
途

中
の

シ
ス

テ
ム

で
あ

り
、新

し
い

用
途

の
実

証
実

験
が

盛
ん

に
お

こ
な

わ
れ

て
い

る
。

他
の

形
で

の
活

用
の

可
能

性
に

つ
い

て
も

、
具

体
的

に
自

由
に

考
察

し
て

ほ
し

い
。

 
  

検
討

課
題

④
 

コ
ロ

ナ
禍

で
自

然
災

害
が

起
き

た
場

合
、

通
常

で
は

起
こ

り
え

な
い

ど
の

よ
う

な
救

援
上

の
問

題
が

生
 

ず
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
か

。
そ

の
問

題
を

こ
の

シ
ス

テ
ム

は
ど

の
よ

う
に

解
決

で
き

ま
す

か
。

具
体

的
に

 
発

想
し

、
指

摘
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

 
解

答
例
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5 
 

 
３

密
を

避
け

る
工

夫
を

し
た

避
難

所
を

開
設

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
各

避
難

所
の

混
雑

状
況

を
把

握
し

て
、

随
時

配
信

す
れ

ば
、

避
難

者
は

な
る

べ
く

す
い

て
い

る
避

難
所

に
向

か
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
高

齢
者

が
感

染
を

遅
れ

て
自

宅
を

離
れ

ず
、

逃
げ

遅
れ

る
可

能
性

が
あ

る
。

そ
の

エ
リ

ア
が

ど
の

く
ら

い
危

険
な

状
態

か
を

個
別

に
案

内
し

、
近

く
の

避
難

所
ま

で
誘

導
す

れ
ば

、
安

心
し

て
避

難
で

き
る

。
 

 
考

え
方

 
 

 
 

検
討

課
題

④
は

、
SO

C
D

A
の

、
コ

ロ
ナ

禍
で

の
活

用
の

可
能

性
に

つ
い

て
推

考
さ

せ
る

問
い

で
あ

る
。

SO
C

D
A

の
機

能
の

特
徴

を
お

さ
え

た
上

で
、

自
由

に
具

体
的

に
さ

ま
ざ

ま
な

可
能

性
を

考
え

て
ほ

し
い

。
な

お
、

上
記

の
２

点
は

既
に

想
定

さ
れ

、
SO

C
D

A
に

お
い

て
強

化
さ

れ
た

機
能

で
あ

る
。 
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A
Iに
よ
る
温
度
検
知
で

異
常
温
度
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

「
Se

ns
eT

hu
nd

er
」

日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社

シ
ス
テ
ム
の
概
要
①

「
S
e
n
se
T
h
u
n
d
e
r」
は
、
A
I画
像
認
識
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
お
よ
び
提
供
を
行
う
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
の
子
会
社
、
日
本
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
が
2
0
2
0
年
４
月
に

リ
リ
ー
ス
し
た
、
温
度
検
知
シ
ス
テ
ム
。

A
Iを
活
用
し
た
「
顔
認
証
デ
バ
イ
ス
」
と

「
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
カ
メ
ラ
」
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
、
0
.5
秒
で
個
人
認
証
と
温
度
測
定
を
同

時
に
実
施
し
、
発
熱
の
疑
い
の
あ
る
人
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
見
分
け
る
。
マ
ス
ク
の
不
着
用
も

同
時
に
認
識
で
き
る
。

A
I顔
認
証
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
非
接
触
温
度
測
定
装

置
の
出
荷
台
数
1
位
（
期
間
：
2
0
2
0
年
1
月
～
6

月
期
）
を
獲
得
。
イ
オ
ン
の
一
部
店
舗
で
も
、

社
員
・
来
客
者
の
検
温
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
概
要
②

高
速
検
知
で
、
マ
ス
ク
を
し
た
ま
ま
で
も
よ
い
の

で
、
行
列
が
で
き
ず
、
検
知
が
ス
ム
ー
ズ
。

自
動
測
定
の
た
め
、
検
温
時
の
接
触
感
染
リ
ス
ク

を
な
く
し
つ
つ
、
人
件
費
を
抑
え
た
運
用
が
可
能
。

不
特
定
多
数
の
検
知
だ
け
で
な
く
、
個
人
単
位
で

の
履
歴
管
理
が
可
能
な
の
で
、
毎
日
の
履
歴
を
管

理
し
、
社
員
や
客
の
健
康
管
理
だ
け
で
な
く
、
勤

怠
・
入
退
室
管
理
と
い
っ
た
、
日
々
の
業
務
の
管

理
も
同
時
に
行
え
る
。

電
源
と
本
体
を
接
続
す
れ
ば
、
置
く
だ
け
で
検
知

が
可
能
と
な
る
。

用
途
に
応
じ
て
、
デ
バ
イ
ス
の
大
き
さ
や
、
管
理

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

履
歴
の
閲
覧
や
異
常
検
知

通
知
の
確
認
、

ユ
ー
ザ
ー
情
報
登
録
な
ど
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
ア
プ
リ
で
管
理
、
運
用
で
き
る
。

設
置
例

活
用
し
て
い
る
技
術
①

を
用
い
た
高
精
度
な
温
度
検
知

顔
認
識

と
体
温
推
定

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
測
定
し
た
体
表
温
か
ら
誤
差

±
℃
で
温
度
を
推
定
可
能
。

・
顔
認
識
技
術
に
よ
り
人
の
「
額
」
の
位
置
を
特
定
。

万
点
の
「
複
数
温
度
点
」
を
収
集
す
る
こ
と

で
精
度
の
高
い
温
度
検
知
を
行
う
。

・
が
特
定
し
た

万
点
の
額
位
置
か
ら
一
番
高
い
体
表
温
を
取
得
。

・
「
体
表
温
・
体
温
・
室
温
」
の
種
類
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
て
デ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
た

に
よ
り
、

温
度
を
推
定
す
る
。

年
月
に
は
、
外
気
温
の
低
下
に
伴
う
温
度
検
知
結
果
へ
の
影
響
を
軽
減
さ
せ

る
温
度
検
知
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
搭
載
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
提
供
開
始
し
た
。
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活
用
し
て
い
る
技
術
②

管
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「

」
と
「
温
度
管
理
ア
プ
リ
」
の
連
携

「
」
は
、

の
管
理
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
下
記
の
よ
う
な
機
能
が

あ
る
。

・
ア
ラ
ー
ト
機
能

「
発
熱
リ
ス
ク
」
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
警
告
表
示
。

・
認
証
履
歴
表
示

管
理
プ
ラ
ッ
ト
ー
フ
ォ
ー

ム
上
の
履
歴
画
面
で
検
知
時
の
「
顔
写
真
」

「
温
度
」
を
確
認
。
個
人
単
位
で
の
温
度
管

理
が
可
能
に
。

・
デ
バ
イ
ス
管
理

登
録
し
て
い
る
各
デ
バ
イ

ス
の
ス
テ
ー
タ
ス
確
認
、
設
定
変
更
な
ど
を

一
元
管
理
。

こ
の
S
e
n
se
Li
n
kの
管
理
機
能
を
モ
バ
イ
ル
端

末
側
で
利
用
で
き
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
温
度
異

常
者
の
把
握
を
す
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

の
イ
メ
ー
ジ

各
業
種
で
の
導
入
例
と
ユ
ー
ザ
ー
等
の
声
①

医
療
法
人
東
京
慈
恵
医
科
大
学
付
属
病
院

一
番
重
要
視
し
た
こ
と
は
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
性
で
す
ね
。
他
社
の
製
品
と
も
比
較
し
た
ん
で
す
が
、

「
」
は
外
気
温
の
影
響
が
少
な
く
て
、
非
接
触
型
体
温
計
と
同
等
の
正
確
性
だ
っ
た

ん
で
す
。
画
面
表
示
も
わ
か
り
や
す
い
で
す
。
看
護
師
チ
ー
ム
か
ら
も
非
常
に
速
い
し
、
正
確
だ
し
、

ス
イ
ッ
チ
を
い
れ
れ
ば
す
ぐ
に
起
動
で
き
て
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が
簡
単
だ
と
、
評
判
も
上
々
で
す
。
何

よ
り
検
温
と
同
時
に
問
診
も
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
効
率
が
格
段
に
上
が
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ッ
チ
ン
株
式
会
社

人
の
手
で
の
検
温
も
検
討
し
た
の
で
す
が
、
店
舗
は
自
動
ド
ア
か
ら
レ
ジ
に
直
接
お
越
し
い
た
だ
く

動
線
に
な
っ
て
い
る
の
で
な
か
な
か
難
し
く
、
レ
ジ
で
検
温
を
実
施
す
る
の
も
ス
タ
ッ
フ
に
心
理
的

に
負
担
を
与
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
店
舗
を
開
け
る
以
上
、
安
心
感
が
必
要
な
の
で
、
お
客
様
ご
自

身
で
検
温
で
き
る
機
器
を
紹
介
い
た
だ
き
、
動
線
上
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
（
中
略
）
常
連
の
お

客
様
か
ら
は
「
安
心
だ
よ
ね
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
も
の
が
な
い
と
安
心

で
き
な
い
も
の
ね
。
大
変
だ
ね
と
も
。

各
業
種
で
の
導
入
例
と
ユ
ー
ザ
ー
等
の
声
②

西
武
立
川
き
ら
り
保
育
園

園
児
へ
の
体
温
計
に
よ
る
検
温
を
日
数
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
体
温
計
を
使
っ
て
の
検
温
は
保
育
士

の
負
担
も
大
き
く
、
か
な
り
の
時
間
を
費
や
し
て
お
り
ま
し
た
。
入
り
口
に
設
置
さ
れ
た

「
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
発
熱
の
疑
い
の
あ
る
園
児
を
判
別
、
そ
の
後
、
体
温
計
を

使
っ
て
検
温
す
る
こ
と
で
、
保
育
士
の
負
担
軽
減
と
業
務
の
効
率
化
が
で
き
、
在
園
児
の
感
染
症
対

策
は
も
ち
ろ
ん
、
働
く
保
育
士
の
安
心
・
安
全
も
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
ド
ー
ム

対
象
と

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
で
も
検
知
で
き
る
た
め
、
来
場
者
と
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
維
持
し
な
が
ら
、
安
全
か
つ
高
速
な
測
定
が
可
能
。
入
場
待
ち
の
観
客
を
待
た
せ
る
こ
と

の
な
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
検
温
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
離
れ
た
位
置
か
ら
で
も
検
温
で
き
る
シ
ス
テ
ム
は
、
ス
ポ
ー
ツ
会
場
な
ど
人
が
多
く
集
ま

る
施
設
の
ほ
か
、
最
近
で
は
災
害
地
域
に
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
検
温
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
情
報

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
公
式
ペ
ー
ジ

公
式
ペ
ー
ジ

「
、
温
度
検
知
デ
ー
タ
を
手
軽
に
管
理
・
運
用
可
能
な
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
開
始

～
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
従
業
員
健
康
管
理
強
化
を
支
援
～
」

日
刊
工
業
新
聞
（

）
「
【
非
接
触
温
度
計
測
器
で
初
！
】
外
気
温
影
響
を
軽
減
し

で
精
度

が
高
い
温
度
検
知
を
実
現
！

、
国
内
実
績

の
の
温
度
検
知
機
能
を
更
に
拡

充
」

「
コ
ロ
ナ
禍
の
検
温
デ
バ
イ
ス
か
ら
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
が
普
及
し
て
い
く
未
来
」
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検
討
課
題
① は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
温
度
を
検
知
し
、
異
常
温
度
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

す
る
の
で
す
か
。
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）

検
討
課
題
② は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
、

そ
の
問
題
点
を
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
の
で
す
か
。
具
体
的
に
複
数
指
摘
し
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）

検
討
課
題
③ を
導
入
す
る
こ
と
で
、
導
入
さ
れ
た
現
場
に
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
も
た

ら
さ
れ
ま
す
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
を
想
定
し
、
具
体
的
に
指
摘
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）

検
討
課
題
④ の
シ
ス
テ
ム
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
収
束
後
、
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に
応
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
具
体
的
に
発
想
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）
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1 
 

指
導

ガ
イ

ド
 

I. 
事

例
の

概
要

 

「
Se

ns
eT

hu
nd

er
」

は
、

AI
画

像
認

識
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

の
開

発
お

よ
び

提
供

を
行

う
、

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

株
式

会
社

の
子

会
社

、
日

本
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ビ

ジ
ョ

ン
株

式
会

社
が

20
20

年
４

月
に

リ
リ

ー
ス

し
た

、
温

度
検

知
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

。
AI

顔
認

証
タ

ブ
レ

ッ
ト

型
非

接
触

温
度

測
定

装
置

の
出

荷
台

数
1

位
（

期
間

：
20

20
年

1
月

～
6

月
期

）
を

獲
得

し
た

。
 

AI
を

活
用

し
た

「
顔

認
証

デ
バ

イ
ス

」
と

「
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

カ
メ

ラ
」

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

り
、

0.
5

秒
で

個
人

認
証

と
温

度
測

定
を

同
時

に
実

施
し

、
発

熱
の

疑
い

の
あ

る
人

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

見
分

け
る

。
マ

ス
ク

の
不

着
用

も
同

時
に

判
定

で
き

る
。

高
速

検
知

で
あ

る
こ

と
に

加
え

、
マ

ス
ク

を
し

た
ま

ま
で

も
よ

い
の

で
、

検
知

作
業

が
ス

ム
ー

ズ
で

行
列

が
で

き
な

い
。

自
動

測
定

の
た

め
、

検
温

時
の

接
触

感
染

リ
ス

ク
を

な
く

し
つ

つ
、

人
件

費
を

抑
え

た
運

用
が

可
能

で
あ

る
。

 
AI

を
活

用
し

、
高

精
度

の
温

度
検

知
を

可
能

と
し

て
い

る
。

サ
ー

モ
グ

ラ
フ

ィ
の

測
定

か
ら

、
誤

差
±

0.
3℃

で
温

度
を

推
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

と
い

う
。

ま
ず

、
AI

顔
認

識
技

術
に

よ
り

人
の

「
額

」
の

位
置

を
特

定
し

、
11

万
点

の
「

複
数

温
度

点
」

を
収

集
す

る
。

そ
し

て
、

AI
が

特
定

し
た

額
位

置
か

ら
最

も
高

い
体

表
温

を
取

得
し

、「
体

表
温

・
体

温
・

室
温

」
の

3
種

類
の

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

に
て

デ
ィ

ー
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
し

た
AI

に
よ

り
温

度
を

推
定

す
る

。
20

20
年

11
月

に
は

、
外

気
温

の
低

下
に

伴
う

温
度

検
知

結
果

へ
の

影
響

を
軽

減
さ

せ
る

温
度

検
知

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

を
搭

載
し

た
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
バ

ー
ジ

ョ
ン

を
提

供
開

始
し

た
。

 
個

人
認

証
が

可
能

な
た

め
、

不
特

定
多

数
の

検
知

だ
け

で
な

く
個

人
単

位
で

の
履

歴
管

理
が

で
き

る
。

毎
日

の
履

歴
を

管
理

し
、

健
康

管
理

だ
け

で
な

く
、

勤
怠

・
入

退
室

管
理

と
い

っ
た

、
日

々
の

業
務

の
管

理
も

同
時

に
行

え
る

。
電

源
と

本
体

を
接

続
す

れ
ば

置
く

だ
け

で
検

知
が

可
能

と
な

る
ほ

か
、

用
途

に
応

じ
て

、
デ

バ
イ

ス
の

大
き

さ
や

、
管

理
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

選
択

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
多

様
な

業
種

・
現

場
で

導
入

が
進

ん
で

い
る

。
ま

た
、

管
理

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
ク

ラ
ウ

ド
化

や
、

ス
マ

ー
ト

ホ
ン

ア
プ

リ
（

履
歴

の
閲

覧
や

異
常

検
知

Pu
sh

通
知

の
確

認
、

ユ
ー

ザ
ー

情
報

登
録

な
ど

が
行

え
る

）
と

の
連

携
と

い
っ

た
利

便
性

も
特

徴
で

あ
る

。
 

 

II
. 

参
考

情
報

 

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

公
式

ペ
ー

ジ
 

ht
tp

s:/
/w

w
w

.so
ftb

an
k.

jp
/b

iz
/a

i/
fa

ce
_t

he
rm

al
_i

m
ag

in
g/

 
JC

V
公

式
ペ

ー
ジ

 
 

ht
tp

s:/
/w

w
w

.ja
pa

nc
v.

co
.jp

/s
ol

ut
io

ns
/t

he
rm

og
ra

ph
y/

 
PR

 T
IM

ES
「

JC
V、

温
度

検
知

デ
ー

タ
を

手
軽

に
管

理
・

運
用

可
能

な
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
ア

プ
リ

ケ
ー

シ

2 
 ョ

ン
を

提
供

開
始

 
～

 ウ
ィ

ズ
コ

ロ
ナ

時
代

に
お

け
る

従
業

員
健

康
管

理
強

化
を

支
援

 ～
」

 
 

ht
tp

s:/
/p

rt
im

es
.jp

/m
ai

n/
ht

m
l/

rd
/p

/0
00

00
00

50
.0

00
05

47
35

.h
tm

l 
日

刊
工

業
新

聞
（

20
20

/1
1/

27
）「

【
非

接
触

温
度

計
測

器
で

初
！

】
外

気
温

影
響

を
軽

減
し

AI
で

精
度

が
高

い
温

度
検

知
を

実
現

！
JC

V
、

国
内

実
績

N
o.

1*
の

Se
ns

eT
hu

nd
er

の
温

度
検

知
機

能
を

更
に

拡
充

」
 

 
ht

tp
s:/

/w
w

w
.n

ik
ka

n.
co

.jp
/r

el
ea

se
s/

vi
ew

/1
16

31
7 

Fo
rb

es
 JA

PA
N

「
コ

ロ
ナ

禍
の

検
温

デ
バ

イ
ス

か
ら

、
顔

認
証

シ
ス

テ
ム

が
普

及
し

て
い

く
未

来
」

 
 

ht
tp

s:/
/f

or
be

sja
pa

n.
co

m
/a

rt
ic

le
s/

de
ta

il/
36

19
6/

1/
1/
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II
I. 

解
答

例
と

考
え

方
 

検
討

課
題

①
 

 
Se

ns
eT

hu
nd

er
は

、ど
の

よ
う

に
し

て
温

度
を

検
知

し
、異

常
温

度
を

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
す

る
の

で
す

か
。

シ
ス

テ
ム

の
概

要
を

ま
と

め
ま

し
ょ

う
。

 
 

解
答

例
 

 
AI

を
活

用
し

た
「

顔
認

証
デ

バ
イ

ス
」

と
「

サ
ー

モ
グ

ラ
フ

ィ
カ

メ
ラ

」
の

組
み

合
わ

せ
に

よ
り

、
0.

5
秒

で
個

人
認

証
と

温
度

測
定

を
同

時
に

実
施

し
、

発
熱

の
疑

い
の

あ
る

人
を

非
接

触
で

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
見

分
け

る
。

 
 

AI
を

活
用

し
、高

精
度

の
温

度
検

知
を

可
能

と
し

て
い

る
。A

I顔
認

識
技

術
に

よ
り

人
の「

額
」

の
位

置
を

特
定

し
、

11
万

点
の

「
複

数
温

度
点

」
を

収
集

す
る

。
そ

し
て

、
AI

が
特

定
し

た
額

位
置

か
ら

最
も

高
い

体
表

温
を

取
得

し
、「

体
表

温
・

体
温

・
室

温
」

の
3

種
類

の
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
で

デ
ィ

ー
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
し

た
AI

に
よ

り
温

度
を

推
定

す
る

。
 

 
考

え
方

 
 

 
 

検
討

課
題

①
は

、
事

例
か

ら
シ

ス
テ

ム
の

概
要

を
的

確
に

読
み

取
っ

た
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

問
い

で
あ

る
。

ス
ラ

イ
ド

p.
２

・
３

「
シ

ス
テ

ム
の

概
要

①
②

」
お

よ
び

、
p.

４
・

５
「

活
用

し
て

い
る

技
術

①
②

」
の

う
ち

、
温

度
検

知
に

関
わ

る
部

分
を

ま
と

め
れ

ば
よ

い
。

 
 

 
 

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
最

大
の

ポ
イ

ン
ト

は
、

従
来

の
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

カ
メ

ラ
に

よ
る

温
度

検
知

に
、

顔
認

証
デ

バ
イ

ス
を

組
み

合
わ

せ
て

い
る

と
こ

ろ
に

あ
る

。
顔

認
証

デ
バ

イ
ス

に
よ

っ
て

可
能

に
な

っ
て

い
る

こ
と

は
、

大
き

く
分

け
る

と
二

つ
あ

る
。

一
つ

目
は

、「
額

」
の

位
置

を
特

定
し

、
温

度
点

を
収

集
す

る
こ

と
で

あ
る

。
こ

の
温

度
点

か
ら

得
た

体
表

温
か

ら
AI

に
よ

っ
て

体
温

を
推

定
す

る
こ

と
で

、
従

来
の

サ
ー

モ
グ

ラ
フ

ィ
カ

メ
ラ

の
み

か
ら

の
検

知
よ

り
も

高
精

度
に

温
度

を
検

知
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
も

う
一

つ
は

、
個

人
認

証
が

可
能

な
た

め
、

特
定

多
数

の
検

知
だ

け
で

な
く

個
人

単
位

で
の

履
歴

管
理

が
で

き
る

、
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

職
員

の
毎

日
の

履
歴

を
管

理
し

、
健

康
管

理
だ

け
で

な
く

、
勤

怠
・

入
退

室
管

理
と

い
っ

た
、

日
々

の
業

務
の

管
理

も
同

時
に

行
え

る
。

 
 

 
 

他
に

、
0.

5
秒

と
い

う
高

速
検

知
、

マ
ス

ク
の

ま
ま

で
も

検
知

で
き

る
ス

ム
ー

ズ
さ

、
設

置
が

容
易

で
あ

る
こ

と
、

デ
ー

タ
管

理
の

簡
便

さ
、

な
ど

も
特

徴
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。
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3 
  

 
 

 
検

討
課

題
②

 
Se

ns
eT

hu
nd

er
は

、
ど

の
よ

う
な

問
題

を
解

決
す

る
た

め
に

開
発

さ
れ

ま
し

た
か

。
ま

た
、

そ
の

問
題

 
点

を
ど

の
よ

う
に

改
善

す
る

の
で

す
か

。
具

体
的

に
複

数
指

摘
し

ま
し

ょ
う

。
 

 
解

答
例

 
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

流
行

に
よ

り
、

感
染

者
を

入
場

さ
せ

な
い

対
策

が
各

施
設

や
イ

ベ
ン

ト
の

入
り

口
で

必
要

と
な

っ
た

が
、

そ
の

た
め

に
人

手
が

必
要

に
な

っ
た

り
、

ま
た

担
当

者
が

感
染

リ
ス

ク
に

さ
ら

さ
れ

た
り

す
る

問
題

が
起

き
て

い
た

。
Se

ns
eT

hn
de

r
は

非
接

触
で

自
動

検
知

で
き

る
た

め
、

人
手

を
最

小
限

に
抑

え
ら

れ
、

担
当

者
の

感
染

リ
ス

ク
を

減
ら

す
こ

と
も

で
き

る
。

 
 

入
り

口
で

検
温

し
て

い
る

と
、

入
場

が
滞

り
、

列
が

で
き

て
し

ま
う

と
い

う
問

題
が

あ
っ

た
。

Se
ns

eT
hn

de
rは

0.
5

秒
で

検
知

で
き

、
か

つ
マ

ス
ク

を
外

す
必

要
が

な
い

の
で

、
検

温
の

た
め

に
人

流
が

滞
る

こ
と

が
な

い
。

 
 

考
え

方
 

 
検

討
課

題
②

は
、

本
シ

ス
テ

ム
開

発
の

背
景

と
な

っ
た

、
現

場
で

の
問

題
点

を
理

解
し

て
い

る
か

を
問

う
も

の
で

あ
る

。
講

義
資

料
に

直
接

的
な

説
明

は
な

い
が

、
ス

ラ
イ

ド
p.

４
・

５
「

活
用

さ
れ

る
技

術
①

②
」、

p.
６

・
７

「
各

業
種

で
の

導
入

例
と

ユ
ー

ザ
ー

等
の

声
①

②
」

な
ど

か
ら

、
本

シ
ス

テ
ム

の
特

徴
や

改
善

さ
れ

た
点

に
注

目
す

れ
ば

よ
い

。
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
っ

て
生

じ
た

現
場

で
の

ニ
ー

ズ
と

、
本

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
改

善
の

ポ
イ

ン
ト

が
読

み
取

れ
る

だ
ろ

う
。

 
一

般
的

な
自

動
検

温
シ

ス
テ

ム
同

様
、

検
温

時
の

担
当

者
の

負
担

や
感

染
リ

ス
ク

を
減

ら
す

こ
と

が
こ

の
シ

ス
テ

ム
の

開
発

の
主

要
な

目
的

の
一

つ
で

あ
る

。
こ

こ
に

挙
げ

た
こ

と
以

外
に

も
負

担
軽

減
、

感
染

リ
ス

ク
軽

減
、

と
い

う
観

点
か

ら
様

々
な

指
摘

を
し

て
ほ

し
い

。
Se

ns
eL

in
k

で
計

測
結

果
を

管
理

で
き

る
、

従
業

員
の

健
康

管
理

や
勤

怠
管

理
を

一
括

し
て

行
え

る
、

と
い

っ
た

特
徴

に
よ

っ
て

解
決

で
き

る
課

題
も

あ
る

。
 

温
度

測
定

技
術

の
点

で
特

徴
的

な
の

は
、

体
表

面
の

測
定

に
と

ど
ま

ら
ず

、
AI

を
用

い
て

体
温

を
測

定
す

る
点

で
あ

る
。

ス
ラ

イ
ド

p.
６

の
東

京
慈

恵
医

科
大

学
病

院
で

の
評

価
に

あ
る

よ
う

に
、

従
来

の
非

接
触

型
温

度
測

定
装

置
は

正
確

さ
に

欠
け

る
点

が
あ

っ
た

。
Se

ns
eT

hn
er

は
非

接
触

型
体

温
計

と
同

程
度

の
正

確
さ

で
、

外
気

温
に

も
左

右
さ

れ
に

く
い

測
定

を
実

現
し

た
こ

と
で

、
信

頼
を

得
た

。
し

か
も

1.
5

メ
ー

ト
ル

離
れ

て
い

て
も

、
わ

ず
か

0.
5

秒
で

測
定

で
き

る
と

い
う

こ
と

で
、

人
流

を
遮

ら
な

い
と

い
う

効
果

も
十

分
に

発
揮

し
て

い
る

。
 

こ
の

他
に

も
、

具
体

的
に

複
数

指
摘

し
て

ほ
し

い
。

 
 

 
検

討
課

題
③

 
 

Se
ns

eT
hu

nd
er

を
導

入
す

る
こ

と
で

、
導

入
さ

れ
た

現
場

に
は

ど
の

よ
う

な
効

果
が

も
た

ら
さ

れ
ま

す
か

。
さ

ま
ざ

ま
な

業
種

を
想

定
し

、
具

体
的

に
指

摘
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

 
解

答
例

 

4 
 

 
大

手
企

業
な

ど
は

、
社

員
の

健
康

管
理

不
足

に
よ

る
評

判
の

悪
化

リ
ス

ク
を

回
避

で
き

る
。

 
 

飲
食

や
サ

ー
ビ

ス
、

小
売

り
な

ど
の

業
界

で
は

、
安

心
感

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
コ

ロ
ナ

禍
で

離
れ

た
顧

客
が

回
帰

す
る

効
果

が
み

こ
め

る
。

 
 

考
え

方
 

 
検

討
課

題
③

は
、

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

よ
っ

て
、

現
場

に
も

た
ら

さ
れ

る
メ

リ
ッ

ト
を

考
察

す
る

問
い

で
あ

る
。

課
題

②
で

の
考

察
を

、
各

業
種

の
現

状
に

照
ら

し
合

わ
せ

て
具

体
的

に
考

え
て

み
る

と
よ

い
。

 
 

検
温

シ
ス

テ
ム

の
導

入
で

得
ら

れ
る

各
業

種
共

通
の

メ
リ

ッ
ト

は
「

安
心

感
」

で
あ

る
。

し
か

し
、

誰
に

と
っ

て
の

安
心

か
、

そ
の

安
心

が
ど

の
よ

う
な

効
果

を
も

た
ら

す
の

か
、

と
い

う
点

で
は

業
種

や
現

場
の

状
況

に
よ

っ
て

さ
ま

ざ
ま

で
あ

る
。p

.６
・

７「
各

業
種

で
の

導
入

例
と

ユ
ー

ザ
ー

等
の

声
①

②
」

が
参

考
に

な
る

が
、

こ
れ

ら
に

こ
だ

わ
ら

ず
、

自
由

に
発

想
し

て
ほ

し
い

。
保

育
施

設
な

ど
で

は
「

安
心

感
」

を
醸

成
す

る
こ

と
が

直
接

的
な

目
的

と
な

っ
て

い
る

が
、

大
規

模
な

イ
ベ

ン
ト

会
場

や
飲

食
・

サ
ー

ビ
ス

と
い

っ
た

業
種

で
は

、「
安

心
感

」
が

顧
客

回
避

に
直

結
し

て
い

る
。

講
義

資
料

に
挙

げ
ら

れ
て

い
る

以
外

の
業

種
に

関
し

て
も

、
具

体
的

な
場

面
を

想
定

し
、

考
え

を
め

ぐ
ら

せ
て

ほ
し

い
。

 
 

 
 

検
討

課
題

④
 

Se
ns

eT
hu

nd
er

の
シ

ス
テ

ム
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
流

行
の

収
束

後
、

ど
の

よ
う

な
サ

ー
 

ビ
ス

に
応

用
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
か

。
具

体
的

に
発

想
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

 
解

答
例

 
 

レ
ス

ト
ラ

ン
の

入
り

口
で

顔
認

証
に

よ
っ

て
リ

ピ
ー

ト
客

で
あ

る
か

を
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
前

回
の

注
文

や
好

み
を

確
認

で
き

る
。

リ
ピ

ー
ト

客
に

対
し

て
、「

ハ
ン

バ
ー

ガ
ー

は
ピ

ク
ル

ス
抜

き
に

し
ま

す
か

？
」

な
ど

こ
ち

ら
か

ら
提

案
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

注
文

処
理

時
間

が
削

減
さ

れ
、

混
雑

緩
和

に
も

つ
な

が
る

。
効

率
的

な
メ

ニ
ュ

ー
の

リ
コ

メ
ン

ド
も

で
き

る
。

 
 

学
校

の
入

り
口

に
設

置
す

れ
ば

、
自

動
で

出
欠

管
理

、
健

康
管

理
が

で
き

る
。

体
調

が
悪

か
っ

た
り

、
欠

席
が

続
い

た
り

す
る

児
童

・
生

徒
へ

の
声

掛
け

が
効

率
的

に
行

え
る

。
マ

ス
ク

の
有

無
が

検
知

で
き

る
の

だ
か

ら
、

も
っ

と
技

術
が

進
化

す
れ

ば
、

髪
型

な
ど

の
校

則
違

反
も

自
動

で
発

見
で

き
る

よ
う

に
な

る
か

も
し

れ
な

い
。

顔
認

証
デ

ー
タ

を
学

校
側

が
持

つ
こ

と
に

反
発

も
あ

る
だ

ろ
う

し
、

校
則

違
反

ま
で

自
動

管
理

さ
れ

る
の

は
気

持
ち

が
悪

い
け

れ
ど

も
…

。
 

 
考

え
方

 
 

検
討

課
題

④
は

、
本

シ
ス

テ
ム

の
将

来
的

な
応

用
の

可
能

性
に

つ
い

て
考

察
す

る
問

い
で

あ
る

。
講

義
資

料
に

直
接

的
な

説
明

は
な

い
の

で
難

し
い

問
い

だ
が

、
入

り
口

で
ス

ピ
ー

デ
ィ

に
顔

認
証

が
で

き
る

、
自

動
で

正
確

に
検

温
で

き
る

、
と

い
っ

た
特

徴
な

ど
か

ら
、

自
由

に
具

体
的

に
発

想
し

て
ほ

し
い

。
 

 
一

般
的

に
は

、
コ

ロ
ナ

禍
は

顔
認

証
技

術
の

普
及

を
促

進
す

る
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

特
に

、
入

り
口

で
の

認
証

と
い

う
ス

タ
ン

ド
ア

ロ
ー

ン
の

導
入

で
は

な
く

、
ビ

ル
の

入
退

室
管

理
の

よ
う

に
管

理
サ

ー
バ

と
連

携
し

た
設

置
や

、
管

理
ま

で
含

め
た

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
の

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
が

進
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む
と

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

 
 

し
か

し
一

方
で

、
顔

認
証

技
術

に
よ

る
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
侵

害
へ

の
懸

念
も

根
強

い
。

個
人

の
生

体
デ

ー
タ

を
管

理
さ

れ
る

こ
と

へ
の

根
本

的
な

不
安

、
技

術
開

発
者

が
外

国
企

業
で

あ
る

場
合

に
個

人
情

報
な

ど
の

デ
ー

タ
が

海
外

に
流

れ
て

し
ま

う
懸

念
、

な
ど

で
あ

る
。

ま
た

、
人

種
・

性
別

、
通

院
履

歴
と

い
っ

た
基

準
で

、
選

別
さ

れ
た

り
不

利
益

が
生

じ
た

り
す

る
の

で
は

な
い

か
、

と
い

う
お

そ
れ

も
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
そ

う
い

っ
た

倫
理

的
な

ポ
リ

シ
ー

に
、

各
サ

ー
ビ

ス
が

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
作

成
し

て
遵

守
す

る
こ

と
で

、
生

体
認

証
と

デ
ー

タ
管

理
へ

の
信

頼
を

醸
成

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
だ

ろ
う

。
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体
温

測
定

パ
ッ

チ
と

在
宅

隔
離

者
測

位
シ

ス
テ

ム
で

在
宅

隔
離

者
を

サ
ポ

ー
ト

・
追

跡

台
湾

愛
微

科
（

W
E
E
C

A
R

E
）

台
湾

司
圖

科
技

（
S

P
A
T
IA

L
 T

O
P

O
L
O

G
T
E
C

H
N

O
L
O

G
Y

）

シ
ス

テ
ム

の
概

要
①

体
温

測
定

パ
ッ

チ
「

Te
m

p
P
a
l」

と
「

在
宅

隔
離

者
測

位
追

跡
シ

ス
テ

ム
」

と
の

連
携

に
よ

り
、

在
宅

隔
離

対
象

者
の

体
温

記
録

を
サ

ポ
ー

ト
し

、
防

疫
対

策
の

追
跡

漏
れ

を
防

ぐ
。

Te
m

p
P
a
l…

愛
微

科
が

研
究

開
発

を
行

っ
た

世
界

最
小

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
ス

マ
ー

ト
体

温
測

定
パ

ッ
チ

。
ワ

イ
ヤ

レ
ス

で
長

期
間

に
わ

た
り

、
遠

隔
で

の
体

温
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
体

温
デ

ー
タ

は
即

座
に

モ
バ

イ
ル

端
末

へ
送

る
こ

と
が

可
能

で
、

高
温

・
低

温
時

に
警

告
を

発
す

る
。

自
ら

の
体

調
変

化
に

気
づ

く
効

果
だ

け
で

な
く

、
医

療
ス

タ
ッ

フ
に

連
絡

が
可

能
と

な
る

。

在
宅

隔
離

者
測

位
追

跡
シ

ス
テ

ム
…

光
学

レ
ン

ズ
、

Li
D

A
R

（
光

に
よ

る
物

体
把

握
・

測
位

シ
ス

テ
ム

）
、

超
音

波
等

の
セ

ン
サ

設
備

を
通

し
て

、
屋

内
の

位
置

を
測

位
す

る
シ

ス
テ

ム
。

司
圖

科
技

に
よ

る
。

シ
ス

テ
ム

の
概

要
②

シ
ス

テ
ム

の
概

要
は

下
図

の
通

り
で

、
次

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
。

・
政

府
ま

た
は

防
疫

対
策

部
門

が
遠

隔
で

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

て
、

大
量

の
在

宅
隔

離
・

検
疫

対
象

者
の

体
温

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

い
、

発
熱

症
状

を
す

ぐ
に

把
握

し
て

処
置

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

・
発

症
者

・
入

院
者

へ
の

ケ
ア

の
面

で
は

、
1
人

で
数

百
名

の
患

者
や

高
リ

ス
ク

群
の

人
々

の
体

温
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
可

能
で

、
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

患
者

の
接

触
頻

度
を

減
少

さ
せ

て
医

療
・

看
護

ス
タ

ッ
フ

の
感

染
リ

ス
ク

を
低

減
さ

せ
る

。

・
屋

内
位

置
測

位
の

結
果

を
管

理
者

へ
自

動
で

報
告

す
る

。
隔

離
対

象
者

が
外

出
し

て
い

な
い

か
遠

隔
で

確
認

す
る

こ
と

で
、

防
疫

対
策

や
追

跡
の

手
落

ち
を

低
減

す
る

こ
と

も
で

き
る

。
里

長
や

警
察

の
物

理
的

な
訪

問
を

控
え

る
こ

と
も

で
き

る
。

開
発

の
背

景

台
湾

の
中

央
流

行
司

令
部

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

の
地

域
感

染
を

防
ぐ

た
め

に
、

中
国

、
香

港
、

マ
カ

オ
か

ら
入

国
す

る
旅

行
者

は
、

家
庭

隔
離

、
家

庭
検

疫
、

自
主

的
な

健
康

管
理

な
ど

の
措

置
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

り
、

そ
の

間
、

家
庭

隔
離

お
よ

び
家

庭
検

疫
者

は
日

間
自

宅
で

休
息

し
、

外
出

し
て

は
な

ら
な

い
と

規
定

し
た

。
そ

し
て

、
そ

の
間

、
日

回
以

上
の

体
温

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

と
な

っ
た

。

日
間

検
疫

を
必

要
と

す
る

人
々

の
数

が
急

増
す

る
中

、
設

備
と

人
員

の
不

足
に

直
面

。
司

令
部

が
貸

与
す

し
た

位
置

情
報

を
把

握
す

る
た

め
の

携
帯

電
話

は
台

数
が

足
り

ず
、

ま
た

少
な

い
ス

タ
ッ

フ
の

負
担

が
増

加
し

た
。

技
術

的
に

は
、

隔
離

者
が

屋
内

で
移

動
す

る
位

置
情

報
は

取
得

さ
れ

て
お

ら
ず

、
隔

離
の

ル
ー

ル
を

守
ら

ず
に

外
出

し
て

い
て

も
何

ら
対

策
が

打
て

な
か

っ
た

。
ま

た
、

一
人

暮
ら

し
の

隔
離

者
を

定
期

的
に

訪
問

し
た

り
、

支
援

を
提

供
し

た
り

す
る

こ
と

に
も

、
困

難
が

生
じ

た
。

台
湾

は
厳

格
な

隔
離

を
実

施
し

て
い

る
。

規
定

で
は

入
国

者
や

濃
厚

接
触

者
な

ど
の

対
象

者
が

自
室

か
ら

出
る

の
を

認
め

て
お

ら
ず

、
ど

れ
ほ

ど
短

時
間

で
あ

っ
て

も
部

屋
に

い
な

け
れ

ば
違

反
と

な
る

。
年

月
に

は
、

８
秒

間
だ

け
隔

離
用

ホ
テ

ル
の

部
屋

か
ら

出
て

い
た

男
性

に
対

し
、

米
ド

ル
（

約
万

円
）

相
当

の
罰

金
を

科
し

た
こ

と
も

あ
っ

た
。

286



そ
の

他
の

療
養

・
隔

離
見

守
り

シ
ス

テ
ム

①

日
本

、
「

」
を

活
用

し
た

健
康

観
察

の
シ

ス
テ

ム

東
京

都
の

多
摩

立
川

保
健

所
が

年
９

月
か

ら
導

入
し

た
シ

ス
テ

ム
。

体
温

や
、

せ
き

が
出

る
か

ど
う

か
な

ど
の

質
問

項
目

に
つ

い
て

、
自

宅
で

療
養

し
て

い
る

人
に

日
回

、
回

答
し

て
も

ら
い

、
回

答
は

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
記

録
さ

れ
る

。

回
答

が
な

い
人

や
体

調
の

変
化

が
み

ら
れ

る
人

に
は

保
健

所
か

ら
電

話
で

連
絡

し
て

状
態

を
確

認
す

る
。

都
は

今
後

、
ほ

か
の

保
健

所
で

も
導

入
す

る
こ

と
に

し
て

い
る

と
い

う
。

９
月

１
日

時
点

で
、

都
内

に
は

人
の

自
宅

療
養

者
が

お
り

、
保

健
所

が
毎

日
、

電
話

で
健

康
状

態
を

確
認

し
て

い
た

。
東

京
都

福
祉

保
健

局
の

鈴
木

倫
之

担
当

課
長

は
「

保
健

所
か

ら
の

電
話

に
出

な
い

人
に

は
何

度
も

電
話

を
か

け
る

こ
と

に
な

り
、

両
者

の
負

担
に

な
っ

て
い

た
。

ア
プ

リ
を

活
用

し
、

臨
機

応
変

に
対

応
し

た
い

」
と

話
す

。

（
図

は
東

京
都

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

）

そ
の

他
の

療
養

・
隔

離
見

守
り

シ
ス

テ
ム

③

ポ
ー

ラ
ン

ド
、

自
宅

隔
離

ア
プ

リ
に

よ
り

位
置

情
報

と
顔

認
証

で
当

局
が

在
宅

確
認

ポ
ー

ラ
ン

ド
は

、
帰

国
後

に
義

務
付

け
ら

れ
る

日
間

の
自

宅
隔

離
中

に
必

ず
在

宅
し

て
い

る
こ

と
を

当
局

に
自

撮
り

写
真

を
送

っ
て

報
告

す
る

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ア

プ
リ

を
開

発
。

隔
離

中
の

人
々

に
は

、
警

察
の

抜
き

打
ち

訪
問

を
受

け
る

か
、

こ
の

ア
プ

リ
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

す
る

か
二

つ
の

選
択

肢
が

あ
る

。

隔
離

下
に

あ
る

ユ
ー

ザ
ー

が
位

置
情

報
と

顔
認

証
シ

ス
テ

ム
を

使
用

し
て

自
分

の
所

在
を

知
ら

せ
、

当
局

が
、

該
当

者
が

確
実

に
在

宅
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

で
き

る
仕

組
み

。
ユ

ー
ザ

ー
は

ま
ず

、
こ

の
ア

プ
リ

で
自

撮
り

し
、

そ
の

後
、

日
の

う
ち

無
作

為
に

自
撮

り
写

真
を

撮
影

す
る

よ
う

ア
プ

リ
に

求
め

ら
れ

、
分

以
内

に
応

じ
な

か
っ

た
場

合
、

警
察

に
通

報
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
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検
討

課
題

①

こ
の

シ
ス

テ
ム

は
、

ど
の

よ
う

に
在

宅
隔

離
者

の
状

態
を

把
握

し
、

在
宅

隔
離

者
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

の
で

す
か

。
開

発
の

背
景

を
ふ

ま
え

て
、

シ
ス

テ
ム

の
概

要
を

ま
と

め
ま

し
ょ

う
。

（
）

（
）
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検
討

課
題

②

こ
の

よ
う

な
在

宅
隔

離
者

の
管

理
・

サ
ポ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

の
利

点
と

欠
点

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

で
す

か
。

そ
れ

ぞ
れ

具
体

的
に

指
摘

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

（
）

（
）

検
討

課
題

③

こ
の

よ
う

な
体

温
測

定
パ

ッ
チ

と
屋

内
位

置
測

位
技

術
の

利
用

方
法

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

流
行

の
収

束
後

、
ど

の
よ

う
な

場
面

に
応

用
で

き
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
か

。
具

体
的

に
提

示
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

（
）

（
）

検
討

課
題

④

日
本

に
こ

の
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
と

し
た

ら
、

導
入

に
は

ど
の

よ
う

な
ハ

ー
ド

ル
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
か

。
具

体
的

に
指

摘
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

（
）

（
）
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1 
 

指
導

ガ
イ

ド
 

I. 
事

例
の

概
要

 

台
湾

で
開

発
・

導
入

さ
れ

た
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
拡

大
に

対
応

す
る

在
宅

隔
離

患
者

の
状

態
を

把
握

、
サ

ポ
ー

ト
す

る
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

。
体

温
測

定
パ

ッ
チ

「
T

em
pP

al
」

と
「

在
宅

隔
離

者
測

位
追

跡
シ

ス
テ

ム
」

と
の

連
携

に
よ

り
、

在
宅

隔
離

対
象

者
の

体
温

記
録

を
サ

ポ
ー

ト
し

、
防

疫
対

策
の

追
跡

漏
れ

を
防

ぐ
。

 
「

T
em

pP
al

」
と

は
台

湾
の

企
業

愛
微

科
（

iW
EE

C
AR

E）
が

研
究

開
発

を
行

っ
た

世
界

最
小

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
ス

マ
ー

ト
体

温
測

定
パ

ッ
チ

で
あ

る
。

ワ
イ

ヤ
レ

ス
で

長
期

間
に

わ
た

り
、

遠
隔

で
の

体
温

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

体
温

デ
ー

タ
は

即
座

に
モ

バ
イ

ル
端

末
へ

送
る

こ
と

が
可

能
で

、
高

温
・

低
温

時
に

警
告

を
発

す
る

。
自

ら
の

体
調

変
化

に
気

づ
く

効
果

だ
け

で
な

く
、

医
療

ス
タ

ッ
フ

に
連

絡
が

可
能

と
な

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
拡

大
以

前
か

ら
発

売
さ

れ
て

お
り

、
個

人
利

用
の

体
温

管
理

等
に

活
用

さ
れ

て
き

た
。「

T
em

pP
al

」
に

よ
っ

て
計

測
さ

れ
た

体
温

は
、

個
人

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
確

認
す

る
ほ

か
、

数
百

名
分

の
在

宅
隔

離
者

の
測

定
結

果
を

政
府

や
防

疫
対

策
部

門
が

ク
ラ

ウ
ド

を
利

用
し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
。

発
熱

症
状

を
す

ぐ
に

把
握

で
き

る
の

で
、

入
院

準
備

等
、

適
切

な
処

置
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

発
症

者
や

高
リ

ス
ク

群
の

人
々

の
体

温
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

こ
と

で
、

医
療

ス
タ

ッ
フ

と
患

者
の

接
触

頻
度

を
減

少
さ

せ
て

医
療

・
看

護
ス

タ
ッ

フ
の

感
染

リ
ス

ク
を

低
減

さ
せ

る
と

い
う

利
点

も
あ

る
。

 
体

温
と

同
時

に
把

握
さ

れ
る

の
が

、
在

宅
隔

離
者

の
在

宅
状

況
で

あ
る

。
簡

潔
に

言
え

ば
、

遠
隔

で
、

外
出

し
て

い
な

い
か

監
視

す
る

の
で

あ
る

。「
在

宅
隔

離
者

測
位

追
跡

シ
ス

テ
ム

」は
、

光
学

レ
ン

ズ
、

Li
D

AR
（

光
に

よ
る

物
体

把
握

・
測

位
シ

ス
テ

ム
）、

超
音

波
等

の
セ

ン
サ

ー
設

備
を

通
し

て
、

屋
内

の
位

置
を

測
位

す
る

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
。

測
位

の
結

果
は

、
管

理
者

へ
自

動
で

報
告

さ
れ

る
。

防
疫

対
策

や
追

跡
の

手
落

ち
を

低
減

す
る

こ
と

が
で

き
、

ま
た

、
里

長
や

警
察

の
物

理
的

な
訪

問
を

控
え

る
こ

と
も

で
き

る
。

 
な

お
、

実
際

の
運

用
に

あ
た

っ
て

は
、

ク
ラ

ウ
ド

を
活

用
し

た
世

界
最

小
の

無
線

測
位

デ
バ

イ
ス

「
T

ra
cm

o」
（

串
雲

科
技

有
限

公
司

）
の

シ
ス

テ
ム

も
組

み
合

わ
せ

ら
れ

て
い

る
。「

T
ra

cm
o」

に
つ

い
て

は
、

下
記

ペ
ー

ジ
な

ど
を

参
照

し
て

ほ
し

い
。
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tp
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II
I. 

解
答

例
と

考
え

方
 

検
討

課
題

①
 

 
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

、
ど

の
よ

う
に

在
宅

隔
離

者
の

状
態

を
把

握
し

、
在

宅
隔

離
者

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
の

で
す

か
。

開
発

の
背

景
を

ふ
ま

え
て

、
シ

ス
テ

ム
の

概
要

を
ま

と
め

ま
し

ょ
う

。
 

 
解

答
例

 
 

ウ
ェ

ア
ラ

ブ
ル

の
体

温
測

定
パ

ッ
チ

で
長

期
間

体
温

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
。

管
理

者
が

変
化

を
ず

っ
と

管
理

し
て

い
る

の
で

、
体

温
が

異
常

な
値

に
な

っ
た

場
合

は
、

迅
速

に
適

切
な

対
応

を
し

て
く

れ
る

。
 

 
在

宅
隔

離
者

が
き

ち
ん

と
自

宅
に

い
る

か
ど

う
か

を
屋

内
位

置
測

位
シ

ス
テ

ム
で

把
握

・
管

理
す

る
。

防
疫

対
策

や
追

跡
の

手
落

ち
を

低
減

す
る

こ
と

が
で

き
、

ま
た

、
里

長
や

警
察

の
物

理
的

な
訪

問
を

控
え

る
こ

と
も

で
き

る
。

 
 

台
湾

は
厳

格
な

隔
離

を
実

施
し

て
お

り
、

規
定

で
は

特
定

区
域

か
ら

の
入

国
者

や
濃

厚
接

触
者

な
ど

の
対

象
者

は
、

14
日

間
 家

庭
隔

離
・

家
庭

検
疫

す
る

こ
と

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
対

象
者

が
急

増
し

、
家

庭
隔

離
・

家
庭

検
疫

を
厳

密
に

行
う

た
め

の
人

員
や

物
資

（
位

置
情

報
ア

プ
リ

を
搭

載
し

た
ス

マ
ホ

の
貸

し
出

し
な

ど
）

の
不

足
に

直
面

し
て

い
た

。
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

こ
の

よ
う

な
状

況
を

改
善

す
る

た
め

に
開

発
・

導
入

さ
れ

た
。

 
 

考
え

方
 

検
討

課
題

①
は

、
事

例
か

ら
シ

ス
テ

ム
の

概
要

を
的

確
に

読
み

取
っ

た
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

問
い

で
あ

る
。

台
湾

の
厳

格
な

感
染

症
対

策
に

つ
い

て
も

理
解

し
て

ほ
し

い
。

ス
ラ

イ
ド

p.
２

～
３

を
中

心
に

読
み

取
り

、
ま

と
め

れ
ば

よ
い

。
 

 
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

大
き

く
分

け
て

二
つ

の
側

面
が

あ
る

。
一

つ
目

は
体

温
の

管
理

、
も

う
一

つ
が

在
宅

289
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の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
で

あ
る

。
一

つ
目

の
体

温
に

つ
い

て
は

、
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
の

体
温

測
定

パ
ッ

チ
で

長
期

に
わ

た
っ

て
体

温
を

自
動

で
測

定
し

、
そ

れ
を

管
理

者
が

一
括

管
理

す
る

こ
と

が
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

。
こ

の
こ

と
に

よ
り

、
体

温
変

化
（

例
え

ば
、

濃
厚

接
触

者
の

発
熱

）
な

ど
に

対
し

て
迅

速
な

対
応

が
可

能
と

な
る

。
ま

た
、

一
人

で
数

百
人

分
の

管
理

が
可

能
な

の
で

、
人

員
の

削
減

と
い

う
利

点
が

あ
る

。
 

二
つ

目
の

在
宅

管
理

に
つ

い
て

は
、

屋
内

の
位

置
を

測
位

す
る

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、

外
出

し
て

い
な

い
か

ど
う

か
を

遠
隔

で
監

視
す

る
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

警
察

官
な

ど
人

員
の

訪
問

の
手

間
が

省
け

る
上

、
外

出
の

見
落

と
し

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
。

 
こ

れ
ほ

ど
大

規
模

の
シ

ス
テ

ム
が

開
発

・
導

入
さ

れ
た

背
景

に
は

、
台

湾
の

厳
格

蔓
延

防
止

対
策

が
あ

る
。

20
20

年
の

マ
ス

ク
不

足
の

際
に

は
IT

担
当

大
臣

が
開

発
し

た
「

マ
ス

ク
在

庫
マ

ッ
プ

」
も

話
題

と
な

っ
た

が
、

台
湾

は
IT

を
駆

使
し

て
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

の
感

染
拡

大
に

対
抗

し
て

お
り

、
高

い
効

果
を

あ
げ

て
い

る
。

 
 

検
討

課
題

②
 

こ
の

よ
う

な
在

宅
隔

離
者

の
管

理
・

サ
ポ

ー
ト

シ
ス

テ
ム

の
利

点
と

欠
点

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

で
す

か
。

そ
れ

ぞ
れ

具
体

的
に

指
摘

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

 
 

解
答

例
 

利
点

  
適

切
に

体
調

変
化

を
管

理
し

て
も

ら
え

る
の

で
、

自
宅

療
養

中
に

死
亡

、
と

い
っ

た
こ

と
が

防
げ

る
。

 
 

在
宅

隔
離

を
徹

底
で

き
る

。
管

理
し

な
け

れ
ば

、
結

局
は

本
人

の
良

心
に

頼
る

だ
け

に
な

っ
て

し
ま

う
。

 
 

 
欠

点
  

体
調

や
体

温
を

自
動

で
管

理
さ

れ
る

の
に

は
抵

抗
が

あ
る

。
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
は

守
ら

れ
る

の
か

。
他

の
原

因
で

発
熱

し
た

時
に

も
コ

ロ
ナ

と
し

て
対

応
さ

れ
た

ら
、

偏
見

な
ど

も
心

配
。

 
 

食
料

の
調

達
な

ど
、

や
む

を
得

な
い

外
出

も
あ

る
。

一
律

で
常

時
管

理
さ

れ
る

の
に

は
抵

抗
が

あ
る

。
同

じ
方

向
性

の
先

に
は

ポ
ー

ラ
ン

ド
の

シ
ス

テ
ム

が
あ

る
と

思
う

。
こ

こ
ま

で
さ

れ
た

ら
人

権
侵

害
で

は
？

 
 

考
え

方
 

②
の

課
題

は
、

事
例

か
ら

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
利

点
と

欠
点

に
つ

い
て

考
察

す
る

問
い

で
あ

る
。

 
「

利
点

」
に

つ
い

て
は

、
ス

ラ
イ

ド
p.

２
・

３
の

事
例

の
概

要
や

、
p.

４
の

「
開

発
の

背
景

」
な

ど
か

ら
、

考
え

て
い

け
ば

よ
い

。
な

ん
と

い
っ

て
も

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
優

れ
た

点
は

、
効

率
性

で
あ

る
。

対
象

者
の

体
温

と
在

宅
状

況
を

、
一

括
し

て
遠

隔
で

管
理

し
よ

う
と

い
う

も
の

で
、

最
小

限
の

人
手

で
効

果
的

な
対

応
が

可
能

と
な

る
。

 
「

欠
点

」
に

つ
い

て
は

、
講

義
資

料
に

直
接

的
な

説
明

は
な

い
が

、
体

調
や

居
場

所
を

一
括

し
て

管
理

さ
れ

る
こ

と
に

何
と

な
く

抵
抗

を
感

じ
る

人
も

い
る

の
で

は
な

い
か

。
ま

た
、

ス
ラ

イ
ド

p.
5

の
日

本
の

LI
N

E
を

利
用

し
た

シ
ス

テ
ム

と
比

較
す

る
と

、
強

制
力

や
監

視
性

が
強

い
こ

と
に

気
づ

く
だ

ろ
う

。
ス
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ラ
イ

ド
p.

６
の

ポ
ー

ラ
ン

ド
の

シ
ス

テ
ム

な
ど

は
、

徹
底

し
た

厳
密

な
在

宅
監

視
シ

ス
テ

ム
だ

が
、「

20
分

以
内

に
応

じ
な

か
っ

た
場

合
、

警
察

に
通

報
さ

れ
る

」
と

い
う

の
は

穏
や

か
で

な
い

。
こ

の
よ

う
に

、
管

理
・

サ
ポ

ー
ト

の
効

率
性

と
統

制
的

性
質

と
は

不
可

分
な

関
係

に
あ

り
、

利
点

と
欠

点
が

表
裏

一
体

で
あ

る
こ

と
に

気
づ

い
て

ほ
し

い
。

 
 

検
討

課
題

③
 

こ
の

よ
う

な
体

温
測

定
パ

ッ
チ

と
屋

内
位

置
測

位
技

術
の

利
用

方
法

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

流
行

の
収

束
後

、
ど

の
よ

う
な

場
面

に
応

用
で

き
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
か

。
具

体
的

に
提

示
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

 
解

答
例

 
 

一
人

暮
ら

し
の

高
齢

者
の

見
守

り
。

体
温

を
長

期
に

管
理

す
る

こ
と

で
体

調
管

理
し

つ
つ

、
在

宅
を

見
守

る
。

介
護

施
設

な
ど

、
多

く
の

高
齢

者
が

集
ま

る
場

所
で

も
、

徘
徊

の
防

止
な

ど
に

活
用

で
き

る
。

 
 

保
育

園
で

自
動

検
温

、
自

動
状

態
把

握
。

保
育

園
で

は
毎

日
の

検
温

が
欠

か
せ

な
い

が
、

自
動

化
で

き
る

こ
と

で
、

保
護

者
も

保
育

士
も

負
担

が
軽

く
な

る
。

一
日

の
測

定
回

数
を

増
や

す
こ

と
で

園
児

の
体

調
管

理
が

し
や

す
く

、
言

葉
の

通
じ

な
い

低
年

齢
の

幼
児

の
場

合
、

き
ち

ん
と

教
室

に
い

る
か

ど
う

か
の

管
理

も
一

括
で

行
え

る
。

教
室

に
い

る
保

育
士

の
負

担
を

軽
減

で
き

る
。

 
 

考
え

方
 

体
温

測
定

パ
ッ

チ
と

屋
内

位
置

測
位

技
術

の
、

他
の

場
面

へ
の

応
用

に
つ

い
て

考
察

す
る

問
い

で
あ

る
。

講
義

資
料

に
直

接
の

情
報

は
な

い
た

め
、

自
ら

の
力

で
考

察
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

体
温

測
定

パ
ッ

チ
と

屋
内

位
置

測
位

技
術

は
、

単
独

で
み

れ
ば

一
般

的
な

技
術

で
あ

り
、

さ
ま

ざ
ま

な
事

例
に

活
用

さ
れ

て
い

る
。

豊
富

な
情

報
が

あ
る

の
で

、
自

ら
ア

ク
セ

ス
し

、
調

べ
て

み
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

体
温

測
定

パ
ッ

チ
は

、
乳

幼
児

の
体

調
管

理
に

用
い

ら
れ

る
こ

と
が

多
い

よ
う

だ
。

乳
幼

児
が

発
熱

し
た

場
合

、
一

晩
中

何
度

も
熱

を
測

り
、

体
調

を
見

守
ら

ね
ば

な
ら

な
い

。
自

動
で

定
期

的
に

計
測

し
、

異
常

な
体

温
の

場
合

に
ア

ラ
ー

ム
が

鳴
る

技
術

が
あ

れ
ば

、
保

護
者

の
負

担
は

か
な

り
軽

減
さ

れ
る

。
持

病
が

あ
っ

た
り

、
健

康
意

識
が

高
か

っ
た

り
す

る
ユ

ー
ザ

ー
が

、
自

ら
の

体
温

を
継

続
的

に
把

握
す

る
用

途
で

用
い

る
こ

と
も

少
な

く
な

い
。

 
屋

内
位

置
測

位
技

術
に

つ
い

て
も

情
報

は
豊

富
に

あ
る

。W
i-F

i測
位

、R
FI

D（
Ra

di
o 

Fr
eq

ue
nc

y 
Id

en
tif

ie
r）

測
位

な
ど

、
様

々
な

手
法

が
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
た

上
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

技
法

が
ど

の
よ

う
な

用
途

に
適

し
て

い
る

の
か

を
考

え
る

と
よ

い
。

 
単

独
で

は
活

用
が

広
が

っ
て

い
る

こ
れ

ら
の

技
術

を
、

感
染

症
対

策
と

し
て

組
み

合
わ

せ
た

と
こ

ろ
に

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
特

徴
が

あ
る

。
組

み
合

わ
せ

の
利

点
を

意
識

す
れ

ば
、

他
の

分
野

へ
の

応
用

の
可

能
性

が
見

え
て

く
る

は
ず

で
あ

る
。

 
一

方
で

、
さ

ら
に

ほ
か

の
技

術
と

組
み

合
わ

せ
れ

ば
、

も
っ

と
多

様
で

効
率

的
な

活
用

に
つ

な
が

る
。

例
え

ば
、

解
答

例
と

し
て

挙
げ

た
一

人
暮

ら
し

の
高

齢
者

の
見

守
り

に
関

し
て

言
え

ば
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ロ

ボ
ッ

ト
や

、
微

細
体

動
セ

ン
サ

ー
な

ど
、

様
々

な
見

守
り

シ
ス

テ
ム

が
既

に
実

用
化

さ
れ

290
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て
い

る
。

実
際

の
運

用
に

あ
た

っ
て

は
、

そ
れ

ら
の

技
術

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

、
安

全
性

を
よ

り
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
現

実
的

で
あ

る
。

多
様

な
技

術
を

結
び

つ
け

る
こ

と
で

、
無

限
の

可
能

性
が

生
ま

れ
る

こ
と

に
、

目
を

向
け

て
ほ

し
い

。
 

 
検

討
課

題
④

 
日

本
に

こ
の

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

と
し

た
ら

、
導

入
に

は
ど

の
よ

う
な

ハ
ー

ド
ル

が
あ

る
と

 
考

え
ら

れ
ま

す
か

。
具

体
的

に
指

摘
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

 
解

答
例

 
 

費
用

の
問

題
。

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

は
、

体
温

測
定

パ
ッ

チ
の

貸
与

、
セ

ン
サ

ー
の

設
置

な
ど

、
物

理
的

な
面

で
相

当
な

費
用

が
か

か
る

。
そ

こ
ま

で
の

コ
ス

ト
を

か
け

て
厳

密
な

隔
離

を
行

う
覚

悟
が

、
日

本
社

会
に

あ
る

だ
ろ

う
か

。
隔

離
施

設
の

ホ
テ

ル
な

ど
に

設
置

す
る

分
に

は
、

も
う

少
し

費
用

を
抑

え
て

行
え

る
か

も
し

れ
な

い
。

 
 

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
問

題
や

、
抵

抗
感

。
も

し
仮

に
導

入
さ

れ
る

な
ら

、
計

測
デ

ー
タ

を
活

用
で

き
る

条
件

な
ど

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
を

確
保

す
る

た
め

の
明

確
な

規
定

の
作

成
を

進
め

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
 

 
考

え
方

 
講

義
資

料
に

直
接

的
な

情
報

は
な

い
の

で
、

具
体

的
に

自
由

に
発

想
し

て
ほ

し
い

。
 

 
 

 
ス

ラ
イ

ド
p.

５
で

紹
介

し
た

日
本

で
の

シ
ス

テ
ム

は
、「

見
守

り
」「

支
援

」
と

い
う

側
面

が
強

く
、

外
出

を
制

限
し

た
り

、
管

理
し

た
り

は
し

て
い

な
い

。
調

べ
て

み
れ

ば
、

他
に

も
穏

や
か

だ
が

強
制

力
の

な
い

日
本

の
対

策
に

つ
い

て
、

た
く

さ
ん

の
情

報
に

い
き

つ
く

だ
ろ

う
。

し
か

し
、

日
本

の
対

策
が

穏
や

か
で

あ
る

の
に

は
、

相
応

の
理

由
が

あ
る

。
 

 
 

 
ま

ず
、

費
用

面
で

あ
る

。
厳

格
な

見
守

り
（

監
視

）
を

行
う

に
は

、
ハ

ー
ド

面
で

の
コ

ス
ト

が
か

か
る

。
そ

れ
だ

け
の

コ
ス

ト
を

か
け

る
こ

と
へ

の
社

会
的

な
理

解
は

、
ま

だ
醸

成
さ

れ
て

い
な

い
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
ま

た
、「

監
視

」
や

、
デ

ー
タ

を
中

央
で

一
括

管
理

さ
れ

る
こ

と
へ

の
忌

避
的

感
情

も
、

日
本

社
会

で
は

強
い

と
か

ね
て

か
ら

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

 
 

 
 

国
民

の
デ

ジ
タ

ル
リ

テ
ラ

シ
ー

の
低

さ
と

い
う

問
題

も
あ

る
。

ス
ラ

イ
ド

p.
５

の
LI

N
E

シ
ス

テ
ム

が
導

入
さ

れ
た

地
域

で
も

、
自

宅
隔

離
者

に
シ

ス
テ

ム
の

使
い

方
を

レ
ク

チ
ャ

ー
す

る
時

間
的

余
裕

が
な

く
、

結
局

は
保

健
所

員
が

電
話

で
体

調
確

認
を

し
て

い
る

場
合

も
少

な
く

な
い

と
い

う
。

 
 

 
 

こ
の

よ
う

に
、

技
術

が
あ

っ
て

も
、

シ
ス

テ
ム

を
導

入
・

機
能

さ
せ

る
に

は
様

々
な

障
害

が
あ

る
。

し
か

し
、

導
入

の
難

し
さ

を
意

識
す

る
だ

け
で

な
く

、
む

し
ろ

、
ど

の
よ

う
な

条
件

を
整

え
れ

ば
在

宅
隔

離
者

を
効

率
的

に
支

援
・

管
理

で
き

る
の

か
、

と
い

う
視

点
か

ら
考

え
て

み
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

防
疫

や
災

害
対

応
の

場
面

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

流
行

が
収

束
し

た
後

も
、

再
び

発
生

す
る

可
能

性
は

否
定

で
き

な
い

。
そ

の
時

に
有

効
に

対
応

す
る

た
め

に
、

ど
う

い
っ

た
点

を
改

善
し

、
何

を
準

備
し

て
お

く
べ

き
か

、
考

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
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A
Iと
カ
メ
ラ
に
よ
る
テ
ロ
防
止
対
策

中
国
電
子
科
技
集
団
電
子
科
学
研
究
院

、
ほ
か

シ
ス
テ
ム
の
概
要
①

2
0
1
9
年
時
点
、
全
土
で
約
２
億
台
も
の
監
視
カ
メ
ラ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
中
国
は
、
テ
ロ
対
策
に
も
顔
認
証

と
A
Iに
よ
る
監
視
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
る
。

顔
認
証
カ
メ
ラ
と
A
Iで
、
外
の
歩
行
者
な
ど
、
カ
メ

ラ
に
一
瞬
映
っ
た
顔
と
警
察
に
あ
る
膨
大
な
指
名
手
配

犯
の
デ
ー
タ
を
瞬
時
に
照
合
し
、
指
名
手
配
犯
を
逮
捕

す
る
。
例
え
ば
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
で
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
技
術
を
持
つ
、
メ
グ
ビ
ー
「
Fa
ce
+
+
」
社
は
、

こ
れ
ま
で
１
万
人
以
上
の
逮
捕
に
貢
献
し
た
と
い
う
。

人
の
目
に
は
見
え
な
い
偏
光
特
性
を
持
つ
レ
ー
ザ
ー
と

特
殊
な
レ
ン
ズ
に
よ
っ
て
、
建
物
や
車
両
な
ど
、
ど
ん

な
窓
ガ
ラ
ス
で
も
、
そ
の
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
側
を
見
る

こ
と
が
可
能
。
物
陰
に
か
く
れ
て
も
、
映
し
出
さ
れ
て

し
ま
う
。

シ
ス
テ
ム
の
概
要
②

監
視
カ
メ
ラ
の
役
割
は
、
事
前
に
危
機
察
知
す
る
と
い

う
面
で
も
進
化
。
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
人
の
心
拍
数
か
ら

ス
ト
レ
ス
や
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
状
態
な
ど
を
数

値
化
す
る
。
犯
罪
を
起
こ
す
可
能
性
の
高
い
不
審
者
を

事
前
に
あ
ぶ
り
出
す
狙
い
が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
監
視
カ
メ
ラ
に
映
っ
た
人
物
の
行
動
を
人
工
知

能
で
解
析
を
し
て
、
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を

判
断
す
る
「

」
と
い
う
技
術
も
、
電
子

科
技
集
団
電
子
科
学
研
究
院
で
研
究
が
進
ん
で
い
る
。

定
位
人
流
量
分
析
で
は
、
人
の
位
置
と
量
、
密
度
な
ど

を
計
測
す
る
。
機
械
学
習
に
よ
り
、
た
だ
の
混
雑
な
の

か
、
あ
る
い
は
通
路
を
塞
ぐ
、
暴
動
の
前
兆
の
密
集
な

ど
の
異
常
行
動
な
の
か
を
判
別
で
き
る
と
い
う
。
異
常

行
動
で
あ
っ
た
場
合
は
、
公
安
な
ど
に
通
知
が
飛
ぶ
こ

と
に
な
る
。

開
発
の
背
景

中
国
で
は
監
視
カ
メ
ラ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
天
網
工
程
」
が
進
ん
で
い
る
。
「
天
網
工

程
」
は
、

に
よ
る
監
視
シ
ス
テ
ム
で
、
一
瞬
で
街
中
の
人
（
顔
・
服
・
性
別
・
年
齢
等
）
を
認
識
で
き
る
。

撮
影
さ
れ
た
顔
写
真
は
た
だ
ち
に
公
安
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
送
ら
れ
、
身
分
証
、
電
話
番
号
等
と
共
に
最
新

の
も
の
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
る
。

「
天
網
」
の
主
な
機
能
は
、
前
述
の
「
顔
認
証
技
術
」
や
「
映
像
定
位
人
流
量
分
析
技
術
」
の
他
に
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

禁
止
区
域
異
常
侵
入
警
報
技
術

監
視
カ
メ
ラ
映
像
内
に
バ
ー
チ
ャ
ル
な
侵
入
禁
止
区
域
を
設
定
し
、

こ
の
地
域
内
へ
の
侵
入
が
あ
る
と
通
知
さ
れ
る
。

異
常
行
為
警
報
技
術

暴
力
を
ふ
る
う
行
為
が
あ
る
と
、
通
知
さ
れ
る
。
ま
た
、
手
を
振
る
行
為
が
あ

る
と
、
救
助
が
必
要
と
判
断
し
て
、
通
知
さ
れ
る
。

携
帯
物
体
識
別
技
術

人
物
が
手
に
し
て
い
る
も
の
が
何
か
を
自
動
で
判
断
す
る
。
ナ
イ
フ
や
ピ
ス
ト

ル
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
と
、
通
知
さ
れ
る
。
ま
た
、
撮
影
禁
止
地
域
で
は
、
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
も
識
別
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
人
工
知
能
に
よ
る
解
析
技
術
は
、
監
視
カ
メ
ラ
映
像
だ
け
で
な
く
、
他
の
映
像
に
適
用
す
る
こ

と
も
難
し
く
な
い
。
検
出
す
る
行
動
を
機
械
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ネ
ッ
ト
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
監
視
し
、

暴
力
行
為
や
性
的
行
為
を
検
出
す
る
こ
と
に
も
応
用
で
き
る
と
い
う
。
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活
用
し
て
い
る
技
術

中
国
の
監
視
シ
ス
テ
ム
に
は
複
数
の
国
内
企
業
が
関
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

社
の
技
術
や
特

徴
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

顔
の

点
の
特
徴
を
読
み
取
る
顔
認
証
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「

」
通
常
、
顔
認
証
ツ
ー
ル
は
、
目
、
鼻
、
口
角
な
ど
点
を
分
析
す
る
の
が
主
流
だ
が
、

「
」
は
顔
か
ら

点
の
特
徴
を
読
み
取
り
な
が
ら
、
双
子
ま
で
明
確
に
判
別
す
る
水
準

に
達
し
て
い
る
。

「
」
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
公
開

世
界
中
の
開
発
者
に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
公
開
し
て
い
る
。
そ
の
見
返
り
と
し
て
、
彼
ら
が
使
っ
た

顔
デ
ー
タ
を
教
師
デ
ー
タ
と
し
て
得
て
、
「

」
の
精
度
向
上
に
役
立
て
て
い
る
。

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「

」
独
自
に
開
発
し
た

「
」
は
自
律
学
習
が
可
能
で
、
「

」
の
開
発
に
役
立
て

て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
へ
の
評
価

（
社
で
監
視
カ
メ
ラ
の
機
能
や
設
置
状
況
が
自
慢
げ
に
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
）

「
『
ち
ゃ
ん
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
考
え
て
い
ま
す
よ
』
と
い
う
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
る
の
で
す
。

機
械
学
習
に
お
い
て
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
が
『
特
徴
量
』
と
い
っ
て
、
画
像
な
ど
入
力
さ
れ
た
デ
ー

タ
の
特
徴
は
端
末
側
で
数
値
化
さ
れ
ま
す
。
メ
グ
ビ
ー
が

で
解
析
す
る
の
は
、
個
人
の
画
像
で
は

な
く
、
数
値
化
し
た
デ
ー
タ
に
な
り
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
る
の
で
す
」
（
高
口
さ

ん
）
メ
グ
ビ
ー
の
手
法
は
日
本
の
基
準
に
照
ら
し
て
も
問
題
は
な
い
と
い
う
。
日
本
の
経
済
産
業
省

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
カ
メ
ラ
画
像
利
活
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

」
で
も
、
「
特
徴
量
」
抽
出
後
に
元

の
画
像
デ
ー
タ
を
削
除
す
る
と
い
う
手
続
き
を
踏
め
ば
、
監
視
カ
メ
ラ
を
リ
ピ
ー
ト
客
な
ど
の
分
析

に
用
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

実
際
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
国
内
で
社
会
問
題
化
し
て
い
る

「
誘
拐
」
が
、
即
座
に
解
決
さ
れ
る
と
い
う
事
例
も
出
て
い
る
。
こ
う
し
た
結
果
、
「
社
会
治
安
に

対
す
る
満
足
度
」
が
向
上
し
て
い
る
と
い
う
。

米
商
務
省
は
日
、
中
国
が
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
ウ
イ
グ
ル
族
を
弾
圧
し
て
い

る
と
し
て
、
監
視
カ
メ
ラ
で
世
界
最
大
手
の
杭
州
海
康
威
視
数
字
技
術
（
ハ
イ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
）
や
政

府
機
関
な
ど
計

団
体
・
企
業
に
事
実
上
の
禁
輸
措
置
を
課
す
と
発
表
し
た
。

参
考
情
報

プ
ラ
イ
ム
オ
ン
ラ
イ
ン
「
最
新
技
術
で
テ
ロ
防
止
！
？
こ
こ
ま
で
来
た
中
国
の
“最
先
端
技
術
”」

「
人
の
行
動
ま
で
予
測
し
、
暴
動
や
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ

監
視
社
会
か
防
犯

か
、
人
工
知
能
で
つ
な
が
る

憶
台
の
監
視
カ
メ
ラ
｜
中
国
」

「
福
音
が
呪
縛
か
、
中
国
が
独
走
す
る
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
の
未
来
」

経
営
者
開
発
者
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
事
例
集

「
（
海
外
事
例
）
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
の
メ
グ
ビ
ー
社
に

よ
る
機
械
学
習
の
活
用
」

「
中
国
人
が
監
視
国
家
で
も
「
幸
福
」
を
感
じ
ら
れ
る
ワ
ケ
『
幸
福
な
監
視
国
家
・
中

国
』
梶
谷
懐
氏
、
高
口
康
太
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

日
本
経
済
新
聞
（

）
「
米
、
中
国
監
視
カ
メ
ラ
大
手
な
ど
禁
輸

ウ
イ
グ
ル
人
弾
圧
で
制
裁
」

検
討
課
題
①

中
国
の
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、

と
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
テ
ロ
を
防
止
す
る
の
で

す
か
。
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）
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検
討
課
題
②

こ
の
よ
う
な
テ
ロ
防
止
シ
ス
テ
ム
の
利
点
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
ま
た
、
欠
点
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
指
摘
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）

検
討
課
題
③

こ
の
よ
う
な
体
温
測
定
パ
ッ
チ
う
や
追
跡
シ
ス
テ
ム
の
利
用
方
法
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
収
束
後
、
ど
の
よ
う
な
場
面
に
応
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
具
体
的
に
提
示
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）

検
討
課
題
④

日
本
に
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
し
た
ら
、
導
入
に
は
ど
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
具
体
的
に
指
摘
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
）
（
）
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1 
 

指
導

ガ
イ

ド
 

I. 
事

例
の

概
要

 

20
19

年
時

点
、

全
土

で
約

２
億

台
も

の
監

視
カ

メ
ラ

が
設

置
さ

れ
て

い
る

中
国

は
、

テ
ロ

対
策

に
も

顔
認

証
と

AI
に

よ
る

監
視

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

て
い

る
。

顔
認

証
カ

メ
ラ

と
AI

で
、

外
の

歩
行

者
な

ど
、

カ
メ

ラ
に

一
瞬

映
っ

た
顔

と
警

察
に

あ
る

膨
大

な
指

名
手

配
犯

の
デ

ー
タ

を
瞬

時
に

照
合

し
、

指
名

手
配

犯
を

逮
捕

す
る

。
人

の
目

に
は

見
え

な
い

偏
光

特
性

を
持

つ
レ

ー
ザ

ー
と

特
殊

な
レ

ン
ズ

に
よ

っ
て

、
建

物
や

車
両

な
ど

、
ど

ん
な

窓
ガ

ラ
ス

で
も

、
そ

の
ガ

ラ
ス

の
向

こ
う

側
を

見
る

こ
と

が
可

能
で

、
物

陰
に

か
く

れ
て

も
、

映
し

出
さ

れ
て

し
ま

う
。

 
 

監
視

カ
メ

ラ
の

役
割

は
、

事
前

に
危

機
察

知
す

る
と

い
う

面
で

も
進

化
し

て
い

る
。

カ
メ

ラ
が

捉
え

た
人

物
の

心
拍

数
か

ら
ス

ト
レ

ス
や

心
理

的
に

追
い

込
ま

れ
た

状
態

な
ど

を
数

値
化

す
る

。
犯

罪
を

起
こ

す
可

能
性

の
高

い
不

審
者

を
事

前
に

あ
ぶ

り
出

す
狙

い
が

あ
る

と
い

う
。

ま
た

、
監

視
カ

メ
ラ

に
映

っ
た

人
物

の
行

動
を

人
工

知
能

で
解

析
を

し
て

、
何

を
し

よ
う

と
し

て
い

る
の

か
を

判
断

す
る

「
D

ee
p 

Ac
tio

n+
」

と
い

う
技

術
も

、
電

子
科

技
集

団
電

子
科

学
研

究
院

で
研

究
が

進
ん

で
い

る
。

 
 

こ
の

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
が

導
入

さ
れ

る
背

景
に

は
、

中
国

政
府

に
よ

っ
て

進
め

ら
れ

る
監

視
カ

メ
ラ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「

天
網

工
程

」
が

あ
る

。「
天

網
工

程
」

は
、

AI
に

よ
る

監
視

シ
ス

テ
ム

で
、

一
瞬

で
街

中
の

人
（

顔
・

服
・

性
別

・
年

齢
等

）
を

認
識

で
き

る
。

撮
影

さ
れ

た
顔

写
真

は
た

だ
ち

に
公

安
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
送

ら
れ

、
身

分
証

、
電

話
番

号
等

と
共

に
最

新
の

も
の

に
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
さ

れ
る

、
と

う
も

の
で

あ
る

。
顔

認
証

技
術

の
他

に
も

、
人

の
位

置
と

量
、

密
度

な
ど

を
計

測
し

て
、

た
だ

の
混

雑
な

の
か

、
暴

動
の

前
兆

の
密

集
な

ど
の

異
常

行
動

な
の

か
を

判
別

す
る

「
定

量
人

流
量

分
析

」、
人

物
が

手
に

し
て

い
る

も
の

が
何

か
を

自
動

で
判

断
す

る
し

、
ナ

イ
フ

や
ピ

ス
ト

ル
で

あ
る

と
判

断
さ

れ
る

と
、

通
知

さ
れ

る
「

携
帯

物
体

識
別

」
な

ど
の

技
術

が
あ

る
。
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II
I. 

解
答

例
と

考
え

方
 

検
討

課
題

①
 

 
中

国
の

こ
の

シ
ス

テ
ム

で
は

、
AI

と
カ

メ
ラ

に
よ

っ
て

ど
の

よ
う

に
テ

ロ
を

防
止

す
る

の
で

す
か

。
シ

ス
テ

ム
の

概
要

を
ま

と
め

ま
し

ょ
う

。
 

 
解

答
例

 
 

い
た

る
と

こ
ろ

に
カ

メ
ラ

を
配

置
し

、
顔

認
証

カ
メ

ラ
と

AI
で

、
カ

メ
ラ

に
一

瞬
映

っ
た

顔
と

警
察

に
あ

る
膨

大
な

指
名

手
配

犯
の

デ
ー

タ
を

瞬
時

に
照

合
す

る
。

 
 

特
殊

な
レ

ン
ズ

で
、

物
陰

に
か

く
れ

た
人

物
も

映
し

て
し

ま
う

。
 

 
心

拍
数

や
ス

ト
レ

ス
を

検
知

し
、

犯
罪

を
起

こ
す

可
能

性
が

あ
る

か
ど

う
か

を
自

動
で

判
断

す
る

こ
と

も
で

き
る

。
 

 
考

え
方

 
①

の
課

題
は

、
事

例
か

ら
シ

ス
テ

ム
の

概
要

を
的

確
に

読
み

取
っ

た
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

問
い

で
あ

る
。

ま
ず

、
顔

認
証

カ
メ

ラ
に

映
っ

た
顔

を
AI

で
指

名
手

配
犯

デ
ー

タ
と

照
合

し
、

人
物

の
特

定
を

行
う

、
と

い
う

シ
ス

テ
ム

の
基

本
を

お
さ

え
て

ほ
し

い
。

そ
の

う
え

で
、

偏
光

特
性

を
持

つ
特

殊
レ

ン
ズ

や
、

顔
の

画
像

か
ら

心
拍

数
な

ど
を

捉
え

る
こ

と
の

で
き

る
カ

メ
ラ

技
術

に
つ

い
て

指
摘

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 
ま

た
、

監
視

カ
メ

ラ
社

会
の

推
進

と
も

い
え

る
中

国
の

「
天

網
工

程
」

や
、

天
網

工
程

で
実

現
し

て
い

る
さ

ま
ざ

ま
な

技
術

に
つ

い
て

も
、

こ
こ

で
確

認
し

て
お

け
る

と
よ

い
。

 
 検

討
課

題
②

 
こ

の
よ

う
な

テ
ロ

防
止

シ
ス

テ
ム

の
利

点
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
で

す
か

。
ま

た
、

欠
点

は
ど

の
よ

う
な

 
こ

と
で

す
か

。
そ

れ
ぞ

れ
具

体
的

に
指

摘
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

 
解

答
例

 
利

点
  

効
率

的
に

人
物

特
定

が
で

き
、

迅
速

な
逮

捕
に

つ
な

が
る

。
 

 
不

審
者

の
あ

ぶ
り

出
し

と
い

っ
た

、
従

来
は

熟
練

の
捜

査
官

の
勘

に
頼

っ
て

い
た

こ
と

が
、

自
動

的
に

行
え

る
。

 
 

 
欠

点
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3 
 

 
街

中
で

監
視

カ
メ

ラ
に

映
さ

れ
て

い
て

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
や

人
権

が
守

ら
れ

る
の

か
心

配
。

 
 

心
拍

数
な

ど
か

ら
必

ず
し

も
犯

罪
の

可
能

性
は

推
定

で
き

な
い

の
で

は
な

い
か

。
例

え
ば

初
め

て
の

デ
ー

ト
で

は
心

拍
数

は
あ

が
る

し
、

緊
張

か
ら

ス
ト

レ
ス

状
態

に
な

る
。

誤
認

逮
捕

な
ど

の
可

能
性

は
な

い
の

か
。

 
 

考
え

方
 

②
の

課
題

は
、

事
例

か
ら

機
能

の
利

点
と

欠
点

に
つ

い
て

考
察

さ
せ

る
問

い
で

あ
る

。
 

「
利

点
」

に
つ

い
て

は
、

ス
ラ

イ
ド

p.
２

・
３

の
事

例
の

概
要

や
、

p.
６

の
シ

ス
テ

ム
へ

の
評

価
の

声
な

ど
か

ら
、考

え
て

い
け

ば
よ

い
。な

ん
と

い
っ

て
も

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
優

れ
た

点
は

、効
率

性
で

あ
る

。
膨

大
な

監
視

カ
メ

ラ
に

よ
っ

て
あ

ら
ゆ

る
犯

罪
や

テ
ロ

（
の

可
能

性
）

を
察

知
し

、
一

括
し

て
管

理
し

よ
う

と
い

う
も

の
で

、
社

会
の

シ
ス

テ
ム

の
変

革
と

も
い

え
る

。
p.

６
「

シ
ス

テ
ム

へ
の

評
価

」
に

あ
っ

た
「

誘
拐

が
即

座
に

解
決

さ
れ

た
例

も
あ

る
」

と
い

う
指

摘
か

ら
も

わ
か

る
よ

う
に

、
従

来
で

は
考

え
ら

れ
な

か
っ

た
迅

速
さ

で
犯

罪
を

解
決

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

こ
れ

だ
け

監
視

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

れ
ば

、
犯

罪
の

抑
止

効
果

も
期

待
で

き
る

だ
ろ

う
。

 
「

欠
点

」
に

つ
い

て
は

、
ま

ず
ス

ラ
イ

ド
p.

６
の

評
価

に
あ

る
、

少
数

民
族

へ
の

弾
圧

に
類

似
の

監
視

シ
ス

テ
ム

が
利

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
着

目
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
、

p.
７

「
参

考
情

報
」

の
タ

イ
ト

ル
に

も
あ

る
「

監
視

社
会

」「
呪

縛
」「

監
視

国
家

」
と

い
っ

た
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
言

葉
を

見
れ

ば
、

こ
の

シ
ス

テ
ム

に
潜

む
問

題
点

に
す

ぐ
に

気
づ

く
こ

と
が

で
き

る
だ

ろ
う

。
た

だ
し

、
そ

れ
が

国
民

に
不

満
を

も
た

ら
し

て
い

る
か

ど
う

か
は

別
問

題
で

あ
る

。
安

全
な

社
会

の
出

現
を

「
福

音
」「

幸
福

」
と

捉
え

る
こ

と
も

で
き

る
か

ら
だ

。
ま

た
、

こ
の

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
が

身
近

に
導

入
さ

れ
る

こ
と

を
想

像
す

れ
ば

、
な

ん
と

な
く

感
じ

る
問

題
点

、
と

い
う

も
の

も
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

学
習

者
の

自
由

な
発

想
を

期
待

し
た

い
。

 
 

検
討

課
題

③
 

こ
の

よ
う

な
AI

と
監

視
カ

メ
ラ

の
利

用
方

法
は

、
テ

ロ
対

策
以

外
の

ど
の

よ
う

な
場

面
に

活
用

で
き

る
 

と
考

え
ら

れ
ま

す
か

。
具

体
的

に
提

示
し

て
み

ま
し

ょ
う

。
 

 
解

答
例

 
 

自
動

救
護

シ
ス

テ
ム

。
街

中
の

監
視

カ
メ

ラ
が

心
拍

数
な

ど
の

体
調

不
良

を
感

知
し

て
く

れ
た

ら
、

外
で

具
合

が
悪

く
な

っ
た

時
に

す
ぐ

に
救

急
車

に
来

て
も

ら
え

る
。

し
か

も
人

物
特

定
も

し
て

く
れ

る
の

で
、

す
ぐ

に
家

族
と

連
絡

が
と

れ
る

。
高

齢
社

会
で

役
立

つ
の

で
は

な
い

か
。

 
 

犯
罪

、
と

ま
で

は
い

え
な

い
マ

ナ
ー

違
反

行
為

を
抑

止
で

き
る

。
タ

バ
コ

の
ポ

イ
捨

て
な

ど
。

本
当

に
外

で
何

も
悪

い
こ

と
が

で
き

な
く

な
る

の
は

窮
屈

な
気

も
す

る
け

れ
ど

…
。

 
 

考
え

方
 

AI
と

カ
メ

ラ
に

よ
る

防
犯

シ
ス

テ
ム

の
、

他
の

場
面

へ
の

応
用

に
つ

い
て

考
察

さ
せ

る
問

い
で

あ
る

。
ス

ラ
イ

ド
p.

４
で

映
像

解
析

技
術

の
ラ

イ
ブ

中
継

へ
の

転
用

に
つ

い
て

の
べ

ら
れ

て
い

る
が

、
こ

れ
ら

に
こ

だ
わ

ら
ず

、
具

体
的

に
自

由
に

発
想

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
で

き
れ

ば
、「

防
犯

」
の

ジ
ャ

ン
ル

で
な

い
も

の
も

考
え

て
み

る
と

面
白

い
。

 
解

答
例

に
は

挙
げ

な
か

っ
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
者

の
追

跡
調

査
に

役
立

ち
そ

う
な

4 
 

こ
と

は
、

す
ぐ

に
推

測
で

き
る

だ
ろ

う
。

行
動

履
歴

が
す

べ
て

デ
ー

タ
と

し
て

残
っ

て
い

る
の

で
、

感
染

経
路

の
把

握
や

濃
厚

接
触

者
の

発
見

は
容

易
で

あ
ろ

う
。

実
際

に
防

疫
対

策
に

も
利

用
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
記

事
な

ど
を

参
考

に
し

て
考

え
て

み
て

ほ
し

い
。

 
 

 
JI

JI
.C

O
M

「
中

国
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

で
感

染
経

路
特

定
 

新
型

肺
炎

、
監

視
技

術
利

用
」
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in
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解
答

例
に

挙
げ

た
マ

ナ
ー

向
上

は
、

実
際

に
効

果
が

上
が

っ
て

い
る

と
い

う
。

中
国

人
と

い
え

ば
、

か
つ

て
は

「
ル

ー
ル

を
守

ら
な

い
」「

公
共

で
の

マ
ナ

ー
意

識
が

低
い

」
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

が
あ

っ
た

か
も

し
れ

な
い

が
、

監
視

カ
メ

ラ
の

お
か

げ
で

こ
の

よ
う

な
状

況
が

劇
的

に
改

善
さ

れ
た

と
い

う
指

摘
も

あ
る

。
と

に
か

く
す

ぐ
に

映
像

を
証

拠
に

逮
捕

さ
れ

る
の

で
、

交
通

違
反

も
大

幅
に

減
少

し
た

と
い

う
。

 
 

検
討

課
題

④
 

日
本

に
こ

の
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
と

し
た

ら
、

導
入

に
は

ど
の

よ
う

な
ハ

ー
ド

ル
が

あ
る

と
 

考
え

ら
れ

ま
す

か
。

具
体

的
に

指
摘

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

 
 

解
答

例
 

 
そ

も
そ

も
街

中
に

顔
認

証
カ

メ
ラ

が
あ

っ
て

監
視

さ
れ

る
こ

と
に

抵
抗

を
感

じ
る

だ
ろ

う
。

デ
ー

タ
を

誰
が

管
理

す
る

の
か

。
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ

ー
ド

で
す

ら
こ

れ
ほ

ど
普

及
が

遅
れ

る
の

に
、

究
極

の
個

人
情

報
で

あ
る

顔
認

証
デ

ー
タ

や
行

動
履

歴
を

す
べ

て
管

理
さ

れ
る

の
は

強
い

心
理

的
抵

抗
が

あ
る

だ
ろ

う
。

 
 

も
し

仮
に

導
入

さ
れ

る
な

ら
、

デ
ー

タ
を

活
用

で
き

る
条

件
な

ど
、

人
権

を
侵

害
し

な
い

よ
う

な
し

っ
か

り
と

し
た

法
整

備
を

進
め

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
 

 
費

用
の

問
題

。
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
は

、
カ

メ
ラ

の
設

置
な

ど
物

理
的

な
面

で
も

相
当

な
費

用
が

か
か

る
。

 
 

考
え

方
 

事
例

に
直

接
的

な
情

報
は

な
い

の
で

、
自

ら
の

力
で

考
察

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

顔
認

証
カ

メ
ラ

に
よ

る
防

犯
・

監
視

へ
の

諸
外

国
の

対
応

に
つ

い
て

は
、

新
聞

や
w

eb
上

の
記

事
で

も
多

く
の

情
報

が
あ

る
の

で
、

学
習

者
は

積
極

的
に

そ
れ

ら
の

情
報

に
ア

ク
セ

ス
し

て
ほ

し
い

。
 

例
え

ば
、

20
20

年
に

イ
ギ

リ
ス

の
ロ

ン
ド

ン
控

訴
院

（
日

本
の

高
裁

に
あ

た
る

）
が

、
警

察
が

捜
査

の
た

め
に

防
犯

カ
メ

ラ
に

「
顔

認
証

」
の

仕
組

み
を

導
入

し
た

の
は

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

侵
害

で
違

法
で

あ
る

、
と

い
う

判
決

を
出

し
た

情
報

な
ど

に
は

す
ぐ

に
行

き
つ

く
だ

ろ
う

。
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日
本

も
含

め
、

民
主

主
義

や
人

権
を

尊
重

す
る

社
会

で
は

、
こ

の
よ

う
な

防
犯

シ
ス

テ
ム

に
は

、「
防

犯
効

果
」

よ
り

も
「

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

侵
害

」
や

「
監

視
」

と
い

っ
た

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

印
象

を
持

ち
、

国
家

権
力

へ
の

抵
抗

を
感

じ
る

こ
と

が
多

い
よ

う
だ

。
特

に
、

顔
認

証
を

運
用

す
る

場
所

の
ル

ー
ル

や
、

誰
が

照
合

対
象

に
な

る
か

な
ど

、
生

体
認

証
デ

ー
タ

管
理

の
基

準
に

関
す

る
し

っ
か

り
と

し
た

ル
ー

ル
が

無
い

場
合

に
は

、
導

入
へ

の
抵

抗
感

が
強

く
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。
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5 
  

 
 

し
か

し
、

日
本

で
も

個
々

の
オ

フ
ィ

ス
で

の
防

犯
や

、
空

港
で

の
手

続
き

に
は

既
に

顔
認

証
シ

ス
テ

ム
が

導
入

さ
れ

て
い

る
。ま

た
、米

国
で

は
顔

認
証

デ
ー

タ
の

利
用

条
件

を
明

確
に

し
た

上
で

、各
州

・
各

市
警

察
で

の
導

入
が

進
ん

で
い

る
。

導
入

の
難

し
さ

を
意

識
す

る
だ

け
で

な
く

、
む

し
ろ

、
ど

の
よ

う
な

条
件

を
整

え
れ

ば
大

規
模

な
防

犯
シ

ス
テ

ム
と

し
て

顔
認

証
カ

メ
ラ

や
AI

の
利

用
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
、

と
い

う
点

か
ら

考
察

し
て

み
て

ほ
し

い
。
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Io
Tゴ
ミ
箱
と

ゴ
ミ
収
集
管
理
の
ス
マ
ー
ト
化

ス
ペ
イ
ン
サ
ン
タ
ン
ダ
ー
ル
市

ゴ
ミ
収
集
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

（
ア
ス
カ
ン
）

シ
ス
テ
ム
の
概
要
①

ス
ペ

イ
ン

の
大

西
洋

北
岸

に
位

置
す

る
港

町
サ

ン
タ

ン
ダ

ー
ル

市
は

、
世

界
で

最
も

発
達

し
た

「
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

ー
」

の
一

つ
。

街
中

に
設

置
さ

れ
た

お
よ

そ
2
万

個
の

セ
ン

サ
ー

が
、

駐
車

や
ご

み
収

集
、

公
園

の
水

や
り

に
至

る
ま

で
、

日
常

生
活

の
さ

ま
ざ

ま
面

で
活

用
さ

れ
て

い
る

。

例
え

ば
駐

車
シ

ス
テ

ム
で

は
、

車
が

出
て

い
く

と
地

下
の

セ
ン

サ
ー

が
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
送

信
し

、
駐

車
場

の
空

車
状

況
を

知
ら

せ
る

表
示

が
更

新
さ

れ
る

、
と

い
っ

た
具

合
だ

。

N
E
C
は

、
ス

ペ
イ

ン
の

ゴ
ミ

収
集

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
A
S
C
A
N

（
ア

ス
カ

ン
）

と
共

同
で

、
セ

ン
サ

ー
や

ビ
ッ

ク
デ

ー
タ

分
析

を
用

い
て

、
サ

ン
タ

ン
デ

ー
ル

市
の

ゴ
ミ

収
集

管
理

サ
ー

ビ
ス

を
ス

マ
ー

ト
化

す
る

事
業

に
参

画
し

て
い

る
。

シ
ス
テ
ム
の
概
要
②

ゴ
ミ

収
集

容
器

に
設

置
し

た
M

2
M

(M
a
ch

in
e
 t

o
 

M
a
ch

in
e
)セ

ン
サ

ー
で

、
集

積
し

た
ゴ

ミ
の

量
を

デ
ー

タ
化

し
、

モ
バ

イ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
介

し
て

管
理

セ
ン

タ
ー

に
送

信
。

管
理

セ
ン

タ
ー

で
大

型
ス

ク
リ

ー
ン

を
用

い
た

マ
ッ

プ
に

よ
り

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
一

元
管

理
す

る
。

管
理

セ
ン

タ
ー

に
集

め
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

分
析

し
、

最
適

な
ゴ

ミ
収

集
ル

ー
ト

や
タ

イ
ミ

ン
グ

を
ゴ

ミ
収

集
事

業
者

に
提

供
。

清
掃

員
は

こ
れ

ら
の

最
適

な
収

集
ル

ー
ト

な
ど

を
、

ゴ
ミ

収
集

車
に

搭
載

さ
れ

た
モ

ニ
タ

ー
で

確
認

で
き

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

集
積

量
の

多
い

ゴ
ミ

収
集

容
器

の
回

収
を

優
先

す
る

、
と

い
っ

た
効

率
的

な
ゴ

ミ
収

集
車

の
運

用
が

可
能

に
な

る
。

開
発
の
背
景

都
市
の
環
境
問
題

都
市

化
が

進
む

地
域

に
お

い
て

は
、

十
分

な
イ

ン
フ

ラ
が

整
わ

な
い

な
か

、
環

境
へ

の
負

荷
が

高
ま

っ
て

る
。

ゴ
ミ

収
集

も
一

つ
の

重
要

な
問

題
で

、
清

掃
チ

ー
ム

の
収

集
間

隔
と

ル
ー

ト
を

最
適

化
す

る
こ

と
で

、
車

両
の

排
出

量
と

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

を
削

減
し

よ
う

と
試

み
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

ゴ
ミ

が
あ

ふ
れ

出
し

て
し

ま
う

よ
う

な
ゴ

ミ
収

集
箱

の
発

生
率

を
減

ら
す

こ
と

も
目

指
し

て
い

る
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
化
の
流
れ

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
と

は
、

や
な

ど
の

先
端

技
術

を
活

用
し

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
交

通
網

な
ど

の
イ

ン
フ

ラ
を

効
率

化
す

る
こ

と
で

生
活

や
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

向
上

さ
せ

た
都

市
の

こ
と

。
国

土
交

通
省

は
下

図
の

よ
う

に
定

義
し

て
い

る
。

現
在

、
全

世
界

で
都

市
に

居
住

す
る

人
口

は
増

え
つ

づ
け

て
お

り
、

効
率

的
な

都
市

の
運

用
が

目
指

さ
れ

て
い

る
。

ゴ
ミ

問
題

も
都

市
の

抱
え

る
主

要
な

課
題

の
一

つ
で

、
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
一

環
と

し
て

ゴ
ミ

収
集

管
理

サ
ー

ビ
ス

の
ス

マ
ー

ト
化

も
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
国

土
交

通
省

「
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

の
実

現
に

向
け

て
（

中
間

と
り

ま
と

め
）

」
よ

り
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活
用
し
て
い
る
技
術
①

ク
ラ
ウ
ド
シ
テ
ィ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（

：
）

が
開

発
し

た
産

業
別

ス
マ

ー
ト

サ
ー

ビ
ス

の
状

況
可

視
化

、
デ

ー
タ

分
析

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
を

行
う

た
め

の
共

通
基

盤
と

な
る

シ
ス

テ
ム

。
の

次
世

代
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

官
民

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

）
で

開
発

・
実

装
さ

れ
た

。
欧

州
を

中
心

に
多

数
の

都
市

や
企

業
で

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
を

実
現

す
る

シ
ス

テ
ム

に
活

用
さ

れ
て

い
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

：
（

フ
ァ

イ
ウ

ェ
ア

）
を

活
用

し
て

い
る

。

活
用
し
て
い
る
技
術
②

機
能

は
•

デ
ー

タ
の

可
視

化
、

ダ
ッ

シ
ュ

ボ
ー

ド
の

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

•
デ

ー
タ

の
統

合
•

既
存

シ
ス

テ
ム

の
デ

ー
タ

の
統

合
•

サ
ー

ビ
ス

自
動

化
用

ル
ー

ル
と

ワ
ー

ク
フ

ロ
ー

の
作

成
•

特
定

の
サ

ー
ビ

ス
用

の
分

析
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
の

追
加

な
ど

で
、

市
民

及
び

起
業

家
へ

の
デ

ー
タ

公
開

、
予

測
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

の
効

率
化

、
省

庁
間

の
連

携
、

な
ど

に
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

C
C
O

C
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

は
、

豊
富

な
ア

イ
テ

ム
が

用
意

さ
れ

て
お

り
、

わ
か

り
や

す
い

数
値

、
グ

ラ
フ

、
地

図
な

ど
の

形
式

で
簡

単
に

視
覚

化
で

き
る

。

N
E
C
の

他
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

顔
認

証
製

品
な

ど
）

を
搭

載
す

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
。

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

一
つ

「
高

度
映

像
解

析
行

動
検

知
」

。
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

動
く

物
を

検
知

し
、

人
車

そ
れ

以
外

の
物

体
を

自
動

で
認

識
し

、
追

跡
す

る
こ

と
で

高
精

度
な

行
動

検
知

を
実

現
す

る
。

顔
認

証
技

術
「

」
。

出
入

国
管

理
や

国
民

シ
ス

テ
ム

な
ど

の
国

家
レ

ベ
ル

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
管

理
ま

で
、

グ
ロ

ー
バ

ル
に

幅
広

い
用

途
で

採
用

さ
れ

て
い

る
。

他
の
分
野
で
の
ス
マ
ー
ト
化

に
よ
る
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
市
の
ス
マ
ー
ト
化
の
例

リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
環

境
条

件
に

対
応

し
て

水
、

廃
棄

物
、

照
明

、
電

力
、

道
路

、
そ

の
他

の
リ

ソ
ー

ス
が

ど
の

よ
う

に
使

用
さ

れ
て

い
る

か
を

追
跡

。
適

切
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

配
分

が
可

能
に

。

廃
棄

物
の

量
を

管
理

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
一

酸
化

炭
素

レ
ベ

ル
と

交
通

、
温

度
、

大
気

質
の

閾
値

を
超

え
た

と
き

に
ア

ラ
ー

ト
を

発
す

る
な

ど
、

主
要

な
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
を

素
早

く
相

互
参

照
す

る
こ

と
が

で
き

、
呼

吸
器

疾
患

を
持

つ
市

民
に

利
益

を
も

た
ら

し
た

。

セ
ン

サ
ー

が
降

雨
量

と
土

水
レ

ベ
ル

の
低

下
を

検
出

し
て

、
雨

の
時

期
に

散
水

器
の

水
が

流
れ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
で

花
壇

の
植

物
を

守
る

。
な

ど

サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
市
の
他
の
ス
マ
ー
ト
化
の
例

ス
マ

ホ
を

か
ざ

せ
ば

、
仮

想
現

実
ア

プ
リ

で
、

目
の

前
の

通
り

に
存

在
す

る
店

の
種

類
な

ど
、

周
辺

情
報

が
わ

か
る

。

バ
ス

の
正

確
な

到
着

時
間

を
ア

プ
リ

で
知

る
こ

と
も

可
能

。

無
人

に
な

る
と

自
動

で
消

え
る

環
境

に
や

さ
し

い
街

灯
。

な
ど

利
用
者
ら
の
意
見

サ
ン

タ
ン

デ
ー

ル
市

長
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
は

か
つ

て
は

考
え

ら
れ

な
か

っ
た

可
能

性
を

も
た

ら
し

て
く

れ
た

。
効

果
的

で
よ

り
よ

い
サ

ー
ビ

ス
に

市
民

が
簡

単
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

コ
ス

ト
を

最
小

限
に

抑
え

、
地

元
住

民
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
適

時
性

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

ゴ
ミ

収
集

担
当

者
（

ド
ラ

イ
バ

ー
）

サ
ー

ビ
ス

が
効

果
的

な
も

の
に

な
っ

た
。

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

は
市

内
の

す
べ

て
の

ゴ
ミ

回
収

容
器

の
場

所
も

ゴ
ミ

の
量

も
把

握
し

て
い

る
。

適
正

な
ル

ー
ト

で
収

集
す

る
こ

と
で

、
環

境
へ

の
負

荷
を

最
小

に
で

き
て

い
る

。

靴
店

店
主

店
舗

の
多

く
が

店
先

の
バ

ー
コ

ー
ド

で
利

用
者

向
け

の
情

報
を

提
供

。
店

が
閉

ま
っ

て
い

て
も

、
営

業
時

間
や

、
他

店
舗

の
場

所
な

ど
を

調
べ

ら
れ

る
。

セ
ー

ル
情

報
も

確
認

で
き

る
。

市
民 シ

ス
テ

ム
が

難
し

い
。

バ
ス

を
利

用
す

る
機

会
の

一
番

多
い

高
齢

者
は

何
も

わ
か

っ
て

い
な

い
。

市
民 プ

ラ
イ

バ
シ

ー
や

電
波

に
よ

る
健

康
被

害
が

心
配

。
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参
考
情
報

「
『

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
ー

』
に

変
わ

る
ス

ペ
イ

ン
の

港
町

、
住

民
の

反
応

は
？

」

「
で

ご
み

問
題

を
解

決
す

る
」

公
式

ペ
ー

ジ
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

「
、

ス
ペ

イ
ン

サ
ン

タ
ン

デ
ー

ル
市

に
お

け
る

ゴ
ミ

収
集

管
理

サ
ー

ビ
ス

の
高

度
化

事
業

に
参

画
」

公
式

ペ
ー

ジ
「

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

都
市

経
営

の
海

外
事

例
デ

ー
タ

利
活

用
型

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
の

実
証

・
実

装
事

例
」

公
式

ペ
ー

ジ
「

」

国
土

交
通

省
「

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
の

実
現

に
向

け
て

（
中

間
と

り
ま

と
め

）
」

検
討
課
題
①

サ
ン

タ
ン

ダ
ー

ル
市

の
こ

の
シ

ス
テ

ム
で

は
、

ど
の

よ
う

に
ゴ

ミ
収

集
を

効
率

化
し

て
い

る
の

で
す

か
。

活
用

さ
れ

て
い

る
技

術
に

も
言

及
し

、
シ

ス
テ

ム
の

概
要

を
ま

と
め

ま
し

ょ
う

。

（
）

（
）

検
討
課
題
②
－
１

現
在

、
日

本
の

ゴ
ミ

収
集

に
は

ど
の

よ
う

な
問

題
点

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

か
。

サ
ン

タ
ン

ダ
ー

ル
市

の
場

合
と

比
較

し
て

、
具

体
的

に
指

摘
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

（
）

（
）

検
討
課
題
②
ー
２

検
討

課
題

②
－

１
で

指
摘

し
た

問
題

を
、

や
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

活
用

に
よ

り
ど

の
よ

う
に

解
決

で
き

ま
す

か
。

将
来

の
可

能
性

も
含

め
、

具
体

的
に

指
摘

し
ま

し
ょ

う
。

（
）

（
）
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検
討
課
題
③

現
在

日
本

の
都

市
が

抱
え

る
問

題
に

は
ど

の
よ

う
な

も
の

が
あ

り
ま

す
か

。
そ

の
都

市
問

題
を

技
術

に
よ

っ
て

解
決

す
る

に
は

ど
う

し
た

ら
よ

い
で

す
か

。
ゴ

ミ
収

集
以

外
で

具
体

的
に

指
摘

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

（
）

（
）
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1 
 

指
導

ガ
イ

ド
 

I. 
事

例
の

概
要

 

ス
ペ

イ
ン

の
大

西
洋

北
岸

に
位

置
す

る
港

町
サ

ン
タ

ン
ダ

ー
ル

市
は

、
世

界
で

最
も

発
達

し
た

「
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

」
の

一
つ

で
あ

る
。

街
中

に
設

置
さ

れ
た

お
よ

そ
2

万
個

の
セ

ン
サ

ー
が

、
駐

車
や

ご
み

収
集

、
公

園
の

水
や

り
に

至
る

ま
で

、
日

常
生

活
の

さ
ま

ざ
ま

面
で

活
用

さ
れ

て
い

る
。

N
EC

は
、

ス
ペ

イ
ン

の
ゴ

ミ
収

集
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

AS
C

AN
（

ア
ス

カ
ン

）
と

共
同

で
、

セ
ン

サ
ー

や
ビ

ッ
ク

デ
ー

タ
分

析
を

用
い

て
、

サ
ン

タ
ン

デ
ー

ル
市

の
ゴ

ミ
収

集
管

理
サ

ー
ビ

ス
を

ス
マ

ー
ト

化
す

る
事

業
に

参
画

し
て

い
る

。
 

ゴ
ミ

収
集

容
器

に
設

置
し

た
M

2M
(M

ac
hi

ne
 to

 M
ac

hi
ne

)セ
ン

サ
ー

で
、

集
積

し
た

ゴ
ミ

の
量

を
デ

ー
タ

化
し

、
モ

バ
イ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

介
し

て
管

理
セ

ン
タ

ー
に

送
信

、
管

理
セ

ン
タ

ー
で

大
型

ス
ク

リ
ー

ン
を

用
い

た
マ

ッ
プ

に
よ

り
一

元
管

理
す

る
。

管
理

セ
ン

タ
ー

に
集

め
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

分
析

し
、

最
適

な
ゴ

ミ
収

集
ル

ー
ト

や
タ

イ
ミ

ン
グ

を
ゴ

ミ
収

集
事

業
者

に
提

供
す

る
。

清
掃

員
は

こ
れ

ら
の

最
適

な
収

集
ル

ー
ト

な
ど

を
、

ゴ
ミ

収
集

車
に

搭
載

さ
れ

た
モ

ニ
タ

ー
で

確
認

で
き

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

集
積

量
の

多
い

ゴ
ミ

収
集

容
器

の
回

収
を

優
先

す
る

、
と

い
っ

た
効

率
的

な
ゴ

ミ
収

集
車

の
運

用
が

可
能

に
な

る
。

清
掃

チ
ー

ム
の

収
集

間
隔

と
ル

ー
ト

を
最

適
化

す
る

こ
と

で
、

車
両

の
排

出
量

と
ラ

ン
ニ

ン
グ

コ
ス

ト
を

削
減

で
き

る
。

ま
た

、
ゴ

ミ
が

あ
ふ

れ
出

し
て

し
ま

う
よ

う
な

ゴ
ミ

収
集

箱
の

発
生

率
を

減
ら

す
こ

と
も

で
き

る
。 

こ
の

ゴ
ミ

収
集

シ
ス

テ
ム

他
、

サ
ン

タ
ン

ダ
ー

ル
市

の
ス

マ
ー

ト
化

に
寄

与
し

て
い

る
の

が
、

N
EC

の
ク

ラ
ウ

ド
シ

テ
ィ

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
（

C
lo

ud
 C

ity
 O

pe
ra

tio
n 

C
en

tr
e：

C
C

O
C

）
で

あ
る

。
産

業
別

ス
マ

ー
ト

サ
ー

ビ
ス

の
状

況
可

視
化

、
デ

ー
タ

分
析

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
を

行
う

た
め

の
共

通
基

盤
と

な
る

シ
ス

テ
ム

で
、

EU
の

次
世

代
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

官
民

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

FI
-P

PP
）

で
開

発
・

実
装

さ
れ

た
。

 
 

II
. 

参
考

情
報

 

AF
P 

BB
N

ew
s「

『
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

ー
』

に
変

わ
る

ス
ペ

イ
ン

の
港

町
、

住
民

の
反

応
は

？
」

 
 

ht
tp

s:/
/w

w
w

.a
fp

bb
.c

om
/a

rt
ic

le
s/

-/
30

85
21

7 
AF

P 
BB

N
ew

s「
IT

で
ご

み
問

題
を

解
決

す
る

」
 

ht
tp

s:/
/w

isd
om

.n
ec

.c
om

/j
a/

bu
sin

es
s/

20
17

07
13

01
/0

2.
ht

m
l 

N
EC

公
式

ペ
ー

ジ
 プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

「
N

EC
、

ス
ペ

イ
ン

 サ
ン

タ
ン

デ
ー

ル
市

に
お

け
る

ゴ
ミ

収
集

管
理

サ
ー

ビ
ス

の
高

度
化

事
業

に
参

画
」

 
ht

tp
s:/

/j
pn

.n
ec

.c
om

/p
re

ss
/2

01
41

0/
20

14
10

06
_0

3.
ht

m
l 

N
EC

公
式

ペ
ー

ジ
「

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

都
市

経
営

の
海

外
事

例
 

デ
ー

タ
利

活
用

型
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

の
実

証
・

実
装

事
例

」
 

 
ht

tp
s:/

/j
pn

.n
ec

.c
om

/t
ec

hr
ep

/j
ou

rn
al

/g
18

/n
01

/1
80

10
5.

ht
m

l 

2 
 N

EC
 S

m
ar

t C
ity

 公
式

ペ
ー

ジ
「

Sa
nt

an
de

r, 
Sp

ai
n 

Sm
ar

t W
as

te
 M

an
ag

em
en

t」
 

ht
tp

:/
/w

w
w

.n
ec

sm
ar

tit
.c

om
/s

an
ta

nd
er

-s
pa

in
/ 

国
土

交
通

省
「

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
の

実
現

に
向

け
て

（
中

間
と

り
ま

と
め

）」
 

 
 

ht
tp

s:/
/w

w
w

.m
lit

.g
o.

jp
/c

om
m

on
/0

01
24

97
74

.p
df

 
 

II
I. 

解
答

例
と

考
え

方
 

検
討

課
題

①
 

 
サ

ン
タ

ン
ダ

ー
ル

市
の

こ
の

シ
ス

テ
ム

で
は

、
ど

の
よ

う
に

ゴ
ミ

収
集

を
効

率
化

し
て

い
る

の
で

す
か

。
活

用
さ

れ
て

い
る

技
術

に
も

言
及

し
、

シ
ス

テ
ム

の
概

要
を

ま
と

め
ま

し
ょ

う
。

 
 

解
答

例
 

 
ゴ

ミ
収

集
容

器
に

設
置

し
た

M
2M

(M
ac

hi
ne

 to
 M

ac
hi

ne
)セ

ン
サ

ー
で

、
集

積
し

た
ゴ

ミ
の

量
を

デ
ー

タ
化

し
、

モ
バ

イ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
介

し
て

管
理

セ
ン

タ
ー

に
送

信
す

る
。

管
理

セ
ン

タ
ー

で
大

型
ス

ク
リ

ー
ン

を
用

い
た

マ
ッ

プ
に

よ
り

一
元

管
理

す
る

。
 

 
管

理
セ

ン
タ

ー
に

集
め

ら
れ

た
デ

ー
タ

を
分

析
し

、
最

適
な

ゴ
ミ

収
集

ル
ー

ト
や

タ
イ

ミ
ン

グ
を

ゴ
ミ

収
集

事
業

者
及

び
収

集
担

当
者

に
提

供
。

集
積

量
の

多
い

ゴ
ミ

収
集

容
器

の
回

収
を

優
先

す
る

、
と

い
っ

た
効

率
的

な
ゴ

ミ
収

集
車

の
運

用
が

可
能

に
な

る
。

 
 

こ
の

ゴ
ミ

収
集

シ
ス

テ
ム

を
可

能
に

し
て

い
る

の
が

、
ク

ラ
ウ

ド
シ

テ
ィ

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
（

C
C

O
C

）。
状

況
可

視
化

、
デ

ー
タ

分
析

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
を

行
う

た
め

の
共

通
基

盤
で

あ
る

。
 

 
考

え
方

 
①

の
課

題
は

、
事

例
か

ら
シ

ス
テ

ム
の

概
要

を
的

確
に

読
み

取
っ

た
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

問
い

で
あ

る
。

ま
ず

、
全

て
の

ゴ
ミ

収
集

容
器

に
セ

ン
サ

ー
が

設
置

さ
れ

、
管

理
セ

ン
タ

ー
で

全
て

の
容

器
の

ゴ
ミ

の
量

を
一

元
管

理
す

る
と

い
う

、
シ

ス
テ

ム
の

根
幹

を
お

さ
え

た
い

。
そ

し
て

、
こ

の
一

元
管

理
に

よ
っ

て
、

ゴ
ミ

収
集

ル
ー

ト
や

タ
イ

ミ
ン

グ
が

最
適

化
さ

れ
る

、
要

す
る

に
ゴ

ミ
収

集
業

務
に

ま
つ

わ
る

無
駄

が
削

減
さ

れ
る

、
と

い
う

点
も

重
要

で
あ

る
。

都
市

の
ス

マ
ー

ト
化

の
一

環
と

し
て

、
こ

の
ゴ

ミ
収

集
シ

ス
テ

ム
を

捉
え

て
ほ

し
い

。
ま

た
、

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
可

能
に

し
て

い
る

N
EC

の
オ

ペ
レ

ー
テ

ィ
ン

グ
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
に

関
す

る
読

み
取

り
も

、
こ

こ
で

確
認

し
た

い
。

 
そ

の
先

に
あ

る
環

境
の

改
善

、
す

な
わ

ち
都

市
に

あ
り

が
ち

な
「

ゴ
ミ

収
集

容
器

か
ら

ゴ
ミ

が
あ

ふ
れ

出
し

て
い

る
」

と
い

う
よ

う
な

状
況

の
改

善
、

ま
た

、
車

両
の

排
出

量
と

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

の
削

減
、

と
い

っ
た

点
に

ま
で

言
及

し
て

も
よ

い
。

 
 検

討
課

題
②

－
１

 
現

在
、

日
本

の
ゴ

ミ
収

集
に

は
ど

の
よ

う
な

問
題

点
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
か

。
サ

ン
タ

ン
ダ

ー
ル

市
の

場
合

と
比

較
し

て
、

具
体

的
に

指
摘

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

 
 

解
答

例
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3 
 

 
日

本
は

決
ま

っ
た

収
集

日
の

朝
に

ゴ
ミ

を
出

す
シ

ス
テ

ム
だ

か
ら

、
サ

ン
タ

ン
ダ

ー
ル

市
の

よ
う

に
、

勝
手

に
収

集
容

器
が

満
杯

に
な

っ
た

り
、

あ
る

収
集

場
に

行
っ

て
み

た
ら

容
器

が
空

だ
っ

た
り

、
と

い
う

こ
と

は
起

き
な

い
。

だ
が

、
ゴ

ミ
出

し
の

収
集

日
を

守
ら

な
い

、
と

い
う

問
題

は
起

き
て

い
る

。
 

 
決

ま
っ

た
曜

日
と

時
間

に
ゴ

ミ
が

出
る

の
で

、
そ

の
都

度
「

回
収

の
最

適
ル

ー
ト

」
を

考
え

る
必

要
は

な
い

。
一

方
で

、
ゴ

ミ
の

分
別

が
不

十
分

（
い

い
か

げ
ん

）
と

い
う

問
題

は
よ

く
指

摘
さ

れ
る

。
 

 
不

法
投

棄
も

問
題

と
な

っ
て

い
る

。
 

 
考

え
方

 
サ

ン
タ

ン
ダ

ー
ル

市
の

ご
み

収
集

シ
ス

テ
ム

を
理

解
し

た
上

で
、

日
本

で
の

ゴ
ミ

収
集

問
題

に
つ

い
て

考
察

す
る

問
い

で
あ

り
、

②
－

２
の

課
題

へ
と

つ
な

が
る

問
い

で
あ

る
。

講
義

資
料

に
直

接
の

情
報

は
な

い
た

め
、

難
し

さ
が

あ
る

か
も

し
れ

な
い

。
サ

ン
タ

ン
ダ

ー
ル

市
の

ご
み

収
集

効
率

化
は

複
雑

な
も

の
で

は
な

い
が

、
そ

も
そ

も
の

ゴ
ミ

収
集

の
仕

組
み

が
異

な
る

た
め

、
そ

の
ま

ま
日

本
に

あ
て

は
め

て
理

解
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
ス

マ
ー

ト
化

の
背

後
に

あ
る

サ
ン

タ
ン

デ
ー

ル
市

の
抱

え
て

い
た

問
題

を
推

測
し

、
日

本
の

都
市

と
の

共
通

点
、

相
違

点
を

日
常

生
活

で
得

た
知

見
か

ら
考

察
し

て
ほ

し
い

。
 

ま
ず

、
ス

ラ
イ

ド
p.

２
・

３
・

４
か

ら
わ

か
る

よ
う

に
、

日
本

の
多

く
の

地
域

で
は

ゴ
ミ

収
集

の
曜

日
や

時
間

が
あ

ら
か

じ
め

指
定

さ
れ

て
い

る
の

に
対

し
て

、
サ

ン
タ

ン
ダ

ー
ル

市
で

は
街

中
に

大
き

な
「

ゴ
ミ

収
集

容
器

」
が

設
置

さ
れ

て
い

る
、

と
い

う
違

い
が

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

仕
組

み
の

場
合

、
容

器
が

満
杯

に
な

っ
て

あ
ふ

れ
た

り
、

回
収

に
ま

わ
っ

て
み

た
ら

容
器

が
空

で
無

駄
足

に
な

っ
た

り
、

と
い

っ
た

問
題

が
起

き
る

。日
本

の
仕

組
み

の
場

合
、こ

の
よ

う
な

問
題

は
起

き
に

く
い

が
、一

方
で

、
分

別
の

問
題

、
不

法
投

棄
の

問
題

な
ど

を
報

道
な

ど
で

も
よ

く
耳

に
す

る
。

自
治

体
に

よ
っ

て
は

分
別

基
準

が
複

雑
な

場
合

も
あ

り
、

普
段

か
ら

煩
雑

さ
を

感
じ

て
い

る
学

習
者

も
い

る
の

で
は

な
い

か
。

ま
た

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

し
て

、
日

本
の

各
地

域
の

さ
ま

ざ
ま

な
ゴ

ミ
回

収
の

仕
組

み
に

つ
い

て
の

知
識

を
増

や
す

こ
と

も
で

き
る

か
も

し
れ

な
い

。
 

都
市

問
題

は
共

通
の

要
素

も
多

い
が

、
細

部
で

は
各

地
域

に
よ

っ
て

さ
ま

ざ
ま

で
あ

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

状
況

を
分

析
し

、
細

や
か

に
対

応
を

し
て

い
く

こ
と

が
都

市
の

ス
マ

ー
ト

化
に

は
必

要
で

あ
る

こ
と

に
、

こ
の

課
題

を
通

し
て

気
づ

い
て

ほ
し

い
。

 
 

検
討

課
題

②
－

２
 

検
討

課
題

②
－

１
で

指
摘

し
た

問
題

を
、C

C
O

C
や

そ
の

他
の

IT
技

術
に

よ
り

ど
の

よ
う

に
解

決
で

き
ま

す
か

。
将

来
の

可
能

性
も

含
め

、
具

体
的

に
指

摘
し

ま
し

ょ
う

。
 

 
解

答
例

 
 

セ
ン

サ
ー

が
発

達
す

れ
ば

、
ゴ

ミ
を

自
動

分
別

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
そ

う
す

れ
ば

、
随

時
ゴ

ミ
収

集
容

器
（

入
れ

れ
ば

AI
が

分
析

し
て

勝
手

に
分

別
し

て
く

れ
る

）
に

入
れ

て
、

満
杯

に
な

っ
た

ら
回

収
し

て
く

れ
る

サ
ン

タ
ン

デ
ー

ル
市

方
式

が
日

本
に

も
浸

透
す

る
か

も
し

れ
な

い
。

リ
サ

イ
ク

ル
率

も
向

上
す

る
だ

ろ
う

。
 

4 
 

 
各

ゴ
ミ

出
し

場
に

顔
認

証
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
れ

ば
、

粗
大

ご
み

の
提

出
登

録
と

許
可

を
顔

パ
ス

で
行

え
る

。
ゴ

ミ
出

し
許

可
日

を
世

帯
に

よ
っ

て
分

け
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

、
も

っ
と

き
め

細
や

か
な

ゴ
ミ

回
収

を
簡

単
に

行
え

る
よ

う
に

な
る

か
も

し
れ

な
い

。
ゴ

ミ
処

理
工

場
の

低
コ

ス
ト

化
に

も
つ

な
げ

ら
れ

る
か

も
し

れ
な

い
。

 
 

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
集

計
さ

れ
る

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

て
、

紙
や

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

な
ど

の
リ

サ
イ

ク
ル

率
を

随
時

自
治

体
の

Ｈ
Ｐ

で
市

民
に

公
開

す
る

。
リ

サ
イ

ク
ル

へ
の

意
欲

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。
 

 
考

え
方

 
日

本
独

自
の

ゴ
ミ

回
収

の
問

題
（

検
討

課
題

②
－

１
で

指
摘

）
を

C
C

O
C

の
よ

う
な

基
盤

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

や
、

そ
の

他
の

先
端

技
術

で
解

決
す

る
可

能
性

を
さ

ぐ
る

課
題

で
あ

る
。

ス
ラ

イ
ド

p.
５

・
６

を
見

る
と

、
基

盤
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

利
点

と
効

果
が

読
み

取
れ

る
は

ず
で

あ
る

。
Io

T
の

デ
ー

タ
統

合
と

い
う

機
能

は
日

本
の

ゴ
ミ

回
収

の
仕

組
み

に
ど

う
役

立
て

ら
れ

る
か

、
デ

ー
タ

公
開

に
優

れ
て

い
る

点
は

ど
の

よ
う

に
活

用
で

き
る

か
、

顔
認

証
や

行
動

検
知

機
能

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

何
が

可
能

に
な

る
か

、
と

い
う

よ
う

に
具

体
的

に
想

像
し

、
自

由
に

発
想

し
て

ほ
し

い
。

 
ま

た
、

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
の

進
歩

は
め

ざ
ま

し
い

。
ゴ

ミ
処

理
に

お
い

て
Io

T
な

ど
の

技
術

活
用

が
、

徐
々

に
で

は
あ

る
が

普
及

し
つ

つ
あ

る
。

将
来

、
家

庭
で

出
る

ゴ
ミ

は
家

庭
内

の
ゴ

ミ
箱

で
AI

技
術

に
よ

っ
て

自
動

的
に

分
別

さ
れ

る
よ

う
に

な
る

、
と

の
指

摘
も

あ
る

。
そ

し
て

そ
の

先
に

は
、

ゴ
ミ

収
集

車
が

自
動

運
転

で
各

世
帯

を
回

り
ゴ

ミ
収

集
を

行
う

未
来

が
予

想
さ

れ
る

。
あ

る
い

は
、

Io
T

技
術

で
効

率
的

な
回

収
を

す
る

こ
と

に
よ

る
ゴ

ミ
処

理
工

場
の

低
コ

ス
ト

化
、

さ
ら

に
は

収
集

し
た

ゴ
ミ

を
燃

料
に

す
る

よ
う

な
社

会
が

来
る

か
も

し
れ

な
い

。
ゴ

ミ
箱

の
Io

T
化

は
、

す
で

に
ス

ペ
イ

ン
の

バ
ル

セ
ロ

ナ
や

ア
メ

リ
カ

の
カ

ン
ザ

ス
シ

テ
ィ

な
ど

で
も

始
ま

っ
て

お
り

、
世

界
で

ゴ
ミ

収
集

管
理

の
ス

マ
ー

ト
化

が
広

が
り

つ
つ

あ
る

。
 

 
 

 
こ

こ
ま

で
大

規
模

な
収

集
シ

ス
テ

ム
で

は
な

い
が

、
日

本
の

自
治

体
で

も
IT

の
力

で
ご

み
問

題
を

 
解

決
し

よ
う

と
い

う
動

き
が

少
し

ず
つ

生
ま

れ
て

い
る

。
 

横
浜

市
の

SN
S

を
活

用
し

た
ク

リ
ー

ン
ア

ッ
プ

事
業

 
ht

tp
s:/

/w
w

w
.c

ity
.y

ok
oh

am
a.

lg
.jp

/k
ur

as
hi

/s
um

ai
-k

ur
as

hi
/g

om
i-

re
cy

cl
e/

se
ik

et
su

/c
le

an
up

.h
tm

l 
 

 
金

沢
市

の
ゴ

ミ
出

し
ア

プ
リ

 
 

 
 

ht
tp

s:/
/w

w
w

4.
ci

ty
.k

an
az

aw
a.

lg
.jp

/1
10

10
/o

pe
nd

at
a/

53
74

.h
tm

l 
  

  
の

例
な

ど
も

参
照

し
て

み
て

ほ
し

い
。

 
 

検
討

課
題

③
 

現
在

日
本

の
都

市
が

抱
え

る
問

題
に

は
ど

の
よ

う
な

も
の

が
あ

り
ま

す
か

。
そ

の
都

市
問

題
を

IT
技

術
 

に
よ

っ
て

解
決

す
る

に
は

ど
う

し
た

ら
よ

い
で

す
か

。
ゴ

ミ
収

集
以

外
で

具
体

的
に

指
摘

し
て

み
ま

し
 

ょ
う

。
 

 
解

答
例
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5 
 

 
地

方
都

市
に

暮
ら

す
免

許
証

を
返

納
し

た
高

齢
者

の
、

日
常

生
活

に
お

け
る

移
動

の
困

難
を

解
決

す
る

。ア
プ

リ
に

よ
っ

て
住

民
の

生
活

行
動（

い
つ

買
い

物
に

行
く

の
か

、病
院

に
い

く
の

か
、

ど
こ

か
ら

乗
り

た
い

の
か

）
な

ど
を

詳
細

に
把

握
し

、
AI

に
よ

っ
て

常
に

タ
ク

シ
ー

の
配

車
状

況
を

把
握

し
、

近
く

に
い

る
タ

ク
シ

ー
車

両
を

判
断

。
車

両
に

利
用

者
の

希
望

を
伝

え
、

効
率

的
に

住
民

の
も

と
に

向
か

わ
せ

る
。

 
 

東
京

駅
や

渋
谷

駅
な

ど
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
駅

が
複

雑
す

ぎ
て

、
利

用
者

（
特

に
旅

行
者

）
が

円
滑

に
行

動
で

き
な

い
問

題
を

解
決

す
る

。
通

路
に

埋
め

込
ん

だ
セ

ン
サ

ー
に

よ
り

、
人

の
流

れ
を

シ
ー

ム
レ

ス
に

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
把

握
し

、
タ

ー
ミ

ナ
ル

空
間

を
再

整
備

す
る

。
ま

た
、

ア
プ

リ
な

ど
を

通
し

て
、

最
適

な
移

動
方

法
を

各
利

用
者

に
通

知
す

る
。

災
害

時
の

避
難

等
に

も
役

立
て

る
。

 
 

考
え

方
 

 
 

 
日

本
の

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
化

の
可

能
性

を
考

え
る

課
題

で
あ

る
。

ス
ラ

イ
ド

p.
２

、
p.

７
に

ゴ
ミ

収
集

以
外

の
ス

マ
ー

ト
化

の
例

が
あ

る
が

、
こ

れ
ら

に
と

ら
わ

れ
ず

自
由

に
発

想
し

て
ほ

し
い

。
検

討
課

題
②

－
１

で
も

触
れ

た
よ

う
に

、
都

市
が

抱
え

る
問

題
は

各
地

域
に

よ
っ

て
さ

ま
ざ

ま
で

あ
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

の
状

況
を

分
析

し
、

細
や

か
に

対
応

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

た
め

、
生

活
の

中
で

感
じ

る
不

便
さ

な
ど

を
大

切
に

し
て

、
身

近
な

問
題

と
し

て
具

体
的

に
考

え
て

ほ
し

い
。

そ
の

際
に

は
ス

ラ
イ

ド
p.

8
に

あ
る

「
利

用
者

ら
の

意
見

」
を

参
考

に
し

、
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

化
の

際
の

留
意

点
を

も
意

識
し

て
ほ

し
い

。
 

な
お

、
解

答
例

は
す

べ
て

、
上

記
「

Ⅱ
．

参
考

情
報

」
に

あ
る

 
 

 
国

土
交

通
省

「
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

の
実

現
に

向
け

て
（

中
間

と
り

ま
と

め
）」

（
ht

tp
s:/

/w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/c
om

m
on

/0
01

24
97

74
.p

df
）

 
 

 
に

挙
げ

ら
れ

て
い

る
も

の
で

あ
る

。
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

化
が

国
際

規
模

で
推

進
さ

れ
て

い
る

状
況

や
、

生
活

者
に

も
た

ら
す

変
革

の
大

き
さ

、ス
マ

ー
ト

化
の

総
合

性
、S

D
G

sと
の

関
連

性
な

ど
が

わ
か

る
。

ぜ
ひ

一
読

し
て

み
て

ほ
し

い
。
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PBL教材 

 



IT
技

術
を

活
用

し
た

常
駐

警
備

お
よ

び

安
全

安
心

情
報

提
供

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

の
検

討

一
般

社
団

法
人

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

1

０
．
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
１
）
講
師
紹
介

2

（
２
）
グ
ル
ー
プ
分
け

渡
邉
道
雄
（
わ
た
な
べ

み
ち
お
）

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

代
表

理
事

、
元

神
奈

川
県

警
生

活
安

全
部

長

A B C D

（
３
）
P
B
L
と
は

「
P
ro

je
ct

 B
a
se

d
 L

e
a
rn

in
g
」

の
略

称

様
々

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
テ

ー
マ

を
課

題
と

し
て

、
学

生
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
に

よ
っ

て
、

課
題

を
解

決
さ

せ
て

い
く

教
育

の
方

法
。

課
題

の
解

決
に

よ
っ

て
、

専
門

知
識

の
活

用
能

力
の

他
、

計
画

立
案

・
実

行
能

力
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
、

チ
ー

ム
で

の
活

動
能

力
等

と
い

っ
た

実
務

ス
キ

ル
や

問
題

解
決

能
力

の
向

上
を

目
指

す
。

3

１
．

教
員

主
導

で
講

義
・

演
習

を
実

施

２
．

講
義

（
知

識
）

や
演

習
を

通
し

て
学

ぶ

３
．

知
識

や
技

術
の

習
得

１
．

学
生

主
導

で
計

画
を

立
て

、
準

備
し

実
行

２
．

実
務

の
擬

似
体

験
を

通
じ

て
学

ぶ

３
．

総
合

力
（

実
務

ス
キ

ル
）

を
養

う

報
告

や
交

渉
講

義
演

習

◆
通
常
の
学
習

◆
◆
P
B
L
演
習
に
よ
る
学
習

◆

新
し

い
知

識
の

獲
得

（
知

識
先

行
）

提
示

さ
れ

た
課

題
の

解
決

課
題

や
問

題
の

認
識

新
し

い
実

践

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

作
成

１
．
P
B
L
課
題

（
１
）
学
習
目
標

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

の
要

求
及

び
課

題
の

分
析

等
に

基
づ

い
て

、
S
o
ci

e
ty

5
.0

に
適

合
す

る
IT

技
術

を
活

用
し

た
常

駐
警

備
の

実
施

と
安

全
安

心
情

報
提

供
サ

ー
ビ

ス
の

実
現

に
必

要
な

基
本

シ
ス

テ
ム

を
検

討
す

る
。

（
２
）
学
習
テ
ー
マ

①
ヒ

ア
リ

ン
グ

内
容

の
整

理
②

開
発

要
件

の
検

討
③

基
本

シ
ス

テ
ム

と
要

素
技

術
の

検
討

（
３
）
学
習
時
間

・
全

８
時

間
（

４
時

間
×

２
回

）

（
４
）
学
習
方
法

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

（
Z
O

O
M

ブ
レ

イ
ク

ア
ウ

ト
ル

ー
ム

を
想

定
）

→
別

途
説

明
資

料
を

参
照

4
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学
習
内
容

時
間

作
成
シ
ー
ト

第 1 日

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
講

義
0
.5

演
習

１
：

ヒ
ア

リ
ン

グ
内

容
の

整
理

講
義

＋ G
W

１
.5

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

演
習

２
：

開
発

要
件

の
検

討
講

義
＋ G
W

2
.0

シ
ー

ト
②

：
開

発
要

件

第 2 日

演
習

３
：

基
本

シ
ス

テ
ム

の
検

討
講

義
＋ G
W

2
.0

シ
ー

ト
③

：
基

本
シ

ス
テ

ム
と

要
素

技
術

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
準

備
G

W
1
.０

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
G

W
0
.5

講
師

評
価

講
義

0
.5

合
計

8
.0

（
５
）
学
習
内
容
、
時
間
割
当
と
使
用
教
材

5

（
参
考
）
未
来
へ
の
提
案
～
S
o
ci
e
ty
5
.0
時
代
の
安
全
安
心
に
係
る
「
新
た
な
価
値
」
つ
い
て

6

（
６
）
学
習
の
状
況
設
定

•
業

務
の

IT
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

㈱
A
B
C
警
備

が
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

で
あ

る
ネ

ッ
ト

広
告

の
大

手
で

あ
る

㈱
S
A
社

か
ら

委
託

を
受

け
、

①
新
社
屋
で
の
IT
技
術
を
活
用
し
た
常
駐
警
備
の
実
施

お
よ

び
同

警
備

を
通

じ
て

収
集

し
た

安
全

安
心

情
報

等
を

②
A
I等
を
活
用
し
て
分
析
し
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る

た
め

の
提

案
を

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。

•
学

習
者

は
、

㈱
A
B
C
警
備
に
入
社
し
た
シ
ス
テ
ム
担
当
社
員

と
し

て
、

上
位

者
の

指
示

を
受

け
な

が
ら

、
提

案
に

必
要

と
さ

れ
る

基
本
シ
ス
テ
ム
と
要
素
技
術

を
ま

と
め

る
。

7

２
．
演
習

演
習
１

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

整
理

↓

演
習
２

開
発

要
件

の
検

討

↓

演
習
３

基
本

シ
ス

テ
ム

と
要

素
技

術
の

検
討

8

（
進
め
方
）
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演
習

１
ヒ

ア
リ

ン
グ

内
容

の
整

理

（
１
）
学
習
目
標

•
ヒ

ア
リ

ン
グ

内
容

に
基

づ
い

て
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

の
要

望
を

要
点

に
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
２
）
演
習
項
目

①
ヒ

ア
リ

ン
グ

内
容

の
理

解

②
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

シ
ー

ト
の

作
成

（
３
）
設
定
状
況

•
㈱

A
B
C
警

備
で

は
、

S
o
ci

e
ty

5
.0

時
代

に
対

応
す

べ
く

、
業

務
の

IT
化

を
図

り
、

労
働

集
約

型
産

業
か

ら
脱

却
す

る
と

と
も

に
、

人
手

不
足

の
解

消
等

を
図

る
と

の
方

針
が

打
ち

出
さ

れ
て

い
る

。

•
同

社
で

は
、

同
方

針
に

基
づ

き
、

シ
ス

テ
ム

担
当

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

同
社

が
「

警
備

隣
接

業
」

と
呼

ぶ
警

備
業

法
に

定
義

さ
れ

て
い

な
い

が
、

密
接

な
関

係
が

あ
る

IT
技

術
を

背
景

と
す

る
業

態
へ

の
進

出
を

目

指
し

て
い

る
。

•
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
で

あ
る

ネ
ッ

ト
広

告
の

大
手

㈱
S
A
社

か
ら

委
託

を
受

け
、

新
社

屋
で

の
IT

技
術

を
活

用
し

た

常
駐

警
備

の
実

施
と

同
警

備
を

通
じ

て
収

集
し

た
安

全
安

心
情

報
等

を
、

A
I等

を
活

用
し

て
分

析
し

提
供

す

る
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

す
る

た
め

の
提

案
を

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。

9

（
３
）
設
定
状
況
の
つ
づ
き

•
S
A
社

か
ら

は
、

①
2
0
階

建
て

の
新

社
屋

の
入

退
出

管
理

②
各

部
屋

の
入

室
管

理

③
夜

間
警

備

④
安

全
安

心
情

報
収

集

等
の

IT
化

を
し

た
い

と
の

依
頼

が
き

て
い

る
。

•
あ

な
た

は
上

司
と

と
も

に
S
A
社

の
担

当
者

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
次

の
ペ

ー
ジ

の
よ

う
な

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
を

得
た

。

10

（
４
)-
①
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容

A
：
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
関
す
る
情
報

•
ヒ

ア
リ

ン
グ

対
象

者
は

以
下

の
通

り
。

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

名
：

株
式

会
社
SA

所
在

地
：

兵
庫

県
神

戸
市

加
納

町
６

丁
目

５
－

１

担
当

者
：

総
務

部
長

鈴
木

一
郎

•
常

駐
警

備
を

実
施

す
る

の
は

、
ネ

ッ
ト

広
告

の
大

手
㈱

S
A
社

の
2
0
階

建
て

の
新

社
屋

。
ビ

ジ
ネ

ス
街

に

あ
る

が
、

繁
華

街
に

隣
接

し
て

お
り

、
勤

務
す

る
社

員
数

は
3
0
0
0
名

で
自

由
な

気
風

で
若

い
社

員
が

多
い

。

•
繁

華
街

に
隣

接
し

て
い

る
た

め
、

人
の

流
れ

は
多

い
。

特
に

夜
間

、
間

違
っ

て
社

屋
に

入
ら

な
い

よ
う

に

し
て

ほ
し

い
。

•
情

報
管

理
は

必
須

で
、

社
員

の
入

館
、

入
室

管
理

等
を

確
実

に
行

う
必

要
が

あ
る

。

•
本

人
の

関
わ

り
の

な
い

部
署

に
は

入
室

で
き

な
い

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。

•
打

ち
合

わ
せ

や
来

客
が

多
数

あ
る

一
方

、
ネ

ッ
ト

会
議

や
在

宅
勤

務
・

テ
レ

ワ
ー

ク
も

日
常

的
に

行
わ

れ

て
い

る
が

、
休

日
は

殆
ど

出
入

り
が

な
い

。

•
来

客
は

、
会

議
室

の
他

、
担

当
者

の
い

る
フ

ロ
ア

の
打

ち
合

わ
せ

コ
ー

ナ
ー

に
入

る
可

能
性

が
あ

る
。

•
来

客
は

、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
で

移
動

す
る

が
、

関
係

の
な

い
フ

ロ
ア

に
い

け
な

い
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

次
ペ

ー
ジ

へ
続

く 11

（
４
)-
①
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容

A
：
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
関
す
る
情
報
（
続
き
）

•
セ

ミ
ナ

ー
ル

ー
ム

が
あ

り
、

毎
日

5
0
名

規
模

の
セ

ミ
ナ

ー
が

開
催

さ
れ

て
い

る
。

•
セ

ミ
ナ

ー
ル

ー
ム

へ
の

入
室

も
管

理
し

て
ほ

し
い

。
人

数
が

多
い

の
で

受
付

を
通

ら
ず

に
、

セ
ミ

ナ
ー

ル
ー

ム
へ

直
接

行
け

る
が

、
セ

ミ
ナ

ー
受

講
者

以
外

は
、

立
ち

入
れ

な
い

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。

•
館

内
を

移
動

す
る

社
員

、
来

客
、

セ
ミ

ナ
ー

参
加

者
を

動
画

で
も

管
理

し
て

ほ
し

い
。

入
室

パ
ス

な
ど

を
違

法
入

手
し

て
移

動
す

る
可

能
性

を
排

除
し

て
ほ

し
い

。

•
セ

ン
サ

ー
や

カ
メ

ラ
だ

け
で

な
く

ロ
ボ

ッ
ト

に
よ

る
巡

回
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

て
ほ

し
い

。

•
地

域
と

の
繋

が
り

を
重

視
す

る
と

と
も

に
、

㈱
S
A
社

が
得

意
と

す
る

D
X
の

定
着

、
高

度
化

に
よ

る
社

会
貢

献
を

目
指

し
て

い
る

。

•
人

に
や

さ
し

い
パ

ト
ロ

ー
ル

ロ
ボ

ッ
ト

が
S
A
社

ビ
ル

周
辺

を
巡

回
し

、
通

学
時

の
安

全
確

保
な

ど
を

で

き
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。

•
気

温
の

変
化

や
人

通
り

の
多

さ
、

S
A
社

ビ
ル

周
辺

で
、

犯
罪

や
事

故
な

ど
が

起
き

た
場

合
の

情
報

を

S
A
社

の
周

辺
地

域
住

民
に

伝
え

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

い
。

以
上

12
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（
４
)-
②
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容

B
：
外
部
環
境
に
関
す
る
情
報

•
競

合
他

社
と

し
て

、
安

全
安

心
情

報
を

提
供

す
る

事
業

は
多

く
あ

る
が

、
セ

ン
サ

ー
情

報
等

環
境

デ
ー

タ
と

結
合

し
て

分
析

・
提

供
す

る
も

の
は

な
い

。

•
課

題
と

し
て

は
、

従
来

の
技

術
だ

け
で

は
実

現
で

き
な

い
要

素
が

存
在

す
る

可
能

性
が

あ
る

。

•
安

全
安

心
情

報
に

関
し

て
、

未
来

予
測

す
る

も
の

が
少

な
い

。

•
情

報
難

民
が

存
在

し
、

五
感

に
訴

え
る

も
の

が
な

い
な

ど
、

「
人

に
や

さ
し

く
な

い
」

。

13

（
４
)-
③
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容

C
：
コ
ン
セ
プ
ト
に
関
す
る
情
報

•
IT

技
術

を
活

用
し

た
常

駐
警

備
（

「
ス

マ
ー

ト
警

備
」

）
の

実
施

（
社

員
、

警
備

員
等

を
も

、
Io

T
化

さ
せ

た
い

。
）

•
同

警
備

を
通

じ
て

収
集

し
た

情
報

、
セ

ン
サ

ー
情

報
、

Io
T
、

公
開

情
報

等
を

融
合

さ
せ

た
安

全
安

心

情
報

の
発

信
（

ア
ク

セ
ス

に
よ

る
取

得
の

可
）

に
よ

る
地

域
貢

献
（

将
来

的
に

は
事

業
展

開
）

•
タ

ー
ゲ

ッ
ト

は
、

社
員

、
来

訪
者

、
地

域
住

民
、

安
全

安
心

情
報

の
ニ

ー
ズ

が
あ

る
方

•
希

望
す

る
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
は

、
マ

ク
ロ

だ
け

で
な

く
、

ミ
ク

ロ
（

個
人

）
の

視
点

に
立

っ
た

も
の

も
含

む
よ

う
配

意
す

る
と

と
も

に
、

発
信

す
る

は
、

人
の

五
感

に
作

用
す

る
も

の
を

目
指

し
、

情
報

難

民
の

解
消

を
図

る
も

の
。

記
入

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

14

項
目

内
容

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
名

株
式
会
社
（

）

所
在
地

兵
庫
県
神
戸
市
加
納
町
６
丁
目
５
−
１

担
当
者

（
）

鈴
木
一
郎

依
頼
内
容

IT
技
術
を
活
用
し
た
（

）
の
実
施
と
、
同
警
備
を
通
じ
て
収

集
し
た
（

）
等
を
、
（

）
等
を
活
用
し
て
分
析
し
提

供
す
る

要
点

社
員
の
入
館
、
入
室
管
理

（
）
入
室
管
理

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
へ
の
（

）
入
室
管
理

社
員
、
来
客
の
（

）
記
録

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
館
内
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
（

）
パ
ト
ロ
ー
ル

収
集
し
た
情
報
の
分
析
、
（

）

演
習

2
開

発
要

件
の

検
討

（
１
）
学
習
目
標

•
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
の

要
求

を
整

理
・

分
析

し
た

結
果

を
踏

ま
え

、
開

発
要

件
を

策
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

（
２
）
演
習
項
目

①
設

定
状

況
と

開
発

提
案

の
方

向
性

の
理

解

②
開

発
要

件
シ

ー
ト

の
作

成

（
３
）
設
定
状
況

•
今

回
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
で

あ
る

㈱
S
A
社

の
鈴

木
総

務
部

長
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

に
よ

り
、

IT
技

術
を

活
用

し
た

常
駐

警
備

の
実

施
と

安
全

安
心

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

の
提

案
等

に
対

す
る

要
望

や
イ

メ
ー

ジ
が

明
ら

か
に

な
っ

た
。

•
し

か
し

、
そ

こ
で

聞
き

取
っ

た
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
の

要
望

は
、

新
た

な
技

術
が

必
要

で
あ

っ
た

り
、

例
え

ば
、

「
人

に
や

さ
し

い
パ

ト
ロ

ー
ル

ロ
ボ

ッ
ト

」
（

Io
T
）

等
、

非
常

に
漠

然
と

し
た

内
容

と
な

っ
た

り
し

て
い

る
。

•
現

時
点

で
は

、
こ

の
よ

う
な

要
望

が
具

体
的

に
ど

の
よ

う
に

し
て

開
発

す
る

防
犯

カ
メ

ラ
や

パ
ト

ロ
ー

ル
ロ

ボ
ッ

ト
等

に
対

し
て

、
反

映
し

て
い

く
か

を
整

理
し

き
れ

て
い

な
い

。

•
そ

こ
で

、
㈱

A
B
C
警

備
で

は
、

こ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
を

元
に

、
開

発
要

件
の

洗
い

出
し

を
行

う
こ

と
に

し
た

。

•
あ

な
た

は
、

㈱
A
B
C
警

備
の

斉
藤

社
長

の
指

示
を

受
け

て
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

結
果

を
踏

ま
え

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

と
相

談
し

な
が

ら
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

の
要

望
分

析
を

行
い

、
開

発
要

件
を

洗
い

出
し

て
資

料
を

取
り

ま
と

め
る

こ
と

に
な

っ
た

。

15

（
4
)開
発
提
案
の
方
向
性

常
駐

警
備

に
導

入
す

る
IT

技
術

や
安

全
安

心
情

報
の

収
集

、
集

約
、

分
析

、
提

供
等

に
つ

い
て

調
査

し
、

㈱
S
A

社
の

要
望

に
沿

う
下

記
提

案
を

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。

a
)A
I連
動
型
の
防
犯
カ
メ
ラ
（
Io
T
）
の
開
発
・
導
入

防
犯

カ
メ

ラ
で

安
全

安
心

情
報

を
収

集
す

る
と

と
も

に
、

認
識

し
た

各
種

情
報

を
A
Iエ

ン
ジ

ン
で

解
析

し
異

常
を

検
知

、
通

報
す

る
。

b
)「
人
に
や
さ
し
い
パ
ト
ロ
ー
ル
ロ
ボ
ッ
ト
」
（
Io
T
）
の
開
発
・
導
入

「
人

に
や

さ
し

い
」

パ
ト

ロ
ー

ル
ロ

ボ
ッ

ト
が

認
識

し
た

各
種

情
報

を
A
Iエ

ン
ジ

ン
で

解
析

し
異

常
を

検
知

、
通

報
す

る
と

と
も

に
、

下
記

の
活

動
を

行
う

社
内

の
巡

回
、

駐
留

警
戒

、
地

域
の

町
内

会
、

各
種

防
犯

団
体

、
警

察
等

が
行

う
パ

ト
ロ

ー
ル

等
へ

の

参
加

や
通

学
路

で
の

見
守

り
活

動
等

を
行

う
。

c)
安
全
安
心
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

前
記

A
I連

動
型

の
防

犯
カ

メ
ラ

、
「

人
に

や
さ

し
い

パ
ト

ロ
ー

ル
ロ

ボ
ッ

ト
」

が
収

集
し

た
各

種
情

報

と
他

の
セ

ン
サ

ー
情

報
、

Io
T
、

S
N

S
等

の
情

報
、

公
開

情
報

等
と

融
合

さ
せ

、
A
Iに

よ
る

分
析

を
行

い
、

過
去

及
び

現
在

の
状

況
を

踏
ま

え
た

上
で

、
予

測
・

予
報

を
含

め
た

安
全

安
心

情
報

を
発

信
（

ア
ク

セ

ス
に

よ
る

取
得

も
可

）
す

る
。

ま
た

、
発

信
は

、
人

の
五

感
に

作
用

す
る

も
の

を
目

指
し

、
情

報
難

民

の
解

消
を

図
る

と
と

も
に

、
コ

ン
テ

ン
ツ

も
マ

ク
ロ

だ
け

で
な

く
、

ミ
ク

ロ
（

個
人

）
の

視
点

に
立

っ

た
も

の
と

す
る

よ
う

配
意

す
る

。

16
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記
入

シ
ー

ト
②

：
開

発
要

件

17

項
目

要
件

目
的

2
0
階
建
の
新
社
屋
で
も
、
（

）
に
適
合
す
る
（

）
を

活
用
し
た
常
駐
警
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
同
警
備
を
通
じ
て
収
集
し
た
情

報
と
他
の
安
全
安
心
情
報
と
を
融
合
さ
せ
た
（

）
を
A
I等
で

分
析
し
、
過
去
及
び
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
（

）
・
（

）
を
含
め
た
情
報
提
供
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
。

手
段

人
的
配
備
（
警
備
員
も
、
Io
T
化
）
を
極
力
抑
え
、
（

）
の
防
犯
カ

メ
ラ
（
Io
T
）
や
「
人
に
や
さ
し
い
（

）
」
（
Io
T
）
の
開
発
・

導
入
す
る
等
IT
技
術
を
活
用
し
た
（

）
な
常
駐
警
備
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
同
警
備
を
実
施
す
る
中
、
安
全
安
心
情
報
を
収
集
し
、
（

）
で
分

析
し
、
発
信
す
る
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
業
種
か
ら
も
、
（

）
の
確

保
、
（

）
の
確
実
は
必
須
で
あ
る
。

利
用
者

㈱
S
A
社
の
社
員
、
（

）
、
（

）
、
安
全
安
心
情
報
へ

の
ニ
ー
ズ
の
あ
る
方

記
入

シ
ー

ト
②

：
開

発
要

件
（

続
き

）

18

項
目

要
件

拡
張
性

収
集
し
た
安
全
安
心
情
報
に
加
え
て
、
（

）
、
（

）
、

（
）
を
拡
大
、
分
析
対
象
範
囲
の
拡
充
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
設
計
を
行
う
。

運
用
・
保
守

常
駐
警
備
に
つ
い
て
は
㈱
A
B
C
警
備
、
安
全
安
心
情
報
に
つ
い
て
は
、
㈱

S
A
社
の
担
当
者
が
管
理
す
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

（
）
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
を
管
理
し
、
他
方
、

（
）
は
、
個
人
情
報
は
管
理
し
な
い
も
の
の
、
情
報
の
性

質
か
ら
一
定
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
は
必
要
と
す
る
。

制
約
条
件

特
に
無
し
。
従
前
の
技
術
を
活
用
す
る
が
、
必
要
に
よ
っ
て
は
、
新
た
な

技
術
を
導
入
す
る
。

演
習

３
基

本
シ

ス
テ

ム
と

要
素

技
術

の
検

討
（
１
）
学
習
目
標

•
S
o
ci
e
ty
5
.0

に
適

合
す

る
IT

技
術

等
を

活
用

し
た

常
駐

警
備

の
実

施
と

安
全

安
心

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

の
実

現
に

必
要

な
基

本
シ

ス
テ

ム
と

要
素

技
術

を
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
２
）
実
施
項
目

①
設

定
状

況
と

S
o
ci

e
ty

5
.0

の
理

解
②

基
本

シ
ス

テ
ム

と
要

素
技

術
シ

ー
ト

の
作

成

（
３
）
設
定
状
況

•
あ

な
た

た
ち

は
先

日
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
っ

て
得

た
情

報
を

元
に

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
の

要
望

を
整

理
し

、
開

発
要

件
を

取
り

ま
と

め
た

。

•
こ

れ
に

基
づ

い
て

、
㈱

S
A
社

の
担

当
者

で
あ

る
鈴

木
総

務
部

長
と

打
合

せ
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
基

本
方

針
は

問
題

な
し

と
な

っ
た

。

•
そ

こ
で

IT
技

術
を

活
用

し
た

常
駐

警
備

の
実

施
と

安
全

安
心

情
報

提
供

サ
ー

ビ
ス

の
提

案
の

た
め

に
必

要
と

な
る

基
本

シ
ス

テ
ム

を
と

り
ま

と
め

る
こ

と
と

な
っ

た
。

•
現

存
す

る
シ

ス
テ

ム
で

対
応

で
き

な
い

も
の

は
、

新
た

に
シ

ス
テ

ム
開

発
が

可
能

と
想

定
し

、
要

素
技

術
も

ま
と

め
る

こ
と

と
な

っ
た

。

19

記
入

シ
ー

ト
③

：
基

本
シ

ス
テ

ム
と

要
素

技
術

基
本

シ
ス

テ
ム

構
成

さ
れ

る
要

素
技

術

A
I連
動
型
防
犯
カ
メ
ラ

・
カ
メ
ラ

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

・
（

）

顔
認
証
出
入
り
シ
ス
テ
ム

・
（

）
・
（

）

（
）
シ
ス
テ
ム

・
（

）
セ
ン
サ
ー

・
（

）
・
（

）

20

館
内
パ
ト
ロ
ー
ル
ロ
ボ
ッ
ト

・
A
I

・
画
像
認
識

・
（

）
認
識

・
画
像
セ
ン
サ
ー

・
（

）
セ
ン
サ
ー

・
（

）
・
自
律
制
御

・
（

）
操
作

・
（

）
・
（

）
・
（

）

（
）
パ
ト
ロ
ー
ル
ロ
ボ
ッ
ト
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記
入
シ
ー
ト
①
：
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ま
と
め

1

項
目

内
容

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
名

株
式
会
社
S
A

所
在
地

兵
庫
県
神
戸
市
加
納
町
６
丁
目
５
−
１

担
当
者

総
務
部
長

鈴
木
一
郎

依
頼
内
容

IT
技
術
を
活
用
し
た
常
駐
警
備
の
実
施
と
、
同
警
備
を
通
じ
て
収
集
し

た
安
全
安
心
情
報
等
を
、
A
I等
を
活
用
し
て
分
析
し
提
供
す
る

要
点

社
員
の
入
館
、
入
室
管
理

来
客
の
入
室
管
理

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
へ
の
来
客
入
室
管
理

社
員
、
来
客
の
動
画
記
録

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
館
内
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
本
社
周
辺
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

収
集
し
た
情
報
の
分
析
、
公
開

記
入
シ
ー
ト
②
：
開
発
要
件

2

項
目

要
件

目
的

2
0
階
建
の
新
社
屋
で
も
、
S
o
ci
e
ty
5
.0
に
適
合
す
る
IT
の
技
術
を
活
用
し
た

常
駐
警
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
同
警
備
を
通
じ
て
収
集
し
た
情
報
と
他
の

安
全
安
心
情
報
と
を
融
合
さ
せ
た
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
A
I等
で
分
析
し
、
過
去

及
び
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
予
測
・
予
報
を
含
め
た
情
報
提
供
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
。

手
段

人
的
配
備
（
警
備
員
も
、
Io
T
化
）
を
極
力
抑
え
、
A
I連
動
型
の
防
犯
カ
メ
ラ

（
Io
T
）
や
「
人
に
や
さ
し
い
パ
ト
ロ
ー
ル
ロ
ボ
ッ
ト
」
（
Io
T
）
の
開
発
・

導
入
す
る
等
IT
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
な
常
駐
警
備
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
同
警
備
を
実
施
す
る
中
、
安
全
安
心
情
報
を
収
集
し
、
A
Iで
分
析
し
、

発
信
す
る
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
業
種
か
ら
も
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
、
情
報

管
理
の
確
実
は
必
須
で
あ
る
。

利
用
者

㈱
S
A
社
の
社
員
、
来
訪
者
、
地
域
住
民
、
安
全
安
心
情
報
へ
の
ニ
ー
ズ
の
あ

る
方

記
入
シ
ー
ト
②
：
開
発
要
件
（
続
き
）

3

項
目

要
件

拡
張
性

収
集
し
た
安
全
安
心
情
報
に
加
え
て
、
セ
ン
サ
ー
情
報
、
S
N
S
、
そ
の
他

の
分
析
対
象
情
報
を
拡
大
、
分
析
対
象
範
囲
の
拡
充
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
設
計
を
行
う
。

運
用
・
保
守

常
駐
警
備
に
つ
い
て
は
㈱
A
B
C
警
備
、
安
全
安
心
情
報
に
つ
い
て
は
、
㈱

S
A
社
の
担
当
者
が
管
理
す
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

常
駐
警
備
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
を
管
理
し
、
他
方
、
安
全
安
心
情
報

は
、
個
人
情
報
は
管
理
し
な
い
も
の
の
、
情
報
の
性
質
か
ら
一
定
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
は
必
要
と
す
る
。

制
約
条
件

特
に
無
し
。
従
前
の
技
術
を
活
用
す
る
が
、
必
要
に
よ
っ
て
は
、
新
た
な

技
術
を
導
入
す
る
。

記
入
シ
ー
ト
③
：
基
本
シ
ス
テ
ム
と
要
素
技
術

基
本
シ
ス
テ
ム

構
成
さ
れ
る
要
素
技
術

A
I連
動
型
防
犯
カ
メ
ラ

・
カ
メ
ラ

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

・
顔
認
証
A
I

顔
認
証
出
入
り
シ
ス
テ
ム

・
カ
メ
ラ

・
顔
認
証
A
I

室
内
監
視
シ
ス
テ
ム

・
人
感
セ
ン
サ
ー

・
室
温
検
知

・
ド
ア
開
閉
検
知

4

館
内
パ
ト
ロ
ー
ル
ロ
ボ
ッ
ト

・
A
I

・
画
像
認
識

・
音
声
認
識

・
画
像
セ
ン
サ
ー

・
音
声
セ
ン
サ
ー

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術

・
自
律
制
御

・
遠
隔
操
作

・
駆
動
機
構

・
移
動
制
御

・
バ
ッ
テ
リ
ー

地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
ロ
ボ
ッ
ト
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A
Iを

利
用

し
た

人
身

安
全

関
連

事
案

の

予
測

シ
ス

テ
ム

の
構

築
と

連
動

す
る

「
次

世
代

多
機

能
防

犯
カ

メ
ラ

」
の

提
案

の
た

め
の

技
術

要
素

の
検

証

一
般

社
団

法
人

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

1

０
．

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

（
１

）
講

師
紹

介

2

（
２

）
グ

ル
ー

プ
分

け

渡
邉

道
雄

（
わ

た
な

べ
み

ち
お

）
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
代

表
理

事
、

元
神

奈
川

県
警

生
活

安
全

部
長

A B C D

（
３

）
P

B
L
と

は
「

P
ro

je
ct

 B
a
se

d
 L

e
a
rn

in
g
」

の
略

称

様
々

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
テ

ー
マ

を
課

題
と

し
て

、
学

生
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
に

よ
っ

て
、

課
題

を
解

決
さ

せ
て

い
く

教
育

の
方

法
。

課
題

の
解

決
に

よ
っ

て
、

専
門

知
識

の
活

用
能

力
の

他
、

計
画

立
案

・
実

行
能

力
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
、

チ
ー

ム
で

の
活

動
能

力
等

と
い

っ
た

実
務

ス
キ

ル
や

問
題

解
決

能
力

の
向

上
を

目
指

す
。

3

１
．

教
員

主
導

で
講

義
・

演
習

を
実

施

２
．

講
義

（
知

識
）

や
演

習
を

通
し

て
学

ぶ

３
．

知
識

や
技

術
の

習
得

１
．

学
生

主
導

で
計

画
を

立
て

、
準

備
し

実
行

２
．

実
務

の
擬

似
体

験
を

通
じ

て
学

ぶ

３
．

総
合

力
（

実
務

ス
キ

ル
）

を
養

う

報
告

や
交

渉
講

義
演

習

◆
通

常
の

学
習

◆
◆

P
B

L
演

習
に

よ
る

学
習

◆

新
し

い
知

識
の

獲
得

（
知

識
先

行
）

提
示

さ
れ

た
課

題
の

解
決

課
題

や
問

題
の

認
識

新
し

い
実

践

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

作
成

１
．

P
B

L
課

題

（
１

）
学

習
目

標

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

の
要

求
及

び
課

題
の

分
析

等
に

基
づ

い
て

、
S
o
ci

e
ty

5
.0

に
適

合
す

る
A
I

を
利

用
し

た
人

身
安

全
関

連
事

案
の

予
測

シ
ス

テ
ム

の
構

築
と

連
動

す
る

「
次

世
代

多
機

能
防

犯
カ

メ
ラ

」
の

提
案

等
を

検
討

し
、

実
現

に
必

要
な

技
術

要
素

を
検

討
す

る
。

（
２

）
学

習
テ

ー
マ

①
ヒ

ア
リ

ン
グ

内
容

の
整

理
②

開
発

要
件

の
検

討
③

基
本

シ
ス

テ
ム

と
要

素
技

術
の

検
討

（
３

）
学

習
時

間

・
全

８
時

間
（

４
時

間
×

２
回

）

（
４

）
学

習
方

法

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

（
Z
O

O
M

ブ
レ

イ
ク

ア
ウ

ト
ル

ー
ム

を
想

定
）

→
別

途
説

明
資

料
を

参
照

4
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学
習

内
容

時
間

作
成

シ
ー

ト

第 1 日

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
講

義
0
.5

演
習

１
：

ヒ
ア

リ
ン

グ
内

容
の

整
理

講
義

＋ G
W

１
.5

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

演
習

２
：

開
発

要
件

の
検

討
講

義
＋ G
W

2
.0

シ
ー

ト
②

：
開

発
要

件

第 2 日

演
習

３
：

基
本

シ
ス

テ
ム

の
検

討
講

義
＋ G
W

2
.0

シ
ー

ト
③

：
基

本
シ

ス
テ

ム
と

要
素

技
術

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
準

備
G

W
1
.０

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
G

W
0
.5

講
師

評
価

講
義

0
.5

合
計

8
.0

（
５

）
学

習
内

容
、

時
間

割
当

と
使

用
教

材

5

（
参

考
）

未
来

へ
の

提
案

～
S

o
ci

e
ty

5
.0

時
代

の
安

全
安

心
に

係
る

「
新

た
な

価
値

」
つ

い
て

6

（
６

）
学

習
の

状
況

設
定

•
神

戸
市

で
は

、
先

日
市

内
で

起
き

た
凄

惨
な

幼
児

虐
待

事
件

を
受

け
て

、
再

発
防

止
対

策
委

員
会

を
発

足
し

、
再

発
防

止
対

策
を

推
進

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。

そ
の

委
員

会
の

構
成

委
員

で
あ

る

児
童

家
庭

部
部

長
山

田
氏

か
ら

委
託

を
受

け

企
画

調
整

局
情

報
化

戦
略

部
は

、

再
発

防
止

対
策

と
し

て

①
A

Iを
利

用
し

た
人

身
安

全
関

連
事

案
の

予
測

シ
ス

テ
ム

の
構

築

②
①

の
シ

ス
テ

ム
と

連
動

す
る

「
次

世
代

多
機

能
防

犯
カ

メ
ラ

」

の
シ

ス
テ

ム
導

入
す

る
た

め
の

提
案

を
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

•
学

習
者

は
、

神
戸

市
役

所
の

企
画

調
整

局
情

報
化

戦
略

部
の

シ
ス

テ
ム

企
画

担
当

課
員

と
し

て
、

上
位

者
の

指
示

を
受

け
な

が
ら

、
提

案
に

必
要

と
さ

れ
る

基
本

シ
ス

テ
ム

と
要

素
技

術

を
ま

と
め

る
。

7

２
．

演
習

演
習

１
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
整

理

↓

演
習

２
開

発
要

件
の

検
討

↓

演
習

３
基

本
シ

ス
テ

ム
と

要
素

技
術

の
検

討

8

（
進

め
方

）
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演
習

１
ヒ

ア
リ

ン
グ

内
容

の
整

理

（
１

）
学

習
目

標
•

ヒ
ア

リ
ン

グ
内

容
に

基
づ

い
て

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
の

要
望

を
要

点
に

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

（
２

）
演

習
項

目
①

ヒ
ア

リ
ン

グ
内

容
の

理
解

②
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

シ
ー

ト
の

作
成

（
３

）
設

定
状

況

•
数

か
月

前
、

「
近

所
で

子
供

の
泣

き
声

が
う

る
さ

い
」

と
い

う
苦

情
が

あ
っ

た
。

そ
の

た
め

神
戸

市
役

所
児

童
家

庭
部

の
福

祉
担

当
は

、
家

族
に

聞
き

取
り

調
査

を
行

っ
た

。

•
父

親
は

「
最

近
母

親
が

仕
事

を
は

じ
め

て
家

に
い

な
い

こ
と

が
多

く
、

子
供

が
泣

く
こ

と
が

増
え

た
。

子
供

が
少

し
情

緒
不

安
定

に
な

っ
て

い
る

」
と

答
え

、
虐

待
の

事
実

を
認

め
な

か
っ

た
。

ま
た

「
子

供
は

現
在

母

親
の

実
家

に
お

り
、

会
う

こ
と

は
で

き
な

い
」

と
子

供
に

も
会

う
こ

と
は

で
き

ず
、

虐
待

の
確

証
は

取
れ

な

か
っ

た
。

•
し

か
し

結
果

的
に

は
虐

待
が

あ
り

、
虐

待
の

結
果

、
幼

児
が

死
亡

し
、

「
犯

人
」

の
父

親
は

、
逃

走
後

、
自

ら
命

を
絶

っ
た

と
い

う
事

案
が

発
生

し
た

。

9

（
３

）
設

定
状

況
の

つ
づ

き

•
事

件
後

、
亡

く
な

っ
た

幼
児

の
母

親
が

書
き

込
ん

だ
S
N

S
に

は
、

父
親

に
よ

る
虐

待
を

想
起

さ
せ

る
内

容
が

あ
っ

た
と

の
報

道
が

あ
っ

た
。

•
市

が
苦

情
を

受
け

た
段

階
で

必
要

な
調

査
を

行
い

、
兆

候
さ

え
つ

か
め

れ
ば

、
他

機
関

と
連

携
し

、
悲

惨
な

事
件

の
発

生
を

未
然

に
防

げ
た

の
で

は
な

い
か

と
連

日
報

道
さ

れ
、

市
の

対
応

に
非

難
が

集
中

し
、

市
長

が

そ
の

弁
明

に
追

わ
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
。

•
市

長
は

再
発

防
止

を
推

進
す

る
に

あ
た

り
、

再
発

防
止

対
策

委
員

会
を

発
足

し
た

。

•
そ

の
委

員
会

の
構

成
員

で
あ

る
神

戸
市

役
所

児
童

家
庭

部
部

長
山

田
部

長
は

、
再

発
防

止
対

策
と

し
て

シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
検

討
し

て
い

た
。

•
山

田
部

長
は

企
画

調
整

局
情

報
化

戦
略

部
シ

ス
テ

ム
企

画
課

へ

•
A

Iを
利

用
し

た
人

身
安

全
関

連
事

案
の

予
測

シ
ス

テ
ム

の
構

築

•
同

シ
ス

テ
ム

と
連

動
す

る
「

次
世

代
多

機
能

防
犯

カ
メ

ラ
」

の
シ

ス
テ

ム
導

入
に

向
け

て
の

提
案

を
行

っ
て

ほ
し

い
と

依
頼

し
た

。

•
あ

な
た

は
、

シ
ス

テ
ム

企
画

担
当

課
員

と
し

て
、

上
位

者
で

あ
る

情
報

化
戦

略
部

部
長

に
報

告
の

上
、

指
示

を
受

け
な

が
ら

、
当

該
業

務
を

実
施

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。

10

(４
)-

①
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
内

容
A

：
児

童
家

庭
部

部
長

•
ヒ

ア
リ

ン
グ

対
象

者
は

以
下

の
通

り
。

担
当

者
：

児
童

家
庭

部
部

長
山

田
秀

夫
氏

コ
ン

セ
プ

ト
は

通
常

犯
罪

と
は

異
な

る
意

図
が

存
在

す
る

「
不

幸
な

犯
罪

行
為

」
の

未
然

防
止

と
発

生
時

の
早

期
検

挙
に

よ
る

安
全

安
心

の
確

保
で

あ
る

。

犯
罪

原
因

論
だ

け
で

な
く

、
環

境
論

に
も

立
脚

し
た
A
I分

析
を

し
た

い
。

人
身

安
全

関
連

事
案

の
予

測
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
つ

い
て

神
戸

市
役

所
で

管
理

す
る

人
身

安
全

関
連

情
報

は
、

相
談

票
に

記
載

さ
れ

た
後

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

省
力

化
と

ク
ラ

ウ
ド

管
理

を
図

る
と

と
も

に
、

セ
ン

サ
ー

情
報

、
Io
T

、
SN
S等

情
報

、
公

開
情

報
等

と
融

合
さ

せ
、
AI

に
よ

る
分

析
を

行
い

、
危

険
察

知
の

際
は

、
警

告
を

発
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
し

て
ほ

し
い

。

人
身

安
全

関
連

事
案

と
は

、
「

ス
ト

ー
カ

ー
事

案
や
D
V

事
案

、
児

童
・

高
齢

者
・

障
害

者
虐

待
事

案
、

殺
人

・
誘

拐
等

の
犯

罪
に

発
展

す
る

お
そ

れ
の

あ
る

行
方

不
明

事
案

、
子

供
お

よ
び

女
性

へ
の

性
犯

罪
等

に
発

展
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
事

案
」

を
指

す
。

11

(４
)-

①
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
内

容
A

：
児

童
家

庭
部

部
長

（
続

き
）

次
世

代
多

機
能

防
犯

カ
メ

ラ
に

つ
い

て

人
身

安
全

関
連

事
案

の
予

測
上

記
シ

ス
テ

ム
と

連
動

し
、

危
険

察
知

の
際

は
警

告
を

発
し

、
行

為
を

制
止

す
る

と
と

も
に

、
制

止
で

き
な

か
っ

た
場

合
に

は
、

カ
メ

ラ
に

よ
り

収
集

さ
れ

た
各

種
情

報
を

犯
人

確
保

に
当

た
る

警
察

に
法

的
根

拠
に

基
づ

き
、

提
供

し
、

早
期

の
確

保
に

繋
が

る
犯

罪
追

跡
イ

ン
フ

ラ
と

な
る

シ
ス

テ
ム

を
想

定
し

て
い

る
。

屋
内

で
敢

行
さ

れ
る

可
能

性
が

高
い

D
V

・
児

童
虐

待
等

の
兆

候
の

収
集

。

危
険

察
知

の
際

は
警

告
の

発
出

及
び

行
為

の
制

止
（

実
効

性
を

期
す

た
め

、
ア

ナ
ロ

グ
な

も
の

）

犯
罪

発
生

時
の

「
犯

人
」

及
び

犯
行

の
特

定
等

に
資

す
る

情
報

の
収

集
と

警
察

へ
の

迅
速

な
提

供
の

実
現

以
上

12
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(４
)-

②
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
内

容
B

：
児

童
家

庭
部

福
祉

担
当

•
ヒ

ア
リ

ン
グ

対
象

者
は

以
下

の
通

り
。

担
当

者
：

児
童

家
庭

部
福

祉
担

当
長

内
早

苗
氏

相
談

票
の

作
成

等

•
神

戸
市

役
所

児
童

家
庭

部
で

は
、

市
民

か
ら

相
談

を
受

け
、

そ
の

内
容

が
人

身
安

全
関

連
事

案
で

あ
っ

た
場

合
、

相
談

票
に

記
載

し
管

理
し

て
い

る
。

•
現

在
、

福
祉

担
当

の
専

従
職

員
は

二
人

で
、

毎
日

、
相

談
が

多
数

寄
せ

ら
れ

対
応

に
追

わ
れ

て
お

り
、

年
々

増
加

傾
向

に
あ

る
。

内
容

に
よ

っ
て

は
、

複
数

の
部

門
に

跨
る

こ
と

も
あ

り
、

限
ら

れ
た

人
数

の
中

で
、

他
機

関
と

連
携

し
つ

つ
、

共
有

・
対

応
し

て
い

る
。

•
相

談
等

は
一

旦
「

相
談

票
」

に
手

書
き

で
記

載
し

、
そ

の
概

要
を

シ
ス

テ
ム

に
入

力
し

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
て

い
る

が
、

多
忙

で
あ

る
た

め
、

時
間

外
に

同
作

業
を

せ
ざ

る
を

得
な

い
状

況
に

あ
る

。

人
身

安
全

関
連

事
案

の
特

徴
等

•
人

身
安

全
関

連
事

案
の

内
、

D
V

・
児

童
虐

待
等

は
、

家
族

間
の

こ
と

で
あ

り
、

屋
内

で
敢

行
さ

れ
る

可
能

性
が

高
く

、
兆

候
を

把
握

す
る

の
が

難
し

い
上

、
犯

罪
を

犯
す

意
識

よ
り

も
、

精
神

的
に

追
い

込
ま

れ
て

犯
行

に
及

ぶ
ケ

ー
ス

も
少

な
く

な
い

。

13

(４
)-

②
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
内

容
B

：
児

童
家

庭
部

福
祉

担
当

（
続

き
）

担
当

者
の

経
験

則
の

有
効

性

•
例

え
ば

、
数

か
月

前
に

発
生

し
た

幼
児

の
虐

待
死

の
兆

候
と

言
わ

れ
た

「
子

供
の

泣
き

声
」

等
が

、
児

童
虐

待
に

繋
が

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
は

、
福

祉
担

当
で

あ
れ

ば
、

十
分

承
知

し
て

い
た

り
、

面
接

時

の
態

度
、

目
つ

き
、

言
動

等
担

当
者

の
経

験
則

が
有

効
と

な
る

事
案

が
多

い
。

他
機

関
と

の
関

係

•
児

童
虐

待
に

つ
い

て
は

、
児

童
相

談
所

・
県

警
察

等
の

他
機

関
と

定
期

的
会

議
は

行
っ

て
い

る
が

、
特

異
な

事
案

は
と

も
か

く
、

全
て

が
共

有
さ

れ
て

い
る

と
は

、
言

え
な

い
。

以
上

14

(４
)-

②
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
内

容
C

：
兵

庫
県

警
刑

事
部

•
ヒ

ア
リ

ン
グ

対
象

者
は

以
下

の
通

り
。

担
当

者
：

兵
庫

県
警

刑
事

部
宮

下
直

樹
課

長

•
警

察
で

の
人

身
安

全
関

連
事

案
の

対
応

は
、

生
活

安
全

部
門

が
担

当
し

て
い

る
。

し
か

し
、

事
案

が
重

大
犯

罪
と

な
っ

た
場

合
に

は
、

刑
事

部
門

が
担

当
す

る
こ

と
に

な
る

。

•
生

活
安

全
部

門
で

は
、

取
り

扱
っ

た
人

身
安

全
関

連
事

案
は

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

し
、

部
内

で
の

共
有

を
図

る
と

と
も

に
、

他
機

関
と

、
定

期
的

連
絡

会
を

開
く

な
ど

し
て

、
連

携
を

図
っ

て
い

る
。

•
他

方
、

刑
事

部
門

は
、

発
生

し
て

、
初

め
て

認
知

す
る

こ
と

が
多

く
、

重
大

事
件

に
な

っ
た

と
し

て
も

、
屋

内
で

敢
行

さ
れ

る
可

能
性

が
高

い
こ

と
も

あ
り

、
「

犯
人

」
及

び
犯

行
の

特
定

等
に

資
す

る
証

拠
等

の
収

集
に

苦
慮

し
て

い
る

。
更

に
、

本
案

件
の

背
景

と
な

っ
た

事
案

の
よ

う
に

自
ら

命
を

絶
つ

ケ
ー

ス
も

稀
で

は
な

く
、

迅
速

な
身

柄
の

確
保

が
望

ま
れ

る
。

以
上

15

記
入

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

①

16

項
目

内
容

ヒ
ア

リ
ン

グ
対

象
者

（
）

山
田

秀
夫

依
頼

内
容

A
Iを

利
用

し
た

（
）

の
予

測
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
同

シ
ス

テ
ム

と
連

動
す

る
「

（
）

防
犯

カ
メ

ラ
」

の
提

案

要
点

コ
ン

セ
プ

ト
は

、
「

（
）

」
の

未
然

防
止

と
事

件
発

生
時

の
早

期
検

挙
に

よ
る

（
）

の
確

保

人
身

安
全

関
連

事
案

等
予

測
シ

ス
テ

ム

（
）

を
A

I分
析

で
行

い
、

警
報

を
発

す
る

シ
ス

テ
ム

A
I分

析
す

る
た

め
の

情
報

源
と

し
て

（
）

、
（

）
、

他
セ

ン
サ

ー
情

報
な

ど
の

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

と
、

（
）

上
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

で
管

理
さ

れ
た

人
身

安
全

関
連

情
報

を
利

用

人
身

安
全

関
連

事
案

と
は

「
ス

ト
ー

カ
ー

や
D

V
事

案
、

（
）

虐
待

事
案

、
行

方
不

明
事

案
、

性
犯

罪
等

に
発

展
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
事

案
」

を
指

す

315



記
入

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

①

17

項
目

内
容

要
点

次
世

代
多

機
能

防
犯

カ
メ

ラ

警
察

へ
（

）
の

た
め

に
情

報
提

供
し

、
追

跡
イ

ン
フ

ラ
と

な
る

シ
ス

テ
ム

を
想

定

D
V

・
（

）
等

の
兆

候
収

集

危
険

察
知

の
警

告
は

実
行

性
を

期
す

た
め

に
（

）
な

も
の

記
入

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

①
（

つ
づ

き
）

18

項
目

内
容

ヒ
ア

リ
ン

グ
対

象
者

（
）

長
内

早
苗

要
点

相
談

票
の

作
成

等

相
談

票
と

は
、

（
）

事
案

に
関

わ
る

市
民

の
相

談
を

記
述

し
、

管
理

し
て

い
る

も
の

で
あ

る
。

専
従

職
員

は
（

）
人

で
あ

る
が

、
・

相
談

数
の

増
加

・
複

数
の

部
門

、
機

関
と

の
情

報
共

有
お

よ
び

対
応

・
（

）
化

の
た

め
相

談
票

を
シ

ス
テ

ム
入

力
な

ど
の

要
因

で
時

間
外

勤
務

を
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

で
あ

る
。

人
身

安
全

関
連

事
案

の
特

徴
等

D
V

や
児

童
虐

待
な

ど
は

家
族

間
の

こ
と

で
あ

り
、

（
）

を
把

握
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

犯
罪

を
犯

す
意

識
よ

り
も

、
（

）
犯

行
に

及
ぶ

ケ
ー

ス
も

少
な

く
な

い
。

担
当

者
の

経
験

則
の

有
効

性

福
祉

担
当

者
の

経
験

則
に

よ
っ

て
、

子
供

の
泣

き
声

/
（

）
/
（

）
/
（

）
か

ら
児

童
虐

待
の

兆
候

を
把

握
で

き
る

こ
と

も
少

な
く

な
い

。

他
機

関
と

の
関

連

児
童

虐
待

に
つ

い
て

は
、

児
童

相
談

所
・

（
）

等
と

定
期

的
会

議
を

実
施

。
し

か
し

情
報

が
す

べ
て

共
有

さ
れ

て
い

る
と

は
言

え
な

い
。

記
入

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

②

19

項
目

内
容

ヒ
ア

リ
ン

グ
対

象
者

（
）

宮
下

直
樹

要
点

生
活

安
全

部
門

（
）

の
対

応
を

行
う

。

取
り

扱
っ

た
事

案
を

（
）

化
し

て
部

内
の

情
報

を
共

有
し

て
い

る
。

部
内

、
他

機
関

と
の

定
期

的
連

絡
会

を
開

い
て

連
携

を
図

っ
て

い
る

。

刑
事

部
門

当
初

は
人

身
安

全
関

連
事

案
で

も
（

）
と

な
っ

た
場

合
は

、
対

応
を

行
う

。

犯
人

確
保

の
た

め
に

情
報

が
必

要
だ

が
•

事
件

発
生

後
に

情
報

収
集

を
行

う
。

•
犯

行
が

屋
内

が
多

い
た

め
、

情
報

の
収

集
が

難
し

い
事

が
あ

り
、

犯
行

の
証

拠
等

の
収

集
に

苦
慮

し
て

い
る

。

犯
人

が
自

殺
す

る
こ

と
も

あ
る

た
め

、
（

）
な

身
柄

確
保

が
必

要
。

記
入

シ
ー

ト
①

：
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
ま

と
め

③
演

習
2

開
発

要
件

の
検

討
（

１
）

学
習

目
標

•
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
の

要
求

を
整

理
・

分
析

し
た

結
果

を
踏

ま
え

、
開

発
要

件
を

策
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

（
２

）
演

習
項

目
①

設
定

状
況

と
開

発
提

案
の

方
向

性
の

理
解

②
開

発
要

件
シ

ー
ト

の
作

成

（
３

）
設

定
状

況

•
今

回
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
で

あ
る

神
戸

市
役

所
の

児
童

家
庭

部
部

長
の

山
田

部
長

や
、

福
祉

担
当

の
長

内
氏

、
ま

た
「

犯
人

」
の

早
期

検
挙

に
当

た
る

兵
庫

県
警

刑
事

部
宮

下
課

長
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

こ
と

に
よ

り
、

本
件

の
A
Iを

利
用

し
た

人
身

安
全

関
連

事
案

の
予

測
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
連

動
す

る
「

次
世

代
多

機
能

防
犯

カ
メ

ラ
」

の
提

案
に

対
す

る
要

望
や

イ
メ

ー
ジ

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。

•
し

か
し

、
そ

こ
で

聞
き

取
っ

た
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
の

要
望

は
、

例
え

ば
、

「
次

世
代

多
機

能
防

犯
カ

メ
ラ

」
等

、
非

常
に

漠
然

と
し

た
内

容
と

な
っ

て
い

る
。

•
現

時
点

で
は

、
こ

の
よ

う
な

要
望

が
具

体
的

に
ど

の
よ

う
に

し
て

開
発

す
る

シ
ス

テ
ム

や
「

次
世

代
多

機
能

防
犯

カ
メ

ラ
」

に
反

映
し

て
い

く
か

を
整

理
し

き
れ

て
い

な
い

。

•
そ

こ
で

、
シ

ス
テ

ム
企

画
担

当
で

あ
る

あ
な

た
は

、
こ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

を
元

に
、

開
発

要
件

の
洗

い
出

し
を

行
う

こ
と

に
し

た
。

20
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（
4

)開
発

提
案

の
方

向
性

•
シ

ス
テ

ム
企

画
担

当
と

し
て

、
A
Iを

用
い

て
人

身
安

全
関

連
事

案
の

兆
候

を
発

見
し

、
予

測
す

る
シ

ス
テ

ム

の
構

築
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
同

シ
ス

テ
ム

と
連

動
す

る
「

次
世

代
多

機
能

防
犯

カ
メ

ラ
」

を
同

市
役

所

児
童

家
庭

部
門

等
へ

提
案

す
る

こ
と

と
な

り
、

下
記

が
決

定
さ

れ
た

。
ま

た
、

兵
庫

県
警

は
、

神
戸

市
役

所

か
ら

本
取

り
組

み
の

相
談

を
受

け
、

早
期

検
挙

が
同

種
事

案
の

未
然

防
止

や
地

域
住

民
の

安
全

安
心

に
繋

が

る
こ

と
か

ら
、

全
面

協
力

を
約

し
た

。

a
)人

身
安

全
関

連
事

案
等

予
測

シ
ス

テ
ム

の
構

築

人
身

安
全

関
連

事
案

に
関

す
る

デ
ー

タ
、

他
の

セ
ン

サ
ー

、
Io

T
、

S
N

S
等

ネ
ッ

ト
上

の
各

種
安

全
安

心

情
報

等
の

融
合

さ
せ

た
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

A
Iで

分
析

し
、

発
生

予
測

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

検
討

す

る
。

b
)

a
)と

連
動

す
る

「
次

世
代

多
機

能
防

犯
カ

メ
ラ

」
の

提
案

屋
内

で
敢

行
さ

れ
る

可
能

性
が

高
い

D
V

・
児

童
虐

待
等

の
兆

候
を

把
握

し
、

危
険

察
知

の
際

は
警

告
を

発
し

、
行

為
を

制
止

す
る

と
と

も
に

、
制

止
で

き
ず

同
行

為
が

犯
罪

に
該

当
す

る
場

合
は

、
犯

罪
を

追

跡
す

る
た

め
の

犯
人

及
び

犯
行

の
特

定
等

に
資

す
る

情
報

を
迅

速
に

警
察

へ
の

提
供

を
可

能
と

す
る

イ

ン
フ

ラ
を

検
討

し
、

提
案

す
る

。

な
お

、
前

記
警

告
・

制
止

に
つ

い
て

は
、

実
効

性
を

確
保

す
る

た
め

、
ア

ナ
ロ

グ
な

も
の

と
し

た
い

。 21

（
5

)参
考

資
料

A
I 

に
よ

る
虐

待
予

測

国
立

研
究

開
発

法
人

産
業

技
術

総
合

研
究

所

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.a
is

t.
g
o
.j
p
/a

is
t_

j/
p
re

ss
_
re

le
a
se

/p
r2

0
1
9
/p

r2
0
1
9
0
5
2
8
/p

r2
0
1
9
0
5
2
8
.h

tm
l

•
2
0
1
9
/0

5
/2

8
A
Iを

活
用

し
た

児
童

虐
待

対
応

支
援

シ
ス

テ
ム

を
開

発

•
児

童
相

談
所

に
お

い
て

紙
で

扱
っ

て
い

た
虐

待
に

関
す

る
6
年

分
の

情
報

を
デ

ジ
タ

ル
化

し
、

機
械

学
習

や
確

率
モ

デ
リ

ン
グ

な
ど

の
A
Iで

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
解

析
を

行
う

•
新

規
相

談
を

受
け

た
際

は
、

当
該

事
案

に
つ

い
て

新
た

に
入

力
さ

れ
た

児
童

の
デ

ー
タ

に
対

し
、

既

存
デ

ー
タ

の
解

析
結

果
に

基
づ

き
虐

待
の

重
篤

度
や

将
来

的
な

再
発

率
な

ど
の

予
測

が
即

座
に

提
示

さ
れ

、
過

去
の

知
見

を
活

用
し

た
児

童
相

談
所

の
迅

速
な

意
思

決
定

を
支

援
。

ア
プ

リ
を

通
し

て
訪

問
先

な
ど

で
も

情
報

を
記

録
で

き
、

児
童

相
談

所
内

及
び

関
係

機
関

と
の

デ
ー

タ
共

有
や

蓄
積

の
迅

速
化

・
効

率
化

を
実

現

22

児
童

虐
待

の
兆

候
を

早
期

に
検

知
す

る
た

め
の

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン

株
式

会
社

F
R

O
N

T
E
O

（
本

社
：

東
京

都
港

区
、

代
表

取
締

役
社

長
：

守
本

正
宏

）

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.f
ro

n
te

o
.c

o
m

/2
0
2
0
0
3
1
7

•
独

自
開

発
の

自
然

言
語

処
理

A
Iエ

ン
ジ

ン
「

K
IB

IT
（

キ
ビ

ッ
ト

）
」

を
活

用

•
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
が

支
援

を
行

っ
た

ケ
ー

ス
の

内
、

東
京

都
児

童
相

談
セ

ン
タ

ー
に

一
時

保
護

を

要
請

し
た

ケ
ー

ス
を

分
析

し
、

重
篤

化
に

つ
な

が
り

や
す

い
順

に
高

い
ス

コ
ア

を
出

す
こ

と
で

、
早

期
に

対
応

が
必

要
な

ケ
ー

ス
を

見
極

め
る

判
断

を
サ

ポ
ー

ト

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

等
を

活
用

す
る

A
Iの

よ
う

な
先

端
技

術
の

在
り

方

犯
罪

・
交

通
事

象
・

警
備

事
象

の
予

測
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

の
在

り
方

に
関

す
る

有
識

者
研

究
会

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.k
e
is

h
ic

h
o
.m

e
tr

o
.t

o
ky

o
.j
p
/k

u
ra

sh
i/

a
n
ze

n
/a

n
sh

in
/i

ct
_
te

ig
e
n
.f

ile
s/

ic
t_

te
ig

e
n
sy

o
.p

d
f

•
予

測
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

の
在

り
方

（
犯

罪
防

止
/交

通
事

象
/警

備
事

象
）

に
つ

い
て

検
討

し
た

資
料

犯
罪

者
の

オ
ー

ラ
を

検
知

シ
ス

テ
ム

ス
ク

エ
ア

株
式

会
社

防
犯

監
視

シ
ス

テ
ム

「
D

E
F
E
N

D
E
R

-X
」

h
tt

p
s:

//
b
u
si

n
e
ss

.n
ik

ke
i.
co

m
/a

tc
l/

re
p
o
rt

/1
5
/2

2
6
2
6
5
/0

6
0
3
0
0
0
3
2
/

•
カ

メ
ラ

越
し

に
人

の
精

神
状

態
を

分
析

し
、

犯
罪

を
起

こ
す

可
能

性
の

高
い

不
審

者
を

自
動

的
に

あ

ぶ
り

だ
す

23
24

項
目

要
件

目
的

（
）

事
案

の
未

然
防

止
及

び
犯

罪
発

生
時

の
（

）
に

資
す

る
情

報
の

収
集

管
理

と
捜

査
機

関
へ

の
法

的
根

拠
を

有
す

る
迅

速
な

提
供

手
段

人
身

安
全

関
連

事
案

の
（

）
シ

ス
テ

ム
の

構
築

及
び

同
シ

ス
テ

ム
と

連
動

す
る

「
（

）
」

の
開

発

利
用

者
（

）
事

案
に

関
わ

る
行

政
機

関
及

び
一

般
家

庭

記
入

シ
ー

ト
②

：
開

発
要

件

317



25

項
目

要
件

拡
張

性
「

次
世

代
多

機
能

防
犯

カ
メ

ラ
」

は
人

の
五

感
の

機
能

を
目

指
す

も
の

で
あ

り
、

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
の

活
用

が
期

待
さ

れ
る

。

運
用

・
保

守
シ

ス
テ

ム
自

体
は

神
戸

市
役

所
が

運
用

す
る

が
、

「
次

世
代

多
機

能
防

犯
カ

メ
ラ

」
は

繁
華

街
や

公
共

機
関

で
は

な
く

住
宅

地
に

設
置

す
る

こ
と

と
す

る
。

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

相
談

票
や

カ
メ

ラ
の

情
報

は
、

個
人

を
識

別
で

き
る

（
）

な
の

で
、
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
必
要
と
な
る
。

制
約

条
件

特
に

無
し

。
従

前
の

技
術

を
活

用
す

る
が

、
必

要
に

よ
っ

て
は

、
新

た
な

技
術

を
導

入
す

る
。

記
入

シ
ー

ト
②

：
開

発
要

件
（

つ
づ

き
）

演
習

３
基

本
シ

ス
テ

ム
と

要
素

技
術

の
検

討
（

１
）

学
習

目
標

•
S

o
ci

e
ty

5
.0

に
適

合
す

る
A
Iを

利
用

し
た

人
身

安
全

関
連

事
案

の
予

測
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
連

動
す

る
「

次
世

代
多

機
能

防
犯

カ
メ

ラ
」

の
提

案
等

を
検

討
し

、
実

現
に

必
要

な
技

術
要

素
を

検
討

す
る

。

（
２

）
実

施
項

目
①

設
定

状
況

と
S
o
ci

e
ty

5
.0

の
理

解

②
基

本
シ

ス
テ

ム
と

要
素

技
術

シ
ー

ト
の

作
成

（
３

）
設

定
状

況

•
あ

な
た

は
先

日
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

よ
っ

て
得

た
情

報
を

元
に

、
シ

ス
テ

ム
に

対
す

る
要

望
を

分
析

し
、

開
発

要
件

を
取

り
ま

と
め

た
資

料
を

作
成

し
た

。

•
こ

の
資

料
に

基
づ

い
て

、
児

童
家

庭
部

部
長

の
山

田
部

長
や

上
司

で
あ

る
情

報
化

戦
略

部
部

長
と

打
合

せ
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
基

本
方

針
は

問
題

な
し

と
な

っ
た

。

•
そ

こ
で

A
Iを

利
用

し
た

人
身

安
全

関
連

事
案

の
予

測
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
連

動
す

る
「

次
世

代
多

機
能

防
犯

カ
メ

ラ
」

の
開

発
に

必
要

と
な

る
技

術
要

素
を

ま
と

め
る

こ
と

と
な

っ
た

。

•
現

存
す

る
技

術
で

対
応

で
き

な
い

も
の

は
、

新
た

な
技

術
開

発
が

可
能

と
想

定
し

、
要

素
を

ま
と

め
る

こ
と

と
な

っ
た

。

26

基
本

シ
ス

テ
ム

構
成

さ
れ

る
要

素
技

術

人
身

安
全

関
連

事
案

等
予

測
シ

ス
テ

ム
・

W
e
b

ア
プ

リ
・

（
）

上
の

サ
ー

バ
を

構
築

W
e
b

ア
プ

リ
•

人
身

安
全

関
連

事
案

デ
ー

タ
入

力
•

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

結
果

参
照

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

•
入

力
さ

れ
た

（
）

事
案

デ
ー

タ
•

住
宅

地
で

収
集

し
た

（
）

の
情

報
•

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

•
（

）
•

（
）

•
他

セ
ン

サ
ー

（
）

解
析

・
機

械
学

習
（

統
計

解
析

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

）
・

確
率

モ
デ

リ
ン

グ
・

W
e
b

A
P

I
・

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末

27

記
入

シ
ー

ト
③

：
基

本
シ

ス
テ

ム
と

技
術

要
素

28

基
本

シ
ス

テ
ム

構
成

さ
れ

る
要

素
技

術

次
世

代
多

機
能

防
犯

カ
メ

ラ
・

カ
メ

ラ
赤

外
線

広
角

レ
ン

ズ

・
（

）
接

続

・
画

像
解

析 画
像

解
析

で
不

審
者

を
検

知
し

、
知

ら
せ

る

・
危

険
察

知 大
音

量
ア

ラ
ー

ム
：

行
為

の
制

止
（

）
：

光
で

異
常

状
態

を
周

知
さ

せ
る

警
察

へ
通

報

・
（

）
認

証
A

I
要

注
意

人
物

な
ど

を
事

前
に

登
録

さ
れ

て
い

る
顔

画
像

と
照

合

・
犯

人
（

）
シ

ス
テ

ム
不

審
な

動
体

を
検

知
し

て
自

動
追

尾

記
入

シ
ー

ト
③

：
基

本
シ

ス
テ

ム
と

技
術

要
素

（
つ

づ
き

）
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記
入
シ
ー
ト
①
：
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ま
と
め
①

1

項
目

内
容

ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者

（
児
童
家
庭
部
部
長

）
山
田

秀
夫

依
頼
内
容

A
Iを
利
用
し
た
（

人
身
安
全
関
連
事
案

）
の
予
測
シ
ス
テ
ム
の
構

築
と
同
シ
ス
テ
ム
と
連
動
す
る
「
（

次
世
代
多
機
能

）
防
犯
カ
メ

ラ
」
の
提
案

要
点

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
「
（

不
幸
な
犯
罪
行
為

）
」
の
未
然
防
止
と
事

件
発
生
時
の
早
期
検
挙
に
よ
る
（

安
心
安
全

）
の
確
保

人
身
安
全
関
連

事
案
等
予
測
シ

ス
テ
ム

（
犯
罪
原
因
論
、
環
境
論

）
を
A
I分
析
で
行
い
、

警
報
を
発
す
る
シ
ス
テ
ム

A
I分
析
す
る
た
め
の
情
報
源
と
し
て
（

S
N
S
）
、

（
Io
T
）
、
他
セ
ン
サ
ー
情
報
な
ど
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
、
（

ク
ラ
ウ
ド

）
上
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
管
理
さ
れ
た
人
身
安
全
関
連
情
報
を
利
用

人
身
安
全
関
連
事
案
と
は
「
ス
ト
ー
カ
ー
や
D
V
事
案
、

（
児
童
・
高
齢
者
・
障
害
者

）
虐
待
事
案
、
行
方

不
明
事
案
、
性
犯
罪
等
に
発
展
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
事

案
」
を
指
す

解
答
例

記
入
シ
ー
ト
①
：
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ま
と
め
①

2

項
目

内
容

要
点

次
世
代
多
機
能

防
犯
カ
メ
ラ

警
察
へ
（

迅
速
な
犯
人
確
保

）
の
た
め
に
情
報
提

供
し
、
追
跡
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
シ
ス
テ
ム
を
想
定

D
V
・
（

児
童
虐
待

）
等
の
兆
候
収
集

危
険
察
知
の
警
告
は
実
行
性
を
期
す
た
め
に
（

ア
ナ

ロ
グ

）
な
も
の

記
入
シ
ー
ト
①
：
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ま
と
め
①
（
つ
づ
き
）

解
答
例

3

記
入
シ
ー
ト
①
：
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ま
と
め
②

解
答
例

項
目

内
容

ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者

（
児
童
家
庭
部
福
祉
担
当

）
長
内

早
苗

要
点

相
談
票
の

作
成
等

相
談
票
と
は
、
（

人
身
安
全
関
連

）
事
案
に
関
わ
る
市
民

の
相
談
を
記
述
し
、
管
理
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

専
従
職
員
は
（

2
）
人
で
あ
る
が
、

・
相
談
数
の
増
加

・
複
数
の
部
門
、
機
関
と
の
情
報
共
有
お
よ
び
対
応

・
（

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
化
の
た
め
相
談
票
を
シ
ス
テ
ム
入
力

な
ど
の
要
因
で
時
間
外
勤
務
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

人
身
安
全

関
連
事
案

の
特
徴
等

D
V
や
児
童
虐
待
な
ど
は
家
族
間
の
こ
と
で
あ
り
、

（
兆
候

）
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

犯
罪
を
犯
す
意
識
よ
り
も
、
（

精
神
的
に
追
い
込
ま
れ

て
）
犯
行
に
及
ぶ
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

担
当
者
の

経
験
則
の

有
効
性

福
祉
担
当
者
の
経
験
則
に
よ
っ
て
、
子
供
の
泣
き
声
/
（

態
度

）
/
（

目
つ
き

）
/
（

言
動

）
か
ら
児
童
虐
待
の

兆
候
を
把
握
で
き
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

他
機
関
と

の
関
連

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
児
童
相
談
所
・
（

警
察

）
等
と

定
期
的
会
議
を
実
施
。
し
か
し
情
報
が
す
べ
て
共
有
さ
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。

4

項
目

内
容

ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者

（
兵
庫
県
警
刑
事
部

）
宮
下

直
樹

要
点

生
活
安
全

部
門

（
人
身
安
全
関
連
事
案

）
の
対
応
を
行
う
。

取
り
扱
っ
た
事
案
を
（

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

）
化
し
て
部
内
の

情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

部
内
、
他
機
関
と
の
定
期
的
連
絡
会
を
開
い
て
連
携
を
図
っ
て

い
る
。

刑
事
部
門

当
初
は
人
身
安
全
関
連
事
案
で
も
（

重
大
犯
罪

）
と
な
っ

た
場
合
は
、
対
応
を
行
う
。

犯
人
確
保
の
た
め
に
情
報
が
必
要
だ
が

•
事
件
発
生
後
に
情
報
収
集
を
行
う
。

•
犯
行
が
屋
内
が
多
い
た
め
、
情
報
の
収
集
が
難
し
い

事
が
あ
り
、
犯
行
の
証
拠
等
の
収
集
に
苦
慮
し
て
い
る
。

犯
人
が
自
殺
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
（

迅
速

）
な
身
柄

確
保
が
必
要
。

記
入
シ
ー
ト
①
：
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ま
と
め
③

解
答
例

319



5

項
目

要
件

目
的

（
人
身
安
全
関
連

）
事
案
の
未
然
防
止
及
び
犯
罪
発
生
時
の

（
犯
人
・
犯
行
の
特
定
等

）
に
資
す
る
情
報
の
収
集
管
理
と

捜
査
機
関
へ
の
法
的
根
拠
を
有
す
る
迅
速
な
提
供

手
段

人
身
安
全
関
連
事
案
の
（

予
測

）
シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び

同
シ
ス
テ
ム
と
連
動
す
る
「
（
次
世
代
多
機
能
防
犯
カ
メ
ラ
）
」
の
開
発

利
用
者

（
人
身
安
全
関
連

）
事
案
に
関
わ
る
行
政
機
関
及
び
一
般
家
庭

記
入
シ
ー
ト
②
：
開
発
要
件

解
答
例

6

項
目

要
件

拡
張
性

「
次
世
代
多
機
能
防
犯
カ
メ
ラ
」
は
人
の
五
感
の
機
能
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

運
用
・
保
守

シ
ス
テ
ム
自
体
は
神
戸
市
役
所
が
運
用
す
る
が
、
「
次
世
代
多
機
能
防
犯
カ

メ
ラ
」
は
繁
華
街
や
公
共
機
関
で
は
な
く
住
宅
地
に
設
置
す
る
こ
と
と
す
る
。

セ
キ
ュ
リ

テ
ィ

相
談
票
や
カ
メ
ラ
の
情
報
は
、
個
人
を
識
別
で
き
る
（

個
人
情
報

）
な

の
で
、
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
必
要
と
な
る
。

制
約
条
件

特
に
無
し
。
従
前
の
技
術
を
活
用
す
る
が
、
必
要
に
よ
っ
て
は
、
新
た
な
技

術
を
導
入
す
る
。

記
入
シ
ー
ト
②
：
開
発
要
件
（
つ
づ
き
）

解
答
例

基
本
シ
ス
テ
ム

構
成
さ
れ
る
要
素
技
術

人
身
安
全
関
連
事
案
等

予
測
シ
ス
テ
ム

・
W
e
b
ア
プ
リ

・
（

ク
ラ
ウ
ド

）
上
の
サ
ー
バ
を
構
築

W
e
b
ア
プ
リ

•
人
身
安
全
関
連
事
案
デ
ー
タ
入
力

•
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
参
照

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

•
入
力
さ
れ
た
（

人
身
安
全
関
連
事

）
事
案
デ
ー
タ

•
住
宅
地
で
収
集
し
た

（
次
世
代
多
機
能
防
犯
カ
メ
ラ
）
の
情
報

•
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

•
（

S
N
S
）

•
（

Io
T

）
•
他
セ
ン
サ
ー
情
報

（
A
I
）
解
析

・
機
械
学
習
（
統
計
解
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）

・
確
率
モ
デ
リ
ン
グ

・
W
e
b
A
P
I

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

7

記
入
シ
ー
ト
③
：
基
本
シ
ス
テ
ム
と
技
術
要
素

解
答
例

8

記
入
シ
ー
ト
③
：
基
本
シ
ス
テ
ム
と
技
術
要
素
（
つ
づ
き
）

解
答
例 基
本
シ
ス
テ
ム

構
成
さ
れ
る
要
素
技
術

次
世
代
多
機
能
防
犯

カ
メ
ラ

・
カ
メ
ラ
赤
外
線

広
角
レ
ン
ズ

・
（

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

）
接
続

・
画
像
解
析 画
像
解
析
で
不
審
者
を
検
知
し
、
知
ら
せ
る

・
危
険
察
知 大
音
量
ア
ラ
ー
ム

：
行
為
の
制
止

（
警
告
灯

）
：
光
で
異
常
状
態
を
周
知
さ
せ
る

警
察
へ
通
報

・
（

顔
）
認
証
A
I

要
注
意
人
物
な
ど
を
事
前
に
登
録
さ
れ
て
い
る
顔
画
像
と
照
合

・
犯
人
（

自
動
追
尾

）
シ
ス
テ
ム

不
審
な
動
体
を
検
知
し
て
自
動
追
尾
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ゲ
ー

ム
ア

プ
リ

「
壊

滅
！

反
社

・
半

グ
レ

（
仮

称
）

」
の

開
発

提
案

の
た

め
の

企
画

提
案

書
作

成

一
般

社
団

法
人

安
全

安
心

社
会

構
築

教
育

協
会

1

０
．

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

（
１

）
講

師
紹

介

2

（
２

）
グ

ル
ー

プ
分

け

渡
邉

道
雄

（
わ

た
な

べ
み

ち
お

）
安

全
安

心
社

会
構

築
教

育
協

会
代

表
理

事
、

元
神

奈
川

県
警

生
活

安
全

部
長

A B C D

（
３

）
P

B
L
と

は
「

P
ro

je
ct

 B
a
se

d
 L

e
a
rn

in
g
」

の
略

称

様
々

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
テ

ー
マ

を
課

題
と

し
て

、
学

生
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
に

よ
っ

て
、

課
題

を
解

決
さ

せ
て

い
く

教
育

の
方

法
。

課
題

の
解

決
に

よ
っ

て
、

専
門

知
識

の
活

用
能

力
の

他
、

計
画

立
案

・
実

行
能

力
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
、

チ
ー

ム
で

の
活

動
能

力
等

と
い

っ
た

実
務

ス
キ

ル
や

問
題

解
決

能
力

の
向

上
を

目
指

す
。

3

１
．

教
員

主
導

で
講

義
・

演
習

を
実

施

２
．

講
義

（
知

識
）

や
演

習
を

通
し

て
学

ぶ

３
．

知
識

や
技

術
の

習
得

１
．

学
生

主
導

で
計

画
を

立
て

、
準

備
し

実
行

２
．

実
務

の
擬

似
体

験
を

通
じ

て
学

ぶ

３
．

総
合

力
（

実
務

ス
キ

ル
）

を
養

う

報
告

や
交

渉
講

義
演

習

◆
通

常
の

学
習

◆
◆

P
B

L
演

習
に

よ
る

学
習

◆

新
し

い
知

識
の

獲
得

（
知

識
先

行
）

提
示

さ
れ

た
課

題
の

解
決

課
題

や
問

題
の

認
識

新
し

い
実

践

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

作
成

１
．

P
B

L
課

題

（
１

）
学

習
目

標

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

の
要

求
及

び
課

題
の

分
析

等
に

基
づ

い
て

、
ゲ

ー
ム

ア
プ

リ
「

壊
滅

！
反

社
・

半
グ

レ
（

仮
称

）
」

の
開

発
を

検
討

し
、

「
企

画
提

案
書

」
を

作
成

す
る

。

（
２

）
学

習
テ

ー
マ

①
現

状
分

析
②

コ
ン

セ
プ

ト
の

作
成

③
企

画
立

案
、

企
画

提
案

書
の

作
成

（
３

）
学

習
時

間

・
全

８
時

間
（

４
時

間
×

２
回

）

（
４

）
学

習
方

法

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

（
Z
O

O
M

ブ
レ

イ
ク

ア
ウ

ト
ル

ー
ム

を
想

定
）

→
別

途
説

明
資

料
を

参
照

4
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学
習

内
容

時
間

作
成

シ
ー

ト

第 1 日

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
講

義
0
.5

演
習

１
：

現
状

分
析

講
義

＋ G
W

１
.5

シ
ー

ト
①

：
現

状
分

析

演
習

２
：

コ
ン

セ
プ

ト
作

成
講

義
＋ G
W

2
.0

シ
ー

ト
②

：
コ

ン
セ

プ
ト

第 2 日

演
習

３
：

企
画

立
案

、
企

画
提

案
書

の
作

成

講
義

＋ G
W

2
.0

シ
ー

ト
③

：
企

画
提

案
書

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
準

備
G

W
1
.０

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
G

W
0
.5

講
師

評
価

講
義

0
.5

合
計

8
.0

（
５

）
学

習
内

容
、

時
間

割
当

と
使

用
教

材

5

（
６

）
学

習
の

状
況

設
定

•
シ

ス
テ

ム
開

発
や

ゲ
ー

ム
ア

プ
リ

の
開

発
を

業
務

と
し

て
い

る

（
株

）
K

D
A

が
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

で
あ

る

兵
庫

県
警

幹
部

か
ら

委
託

を
受

け
、

特
殊

詐
欺

に
安

易
に

加
担

す
る

若
者

抑
止

に
繋

げ
る

た
め

犯
罪

に
手

を
染

め
な

い
よ

う
若

者
、

家
族

、
周

辺
の

若
年

層
を

啓
発

す
る

反
社

勢
力

排
除

気
運

を
醸

成
し

、
社

会
の

犯
罪

に
対

す
る

抵
抗

力
強

化
を

図
る

エ
ン

タ
ー

テ
イ

メ
ン

ト
性

も
あ

る

よ
う

な
ゲ

ー
ム

ア
プ

リ
の

企
画

書
を

提
案

を
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

•
学

習
者

は
、

㈱
K

D
A

の
企

画
担

当
社

員

と
し

て
、

上
位

者
の

指
示

を
受

け
な

が
ら

、
提

案
に

必
要

と
さ

れ
る

企
画

提
案

書

を
ま

と
め

る
。

6

２
．

演
習

演
習

１
現

状
分

析

↓

演
習

２
コ

ン
セ

プ
ト

シ
ー

ト

↓

演
習

３
企

画
立

案
、

企
画

書
作

成

7

（
進

め
方

）

演
習

１
現

状
分

析

（
１

）
学

習
目

標
•

提
示

情
報

に
基

づ
い

て
、

特
殊

詐
欺

の
現

状
と

原
因

、
解

決
方

法
に

つ
い

て
分

析
し

な
さ

い
。

（
２

）
演

習
項

目
①

現
状

の
分

析

②
分

析
ま

と
め

シ
ー

ト
の

記
入

（
３

）
設

定
状

況

•
㈱

K
D

A
は

、
シ

ス
テ

ム
開

発
、

ゲ
ー

ム
ア

プ
リ

の
開

発
を

業
務

と
し

、
社

会
貢

献
の

一
環

と
し

て
、

特
殊

詐

欺
防

止
の

情
報

サ
イ

ト
を

開
設

し
て

い
る

。

•
同

サ
イ

ト
を

見
た

兵
庫

県
警

の
幹

部
か

ら
次

の
よ

う
な

相
談

が
あ

っ
た

。

•
高

額
報

酬
を

謳
う

『
闇

仕
事

』
の

募
集

が
S
N

S
上

で
後

を
絶

た
ず

、
甘

い
言

葉
に

飛
び

つ
き

、
犯

罪
に

加
担

し
逮

捕
さ

れ
る

若
者

が
増

加
し

て
い

る
。

•
一

方
こ

れ
ら

の
背

後
に

い
る

反
社

勢
力

や
「

半
グ

レ
」

、
「

周
辺

ビ
ジ

ネ
ス

」
に

は
、

狡
猾

な
組

織
・

制
度

設
計

か
ら

、
必

ず
し

も
、

捜
査

の
手

が
及

ば
な

い
現

状
に

あ
る

。

8

322



（
３

）
設

定
状

況
の

つ
づ

き

•
ま

た
、

被
害

者
と

な
る

高
齢

者
等

の
社

会
的

弱
者

は
後

を
絶

た
ず

、
家

族
や

周
辺

住
民

の
協

力
が

必
要

と

な
っ

て
い

る
。

•
そ

こ
で

、
若

者
が

犯
罪

に
手

を
染

め
ず

、
社

会
的

弱
者

が
被

害
に

か
か

ら
な

い
よ

う
、

本
人

、
家

族
、

周

辺
の

若
年

層
を

啓
発

す
る

と
と

も
に

、
背

後
に

い
る

反
社

勢
力

等
の

犯
罪

イ
ン

フ
ラ

の
悪

質
性

が
理

解
で

き
、

か
つ

、
壊

滅
す

る
、

エ
ン

タ
ー

テ
イ

メ
ン

ト
と

し
て

も
成

立
す

る
よ

う
な

ゲ
ー

ム
を

開
発

し
て

ほ
し

い
。

9

(４
)講

義
資

料

特
殊

詐
欺

の
現

状

•
オ

レ
オ

レ
詐

欺
に

代
表

さ
れ

る
特

殊
詐

欺
は

、
窃

盗
に

次
ぐ

大
き

な
被

害
を

国
民

に
も

た
ら

し
て

い
る

。

2
0
1
9
年

の
被

害
額

は
3
0
1
億

円
、

8
年

連
続

で
3
0
0
億

円
を

超
え

て
い

る
。

各
県

警
察

、
行

政
、

ま
た

民

間
に

お
い

て
も

特
殊

詐
欺

を
防

ぐ
た

め
の

活
動

を
行

っ
て

い
る

も
の

の
「

依
然

と
し

て
深

刻
な

情
勢

（
警

察
庁

）
」

と
し

て
い

る
。

•
兵

庫
県

で
も

、
2
0
2
0
年

1
月

～
6
月

ま
で

の
被

害
件

数
が

5
0
4
件

と
、

前
同

期
と

比
べ

て
2
7
0
件

増
加

し
、

被
害

額
も

、
8
億

2
9
0
0
万

円
と

前
年

比
に

比
べ

3
億

7
9
0
0
万

円
増

え
て

い
る

。
深

刻
な

状
況

に
兵

庫
県

警

は
警

戒
を

強
め

て
い

る
(兵

庫
県

内
で

の
2
0
1
9
年

の
１

年
の

被
害

件
数

は
6
5
7
件

・
被

害
総

額
は

約
1
0
億

9
0
0
0
万

円
)。

10

(４
)講

義
資

料
（

つ
づ

き
）

•
行

政
で

も
神

戸
市

灘
区

で
「

特
殊

詐
欺

撲
滅

宣
言

式
」

を
開

催
す

る
な

ど
特

殊
詐

欺
撲

滅
を

目
指

し
た

活
動

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

•
2
0
1
9
年

の
特

殊
詐

欺
に

係
る

暴
力

団
構

成
員

等
の

検
挙

は
5
2
1
人

（
-1

3
4
人

）
で

、
特

殊
詐

欺
全

体
に

占
め

る
割

合
は

1
8
.2

％
、

特
殊

詐
欺

全
体

の
受

け
子

、
出

し
子

及
び

そ
れ

ら
の

見
張

り
役

に
占

め
る

暴
力

団
構

成
員

等
の

割
合

は
1
2
.9

％
、

主
犯

に
占

め
る

暴
力

団
構

成
員

等
の

割
合

は
3
9
.0

％
と

な
っ

て
い

る
な

ど
、

暴
力

団
構

成
員

等
が

主
導

的
な

立
場

で
深

く
関

与
し

て
い

る
こ

と
が

伺
わ

れ
る

。
ま

た
、

特
殊

詐
欺

に
係

る
少

年
の

検
挙

人
員

は
6
1
9
人

（
-1

9
3
人

）
で

、
特

殊
詐

欺
全

体
に

占
め

る
割

合
は

2
1
.6

％
、

7
4
.5

％
が

受
け

子
で

、
特

殊
詐

欺
全

体
の

受
け

子
に

占
め

る
割

合
は

2
5
.6

％
で

あ
る

。

•
犯

行
グ

ル
ー

プ
は

、
次

ペ
ー

ジ
の

図
の

よ
う

に
「

拠
点

」
を

中
心

に
任

務
分

担
し

、
社

会
的

弱
者

を
人

の
情

を
利

用
し

て
、

卑
劣

な
犯

行
を

繰
り

返
し

て
い

る
。

ま
た

、
具

体
的

な
犯

行
を

行
う

「
架

け
子

」
「

受
け

子
」

「
出

し
子

」
は

中
核

メ
ン

バ
ー

に
よ

り
「

闇
仕

事
」

の
募

集
等

S
N

S
等

で
リ

ク
ル

ー
ト

さ
れ

た
「

道
具

」
で

あ
り

、
検

挙
さ

れ
て

も
、

い
つ

で
も

「
交

換
」

が
可

能
で

あ
る

。
勿

論
、

「
道

具
」

は
、

も
と

も
と

組
織

実
態

を
知

ら
さ

れ
て

い
な

い
が

、
も

し
、

検
挙

さ
れ

て
も

、
対

応
要

領
が

徹
底

さ
れ

て
お

り
、

捜
査

が
中

核
メ

ン
バ

ー
や

リ
ー

ダ
ー

、
背

後
の

反
社

組
織

の
ト

ッ
プ

（
「

ラ
ス

ボ
ス

」
）

に
及

ば
な

い
よ

う
制

度
・

組
織

設
計

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
犯

罪
組

織
特

有
の

厳
し

い
ル

ー
ル

を
課

し
、

縦
・

横
の

関
係

が
解

明
し

ず
ら

く
、

「
周

辺
ビ

ジ
ネ

ス
」

も
細

分
化

し
て

い
る

。

以
上

11
12

【
警

察
白

書
】

よ
り
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(４
)講

義
資

料
（

つ
づ

き
）

取
り

組
み

•
下

記
、

抑
止

活
動

と
検

挙
活

動
は

、
特

殊
詐

欺
の

撲
滅

、
反

社
勢

力
排

除
気

運
の

醸
成

、
犯

罪
に

対
す

る
抵

抗
力

の
強

化
を

目
的

と
し

て
、

相
互

に
連

携
し

な
が

ら
、

推
進

さ
れ

て
い

る
。

【
抑

止
活

動
】

•
県

、
市

等
の

行
政

機
関

、
町

内
会

、
若

年
層

、
高

齢
者

、
家

族
、

友
人

、
学

校
、

会
社

、
警

察
、

防
犯

協
会

・
暴

力
追

放
推

進
セ

ン
タ

ー
等

関
係

団
体

、
警

備
業

等
の

安
全

安
心

関
連

企
業

等
の

地
域

社
会

全
体

が
連

携
し

て
、

特
殊

詐
欺

の
撲

滅
に

向
け

た
活

動
を

展
開

し
て

い
る

。

13

(４
)講

義
資

料
（

つ
づ

き
）

【
検

挙
活

動
（

警
察

）
】

•
県

警
察

本
部

に
専

従
班

（
一

般
的

に
は

、
「

対
策

本
部

」
）

を
設

置
し

た
上

、
傘

下
の

各
警

察
署

に
専

門
捜

査
員

を
指

定
し

、
捜

査
に

当
た

っ
て

い
る

。

•
県

警
察

本
部

の
専

従
班

に
は

、
警

察
署

か
ら

、
被

害
者

等
よ

り
通

報
が

あ
っ

た
犯

行
予

兆
電

話
（

ア
ポ

電
）

、
犯

行
電

話
、

現
金

を
騙

取
ら

れ
た

等
に

関
す

る
情

報
が

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
報

告
さ

れ
る

。

•
こ

れ
を

同
専

従
班

が
取

り
纏

め
な

が
ら

、
こ

れ
ま

で
検

挙
し

た
犯

行
グ

ル
ー

プ
、

現
在

の
活

動
中

の
犯

行
グ

ル
ー

プ
の

手
口

、
犯

行
パ

タ
ー

ン
（

時
間

、
場

所
、

騙
し

の
文

言
）

、
具

体
的

な
証

拠
（

同
一

電
話

番
号

、
防

犯
ビ

デ
オ

画
像

、
音

声
デ

ー
タ

、
指

紋
等

）
等

に
よ

り
、

同
一

犯
人

、
同

一
グ

ル
ー

プ
等

に
区

分
（

ク
ラ

ス
タ

ー
分

析
）

し
つ

つ
、

時
間

、
地

理
的

状
況

、
人

の
動

き
等

を
勘

案
し

、
捜

査
員

の
捜

査
セ

ン
ス

、
勘

等
を

加
え

て
、

犯
人

グ
ル

ー
プ

が
現

れ
る

時
間

・
場

所
を

予
測

し
て

、
捜

査
員

、
他

の
警

察
官

等
に

よ
る

よ
う

撃
捜

査
等

を
実

施
し

、
不

審
者

が
い

れ
ば

、
職

務
質

問
、

所
持

品
検

査
等

に
よ

り
、

検
挙

を
目

指
す

と
と

も
に

、
事

後
捜

査
の

た
め

の
証

拠
収

集
を

行
う

。

•
ま

た
、

場
合

に
よ

っ
て

は
、

被
害

者
に

騙
さ

れ
た

ふ
り

を
依

頼
し

、
犯

人
グ

ル
ー

プ
を

お
び

き
出

し
、

追
跡

し
て

、
検

挙
す

る
場

合
も

あ
る

。
犯

罪
者

グ
ル

ー
プ

も
被

害
者

に
な

る
可

能
性

の
あ

る
方

に
、

「
騙

さ
れ

た
ふ

り
を

し
て

く
れ

」
と

言
っ

て
偽

刑
事

が
近

づ
き

、
騙

し
た

ケ
ー

ス
も

あ
る

。

14

(４
)講

義
資

料
（

つ
づ

き
）

【
同

一
犯

、
同

一
グ

ル
ー

プ
の

ク
ラ

ス
タ

ー
分

析
の

た
め

の
基

礎
情

報
】

•
県

警
察

本
部

の
専

従
班

で
は

、
次

ペ
ー

ジ
表

の
内

容
を

基
礎

情
報

と
し

て
ク

ラ
ス

タ
ー

分
析

を
行

う
が

、
変

な
電

話
が

あ
っ

た
と

か
、

実
際

に
騙

さ
れ

た
と

か
、

断
片

的
な

情
報

を
も

含
め

、
分

析
す

る
こ

と
と

な
る

た
め

、
グ

ル
ー

プ
化

が
非

常
に

難
し

い
。

•
ま

た
、

当
初

の
断

片
情

報
の

際
の

判
断

と
、

追
加

情
報

が
入

っ
た

時
の

判
断

を
変

え
る

必
要

が
あ

る
場

合
も

あ
り

、
常

に
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

。

•
加

え
て

、
犯

人
グ

ル
ー

プ
か

ら
複

数
の

被
害

者
等

に
対

し
、

連
続

の
架

電
が

あ
っ

た
と

し
て

も
、

全
て

の
被

害
者

等
が

通
報

し
て

く
れ

る
わ

け
で

は
な

い
こ

と
も

分
析

の
難

し
さ

と
な

っ
て

い
る

。

•
捜

査
員

が
被

害
者

と
連

絡
し

、
初

期
的

に
把

握
す

る
事

項
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

が
、

こ
れ

ら
が

通
報

時
（

第
1報

）
、

被
害

者
宅

で
の

聴
取

時
（

第
2報

）
、

聴
取

後
の

判
明

事
項

（
第

３
報

）
と

し
て

、
順

次
、

時
間

が
経

過
す

る
中

把
握

し
て

い
く

こ
と

と
な

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
を

組
み

合
わ

せ
て

、
過

去
の

情
報

と
比

較
し

、
グ

ル
ー

プ
化

し
て

、
予

測
を

立
て

る
こ

と
と

な
る

。

15

(４
)講

義
資

料
（

つ
づ

き
）

16

分
類

内
容

報
告

日
報

告
日

犯
行

状
況

種
別

、
認

知
日

、
手

口
種

別
、

既
遂

未
遂

別
、

被
害

金
額

、
要

求
名

目
、

前
兆

電
話

架
日

時
、

電
話

番
号

変
更

連
絡

の
有

無

被
害

者
情

報
被

害
者

住
所

、
氏

名
、

性
別

、
生

年
月

日
、

年
齢

、
職

業
、

電
話

、
被

害
手

口
に

関
す

る
認

識
、

要
求

手
段

、
親

族
名

、
騙

り
の

有
無

（
あ

れ
ば

、
続

柄
、

氏
名

、
生

年
月

日
、

出
身

校
、

最
寄

り
駅

）

犯
人

像
①

偽
装

親
族

の
間

柄
、

被
疑

者
の

詐
称

名
、

偽
装

の
公

務
所

、
会

社
名

犯
人

像
②

被
疑

者
使

用
の

電
話

番
号

、
人

着
、

交
付

形
態

、
交

付
場

所

金
融

機
関

原
資

調
達

金
融

機
関

、
仕

向
先

金
融

機
関

証
拠

情
報

鑑
識

資
料

、
防

犯
カ

メ
ラ

、
現

場
設

定
、

似
顔

絵
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(４
)講

義
資

料
（

つ
づ

き
）

【
犯

罪
者

グ
ル

ー
プ

の
犯

行
】

•
上

記
情

報
が

警
察

に
通

報
さ

れ
る

か
否

か
は

、
犯

罪
者

グ
ル

ー
プ

は
判

断
が

で
き

な
い

中
、

拠
点

の
架

け
子

グ
ル

ー
プ

が
、

電
話

を
か

け
、

騙
さ

れ
た

被
害

者
か

ら
、

現
金

・
キ

ャ
ッ

シ
ュ

カ
ー

ド
を

受
け

取
る

た
め

に
、

最
寄

り
駅

周
辺

で
待

機
し

て
い

る
受

け
子

が
被

害
者

に
取

り
に

行
き

、
出

し
子

が
金

融
機

関
等

か
ら

現
金

を
出

し
に

行
く

こ
と

と
な

る
。

【
警

察
と

犯
罪

者
グ

ル
ー

プ
と

の
駆

け
引

き
、

戦
い

】

•
上

記
の

通
り

、
警

察
本

部
の

専
従

班
で

行
う

、
「

犯
行

予
測

」
に

基
づ

く
捜

査
活

動
（

よ
う

撃
捜

査
等

、
必

要
に

よ
り

、
金

融
機

関
等

の
通

報
依

頼
等

の
協

力
を

求
め

る
）

と
そ

れ
を

か
い

く
ぐ

っ
て

、
犯

行
の

完
遂

を
目

指
す

犯
罪

者
グ

ル
ー

プ
と

の
戦

い
と

な
る

。
仮

に
、

金
銭

を
騙

し
取

ら
れ

た
と

し
て

も
、

防
犯

カ
メ

ラ
画

像
を

入
手

し
、

手
配

の
上

、
組

織
捜

査
を

展
開

（
一

大
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

）
し

、
検

挙
を

目
指

す
。

•
他

方
、

架
け

子
、

受
け

子
、

出
し

子
は

検
挙

さ
れ

た
際

の
対

応
を

レ
ク

チ
ャ

ー
さ

れ
て

お
り

、
な

か
な

か
中

核
メ

ン
バ

ー
、

リ
ー

ダ
ー

の
検

挙
（

突
き

上
げ

捜
査

）
に

は
至

ら
な

い
。

手
足

は
捕

ま
っ

て
も

、
次

の
リ

ク
ル

ー
ト

で
補

充
す

る
。

拠
点

を
摘

発
さ

れ
る

と
、

痛
手

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
最

近
は

国
外

を
拠

点
に

し
て

犯
行

電
話

を
か

け
る

ケ
ー

ス
も

珍
し

く
な

い
。

•
背

後
に

は
、

反
社

勢
力

が
存

在
し

、
こ

れ
ら

を
撲

滅
し

な
け

れ
ば

、
被

害
は

無
く

な
る

こ
と

は
な

く
、

あ
る

意
味

、
「

ラ
ス

ボ
ス

」
と

も
い

え
る

こ
と

か
ら

、
組

織
壊

滅
に

向
け

た
突

き
上

げ
捜

査
を

展
開

す
る

。

•
一

方
、

検
挙

す
る

た
め

の
デ

バ
イ

ス
と

し
て

は
、

防
犯

カ
メ

ラ
（

画
像

）
、

音
声

デ
ー

タ
、

電
話

（
位

置
情

報
）

等
が

あ
る

。

17

記
入

シ
ー

ト
①

：
現

状
分

析

18

項
目

内
容

犯
行

・
（

）
詐

欺
（

オ
レ

オ
レ

詐
欺

な
ど

）

犯
行

の
特

性
・

窃
盗

に
つ

い
で

大
き

な
被

害
と

な
っ

て
い

る
。

・
（

）
が

主
導

的
な

立
場

で
深

く
関

与
し

て
い

る
。

・
少

年
が

犯
罪

に
加

担
し

て
逮

捕
さ

れ
る

ケ
ー

ス
が

多
い

。

つ
か

ま
え

る
タ

イ
ミ

ン
グ

・
被

害
者

と
の

（
）

の
受

け
渡

し
時

・
被

害
者

が
送

金
し

た
（

）
か

ら
お

金
を

引
き

出
し

た
時

・
（

）
な

ど
を

利
用

し
て

の
追

跡
調

査
実

施
し

た
事

件
後

手
口

•
犯

人
が

親
族

な
ど

に
な

り
す

ま
し

お
金

を
要

求
す

る
電

話
を

か
け

、
だ

ま
さ

れ
た

被
害

者
が

現
金

/
（

）
を

犯
人

に
渡

す
か

、
ま

た
は

、
犯

人
の

管
理

し
て

い
る

金
融

機
関

へ
の

振
り

こ
ま

せ
る

詐
欺

。

検
挙

へ
の

課
題

•
実

際
に

犯
行

を
行

う
「

（
）

」
「

受
け

子
」

「
（

）
」

は
「

闇
仕

事
」

の
募

集
等

、
（

）
等

で
集

め
、

警
察

に
検

挙
さ

れ
て

も
背

後
の

（
）

に
捜

査
が

及
ば

な
い

よ
う

制
度

、
組

織
化

さ
れ

て
い

る
。

•
し

か
し

、
こ

の
反

社
組

織
を

検
挙

で
き

な
け

れ
ば

、
被

害
が

な
く

な
る

こ
と

は
な

い
。

記
入

シ
ー

ト
①

：
現

状
分

析

19

項
目

内
容

登
場

人
物

•
被

害
者

•
（

）
：

だ
ま

し
役

•
（

）
：

搾
取

金
引

き
出

し
役

•
（

）
：

現
金

、
キ

ャ
ッ

シ
ュ

カ
ー

ド
等

搾
取

役
•

リ
ー

ダ
ー

•
中

核
メ

ン
バ

ー
•

背
後

の
反

社
会

的
組

織
•

警
察

演
習

2
コ

ン
セ

プ
ト

（
１

）
学

習
目

標
•

現
状

を
分

析
し

た
結

果
を

踏
ま

え
、

ゲ
ー

ム
の

コ
ン

セ
プ

ト
を

検
討

し
、

作
成

す
る

。

（
２

）
演

習
項

目
①

コ
ン

セ
プ

ト
シ

ー
ト

の
作

成

（
３

）
設

定
状

況

•
今

回
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
依

頼
者

で
あ

る
兵

庫
県

警
の

幹
部

か
ら

相
談

さ
れ

た
ゲ

ー
ム

ア
プ

リ
「

壊
滅

！
反

社
・

半
グ

レ
（

仮
称

）
」

の
開

発
に

あ
た

り
、

現
状

の
分

析
を

踏
ま

え
て

、
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

ゲ
ー

ム
ア

プ
リ

が
必

要
か

検
討

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。

•
あ

な
た

は
、

社
長

の
指

示
を

受
け

て
、

現
状

分
析

を
踏

ま
え

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

と
相

談
し

な
が

ら
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

の
要

件
を

満
た

す
コ

ン
セ

プ
ト

を
作

成
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

20
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（
４

)開
発

提
案

の
方

向
性

•
IT

企
業

K
D

A
社

の
シ

ス
テ

ム
企

画
担

当
社

員
と

し
て

、
特

殊
詐

欺
防

止
の

啓
発

、
開

発
プ

ロ
セ

ス
を

通
じ

、

安
全

安
心

イ
ン

フ
ラ

と
な

る
次

世
代

安
全

安
心

デ
バ

イ
ス

の
創

出
に

繋
が

る
ゲ

ー
ム

を
開

発
す

る
こ

と
と

な

り
、

検
討

の
結

果
、

下
記

が
決

定
さ

れ
た

。

a
) 

ゲ
ー

ム
ア

プ
リ

「
壊

滅
！

反
社

・
半

グ
レ

（
仮

称
）

」
の

開
発

•
ゲ

ー
ム

は
、

暴
力

団
を

含
む

反
社

・
半

グ
レ

（
犯

行
グ

ル
ー

プ
は

複
数

可
）

、
若

年
層

、
高

齢
者

、
家

族
、

友
人

、
学

校
、

会
社

、
警

察
、

防
犯

協
会

・
暴

力
追

放
推

進
セ

ン
タ

ー
等

関
係

団
体

、
警

備
業

等
の

安
全

安

心
関

連
企

業
等

を
組

み
合

わ
せ

る
等

し
て

（
複

数
を

企
画

し
て

も
よ

い
）

、
犯

罪
者

グ
ル

ー
プ

と
被

害
者

及

び
抑

止
・

検
挙

等
グ

ル
ー

プ
と

の
対

戦
型

と
し

、
前

者
は

犯
行

の
反

復
敢

行
・

収
益

の
蓄

積
、

後
者

は
そ

の

抑
止

、
資

金
源

の
遮

断
、

犯
人

検
挙

、
組

織
壊

滅
を

目
指

す
も

の
と

す
る

。

•
な

お
、

前
者

の
結

び
つ

き
は

、
欲

望
と

掟
（

義
理

人
情

で
は

な
く

、
「

非
情

」
な

も
の

）
、

後
者

は
、

正
義

、

友
情

、
愛

情
、

使
命

感
等

と
し

、
検

挙
・

壊
滅

に
向

け
た

行
為

は
、

例
え

ば
、

「
逮

捕
」

の
際

は
、

過
度

な

強
制

力
の

行
使

を
し

な
い

な
ど

、
適

法
に

行
う

こ
と

と
す

る
が

、
犯

行
グ

ル
ー

プ
は

、
非

合
法

な
手

段
（

武

器
も

可
）

を
使

う
こ

と
も

可
能

と
す

る
。

21

(４
)講

義
資

料

•
開

発
に

あ
た

り
、

県
警

か
ら

、
特

殊
詐

欺
の

事
例

を
含

み
、

下
記

情
報

等
の

提
供

を
受

け
る

こ
と

が
可

能

で
あ

る
。 犯
行

音
声

デ
ー

タ

防
犯

カ
メ

ラ
映

像

そ
の

他
事

例
情

報
（

被
害

者
像

、
犯

人
像

等
）

•
特

殊
詐

欺
等

の
捜

査
に

は
、

防
犯

カ
メ

ラ
が

効
果

を
発

揮
す

る
が

、
ゲ

ー
ム

内
で

も
犯

罪
者

グ
ル

ー
プ

の

手
口

も
巧

妙
化

す
る

と
と

も
に

、
リ

ー
ダ

ー
の

先
に

い
る

「
ラ

ス
ボ

ス
」

に
捜

査
の

手
が

及
び

そ
う

に
な

る
と

武
器

の
使

用
も

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

抑
止

・
検

挙
等

グ
ル

ー
プ

も
こ

れ
ら

に
対

抗
す

る
次

世
代

安
全

安
心

デ
バ

イ
ス

を
創

出
し

、
活

用
す

る
（

適
法

の
範

囲
）

こ
と

は
妨

げ
な

い
。

22

23

項
目

内
容

目
的

若
者

た
ち

が
特

殊
詐

欺
に

（
）

に
加

担
し

な
い

よ
う

（
）

し
、

社
会

の
犯

罪
に

対
す

る
抵

抗
力

強
化

を
図

る
。

コ
ン

セ
プ

ト
推

理
し

な
が

ら
（

）
の

犯
人

を
検

挙
せ

よ
！

タ
ー

ゲ
ッ

ト
（

）
を

抑
止

す
る

た
め

、
中

学
生

～
2

0
歳

代
男

女

プ
レ

イ
時

間
１

作
3

0
分

程
度

ジ
ャ

ン
ル

ミ
ス

テ
リ

ー
ノ

ベ
ル

ゲ
ー

ム

ゲ
ー

ム
概

要

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
遊

ぶ
ゲ

ー
ム

ア
プ

リ
。

・
主

人
公

は
2

0
代

の
刑

事
。

推
理

を
し

な
が

ら
特

殊
犯

罪
組

織
の

正
体

を
暴

い
て

い
く

。
・

小
説

を
読

み
進

め
が

な
が

ら
、

選
択

肢
を

選
ぶ

だ
け

で
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
が

み
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

ゲ
ー

ム
に

リ
ア

ル
感

を
持

た
せ

る
た

め
、

実
際

の
（

）
や

（
）

映
像

を
使

う
。

記
入

シ
ー

ト
②

：
コ

ン
セ

プ
ト

シ
ー

ト

24

項
目

内
容

ゲ
ー

ム
の

流
れ

主
人

公
は

2
0

代
の

駆
け

出
し

の
刑

事
。

刑
事

と
し

て
の

初
め

て
の

任
務

は
特

殊
詐

欺
で

あ
っ

た
。

被
害

者
で

あ
る

お
ば

あ
さ

ん
は

、
詐

欺
に

あ
っ

た
こ

と
を

誰
に

も
言

う
こ

と
が

で
き

ず
、

自
分

を
責

め
、

悩
み

苦
し

ん
で

い
た

。
主

人
公

は
刑

事
と

し
て

犯
人

を
見

つ
け

る
た

め
、

奔
走

す
る

。
や

が
て

、
特

殊
詐

欺
の

背
景

に
い

る
犯

罪
組

織
と

対
峙

す
る

こ
と

と
な

る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

・
自

分
が

（
）

と
対

決
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

（
）

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
犯

行
の

悪
質

性
や

、
構

造
と

し
て

（
）

に
の

み
メ

リ
ッ

ト
が

あ
り

、
「

（
）

」
な

ど
実

行
犯

が
捨

て
駒

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
理

解
す

る
。

備
考

・
県

警
か

ら
の

情
報

を
活

か
し

、
リ

ア
ル

感
の

あ
る

ゲ
ー

ム
に

す
る

。

類
似

例
「

逆
転

裁
判

1
2

3
！

」
h
tt

p
s:

//
w

w
w

.c
a
p
co

m
.c

o
.j
p
/p

ro
d
u
ct

/d
e
ta

il.
p
h
p
?i

d
=

2
4
6
&

o
rd

e
r=

la
te

st
&

ke
y
w

o
rd

=
%

E
9

%
8
0
%

8
6
%

E
8
%

B
B
%

A
2
%

E
8
%

A
3
%

8
1
%

E
5
%

8
8
%

A
4

記
入

シ
ー

ト
②

：
コ

ン
セ

プ
ト

シ
ー

ト
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演
習

３
企

画
書

の
作

成
（

１
）

学
習

目
標

•
作

成
し

た
コ

ン
セ

プ
ト

シ
ー

ト
を

基
に

、
企

画
を

立
案

し
、

企
画

提
案

書
を

作
成

す
る

。

（
２

）
実

施
項

目
①

企
画

書
の

作
成

（
３

）
設

定
状

況

•
あ

な
た

方
は

、
上

司
に

「
コ

ン
セ

プ
ト

シ
ー

ト
」

を
提

出
し

た
。

•
作

成
し

た
コ

ン
セ

プ
ト

は
、

上
司

、
社

長
よ

り
高

く
評

価
を

受
け

た
。

•
さ

ら
に

上
司

か
ら

こ
の

コ
ン

セ
プ

ト
で

ゲ
ー

ム
開

発
を

行
う

た
め

、
兵

庫
県

警
察

署
向

け
の

「
企

画
提

案
書

」
を

作
成

す
る

よ
う

指
示

が
あ

っ
た

。

•
あ

な
た

方
は

「
企

画
提

案
書

」
を

作
成

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。

25

企
画

提
案

書
壊

滅
！

反
社

・
半

グ
レ

ゲ
ー

ム
ア

プ
リ

開
発

兵
庫

県
警

察
署

御
中

現
状

背
景 オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
代
表
さ
れ
る
特
殊
詐
欺
は
、

（
）

（
）

（
）

と
い
う
特
性
が
あ
る
。

ま
た
具
体
的
に
犯
行
を
行
う
「
架
け
子
」
「
受
け
子
」
「
出
し
子
」
は

（
）
で
集
め
、
警
察
に
検
挙
さ
れ
て
も
背
後
の

反
社
組
織
に
捜
査
が
及
ば
な
い
よ
う
制
度
、
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
（

）
に
加
担
す

る
若
者
を
抑
止
す
る
こ
と
で
、
特
殊
詐
欺
被
害
を
減
少
さ
せ
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
、
若
者
た
ち
に
犯
罪
に
手
を
染
め
な
い
よ
う
（

）
手
段
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ゲ
ー

ム
概

要

目
的 （

）

コ
ン

セ
プ

ト

推
理
し
な
が
ら
特
殊
詐
欺
の
犯
人
を
検
挙
せ
よ
！

タ
ー

ゲ
ッ

ト

犯
罪
組
織
に
加
担
し
な
い
よ
う
に
中
学
生
～

歳
代
男
女

プ
レ

イ
時

間

１
話
完
結
で
、
１
話
を
３
０
分
程
度
。

ジ
ャ

ン
ル

ミ
ス
テ
リ
ー
ノ
ベ
ル
ゲ
ー
ム

327



ゲ
ー

ム
特

徴

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

リ
ア
ル
感
を
味
わ
え
る

（
）

（
）

（
）

小
説
形
式
で
選
択
肢
を
選
ぶ
だ
け
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
な
る
ノ
ベ
ル

ゲ
ー
ム

ゲ
ー

ム
の

流
れ

主
人
公
は

代
の
刑
事
。

最
初
の
任
務
で
特
殊
詐
欺
の
担
当
と
な
る
。

初
め
て
被
害
者
で
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
に
会
い
、
事
件
の
悪
質
さ
や
狡
猾
さ

を
知
っ
て
い
く
。

主
人
公
は
事
件
解
決
の
た
め
奔
走
し
、
や
が
て
背
景
に
い
る
犯
罪
組
織
と

対
峙
し
て
い
く
。

期
待

さ
れ

る
効

果

特
殊

詐
欺

へ
加

担
し

て
し

ま
う

若
者

を
抑

止
す

る

ゲ
ー
ム
で
は
あ
る
が
、
実
際
の
情
報
を
利
用
す
る
た
め
リ
ア
ル
な

体
験
が
で
き
、
犯
罪
に
加
担
し
て
し
ま
い
そ
う
な
若
者
た
ち
が

（
）

（
）

し
、

犯
罪

の
抑

止
に

つ
な

が
る

。
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記
入
シ
ー
ト
①
：
現
状
分
析

1

項
目

内
容

犯
行

・
（
特
殊
）
詐
欺
（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
）

犯
行
の
特
性

・
窃
盗
に
つ
い
で
大
き
な
被
害
と
な
っ
て
い
る
。

・
（
暴
力
団
構
成
員
）
が
主
導
的
な
立
場
で
深
く
関
与
し
て
い
る
。

・
少
年
が
犯
罪
に
加
担
し
て
逮
捕
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

つ
か
ま
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ

・
被
害
者
と
の
（
金
銭
）
の
受
け
渡
し
時

・
被
害
者
が
送
金
し
た
（
金
融
機
関
）
か
ら
お
金
を
引
き
出
し
た
時

・
（
防
犯
カ
メ
ラ
）
な
ど
を
利
用
し
て
の
追
跡
調
査
実
施
し
た
事
件
後

手
口

•犯
人
が
親
族
な
ど
に
な
り
す
ま
し
お
金
を
要
求
す
る
電
話
を
か
け
、

だ
ま
さ
れ
た
被
害
者
が
現
金
/
（

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

）
を
犯

人
に
渡
す
か
、
ま
た
は
、
犯
人
の
管
理
し
て
い
る
金
融
機
関
へ
の
振

り
こ
ま
せ
る
詐
欺
。

検
挙
へ
の
課
題

•
実
際
に
犯
行
を
行
う
「
（
架
け
子
）
」
「
受
け
子
」
「
（
出
し

子
）
」
は
「
闇
仕
事
」
の
募
集
等
、
（

S
N
S
）
等
で
集
め
、
警

察
に
検
挙
さ
れ
て
も
背
後
の
（

反
社
会
的
組
織

）
に
捜
査
が
及

ば
な
い
よ
う
制
度
、
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。

•
し
か
し
、
こ
の
反
社
組
織
を
検
挙
で
き
な
け
れ
ば
、
被
害
が
な
く
な

る
こ
と
は
な
い
。

解
答
例

記
入
シ
ー
ト
①
：
現
状
分
析

2

項
目

内
容

登
場
人
物

•
被
害
者

•
（

架
け
子

）
：
だ
ま
し
役

•
（

出
し
子

）
：
搾
取
金
引
き
出
し
役

•
（

受
け
子

）
：
現
金
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
搾
取
役
）

•
リ
ー
ダ
ー

•
中
核
メ
ン
バ
ー

•
背
後
の
反
社
会
的
組
織

•
警
察

解
答
例

3

項
目

内
容

目
的

若
者
た
ち
が
特
殊
詐
欺
に
（
安
易
）
に
加
担
し
な
い
よ
う

（
啓
発

）
し
、
社
会
の
犯
罪
に
対
す
る
抵
抗
力
強
化
を
図
る
。

コ
ン
セ
プ
ト

推
理
し
な
が
ら
（

特
殊
詐
欺

）
の
犯
人
を
検
挙
せ
よ
！

タ
ー
ゲ
ッ
ト

（
特
殊
詐
欺
の
加
担

）
を
抑
止
す
る
た
め
、
中
学
生
～
2
0
歳
代
男
女

プ
レ
イ
時
間

１
作
3
0
分
程
度

ジ
ャ
ン
ル

ミ
ス
テ
リ
ー
ノ
ベ
ル
ゲ
ー
ム

ゲ
ー
ム
概
要

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
。

・
主
人
公
は
2
0
代
の
刑
事
。
推
理
を
し
な
が
ら
特
殊
犯
罪
組
織
の
正
体

を
暴
い
て
い
く
。

・
小
説
を
読
み
進
め
が
な
が
ら
、
選
択
肢
を
選
ぶ
だ
け
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
ゲ
ー
ム
に
リ
ア
ル
感
を
持
た
せ
る
た
め
、
実
際
の
（

犯
行
音
声
デ
ー

タ
）
や
（

防
犯
カ
メ
ラ

）
映
像
を
使
う
。

記
入
シ
ー
ト
②
：
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ー
ト

解
答
例

4

項
目

内
容

ゲ
ー
ム
の
流
れ

主
人
公
は
2
0
代
の
駆
け
出
し
の
刑
事
。

刑
事
と
し
て
の
初
め
て
の
任
務
は
特
殊
詐
欺
で
あ
っ
た
。

被
害
者
で
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
は
、
詐
欺
に
あ
っ
た
こ
と
を
誰
に
も
言
う
こ

と
が
で
き
ず
、
自
分
を
責
め
、
悩
み
苦
し
ん
で
い
た
。

主
人
公
は
刑
事
と
し
て
犯
人
を
見
つ
け
る
た
め
、
奔
走
す
る
。

や
が
て
、
特
殊
詐
欺
の
背
景
に
い
る
犯
罪
組
織
と
対
峙
す
る
こ
と
と
な
る
。

期
待
さ
れ
る
効
果

・
自
分
が
（
反
社
勢
力
）
と
対
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
（
弱
者
）
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
犯
行
の
悪
質
性
や
、
構
造
と
し
て

（
背
後
の
反
社
組
織

）
に
の
み
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

「
（

受
け
子

）
」
な
ど
実
行
犯
が
捨
て
駒
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理

解
す
る
。

備
考

・
県
警
か
ら
の
情
報
を
活
か
し
、
リ
ア
ル
感
の
あ
る
ゲ
ー
ム
に
す
る
。

類
似
例

「
逆
転
裁
判
1
2
3
！
」

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.c
a
p
co
m
.c
o
.j
p
/p
ro
d
u
ct
/d
e
ta
il.
p
h
p
?i
d
=
2
4
6
&
o
rd
e
r=
la
te
st
&
ke
y
w
o
rd
=
%
E
9

%
8
0
%
8
6
%
E
8
%
B
B
%
A
2
%
E
8
%
A
3
%
8
1
%
E
5
%
8
8
%
A
4

記
入
シ
ー
ト
②
：
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ー
ト

解
答
例
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企
画
提
案
書

壊
滅
！
反
社
・
半
グ
レ

ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
開
発

兵
庫
県
警
察
署

御
中

解
答
例

現
状

背
景 オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
代
表
さ
れ
る
特
殊
詐
欺
は
、

（
窃
盗
に
次
ぐ
大
き
な
被
害

）

（
暴
力
団
構
成
員
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る

）

（
少
年
が
だ
ま
さ
れ
て
加
担
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

）

と
い
う
特
性
が
あ
る
。

ま
た
具
体
的
に
犯
行
を
行
う
「
架
け
子
」
「
受
け
子
」
「
出
し
子
」
は

（
「
闇
仕
事
」
の
募
集
等
、

等
）
で
集
め
、
警
察
に
検
挙
さ
れ
て
も
背
後
の

反
社
組
織
に
捜
査
が
及
ば
な
い
よ
う
制
度
、
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
（

「
架
け
子
」
「
受
け
子
」
「
出
し
子
」
に
加
担
す
る
若
者

）
に
加
担
す

る
若
者
を
抑
止
す
る
こ
と
で
、
特
殊
詐
欺
被
害
を
減
少
さ
せ
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
、
若
者
た
ち
に
犯
罪
に
手
を
染
め
な
い
よ
う
（

啓
発
す
る

）
手
段
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

解
答
例

ゲ
ー
ム
概
要

目
的 （
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
、
若
者
た
ち
が
特
殊
詐
欺
に
安
易
に
加

担
し
な
い
よ
う
啓
発
し
、
社
会
の
犯
罪
に
対
す
る
抵
抗
力
強
化
を
図

る
）

コ
ン
セ
プ
ト

推
理
し
な
が
ら
特
殊
詐
欺
の
犯
人
を
検
挙
せ
よ
！

タ
ー
ゲ
ッ
ト

犯
罪
組
織
に
加
担
し
な
い
よ
う
に
中
学
生
～

歳
代
男
女

プ
レ
イ
時
間

１
話
完
結
で
、
１
話
を
３
０
分
程
度
。

ジ
ャ
ン
ル

ミ
ス
テ
リ
ー
ノ
ベ
ル
ゲ
ー
ム

解
答
例

ゲ
ー
ム
特
徴

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

リ
ア
ル
感
を
味
わ
え
る

（
実
際
の
事
件
を
参
考
に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー

）

（
犯
行
音
声
デ
ー
タ

）

（
防
犯
カ
メ
ラ
映
像

）

小
説
形
式
で
選
択
肢
を
選
ぶ
だ
け
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
な
る
ノ
ベ
ル

ゲ
ー
ム

ゲ
ー
ム
の
流
れ

主
人
公
は

代
の
刑
事
。

最
初
の
任
務
で
特
殊
詐
欺
の
担
当
と
な
る
。

初
め
て
被
害
者
で
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
に
会
い
、
事
件
の
悪
質
さ
や
狡
猾
さ

を
知
っ
て
い
く
。

主
人
公
は
事
件
解
決
の
た
め
奔
走
し
、
や
が
て
背
景
に
い
る
犯
罪
組
織
と

対
峙
し
て
い
く
。

解
答
例

330



期
待
さ
れ
る
効
果

特
殊
詐
欺
へ
加
担
し
て
し
ま
う
若
者
を
抑
止
す
る

ゲ
ー
ム
で
は
あ
る
が
、
実
際
の
情
報
を
利
用
す
る
た
め
リ
ア
ル
な

体
験
が
で
き
、
犯
罪
に
加
担
し
て
し
ま
い
そ
う
な
若
者
た
ち
が

（
特
殊
詐
欺
の
悪
質
性
を
理
解
）

（
犯
罪
者
に
加
担
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
を
把
握
）

し
、
犯
罪
の
抑
止
に
つ
な
が
る
。

解
答
例
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